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新約聖書 

 
ヨハネの第一の手紙 

第３章 
 

たしたちが神の子とよばれるには、どんな

に大きな愛を父から賜ったことか、よく考

えてみなさい。わたしたち、すでに神の子なので

ある。 
世がわたしたちを知らないのは、父を知らなかっ

たからである。 
 
２ 愛する者たちよ。わたしたちは今や神の子で

ある。しかし、わたしたちがどうなるのか、

まだ明らかではない。彼が現れる時、わたし

たちは、自分たちが彼に似るものになること

を知っている。その御姿（みすがた）を見る

からである。 
 
３ 彼についてこの望みをいだいている者は皆、

彼がきよくあらわれるように自らをきよく

する。 
 

わ 
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４ すべて罪を犯す者は、不法を行う者である。

罪は不法である。 
 
５ あなたが知っているとおり、彼は罪をとり除

くために現れたのであって、彼にはなんら罪

がない。 
 
６ すべて彼におる者は、罪を犯さない。すべて

罪を犯すものは彼を見たこともなく、知った

こともない者である。 
 
７ 子たちよ。だれにも惑わされてはいけない。

彼が義人であると同様に、義を行うのは義人

である。 
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義人の想い、～真実の愛～ 

 
私が神、再臨したイエスであることを信じてほし

い。私は自覚と聖書の導きによって生きています。

私は世に問いたい。ルサンチマン（恨み）からで

はなく、人々を弱いとか強いとかに分ける価値観

を、もう一度再確認してほしい。後ろからぼっ立

て、競争に仕向け、苦しむ人々の姿を見て、悦に

入っているのはサタンです。勝つためにはどんな

汚いことでもする。負けたものには容赦ない侮辱。

そんな世界はもう終わりにしないといけません。

どうか皆様のおおらかな賛意をください。私は私

の書きものが世に流布されることが唯一サタン

への対抗手段であると訴えます。真実の愛がある

からです。ここに共鳴した善人に神の国、不老不

死、永遠の命が約束されるでしょう。 すべての

経緯が判明します。神の国は近い。永遠の命を確

かなものにするため、愛を確実なものにする。す

べてはひとりひとりの信仰にある。私を信じて下

さい。私は多くの方々が福音にふれ、幸せになり、

神の義、愛に、涙も消え去ってゆくことを望んで

います。欲望から放れ、美しい想いを抱くこと、

大事です。不完全な人達も誠意と思いやり、信仰
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によって神の義を抱き、完全円満な姿、成仏と呼

ばれる境涯へと誘われてゆきます。日蓮は久遠元

初の仏であり創造主（神）です。つまりイエスと

日蓮は同一の存在。復活と成仏、同様に愛に包ま

れた暖かい境界にあります。私、梶原義人はその

名の通り、煩悩が燃え盛る、火事の原野にひとり

立つ正義の男です。皆様に真実の信仰を掴んでい

ただきたい。一人でも多くの人が神の王国の住人

になれるよう衷心より願う次第であります。私は

三位一体の支持者です。聖霊は固定観念から放れ

自由に生きていくことの大切さを体感によって

知らせてきます。そして聖書とのダイアローグ

（対話）は私にとっての神への自覚を促す基本で

す。すべての完結が私、義人によってなされると

いうことです。人々の不安を煽るような終末論は

展開致しません。ただ何かが生まれ起こるはずで

す。それだけは確かです。皆様と共に幸福へと歩

んでゆきたいです。本物の信仰を抱いて。「子たち

よ、誰も惑わされてはならない。彼が義人である

と同様に義を行なうものは義人である」（ヨハネ

の第一の手紙 ３章７節）ご覧下さりありがとう

ございます。「義人の想い」と銘打って、これにて

私のあいさつに代えさせて頂きたいと思います。

尚、私の他の作品もＰＤＦ（電子書籍）で無料開
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放しています。是非、そちらへと宜しくお願い申

し上げます。この小道が広く大きな愛の街道とな

り皆さまの幸福に必ずや貢献されると信じて疑

いありません。では、いざ、よろしく。 
 

義人 
 



 

 

 

 

義人による

福音書 
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（精神科閉鎖病棟にて） 

孤独を味合わないと真の友情は分からない。善と

は自由にある。仏とは価値ではからないというこ

とである。現段階では善人は尊厳死を迎え悪人は

炉でやかれる。 

義人は全宇宙の中のひとりであるが、世に命をう

ける縁からみれば奇跡でもなんでもない不思議

だが定められたものである 

愚痴も悪口も客観的に利他の心で行えば正義感

のあらわれとなる 

悪い世を終わらせることは神の自分勝手であろ

うか、まだ明らかにされていない 

三界は我が有、ユダヤから世界へ、日本から宇宙

へ宇宙全体を悪から救う、サタンに仏性はあるだ

ろう。しかし本質はかわらない 

義人は来るものは拒まなかったが外部とのつな

がりを断って自分を見つめた 

要求ばかりするのは帝王でありサタンからでた

ものである。神の子は与えることを大切にする 

魂の改革には常不軽菩薩のこころが大切である。

石を投げられれば逃げまた仏性を拝む、その実践

が世を明るくした 
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人の心は複雑だが世の社会体制もどんどん難し

くなり混迷してきている 

人の心が単純化されたのはまずく体制をシンプ

ルなものに変えなければならない 

義人は駄目人間からスタートした、絶望に至り、

そこからまた始まった。イエスは愛と正義に満ち

て義人を苦しめた 

民は花が咲くよう草が生えるよう教化されてい

った 

親よりも子供が正しいこともある、義人はまた人

の権利を尊重し対機説法を試みた。しかしひとび

とは原理を説くだけでは回心しなかった 

人々は何のために働いているのか分からなくな

り、金銭を目的としていった 

理想をすて自らのエゴの為の結婚にはしった人

もいる 

夫婦間の会話もなく錯覚の愛に甘んじている人

もいる 

心に神仏がいないから人は孤独でありさみしく

思う、地道に成仏へと歩もう。 

楽しい。一緒にいるだけでいいという結婚が本当
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であろう 

義人はイエスのことを思い殺した。そして一体と

なった。これで子殺しの罪は清められた 

注意深いことは神の心にかなうが神経質なのは

悪とされる 

自由は自分勝手なものは下品であり神のための

ものは上品とされるのである 

素直になり目の前のひとりひとりを大事にして

いくことが肝要である 

苦難のなかで自分を悪人と思っているひとが善

人である 

神は罪を一緒に苦しみ清めてくれるもの、義とは

愛であり美でもある 

家をすて母も捨てる覚悟が義人には必要だった。

愛さないことも愛なのである 

神は平等で公平だがひいきをし、ひいきせずまた

ひいきするのである 

愛することは安心を生みすべての為になる 

宗教団体の中には権力や国に近づき教祖が道徳

をおしつけ組織として階級を設けるところがあ

る 
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神はこの偽善者達を妄信してはならないといま

しめる 

義人は母と会うのにささいなことは気にしない

ようにしたが彼の中の神がそれを許さなかった 

カミはこわくカミサマは優しいだろう 

性悪説に立てば人間不信はおきず、生贄より哀れ

みが学べるだろう 

命は大事であるが自由、利他永遠のいのちのため

いつでも捨てる覚悟が大切である 

恐怖から思いやりが生まれ感謝が生まれる。想わ

ぬことも思いやりのうち 

神は安息日の主であり被造物を追う祭りは悪と

される、ただ神へ感謝すればよい 

義人は孤独と絶望を克服する為に現れた。苦悶し

たのである 

義人は初めソクラテスのように悪法でも相手の

立場をおもい、毒杯をあおったのである 

義人は無法者を嫌ったが義理と人情を重んじた 

だれに対しても冷たい北風よりも温かい太陽の

ような関わり合いが大切なのである 
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不器用だけどしらけずに純粋だけど野暮じゃな

いそれが義人である 

イエスキリストが十字架にかかり、たすかったと

思うものを神は許さないであろう。涙ただ涙でも

ってしか彼を見ることができないものが許され

るのである 

聖書を冒涜するものは神をののしるより罪が重

い 

神は浄、不浄が自然に分かり人々の邪念がなによ

りも不浄である。自らをかえりみないものは滅び

にいたる 

義人の怒りはすなわち神のいかりでありその生

滅は自在であり、これをもって怒りから自由をえ

るのである 

婦女子に対して淫らな気持ちで接してはならず、

互いに操を守るべきである 

邪まといわれる情欲すなわちサタンの心も義人

はもっている。しかし、実際には使えないことに

なっている。なぜなら義人は神聖だからである。 

宇宙とは人間の言葉の世界であり精神の広がり

の世界をいうのである。つまり世界とは愛である 

義人は侮辱に対しての怒りがおさまれば許すが
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執念深くいつまでも覚えている。これは善悪を裁

くためである 

なんどもいうが義人は様々な人々の思い、邪心、

価値観がわかる。これは人々を思いやるうえで必

要だったからである 

しかし義人は神になるとき、この心を使わなかっ

た。様々な邪心はやはり人を幸福にしないことを

知っていたからである 

サタンはいろいろしかけてきたが無欲、差別のな

い義人の心にはかなわなかった。義人はサタンの

心まで清くしたのである 

南無妙法蓮華経と唱えていれば悪いことはでき

なくなるのである。すなわちよわいものいじめ、

差別、心をふみにじることなどを止めるのである 

被造物も心がこもれば健康を生み出す。神は傲慢

である。だから人間は驕慢であることをいましめ

られたのである。人は神をこえて君臨してはなら

ないからである。君臨するものそれは一番へりく

だったものなのである 

救われるのは行いによるものではなく神からの

賜りものであるということ、人々が誇ることのな

いようということはこのことである 
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義人は正直に人を愛し、人を憎み、許しまた好き

になる。それだけである義人が馬鹿者に見えるの

は相手に素直になってもらうためである 

戒とは守れないということを知るため、ひとに対

するあわれみをうまれさせるためにあるのであ

る 

阿弥陀にすくってもらえるというだけで、すくわ

れるというのは人間の才智であり。やはり本仏の

力、すなわち南無する気持ちがすくいをえるので

ある 

南無妙法蓮華経、を朝にとなえ、南無阿弥陀仏を

夕にとなえる。それでいいのかい。朝は請願に目

覚め、夕は感謝で眠るということであると信じた

い 

信心とはまごころであり神仏におまかせすると

いうことが大切である 

人を愛するということは人を孤独にするもので

あるが悲しみにも似た喜びでもある 

分析は人を冷たくし同情は人をあたたかくする。

あなたはどちらであろうか 

婦女子の心を理解するには率直に語らなければ

ならない 
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ここちよい風は相手に期待するより自らの回り

を囲むことによってえられることである 

自由を制限されると欲望はふかまり、それをのり

こえることが自由からの自由にいたる道である。 

仲の良い友人でも間をおかないとあきがくるも

のである 

真に理解しあう兄弟は常にいたいと思うであろ

う 

丁寧で洗練された言葉は他人行儀になるが尊敬

しあうには必要であるかもしれない。しかし、少

しさびしい 

上から目線はどんな場合にもしてはいけない。人

を侮蔑するものである、侮辱するものである。だ

れも恨まず、だれも憎まず、争いをにくむ 

思いやりある言葉が友情をうみ優しさを生み出

す当たり前のことである 

神からでたものかサタンからでたものかは関係

なく思いやりが分かるかどうかをみるのが肝心

である 

愛情深いからこそ美をもとめ善をもとめ望みを

捨てるときもあるのであり薄情とは違うのであ

る 
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恋にやつれている人々は臆病になる本当に臆病

になる。だがこれも神のなす業で仕方がないので

ある 

美しいもの汚いものにこだわりすぎると神経質

になりこだわらないと不浄になる。だからこそこ

こにも南無の心が大切なのである 

和とは自由な心と心が相対するときの協調から

生まれるもので合わせ合うことではない人は孤

独をいきるべきであり孤独に生きるとは違うの

である 

魂の改革、こそ大事、南無妙法蓮華経、心も身体

もすこやかに 

母性を重んじることが大切である。義人は女性に

これを見る、すると欲望からは遠ざかる欲望は一

時のもので自分は死んだんだと意識すれば越え

られるものである 

義人は受産婦に似ている過去にあった苦しみは

忘れてしまうのである 

義人は凡庸で平均だからこそ、うえの気持ちも、

したの気持ちも理解できたのである 

現在 過去 未来 その時 その時、虚栄心もな

く美しく聡明だからこそ捨てる覚悟でいきたい。
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最後の恋にしたい、恋はつらく、もどかしいもの、

男には似合わないものなのかもしれない。 

犬猫にも仏性があるのは明らかであるが、犬には

犬の役目猫には猫の役目がある 

仏像は拝したり、鑑賞したりするものではなく、

ツクル、ホルところにも意味がない 

偶然は必然 必然は偶然 花のように草のよう

に理想をもち続ける先はちがう、映画みたいな恋

をする 

自由は、正直 自然をうみ愛と正義にいたる。僕

と奴隷とは違う。天国の王は一番へりくだったも

のであるが、卑屈も謙遜も適さない 

達せられなかったことはすっぱい葡萄だったと

思う。安心を与えるのが善、不安にさせるものが

悪である 

相が悪い。それはありであるかもしれない。善人

でも罪人も一緒 性は相にでる 

疑念をもちながら信心をつくっていく兄弟は仲

良くしなければいけない 

弱いものいじめは神、義人の最も嫌うものである

が。結果、成長がうまれることもある 
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風のように簡素に生きる人を義人は愛する 

理解力が確信を生み、その時のこころが大事とな

ってくる 

神による神のためじゃなく人の為の正しい生活

を美しい心でつくる 

ハルマゲドンが問題じゃない悪魔にも仏性があ

ると思いたい 

義人はある意味では柔軟性があり気が狂ったも

のに身をやつしたのである 

現在は誠実に仕事をこなし、なまけようとか、作

為でなにか他人にしようとかは思ってはならな

い 

卑しい経験をしたものは本当に美しいものがわ

かるはずだ 

現在、罪を悔いるものは罪を犯さないはずだ。仏

性を拝み合うのが本当の人の道である執着を捨

てる思いをくむことが大切である 

人を愛するように自分も好きになれ 

すべては不二、神の業と悪魔の業は表裏、あきら

めが親鸞、抵抗が日蓮ともいえる 

神は安息日の主である義人もそうなりたい 
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金で結ばれた労働しない夫は情夫となり、こころ

で結ばれれば哲学者、そして神となる 

義人の父も潔い優しい人で聖霊の法に殉じた人

であった 

その徳分は母を守り生活に窮することはなかっ

たのである 

悪魔撲滅、信長、ヒトラーはあるいは間違っては

いないと疑ってかかることも必要ではあった。 

義人の父は利己主義にはしる自分が嫌で義人の

うでを折ろうと試みたがカは入らなかった義人

は義ゆえに生きても死んでも祝福される 

義人は権力を憎み、愛をたたえ、つねに弱いもの

の味方、つまり正義の義人なのである 

食べたい、自由でいたい。不安は安心へ、困難は

愛へ、キリストを信じるものは決して飢えない 

義人は強制をしない、仏界にとどまればすなわち

魔界、魔界から離れれば即ち仏界、愛を忘れては

いけない 

自らが隣人を愛するものは幸いである神の国の

住人になるであろう 

神の子とは人を想うこころをなくさない人、人間
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の限界を知り本質は変わらないかもと、おそれる

人である 

テレビドラマは哀しさの本質を隠す。演劇は真実

をえぐろうとするのが本物。つまり思いやりが欠

けたらドラマは駄目。そして福音は永遠の死とい

うことかもしれない 

神は受け身、邪気がひろがっている、運命に従う

しかない 

ささいなことでも本人にとっては重要なことが

ある。大きなことなら他人が心配してくれる 

弱いとき南無妙法蓮華経、強いときイエスキリス

トの受難 

神 日蓮 イエス 聖霊ガブリエル 四位一体

それが義人である 

嫉妬、悪意、不信は絶対だめである 少欲知足 

善人だと思っている人はすくわれない、義人、悪

人と思っている人もすくわれない、罪人の意識。

もしくは何も思ってない人がすなわち真の義人

である 

義人の中にはサタンも内在していたがこれを使

わず、人々の中にも神とサタンが内在し、神と神

とが感応し合えば愛がうまれる 
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しかしサタンとサタンが向かい合えば、いさかい、

争いが発生し世は闇となる 

人はつねに人の中の神に向かうべきである 

サタンと神の人の中の葛藤をハルマゲドンと呼

ぶこともできよう 

つまり仏性を拝み合うことで平和が生まれるの

である 

共産主義者の中にも弱いものの味方はいる。搾取

からの解放、しかしこれもこの世のことで、来る

世、重労働はなくなり解放されなければならない 

唯物論では肉をみんなに食べさせることから始

まったがパンとぶどう酒に感謝する生き方の方

が幸いには近いのである 

日蓮も気が狂ったといわれたが傲慢。権力に対し

遠慮する自分ではいけないと思いあえて日本一

の智者になるといったのであろう 

日蓮はわがもの顔で、この風上に立ったのである 

日蓮は宇宙を創ったのである 

相手の立場を考えながら主張することは大切だ

が気をつかいすぎるのも愛と自由のさまたげに

なる 
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神は優しくみえたり怖くみえたりするが、隣人を

愛し思いやれば平安はおとずれるであろう。心配

は遠ざかっていくのである 

仏も鬼のこころは持っておられるがそれを使わ

れないのである、義人は仏でもあるのである 

何度でもいうようであるが義人は清く、ものおし

み、餓鬼のこころ、ねたみ、怒りなどを鏡のよう

に映し出したのである 

神には名誉をもとめる気持ちはなく世の教祖と

呼ばれるものたちとは一線を引くのである 

人は言葉が生まれ歴史が始まった。神は言葉であ

る。ここに創世の意味が明らかになった 

愛と権力は見分けのつきにくさもあり、ただ自ら

立つものにおいては自由の方が重きをなす 

神もイエスも宗教家ではない。義人もまた信仰者

ではあるが宗教家とは呼べない、『人簡に信仰は

欠いてはならないものである』 

義人は旅人であり詩人の魂をもっているが地を

歩くものでもなく詞を書くものでもない 

たんなるもののやりとりも、こころがこもらなけ

れば害その身にいたる、どちらもまごころでなさ

ねばならない 
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面倒だが手間をかけなければ解らないことはた

くさんある。が、率直なことの方が果実は大きい 

不信仰なものは義人の声が聞きにくくなり、信じ

るものはその声に悩むことにもなるのである兄

弟の立場があやういときは試練のときだが艱難

に耐えイエスキリストを祈ってくださいと思う

ほかはない 

競争は憎しみを生み平和をみだすもとであり、人

の評価など気にしてはいけない、神の評価ははか

らないことである。だれもが勝者でも敗者でもな

い、ただ愛に満ち楽しむ人に幸いはおとずれる 

義人はあなたのためにやさしい逆化となるので

す。愛するゆえにです。つまりひとつの障壁です 

大切なものは念じるものであって目に見えるも

のではない、それは受け身だから分かったのであ

る 

義人は弱いもの虐げられるものの味方である 

食べて排泄し薬を飲むだけでは豚と同じである 

自立に結びつくため哲学を継続させつづけなけ

ればいけない 

さわらぬ神にたたりなしが正しく、さわらぬ上に

たたりなしではならない 
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管理者は滅びなければならず保護者は必要なと

きもある 

この世を死にたいと思うものは王国を望み、生き

て笑うものは地獄の門が待っている。疑問をもっ

ていないからである 

義人は団体行動を好まず全体主義を憎む、また我

欲を訴え合う民主主義も神になってからは是と

しなくなった 

自由に喜怒哀楽をだすのもいいが、理性感情はコ

ントロールできた方が良い 

気を使い合うのは、想い合うのとは正反対になる

のかもしれない 

信じる人を連れていく大切な人たちのために 

心の自由、身体の自由は真理をつかむものにおと

ずれる。自尊心を大切にし、さもしい生き方をし

てはいけない 

神（愛の摂理）いがいに依存する生活は改められ

なければならない、自らの神に問いかけてみよう 

義人は厭世主義者にも見えるが弱い者の立場を

忘れないからである 

義人はだれもうらまずみんなのことを考えてい
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る。みんなで一緒に死に向かうことも考えた。し

かしそれはエゴイズムではないかと思い直した 

男根は自尊心の象徴であり知恵の実によって董

恥心の対象となった 

みんなにでくのぼうと呼ばれほめられもせず苦

にもされない生き方をえらんだが、神となった。

義人は苦闘を重ね権威に至った 

神は人々の保父であり義人も保父である。平和を

愛し歌をうたうのである 

ハルマゲドンの際、死ねときは死ぬ、死にたい人

は死なせる、死んじゃいけない沈黙の乙女達がい

る 

神は裏切られつづけ愛することはできないとつ

ぶやいた。義人はひとのよさにつけこむ、人間の

ような悪魔、悪魔のような人間をも忘却によって

清められた 

義人は沈黙し眠りにつく乙女達の為に生きてい

る、伸ばし放題の髭は自己主張から主体性の象徴

へと変化していった 

義人は自分の為に生きるのは面倒だったのであ

る。自分に執着しないためである。自己執着から

人々は病となる。義人の病は維摩と同様、衆生の
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悩みであり慈悲のものである 

権力からの解放が是であり競争が地獄を生み出

す 

沈黙の乙女達は天国へ連れて行く 

義人の歌声は神の原理である。いま、迷惑はしょ

うちで質素な生活を送っている 

この世を創造した神の罪を贖うためひとりの少

女が自死した。復活させたいと願った 

支配者から決別したいと義憤にかられる。沈黙も

方便であり、扉を開き他人への依存から離れよ 

義人がこれほど説いても本質は変わらず、頑迷な

ものは多い拝金主義は変わらず 

自己コントロールは幸福を生み出し無感動は虚

無を現出する 

神はまた死を定める神でもあり、自死者を救い尊

厳死を認めいのちの返却を受け入れた。ただそれ

らの人々のさみしさ無念を忘れてはならない 

義人は日蓮でもあり南無妙法蓮華経、率直に本音

を語り、人を傷つけることを避け、歌をうたって、

愛の法則にもとづき闘ったのである 

義人の髭はみんなの自由の象徴であって不信、疑
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心を禁じ美しい恋を愛するためである 

愛とは悲しみに似たものであって自ら気付くも

のである。聖書にある。義人は想いを広める為に

悪人さがしをしたのである 

人間にはみな限界があり評価は神の評価のみ有

効であることを信じるべきであります 

神は全知全能でもあり善知善能なのです 

シンプルに自由のため、感謝の言葉すらいらない

世界をめざすのです 

人の世話をするのではなくさせていただくとい

う気持ちが大事です。だがそこに自分があっては

いけません 

弱い人、隣人を想うことが神を楽へと導くのです。

神は自己中心を好まず弱いものいじめが大嫌い

であり神の国の義の為には、子殺し、親殺しも是

とされる 

神は面倒くさがりでぐうたらしているが、人のた

めには身をおしまない好色、邪悪、高慢を憎み情

に厚く、世の終わりの警告、訓戒のため現れた 

義人をひとにしようとするものは悪とされ、彼は

初めＴＶ、新聞などは混乱を生むので是としなか

った 
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神の国では競争はなくだれも一番を目指さず、み

んなが主役の自由で愛に満ちたものである 

神は受け身であり捨て身である。なぜならそうで

ないと悪というものが聞こえないからである 

人はつねに何ものかに見られていることを忘れ

てはいけない。サタンとその仲間は神の心を盗み

見る。神は人を思いやりの心を持って察するので

ある 

神は恋するこころを愛し、明るい男女関係と遊女

を祝福する。権力を行使するのは好まない 

攻め手だと人は恐れ引いてしまうから義人はへ

りくだるのである 

神の便りは片便りで平等な嫉妬のない世界を築

くためのものである 

恥じをかかせない世界 科学者のいない世界 

遊んでくらせる世界 聖女のいる世界  

あたたかい世界 権力のない世界 労働のない

世界 いじめのない世界  

罪と罰のない世界 わがままのない世界 愛情

のある世界 友情のある世界 

苦しみのない世界 感傷的な世界 楽しい世界 
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嘘偽りのない世界 好き嫌いのない世界 

歌のある世界 平和な世界 金のいらない世界 

自由な世界 自分が好きになる世界 

うぬぼれＯＫの世界 媚びへつらいのない世界 

悪意のない世界 煩わしさのない世界 

競争のない世界 安らかな世界 暴力のない世

界 搾取のない世界 生老病死のない世界 

解放の世界 恐怖のない世界 安らかな世界 

偏見のない世界 差別のない世界 

明るい世界 尊敬しあう世界 抑圧のない世界 

押しつけのない世界 

神の国がめざす世界である 

友人とは成るもの、戦、仕事、思いやる。その時、

手を差し伸べる。必要な時、心が解る 

やせ我慢は思いやりにつながり、強がりは侮辱に

つながる。どうでもいいはあきらめ、なんでもい

いは達観につながる 

暴力にも理由がある。できれば行使したくないが

正義に神が力をかす、また逃れることが出来るな

らそこを去るべきである 

神の暴力は即ち自由と愛のため暴力を是認する
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こともある 

イエスキリストの十字架にかかった意味を追求

したものは暴力に屈することはなく平安がおと

ずれる 

婦人は婦人に生まれる。空腹がありパンがあり労

働があり忍従があり苦痛より病を引き起こす。も

のはもの、心は心大事にせよ 

明るい劣等感が自尊心を生む、愛さないことも愛

ということも知らなければならない 

イエスキリストが民衆と父のため十字架にかか

ったとすれば後につづくキリストの犠牲者が多

く出ることが懸念された 

父である神はあえて見殺した 

キリストは神の気持ちを理解しない民衆に面倒

臭くなって自死を選んだようにも思う 

老いを才覚すれば最後は絶望につながる、寒くな

れば服を着るように人の子は語る 

義人は陽気で照れ屋で感傷的で怒れば台風の如

く喧嘩、破廉恥なんでもやるが義を行う、愛する

義人である 

創造主の本音は美しい姿をすることにあるのか
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もしれない。今、ベッドの上なまけものに見える

かもしれない。だが世では勤勉であった 

イエスの本心が人の為であったことを神は怒っ

た、人の為など必要ない、人の為には限界がある。

自分の限界を知れ 

沈黙もたまにもよし、いつも楽しい、世の終わり

までみな生きのびるいのちが大切である 

蛮勇を見せびらかすようなことはしてはならな

い兄弟を大切に思わなければならない 

権力者は自らの手を血で汚さず大量殺人を行使

する。神に似ているように見えるかもしれない 

時間は主観的なもので下僕になってはいけない 

我欲はサタンの目的、小さくしていくこと 

世は一切皆苦、義憤をもって魂の改革、神、その

時がくればよし、寛容である 

人間は自由、最後の審判で神の権威においてさば

かれる 

神は言葉の主である、神が罪なら人も罪である、

償いが必要である 

キリストはどういう死に方をすればいいか考え

た、本心は自由になりたかったのかもしれない。
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父である神だけを愛していたのかもしれない 

魔術には科学で対抗することもある科学は現代

の魔術かもしれない。科学から離れた信仰心は神

をつくる。信仰心ある科学は愛を生む 

忘却とは死と同じもの、神を一介の気の狂ったも

のにしてはいけない。神は義人である 

悪人は生きて火の炉へ投げこまれるであろう。罪

はつぐなわなければならない 

義人はこれ覚りに達するなり、原罪を贖うため即

ち自由のため 

食事とは殺生なり感謝が大切、命を確保すること

のみを是とする兄弟の幸いを祈念する 

支援の気持ちなく金銭の布施をしてもすくいに

はならない、団体の先頭意識は神の好まないとこ

ろである。 

罪人にとって忘却が最高のものである。しかし忘

れ得ないもの。経験、体験が正か邪かを左右する。

苦しみへの対処はイエスへの信仰しかない 

キリストの父だけへの気持ちも許容するときと

諦観すると思う。神に義人は従う 

科学者、魔術師が人の死に口出ししてはいけない、
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神だけがさばけ本当のいのちがわかるのだ 

義人が裁くであろう。罪と思えば罪、正と思えば

正 

服従からはうらみがうまれる人格完成とはなん

らむつかしいことではなくただ愛する、仏とはす

なわちそれである 

密教とは各自に対しての自利でありイエスキリ

ストの想いは利他の精神である共に健康をえる 

神は罪人のいうことは聞きいれない、罪人は神の

言葉を聞きいれないものである 

神は心をのぞかれたくはなかったが説法の為、

人々の罪を清める為心を開いていた。侮辱しなか

ったものは生きつづけ、その他の者についてはま

た責任をとってもらう 

不法とは寛容な心をもたず自分勝手な生き方を

するものにある。即ちそういうものは神を大切に

思うわけはない 

美しいこころであれば相手をしばらない、いっさ

いの情愛も許されるのである。心清きものは祝福

される 

神に対する不敬は許されない義を行うものすな

わち義人である。最終解脱者は義人である 
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彼だけが因果を離れる。聖霊の宮。侮辱はたとえ

だれでも許されない。罪とは神が傷つくことであ

る 

義人の心は清く罪があるようにみえて実はない 

おのれの我欲にもとづいた欲望は償わなければ

ならない。神も償ったのである。美しくないもの

はやはり罪 

悪人即ち自分のことしか考えず神をさしおいて

人に対して偽善を無理強いし我欲をみたそうと

するものである 

罪を清めるとは心にもとづくものである、即ち愛

である 

義人はがんこに自由を追いつづけた。優しさから

愛がうまれ正義がうまれた。矛盾したはなしだが

ここから自由からの自由が生まれた 

愛とはこころ、正義とは神、そして人の子は自由

を得た 

本当のいのちとは命ではなくプライド(愛)であ

る 

何度もいうが神への侮辱が一番罪深くさわらぬ

神に祟りなしというが、愛を大切にして人を敬う

ことが大切であり相手を思いやる気持ちそれを
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神はよろこぶ 

人を祝福できないものは神からも祝福されない、

自分に執らわれているものもすくわれない 

サタンは始めから相手にはならず格がちがう。た

だ神が受け身だったのはつまり愛と正義を人々

に知ってほしかったのである 

人はもともと自由だったのだ、今も幸福だが人の

幸せも同じ様なものだ、幸福に執着しないことが

大切で幸福からの自由が是とされる 

相手より自分が悪人だと思う人は善人とされ、こ

れ即ち悪人成仏となる。南無妙法蓮華経 

神の種、仏の種があるものは始めから罪を犯さな

い 

義人を信じるものはイエスキリストを信じてい

るものと魂の一致をみる 

生老病死はなくなり老人は若返り、子供は成長す

る神の権威をもって 

人、各自に個性がある特技もある。負けても損し

ても大らかにこれ即ち右の頬を打たれたら左を

だせ 

義人の義とは弱いものを思うこころであり永遠
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のいのちへとつながる 

権力者には分からないが愛は対等であり感謝す

るより自由でいたい。そして無理なことは頼むし

かない 

自分からの自由 こだわりからの自由 美醜か

らの自由 選択からの自由 

競争からの脱出 感情からの自由 理性からの

自由 苦悶からの自由 健康からの自由 

思案からの自由 サタンからの自由 自由から

の自由 因果からの自由 高慢からの自由 

董恥心からの自由 魔術からの自由 縁起から

の自由 欲望からの自由 抑圧からの自由 

権力からの自由 悪意からの自由 情からの自

由 生活からの自由 病気からの自由 

薬からの自由 自由を求める心 規則からの自

由 宗教からの自由 執着からの自由 

不安からの自由 老死からの自由 優しさから

の自由 事件、事故からの自由 

邪気からの自由 

すべてをふまえ、良心からの自由 善悪からの自

由 
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聖書への帰依    南無は南無 

死は別離ではない。筋書きのないシナリオ。人間

は自由、予定調和。老いて叡知を知る 

命より愛が大切と思う人はすくわれる。 

親の恩とは親の中の神、即ち良心に対してである。

良心とは優しさである。 

空からの自由、空即是色 

人は生き方を通して修行しているのであり、みな

悟りに向けて精進すべし悟りとはすなわち無欲

無私であり、その後祝福をうける 

つまり自在ということである。難解であれば南無

妙法蓮華経と唱えるべし 

釈迦は物欲にこだわらず見栄、体裁を捨てこの世

をあくせくせず人を恨まず生きて行きなさいと

いわれたのです 

つまりどういう生き方をしてもいいのです。心に

愛があれば神、創造主に委ねるしかないのです 

神の前ではすべてが平等なのでありだれひとり

として特別はない。神は始め人々の傲慢さに神と
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して豪語したが本当はへりくだっていたかった

のである 

断食はできれば、すればいいが、素直に同悲同苦

が分かればしなくてもよい。 

神は義人であるが神は義人をあわれんでいる、そ

のがんこさを、そしてまたあなたがたもあわれん

でいる 

己のエゴを憎んだ義人の父も幼子の腕を折ろう

としたができなかった。それはまた己のエゴであ

ると気付いたのである 

あえて罪を犯すような自己犠牲はよくない、相の

悪いものは己の責任においてそうなるのである

から人は素直に恋をすべきだ。それでいい 

別れは、だれかが去るときはさびしいものだ。人

は本心を知るのであろう。つらいがのりこえなけ

ればならない 

義人にも人の想いをふみにじれば良いことばか

りでもなくなる、だがそんな悪意を気にしていて

は、大義はならない。悪ければあやまるだけだ。 

義人は命令、強制は絶対しない、だから命令、強

制はしてほしくないのである。心理分析されるの

もあまり好きじゃない 
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人格を薬によって変えられる屈辱感は本当に腹

立たしいものだ。自分とはなんだ。神によるもの

はどうであろうか。愛と薬とはちがうのか。薬も

愛と受け止めるべきなのか。たぶんそれでいいだ

ろう 

だから神による原理、愛による変化も受け入れて

ほしい。お願いします 

厳しい修行は必要ない。なぜならおごりがでるか

らである。そんなことより優しい思いやりをもつ

ことの方が大事である 

義人というのは本当に嫌なやつなのかもしれな

い、自分のことだけを考え回りを批判し裁く、し

かし表面上は笑顔でとりつくろう 

愛とは決して相手を縛るものではなくお仕着せ

にもならず優しく見守るものである 

母親の情念というものは醜く義人を縛るもので

ある。義人の望みはただひとつ自由である 

子を縛るも殺すもしょせんは同じ親のエゴであ

る。南無妙法蓮華経 

分析するものは分析される、愛されるものは愛さ

れる、人は鏡である 

好色にはしるのではなく全人格的に博愛の遊女
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と戯れるそんなものをもとめている 

そしてまた情欲のむなしさを知る。もどかしさの

中でおいもとめる愛を 

母が死ななければ帰る家もなし、ただ黙る、姪の

こころを知りたい。我が母を鬼とののしる彼女に

会いたい、我がこころと同じに違いない 

強い人と呼ばれるひとは妻子、家をもち、やって

いけるだろう。しかし義人のような弱い人間はす

べてを捨てるより仕方がないのである。だから神

は弱いものの味方なのである 

母と一緒に暮らしたいから死んでほしいと思う、

この矛盾したきもちを理解してもらう人は少な

い 

卑怯なふるまいやごまかしを勧めるものに神は

融通性をもたない 

義とは損得や才覚でみつかるものではなく、たと

え負けても損してもみつけなければならない正

義である。つまり愛である 

神が寛容性をもてば、うそ、いつわりも認めるこ

とになり善悪が分からなくなる。裁くことができ

なくなるのである 

義人の中からはサタンが消えたのである。哀愁を
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もって消えたのである 

平和の実現はサタンを戴いた人間には過重。神の

解脱によりこの世は終わる、その前に悪意に対し

報復をとげなければならない 

怒りは神のものである。自らの意思を発言するこ

とを控える、そのきっかけを作った極悪人を思い

だしたのである。ユーモアまでもころされた 

 

人の悲しみを知るものは虐げられ、一番を目指し

権力を手に入れたいものははびこる。おかしくな

いか、変だぜ、知らない人からみれば俺もひとつ

の権力か、ああ嫌になってくるどうしてこう人間

は蒙昧なのか、恥知らずなのか、ただ平和にプラ

プラと生きるのがどうしていけないのかいやそ

うすべきなのだ。ひとりでプラプラ、目には目を、

命には命を、自分をだましていたのかもしれない。 

権力でないから復讐ができないのではなく、愛だ

から復讐ができないのだ。因果の法則に従い悪人

も裁かれるであろう。楽にはなったが嫌な人間に

なったぜ、薬のせいかな。 

神でない方が君たちはうれしいだろう。それなら

ば、そうすればいい。義人はこだわらない。今日

も暑くなる、それだけだ 
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死ぬこともできずプラプラ生きることもできな

い。なんでサタンはぼっかけてくる、俺の後を、

お前の好きにやるがいい、人間を引き連れて地獄

へ行け、俺のことはほっとけ 

俺をほっとけばほっとかれるということだ。期待

通り、嫌な人間になってやったぞ、嬉しいか、人

格改造なんかするな、本質は変わらんぞ、俺は真

面目で優しい人間だ 

さあ期待通りの嫌な人間だ。もう神じゃない、神

は俺をみすてた。俺は薄汚い糞の男だ。それだけ

だ。満足したかサタン、好きにやらせてもらうぜ。

南無妙法蓮華経 

義人は神であり神でなし神として生きることは

苦であり神に去ってもらった。神は慈悲深いので

許されるであろう 

南無妙法蓮華経 

人間であるからにはだれの上でも下でもない 

法を見るものは私をみると釈迦仏はいわれた 

仏像崇拝はよくない。教えを無にするから 

負けても、損しても大らかにそれが仏教 
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すべて感謝で受け止める。ポジティブに受け流す。

相手のことを想う 

神は、すべては不二。真の意味のいのち、愛をつ

かんでほしかったのではないか 

自分の眼、感覚を信じる、ＯＫ、そのとき、その

とき 

道徳からの自由 悪臭からの自由 

命は貴くも尊くもなる我が命を他の命と同等に

思えるか、そこが問題だ 

他の命を軽んずればすなわち魔界への入り口と

なる 

他の命を重くすればすなわち仏界 

しかし仏界に留まればすなわち魔界となるとき

もある。人の想いを不幸からくめなくなる 

神とは善悪に関しては厳しく、人間にとっては寛

容でないかもしれない 

神は一番の肯定的批判者になりたいと思ってい

る 

神は美しく清らかで聖なるもので傷つけてはな

らない 
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神は奴隷ではない。神に指示するものは不法をな

すものであり罪は重い 

神もだれにも指示、命令はしたくないと思ってい

る 

神を模範とし極力、人に対しては依頼する気持ち

で接するべきである 

神は安息日の主である。労働はてきさず、指示を

受ければ相手に罪を犯させることになるからで

ある 

簡素な生活からの自由も必要である 

イエスは大工の倅 義人は酒屋のあんま(長男) 

嫉妬はよくない。また嫉妬をおそれていてはなに

もできない 

人間は自由ではあるが、因果からの解放が成され

ていなかった。だから私が現れたのである 

負けても損しても大らかに我欲にはしらずみん

なのために 

現実、科学はサタンの試みもあるのだが受容すべ

きところは楽天的に認める。だが心なきところ危

険性大 

神を試してはならない裁かれない為にも 
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終末がくるまでは誠実に務めなければならない 

自己犠牲からの解放を果たしたいと神は思って

いる。それは今日まで義をつらぬいた人々のため

を想うからである 

羞恥心をのりこえなければ神の心に近づけない 

ダイバダッタは善知識である。地獄へおちて辛い

気持ちがあるが、一時で、釈尊の心に報いたい 

下流に幸福はある 

神の義、こころを汚しふみにじるものは不法であ

り清くない 

神の国は天の時、地の利、人の和ができたとき生

まれる 

ケチることなく教えを伝える。 

言うは簡単、行うは難しい 

コロンブスの卵 

中道、いい加減とは、ひとそれぞれ情愛の表し方

もひとそれぞれだから気にしない。ごまかさない

で正直でいい 

みんなのことを考えるということも自分が介在

しエゴイズムとなる。幸福はまかせる南無に南無 
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キリストはエゴイズムになるから後継者はどう

でもよかった。なりうる人がなる。つまり裁く人

が裁く 

いつの時代も幸、不幸はある。つまり無欲で神仏

に身を委ねる人が真の幸福を得る。そして果実も

得る。一番は友、兄弟である 

諸行無常 諸法無我 浬槃寂静 そのとき そ

のとき 

名誉からの自由 貧困からの解放 痛みからの

解放 使命、責任からの解放 

仕事からの解放 指示、命令からの解放 女性か

らの解放 評価からの解放 

同悲同苦 

神のはなしは聞くひとには聞こえるが聞かない

人には聞こえない 

食べ物は清められている 

百科事典を覚えてもしかたがない 

俺は必要なことだけ説くそれだけ。知識のあるな

し上下のあるなし問題にはならない。でないと詩

人の魂は分からない 

劣等感は楽しくやれないのでもたない。優越感は
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劣等感の裏返し、神は難しいを簡単にし、悪魔は

簡単を難しくさせる 

今は神もひとりの人間である 

義人たちの中から悪人は分けられる、悪人とは自

分のことしか考えないものである 

義の為には愛することを行う。人殺しは自分勝手

であろう 

善意の兄弟の希望を優先することになる時節が

くれば。 

神は神で神である。栄光はそのまま、義人は義人

でいい 

信心すればきっといいことがある 

政治にかかわるな、サタンにかかわるな 

ハルマゲドンが必要かも知れない、信仰がないと

人間は改心しないから 

人を想うという心が人を安楽にする、をふまえ偏

った良心からの自由が幸福に導いていく 

相 性 体は人を表す 

強い気持ちが必要なときもある、権力者には暴力

より愛でうけこたえる 
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心の自由が幸福をつくる、要求ばかりではいけな

い 

ある存在があって人々の想いが神をつくった。御

使いたちよ、許しておくれ死刑執行人にするかも

しれない 

着るものについて身だしなみ自由。制服は好きで

はない 

試練は忍耐力をたかめ寛容を生み出すこともあ

る、服従は盲信を生み出す 

聖書で安心するのが良い。不安になるのはよくな

い。質素 倹約は美徳だが布施が大事。乱雑も良

くないが、整理整頓も規則と同じくサタンの事物

の体制のものである 

権力を自らの為に行使するものはやはり悪人で

ある 

人の話を聞いて自分で理解し答えを出すそれが

自由 

正義に満ちていればいくつも答えはでるが真理

はひとつ愛である 

隣人のことを想うこと結果が良ければいい 

あえて答えを出さないよ。という答えもある 
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質問が悪いということもある、問題は人々の心の

問題だ 

ハルマゲドンがこないと思った方が人心は安定

する。悪魔たちは炉へぶちこまれるだろう。訪れ

るだろう。義人たちのために恐怖なき世界のため

に 

サタンには負けるが勝ちだが敗北したことはな

い。神の国、結果オーライ、不平不満は進歩のた

めには必要なときもある 

その時々に出る言葉が仏の言葉、最後の預言者が

義人である 

天の時地の利人の和世につながるものはむなし

く過ぎ去るものである 

未熟な良心からの自由とは愛着を忘れさせ去ら

せることにある 

仕事場も家庭も鬼のすみかでありまさに地獄で

はあるが人間不信は神を愛することへ続いてい

く 

ハルマゲドンは本当のいのちの為にかならず訪

れる 

沈黙は銀であって雄弁が金である場合もある 
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品格とはプライドであり死に様は自由である、愛 

善 真理 美を追求し本当の親切が分かるよう

になる 

神はいろんな人のこころを察する、だから罪はな

い 

サタンと争っても心配なく信じるものと不信の

ものは予定調和されている 

義人は神の愛、父の愛を理解し忘れないようにと

願っている 

くすりは現代の魔力、無欲なものには毒にはなら

ない 

無感動から殺戮は生まれるのであろう。世では無

関心とあきらめがないと生きていけない（念仏者） 

金品を得るために操を汚すことは許されない 

心と実践が大事、神の栄光はイエスヘ、イエスの

栄光は神へ想い合う助け合う 

イエスも義人も郷里では気が狂ったとされた 

美醜にも意味がある。ひとを恨んでいる場合では

ない。心を美しくせよ 

細かいことにはこだわらぬよう普通に世の矛盾

を正す 



50 

リヤ王の狂気を愛し背水の陣を引く。世では神は

自殺したいを主張とうけとめられ死にたくない、

を迎合したとする 

サタンは神の反対ばかりを行おうとする、難しく

する、毒をもって殺してみろといいたい 

義人は人間には返れないと思っていた。 

金にこまかい人間は苦労を背負い、心のこまやか

な人間は幸福をえる 

科学者は現代の魔術師であっても愛と知を追う

哲学者の上に立つことが出来ない 

この世のことにはかかわらず神を信じ好きなよ

うに生きる。それが自由であり後戻りはできない 

何度も言うが義人は神であり身体の自由、心の自

由を保証してくれる 

優しい逆化も信じる。母と会わないのは不敬の罪

を犯させないためである 

義人はプライド高くがんこである。いろいろな価

値観が解るのは人の心が眼前に映し出されてい

るからである 

義人ののぞみはただひとを楽にしてあげたいと

いう一念である 
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たすかりたいというのはさもしい根性で才覚し

てはいけない 

政治家 学者が賢者とはいえない。その虚栄心ゆ

えにおろかなふるまいをする 

神は独立独歩を好み、特別あつかいを嫌う心の談

合をしてはならない自由を疎外することになる 

人の評価はあてにならない。良くいったり悪くい

ったり神の評価のみ真理である 

義人は冷静で寛容な男であったが病気を通じて

人々の悩みを映し出し提示したのである 

イエスは愛するものも憎むものもあわれみ愛し

なさいと言ったがそれが困難でたいへんなこと

であるということを知ってほしかったのである 

つまり他人から優しくされなくても恨んではい

けないということである。その方が楽ではないか 

今、飢えているものは満たされ、泣いているもの

は笑うであろう。これを望むものは罪であるよう

にみえるが、それは正しくないであろう 

なるようになるだけである、人を泣かせたものは

泣き、人をあざわらったもの、金に執着したもの

はやはり償わなければならないのである 
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愛する兄弟たちよ、幸せになろうではないか、わ

たしたちは快楽にふけりたいわけではない安楽

で優しくありたいだけではないか 

永久に平和で恐怖、窮乏のない世界へ旅立とうで

はないか。愛する人達とともに 

魂は黄泉（よみ）の世界にはすておかれず肉体は

朽ちない。もはや生老病死の苦しみは取り除かれ

るのである 

憎むもの虐げたものに対し神だけが冷静に客観

されただが、その彼らは本質を変えようとはしな

かった 

だが神は彼らに祝福を与えようとしたが、意を受

け止めきれなかった。彼らはやはり富や自分に執

着していたからである 

パンとぶどう酒に感謝するものは孤独からいや

され良心からもいやされる。肉を愛するものは滅

びるのである。 

被造物を愛し犬を人として扱うものも神は沈黙

する。いやしはイエスキリストにあるからである 

イエスキリストは義人のうちでいのちをすてた。

兄弟たちももはや一度こころのうちの偽のイエ

スキリストをすてるべきである。自己犠牲は栄光
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としてもはや達成されたのである。 

これからは義人を信じ主体性をもって自らの幸

福を追求すべきであるが、どうかわたしを模範と

してほしい、歩く人に目をとめてほしい 

認められようと思うものは罪をおかし、認められ

ようと思わないものは祝福される 

法華経も聖書もいろいろな読み方がある、義人の

義があらわれているものがよいのである 

才覚や俊敏さ、体力、知力はおとろえていきいつ

か敗れる。愛と本当の知は老いから生まれ永久に

生き続ける 

神は民の奉仕者であり、権力者ではない。である

から遊女、ゴミ収集人達の味方なのである 

自尊心を踏みにじられパンを泣きながら食した

ものでなければ人生は語れない。そこからまた道

が生まれていくからである。 

白い鳥がとぶとき義人のこころは喜び、黒い鳥が

とぶときこころはしずむ、やがて黒雲はさり、日

が天地をてらす熱は去りやわらかな青い空が幸

福をうたうのである 

議論は負けるにかぎる。そこでは勝負へのこだわ

りがあり真実からは遠ざかるからであるそして
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果ては怒りをうみ、すべてをなくすからである 

義人は世で活きてく力はあまりないが、己の神

（愛）を信じれば生活に困らないそれでいいでは

ないか 

人は自分として生きるべきで、他人としては生き

るものではない。比較する必要は全くないのであ

る。自分らしく愛に生きるべきである 

計算や能力は被造物が難しく、また簡単に変化さ

せてゆくだろう。神はただ愛や正義をもとめるの

である 

サタンは意識してもしなくてもどちらもいけな

い。善悪が見えなくなるからである。多面的に対

応することが肝心である 

被造物も科学もサタンのものといえばサタンの

もの信仰心があれば神のものとなる 

神は罪人の話はきかない。信仰心のある科学者の

ハナシはきくものである 

末法の世には逆化を示さねばならずハルマゲド

ンもおこるのである。義のためにはあえて殺人も

犯すその覚悟がもとめられるのであろう 

なぜなら世の中は悪意にみち己のことしか考え

ない者達がふえ、誠実に生きる者達は沈黙を強い
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られているからである 

各世界ではいうまでもなく殺し合いが行われて

おり、そのことに気付くものも多い。狡猾な心の

競争、命の戦争が行われており兄弟達の友情のさ

またげとなっているのである 

雲は連なる山脈のうえにたなびき人々を安心さ

せる、希望が忘却よりよみがえりのびて行く、大

地天地は宇宙と一体となり空はあくまでも青い 

白い鳥がとぶとき恋はつのりながらうつろにな

る。愛する人を想い我もまた静まり、せつなさは

遠ざかる。ただ待つことの幸せは消えようとしな

い。おちついた神は、期待しながらもさめていく

自分をどこかでよろこんでいる 

沈黙の乙女に会いたい。愛が消えない。それだけ

が神を迷わせる。だが神の国の平和を乱すものな

らば義人は厳粛に処断するものなり。義人とはそ

れほど公平で善知善能なのである 

不老不死の世界は遠くて近い、また近くて遠いの

である。そして過去のようで未来であり、現在の

ようで過去のようなものである 

義人もイエスも日蓮も気が狂ったといわれたが

真実は生きつづけるのである 
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命の価値は大人も子供も変わりはないが、女、子

供は弱い立場にある限り神は保護を願っている。 

イエスは孤独を感じ父と民との板ばさみになり

十字架にかかることを選択したのかもしれない 

なぜ民は神の気持ちが解らないのであろうか、神

の子と呼ばれるのであれば公平な態度が必要で

あろう 

鬼、悪魔に対し誠実、柔和に対応することにより

眼を開けるかもしれないのである 

神はただ人がされて嫌なことをされたくないだ

けである。また人に強いることはない自由こそ愛

である 

義人もイエスもすでにあるものを疑うことから

はじめ考えを深めていった 

常識 道徳 法律は時代、ところによりうえから

押しつけられたことも多くやみくもに信じては

ならない 

わずらわしさから逃れたいと思うとき、人を排除

したくなる。そのときサタンが忍び込むのである、

やってしまえという気持ちである 

イエスは先生と呼ばれ、祭り上げていかれること

に嫌気を覚えまた功名心がめばえてくることに



57 

おそれを感じ、父の栄光のため十字架にかかった

のかもしれない。イエスは神か、自惚れの概念は

存在しないか。 

おごりと名誉をもとめる気持ちがあると上から

みる目線が生まれ正確な判断ができなくなるこ

とがある 

釈尊は下血され死の病にあっても恨まず完結に

向かわれた。見栄、体裁、功名心、名誉を求める

気持ちは捨てなければならないのである。 

大切なのは親近感と想い合う兄弟たちである。友

情とはそこから生まれ成るものである。また自信

は対等を分かち合う心をつくるのである 

博愛のため自己を捧げる遊女は天使に祝福され

る 

くすりによるマインドコントロールは魔術にた

いする怒りを生む、義人は神である 

神は真のいのちの耐えられないような試練は与

えられない。復活もあり自死をも受け入れる 

神は受け身であり方便でも悪意は好まない 

イエスキリストを信じるものは義に目覚めなぐ

さめにはならず逆に苦しみを生むことにもなる。

苦しみながら安心する。そんな人が祝福されるの
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だ 

優しい人 悲しみを隣人と分かち合える人は幸

せに祝福される。一度の苦しみを二度受けること

のないように 

大難は小難 小難は無難へ、単純は良い、とせず、

簡単を良いとする 

この世は良心だけでは生きて行けない。つまり神

の生きていけない世界。預かった命、返します。

自死のこころを神は認証する。 

なぜなら義人はひとを安楽に解放するために現

れたのであるから、気が狂っているというなら風

と共に去ります 

飲食物は出されたものをありがたくいただく 

司法には限界があり訴訟などはつまらないから

やめる。南無妙法蓮華経、信じるものはすくわれ

る 

魂の改革 あせらぬよう ねたまぬよう はし

ゃがぬよう めだたぬよう 

その日暮らしは愛にもとづく、あわれみはその日

暮らしから生まれる 

無知はつみである、神に守護してもらえる。の意



59 

味をとらえなければならない。捨ててこそ人はい

のちをえる 

自由がなくなるのが悪である。サタンの支配は滅

びる 釈迦は円満をもとに教えを説きイエスは

邪悪、偽善と闘った



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニッポン人へ

の手紙 
 

 

 

 

 

義人 
Ｈ２６年１２月 
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（精神科閉鎖病棟にて） 

 
人間、義人の心の獣性と神性 
 

自分勝手な思いやりのない女は鎌だぜ、話しもした

くない。ひとの便秘のことまで気にしていたらクソ

もできないぜ 

自分の事を考えるべきだ。そして孤独を生きる。孤独

に生きるのではない。 

聖書はたいへんだぜ かなわん サタンの居所さえ

わからん 

人は欲望を持つから苦しいのは確かだ。だがそうい

うとサタンがつけこむ。適当にあしらっておく。 

 

めしがあればいい、みそと、納豆と牛乳と、日蓮も反

省した難解なものはだれも読まないただ立正安国論

を提出したでいいのだろう。他人のことばかり考え

ている人には自利を自分のことばかりの人には利他

を。 ソーナの弦 の讐のように。 

 

批判精神を腹にもちながら愛をもってみることが大

切だろう、でないと善悪、権力がみえなくなるから。 

 

恋はできればしない方が良い、切なく苦しいから。 

思いやりのある娘ならだれでもいいではないか結婚

すべきだ。 

目的のある女もだめだ、楽しくないから。 
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君はファンキーモンキーベイビーいかれてるよ楽し

い君といれば― 

さもしくも生き続ける、エピクロス、信仰がある。 

さもしいなら死ぬ サムライ。 

既婚者はめしもくえるし SEX もできてなんで別れる

のだろう。 

ソープランドに行きたいと思う自分もいた。 

自分がかわいいから人を大事にする、それでいい。 

 

聖書は待ちくたびれる。訳も分からないし。南無妙法

蓮華経は即時的である。 

みんな忘れていく、奇瑞も少なくなり、苦しみも少な

くなった。楽である。 

ハルマゲドンは宝くじと一緒当たればいいが、はず

れればがっくりくる。当選発表はいつかわからない。

ならば買わない方がよい。買わなきゃ当たらない。夢

が買えるともいえる。 

汚いやつは一番になりたいやつだ。 

チン０はいつたつのか、この先女は抱けないのか。 

ちくしょう ちくしょう ばかやろう一、人助けも

自分のためじゃないか。 

また一からやり直しだぜ。サタン 殺してやる お

ぼえていろ。 

もう きれいごとはなしだ ぶっころしてやる 火

のかまへぶちこんでやる。 

みんな死ね おれは生きて女とやりまくる色情狂だ。 
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楽しい、スケベな美女ばかりあつめて 毎日 酒を

飲み 魚肉をくらい、酒池肉林 

やりまくる 人など知るか すっきりする わずら

わしいぜ、 

女とやりまくる それもまた仏なり 英雄とはそん

なもんだ。 

ジンギスカンもそうだ。俺とくるやつは狼だ、大量虐

殺だ、悪い野郎はぶっころす 

それが善だ。 

自然に素直に女とやりたいぜ。聖書の創造主に委ね

るとはこうゆうことか。 

 

くいたいやつはくえ やりたいやつはやる それも

愛だ。 

でなきゃ死ぬだけだ。いつか。 

人の心など恐怖でどうにでもなる。 薬ででもどう

にでもなる。 

美しい心など結局、無力だ。楽しかないだろう。 

いやになってくる、明るい SEX がしたいぜ。 

人の上に立とうとする奴も悪い。まあこの一ヵ月た

のしかったけど。 

チン０だけもとにもどしてもらわんとだめや、 か

なわんからな。 

 

義人はお預かりしていた神を天におかえしします。 
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食欲 性欲 睡眠欲 
 

俺がいる。 

 

暗いハナシには人はついてこない。 

 

 
大欲とは仏なり 

天下を未来永劫、安泰に。 

無念夢想の境地。  

つまりどちらでもよい。 

いずれも仏界よりいでしもの。 
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おれは神をやめた 
神は義人を離れ帰天する。 

偽りの仏界、留まれば魔界である。 

魔界より精進により離れれば仏界。 

一から始まるわけではない、捨てる神ありゃ

拾う神あり。 

結婚とはその達成に大いなる喜びをもつものである。 

つまり宇宙で一番美しい契約である 

不倫するなら別れろ 

いい加減 がんばらない 適当がいい時もある。 

 

他人に対する、誤った思いやりより自由でいたい。

執着より離れる 

 

人間にかえったら薬がよく効くよ 

 

弱いからこそ生老病死を見つめ乗り越えられるので

ある 

 

からだが重い      へんずりこいても美しい 
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南無妙法蓮華経 自由 
 

不細工な嫁を喜ぶ、夫がうれしそうにバスから降りる 

自分を慕い、頼るひとがいる、こんな幸せがあるだ

ろうか 

家族愛   偉い人 

 

プラトニックから発展した関係でなければリアルで

はだめだ 

 

純愛、不倫の違いを考えない人は幸福だろうか 

価値観の一定は大切 

 

世界全体が幸福にならなければ 

 

個人の幸福はない 他人の便秘まで 

 心配できるか 

個人の幸福がなければ 

そうでないか 

世界の幸福もない だから南無妙法蓮華経を

ひろめる 

 

相手が本当によわい人間だと 

知っていることが思いやりにつながる 

 

南無妙法蓮華経   



67 

 へんずりを忘れる 

 

気が小さい 小心者 バカ正直 神経質 

 

だから 

煩悩 即 菩提 
 

障害は差別というより役目である 

 
個人の幸せがなければ世界の

幸せはない 
 

へんずりもクソもこえてあえて南無妙法蓮華経 

 

釈迦に説法だぜ 

 

静かに自由に生きたいじゃ 

 

孤独死 最高自分の為 

尊厳死を向かえる為に 

 

クソも鼻の横のカスも一緒 
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賢治はさもしい 自分勝手 出世欲のかたまり 

 

自己顕示欲と功名心で 

 

薬王菩薩を曲解した 

犠牲者いっぱい 

 

へんずりも想像力があれば楽しい 

安楽 

虚栄からは 

真の愛はわからない 

 

餓死 いいかも  自然死 いいかも 

 

釈迦の涅槃はある意味で達成された自死ともとれる 

輪廻からの解脱から 

久遠本仏へ 

 

創造主は神 所有者は本仏 
 

ED 治れば行く、ソープヘ、感謝して。(どうかな) 

 

子供への執着はよくない、見守っているが正解 

 

押しつけ、裁きはだめ 
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自己犠牲もだめ 

人格完成などを目ざすのもだめ 

南無妙法蓮華経 

 

自由に くって ねて クソ

して 

ＳＥＸして平和に死ぬ 
 

人を憎まず 

上から目線を避け 

自由な正しいことをする（八正道） 

くうためにイエスを信じた人もいるだろうな 

 

安楽  中道  南無妙法蓮華経 

基本的人権 

 

専業主婦の中、売春と同じようなものもある 

 

南無妙法蓮華経 

 

つれえぜ、先生  乗り越えるぜ 

真実を見つめるために 

 

人のクソは一応考えておく 

だれでもクソはする 
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神は正、邪がわかる 
 

正 イエス キリスト(やさしさ思いやり、心、愛) 

 

邪 サタン  (計算、権力、支配、誘惑) 

 

 

人間は正 邪 を持っている 

 

障害者である預言者、義人 

 

つれ一ぜ かなし一ぜ 

コノヤロー  バカヤロー 

ダラメ  バカヤロー  コノヤロー 

 

恋におちちゃだめだ 

 

イエスは心が広いとはいえないかも、いややはり

広いね 

 

義人の幻覚は世の中の矛盾、各人の本性、サタン

があぶり出されたものである 

 

新聞の出来事は反面教師にしろ 世間と適当につ

き合え 
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義人には計算がなかった   ひとのことを思っ

ていた 

優しいのだろう 

 

男のずるさに女は金にはしる 
 

どっちもどっち 

 

神は天に帰して 

義人として生きていく 

 

義人は義人にこだわらない 
 

羞恥心ありは唄あり、羞恥心なしは唄なし、深い意

味がある 

 

イエスキリストの弟子にはだれもなれない 

 

親、兄弟を客観しろ 

 

情熱のある結婚をめざそう 

 

神が罰として死を与えた 
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イエスの教えを信じ行うものは死なない 

 

神の国 

癒されている人間は癒されない 

泣くものは笑う 

姦淫するな  盗むな  殺すな  父母を敬え 

 

親が自分を重視しなければ心の底ですてる 

 

風はどこから吹いてどこへ向かうかわからない 

運命も一緒神だけがご存じである 

 

知識欲もなくなればよい我欲の一部だから 

 

不誠実は罪 

 

人々の仏性を信じる 

 

サタンも元は天使 

 

南無 やって南無 

それだけ 

南無そして南無 

愛してる 
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主体性をもち南無妙法蓮華経と唱えれば良い 

うまくいくものはうまくいくうまくいかないものも

それでいい 

それが帰依するということだ 

 

 

 

仏がはたらく思考伝播 
 

草のように花のように 

 

梅ちゃん先生がすき 

 

世間体、体裁からみの結婚はいけない 

 

ショッピングのすきな人は物質がすきみたいなよう

な気もする 

 

金はあれば頼る、どちらでもいい。いやむしろない

ほうが問題はおきない 

 

日蓮の方が小役人より 

有名になった 
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ある人の妄想、神があらわれるとリハビリの仕事が

なくなる。 

神は安息日の主である代弁したのかも 

 

リラックス リラックス リラックスが大事 

 

芸能人、スポーツ選手など、見栄虚栄、ミーハー、

生存競争を、夢を目指すとする 

 

鬼子母も夜叉も仏を守護する 

サタンも守護することになる 

 

仕事はただの専門である 

 

そんとき そんとき 
 

賢治は臨終の際、燃やしてくれ本(原稿)といった 

このとき賢治は真に法華経行者となり 

幸福となった 

 

無頓着になることが自由になる条件のとき

もある 
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所詮、病棟での不思議は 

コップの中の嵐だったのか 

 

タカシという少年が運動会のとき 

逆方向に走った 

 

自らの評価が先と信じること 

 

法然は時代を見守った 

 

日蓮は傲慢あえて、神だから 

 

当時、善をすすめるのは親鸞には辛いことだった 

日蓮を待っていたのかもしれない 

罪障消滅 

 

南無妙法蓮華経 

自らを善人と思うものは悪人である 

善をなして自らを悪人と思うものは善なるかもしれ

ない 

 

人は自由だから神に罪はない 

 

 

ＴＶでは安易な人殺しがあふれ、映画では観念の顕

在化として殺人が行われている 
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嫉妬は向上心につながるかもしれない 

南無妙法蓮華経 

情欲と情熱は違う 

逃げ出したくなるのがこの世界 

他人の人生、生活をバカにしてはいけない 

主体性があるかないかできまる、仏教的かどうか 

 

偽善は罪が重い、あわれみの方が大事 

 

小説バカなことを書く前に大事なことだけかけ 

 

自己犠牲もエゴイズムもだめ 

 

恋をしたことのない女は心に余裕がないかも知れな

い 

 

愉しいことより辛いことの方が人間を生長させる 

 

何の不徳のない人生なんて変だぜ、そこで信仰によ

って平安が訪れる 

押しつけはだめ、愚痴も個人的なものは言わない方

がよし 

その人の生き様でわかるから 

これみよがしに悪口をいうのは 

できればしない方がよい 

 

下着でも、ただ見るだけならなんでもない 
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人がつけたとなると変になる 

これぞ空の教え 

 

一休 聖人君子の名利をすてた、淫欲のはてに一盲

目のおんな森女を愛す 

高僧かただのスケベ爺か、それからだ 

 

自分ひとりの幸福がないかぎりは世界の幸福もない 

 

いじめたり、いじめられたりすることで、この世の

辛さがわかるとはちと悲しい 
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SEX よりハグしたい 
 

人間の尊厳、看護師はきづき医者には疑念がのこる、

その逆もあるだろう 

 

親を客観しなければいけない 
 

無知が罪につながることを理解しなければいけない 

 

沈黙すれば逆に悩みが深くなるときもある 

 

布施行もすべての約束も目的につながれば下品にな

る 

 

すべては神仏の縁、よけいな事に構うなという声が

聞こえそうだ 

 

自分の哲学思想が分からなくなる 

しかしカントは知っていた 大切なことは 

相手を尊重することだと 

 

 

ただ人々は普通に安楽にくらしたい 

それには思いやり、愛をもつこと。その日暮らしの

つもりで 
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それだけ 

南無妙法蓮華経 

普通の人生はあるようでないようで 

みんな普通の人生 

毒にも薬にもならない義人 毒にも薬にもなる義人 

どっちがいいだろう 

 

その時、その時、計算しないで無理せずにいこう 

 

どんな死に方でもいい、だが各自幸福な死があるは

ずだ 

 

自分の幸福からみんなの幸福へ 

 

正義感強く、真面目少しいい加減に 

 

偶然は必然 必然は偶然 

すべては情熱から 

 

他人は他人の人生を送る、まず自らの道を行くべし 

 

書かざるをえない、いろんな事情で、苦しいから 

人は生きているだけでいいのかもしれない 
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愛する人の為に生きる、愛とはいかなるものか 

奇麗にしてあげようという美容師の心と同じものだ

ろう 

 

人格完成とは、思いやり、あわれみ、理性による心の

自由、感情のコントロール、 

をいうが、それが森羅万象に対するときかならずし

も善で正しいとは限らない。つまり仏になるには南

無妙法蓮華経と唱えるしかない。 

 

そして喜びをかなえられる 

 

普通の暮らしとは愛あるくらし 

深刻になっても 

病気は治らない 

笑顔の方が良い 

簡単を難しくするのではなく大事なことを簡潔にす

る作家がよい書き手 

 

気持ちを多くの人々に知ってもらいたい。共感して

ほしい 

 

人は肩の荷が重いときもある、だから、南無 

 

博愛というよりも目の前の人を大事にする 
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恥ずかしくても逆に恥ずかしいことをするときが 

必要なときがある 

プレッシャーに負けないため 

 

情のひとは無理ができる、 

理の人は自分の生活を優先する 

そんな感じがする 

 

情熱はさめても愛はのこる 

 

礼節を離れ礼節にかえる 

 

おくりびと 

やはりどんな死に方でも安らかな死に顔を 

 

自分が大事な人は他人も大事にする 

 

仕事はダヤイ、と思う人は素直な人である 

 

生老病死から人は人格完成の意味をしる 

 

嫉妬を恐れていては何もできない 

  



82 

Ｒ会開祖は神の領域を侵し個人崇拝へと歩み、自ら

の苦難を自慢のタネにした。 

奴隷はもうご免だ、会員たちの生活を無視した布教

の仕方はよくない。 

批判精神のないものは仏性を拝むことも薄っぺら。

成功を美化するのはどこか下品だ。人々の病を悪縁

のせいにして責めるため，Ｍはサンゲしている。 

開祖は自分の健康状態まで隠していた 

 

すべては不二 
神の業とも悪魔の業ともとれる 

人々が傲慢にならないため 

 

一番弱い立場から見なければいけないだろう。 

 長者窮子の譬え(法華経) 

 

アイドルにならなくともいい自分らしく生きる 

 

暗くても地味でもいい、生きていこう 

 

南無妙法蓮華経 

 

日蓮 

ただ南無妙法蓮華経のため 

山があるからのぼる、書きたいからかく 
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賢治も自己犠牲なんか正しくないと思って原稿を焼

いてくれと言ったんだろう 

仕方なかったんだろう 

 

幸せはいい作品を生まない 

でも幸せの方がいいであろう 

 

ソクラテス いい結婚ならよし、悪いなら哲学者

に、たのしい結婚なら何者にならなくて 

もいい 

 

ボキャブラリーにこだわる必要はない、ひとつでい

い、そんなことより内容だ 

 

自分が幸福でなければ他人の幸福はない 

 

嫉妬を責めたいが、姦淫した女に石をなげるのと一

緒である 

その資格はだれにもないのかもしれない 

 

情欲より情熱が人を幸福にする 

 

情欲は偽善につながり情熱は結婚へつながる 

 

どんなことを伝えたいか金は二の次 

 

原理を説く 
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人は言葉ひとつで鬼にも仏にもなる 

 

南無阿弥陀仏はあきらめにつながる 

 

自ら立ち、こころの中では誰とでも対等に向かうこ

とが大切 

 

だれとでもいい結婚――――南無阿弥陀仏 

この人と結婚―――――――南無妙法蓮華経 

 

Ｒ教団には、ごまかし、グチが蔓延している 

開祖は私に法華経の中味を知らせたかったのだろう 

 

つまり主体は自分にあるということを忘れない 

 

若さは朽ちてゆく。どんな美しい人も、だが美しさ

は美しさである 

 

若いときは日本一の智者にしてくれという気持ちが

ある 

だが罪人の意識が謙虚にさせた。なにも知らないと

いう気持ちが神を近づけた 

 

日蓮の霊をかえす 
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日蓮も賢治も自己犠牲をすてなければならなかった 

 

無心で生きたい 

 

利己 エゴと知るか 

死の床で気づく     少欲知足 

 

みんながわかっている義であった 

 

他事をしめし己事をしめす仏になるため 

身も心もかわった 

 

自分の栄達や名誉のためでなく法華経行者の指針と

して信仰を意識した者の姿を表したかった 

 

あえて自已犠牲から世間から逃げ出すのである 

日蓮の霊をかえしたからには 

俺の中で受難は消える 

 

南無妙法蓮華経  平安のいにしえから 

 

南無  大難は小難  小難は無難 

まかせる 

 

必然は偶然  偶然は必然   

震災にいい悪いつまり善悪はない 
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あえて人々をすておく 

神仏の導くままに 

 

人まかせ  ひとはひと 

個人批判はきりがない 

すべて方便 

 

宇宙の法則に帰依する  うんこがでる 

 

イエスも日蓮も下流より来て下層の人を動かしたこ

とにより悪人あっかいされた 

 

法華経も聖書も一緒 
未来の授記、成仏、祝福 

転重軽受 

 

悪業  来世の地獄 
 

法華経により 

今世は重い苦しみにあった 

来世は地獄におちない 

 

前世の先業。 
つまり自らの自己犠牲でない日蓮であった 
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そのあとは義人として受難する 

 

日蓮もイエスも 
 

人々の安楽へ 
 

つまり義人の教え 
 

金があっても幸福と思ってないのはなぜだ 

 

現世での成仏を目ざそう 

 

神    帝王 
なんでもくれる   くれない 

与える       与えない 

こころが大事   ものが大事 

 

人はいろいろ 評価を気にせず 

 

南無妙法蓮華経 

  



88 

 

二人の看護師がいた、 

ひとりは職についてすぐに結婚し妊娠し 

その後、離婚し三人の子供が残った。 

もうひとりは独身を通し師長になったみたいだ。 

さてどっちが幸福だろう 

本来比べるものでないのであろうが、なぜか気にな

った 

しょせんはタレント、虚栄心のかたまり。けんか好き

の不良たちは自己顕示欲の強いやつが多い。素直に

なるとはどういうことかもう一度考えてみよう。 

 

難しいを、簡潔に、ちゃかさないで自分の言葉で的確

に、が大切、簡単を難しくする輩が大勢いる。 

 

 

信心はだれも一緒 

感動が一番 
 

 

イエスも釈迦もなにも書くことはなかったが、南無

といった日蓮はたくさんの書き物をのこした 

 

南無の本をかこう 

 

自己犠牲ではなく、みんな自分のために 
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大義にて人殺しをしてよいか 

命が重ければ神の罪は重大である。どんな償いがで

きよう。私は天に神を帰した。だが神の苦悶されてい

るのが痛いほどわかる。人間たちのなかでこれほど

善良なかたはいまだかっていない。そうだ人の命な

ど軽いものだ。わたしは神の方を愛したい。 

 

賢治は怒りにもえていたか 

献身、受難は少しちがう 

自分を大事に、幸福をつくらなければいけない 

自分が幸福にならなければ世界全体の幸福はない 

教育、仲間が大事というが無知、偏見の世ではいろい

ろ困難なこともある 

農民はめしが食いたかっただけかもしれない自己犠

牲より自分のこと 

賢治の自己満足かもしれないが仕方がなかったのか

もしれない 

自分はこれほど賢いそれに酔っぱらっていた 

名をすてることへの憧れ、その心が原稿を燃やして

くれという遺言になった 

 

自己犠牲はおかしい 

よだかは南無したので 

努力したのではない 

 

中道 話合いが大切、議論ではない 
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なかなかもって財産はすてられない 

 

そして富にはしるものに幸福はないのである 

生きている時も死んだあともないものが幸福だとし

るだろう 

ただ自然に思いやり生きる 

現Ｒ会会長や、賢治は自分を偉くみせようとした、無

理せず普通に、してればいいものを 

それが難しいのだろう 

何度もいうが山があるからのぼる  かきたいから

書く 

世の中は、もちつ、もたれつだ感謝するのでいいので

はないか 

自分もいつか死ぬのだから 

 

経営者のために働かないものも悪いが、ひとは自分

のために働くのが自然かもしれない 

 

科学の中で信仰は受け入れられるであろうか、それ

でも信仰はいきる 

自己犠牲と献身はちがう。犠牲には心配がつきまと

い献身は愚痴と喜びを生む 

献身は利己的だがその方が良いのかも知れない 

 

大乗 平等 成仏      小乗 個人の解脱 
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我が母、自分の内への南無妙法蓮華経がない 

たんなるものの交換、神の家を商売家にしてはいけ

ない 

我が父はどうせ死ぬならエゴを捨てさる教育を私に

ほどこした 

西行は子をすて世間をもすてたか、子らはどうなる 

死ぬときは死ぬ 

 

自分のことしか考えない、人はしょせん我が子を含

めて他の人のことを思うには限界があるのだ。それ

を知る、それが愛である 

 

釈迦は弱くて強い人である。生老病死がこわかった、

戦争がいやだった。それが基本にあるのがよく解る

であろう 

 

末法 人のこころも荒廃している 

時間の奴隷になるな 

 

母を変えたのは老いと金か 

 

ジャーナリスト 評論家 カメラマン 批判者はた

くさんいる、本物はどうか 

 

イエスも日蓮も賢治も独身だったなあ 

 

家に住むも独立するも自立ができればどちらでもい
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いだろう 

 

ゆるやかな整理整頓が心の整理につながる 

 

自然に生きたい 

 

清楚な生涯 
 

主体的に孤独を生きるとき薄情になった自分を知る 

 

だれも孤独に生きてはならない 

 

自然に頭に入るものも入らないものもある。 

不思議だ 

それは不思議その人のやるべきことである 

必要なものだけ記憶する 

お互いの信頼関係が大事 

 

自家憧着も対機説法から、小乗から大乗へ 

 

イエスキリストをみるということはその愛を知ると

いうこと 

 

むりやり忘れようとしてノイローゼになり死ぬとい

うのではいけないだろう 
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名を残すより、現在の幸福、人を大事にすることが

いいであろう 

 

魔力も神力も不二、使い方で正邪になる 

 

がんばらないで、声かけてがんばる人がいる 

 

週刊誌の女性器の記事、悪魔の試みか 

医学書は狸雑図書ではないのか 

 

いつまでもプラプラしたい 

 

思いやり 自己コントロール 

あわれみ 
 

神の国への条件である 

 

聖書         法華経 

義人と悪人と   全体の幸福をめざす 

を分ける     信じるものは授記される 

諸法実相(すべてを認める) 

 

どちらを選択するか 

どこに幸福な人がいるか  その時  その時 

執着しない 
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Ｋ会は不幸を待っているみたいだ、ただ会員がふえ

ることをめざしている 

日蓮は法華経によって世界が平和になることを望

んでいた 

 

知的障害のある外国人のソープ嬢を妻にしたハー

ドボイルド作家がいた。 

シンパシーを感じる 

いくつかの経験もそれはその時に絶対必要なこ

とだったのかもしれない 

 

Ｋ会は国家主義、全体主義の感がある 

法華経の精神がない、かたくなで話もできない 

奴隷になりたいのか 

でもすべては縁かもしれない 

教団というものはどこが正しいとか邪だとかいうよ

りその人その人にとって精神に必要であったかなか

ったかだろう 

 

妄信、ごまかし、服従につながっても 

 

ロランバルトはそのエクリチュール理論において言

っている、人は発する言葉の世界に生きると 

南無妙法蓮華経 

悩みながら  南無 

他人の世話にならなければいけない世界は少し悲し

い気もする 
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宗教について話すときどこかかたくなになるひとが

いて少しさみしい気がする 

宗教は自己をしばるものからの解放が大事、一番は

欲望からの解放 

 

執着か見守りかその見極めが大切 

賢治とも信心では同じ、私は少し生きすぎたのかも 

 

南無           

ノボルという男、母親

と妻、他人の前でフェラ

のハナシをする見栄、体

裁をすてて董恥心をの

りこえろと頭をなぐら

れたような気がした 

 

Ｋ会の唱題 

Ｎ宗の呪術性と密教性 

Ｈ宗の顕教性 

Ｒ会の法華経研修 

Ｅの聖書解釈 

勉強になった 

不安を乗り越えるところに意義がある 

すべては不二、光と影である 

ノボルの母親、仏に迎合する自分を卑しく思ってい

ないのか 

少欲知足これにまさるものはなし 

エゴのため祈るものが多い 

他人をコントロールしたくなる演出家それが神かも

しれない。いや、やはりサタンだ。 

個人の幸福とは主体性をもって自立し独立して生き

ることだ 
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因縁果報 

神による裁きは待ち望んでも不安になってもいけな

い。神の心、イエスの言葉に感謝しないといけない。

それを意識するかしないか、変化すればみな良識あ

る人間 

 

すべては自分の為に存在するとみんなが各自思えば

いい 

個人    周り 
度胸はもって生まれたもの勇気は育てるもの 

必要以上に相手の言葉尻を気にしてはいけない変化

がうまれないから 

Ｒ会の使者はサタンである。私を貶めようとし、仏様

のことよりも、自分の信仰心はたんなる人情からき

ているのであるといい、すべてを倭小化させてしま

った。 

天地は滅びるだろうか、言葉、教えは滅ぶまい。神だ

けがご存じでありいつも 

愛を意識してなさいと聖書にも記されている 

 

躊躇せず福音を述べよ 

全世界へ神の裁きは近い 
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父母に供え物をしたところで自分の心の奥が浄化さ

れていなければなんにもならない。 

自分さがし、自己主張は神の保護を束縛ととらえか

ねない。 

真実、おのれはどうするのが正しいのかと思うのが

本当である 

すきというかやらねばならぬと思うことをやらねば

ならない 

 

神は見守るのだ 

 

時の奴隷になるのではなく、 

時を利用する、相手のため 

 

永遠のいのちをえるには利己主義をすてること 

 

罪があると思えるから罪が消えないともいえる 

 

悪い奴にも理屈はある。だが切らなければ 

 

命よりいのちつまり本当の自尊心が大事である 

死ぬのが怖くて言っているのではなく、 

みんなの幸せを思ってのこと 

 

いじわるできるやつとできないやつ 

悪意には無頓着に 
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良寛  死ぬときは死ぬ 

親鸞 あきらめる 

 

簡素  まずしく生きるのではなく感謝、愛し合う

家族をつくる 

 

つか こうへいの世界の反対側みたいなものかな、

素直な世界をつくりたい 

 

言うまでもなく理性と感情のバランスが大事である 

自由と平等 これを乱す戦争。神の最も嫌うもので

ある 

 

イエスは互いに愛する為、日蓮は南無妙法蓮華経を

広める為本当のいのちの大切さを教えた 

障害者としての自分を生きる 

義人としての自分を生きる 

法華経の精神をもつ人財が広がる 

本仏におまかせ 

縁があれば向こうからくる 

 

救う人になりたいと思った 

 

ただ自分にできる仕事で周りに優しく気をくばりな

がら働いているだけなのに苦難に会う人は兄弟であ

る 
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私は最後の段階で仕事ではどんなに嫌なことをされ

てもきりかえることができる人になっていた。 

 

真の宗教精神を忘れると善神は離れいくさとなる 

 

暴力から学ぶこともあるがそれをロにしたら暴力を

肯定することになる。しかしその原因を分析するこ

とを認めねばならなかった 

観念で神を帰天させることも、仏の寿命が永遠に近

いのも信じれば本当のことである 

 

暴力の行使は身体に限らず言葉こころもふくむ、当

然である 

 

ハリマという人がいる。彼は食うだけが楽しみであ

った。そして感謝する。かつては餓鬼の様相をしてい

たこともある。はたして彼は貧欲から離れているだ

ろうか。さもしいだろうか。卑しいだろうか。乱暴な

看護師に対し無抵抗な彼のすがたに自分が二重写し

になった。 

欲望を膨れませつづけた結果、国の借金は膨大なも

のとなった 

少欲知足、奉仕の精神が欠けていたからだ 

 

日蓮が存在したということでみんな法華経に目をと

める 
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聖書には義人をまねくためではなく罪人をさだめる

ことであると記されている、原理を説くしかないか。

世は罪人ばかり義人はいない。原理ではなく信仰し

かない。 

生老病死を楽に、また死ぬときは死ぬ 

 

南無 
Ｒ会 利他のために参る 

本心は命を守ってもらうため、それは自利 

私は枠からとびだした 

 

郷里では狂人あつかいだが愛されている義人 

だれかに知ってもらいたい気持ち 

ひとりひとりの仏性を拝む、ときにけなし、しかり、

そのことも常不軽菩薩の行なのだろうか 

 

親鸞を信じるのはひとつの賭けである 

 

イエスはユーモアもあった、作品は作者の一面でし

かない 

自分を大切に 
他人の目を気にしながら自己評価を下すことが大事

なときもある 

虚栄心、カッコつけは無理がでる、しんどい 

 

率直に、スピードにはかなわない 
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本当の自尊心とは愛であり思いやりである。プライ

ドとは高慢を意味してはいけないのであろう。 

 

鏡は確かに人の目を映す。どの鏡も違うのだ。段誉褒

貶に惑わされず自分の道を行くしかない 

 

悟れば死ねばいいのである。だれかの為に生きると

すれば思いやりをもってあわれみをもって生きる。

これが大乗の心である 

 

束縛する、仏、祖、父母をころしても解脱には達しな

い 

 

悔いのない人生を送ろう 

 

義人は神になったり仏になったり人になったり。 

 

私は自由人である。独立して自らの教えを説く 

 

せねばならぬはもうやめて世間から離れなければな

らない 

 

美醜からの自由がないからいじめやホームレス襲撃

などがある 

 

なにが大切かを気にしないものに美しさは解らない 
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人を殺すのが武士の仕事、私の先祖も武士 その因

縁はつづいている 

 

監視カメラのもとポータブルトイレで糞をする。イ

エス、釈迦、羞恥心を克服。神のあわれみで病を悩ま

ずにすんだ 

 

彼岸に達しない人々にとっては幸福ではないかもし

れないが、私は諌言する。今あることに感謝しなさい。 

確かに個人の事情もあり価値観の押しつけのようで

つまらないと思うかもしれない。だが多くの人は滅

びにいたる。これは事実なのだ 

 

南無妙法蓮華経ただ南無妙法蓮華経 

 

薬によっても人格の確かさは左右ならない 

 

経典を読む智慧  正法眼蔵 

 

禅は智慧 

まじめさにこだわるな 

仏教とは、知識をつめこむことではない 

般若とは智慧のことである 

 

今の日本はがんばるなでよい 

 

達磨 目的があっては 無功徳 楽しくない 
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赤ん坊の笑顔が本当の善、なんの目的もない 

 

仕事も因縁。学歴も因縁 

優越感も劣等感ももつことはない。 

不安な心などどこにもない。即ち安心 

いかなるときも平気で死すではなく、いかなるとき

も平気で生きる。 子規 

いちいち確かめなければいけないものなら仏性じゃ

ない 

死なねばならぬときは死に、生きねばならぬときは

生きる 

その時々の目の前の人を救う 

仏様におまかせする。明らかにする 

 

天の父、神が裁くこと 

義人は寂光土をつくること人間だから 

やりたい仕事を金に関係なくできたら幸福だ 

 

仏教とは世闇の権威に従属したり迎合したりするも

のではない 

何かをしなければならないというのは世間への迎合 

 

ひとり祈るは慈悲からでるものである 
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解ったと思う。世間からでてまた世間にかえる 

優しくなくていいよ 

 

みんなが適当に好きなことをして富が公平、平等に

分配されるそんな世界をつくりたい 

 

功徳をもとめてはだめではだめ 禅天魔 

 

南無妙法蓮華経(功徳の元) 
 

人はすべて例外者  ベルジャーエフ 

 

生きる意味はないが意義がある 

 

その時、場合を生きる 

 

南無妙法蓮華経、本当に必要な功徳あり 

 

金あるなしにかかわらず主人公であれ、金に執着す

るな 

 

自由をもとめまた愛にかえる 

悟りからまた世間へかえるが少し違う本当の自分に

かえる 

 

功徳がないならなんのための仏法だ。執着から離れ 
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真の幸福へ導いていくものであるはずだ。その時の 

約束がすなわち功徳である 

 

妻子をすてるのもひとつのエゴイズムかもしれな

い。西行は子供の呼ぶ声に耳を押さえて 

振り逃げたのだ。 

 

一番色欲が激しいのは 12から 15 位だろう。 

見たい奴、見たくない奴 

不二である。 

 

自分のことだけかんがえていてはだめだからこそ 

自分のことを考える 

すべて仏の心のまま、自らを忘れたとき本当の幸福

が訪れる 

ゴッホは身重の娼婦を妻にしようとした。だがそれ

は有漏の善、無理してないかい 

無漏の善とは赤ん坊の笑顔 

有漏の善か無漏の善か解らないことがあるだから南

無妙法蓮華経 

自分は自分、自分の出会い 気持ちを優先するしか

ない 自然に南無妙法蓮華経 

 

好きなことして暮らすために 

一緒にいてくれたオンナそれが最高の女なんだ 

お互い迷惑をかけあい話し合うだからそれでいい 

ときどきグチも悪口もある仕方がない 
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辛い思いをかけた人の分、辛さを背負わなければな

らないと思うとき 

その人もただついてくるのである  ゴッホの場合 

 

人をほめるということは自分もほめられてもいいと

いうことだ 

ほめないということはほめられなくてもいいという

ことだ 

 

仕事もなにも、その人の持ち分 

幸福になりたいという気持ちを大事にしたい 

 

武帝、民を苦しめ寺院をたてる無功徳 

Ｒ会開祖には感謝するが子分でいるつもりはない。 

自由に生きられなくなるから  欲望からの自由 

自由からの自由 

 

Ｒ会開祖は私を育てるために生まれて来た 

Ｋ会も俺のためにあった 

 

善悪を知ろうと思ってもそれは人間には無理である 

だが正義は規定できる 
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パートナーを信じる、首輪をかけ縛っておくわけに

はいかない 南無妙法蓮華経 

死がこわくなくなる教育が必要だ、 

暴力ではなく愛にて 死ぬまでは生きる 

死がこわいから死にたくなるからだ 

運命の人と出会わないから悟ろうとしたのかもしれ

ない 

賢治は法華経に没頭して周りが見えなくなって苦し

んだが、よき死を迎えた。 

南無妙法蓮華経 大難は小難 小難は無難 

無漏の善ができる 

 

聖書をもって、拝めばスカートをめくったという女

の子は好きな人ができ自分でなくなり本当の羞恥心

にきづき、なにか厭にになって死んだのかもしれな

い。つまり愛に目覚めたのかもしれない 

 

羞恥心を乗り越えるところに真実の愛がみえてく

る、たとえば老夫婦の愛 

愛は反射する。だからだから聖書の義人になった。 

情愛もすべて南無妙法蓮華経 

自分を無くすような毒はやめたほうがいい。 

たばこ 酒 

したい女がいたらしてやる、それも仏。 

私には逆にむつかしいが 

 

一休は詩人といっても想像力が不足していた、へん
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ずりでいい。 

森女を愛しんだのも認めるが心が大事だ 

パートナーと誠実につき合っているのならなぜ結婚

しない 

独身、離婚者は自由に性愛をたのしんでいいかとい

うと、それはなぜか空しくなるだろう 

子供、大人は年齢ではきめられない。周りの悟りの

位置も大切 

南無妙法蓮華経 

 

自灯明とは自分が善を行い、悪を退けたいと願うこ

ころ 

法灯明とは南無のこころ  つまり南無妙法蓮華経 

すべての宗教団体は私ひとりの為にあった。みんな

がそう思えばいい 

 

幸福にしばられると幸福になれない 

よいことがあればいいが、ないときもそれでよしと

思えるのが南無の心、結局よし 
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狂雲集(一休作) 

森女は盲目であったゆえに、人々にもてあそばれた

だろう。一休の優しさに感謝した。 

もちつもたれつの世界よかったかも。それが破戒で

あり、聖人とはほど遠く見えるが偽りともちがう新

しい世の前兆だったのかもしれない 

 

公案も自分勝手にどうでもできる  禅天魔 

経典をよむ智慧が大切 

Ｒ会、大事なことをみのがしてながしていいことを

気にする 

願いをかなえる 罪障消滅 南無妙法蓮華経 

一休はどこかで淫欲にはしる自分を見つめていた。

見失ったり、われを忘れたかったり客観していた。

おぼれながらみていた 

仏に会えば仏をきり、鬼にあえば鬼をきる。だが南

無妙法蓮華経を唱題すればすべてから解放される。

一年一度のお守りはいらない 

キリストの血により永遠に 

 

私の行状ではなく私を好いてくれる人が大事 

だがそれよりイエスキリストを信じるものが大切に

なった 

親鸞 一休 日蓮のこころに愛があるかその一点だ 

 

神も釈尊（仏陀）には参ったのかもしれない。釈尊

（仏陀）は無欲だった。苦行のあと中道つまり慈悲
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にみちた普通のくらしが大事なのだと説いた 

神は義人をつかって不具者、障害者として現れた 

それは神も罪を感じていたからだ。 

神は愛であるからだ。 

義人は神の愛とヒューマニズムの板ばさみに悩む。 

人を救うのは仏であり神であることを忘れてはなら

ない 

旧約、ヨナ書人々は悔い改めニネベはすくわれた 

義人は喜ぶ、神は心を変えられる、しかし愛は変わ

らない 

 

遊女たちも性愛の手ほどきをうけ喜びにかわってい

ったものもいるかもしれない 

根っからの好きものの女もいたかもしれない 

時代をみてもわかる純潔を守れるかは、すべて因縁

の世界である。彼女たちに罪はない 

ひとりひとりの人生を生きるしかない 

遊女をかうなら明るく、か。私はいかないけど 
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旧約 コヘルトの言葉に［すべては空しい］という

ものがある。すべての幸福は一時的であり普通に飲

み食いし現実的に自分の魂を労苦させると。 

しかし改革者のボンヘッファーは獄中よりいう。自

分の意志で選んだ恋愛、そして神に委ねる。それは

素晴らしい充足感を与える唯ひとつのものかも知れ

ないと男と女が助け合って共にいきる。 

神はそれをお望みだ。 

 

釈迦は享楽のなかで生老病死の苦がどうしたらなく

かるのか、その一点を考えていた。 

経典は人を悩ませるためにあるともいえる。当たり

前のことが当たり前になるように 

最良にポジティブ。南無妙法蓮華経 

 

神は人となり人の弱さを知り、その優しさを知り、

自己犠牲の無意味さを知り、空しさを知った 

名誉は本物か偽物かできまる 

現実の金とか病気とかの悩み不安の世界、仏教が真

の幸福をつくる 

舞台装置にごまかされ主体性のない人間はだまされ

ていく 

内心のめざすものに違いがある  ホームレス 

腹がへったら水をのむ、女がほしけりゃへんずりを

こく、それでよし 

仏を売り貧欲に仏法を商う俗僧が大勢、存在する 

自分自身を信じず偏執的で分別くさく、損得にはし
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り地位をもとめる信者も多い 

ひけらかす材料がなくなり消えてゆくもの、つまり

死にゆくものもいる 

 

神は自己顕示欲が強いと思っているかもしれない 

悪人がたくらんだのが原爆はじめ戦争である 

 

老人は時代おくれであるべし 

 

禅天魔 
一休のようなやつがでる 

庶民はただ人生を送りたいだけ 

 

義人は人間的な思いで何かをするとき、それは必ず

失敗する。人は神との約束、契約を信じる。 

無心で信じると祝福がまっている 
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南無神 
モーゼの十戒 

1 あなたはわたしのほかになにものをも神として

はならない 

2 あなたは自分のために刻んだ像を造ってはなら

ない 

3 あなたはあなたの神、主の名をみだりに唱えては

ならない 

4 安息日を覚えてこれを聖とせよ 

5 あなたの父と母を敬え 

6 あなたは殺してはならない 

7 あなたは姦淫してはならない 

8 あなたは盗んではならない 

9 あなたは隣人について偽証してはならない 

10 あなたは隣人の家をむさぼってはならない 

 

隣人を愛せ 

 

人は神のために組織は人のために 

義人はなるべく感情的、熱狂的にならぬよう思って

いる 

理性を研ぎ澄まし神と感応する為である 

神はそれぞれ個人と契約を結ばれているからだ 

神は梵天 ブラフマンともいわれる 

旧約イザヤ書 神は暗さと災いと繁栄をもたらす 

ヨブ 記 サタンの働きかけと神の意志 
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つまり神とサタンはある意味では連携しているよう

にも見える 

人の罪性をみること神を畏れる智慧を失わないこと 

釈迦は神の世界すなわち真如より来り、さとりをひ

らき神の勧請により 

人々に法を説いた。久遠の本仏は神と一体、日蓮もま

た神と一体にして 

南無妙法蓮華経 
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サタンの社会体制も神の意志のうちにあり人間は自

由に契約を選択できた。誘惑に負け愛を失うより、富

をもつことより貧しいほうが安楽であり神の国に入

ることができるのである。釈迦は餓死寸前までいっ

たが中道をあゆむことでさとりに達した。そして人

はひとりでは生きていけない。隣人を愛しその日暮

らしのつもりで生きる。これが大事だ 

蔵の財より身の財。それより心の財である。これすべ

て、その分において円満に南無妙法蓮華経 

イエスキリストは神に対しある意味で逆らったのか

もしれない[人間をこれ以上もてあそぶのはやめて

くれ、みんな生きている]と、しかし天の父をイエス

は本当に愛していたのだ 

 

十戒を守るとはそんなに難しいことだろうか。これ

は人が生きていくうえで本当に幸福になるために神

が我々に示されたものである。このとおりに生きれ

ば人は美しく善く生きられるのである。 イエスは

姦淫した女にローマの刑を行わなければいけないな

と逡巡したのではなく残酷な石打ちの刑で殺すとい

うことが許しがたかったのだ。だから罪を犯したこ

とのないものから石を投げよといった。女の罪を定

めはしなかったが、なぜおまえたちは姦淫するなと

いうことを守れないのだと、苦しい心もちであった

のだ。人は心の内で異性の裸体を、想像したりあられ

もない姿を思いうかべたりする。イエスはこれも姦

淫だといった。つまり人々の中の罪性を気づかせ、憐
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れみを浮かばせるためであったのだ。イエスにも自

信はなかったのだろうか。だから女の罪も定めなか

ったのだろうか。いやイエスこそ無欲の心正しき人

だったのである。神はイエスの命をかけた訴えに改

心して日蓮となり南無妙法蓮華経を唱題したのであ

る。つまり、現世、日蓮は前世での先業により法華経、

観持品にいう受難をうけたのである。南無妙法蓮華

経、後、すべてに幸せになる。宇宙とは唯識でいうよ

うに認識の世界である。創造主たる神は人間が言葉

を発しあったときに生まれた。つまり[愛、なにかを

生み出す存在]を人は神と名づけた。日蓮も身延山を

霊鷲山にたとえそこで小宇宙をみいだした。久遠の

本仏は所有者である。イエスの弟子になるのはなん

の学問も資格もいらない。ただ信仰があればいい、そ

こが難信難解なのである。イエスキリストの自己犠

牲たる十字架の死は、それに殉ずるたくさんの犠牲

者をだした。神は愛でありそれを許さなかったがそ

れはそれ、わが子を不憫におもい復活させたのであ

る。だが十字架の死はイエスにとっては栄光、喜びで

あり、犠牲ではなかったのである 

そしてイエスキリストを信じるものはコマラナイと

いうことは、周りを大切にすれば大丈夫ということ

である。情けは人のためならずということともいえ

るのである。 
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つまりはイエスの父たる神への恋慕渇仰より起こっ

たことであった。 

 

旧約アモス書祭り、犠牲のむなしさが記されている 

はなしが序を得てないように感じるかもしれないが

聖なるものとしてうけとめてほしい 

 

釈迦はいった。自分が可愛いように他人も自分が可

愛いだから優しくしなければと。私に義があるとす

るならば他人のいのちも自分のいのちと同様に扱わ

なくてはならないだろう。それが今、神、イエスから

許されることではないか。それは若干、禁欲的となる

ことであろう 

スポーツにおいては選手たちの悲哀、辛苦に目をと

めずに観戦、熱狂する人々がいる。これは、サタンと

神がしくんだ出来レースであり神はその中で悪人を

見出し、正しいとされる人も試されるのである 

隣人を愛せよ、敵を憎むなということは法華経の提

婆達多品につうじ、自ら人を憎めば地獄におちるこ

とになる。サタンの心はもちいずイエスキリストの

心で向き合わなければならない 

聖書、放蕩息子の譬えのように自らを罪人として悔

い改めれば神は愛される。しかしそれでいいと思っ

たとたんに悪人となるのである 

人は宗教のない世界では生きていかれないものなの

だ。(唯心論) 

古今東西、貧しいよりも金がある方が不幸になる確
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率が高い、不幸というのは人と人との心が離反する

ことである。貧しいものはこころをひとつにする。マ

イケルジャクソンはじめセレブといわれる人の不幸

ははかりしれない。離婚、買春、ギャンブル、酒、薬

物依存など、ここにサタンがはたらくのである。サタ

ンは神の意志のあらわれであり、やはり神は罰して

いるようで愛を示し回心を促す。結局、愛の居所は各

人の心中にある。 

釈迦もイエスも人格の完成よりも生老病死に実際に

苦しむ人々の思いを振り返って慮り、死んでいった

のかもしれない。その苦しみを無くす為、日蓮はうま

れ[現世利益]をめざした。イエスにしても復活して

たんなる自己犠牲の空しいことを証明し信じるもの

の生活の保証をしたのである。ただモーゼの十戒を

守り、やぶれば懺悔して、ただ日蓮とイエスを信じる

こと。彼らは受難の中で本当に民衆の幸福を望み果

敢に生きたものたちだからである 

だがパリサイ人等、特権的ステータスの維持のため

複雑にして厳密かした律法。順守できるものはいな

い。偽善者の温床が生まれた。イエスはそれを責め

信仰をもたらし世の人を救おうとした。 
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法華経 20品常不軽菩薩の行は経典をよまず、ひたす

ら相手の仏性を拝するとあるが、それは相手の長所

だけみるのではなく、欠点をみよというものでもな

い。ただ南無妙法蓮華経と唱えるべし 

 

イエスが十字架につけられたのも、神とサタンの出

来レースによってであり苦痛はなかったのではない

かというはなしもあるが、血の汗をながし決断にい

たったイエスキリストはやはりメシアなのである。

しかし自已犠牲というものには多分に偽善が含まれ

ているということを示唆している。人がどうにもな

らなくなったときにでてくる言葉はバカヤローとい

う叫びである。それが本当である。優しさを突き詰め

るとそのことがわかる。だから南無妙法蓮華経 

 

私はある女医を好きになったが彼女の魅力は外見も

あるがその一途な強さにあった。しかしこれも信仰

心がうまれなければ冷酷なゲシュタボの女監守にな

ってしまったであろう。彼女は聖書の一節によると

悪魔から生まれかわったとあった、救われたのであ

ろう。そしてナチスドイツがユダヤ人を虐殺したの

は誤った信仰心からかもしれない。生命の絶対尊重

ということを、まずおかねばならないのだ。人は死ぬ。

死というものは神仏の領域である、だれも殺しては

ならないのだ。 
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布施も自己犠牲の一種である。シビ王などの前生物

語にある血なまぐささは仏陀になった釈迦による生

命絶対尊重というさとりの重要性の強烈な反語とな

っているのだろう 

 

ＩＱの高い人間だけで政治を行おうといい、民主主

義は欠陥だといった怪しい哲学者がいたがそれは真

逆であろう。ＩＱ云々は知らないが、優しさ、あわれ

みをもった人間たちだけで政治を行えばこの世界は

どれだけかわるだろうか。計算高いやつらはきまっ

て個人の富と地位と名誉が目的であることが多いの

である。 

 

すべて自分の宿命、持ち分が基準となってくる。神は

義人を通じて精神障害者となり、永年人間を苦しめ

てきたという自責の念を償うと同時に因果応報の証

明役をその手に引き受けられたのである 
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潔癖を正義感と混同してはいけない。思いやり、あわ

れみがないからだ。本当の正義とは愛の存在にかか

っておりそれは社会に深く根ざし、弱い立場の人々

の視点に立ったとき確実に見出せるものなのだ 

童貞と処女が結婚すれば一番いいのであろう。しか

しみな誘惑と欲情に負けそんな幸福もはなから吹き

飛ばしてしまっている。そして嫉妬、猜疑心、不信が、

醸成され、となりの芝生と比較し浮気、不倫などが生

まれていく。悲しいことだ。だがここにこだわってい

く間はなにも解決しないだろう。とらわれのない自

由な気持ちは欲望、無明からの解脱にある、悩んだ人

こそ安楽へと導かれるのだ 

義人は思った。人は人に対してそんな大きな優しさ

自已犠牲など望んでいないと、まだ逆に役にたちた

いと願っているのだ。悪意さえなければ幸福はそこ

にあるのだと。恋はうまれ愛は歴史の中で育むもの。 

義人はハードボイルドで金のためといいながら金に

こだわっていなかった。ただ生きてく上で理由づけ

がほしかったのだ 

神と日蓮は義人より離れた。義人は義人の人生を歩

むしかない 

自已犠牲と違って人を大切にしなければいけない 

義人は義人、義人の人生を送るのである 

人は外見を気にする。ならばみな整形したらどうで

あろうか、だがきっと元の姿はどうだったかとか、さ

ぐる手合いもでてくるかもしれない。そこで真に美

しくあるためにはどうしたらいいかというと、ここ
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ろ、魂で善いことを想うことがやはり大切である、そ

れが相に表れてくるのである。 南無妙法蓮華経 

森女は一休を嫌がっていたかもしれない。ただしか

たなく身をまかせていたのかもしれない。とすると

一休はやはり破戒僧だ 

宗教は道徳ではないが究極の倫理という一面もある。

ただ愛する人と生きていきたいと思うとき守るべき

ものは見えてくるのである。それだけである。そして

それがわからないとき 

南無妙法蓮華経 
最近の不妊治療、優生に関する問題はおのれの欲望

を優先する男女たちの想像力の欠如、それとともに

神への不遜が根底にあると思う。すべては空という

が色にかえったとき、生まれ来る赤ん坊のことを慮

ったら安易なみちは歩めないはずだ 

 

イエスは神と悪魔がそんなに関係が悪くないので、

神は愛であると思い込もうとした。 

イエスは真面目で悪魔の誘惑を嫌った。イエスは悪

魔を炉に投げ込もうと思った。神は悪魔をもつかう

度量を持ち、悪魔の淋しさもわかったのだろう 
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何が良いことなのか悪いことなのか分からないから

こそ南無妙法蓮華経 

悪魔を炉にくべるとは試みと誘惑のない世界をつく

るということかもしれない 

道徳は人をしばるものキリストや仏陀の教えは人を

解放するもの。世は不倫を助長するふうでありなが

らいざ行ったものには声をあげて糾弾する。彼らの

教えは、不倫は絶対してはいけないと強く戒め、及ん

だものには懺悔させかつ罪は定めないのだ。なぜな

ら教えは誹諺、中傷や好奇心を満足させるためにあ

るのではなく、人を安楽へ導くためにものであるか

らだ。 

 

ホームレスは自分をも、この世から消し去りたいの

だろう。自殺する意味、潔さももてずだが彼らは生き

ている。それが大切だ。ごめん俺の方が弱い男だ。世

間をも捨てきれず、あなたがたのような生命力もな

い。崇高なる人たちよ。自分の弱さを自覚したものは

真の勇者と呼ばれるだろう。神はあなたがたを神の

国へ迎えられ祝福されるだろう。 

 

犠牲者がでればそれに報いようとする。だから戦争

は終わらないのだ 

競争は自由参加、強制してはいけない 

世の人々は愛されることばかりを望んで愛すること

をしない。 

自分のことを分かってくれた、ただそれだけで操を
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たてていける男女を神は祝福される 

企業では家庭と違って二等兵、だれでもスイッチが

きくと言われた、しかしこれは逆説で家庭での本人

が本当に大切なのである 

人生に意味、目的はないかもしれないが神のシナリ

オには役割があるのだ 

山登りといっしょで滑落して死にかかるまでほっと

くのが筋だと思うのだが 

自分自身を嫌うということは仏様にたてつくことだ、

自己肯定、なまけものにもできる努力である。そして

安息と怠惰は違うのである 

釈迦は地獄、畜生、餓鬼、修羅の世界を無くそうとは

されなかった。あくまで解脱つまり逃げよと言われ

た 

競争したいやつはすればいい、静かに安楽に暮らし

たいやつは愛をもって神についていきなさい。それ

はイエスキリストを信じることである 

 

サタンは人をしばるものでもある(道徳、常識、因習

等) 
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世も無常なら人も無常。隣人を愛するが故に憎くな

ってはいけない 

 

イエスはユダヤ人迫害が行われないよう。きびしく

叱責したのである 

 

関わりがないといいながら関わってしまうそんなひ

とを神は愛するのかも知れない 

 

マザーテレサはなぜカルカッタの貧民救済でなけれ

ばならなかったのか 

 

プラトニックの延長線上にある性愛なら問題はない

であろう 

 

朝タに[南無妙法蓮華経、神の御国がまいりますよう

に]と感謝の祈りを捧げるといい 

 

妄想とはいろいろ考えること、世には妄想を助長さ

せる教団もある 

 

キリストは善と悪の間をころころ変わる人々のため

にも死んでくださった。キリストは義人を招くため

に現れたのではなく罪人を悔い改めさせるために降

臨されたのである。だから義人はそれでいい。 

自灯明 法灯明 主体性の確立 聖書の保証 
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天の配分によって恋愛はさだまってくる。性愛をあ

せると結果しらけることにもなる。相手に依存すれ

ば離反され怒りの感情もわくかもしれない。その時

の状況で辛い日々をおくらなければならないことも

あるかもしれない、心の自由を忘れてはならない 

 

聖書は義人が望むことにたいし未来を保証し守護し、

また結果には褒め領解してくれ不都合がある場合に

はいろいろなことをあらかじめ示唆してくれる。そ

してけっして責めないのだ。それは彼が善きことを、

つねに望んでいるからであり、本当にありがたいこ

とである。 

だから自由、自在の境涯を得ることができたのであ

る 

 

年老いて醜くなるのは欲情する介護人たちから辱め

を受けないためなのかもしれない 

人生は意味がないと思えば自由でいいが、愛をみつ

けなければさびしいだろう。 

かかわるとつらいからかかわらない、薄情、うそつき

とは違う 

ただ相手の立場を考え、思いやる人間は神の国へ入

る。それが真、善、美。 

南無妙法蓮華経 

人は人のために生きるために自分の為に生きる 

富から徳は生じない。徳とはつまりイエスキリスト

を信じること 
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愛とはいついかなるときも愛するというもので、だ

れかれとなくするというものではない 

処女性は大切である。これは人間のもつ精神性につ

ながるものであり、結婚前は純潔を守るべきである。

これは主体性の問題である。 

 

自分の子供を愛することはだれでも行う、なぜなら

それは利己愛だからである 

理屈をこねるより、感情を優先し博愛をめざすこと

は人間の本質にも関わり、自分を客観する理性にも

連動するのである 

ある時期がくるまで親を敬わなければならない、だ

が利己的でありキリストの愛と反するなら決然と離

れなければならない 

 

人の幸福を願ったり、また不幸を望んだり人間はす

るものである。だからこそ自分自身のことを考えな

ければならない。それはひたすら我をわすれ南無す

ることである。心に花が咲くであろう。 

義人の中でイエスは観念的な死をむかえ復活し一体

となった。ただ任せよ、水をやるものも育むものも報

酬を得るであろう。 

悪魔との和解 神にお願いする。(アングリマーラの

譬え) 

我々は神の作品である。誇ることのないように、行い

が良いということより神を大切にすることの方が喜
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ばれる。そして祝福はイエスキリストによって保証

されているのである。 

包容力は持続しないと期待されるのが不自由と感じ

るようになる 

 

この不幸な世になぜ人間は子供を生み出す。中絶も

神がイエスを見殺しにしたときから罪は消えてなく

なったのだろうか。 

 

聖書すなわちイエスキリストがいれば孤独ではない

のだ、相、性、体に関係なく心の平安を神はつくりだ

す。誘惑、不信を退けられるよう神の子はつくられて

いる 

業縁によりイエスと義人は絶対性のある関係であり、

イエスは実在するのである。 

 

釈尊は乞食となり道端で腹が痛いと下痢をし、のた

れ死にした立派な方です。 

彼は弱く怖かったのでしょう、人生、立場、責任が。

小国の王になり富や権力や名誉の為に命のやりとり

を行い、猜疑心、嫉妬などの悪感情。策略、謀略、裏

切りなどの悪意のなか囲まれて生きることは決して

幸福なことではないからです。彼はただ救われたか

った。見栄も体裁も贅沢も妻子すらすてて正直に心

の永遠の平和を求められたのですね。 

私もそれを模範として生きてきました。悪霊に囲ま

れ心をのぞきこまれ、塩むすびしか受け付けなくな
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り餓死を覚悟したとき、人々の本質が見えてきまし

た。けど最後は思いやりと愛がのこりました消すこ

とはできなかったのです。釈尊も慈悲の二文字をす

てることはもはや生きる資格がないということとさ

れたに違いありません。 

 

私が統合失調症で入院する少し前にひとりの女が自

死をした。いつも聖書を持ち歩き、禁止されていたス

カートを身に付け、拝んだらそれをまくったそうだ。 

私は思った。この女はこの世を創った神の苦しい胸

のうちを知ってかわって死んでくれたのだと。涙が

こぼれた、ただこぼれた。 

人は自分を大事にし、他人を大事にしないとと心に

かたく誓いました。 

神とヒューマニズムのはざまに私は今も立たされて

いますが自分らしく生きていきます。 

聖書に帰依し、義が私にあるそうだからです。 

神は簡潔でやさしい文章をよしとされます 

正確無比や難解なのは悪魔の受け持ちです。 

書きなぐりみたいでごめんなさい 

悪魔はしつこく自身の最期を心配しているが、私は

神ではない、預かりしらないことである。たぶん 

神には深いお考えがあるのでしょう、みなさん平和

に安楽に。私は逃げるのか、卑怯者と呼ばれても。 

 

だれもが少年時代、年上の女性と大人の関係をもち

たいと性愛に夢をはせたときがあったはずだ。法律
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は法律、まず何が悪徳か見定めなければいけない。

人々の複雑さが芸術を生み出したのだ。 

獣性と神性はしのぎあうのである。 

何度もいうが羊の生贄は、もういいのである 

 

神になったとき義のために殺人、大量殺鐵を行って

いいものか悩みに悩みました。自分にはもうこの責

務は無理だと思い神に天に帰っていただいたのです。 

 

ある教えです。自分の非を認め他人の非をさだめな

いとする考えが大切。というのは一見、道徳的で正論

のように思えるが、自分の非を認めることが非であ

るという矛盾におちいるやはりここは、神仏の眼、つ

まり智慧をもって客観的に、ふかん、検証して正邪を

見極めなければならない。そしてまたそれにたどり

つくための修練もしていかなくてはならないのであ

る。 

平和な暮らしをおくるよりもスポーツの花形になり

たい、サムライとして死ぬ方が楽だと思うのはやは

り考えものだと思うのだがどうであろうか。 

 

実は私は賢治が好きでたまらないのです。宗教的精

神性の高揚が民衆の救済につながるということはや

はり捨て切れないのです。同悲同苦として 

義人はけっして才長けた人間ではない。だが法華経、

聖書によって絶大な救いが自らに訪れたと信ずるの

です 
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日蓮ははるばるたずねてきた信者に懇切丁寧に教授

したが、親鸞は南都の学僧のもとへ行けと突き放し

た。はやいはなし薄情に無視したような気もするの

だ。やはり私にとっては冷たく感じる。 

 

聖書は私を導き大事な場面で示唆し励まし教え領解

してくれた。そして私を決して責めなかった。本当に

優しい、親友である。 

あわれみに目覚めても思い患ってはならない。 

 

イエスは天の父を呼んだ［父ちゃん］と、神は優しい

父ちゃんなのであろう。イエスは大工の長子、義人は

酒屋のあんま（長男）。私の母は処女で結婚し初夜に

私を身ごもった。祖母は不義の子だとののしった。私

の父はハッキリと認知したのである。私は聖霊ガブ

リエルによってあかしをうけた。幼いころからだれ

かに見られている気がしていた。幾度も命の危機も

あったが私は生き延びた。公園のすべり台に寝ころ

び青い空を見上げるのが好きだった。なぜだか。そし

てたいして成績も運動神経も良くなかったがガキ大

将になった。なぜかみんなすこし非道な私に従って

くれた。みんなにもうしわけなかったがカミとはそ

ういう一面があったのかもしれない。 

 

社会にでていろいろ苦労したが、いつか立派な社会

人になるということが欺購に思えてきた。そうする

うちに身も心も安楽に生きることが一番ではないか
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と自然に思えてきた。それには思いやりと愛と感謝

が必要であることが解った。それだけでいいのであ

る。聖書と南無妙法蓮華経このふたつである。あとは

［神の名があがめられますように、神の御国がまい

りますように］これでいいのである。死しても生きて

も平安は確実である。 

 

神は安息日の主である。いつまでもプラプラさせて

くれるよう祈るしだいである。 

 

内村鑑三先生に捧げます。 
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１９９９の年、７の月、恐怖の大王がそらから降って

くる。アンゴルモアの大王をよみがえらせるために 

そのときマルスは平和の名において調整するであろ

う。 

 

少々ギミックな話になりますが、ノストラダムスの

予言です。期日が明記されたのはサタンが恐怖を、神

が警告を発するためのひとつの策でした。マルスと

は神の御使いたちで、私を養育、成長させるための聖

霊、天使、諸天善神たちのことです。アンゴルモアの

大王とは即ち獣性、神性をもつモンゴロイドの王、つ

まり私のことでした。 

しかし恐怖の大王の出現はいまもって分からず、世

の終わりに義人、悪人がよりわけられるということ

が聖書をひらく度にあらわれてきました。 

この世のすべて、歴史もみな神と悪魔との、言葉は悪

いですが出来レースであることは、旧約のヨブ記か

らもわかるとおりです。 

私が発表したいと思ったのは我欲、自已顕示欲から

ではなく聖書からの示唆によるものでした。 

きっと神もイエスもサタンさえも人間の幸、不幸を

こえた大事な快楽、即ち愛を知って欲しかったのだ

と、思います。 

カルト、詐欺教団の横行は人々におおきな不安を与

え、安心をもたらすはずの宗教を皮肉にもその逆に

すすめている現実があります。 

イエスキリストは私の後頭部において自己犠牲の終
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わりを告げるため精神的に抹殺しました。そしてま

た復活して私と一体化したのです。神としての責務

は私には重く天にお帰りいただきました。そして私

の信仰の対象となったのです。釈尊はわが師であり、

神も日蓮も崇敬しておりました。そして今わが身は

聖霊ガブリエルにみたされております。 

神はしかしこのような世界を創ったことを後悔もし

ておられ、人々と共に苦悶しているのです。 

そして最も忌み嫌われる悪霊つきつまり精神疾患の

かたちをとって、私を媒介としてイエスキリスト、日

蓮、ガブリエルと共に示現されたのです。これが分裂

気味の四位一体ということです。 

人々は信仰の為、戒を無理なくアドヒアランスする

ために［南無妙法蓮華経、神の御国が参りますように］

と祈ることが大事です。［心の平和］が一番の幸福で

あることが絶対であると知るべきなのだと認識して

います。 

この世の終わりなど私にはどうでもよく、慈悲深い

神ならば大丈夫だろうと思われるかもしれませんが、

良心だけでは生きていけない、この世はやはりどこ

かおかしいです。聖書の警告と訓戒が必要なのです

ね。 

陳腐な戯言だと思われるかもしれませんが

すべて本当のことです信じていただければ

幸いです。 

 



              

報

愛

抄 

 

        義人 

 

    Ｈ２９年３月 
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母
親
だ
䣬
た
か
ら
こ
そ
イ
エ
ス
は
神
と
し
て
自
立
で
き
た
の
だ
ろ
う
䣎 

そ
し
て
今
年
ケ
ア
マ
ネ
䤀
ジ
䣺
䤀
の
資
格
を
と
䣬
た
妹
も
䣍
私
を
支
え
て
く
れ
た
䣎 

若
き
日
か
ら
社
会
正
義
に
目
覚
め
䣍
白
血
病
の
ド
ナ
䤀
登
録
や
䣍
献
眼
を
決
め
䣍
今
日
に
至
䣬

て
い
る
䣎
私
と
違
い
䣍
幼
き
こ
ろ
か
ら
成
績
も
良
か
䣬
た
䣎
頭
が
い
い
の
だ
ろ
う
䣎 

し
か
し
欲
が
な
い
の
で
金
儲
け
に
も
名
誉
に
も
は
し
ろ
う
と
し
な
い
䣎 

父
親
の
影
響
だ
ろ
う
か
䣍
私
た
ち
二
人
は
ど
う
も
義
侠
心
が
強
す
ぎ
る
み
た
い
だ
䣎 
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母
は
そ
こ
を
嘆
く
䣎
成
功
を
幸
福
と
信
じ
る
母
は
䣍
今
で
も
父
と
の
結
婚
を
失
敗
だ
䣬
た
と
語

る
䣎 

人
の
心
は
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
䣎
私
と
て
あ
の
時
こ
う
し
て
い
た
ら
と
な
ん
か
考
え
る
䣎
人
の
常

で
あ
る
䣎 

だ
が
今
䣍
曲
が
り
な
り
に
も
労
働
も
せ
ず
に
白
い
御
飯
が
食
べ
ら
れ
る
䣎
こ
れ
は
最
高
の
幸
せ

で
あ
る
䣎
母
は
何
が
欲
し
い
の
だ
ろ
う
䣎
名
誉
だ
ろ
う
か
䣎
人
に
勝
つ
よ
り
自
分
に
克
こ
と
が

大
事
だ
䣎 

そ
し
て
大
切
な
姪
た
ち
䣎
真
子
䣍
千
華
䣎 

明
る
い
未
来
が
い
た
い
け
な
す
べ
て
の
若
き
人
た
ち
に
待
ち
う
け
る
よ
う
䣍
こ
の
世
の
す
べ
て

の
愛
に
報
い
る
た
め
䣍
私
は
ま
た
私
の
愛
を
発
信
し
た
い
の
で
す
䣎 

 

前
略 

 

感
激
で
す
䣎
先
生
ご
自
筆
の
ご
返
事
䣎
ま
た
ご
講
演
録
䣎
祖
父
が
い
ず
こ
か
か
ら
手
に
い
れ
て

き
た
緑
の
衣
を
ま
と
䣬
た
観
世
音
菩
薩
様
の
御
前
に
お
供
え
し
䣍
し
ば
し
歓
喜
に
あ
ふ
れ
手
を

合
わ
せ
ま
し
た
䣎
本
来
な
ら
ば
日
蓮
上
人
の
坐
像
が
中
央
に
あ
る
お
仏
壇
に
も
お
供
え
し
た
か

䣬
た
の
で
す
が
䣍
我
が
家
を
ず
䣬
と
見
守
䣬
て
下
さ
䣬
た
言
わ
ば
家
宝
と
も
い
え
る
観
音
様
に
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自
然
と
心
が
向
か
い
ま
し
た
䣎
嬉
し
さ
に
宗
教
界
の
ノ
䤀
ベ
ル
賞
と
言
わ
れ
る
テ
ン
プ
ル
ト
ン

賞
を
も
ら
䣬
た
以
上
の
心
持
ち
で
す
䣎 

実
は
䣍
家
に
住
み
着
い
た
ノ
ラ
ネ
コ
だ
䣬
た
ソ
チ
と
い
う
名
の
お
て
ん
ば
娘
が
ワ
レ
コ
ト
䥹
富

山
弁
で
い
た
ず
ら
䥺
す
る
の
で
䣍
お
仏
壇
の
扉
を
閉
じ
て
あ
る
の
で
䣎
あ
り
䣭
䣍
い
や
す
い
ま

せ
ん
䣎
忘
れ
て
い
ま
し
た
䣎
お
仏
壇
に
お
供
え
し
ま
し
た
䣎
気
が
動
転
し
て
い
た
の
で
し
䣯
う

ね
䣎
ま
さ
か
ご
返
事
が
か
え
䣬
て
く
る
と
は
思
わ
な
か
䣬
た
の
で
䣎 

本
当
は
私
の
手
紙
を
読
ま
れ
て
䣓
お
前
の
心
得
違
い
だ
䣍
わ
か
䣬
と
ら
ん
な
䣔
と
お
し
か
り
を

う
け
る
の
で
は
と
ビ
ク
ビ
ク
し
て
お
り
ま
し
た
䣎
ご
講
演
録
を
読
み
行
く
う
ち
に
先
生
も
い
ろ

い
ろ
お
間
違
い
と
い
う
と
失
礼
で
す
け
ど
あ
ら
せ
ら
れ
て
䣍
ま
た
す
ぐ
切
り
替
え
ら
れ
こ
こ
ま

で
こ
ら
れ
た
の
だ
と
感
心
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

布
施
の
難
し
さ
䣍
と
り
あ
え
ず
捨
て
る
と
い
う
こ
と
で
し
䣯
う
か
ね
䣍
大
事
に
し
た
い
で
す
䣎 

そ
れ
と
競
争
は
悪
な
の
は
わ
か
り
ま
す
が
必
要
だ
䣬
た
の
で
す
ね
䣎
私
は
リ
タ
イ
ア
組
で
す
け

ど
䣍
や
は
り
そ
の
ま
ん
ま
が
䣍
大
切
な
の
で
す
ね
䣎
一
芸
に
精
通
し
た
者
が
い
な
い
と
困
り
ま

す
も
の
ね
䣎
そ
れ
も
こ
れ
も
䣍
ご
縁
で
す
か
ね
䣎 

先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎
䣓
法
華
経
の
世
界
䦀
購
い
ま
し
た
䣎
あ
と
が
き
の
冷
た
い
水

の
譬
え
最
高
で
し
た
䣎
わ
か
り
や
す
く
て
的
を
射
䣍
核
心
を
つ
い
て
い
ま
す
䣎
素
晴
ら
し
い
䣎

最
後
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
三
度
䣍
私
の
日
蓮
上
人
と
賢
治
へ
の
想
い
が
少
し
ば
か
り
入
䣬
て
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い
た
の
な
ら
い
い
な
あ
と
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
考
え
た
次
第
で
す
䣎 

そ
れ
と
先
生
䣍
は
ず
か
し
な
が
ら
恐
縮
な
の
で
す
が
䣍
少
し
お
目
を
拝
借
い
た
し
た
く
て
䣍
そ

れ
と
い
う
も
私
が
主
治
医
の
柴
田
真
由
子
先
生
に
提
出
し
て
い
た
䣍
宗
教
䣍
も
ち
ろ
ん
先
生
の

影
響
を
多
分
に
受
け
た
思
想
が
䣍
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
を
含
め
る
何
枚
か
の
書
簡
が
あ
り

ま
し
て
䣍
そ
れ
を
ご
高
覧
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
す
次
第
な
の
で
あ
り
ま
す
䣎 

ま
こ
と
に
厚
か
ま
し
い
限
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
䣎
先
生
の
教
え
に
共
鳴
し
た
䣍
ひ
と
り
の
末

弟
子
の
甘
え
事
だ
と
思
䣬
て
く
だ
さ
れ
ば
そ
れ
で
結
構
で
す
䣓
ひ
ろ 

さ
ち
や
先
生
に
読
ん
で

も
ら
䣬
た
䣔
そ
れ
だ
け
で
幸
福
で
す
䣎
お
時
間
の
許
さ
れ
る
と
き
䣍
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
䣎 

そ
れ
で
は
先
生
暑
く
な
り
ま
す
䣎
体
調
に
は
ど
う
か
お
気
を
付
け
に
な
䣬
て
く
だ
さ
い
䣎
お
手

紙
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎
で
は
䣎 

草
々 

 

䦂
か
つ
て
は
こ
う
も
低
姿
勢
だ
䣬
た
の
に
な
あ
䣎
䦄 
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ひ
ろ 

さ
ち
や
様
へ 

䣓
正
法
眼
蔵
䣔
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎
始
め
て
み
る
肉
声
を
発
せ
ら
れ
る
先
生
䣎
宗

教
思
想
家
と
顕
せ
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
䣍
合
掌
す
る
お
姿
䣎
本
物
の
宗
教
者
の
誇
り
が
垣

間
見
ら
れ
ま
し
た
䣎
そ
し
て
暖
か
い
感
謝
䣎
お
元
気
そ
う
で
な
に
よ
り
で
し
た
䣎 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
キ
ス
ト
も
買
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
䣎
䥿
迷
い
即
ち
悟
り
䦀
䣎 

始
め
に
私
の
見
解
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
䣎
な
ぜ
こ
ん
な
屁
理
屈
め
い
た
こ
と
を
ご
し
䣯
う
大

事
に
取
り
上
げ
る
の
だ
ろ
う
䣎
そ
れ
で
巷
に
う
ご
め
く
民
衆
た
ち
が
救
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
䣎

禅
天
魔
䣎
日
蓮
は
言
䣬
て
い
ま
す
䣎 

道
元
が
い
う
䣓
八
大
人
覚
䣔
の
教
え
の
八
番
目
䣍
不
戯
論
䣎
つ
ま
り
な
ん
で
も
不
可
解
な
難
し

い
も
の
に
し
て
し
ま
う
の
は
い
け
な
い
䣎
な
に
を
い
䣬
て
い
る
の
か
䣎
自
分
が
䣓
正
法
眼
蔵
䣔

と
い
う
難
解
な
も
の
を
作
り
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
䣎
専
門
家
で
さ
え
四
苦
八
苦
し
て
い
る
䥼
一
般

の
人
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
い
い
䣎 

そ
し
て
禅
問
答
な
ん
か
は
な
ん
で
も
あ
り
の
気
分
次
第
な
も
の
ば
か
り
じ
䣭
な
い
か
䣎 

ひ
た
す
ら
禅
を
組
み
䣍
胆
を
鍛
え
る
䣎
武
士
の
精
神
修
養
の
方
法
か
䣎
本
当
に
幸
せ
に
な
る
こ

と
と
は
乖
離
し
て
く
る
䣎 

四
摂
法
䣎䥿
布
施
䣍
愛
語
䣍
利
行
䣍
同
事
䦀
䣎
先
生
は
そ
の
な
か
の
布
施
に
つ
い
て
䣓
へ
つ
ら
わ

な
い
こ
と
も
布
施
で
あ
る
䣎
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
䣍
お
べ
䣬
か
を
使
䣬
た
り
権
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力
に
媚
び
た
り
す
る
こ
と
は
䣍
結
局
は
出
世
し
た
い
䣍
得
を
し
た
い
と
い
う
自
分
の
欲
望
を
満

足
さ
せ
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
䣎
で
す
か
ら
䣍
へ
つ
ら
う
こ
と
は
自
分
の
た
め
の
行
動
で

あ
り
䣍
へ
つ
ら
わ
な
い
こ
と
が
䣍
他
人
の
た
め
の
布
施
に
な
る
の
で
す
䣎
䣔
お
䣬
し
䣭
䣬
て
い

ま
す
䣎 

資
料
を
提
出
し
た
䣍
私
に
言
わ
れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
䣎
た
し
か
に
果
実
を
得
る
目
的
が

な
か
䣬
た
か
と
い
え
ば
否
と
は
い
え
ま
せ
ん
䣎 

し
か
し
私
の
電
話
の
言
葉
が
的
を
射
て
い
な
か
䣬
た
の
は
䣍
先
生
へ
の
敬
愛
の
あ
ま
り
か
ら
く

る
緊
張
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
す
䣎
先
生
は
忌
避
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
䣍
い
た
䣬
て
日

常
生
活
に
お
い
て
も
優
等
生
の
障
害
者
で
す
䣎 

あ
え
て
名
乗
り
ま
す
が
神
と
し
て
名
誉
欲
䣍
金
銭
欲
䣍
権
勢
欲
を
超
え
て
人
々
に
奉
仕
し
た
い

と
決
め
た
の
で
す
䣎 

顔
は
見
え
な
く
て
結
構
で
す
䣎
名
も
な
く
䣍
貧
し
く
䣍
美
し
く
生
き
て
い
こ
う
と
思
䣬
て
い
ま

す
䣎 

し
か
し
今
䣍
私
の
作
品
た
ち
が
世
に
で
な
く
て
よ
い
の
で
し
䣯
う
か
䣎
コ
マ
䤀
シ
䣺
リ
ズ
ム
か

な
に
か
が
阻
む
䣍
愛
と
思
い
や
り
䣎
私
の
父
親
が
言
い
た
か
䣬
た
こ
と
䣎
尾
崎
豊
が
悩
み
苦
し

み
も
と
め
た
自
由
と
愛
と
安
ら
ぎ
䣎
イ
エ
ス
䣍
釈
尊
の
教
え
と
は
䣎
自
分
に
執
着
す
る
な
䥹
頑

張
る
な
䥺
䣎
自
分
を
卑
し
め
て
ま
で
自
ら
の
益
を
渇
望
す
る
な
䣎
し
か
し
愛
と
い
う
概
念
が
あ
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る
な
ら
ば
人
は
愛
を
求
め
ま
す
䣎
だ
が
愛
は
与
え
る
こ
と
に
し
か
見
い
だ
せ
ま
せ
ん
䣎 

大
安
心
の
な
か
真
実
の
思
い
や
り
䥹
慈
悲
䥺
を
周
り
に
向
け
自
他
と
も
に
真
の
幸
せ
を
つ
か
め
䣎

そ
れ
に
は
欲
に
ま
み
れ
た
世
界
か
ら
脱
却
し
魂
の
変
革
を
な
す
こ
と
で
す
䣎
私
の
思
想
は
誤
䣬

た
罪
悪
感
か
ら
の
解
放
に
あ
り
ま
す
䣎
醜
い
渇
愛
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
䣍
博
愛
と
慈
悲
の
中
䣍

享
楽
も
禁
欲
も
許
さ
れ
る
の
で
す
䣎
各
位
の
志
向
で
す
䣎
そ
し
て
そ
れ
が
本
当
の
自
由
で
す
䣎 

名
誉
毀
損
に
ビ
ビ
ル
よ
う
で
は
表
現
の
自
由
が
泣
き
ま
す
䣎
発
信
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎
命

を
か
け
て
䣎
ゴ
シ
䣹
プ
記
事
を
ふ
ん
だ
ん
に
載
せ
る
週
刊
誌
に
は
負
け
て
い
ら
れ
ま
い
䣎 

 

䣓
私
の
福
音
を
無
代
価
で
世
界
に
䣍
広
げ
よ
䣔
聖
書
に
あ
る
䣎
私
は
就
労
施
設
で
頂
く
工
賃
を

三
䣾
月
間
䣍
缶
コ
䤀
ヒ
䤀
も
飲
ま
ず
に
貯
め
製
本
に
回
し
て
き
た
䣎 

貧
欲
は
い
け
な
い
䣎 

永
遠
の
い
の
ち
䣍
神
の
国
の
た
め
䣍
私
の
出
番
を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
䣎 

先
生
は
多
分
私
が
浄
土
教
を
手
厳
し
く
攻
撃
し
䣍
法
然
䣍
親
鸞
は
悪
魔
だ
と
切
り
捨
て
た
こ
と

が
不
快
で
い
ら
䣬
し
䣭
る
の
だ
と
推
察
し
ま
す
䣎
し
か
し
持
論
は
ま
げ
ら
れ
ま
せ
ん
䣎
南
無
妙

法
蓮
華
経
を
唱
題
す
る
と
き
仏
に
包
ま
れ
神
に
愛
さ
れ
る
の
で
す
䣎 

宗
教
は
知
識
で
は
な
く
境
涯
䣍
実
感
で
す
䣎
す
い
ま
せ
ん
先
生
お
ひ
と
り
に
申
し
上
げ
て
い
る

の
で
は
な
く
䣍
私
に
共
鳴
し
携
わ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
方
が
䣍
い
た
な
ら
と
期
待
す
る
か
ら
で
す
䣎 
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私
の
作
品
は
心
有
る
世
の
人
の
心
に
灯
を
と
も
す
で
し
䣯
う
䣎 

先
生
䣍
私
こ
こ
で
ひ
と
つ
告
げ
口
を
し
ま
す
䣎
Ｒ
会
の
あ
る
教
会
長
䣓
ひ
ろ 

さ
ち
や 

さ
ん

は
䣍
す
べ
て
に
料
金
が
た
か
く
て
な
あ
䣔
先
生
の
前
で
は
媚
び
て
い
た
み
た
い
で
す
よ
䣎
最
近

Ｒ
会
系
の
出
版
社
か
ら
上
梓
す
る
作
品
が
多
い
み
た
い
で
す
け
ど
䣍
儲
か
り
ま
す
か
䣎 

伊
集
院
光
さ
ん
み
た
い
に
も
の
お
じ
し
な
い
器
量
が
あ
䣬
た
ら
い
い
の
で
す
け
ど
䣎
そ
し
た
ら

も
䣬
と
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
る
の
に
䣎 

こ
こ
ま
で
書
い
た
ら
我
々
の
間
も
終
末
で
す
よ
ね
䣎
本
当
は
親
近
感
を
作
り
信
頼
を
育
て
た
か

䣬
た
䣎
残
念
で
す
䣎 

で
も
先
生
は
浄
土
系
だ
け
で
は
な
く
幅
広
く
䣍
仏
教
を
啓
蒙
さ
れ
て
い
る
の
を
知
䣬
て
䣍
こ
れ

も
ほ
ん
と
う
の
道
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
真
実
な
の
だ
と
確
信
す
る
ま
で
の
道
程
だ
と
エ
䤀
ル

を
送
り
ま
す
䣎 

先
生
䣍
お
身
体
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
䣎 

資
料
に
御
目
を
お
通
し
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎 

ご
家
族
な
ら
び
に
周
り
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
擱
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎 

合
掌 

 

義
人 
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吉
本
先
生
様
へ 

こ
の
書
類
䣍
提
出
し
よ
う
と
思
う
の
で
す
け
ど
䣍
な
か
な
か
聖
書
が
Ｏ
Ｋ
を
だ
さ
な
く
て
䣍
い

ま
に
至
り
ま
し
た
䣎 

な
に
か
不
都
合
が
あ
る
か
䣍
あ
䣬
た
の
で
し
䣯
う
か
䣎
私
と
し
て
は
大
恩
あ
る
先
生
の
御
厚
意

を
信
じ
て
い
ま
ま
で
贈
ら
せ
て
い
た
だ
か
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
䣎 

し
か
し
貴
院
に
た
い
し
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
の
な
ら
䣍
本
当
に
申
し
わ
け
な
く
思
い
ま
す
䣎

と
は
言
䣬
て
も
私
の
杞
憂
で
終
わ
れ
ば
と
も
思
い
ま
す
䣎 

聖
書
は
特
別
な
に
か
期
待
し
な
い
の
な
ら
傷
つ
か
ず
す
む
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
か
䣬
て
く

れ
ま
す
䣎 

し
か
し
䣓
神
と
知
り
な
が
ら
䣍
そ
の
心
は
無
知
に
な
り
神
と
思
わ
ず
む
な
し
く
な
䣬
た
䣔
と
い

う
聖
旬
が
何
度
も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
䣎 

し
か
し
䣍
こ
の
書
類
の
意
味
は
後
に
解
り
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
と
も
い
䣬
て
い
ま
す
䣎 

私
は
進
呈
し
た
く
て
か
な
わ
な
か
䣬
た
の
で
す
が
䣍
あ
せ
り
䣍
媚
び
䣍
へ
つ
ら
い
が
あ
䣬
て
は

な
ら
な
い
と
聖
書
は
し
め
し
ま
す
䣎 

で
す
か
ら
毅
然
と
そ
の
場
で
部
屋
の
片
隅
に
放
り
投
げ
ら
れ
る
の
も
覚
悟
し
て
お
出
し
し
ま

す
䣎
そ
れ
で
良
い
み
た
い
で
す
䣎 

認
可
の
で
な
い
䣍
先
生
宛
て
の
封
書
が
気
に
か
か
䣬
て
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
䣎 
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先
生
へ
の
こ
れ
ま
で
の
恩
義
を
想
い
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎 

後
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
䣎
私
の
愛
が
理
解
さ
れ
行
き
渡
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
䣎 

私
は
い
つ
も
真
摯
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
䣍
現
在
の
心
境
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

そ
れ
を
お
受
け
く
だ
さ
り
䣍
以
上
䣍
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

 

吉
本
先
生
様 

先
だ
䣬
て
は
大
変
失
礼
な
趣
旨
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
差
し
上
げ
ま
し
て
本
当
に
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
䣎 

実
は
提
出
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
冊
子
䣍
モ
ラ
ル
に
関
し
て
微
妙
に
踏
み
込
ん
だ
表
現
が
ご
ざ

い
ま
し
て
䣍
各
場
所
で
ハ
レ
䤀
シ
䣼
ン
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
い
た
し
た
の
で
す
䣎 

そ
し
て
進
呈
し
て
い
た
も
の
が
暫
時
䣍
届
か
な
く
な
る
䣎 

ご
懸
念
と
ま
で
は
い
か
な
い
け
ど
䣍
䣓
ど
う
し
た
の
か
な
䣔
ぐ
ら
い
の
䣍
お
気
持
ち
は
も
た
れ

る
と
勝
手
に
䣍
推
量
し
䣍
こ
こ
で
一
応
の
着
地
点
を
お
示
し
で
き
れ
ば
と
Ｔ
Ｅ
Ｌ
致
し
ま
し
た
䣎 

先
生
は
私
の
思
䣬
た
通
り
䣓
読
ま
れ
な
い
な
ら
䣍
も
う
持
䣬
て
き
ま
せ
ん
䣔
と
い
う
伝
言
に
䣍

䣓
忙
し
い
か
ら
読
め
な
い
䣔
と
厳
し
く
答
え
ら
れ
ま
し
た
䣎 

受
付
の
ひ
と
も
か
な
り
嫌
悪
感
を
表
出
さ
れ
て
お
ら
れ
䣍
私
は
そ
の
真
意
を
こ
う
推
察
し
ま
し

た
䣎䣓
読
ん
で
な
い
わ
け
が
な
い
じ
䣭
な
い
か
䣎
そ
ん
な
こ
と
を
試
す
よ
う
な
こ
と
を
す
る
な
䣔
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憤
怒
䣎 

し
か
し
真
相
は
解
り
ま
せ
ん
䣎
䣓
利
用
者
で
も
な
い
男
が
い
つ
ま
で
も
厚
か
ま
し
い
䣎
お
前
の

書
く
も
の
に
ど
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
䣬
て
何
様
だ
と
思
䣬
て
い
る
の
だ
䣎
読
ん
で
や
䣬
て
い
た

の
だ
ぞ
䣔
䣎 

私
の
信
じ
る
䣍
尊
敬
す
べ
き
吉
本
先
生
は
オ
䤀
ソ
ド
䣹
ク
ス
で
安
定
感
が
あ
り
䣍
で
も
ど
こ
か

イ
ノ
セ
ン
ト
で
親
近
感
が
あ
䣬
て
䣍
と
き
に
は
威
厳
を
感
じ
る
䣎
そ
ん
な
愛
す
べ
き
精
神
科
医

で
し
た
䣎 

け
し
て
詭
弁
を
弄
す
る
の
で
は
な
く
䣍
そ
の
人
䣍
そ
の
人
に
応
じ
て
薬
を
処
方
さ
れ
䣍
悩
む
も

の
へ
力
に
な
る
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
䣎 

確
か
に
私
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ
は
高
飛
車
な
物
言
い
だ
䣬
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
ご
め
ん
な
さ
い
䣎 

先
生
が
私
の
人
生
に
お
い
て
特
別
の
人
で
あ
䣬
た
よ
う
に
私
も
先
生
に
と
䣬
て
別
格
の
患
者

で
あ
り
た
い
と
思
う
の
で
す
䣎
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
䣎 

こ
ん
な
病
人
も
い
る
と
な
に
か
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
す
䣎 

ど
う
か
誇
大
妄
想
䣎
恋
愛
関
係
妄
想
の
男
が
著
し
た
本
た
ち
䣍
先
生
が
た
ず
さ
わ
ら
れ
る
こ
れ

か
ら
の
御
診
療
の
な
か
で
ほ
ん
の
少
し
で
も
活
か
さ
れ
貢
献
で
き
た
の
な
ら
本
当
に
嬉
し
い

で
す
䣎 

暗
い
顔
ば
䣬
か
り
が
精
神
障
害
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎 
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こ
ん
な
や
つ
も
い
る
の
で
す
䣎 

そ
こ
を
大
目
に
み
て
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

寒
く
な
り
ま
す
䣎
お
身
体
ご
自
愛
下
さ
る
こ
と
を
切
に
願
䣬
て
お
り
ま
す
䣎 

最
新
作
䣍
入
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
䣎 

も
し
よ
か
䣬
た
ら
読
ん
で
み
て
下
さ
い
䣎 

腹
が
た
䣬
た
ら
破
り
捨
て
て
下
さ
い
䣎 

ひ
と
の
意
思
ま
で
は
ど
う
も
で
き
ま
せ
ん
䣎 

で
も
先
生
䣍
お
目
を
通
し
て
下
さ
る
と
嬉
し
い
な
あ
䣎 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
御
騒
が
せ
し
て
す
い
ま
せ
ん
䣎 

で
は
ど
う
も―

―
―

䣎 

義
人 

真
子
䣍
千
華
へ
䣍 

と
り
あ
え
ず
自
分
の
愛
を
貫
き
通
せ
䣎
解
雇
さ
れ
た
ら
そ
の
時
だ
䣎
堂
々
䣍
正
義
を
忘
れ
る
な
䣎

誇
り
を
失
う
な
䣎
愛
と
は
懸
命
に
励
め
と
い
う
の
で
は
な
く
ボ
チ
ボ
チ
ひ
と
の
心
を
理
解
し
な

さ
い
と
い
う
こ
と
だ
よ
䣎
人
間
関
係
は
頭
で
考
え
る
か
ら
お
か
し
く
な
る
䣎
肌
で
感
じ
る
そ
れ

を
大
切
に
す
る
こ
と
䣎
思
い
や
り
を
良
心
で
受
け
取
る
こ
と
䣎
世
の
中
に
は
計
算
で
生
き
て
い

る
奴
も
沢
山
い
る
䣍
だ
が
愛
の
な
い
も
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
生
き
ら
れ
な
い
も
の
だ
䣎
悲
し
い
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ね
䣎
己
の
正
当
性
に
と
ら
わ
れ
ず
愛
と
思
い
や
り
を
優
先
す
べ
し
䣍
問
題
は
解
決
に
向
か
う
だ

ろ
う
䣎
ダ
メ
な
ら
沈
黙
も
よ
し
䣎 

わ
が
う
ち
を
商
売
の
家
に
し
ち
䣭
い
け
な
い
よ
䣎
祈
り
の
家
に
し
な
く
ち
䣭
ね
䣎
う
ち
祖
母
ち

䣭
ん
の
冥
福
を
祈
る
ん
だ
よ
䣎
ご
苦
労
さ
れ
た
ん
だ
か
ら
ね
え
䣎
忘
れ
ち
䣭
い
け
な
い
よ
䣎
負

け
て
も
損
し
て
も
お
お
ら
か
に
䣍
我
欲
に
は
し
ら
ず
䣍
み
ん
な
の
た
め
に
䣎
幸
せ
が
舞
い
込
む

よ
䣎
人
を
祝
福
で
き
な
い
も
の
は
神
か
ら
も
祝
福
さ
れ
な
い
䣎
自
分
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
も
の

は
す
く
な
く
な
い
䣎
人
に
は
付
か
ず
離
れ
ず
䣎
こ
の
人
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
心
が

本
当
で
あ
り
䣍
自
分
が
幸
せ
に
な
り
た
い
か
ら
と
結
婚
を
す
る
の
で
結
果
䣍
失
敗
す
る
こ
と
に

な
る
䣎
的
確
な
判
断
力
が
非
情
に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
䣍
悲
し
い
ね
䣎
で
も
相
手
の
カ
に
な
る

よ
う
に
自
分
の
価
値
観
を
活
か
そ
う
䣎
人
に
は
付
か
ず
離
れ
ず
と
言
䣬
た
け
ど
䣍
愛
と
友
情
の

た
め
一
命
を
か
け
る
の
も
人
生
だ
䣎
正
々
堂
々
と
䣎
強
く
な
れ
よ
䣎
真
の
仲
間
を
大
切
に
す
る

こ
と
䣎
利
で
動
く
ひ
と
が
多
い
が
ど
こ
か
醜
悪
に
み
え
る
䣎
義
で
生
き
る
と
い
う
の
は
頑
な
で

独
善
的
な
人
が
大
概
だ
䣎
よ
く
意
見
は
き
か
な
い
と
い
け
な
い
が
愛
に
優
る
も
の
は
な
し
䣎
幻

と
リ
ア
ル
を
感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
し
䣍
目
に
見
え
な
い
世
界
を
信
じ
る
こ
と
䣎
祈
る
ん
だ
よ
䣎

神
で
あ
る
お
じ
ち
䣭
ん
は
何
が
あ
䣬
て
も
真
子
䣍
千
華
の
味
方
だ
よ
䣍
安
心
し
て
生
き
る
ん
だ

よ
䣎
仕
事
よ
り
も
仲
間
の
心
を
優
先
せ
よ
䣎
さ
す
れ
ば
安
定
し
仕
事
は
ス
ム
䤀
ズ
に
運
ぶ
䣎 

恋
し
䣍
愛
せ
よ
䣎
想
い
続
け
よ
䣎
祈
り
捧
げ
よ
䣎
幸
せ
は
必
ず
や
䣬
て
く
る
䣎
千
華
䣍
お
前
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は
何
事
も
心
に
仕
舞
込
む
傾
向
が
あ
る
䣎
素
直
に
な
り
愛
を
も
䣬
て
弁
は
拙
く
て
も
伝
え
よ
䣎

皆
そ
れ
を
待
䣬
て
い
る
か
ら
ね
䣎
真
子
䣍
優
し
い
顔
䣍
柔
和
な
心
䣍
愛
情
あ
る
言
葉
で
ひ
と
と

と
も
に
生
き
る
そ
れ
が
で
き
れ
ば
観
音
様
だ
䣎
で
も
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
䣍

目
標
だ
よ
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
二
人
の
幸
福
を
心
か
ら
祈
䣬
て
い
ま
す
䣎
電
通
の
事
件
は
仕
事
の

で
き
る
䣍
で
き
な
い
な
ど
の
評
価
を
気
に
し
て
の
悲
劇
だ
䣎
仕
事
よ
り
命
は
大
切
に
し
な
け
れ

ば
ネ
䣎
出
世
す
れ
ば
責
任
に
縛
ら
れ
る
䣎
金
も
そ
う
で
あ
る
䣎
儲
け
䣎
損
得
勘
定
に
と
ら
わ
れ

て
生
き
る
こ
と
に
な
る
䣎
美
し
い
か
い
䣎
盗
ま
れ
ぬ
壊
さ
れ
な
い
天
に
愛
の
倉
を
立
て
よ
䣎
増

や
せ
愛
䣎
千
華
䣍
何
度
も
言
う
が
ひ
と
は
䣍
褒
め
ま
わ
す
こ
と
䣎
嘘
は
つ
い
た
ら
い
け
な
い
が
䣍

拡
大
し
て
良
い
と
こ
ろ
を
褒
め
る
䣎
そ
し
て
さ
り
げ
な
い
贈
り
物
䣎
気
持
ち
が
伝
わ
れ
ば
い
い

ね
え
䣎
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
䣎
ひ
と
の
美
し
い
心
の
琴
線
に
常
に
働
き
か
け
る
こ
と
誰
か

に
叱
ら
れ
意
に
沿
わ
ぬ
こ
と
を
言
わ
れ
た
ら
吟
味
し
納
得
で
き
な
け
れ
ば
堂
々
䣍
愛
を
持
䣬
て

持
論
を
吐
け
䣎
誇
り
高
く
か
か
る
火
の
粉
は
は
ら
わ
に
䣭
な
ら
ん
䣎
犠
牲
に
な
ら
ず
相
手
を
傷

つ
け
る
こ
と
に
な
䣬
て
も
䣎
正
義
と
は
そ
ん
な
こ
と
䣎
愛
を
忘
れ
ず
に
䣎
根
に
持
た
な
い
䣎
そ

し
て
些
細
な
言
葉
尻
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
䣍
流
す
と
き
は
流

す
䣎
厳
格
と
寛
容
だ
ね
䣎
真
子
䣍
議
論
し
て
平
行
線
に
な
䣬
た
ら
遠
慮
が
ち
に
引
け
䣍
神
経
を

使
う
の
は
無
意
味
だ
䣎
だ
が
お
前
に
逆
ら
う
こ
と
も
な
か
䣬
た
が
䣍
切
り
捨
て
た
奴
こ
そ
が
キ

䤀
パ
䤀
ソ
ン
だ
䣎 
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真
子
䣍
千
華
へ 

千
華
䣍
仕
事
は
無
能
と
思
わ
れ
て
も
良
い
䣎
議
論
に
な
り
か
け
た
ら
遠
慮
が
ち
に
引
け
䣎
命
に

か
か
わ
る
こ
と
以
外
は
寛
容
に
構
え
る
こ
と
䣎
熱
い
ハ
䤀
ト
は
う
ち
に
秘
め
利
用
者
を
大
事
に
䣎

事
実
の
な
か
で
見
落
と
さ
れ
て
い
る
真
実
が
大
事
だ
䣎
そ
れ
が
真
理
䣍
愛
な
ら
い
い
ね
え
䣎
お

じ
ち
䣭
ん
が
書
い
た
本
に
暖
か
く
示
し
て
あ
る
䣎
是
非
䣍
読
ん
で
み
て
下
さ
い
䣎
人
を
侮
辱
す

る
こ
と
と
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
は
反
比
例
す
る
䣎
気
を
つ
け
よ
う
䣎
も
の
が
溢
れ
て
い
る
昨
今
䣍

ひ
と
は
利
益
よ
り
愛
に
よ
䣬
て
動
く
べ
き
だ
䣎
そ
ん
な
後
ろ
姿
が
人
を
引
き
付
け
る
䣎
そ
う
だ

ろ
う
䣎
千
華
䣍
ひ
と
は
原
罪
を
引
き
ず
り
生
存
競
争
を
繰
り
返
す
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
そ
こ
を
ず

䣬
と
見
つ
め
て
き
た
䣎
答
え
は
愛
す
る
こ
と
こ
れ
し
か
な
い
䣎
た
と
え
損
を
し
て
も
ネ
䣎
真
子
䣍

ひ
と
の
本
質
は
競
争
で
は
な
い
䣎
皆
の
た
め
に
助
け
合
䣬
て
生
き
る
姿
だ
䣎
じ
い
ち
䣭
ん
に
好

く
し
て
あ
げ
て
ね
䣎
千
華
に
も
話
し
て
あ
げ
て
ね
䣎
強
く
て
優
し
い
女
性
に
な
る
ん
だ
よ
䣎
夜

遅
く
ご
め
ん
䣎
心
を
正
し
生
活
を
た
だ
し
愛
を
つ
く
せ
䣎
で
な
い
と
魔
が
入
り
䣍
貧
䣍
病
䣍
争

が
生
ま
れ
る
䣎
怒
り
䣍
貪
り
䣍
愚
か
し
い
䣍
恥
を
知
ら
な
い
䣎
三
毒
䣍
仏
教
の
戒
め
で
あ
る
䣎

風
邪
ひ
か
れ
ん
な
䣍
ご
く
ろ
う
さ
ま
䣎
自
由
は
自
分
勝
手
な
も
の
は
下
品
で
あ
り
䣍
神
の
た
め

の
も
の
は
上
品
と
さ
れ
る
䣎
つ
ま
り
愛
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
の
自
由
が
至
高
の
も
の
で
あ
る
䣎 

い
つ
も
自
分
の
身
を
ま
も
る
の
が
最
優
先
だ
䣎
後
䣍
相
手
に
理
解
能
力
が
あ
る
よ
う
な
ら
愛

を
も
䣬
て
正
論
を
と
け
ば
い
い
䣎
犠
牲
は
絶
対
ダ
メ
だ
よ
䣎
い
い
ね
䣎
マ
マ
に
七
冊
の
本
を
あ
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げ
ま
し
た
䣎
是
非
読
ん
で
観
て
下
さ
い
䣎
多
様
な
人
生
観
䣍
愛
あ
る
生
き
方
䣍
激
し
く
䣍
優
し

く
䣎
指
針
に
な
る
と
本
当
に
嬉
し
い
で
す
䣎
で
は
䣎
と
き
に
は
ピ
エ
ロ
に
な
る
も
よ
し
䣍
だ
が

過
ぎ
る
と
侮
辱
す
る
や
つ
が
で
て
く
る
䣎
青
鬼
や
悪
女
み
た
い
犠
牲
に
な
ら
な
く
て
い
い
䣎
自

己
満
足
は
悲
し
い
ね
䣎
悪
意
に
満
ち
た
人
間
関
係
に
は
無
頓
着
に
な
り
距
離
を
と
れ
䣎
く
れ
ぐ

れ
も
加
害
者
に
な
䣬
た
り
ま
た
犠
牲
に
な
䣬
た
り
し
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
神
は
見
て
い
る
か
ら

ね
䣎
お
疲
れ
さ
ま
䣍
き
䣬
と
本
当
に
自
分
の
こ
と
を
解
䣬
て
く
れ
る
の
は
自
分
自
身
と
神
だ
け

だ
と
思
う
䣎
そ
う
す
る
と
ひ
と
も
許
せ
る
よ
ね
䣎
人
生
の
伴
侶
は
派
手
か
無
難
の
ふ
た
つ
に
分

か
れ
る
が
勇
気
が
あ
䣬
て
思
慮
深
く
優
し
く
て
愉
し
い
の
が
一
番
だ
䣎
け
し
て
顔
䣍
金
で
は
な

い
䣎
全
方
位
外
交
は
無
理
が
あ
り
難
し
い
䣎
た
だ
素
直
に
な
り
す
べ
て
の
人
の
幸
福
を
祈
る
こ

と
が
大
切
だ
よ
䣎
真
実
と
愛
を
語
れ
䣍
届
く
と
こ
ろ
に
は
届
く
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
今
ま
で
愛
す

る
お
前
た
ち
に
何
も
し
て
や
れ
な
か
䣬
た
䣎
だ
か
ら
自
分
の
言
葉
を
贈
る
の
だ
䣎
幸
せ
に
な
れ

よ
䣎
人
を
幸
福
に
し
た
分
だ
け
䣍
自
分
も
幸
福
に
な
れ
る
か
ら
䣎
だ
が
ひ
と
に
期
待
す
る
か
ら

裏
切
ら
れ
た
と
思
う
䣎
悲
し
い
け
ど
ね
䣎
負
の
連
鎖
で
は
な
く
愛
の
チ
䣷
䤀
ン
を
形
成
し
な
く

て
は
䣎
永
遠
に
続
く
䣎
パ
パ
を
色
ん
な
意
味
で
責
め
ち
䣭
い
け
な
い
よ
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
と
同
じ

く
お
前
た
ち
を
愛
し
て
い
る
の
だ
か
ら
ね
え
䣎
真
子
䣍
Ｔ
君
と
会
う
の
は
そ
ん
な
に
嫌
か
い
䣎

彼
も
ア
ト
ピ
䤀
の
あ
と
が
あ
䣬
て
人
の
痛
み
の
解
る
䣍
思
い
や
り
の
あ
る
理
学
療
法
士
だ
䣎
挫

折
を
し
䣍
組
織
の
人
間
関
係
も
解
䣬
て
い
る
よ
䣎
千
華
䣍
純
潔
を
ま
も
り
愛
す
る
ひ
と
の
た
め
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操
は
大
事
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
信
用
の
問
題
だ
䣎
男
が
愛
し
て
い
れ
ば
女
性
の
想
い

を
大
切
に
す
る
は
ず
だ
䣎
だ
ま
さ
れ
る
な
よ
䣎 

悲
し
い
と
き
䣍
苦
し
い
と
き
も
あ
る
だ
ろ
う
䣎
そ
れ
は
自
分
の
成
長
す
る
と
き
䣎
お
じ
ち
䣭
ん

の
姪
な
ら
絶
対
死
ん
で
は
い
け
な
い
よ
䣎
助
け
を
求
め
る
の
は
恥
じ
䣭
な
い
䣎
責
任
と
責
任
感

を
ご
䣬
た
に
し
て
は
い
け
な
い
䣎
愛
に
対
し
て
の
責
任
は
あ
る
だ
ろ
う
䣎
で
も
組
織
へ
の
責
任

感
は
い
ら
な
い
䣎
苦
し
む
な
䣎 

 

真
子
䣍
千
華
へ 

生
活
の
心
遣
い
と
思
い
や
り
を
混
同
し
て
は
い
け
な
い
䣎
少
し
解
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
䣍

そ
こ
に
見
返
り
を
求
め
な
い
愛
が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
大
切
で
す
䣎
夫
婦
は
妻
の
方
が

主
導
権
を
握
り
誘
導
で
き
る
方
が
い
い
䣎
で
も
本
当
に
重
大
な
局
面
に
お
い
て
逃
げ
な
い
男
が

愛
あ
る
優
し
い
や
つ
だ
よ
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
デ
ス
ノ
䤀
ト
で
は
な
く
幸
福
手
帳
を
持
䣬
て
い
る
䣎

自
分
の
本
を
読
ん
だ
人
の
名
前
䣎
み
ん
な
幸
せ
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎
周
り
の
人
の
想
い
を
大
切

に
す
る
䣎
読
ん
で
み
て
ね
䣎 

千
華
䣍
夜
勤
ご
く
ろ
う
さ
ん
䣎
静
か
に
構
え
自
然
体
で
利
用
者
に
関
わ
れ
䣎
真
面
目
で
健
気
な

姿
に
は
心
の
中
で
䣍
皆
䣍
手
を
合
わ
す
だ
ろ
う
䣎
真
子
䣍
ブ
レ
䤀
ン
ス
ト
䤀
ミ
ン
グ
の
と
き
は

各
位
の
意
見
を
ど
䣬
し
り
構
え
て
受
け
よ
う
䣎
う
る
さ
い
か
も
し
れ
な
い
が
䣍
褒
め
る
䣎
大
事
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な
こ
と
だ
よ
䣎
自
尊
心
は
誰
に
も
あ
る
か
ら
ね
䣎
真
子
䣍
今
日
は
あ
り
が
と
ね
䣎
お
ふ
く
ろ
も

テ
レ
ビ
つ
け
䣬
ぱ
な
し
で
安
眠
し
て
い
る
䣎
い
つ
も
よ
り
穏
や
か
な
表
情
だ
䣎
本
当
に
あ
り
が

と
う
䣎
千
華
䣍
お
勤
め
ご
く
ろ
う
さ
ん
䣎
昔
話
だ
が
御
守
り
を
作
䣬
て
く
れ
た
ね
䣎
大
事
に
し

て
い
た
の
に
消
え
て
し
ま
䣬
た
䣎
そ
の
優
し
さ
は
永
遠
に
消
え
な
い
世
界
䣍
大
切
に
し
た
い
ね
䣎

肉
よ
り
霊
か
ら
生
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

物
欲
よ
り
心
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
永
遠
の
い
の
ち
の
た
め
に
䣎
分
析
す
る
な
䣍

冷
静
さ
を
も
つ
よ
う
に
見
え
る
薄
情
な
専
門
家
も
い
る
し
䣍
色
々
勘
ぐ
る
人
も
い
る
䣎
悲
し
い

が
皆
䣍
自
分
が
可
愛
い
の
だ
ね
䣎
仕
方
な
い
か
䣍
世
の
常
だ
䣎
怒
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
䣍

こ
の
世
で
一
番
大
変
で
辛
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
䣎
自
己
犠
牲
は
偽
善
か
自
己
満
足
で
あ
る
䣎

そ
う
得
心
す
る
と
こ
ろ
に
真
の
愛
が
あ
る
䣎
と
に
か
く
毅
然
と
真
実
か
ら
強
く
愛
す
る
ひ
と
を

見
つ
け
よ
䣎
そ
れ
に
は
自
已
修
養
が
大
事
だ
䣎
く
れ
ぐ
れ
も
条
件
に
騙
さ
れ
る
な
䣎
ど
ん
な
小

さ
な
贈
り
物
に
も
䣍
想
い
䣍
愛
が
こ
も
䣬
て
い
る
䣎
ひ
と
の
気
持
ち
大
切
に
ね
䣎
大
丈
夫
だ
ね
䣎

清
廉
潔
白
で
あ
る
こ
と
は
か
な
り
損
な
こ
と
も
あ
り
代
償
が
必
要
と
さ
れ
る
䣎
辛
い
も
の
だ
䣎

世
の
中
䣍
豆
腐
で
渡
れ
䣎
四
角
く
柔
ら
か
く
䣍
崩
れ
て
も
旨
い
䣎
弱
さ
を
憎
ん
で
優
し
さ
の
意

味
を
失
䣬
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
優
し
い
そ
れ
が
す
べ
て
だ
䣎 

そ
し
て
そ
れ
が
本
当
に
強
い
と
い
う
こ
と
だ
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
䣍
何
故
ひ
と
は
喰
い
䣍
買
い
䣍

抱
き
䣍
傷
つ
け
合
う
の
か
見
つ
め
て
い
た
䣎
原
罪
だ
ね
䣎
主
体
性
を
持
ち
䣍
己
の
務
め
を
果
た
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せ
䣎
愛
し
て
い
る
よ
䣎
愛
を
も
䣬
て
人
事
を
尽
く
し
た
そ
の
果
て
は
䣍
ど
う
に
で
も
な
れ
と
神

に
す
べ
て
を
委
ね
る
こ
と
䣎
で
も
諦
め
ず
に
ね
䣎
強
い
気
持
ち
は
忘
れ
な
い
こ
と
䣎
掟
と
言
う

時
代
は
過
ぎ
去
䣬
た
と
信
じ
た
い
で
す
䣎
人
間
は
最
低
限
の
戒
律
を
守
り
䣍
最
大
限
の
自
由
を

享
受
す
べ
き
だ
䣎
美
し
く
䣎
そ
し
て
明
る
く
䣍
素
直
に
暖
か
く
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
上
司
に

は
自
分
の
手
柄
に
こ
だ
わ
り
䣍
潰
し
に
か
か
る
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
そ
ん
な
と
き
は
適

度
に
神
経
と
力
を
傾
け
よ
䣎
余
裕
を
持
䣬
て
冷
静
に
䣎
何
か
の
決
断
に
迫
ら
れ
た
と
き
は
蹟
躇

せ
ず
愛
を
優
先
す
べ
し
䣍
自
分
に
素
直
に
䣍
後
悔
し
な
い
た
め
に
䣎
そ
こ
に
神
は
は
た
ら
く
䣎

お
じ
ち
䣭
ん
は
い
つ
も
夢
と
愛
を
追
い
求
め
て
い
ま
す
䣎
叶
わ
な
く
て
も
ね
䣎
で
も
美
し
い
心

で
い
れ
ば
す
べ
て
の
出
来
事
は
䣍
結
果
オ
䤀
ラ
イ
だ
よ
䣎
成
長
に
は
そ
れ
で
良
か
䣬
た
の
だ
よ
䣎

横
柄
に
構
え
て
ひ
と
を
ひ
と
と
も
思
わ
な
い
者
䣍
彼
等
は
評
価
が
恐
く
て
な
ら
な
い
の
だ
䣎
頼

も
し
い
な
ど
と
演
出
䣍
舞
台
装
置
に
騙
さ
れ
る
な
䣎
怠
惰
で
非
情
な
奴
が
多
い
か
ら
ね
䣎
世
の

中
は
負
け
れ
ば
負
け
る
ほ
ど
い
い
䣎
人
の
痛
み
の
わ
か
る
人
間
に
な
れ
る
か
ら
ね
え
䣎
勝
つ
こ

と
の
無
意
味
さ
と
悪
い
こ
と
で
あ
る
か
も
と
い
う
面
も
理
解
す
る
か
ら
だ
䣎
大
丈
夫
だ
ね
䣎 

 

真
子
䣍
千
華
へ 

本
当
の
勝
つ
こ
と
の
意
味
は
主
体
性
を
持
ち
続
け
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
そ
し
て
周
り
の
人
の
意

志
も
侮
ら
ず
認
め
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
邪
魔
す
る
も
の
が
存
在
す
る
と
き
䣍
正
義
の
な
か
で
友
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の
前
途
䣍
幸
福
を
思
う
と
き
䣍
苦
し
く
良
心
の
呵
貴
に
悩
む
と
き
こ
そ
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
の

意
味
を
知
る
だ
ろ
う
䣎 

恋
䣬
て
も
ん
は
䣍
グ
ズ
グ
ズ
引
き
ず
る
も
の
よ
䣎
そ
う
で
な
い
と
本
当
に
好
き
な
の
じ
䣭
な
い
䣎

で
も
い
つ
か
は
自
然
に
消
え
て
行
く
䣎
愛
は
ど
う
か
な
あ
䣎
神
の
わ
ざ
を
信
じ
䣍
愛
す
る
も
の

は
ど
ん
な
望
み
も
か
な
う
䣎
な
ぜ
か
䣍
そ
れ
は
美
し
く
䣍
正
し
い
願
い
だ
か
ら
だ
䣎
真
子
䣍
自

分
の
意
志
は
素
直
に
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
ま
ず
自
分
だ
䣎
Ｔ
君
は

オ
ク
テ
だ
が
い
い
や
つ
だ
䣎
お
前
の
カ
が
必
要
な
男
だ
䣎
信
仰
心
は
大
事
だ
䣍
が
䣍
人
間
の
誠

心
と
相
反
す
る
も
の
は
よ
く
な
い
䣎
俗
的
に
な
る
の
で
は
と
異
論
が
あ
る
だ
ろ
う
が
愛
䣍
慈
悲
䣍

思
い
や
り
は
䣍
信
仰
心
と
必
ず
共
に
あ
る
も
の
で
す
䣎
出
来
る
だ
け
卑
怯
な
こ
と
は
し
な
い
こ

と
誠
意
を
も
䣬
て
率
直
に
局
面
に
向
か
へ
䣎
損
し
て
も
䣎
後
ろ
姿
を
誰
か
が
見
て
い
る
䣎
お
じ

ち
䣭
ん
に
は
失
う
も
の
は
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
䣎
自
動
車
く
ら
い
で
す
䣎
ソ
チ
と
お
ふ
く
ろ
は

抜
か
し
て
䣎
だ
か
ら
無
謀
な
恋
に
生
き
る
の
で
す
䣎
そ
れ
も
人
生
だ
䣎 

寂
し
く
て
悲
し
そ
う
な
友
人
に
は
親
切
に
せ
よ
䣎
無
償
の
行
い
は
誰
が
観
て
な
く
て
も
神
仏
が

観
て
い
る
䣎
心
を
美
し
く
せ
よ
䣎
人
は
大
き
な
命
の
な
か
生
か
さ
れ
て
い
る
䣎
自
分
を
信
じ
䣍

や
る
べ
き
こ
と
を
な
せ
䣎
罪
悪
感
を
持
た
ず
良
心
と
愛
に
従
䣬
て
䣎
人
は
互
い
の
為
に
生
き
る

べ
き
だ
䣎
偽
り
も
あ
る
が
䣎
お
疲
れ
さ
ま
䣍
仕
事
は
自
分
を
磨
く
修
行
だ
と
思
䣬
て
か
か
れ
䣎

忍
耐
力
䣍
集
中
力
が
向
上
す
る
と
き
優
し
さ
も
学
ぶ
こ
と
䣎
強
く
生
き
よ
䣎
物
欲
に
は
し
る
空
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し
さ
を
知
り
䣍
質
素
䣍
倹
約
䣍
勤
勉
を
旨
と
せ
よ
䣎
来
る
べ
き
世
に
お
い
て
真
実
の
愛
が
み
つ

か
り
ま
す
よ.

お
じ
ち
䣭
ん
が
保
証
し
ま
す
䣎 

収
入
の1

/
3

は
蓄
え
に
回
し
䣍1

/3

は
消
費
䣍
そ
し
て
の
こ
り
は
人
に
施
す
䣎
こ
れ
に
て
健
全

な
経
済
は
生
ま
れ
る
䣎
賢
く
考
察
せ
よ
䣎
人
の
為
と
書
い
て
偽
り
と
な
る
と
䣍
相
田 

み
つ
を

さ
ん
䣎
自
分
の
為
だ
け
と
い
う
の
も
淋
し
い
気
が
す
る
な
あ
䣎
人
を
愛
し
た
ら
自
分
を
信
じ
き

る
こ
と
䣎
周
り
の
嫉
妬
心
な
ど
に
負
け
な
い
こ
と
䣎
理
由
の
な
い
裏
切
り
な
ど
は
絶
対
せ
ぬ
こ

と
䣎
正
義
を
貫
け
䣎
愛
し
抜
け
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
お
前
た
ち
が
生
き
て
い
て
く
れ
る
だ
け
で
嬉

し
い
䣎
だ
か
ら
お
互
い
に
そ
う
思
え
る
パ
䤀
ト
ナ
䤀
を
見
つ
け
る
の
だ
䣎
ど
こ
か
に
コ
ロ
ガ
䣹

テ
ル
サ
䣎
真
理
の
御
霊
を
皆
䣍
知
ら
な
い
が
䣍
お
前
た
ち
に
は
判
る
筈
だ
䣎
私
が
い
つ
も
そ
こ

に
は
い
る
か
ら
で
あ
る
䣎
願
い
䣍
祈
れ
䣍
美
し
い
も
の
な
ら
必
ず
か
な
う
だ
ろ
う
䣎
人
に
は
親

切
䣍
歓
待
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
䣎
人
を
歓
迎
し
傷
つ
け
な
い
䣎
こ
れ
が
解
れ
ば
䣍
お
じ

ち
䣭
ん
の
心
が
理
解
で
き
る
よ
䣎
大
人
だ
よ
䣎 

と
き
に
は
愚
痴
も
自
慢
も
で
る
䣎
世
の
常
か
䣎
噂
話
と
一
緒
で
会
話
の
大
部
分
と
も
い
え
る
䣎

い
い
で
は
な
い
か
䣍
節
度
を
も
䣬
て
そ
こ
に
思
い
や
り
と
真
実
が
あ
る
の
な
ら
䣎
お
前
た
ち
は

と
に
か
く
䣍
ま
ず
は
生
き
る
術
を
身
に
付
け
よ
䣎
そ
れ
か
ら
堂
々
と
世
間
に
向
か
い
合
い
䣍
本

当
に
愛
あ
る
幸
せ
を
つ
か
め
䣎
気
に
入
䣬
た
若
者
に
は
横
柄
に
上
か
ら
目
線
で
語
䣬
て
し
ま
う

が
䣍
別
れ
際
に
キ
ズ
つ
い
た
な
ら
御
免
よ
と
い
つ
も
一
声
か
け
る,

だ
か
ら
皆
に
慕
わ
れ
る
䣎 
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自
慢
䣍
自
負
で
あ
る
䣎
ホ
ン
ト
か
な
䣎 

世
の
中
に
は
危
機
感
を
煽
䣬
て
個
人
䣍
組
織
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
カ

が
あ
る
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
が
闘
䣬
て
い
る
敵
の
ひ
と
つ
だ
䣎
臥
竜
䣎
従
順
に
見
せ
て
己
の
信
条
は

心
に
潜
め
䣍
や
が
て
悪
を
裁
く
た
め
に
世
に
出
る.
そ
こ
に
は
愛
が
な
い
と
䣎
お
前
た
ち
も
ガ

ン
バ
レ
よ
䣍
気
楽
に
ね
䣎 

 

真
子
䣍
千
華
へ 

君
達
を
侮
辱
す
る
も
の
が
䣍
自
分
の
肥
や
し
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
で
も
肌
で
感
じ
ろ
䣎
殺

し
た
い
奴
は
心
の
中
で
殺
せ
䣎
神
は
い
つ
い
か
な
る
と
き
で
も
味
方
だ
䣎
自
由
に
生
き
な
さ
い
䣍

愛
を
も
䣬
て
䣎
善
意
の
よ
う
な
悪
意
も
あ
る
䣎
悪
意
に
見
え
る
善
意
も
あ
る
䣎
正
し
い
と
い
う

こ
と
は
正
し
い
こ
と
を
考
え
行
う
こ
と
で
は
な
い
䣎
た
だ
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
䣎
恋
は
縁
で
あ

る
䣎
作
為
的
に
な
に
か
を
仕
掛
け
て
も
機
が
熟
し
て
な
い
結
果
は
芳
し
く
な
い
䣎
だ
が
そ
れ
は

確
実
に
未
来
へ
の
布
石
に
な
る
䣎
長
丁
場
䣍
覚
悟
せ
よ
䣎
愛
す
る
な
ら
䣎
仇
と
す
る
敵
で
あ
ろ

う
と
ま
ず
は
敵
と
扱
う
な
䣎
親
睦
を
重
ね
る
う
ち
に
反
省
し
好
意
的
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
だ
䣎
自
ら
が
目
立
䣬
た
時
䣍
自
慢
は
禁
物
で
あ
る
䣎
配
慮
せ
よ
䣎
困
䣬
て
い
る
良
識
あ
る
友

人
が
訪
れ
た
な
ら
歓
迎
し
て
あ
げ
る
こ
と
䣎
笑
う
と
き
は
笑
い
泣
く
と
き
は
泣
く
䣍
こ
れ
に
て

善
良
な
人
間
と
呼
ぶ
䣎
だ
が
期
待
す
る
と
裏
切
ら
れ
た
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
る
䣎
欲
深
い
者
䣍
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嫉
妬
深
い
者
は
敬
遠
せ
よ
䣎
自
ら
は
貪
欲
を
捨
て
寛
大
に
生
き
よ
䣎
主
体
性
つ
ま
り
行
動
を
阻

害
さ
れ
る
こ
と
く
ら
い
憤
り
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
䣎
愛
を
も
䣬
て
受
け
流
す
か
心
の
中
で

殺
す
し
か
な
い
䣎
度
重
な
り
重
な
䣬
て
も
䣍
怒
り
は
時
間
が
た
て
ば
消
え
る
䣎
し
か
し
正
義
の

憤
り
は
消
え
な
い
䣎
そ
こ
を
よ
く
見
定
め
心
穏
や
か
に
生
き
よ
䣎
誰
か
が
見
て
い
る
䣎
信
じ
て
䣎

ワ
䤀
プ
ロ
が
故
障
し
た
の
で
し
ば
ら
く
メ
䣹
セ
䤀
ジ
が
送
れ
な
い
䣎
寂
し
く
思
䣬
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
な
あ
䣎
明
る
く
䣍
素
直
に
䣍
温
か
く
だ
ね
䣎
心
配
に
な
䣬
た
䣎
気
に
す
る
な
䣎
辛
い
と

き
は
御
国
が
参
り
ま
す
よ
う
と
指
を
組
み
真
剣
に
祈
り
を
捧
げ
よ
䣎
短
く
て
い
い
䣎
深
呼
吸
し

て
䣎
神
で
あ
る
お
じ
ち
䣭
ん
が
看
て
い
る
䣎
千
華
䣍
仕
事
䣍
勉
強
大
変
な
の
だ
ね
䣎
お
じ
ち
䣭

ん
に
弱
音
吐
い
て
も
い
い
の
だ
よ
䣎
声
が
聞
け
て
う
れ
し
か
䣬
た
よ
䣎
マ
イ
ペ
䤀
ス
で
い
い
の

だ
䣍
一
生
懸
命
や
る
な
䣎
そ
れ
が
正
解
䣎
真
子
䣍
些
細
な
こ
と
で
も
本
人
に
と
䣬
て
は
重
要
な

こ
と
が
あ
る
䣎
大
丈
夫
だ
よ
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
が
い
る
よ
䣎
大
き
い
事
な
ら
他
人
が
心
配
し
て
く

れ
る
䣎
原
罪
と
い
う
も
の
が
生
き
て
い
く
う
え
で
つ
き
も
の
な
ら
䣍
そ
れ
は
も
は
や
罪
で
は
な

い
䣎
イ
エ
ス
が
証
明
し
た
䣎
安
心
し
て
䣎
苦
し
み
䥻
悲
し
み
に
共
感
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
䣍

素
直
に
ご
免
な
さ
い
が
い
え
る
䣎
そ
し
て
ま
た
苦
し
み
を
与
え
ら
れ
る
と
䣍
静
か
に
姿
の
美
し

さ
の
現
世
利
益
も
明
ら
か
に
証
明
さ
れ
る
䣎
仕
事
が
受
け
き
れ
な
か
䣬
た
ら
正
直
に
上
司
に
伝

え
る
の
だ
䣎
ま
た
新
し
い
展
開
が
生
ま
れ
る
䣎
摩
擦
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
䣎
自
分
を
大
切
に

す
る
こ
と
は
皆
の
益
に
な
る
の
は
確
実
だ
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
酒
屋
だ
䣬
た
䣎
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全
方
位
外
交
が
必
要
で
あ
る
䣎
だ
が
組
織
は
そ
れ
を
許
さ
な
い
䣎
誰
か
が
視
て
い
る
䣎
思
い
や

り
あ
る
契
り
と
い
う
正
義
を
優
先
す
べ
し
䣎
組
織
は
人
の
る
つ
ぼ
だ
䣎
怠
惰
な
や
つ
䣍
計
算
高

い
や
つ
䣍
嫉
妬
深
い
や
つ
を
含
め
悪
感
情
を
表
す
や
つ
䣎
お
前
た
ち
は
本
当
の
善
人
に
な
る
の

だ
䣎
他
人
は
他
人
の
人
生
観
で
悪
に
な
る
䣎
素
直
に
率
直
䣍
柔
ら
か
く
本
当
の
こ
と
を
伝
え
よ
䣎

邪
心
䣍
恐
怖
心
を
抱
い
て
い
る
人
に
は
組
織
的
社
会
人
と
い
う
価
値
観
の
も
つ
残
虐
さ
を
伝
え

よ
䣎
皆
䣍
善
き
人
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
䣬
て
ほ
し
い
な
あ
䣎
ソ
チ
に
䣓
う
ち
に
来
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
䣔
と
言
䣬
た
ら
䣍
噛
み
つ
き
暴
れ
だ
し
た
䣎䣓
ソ
チ
は
家
族
だ
か
ら
な
䣔䣎
そ
う
私
は

呟
い
た
䣎
お
と
な
し
く
な
り
満
足
し
た
み
た
い
だ
䣎
た
だ
母
の
安
眠
だ
け
は
約
束
し
て
く
れ
る

と
い
い
の
だ
け
ど
な
䣎
あ
る
女
性
だ
が
䣍
愛
の
な
い
見
栄
だ
け
の
人
間
だ
䣬
た
䣎
そ
れ
で
は
幸

せ
に
な
れ
な
い
䣎
残
念
で
す
䣎
自
ら
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人
間
は
労
苦
を
背
負
い
䣍
冷
酷
に

な
る
䣎
そ
こ
に
計
算
が
は
た
ら
く
か
ら
だ
䣎
お
前
た
ち
は
大
丈
夫
だ
ね
䣎
愛
だ
よ
䣎 

 

山
口
さ
ん
䣍
西
村
さ
ん
へ(

エ
ホ
バ
の
証
人
䣍
冒
頭
の
名
前
が
省
略
し
て
あ
る
の
は
御
二
方
に

送
信
し
た
も
の
で
す) 

山
口
さ
ん
が
ソ
フ
ト
な
ム
䤀
ド
に
な
り
片
意
地
は
䣬
た
と
い
う
䣎
表
現
が
悪
い
か
䣎
そ
れ
が
消

え
て
い
く
感
触
が
あ
り
自
然
で
お
話
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
䣎
西
村
さ
ん
䣍
本
日
は
ど
う
も
あ

り
が
と
う
䣎
優
秀
な
宣
教
師
を
お
よ
び
だ
て
す
る
格
好
に
な
䣬
て
䣎
誠
に
貴
重
で
あ
り
が
た
く
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思
わ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
䣎
体
調
䣍
お
気
を
付
け
て
䣎
山
口
さ
ん
䣍
流
石
で
す
䣎
面
白
く
な
い
䣍

不
快
な
メ
䤀
ル
で
も
全
く
気
に
し
な
い
䣎
あ
り
が
と
う
䣎
仲
間
同
士
に
な
る
の
は
い
つ
か
な
䣎

こ
の
疑
問
符
は
重
た
い
で
す
䣎
様
々
な
意
味
に
お
い
て
䣎
律
法
学
者
の
よ
う
に
聖
書
の
見
解
を

か
ぶ
せ
強
い
る
の
は
高
圧
的
で
良
く
な
い
䣎
そ
し
て
科
学
と
神
話
䣎
事
実
と
真
実
は
深
い
因
縁

の
下
に
相
違
す
る
の
で
す
䣎
西
村
さ
ん
と
平
行
線
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
こ
ち
ら
が
遠
慮
が

ち
に
引
き
ま
す
が
䣍
山
口
さ
ん
の
場
合
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
で
そ
の
分
䣍
私
の
意
図
を
理
解
さ

れ
て
い
る
の
で
は
と
信
じ
て
い
ま
す
䣎
山
口
さ
ん
䣍
疑
問
符
の
件
䣍
面
白
く
な
か
䣬
た
で
し
䣯

う
䣎
私
は
自
由
を
め
ざ
し
ま
す
䣎
信
仰
に
導
か
れ
約
束
の
地
へ
䣎
始
め
に
仲
間
あ
り
き
で
は
真

理
へ
到
達
で
き
ま
せ
ん
䣎
静
か
な
瞑
想
も
大
事
で
す
䣎
山
口
さ
ん
䣍
民
主
体
制
が
な
ぜ
い
け
な

い
か
䣎
来
る
世
䣎
自
由
意
志
は
主
体
性
を
持
ち
な
が
ら
も
神
の
意
志
に
変
化
す
る
䣎
な
ぜ
な
ら

貧
䣍
病
䣍
争
か
ら
永
遠
に
離
れ
る
た
め
で
あ
る
䣎
独
裁
と
呼
ぶ
か
な
䣎
山
口
さ
ん
䣍
建
設
的
と

言
う
よ
り
生
産
的
な
お
話
合
い
と
い
䣬
た
ほ
う
が
䣍
実
り
䣍
果
実
が
多
い
ニ
䣻
ア
ン
ス
が
あ
り

ま
す
ね
䣎
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
䣎
山
口
さ
ん
䣍
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
死
は
神
へ
の
民
の
罪

の
贖
い
の
お
願
い
だ
䣬
た
の
で
は
な
い
で
し
䣯
う
か
䣎
科
学
だ
け
を
実
証
的
と
す
る
の
は
誤
䣬

て
い
る
と
思
い
ま
す
䣎
山
口
さ
ん
䣍
神
の
国
は
䣍
心
あ
る
も
の
に
す
で
に
訪
れ
て
い
ま
す
䣎
自

覚
が
あ
る
の
で
す
䣎
今
日
の
私
は
人
間
的
で
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
聖
書
は
エ
ホ
バ
の

証
人
の
会
衆
に
あ
わ
れ
み
を
か
け
䣍
話
を
聞
け
と
促
し
ま
す
䣎
尽
力
を
認
証
せ
よ
と
申
し
ま
す
䣎
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永
遠
の
い
の
ち
を
受
け
る
の
は
聖
書
の
本
質
的
理
解
に
あ
る
䣎
つ
ま
り
生
き
方
で
あ
り
䣍
私
だ

け
と
は
違
う
䣎
そ
の
志
向
性
に
あ
る
䣎
聖
書
は
互
い
の
正
邪
を
問
う
よ
り
䣍
エ
ホ
バ
の
証
人
は

彼
等
自
身
の
道
を
行
け
ば
よ
い
䣎
私
は
傍
観
気
味
に
た
て
ば
い
い
と
言
う
䣎
山
口
さ
ん
䣍
自
分

を
高
く
す
る
も
の
は
低
く
さ
れ
低
く
す
る
も
の
は
高
く
さ
れ
る
䣎
今
一
度
よ
く
考
え
て
み
よ
う
䣎

人
䣍
自
分
の
心
は
自
分
の
中
の
神
に
よ
䣬
て
裁
か
れ
る
に
違
い
な
い
䣎
祈
り
を
見
つ
め
る
䣎
そ

こ
に
信
仰
䣍
報
い
が
あ
る
䣎
党
派
は
関
係
な
い
䣎
事
実
の
な
か
の
真
実
䣎
事
実
か
ら
派
生
し
た

伝
え
た
い
真
実
そ
れ
が
大
事
で
は
䣎
研
究
会
で
す
か
ら
双
方
の
言
い
分
大
切
に
䣎
聖
書
に
は
天

使
䣍
霊
の
存
在
に
関
し
て
論
争
が
あ
䣬
た
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
䣎
や
は
り
私
の
固
執
か
ら
で

は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
神
に
耳
を
傾
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
䣎
山
ロ
さ
ん
䣍
聖
書
が
神
の
霊
感
で

あ
る
こ
と
を
科
学
で
実
証
で
き
ま
す
か
䣍
紙
䣍
文
字
䣍
本
䣍
こ
れ
は
古
く
て
正
統
性
が
あ
る
䣎

こ
う
分
析
す
る
だ
け
が
科
学
で
す
䣎 

山
口
さ
ん
䣍
信
仰
心
は
学
問
と
違
う
䣎
愛
䣍
誠
心
に
あ
り
ま
す
䣎
山
ロ
さ
ん
䣎
ご
め
ん
な
さ

い
䣎
２
１
時
以
降
䣍
大
丈
夫
と
聞
い
て
い
た
の
で
䣎
互
い
が
熱
く
な
ら
な
い
話
で
も
と
思
䣬
た

の
で
す
け
ど
残
念
で
す
䣎
夜
中
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ
䣍
腹
立
ち
ま
す
よ
ね
䣎
重
ね
て
ご
め
ん
な
さ
い
䣎
聖

書
は
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
誠
実
な
西
村
さ
ん
の
姿
勢
が
正
し
い
と
示
し
ま
す
䣎
し
か
し
私
が

神
で
あ
る
こ
と
は
外
れ
な
い
し
䣎
日
蓮
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
と
も
䣎
た

だ
信
仰
の
仲
間
を
大
切
に
し
ろ
と
示
し
ま
す
䣎
神
䣍
人
䣍
イ
エ
ス
は
存
在
す
る
価
値
に
お
い
て
䣍
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あ
る
意
味
で
平
等
で
す
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
な
か
に
は
人
格
的
に
共
存
す
る
の
が
難
し
い
お
ひ

と
も
い
ら
䣬
し
䣭
る
筈
で
す
䣎
す
べ
て
は
予
定
調
和
で
す
䣎
自
ず
と
判
る
筈
で
す
䣎 

西
村
さ
ん
䣍
神
と
い
う
も
の
は
偉
い
位
置
に
つ
け
ら
れ
ま
す
が
䣍
そ
れ
を
否
定
し
ま
す
䣎
私
は

驕
る
も
の
に
は
尊
い
存
在
で
あ
る
と
示
し
ま
し
た
が
当
人
は
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
車
座
に
な
り

他
愛
の
な
い
話
を
茶
で
も
啜
り
な
が
ら
す
る
の
が
一
番
満
足
な
の
で
す
䣎
西
村
さ
ん
䣍
私
が
特

別
で
あ
る
と
思
䣬
て
い
る
䣍
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
䣍
同
時
に
な
ぜ
俺
な
の
だ
ろ
う
と
思
䣬
て
い

ま
し
た
䣎
特
別
と
思
䣬
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
䣎
し
か
し
本
物
は
私
だ
け
み
た
い
で
す
䣎

山
口
さ
ん
䣍
神
は
何
か
に
責
任
を
委
ね
た
り
し
ま
せ
ん
䣎
神
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
勧
め
は
し
ま

せ
ん
が
そ
れ
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
䣎
神
は
最
も
善
良
な
る
存
在
で
す
䣎
神
は
権
力
と
は
無
縁
で

す
䣎
そ
れ
を
欲
し
が
る
の
は
サ
タ
ン
で
す
䣎
神
は
愛
で
す
䣎
解
る
ひ
と
が
判
れ
ば
い
い
䣎
イ
エ

ス
が
言
䣬
た
䣍
お
互
い
愛
し
合
い
な
さ
い
䣎
こ
の
意
味
が
解
る
か
ど
う
か
で
す
䣎
自
己
執
着
と

欲
望
が
あ
る
限
り
達
成
は
難
し
い
で
し
䣯
う
䣎
神
と
い
う
も
の
は
便
所
の
紙
み
た
い
な
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
世
の
中
の
糞
を
拭
う
䣎
意
味
が
解
ら
な
い
だ
ろ
う
な
䣎
尻
拭
い
䣍
つ
ま
り
裁

く
こ
と
で
す
䣎
つ
ま
り
私
が
エ
ホ
バ
な
ら
権
力
で
は
な
く
愛
で
す
䣎
会
衆
の
中
へ
と
聖
書
は
促

し
ま
す
䣎
し
か
し
見
解
の
溝
は
埋
め
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
䣎
聖
霊
の
仕
業
か
ワ
䤀
プ
ロ
が

印
刷
で
き
ま
せ
ん
䣎
よ
か
䣬
た
ら
お
電
話
く
だ
さ
い
䣎
少
し
話
し
た
い
の
で
す
䣎
ど
う
か
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
䣎
非
礼
は
詫
び
ま
す
が
䣍
私
に
こ
れ
以
上
の
親
切
は
で
き
ま
せ
ん
䣎
あ
な
た
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方
の
道
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
䣎
訪
問
は
あ
な
た
方
の
意
思
に
任
せ
ま
す
䣎
ご
自
愛
の
ほ
ど
祈
䣬

て
い
ま
す
䣎
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
３
章
３
３
説
そ
の
あ
か
し
を
受
け
入
れ
る
も
の
は
䣍
神
が

ま
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
確
か
に
認
め
た
の
で
あ
る
䣎
３
４
節
神
の
お
つ
か
わ
し
に
な
䣬
た
方
は

神
の
言
葉
を
語
る
䣎
神
は
聖
霊
を
限
り
な
く
賜
う
か
ら
で
あ
る
䣎
三
位
一
体
の
論
拠
と
な
る
聖

句
で
す
䣎 

顕
正
会
䣍
雄
さ
ん
䣍
な
ぜ
あ
な
た
が
教
義
を
信
じ
切
れ
る
の
か
䣍
エ
ホ
バ
と
日
蓮
は
同
一
で
す
䣎

こ
の
ま
ま
排
他
的
な
感
覚
を
両
団
体
と
も
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
聖
霊
が
保
証
し
て

い
ま
す
䣎
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
で
す
䣎
山
口
さ
ん
䣍
エ
ホ
バ
の
証
人
が
排
他
的
䣍
原
理
的
に
な

る
こ
と
は
求
心
力
を
高
め
䣍
確
か
な
信
仰
心
に
つ
な
が
り
ま
す
䣎
神
が
幸
せ
を
約
束
さ
れ
各
位
䣍

報
わ
れ
る
の
で
す
䣎
聖
書
が
保
証
し
て
い
ま
す
䣎
雄
さ
ん
䣍
山
口
さ
ん
䣍
エ
ホ
バ
の
証
人
䣍
顕

正
会
䣍
行
く
末
は
幸
せ
に
な
れ
ま
す
よ
䣎
今
は
あ
え
て
一
元
化
し
な
く
て
い
い
䣎
ど
ち
ら
も
献

身
的
だ
䣎
方
便
䣎
い
ず
れ
友
情
䣍
思
い
や
り
が
あ
ふ
れ
る
䣎
日
蓮
䣍
エ
ホ
バ
䣎
信
仰
対
象
を
特

化
す
る
䣎
熱
情
に
基
づ
い
て
の
積
極
的
勧
誘
䣍
正
統
性
の
誇
示
䣎
ま
だ
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎

し
か
し
現
在
䣍
こ
の
形
態
に
意
味
が
あ
る
の
で
し
䣯
う
䣎
山
口
さ
ん
䣍
今
の
段
階
で
は
こ
の
信

仰
の
姿
勢
は
必
然
性
が
あ
る
み
た
い
で
す
䣎
聖
書
に
基
づ
い
て
見
解
を
調
整
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
䣎
し
か
し
実
は
見
解
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
の
か
も
䣎
な
ぜ
か
そ
れ
は
神
を
愛

す
る
こ
と
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
に
尽
き
る
か
ら
で
す
䣎
雄
さ
ん
䣍
せ
䣬
か
く
作
䣬
た
本
で
す
䣎
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よ
ろ
し
か
䣬
た
ら
も
ら
䣬
て
や
䣬
て
く
だ
さ
い
䣎
私
の
功
徳
に
な
り
ま
す
䣎
内
容
が
許
さ
れ
な

い
な
ら
好
き
に
し
て
く
だ
さ
い
䣎
で
も
私
が
正
当
で
す
䣎
真
実
で
す
䣎
お
た
が
い
乱
暴
な
も
の

言
い
は
避
け
ま
し
䣯
う
䣎
尊
重
と
敬
愛
と
信
頼
を
立
場
䣍
信
条
を
こ
え
て
大
切
に
し
た
い
で
す
䣎

あ
り
が
と
う
䣎
ま
た
連
絡
下
さ
い
䣎 
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䥹
第
一
章
䥺
姪
に
メ
䣹
セ
䤀
ジ
を
送
䣬
た
後
䣍
な
ぜ
か
こ
の
世
に
真
由
子
さ
ん
が
生
き
て
い
て

く
れ
る
だ
け
で
い
い
と
思
䣬
た
䣎
そ
し
た
ら
涙
が
こ
み
上
げ
て
き
た
䣎
た
だ
生
き
て
い
て
く
れ

る
だ
け
で
い
い
䣎
も
し
か
し
た
ら
私
は
ゲ
䤀
テ
が
求
め
た
理
想
の
女
性
ベ
ア
ト
リ
䤀
チ
䣷
の
よ

う
に
真
由
子
さ
ん
を
慕
䣬
て
い
る
の
で
は
䣎
現
実
に
は
幻
想
な
の
か
䣎
悲
し
い
事
実
は
聞
き
た

く
な
い
䣎
豊
か
さ
を
求
め
る
の
と
守
銭
奴
の
よ
う
に
な
る
の
は
一
緒
か
䣎
違
う
だ
ろ
う
䣎
違
う

だ
ろ
う
䣎
人
に
い
ち
い
ち
過
剰
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
䣎
自
愛
を
祈
る
こ
と
䣍
そ
れ
が
必
要
だ
䣎

自
ら
に
愛
が
あ
れ
ば
よ
い
䣎
誠
実
だ
か
ら
相
手
に
誠
実
を
求
め
る
と
い
う
䣍
な
ら
ば
誠
実
で
な

く
て
も
い
い
の
か
䣎
そ
れ
が
世
間
か
䣍
た
ぶ
ん
そ
う
な
の
だ
ろ
う
䣎
独
り
に
は
な
り
た
く
な
い

が
䣍
独
り
で
も
い
い
䣍
誠
実
で
孤
独
で
も
愛
が
も
し
か
し
た
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
私
は
侍

で
も
商
人
で
も
僧
侶
で
も
な
い
䣍
な
ら
ば
新
た
に
呼
称
を
つ
け
れ
ば
い
い
䣎
新
し
い
概
念
の
王

と
い
う
こ
と
か
䣎
正
義
と
は
何
か
と
問
わ
れ
た
䣎
私
は
答
え
た
䣓
思
い
や
り
あ
る
契
り
で
あ
る
䣔

と
䣎
神
の
国
䣍
住
人
に
神
へ
の
批
判
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
䣍
愛
に
満
ち
た
完
全
な
体
制
で
あ

䣬
て
も
警
察
国
家
の
よ
う
に
な
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
だ
が
批
判
は
単
な
る
軽
口
で
あ
ろ
う
䣎
で

な
い
と
初
め
か
ら
住
人
に
は
な
れ
な
い
か
ら
だ
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
忌
み
嫌
う
䣎

聖
書
を
開
い
た
䣎
や
は
り
ク
リ
ス
マ
ス
は
大
切
だ
䣎
な
ぜ
か
䣎
愛
が
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
イ
エ

ス
の
精
神
䣍
心
が
多
く
の
人
に
伝
わ
る
と
信
じ
た
い
か
ら
だ
䣎
イ
エ
ス
は
自
ら
の
死
に
よ
り
䣍

神
へ
の
愛
䣍
隣
人
へ
の
愛
を
重
要
視
し
て
ほ
し
い
と
思
䣬
て
い
る
䣎
そ
し
て
贖
罪
も
大
事
だ
が
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愛
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
未
来
志
向
で
大
切
な
こ
と
で
あ
る
䣎
今
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
受
け
て
い
る

の
は
䣍
た
だ
我
欲
を
煽
る
も
の
が
多
く
そ
こ
か
ら
は
真
実
は
見
え
て
こ
な
い
䣎
聖
書
を
持
つ
者

は
愛
に
満
ち
䣍
欲
望
に
た
い
し
距
離
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
本
当
に
賢
明
な
人
と
い
う

の
は
䣍
静
か
に
奥
底
に
流
れ
て
い
る
醜
さ
を
直
視
し
な
が
ら
も
自
分
は
美
し
く
あ
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
䣎 

悪
し
き
心
で
善
を
な
す
か
䣍
美
し
き
心
で
悪
を
な
す
か
䣍
ど
ち
ら
も
良
く
な
い
䣎
現
在
に
感

謝
す
る
䣎
そ
れ
も
良
い
䣎
幸
せ
に
な
ろ
う
と
思
う
䣍
夢
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
䣎
私
は
自
然
体
が

大
切
だ
と
思
う
䣎
そ
の
時
䣍
そ
の
時
䣍
幸
せ
は
幸
せ
䣍
不
幸
は
不
幸
で
あ
る
䣎
お
釈
迦
様
は
腹

を
こ
わ
し
下
痢
を
さ
れ
䣍
そ
し
て
衰
弱
し
亡
く
な
䣬
た
䣎
イ
エ
ス
は
十
字
架
の
上
こ
れ
で
も
か

と
い
わ
ん
ば
か
り
に
と
ど
め
に
両
脇
腹
を
や
り
で
刺
さ
れ
死
ん
だ
䣎
日
蓮
は
フ
ラ
フ
ラ
に
な
り

動
け
な
く
な
り
去
䣬
て
い
䣬
た
䣎
だ
が
彼
ら
は
最
期
ま
で
人
々
を
想
い
案
じ
て
い
た
䣎
死
は
生

き
方
が
䣍
輝
け
ば
輝
く
ほ
ど
鮮
烈
に
な
る
み
た
い
だ
䣎
安
楽
に
死
ぬ
䣎
ど
う
い
う
死
に
方
が
い

い
か
䣎
人
は
生
き
て
き
た
よ
う
に
死
ぬ
と
い
う
䣎
競
争
に
負
け
て
も
行
き
場
所
ま
で
は
政
府
は

教
え
て
く
れ
な
い
䣎
た
だ
気
に
し
て
い
る
の
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
䣍
失
業
率
な
ど
指
標
䣍
数
字
な
ど
の
方

向
加
減
だ
け
だ
䣎
土
木
作
業
員
の
青
年
に
介
護
士
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
䣎
ミ
ス
マ
䣹
チ
で
か
た

づ
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
䣎 

な
ぜ
か
人
妻
の
本
当
の
恋
は
䣍
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
書
か
れ
て
い
な
い
䣍
下
世
話
な
も
の
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が
多
く
䣍
美
し
い
も
の
が
少
な
い
䣎
美
し
い
想
い
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
エ
ホ
バ
の
証

人
は
霊
的
で
あ
る
も
の
を
特
別
な
存
在
と
解
釈
す
る
䣎
な
ぜ
か
わ
か
ら
な
い
䣎
霊
的
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
欲
望
を
も
つ
体
が
な
く
な
る
䣍
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
つ
ま
り
誰
で
あ

ろ
う
が
幸
福
に
な
る
た
め
䣍
霊
的
に
な
れ
る
の
で
あ
る
䣎
条
件
は
愛
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
䣎

つ
ま
り
そ
れ
が
特
別
と
い
う
よ
り
䣍
一
般
的
な
考
え
で
あ
る
䣎
し
か
し
彼
ら
は
肉
体
の
永
続
性

を
説
く
䣎
そ
の
恩
恵
は
い
つ
か
エ
ホ
バ
よ
り
与
え
ら
れ
る
と
い
う
䣎
否
定
は
し
な
い
䣎
そ
こ
を

信
じ
る
者
は
心
せ
ね
ば
䣎
期
待
し
外
れ
た
と
き
裏
切
ら
れ
た
と
思
い
䣍
気
落
ち
す
る
か
ら
だ
䣎

親
鸞
は
い
う
䣎䣓
毒
消
し
が
あ
る
と
言
䣬
て
䣍
気
に
せ
ず
毒
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
䣔
䣎
だ
が
当

時
䣍
毒
を
飲
む
こ
と
の
愉
し
さ
を
知
䣬
た
や
つ
ら
は
䣓
も
䣬
と
毒
を
飲
も
う
ぜ
䣔
と
い
䣬
て
安

心
し
傍
若
無
人
に
世
を
乱
し
た
の
で
あ
る
䣎
小
乗
仏
教
の
成
仏
は
泳
い
で
太
平
洋
を
渡
る
よ
う

な
も
の
䣍
誰
に
も
無
理
だ
と
い
う
䣎
そ
れ
は
意
地
悪
な
も
の
言
い
で
あ
ろ
う
䣎
泳
い
で
ド
䤀
バ

䤀
海
峡
を
渡
る
女
が
い
る
䣎
そ
れ
に
譬
え
ら
れ
る
䣍
あ
る
人
た
ち
は
阿
羅
漢
と
い
う
䣍
心
を
穏

や
か
に
保
つ
䣍
サ
ト
リ
を
開
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣎
大
き
な
船
で
太
平
洋
を
渡
る
と
い

う
大
乗
仏
教
䣎
そ
し
て
船
か
ら
降
り
た
時
点
で
元
の
木
阿
弥
に
な
る
と
い
う
教
え
も
あ
る
䣎
つ

ま
り
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
䣍
方
便
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
䣎
大
き
な
船
は
原
始
仏
教
の
原
理
に
戻

さ
せ
な
い
た
め
の
詭
弁
䣍
巧
言
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
気
も
す
る
の
だ
が
䣎
今
䣍
大
乗
の
教
え
は
䣍

皆
で
救
わ
れ
る
䣍
大
船
の
意
を
汲
ん
だ
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
唱
題
の
み
䣎 

宗
教
を
商
売
に
す
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る
䣎
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
䣍
お
互
い
様
と
は
言
う
が
䣍
目
的
が
お
金
な
ど
の
代
価
に
向
か
う

の
な
ら
ば
当
然
い
け
な
い
䣎
す
べ
て
は
聖
霊
と
神
々
䣍
仏
の
意
思
で
あ
る
䣎
そ
れ
で
成
り
立
つ
䣎

聖
書
の
神
が
人
格
神
で
あ
り,

た
だ
一
人
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
人
も
い
る
だ
ろ
う
䣎
神

の
概
念
は
話
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
䣎
気
ま
ぐ
れ
な
善
神
と
呼
ば
れ
る
存
在
と
は
違
い
䣍
最
後

ま
で
案
じ
䣍
働
き
か
け
䣍
見
つ
め
て
く
れ
る
の
が
イ
エ
ス
を
通
し
た
聖
書
の
神
な
の
で
あ
る
䣎

も
し
く
は
八
幡
大
菩
薩
を
し
か
り
つ
け
た
日
蓮
な
の
で
あ
る
䣎
彼
の
優
し
さ
は
出
征
す
る
信
徒

に
対
し
は
ら
は
ら
流
し
た
涙
か
ら
も
本
当
に
伝
わ
䣬
て
く
る
も
の
が
あ
る
䣎 

天
皇
と
は
重
い

こ
と
で
あ
る
䣎
つ
ま
り
単
な
る
国
王
䣍
君
主
で
は
な
い
䣎
䣓
元
首
に
し
て
し
ま
え
䣔
世
俗
的
な

権
力
機
構
に
取
り
込
も
う
と
す
る
勢
力
が
あ
る
が
䣍
天
皇
は
国
民
䣍
文
化
の
統
合
の
象
徴
で
あ

る
䣎
特
別
で
あ
る
䣎
し
か
し
国
民
の
総
意
に
よ
䣬
て
と
憲
法
に
は
あ
る
䣎
天
皇
は
天
皇
で
あ
る
䣍

神
以
外
の
誰
か
が
決
め
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
い
え
ば
お
か
し
い
䣎
総
意
と
は
た
だ
象
徴

と
い
う
立
場
を
担
保
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
䣎
王
権
神
授
説
を
私
は
支
持
す
る
䣎
左
翼
の
い

う
䣓
人
間
䣔
と
し
て
の
存
在
䣎
そ
う
い
䣬
た
こ
と
よ
り
も
天
皇
は
深
い
愛
䣍
そ
う
䣍
愛
な
の
で

あ
る
䣎
だ
が
そ
れ
が
ま
た
暴
力
の
引
き
金
に
な
ら
な
い
こ
と
を
天
皇
は
強
く
願
わ
れ
て
い
る
と

思
う
䣎
国
王
䣍
元
首
䣍
大
統
領
と
は
違
う
䣍
天
皇
の
意
味
を
も
う
一
度
か
み
し
め
て
み
た
い
䣎

そ
こ
に
あ
る
の
は
富
で
も
名
声
で
も
な
い
䣍
幸
せ
な
国
䣍
国
民
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
良
心
で
あ

る
䣎
そ
し
て
そ
う
あ
り
つ
づ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
䣎
ま
た
軍
事
国
家
の
親
分
に
さ
せ
ら
れ
て
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は
い
け
な
い
の
だ
䣎
御
名
を
あ
ら
わ
し
た
証
人
に
な
る
た
め
䣍
あ
え
て
騒
動
に
挑
む
䣎
口
論
め

い
た
争
議
に
私
は
本
を
提
出
し
た
こ
と
も
あ
る
䣎
聖
書
の
道
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
䣎

ど
ん
な
悪
い
も
の
に
も
良
い
と
こ
ろ
は
あ
る
し
䣍
ど
ん
な
も
の
に
も
例
外
は
あ
る
䣎
つ
ま
り
そ

こ
に
愛
が
あ
る
か
否
か
で
あ
る
䣎
今
ま
で
書
い
た
も
の
に
矛
盾
点
が
あ
れ
ば
お
䣬
し
䣭
䣬
て
く

だ
さ
い
䣎
釈
尊
の
対
機
説
法
と
同
じ
く
そ
の
場
䣍
人
䣍
条
件
に
よ
り
表
現
は
変
わ
䣬
て
い
ま
す
䣎

各
位
の
心
の
絃
の
張
り
を
丁
度
い
い
具
合
に
持
䣬
て
ゆ
き
美
し
き
愛
の
メ
ロ
デ
䣵
䤀
を
奏
で

て
い
た
だ
き
た
い
䣎
私
は
そ
の
よ
う
に
著
し
た
つ
も
り
で
あ
る
䣎
死
ぬ
と
言
䣬
て
み
た
り
䣍
永

遠
に
生
き
続
け
る
と
言
䣬
た
り
䣍
一
体
お
前
は
何
を
言
い
た
い
の
だ
と
怒
る
方
も
い
ら
䣬
し
䣭

る
か
と
思
い
ま
す
䣎
い
䣬
た
い
我
々
は
ど
う
な
る
の
だ
䣎
実
は
い
ま
ま
で
想
定
さ
れ
る
い
ろ
い

ろ
な
パ
タ
䤀
ン
を
あ
ら
わ
し
た
䣎
ま
ず
返
答
と
し
て
は
生
き
続
け
て
も
死
ん
で
も
ど
ち
ら
で
も

い
い
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
幸
せ
は
待
䣬
て
い
る
䣎
永
遠
の
無
よ
り
䣍
楽
し
く
美

し
い
愛
が
存
在
す
る
世
界
䣍
神
の
国
で
永
久
に
暮
ら
せ
る
な
ら
䣍
生
き
続
け
て
も
䣍
死
ん
で
も

ど
ち
ら
で
も
い
い
問
題
で
あ
る
䣎
人
は
皆
䣍
永
遠
に
生
き
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
䣎
無
と
い

う
状
態
も
一
つ
の
形
態
と
し
て
あ
䣬
た
と
し
て
も
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
か
も
し
れ
な
い
䣎 

あ

れ
ほ
ど
絶
対
生
命
尊
重
を
訴
え
た
日
蓮
だ
が
䣍
な
ぜ
法
華
経
の
予
言
で
あ
る
と
嬉
し
泣
き
し
竜

ノ
口
䣍
伊
豆
䣍
佐
渡
䣍
小
松
原
䣍
松
葉
䣿
谷
な
ど
の
法
難
と
い
う
命
に
か
か
わ
る
も
の
を
䣍
歓

迎
す
る
よ
う
に
受
け
取
䣬
た
の
だ
ろ
う
䣎
そ
こ
に
は
命=

愛
䣍
す
な
わ
ち
高
次
の
魂
の
救
い
が
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あ
䣬
た
の
で
は
な
い
か
䣎
つ
ま
り
成
仏
で
あ
る
䣎
仏
と
は
価
値
あ
る
も
の
と
い
う
意
味
が
あ
る
䣍

死
に
際
し
䥹
般
涅
槃
䥺
温
か
く
䣍
広
い
心
が
発
生
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
命
が
惜
し
い
䣎
本

音
か
も
し
れ
な
い
が
極
ま
る
と
執
着
の
醜
い
惨
め
な
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
䣎
命
惜
し
む
な
名

を
惜
し
め
と
い
う
時
代
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
䣎
だ
が
䣍
な
ぜ
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
䤀
と
伴
に
外

せ
な
い
も
の
を
感
じ
る
䣎
命
が
重
く
名
誉
と
イ
コ
䤀
ル
だ
か
ら
こ
そ
イ
エ
ス
の
死
も
尊
い
の
で

あ
る
䣎
す
べ
て
は
法
華
経
を
信
じ
奉
ず
る
こ
と
そ
れ
が
条
件
で
あ
り
䣍
寛
容
な
精
神
の
意
義
と

な
る
䣎
日
蓮
の
排
他
性
と
は
矛
盾
し
て
な
い
の
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
が
言
う
よ
う
に
䣓
イ

エ
ス
は
ど
ん
な
苦
痛
を
受
け
て
も
音
を
上
げ
ず
悪
魔
に
勝
䣬
た
䣔
䣎
そ
れ
は
違
う
䣎
イ
エ
ス
は

人
々
の
原
罪
䣍
重
い
罪
を
背
負
い
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
へ
向
か
䣬
た
の
だ
䣎
背
中
に
罪
を
表
徴
し
た

十
字
架
を
背
負
い
䣍
よ
ろ
め
き
な
が
ら
一
歩
ず
つ
ゆ
䣬
く
り
と
進
ん
だ
䣎
そ
れ
が
民
の
贖
罪
の

た
め
で
あ
り
愛
で
あ
る
䣎
何
か
自
分
の
欲
望
と
引
き
換
え
に
行
う
自
己
犠
牲
と
は
違
う
䣎
突
き

詰
め
れ
ば
イ
エ
ス
は
民
と
の
和
解
䣍
そ
れ
だ
け
を
神
に
懇
願
し
て
い
た
䣎
サ
タ
ン
は
た
だ
イ
エ

ス
を
バ
カ
に
し
て
嘲
笑
を
浴
び
せ
か
け
て
䣍
し
て
や
䣬
た
䣍
ざ
ま
み
ろ
と
䣍
思
䣬
て
い
た
だ
ろ

う
䣎
イ
エ
ス
の
行
動
の
崇
高
さ
を
サ
タ
ン
は
理
解
で
き
な
い
䣍
は
じ
め
か
ら
格
が
違
う
の
で
あ

る
䣎 

国
が
一
番
で
あ
る
こ
と
䣍
国
民
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と
は
関
係
な
い
䣎
私
は
全
知
全
能
で

あ
る
䣎䣓
ま
あ
䣍
今
日
は
相
手
の
話
を
聞
い
て
や
る
か
䣍
俺
は
ま
あ
い
い
か
ら
華
を
持
た
す
か
䣔

こ
れ
が
神
の
心
で
す
䣎
多
分
他
の
人
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
人
は
死
ぬ
の
で
あ
ろ
う
䣎
人
々
の
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厚
意
を
素
直
に
感
謝
す
る
よ
う
に
な
る
䣎
そ
れ
は
自
ら
の
欲
望
を
求
め
る
悪
心
を
小
さ
く
す
る

こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
䣎
そ
し
て
人
に
布
施
す
る
こ
と
が
喜
び
に
変
わ
る
䣎
聖
霊
䣍
御
使
い
䣍
天

使
䣍
父
䣍
ゆ
る
い
範
疇
で
あ
る
䣎
そ
し
て
独
立
し
た
強
い
霊
力
を
持
䣬
て
思
い
や
り
に
満
ち
た

自
由
意
思
を
確
実
に
発
揮
す
る
の
で
す
䣎
ま
た
神
と
の
つ
な
が
り
は
深
く
固
い
䣍
こ
れ
を
自
由

な
愛
の
た
め
の
組
織
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
と
の
見
解
と
は
少
し
異
な
る
䣎
彼
ら

の
神
は
䣍
天
で
威
張
䣬
て
い
る
䣎
私
の
神
は
自
由
を
大
切
に
す
る
䣎
だ
が
自
ら
に
は
厳
し
い
条

件
が
つ
い
て
く
る
䣎
牧
童
の
譬
え
の
よ
う
に
昼
夜
䣍
飼
䣬
て
い
る
羊
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
䣎
で
も
決
し
て
羊
を
縛
䣬
て
は
い
な
い
䣎
放
牧
し
て
い
る
の
だ
䣎
そ
し
て
一
匹
が
い
な
く
な

る
と
９
９
匹
を
残
し
て
探
し
に
行
く
䣎
こ
ん
な
こ
と
が
ガ
チ
ガ
チ
の
組
織
に
で
き
る
こ
と
だ
ろ

う
か
䣎 

神
は
自
分
に
か
た
ど
り
人
を
作
䣬
た
䣎
男
䣍
ア
ダ
ム
で
あ
る
䣎
そ
し
て
イ
エ
ス
の
誕

生
䣎
正
義
の
ヒ
䤀
ロ
䤀
は
と
り
あ
え
ず
一
人
で
あ
る
䣎
天
照
大
神
と
氏
神
の
お
札
の
注
文
を
取

る
書
類
が
回
䣬
て
き
た
䣎
私
は
ど
う
す
べ
き
か
聖
書
に
尋
ね
た
䣓
も
ら
わ
れ
䣔
両
方
と
も
䣓
好

き
に
し
て
い
い
か
ら
母
親
に
任
さ
れ
䣔
䣎
最
終
䣎
母
は
䣓
祖
父
の
代
か
ら
続
い
て
い
る
䣔
と
言

䣬
て
両
方
ワ
ン
セ
䣹
ト
も
ら
う
こ
と
に
な
䣬
た
䣎
私
は
夜
０
時
近
く
に
な
䣬
て
反
省
会
の
つ
も

り
で
聖
書
を
開
い
た
䣎
い
つ
も
な
ら
䣓
よ
か
䣬
た
よ
䣔
と
言
䣬
て
く
れ
る
の
だ
が
今
日
は
䣓
ち

䣯
䣬
と
も
め
た
ね
䣔
と
で
て
き
た
䣎
よ
く
よ
く
考
え
る
と
御
札
の
件
で
あ
る
と
気
付
い
た
䣎
そ

し
て
開
い
た
使
徒
行
伝
の
な
か
䣓
私
た
ち
先
祖
の
神
が
あ
な
た
の
選
ん
だ
御
旨
を
し
ら
せ
䣍
か



173 

の
義
人
を
見
さ
せ
䣍
そ
の
口
か
ら
声
を
お
聞
か
せ
に
な
䣬
た
䣎
䣔䣓
そ
れ
は
あ
な
た
が
そ
の
見
聞

き
し
た
こ
と
に
つ
き
䣍
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
䣍
彼
の
証
人
に
な
る
た
め
で
あ
る
䣔
䣎
そ
う
い

う
こ
と
で
あ
る
䣎
イ
エ
ス
は
今
日
も
人
々
の
心
の
中
に
生
き
て
い
る
䣎
皆
䣍
心
に
湧
い
て
く
る

サ
タ
ン
に
負
け
る
な
䣎
イ
エ
ス
を
信
じ
る
者
は
美
し
い
心
の
持
ち
主
だ
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
を

唱
え
る
と
い
う
こ
と
は
人
を
立
て
る
䣍
自
分
が
下
が
る
と
い
う
修
行
を
一
回
の
唱
題
に
て
達
成

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
䣎
元
々
有
る
性
分
を
根
こ
そ
ぎ
正
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
䣎
明
る
く
素

直
に
温
か
く
䣎
そ
れ
が
身
に
つ
く
と
貧
䣍
病
䣍
争
の
問
題
は
お
の
ず
か
ら
去
䣬
て
い
く
の
で
あ

る
䣎
世
俗
的
な
Ｒ
会
䣎
法
座
修
行
と
称
し
な
に
も
悟
れ
ず
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
懺
悔
し
て
改
心
し

ま
し
た
と
宣
言
䣎
そ
の
舌
の
根
の
乾
か
な
い
う
ち
に
ま
た
問
題
を
引
き
起
こ
す
䣎
目
に
見
え
な

い
世
界
を
信
じ
感
謝
す
る
私
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
し
か
救
わ
れ
る
道
は
な
い
の
だ
䣎
Ｒ
会
は
修

行
と
称
し
主
体
性
を
な
く
さ
せ
䣍
欺
瞞
に
満
ち
た
厚
顔
無
恥
な
蒙
昧
で
あ
る
信
者
を
作
り
䣍
そ

こ
に
つ
け
こ
み
お
布
施
と
し
て
高
額
な
お
宝
を
吐
き
出
さ
せ
る
䣎
ま
た
金
の
な
い
奴
は
ガ
ス
抜

き
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
だ
䣎
聖
書
は
霊
感
に
基
づ
く
存
在
で
あ
る
䣎
た
だ
の
書
物
と
規
定
す

る
の
は
狭
い
了
見
で
あ
る
䣎
悪
魔
に
も
滅
び
の
な
わ
よ
り
解
放
さ
れ
自
由
に
な
る
道
は
示
さ
れ

て
い
る
䣎
し
か
し
そ
れ
を
サ
タ
ン
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
䣎
誘
惑
䣍
疑
惑
が
ま
と

わ
り
つ
い
た
も
の
䣎
だ
が
サ
タ
ン
よ
䣍
心
を
入
れ
替
え
よ
䣍
皆
の
幸
福
の
た
め
に
䣎
そ
し
て
神

の
愛
も
そ
う
い
う
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
䣎
そ
れ
は
定
ま
り
の
中
に
あ
る
も
の
か
䣎
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宗
教
の
勧
誘
と
い
う
の
は
名
誉
欲
を
満
た
す
も
の
で
あ
䣬
て
は
な
ら
な
い
䣎
こ
こ
で
神
と
し
て

の
厳
格
さ
も
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
䣎
聖
句
䣓
神
を
知
䣬
て
い
る
か
ら
む
な
し
く
な
る
䣔
䣎
私
は

今
䣍
自
己
顕
示
欲
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
䣎
し
か
し
教
え
を
広
め
な
け
れ
ば
䣍
や
は
り
情
欲
の
権
化

と
な
り
道
を
踏
み
外
す
も
の
た
ち
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
䣍
そ
れ
を
よ
し
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な

雰
囲
気
が
あ
ま
り
に
も
安
易
に
漂
い
広
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣍
景
色
を
見
る
と
䣎
イ
エ

ス
は
ロ
䣹
ク
ン
ロ
䤀
ラ
䤀
䣎
体
制
に
向
け
䣍
愛
を
が
な
䣬
た
䣎
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
死
に
つ
い

て
䣍
原
罪
と
そ
の
贖
い
䣎
そ
の
意
味
も
大
事
だ
が
䣍
そ
れ
よ
り
神
の
子
は
関
係
性
を
持
ち
䣍
つ

ま
り
愛
で
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
イ
エ
ス
は
知
䣬
て
ほ
し
か
䣬
た
の
で
あ
る
䣎
愛
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
皆
に
勧
め
た
の
で
あ
る
䣎
そ
れ
は
仏
教
で
い
う
布
施
し
あ
う
こ
と
䣍
助
け
合
い
䣎

そ
れ
が
愛
の
完
全
を
も
䣬
て
な
る
神
の
国
で
あ
る
䣎
聖
書
は
霊
感
そ
の
も
の
䣎
ジ
䣹
と
時
宜
が

来
る
の
を
待
つ
䣎
神
を
信
じ
よ
と
は
䣍
と
に
か
く
目
に
見
え
な
い
大
い
な
る
世
界
を
受
け
感
ぜ

よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
父
は
ア
ル
コ
䤀
ル
を
売
䣬
て
生
き
て
い
る
身
が
つ
ら
く
て
ア
ル
コ
䤀

ル
依
存
の
道
を
選
ん
だ
䣎
そ
う
せ
ず
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
べ
き
だ
䣬
た
䣎 

な
ぜ
無

の
世
界
を
求
め
て
い
た
か
と
い
う
と
私
を
締
め
上
げ
る
激
し
い
罪
悪
感
に
あ
䣬
た
䣎
霊
は
存
在

す
る
䣎
水
子
も
ま
た
他
の
人
と
し
て
誕
生
す
る
と
聖
書
が
示
し
た
䣎
そ
の
贖
罪
さ
れ
た
自
覚
と

は
䣍
己
が
罪
に
と
こ
と
ん
苦
し
み
䣍
す
く
い
の
網
を
も
拒
絶
し
た
は
て
に
䣍
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト

を
信
じ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
愛
に
よ
䣬
て
す
く
わ
れ
た
と
確
実
に
抱
き
し
め
た
と
こ
ろ
の
境
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涯
に
よ
る
も
の
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
䣍
顕
正
会
䣍
所
詮
は
人
の
集
ま
り
䣎
戴
く
も
の
䣍
正

当
性
だ
け
に
こ
だ
わ
り
頑
迷
に
な
䣬
て
し
ま
䣬
て
い
る
老
若
男
女
䣎
永
遠
の
い
の
ち
を
得
る
も

の
達
は
予
定
調
和
で
あ
る
䣎
も
は
や
決
ま
䣬
て
い
る
䣎
静
か
に
分
か
ち
合
う
心
䣎
エ
ホ
バ
の
証

人
䣍
䣓
救
わ
れ
る
の
は
義
人
さ
ん
だ
け
と
い
う
こ
と
で
す
か
䣔
聖
書
を
活
用
し
理
解
で
き
る
の

は
自
分
だ
け
だ
と
い
䣬
た
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
䣎
た
だ
䣍
報
わ
れ
る
の
は
自
己
執
着
か
ら
離
れ

た
温
か
い
䣍
人
を
傷
つ
け
な
い
人
間
た
ち
で
あ
る
䣎
ま
ず
手
始
め
に
私
の
思
想
に
感
化
さ
れ
た

人
が
報
わ
れ
る
の
は
確
実
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
に
も
ら
䣬
た
聖
書
䣍
䣓
心
地
よ
い
か
ぐ
わ

し
い
に
お
い
が
し
た
䣔
䣎
そ
う
言
う
と
会
衆
の
男
は
あ
ま
り
い
い
顔
を
せ
ず
悪
魔
の
仕
業
だ
と

い
䣬
た
䣎
そ
う
い
う
感
性
を
否
定
し
た
い
み
た
い
だ
䣎
私
は
自
分
の
扱
い
な
れ
た
聖
書
を
開
い

た
䣎
䣓
そ
の
涼
香
は
教
義
䣍
考
え
を
超
え
た
䣍
人
の
優
し
い
思
い
が
こ
も
䣬
て
い
る
か
ら
だ
䣔

と
示
し
た
䣎
彼
ら
が
正
し
い
云
々
と
い
う
よ
り
神
䣍
イ
エ
ス
へ
の
熱
く
美
し
く
優
し
い
愛
が
そ

こ
に
は
あ
る
の
だ
ろ
う
䣎
と
信
じ
て
語
る
エ
ホ
バ
の
証
人
は
報
わ
れ
る
だ
ろ
う
䣎 

Ｒ
会
の
法
華
三
部
経
は
何
の
香
り
も
し
な
い
䣎
あ
え
て
書
く
が
䣍
大
人
に
な
䣬
て
も
な
ぜ
孝
養

に
努
め
る
よ
う
つ
ま
り
い
い
子
で
い
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
か
䣎
気
に
せ
ず
悪
い
子
で
あ
ろ
う
䣎

主
体
性
を
持
ち
自
分
は
自
分
の
道
を
行
く
し
か
な
い
䣎
イ
エ
ス
を
信
じ
ら
れ
る
も
の
は
信
じ
ら

れ
る
䣎
ど
う
し
て
酒
は
体
に
悪
い
の
だ
ろ
う
䣍
不
思
議
だ
䣎 

な
ぜ
私
が
中
国
の
体
制
を
擁
護

す
る
か
と
い
う
と
䣍
例
え
ば
ア
ラ
ブ
の
春
の
よ
う
に
独
裁
体
制
が
崩
壊
さ
れ
た
場
合
䣍
混
乱
が
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訪
れ
る
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
が
䣍
中
国
の
場
合
䣍
定
期
的
に
人
民
大
会
な
ど
を
開
き
中
央
の
正

当
性
を
と
り
あ
え
ず
は
周
知
さ
せ
䣍
い
ま
だ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
支
持
し
認
め
る
人
も
大
勢

い
る
か
ら
だ
䣎
私
の
知
䣬
て
い
る
䣍
ス
ナ
䣹
ク
の
中
国
人
マ
マ
だ
が
䣍
䣓
日
本
の
政
治
は
な
か

な
か
決
ま
ら
な
い
䣎
中
国
は
す
ぐ
決
ま
る
䣔
䣎
な
る
ほ
ど
民
主
化
な
ど
せ
ず
に
䣍
お
上
の
言
う

こ
と
を
聞
い
て
い
れ
ば
䣍
平
和
で
繫
栄
し
暮
ら
し
が
よ
く
な
る
䣎
一
理
あ
る
䣎
民
主
化
運
動
は

い
つ
も
若
者
か
ら
起
こ
る
䣎
学
生
の
考
え
る
こ
と
で
あ
る
䣎
実
質
的
な
グ
リ
䣹
プ
䥹
把
握
䥺
に

は
問
題
が
あ
る
䣎
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
２
位
に
な
䣬
た
中
国
䣍
大
国
の
責
任
は
あ
る
䣎
締
め
付
け
が
ゆ
る

く
な
れ
ば
䣍
い
つ
䣍
ウ
イ
グ
ル
族
䣍
チ
ベ
䣹
ト
教
が
ロ
シ
ア
の
チ
䣷
チ
䣷
ン
や
イ
ス
ラ
ム
国
の

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
そ
う
思
う
と
人
口
13
億
人
䣍
も
䣬
と
い
る
か
䣍
人
々
を
抑
え

る
䣍
と
い
う
か
治
め
る
に
は
す
こ
し
の
強
権
と
体
制
に
関
す
る
言
論
統
制
が
必
要
で
あ
り
䣍
そ

う
し
た
執
権
が
あ
䣬
た
ほ
う
が
治
安
は
定
ま
る
こ
と
に
む
す
び
つ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣎

ま
ず
人
民
が
食
べ
ら
れ
な
い
と
ネ
䣎
そ
し
て
心
身
と
も
に
健
康
䣍
そ
れ
を
目
指
し
が
ん
ば
䣬
て

い
る
の
だ
ろ
う
䣎
中
国
の
歴
史
を
見
る
に
確
か
に
王
朝
が
い
く
つ
も
変
わ
り
䣍
日
本
の
天
皇
制

の
歴
史
の
延
伸
の
方
が
素
晴
ら
し
い
と
う
た
う
人
物
た
ち
も
い
な
い
で
は
な
い
が
戦
後
育
䣬

た
我
々
の
中
で
は
少
数
派
だ
ろ
う
䣎
中
国
は
偉
大
な
国
で
あ
る
䣎
そ
の
文
化
䣍
思
想
䣍
宗
教
䣎

日
本
に
多
大
な
教
え
を
授
け
て
き
た
の
で
あ
る
䣎
そ
こ
を
踏
ま
え
䣍
話
し
合
い
を
す
る
の
が
常

識
の
常
識
で
あ
る
䣎
そ
れ
が
判
ら
ず
䣍
い
や
䣍
目
を
逸
ら
し
手
前
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
リ
ア
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リ
ス
ト
䣍
ジ
䣺
䤀
ナ
リ
ス
ト
䣎
未
来
䣍
世
界
の
平
和
と
進
歩
䣍
絶
対
止
め
る
な
䣍
と
い
い
た
い
䣎

つ
ま
り
皆
䣍1

位
に
な
り
た
い
䣎
そ
ん
な
も
の
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ(

ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行)

一
帯

一
路
䣍
経
済
的
流
通
の
自
由
化
へ
向
か
う
枠
組
み
䣎
日
本
は
何
位
で
も
い
い
じ
䣭
な
い
か
䣎
一

番
を
目
指
さ
な
く
て
も
䣎
そ
れ
と
も
釈
迦
国
の
よ
う
に
滅
ん
で
も
い
い
の
か
い
䣎
明
る
く
素
直

に
温
か
く
䣎
異
常
な
感
情
䣍
興
奮
か
ら
離
れ
る
理
性
䣍
そ
の
理
性
か
ら
生
ま
れ
る
セ
ル
フ
䣍
そ

れ
な
ら
民
主
主
義
も
あ
り
か
䣎
自
己
犠
牲
と
意
識
も
せ
ず
身
を
挺
す
と
き
そ
れ
は
愛
と
呼
ば
れ

る
䣎
国
を
守
る
に
は
䣍
ま
ず
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
䣎
経
済
で
も
軍
備
で
も
な
い
䣎
美
し
い

文
化
で
あ
る
䣎
騒
が
し
い
東
南
ア
ジ
ア
䣍
そ
ん
な
中
䣍
孤
高
を
た
も
䣬
て
い
る
国
民
幸
福
度
と

い
う
素
晴
ら
し
い
価
値
観
を
有
し
て
い
る
ブ
䤀
タ
ン
䣎
世
界
の
国
に
一
目
置
か
れ
平
和
に
歩
い

て
い
る
で
は
な
い
か
䣎
私
は
傲
慢
だ
ろ
う
か
䣎䣓
自
分
だ
け
が
正
し
い
䣔䣎
違
う
の
だ
䣎
民
主
主

義
を
嫌
う
䣎
そ
こ
に
は
愛
か
ら
離
れ
た
我
欲
が
基
本
に
あ
る
か
ら
だ
䣎
互
い
の
意
見
を
闘
わ
せ

る
の
で
は
な
く
思
い
や
り
を
も
䣬
て
真
実
䣍
真
理
に
よ
り
最
高
の
果
実
䣍
結
果
を
見
出
す
䣎
そ

の
た
め
の
議
論
と
違
䣬
た
話
し
合
い
は
当
然
䣍
認
め
ら
れ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
よ
う
に
見
解

に
重
大
な
瑕
疵
が
あ
る
の
に
目
を
逸
ら
さ
せ
た
り
䣍
無
視
し
た
り
䣍
詭
弁
で
逃
げ
た
り
す
る
よ

う
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
䣎
分
か
ち
合
い
䣍
尊
重
し
あ
う
会
話
に
て
䣍
来
た
る
世
䣎
小
さ

な
問
題
は
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
䣎
紛
糾
し
な
い
䣍
村
の
会
合
の
よ
う
に
䣎
ま
ず
は
思

い
や
り
で
あ
る
䣎
自
己
執
着
に
満
ち
た
世
界
か
ら
は
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
愛
子
ま
で
を
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罰
と
し
て
死
へ
と
䣎
神
は
果
た
し
て
と
る
に
足
ら
な
い
人
間
な
ど
に
優
し
く
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
䣎
愛
子
イ
エ
ス
は
神
自
身
で
あ
り
䣍
神
は
自
ら
民
の
罪
䣍
神
と
し
て
民
へ
の
罪
を
贖
䣬
た

の
で
あ
る
䣎
信
仰
を
捨
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は

イ
エ
ス
が
苦
痛
に
耐
え
悪
魔
に
勝
䣬
た
と
言
䣬
て
い
る
が
真
相
は
人
類
す
べ
て
の
罪
を
一
身

に
背
負
い
そ
の
贖
い
の
た
め
䣍
自
ら
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
䣬
た
䣎
だ
か
ら
イ
エ
ス
が
意
識

と
し
て
苦
痛
を
克
服
し
た
時
点
で
贖
い
の
す
べ
て
は
終
了
し
た
䣎
彼
が
神
で
あ
り
䣍
そ
の
意
味

を
皆
䣍
自
覚
す
れ
ば
い
い
䣎
あ
と
は
感
謝
が
あ
れ
ば
い
い
䣎
誰
も
最
早
䣍
十
字
架
に
つ
く
こ
と

は
な
い
の
だ
䣎
イ
エ
ス
は
日
蓮
と
も
に
い
え
る
䣎
体
制
か
ら
見
れ
ば
悪
人
で
あ
䣬
た
䣎
釈
尊
も

激
し
い
修
行
を
し
た
䣎
日
蓮
も
法
難
に
あ
い
イ
エ
ス
も
受
難
が
あ
䣬
た
䣎
真
の
聖
人
に
な
る
と

き
す
べ
か
ら
く
過
酷
な
回
路
䣍
経
験
を
通
り
過
ぎ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
嘲

笑
の
な
い
世
界
䣎
星
を
見
て
ふ
と
永
遠
性
を
感
じ
る
䣍
心
が
動
く
䣎
だ
が
そ
れ
は
本
当
か
䣎
物

理
的
法
則
䣎
星
の
移
り
変
わ
り
な
ど
ど
う
で
も
良
い
䣎
永
遠
の
愛
を
求
め
て
い
き
た
い
䣎
人
に

優
し
さ
を
求
め
る
よ
り
䣍
自
分
が
優
し
さ
を
与
え
ら
れ
る
人
間
に
な
れ
䣎
そ
う
で
な
い
と
世
の

中
が
嫌
に
な
る
か
ら
だ
䣎
愛
䣍
慈
悲
が
わ
か
ら
な
い
の
な
ら
人
は
存
在
理
由
が
な
い
䣎
狂
気
と

は
最
高
の
自
尊
心
䣎
崇
高
な
狂
気
䣎 

契
約
と
は
䣍
こ
の
世
の
単
な
る
書
類
上
の
結
婚
で
は
な

い
䣎
本
当
に
愛
す
る
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
神
の
言
う
一
体
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
我
欲
で
生

き
る
䣎
自
ら
の
こ
と
を
考
え
䣍
他
と
仲
良
く
す
る
䣎
一
理
あ
る
䣎
満
た
さ
れ
て
い
る
う
ち
は
好
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い
だ
ろ
う
䣎
だ
が
不
足
に
な
る
と
き
不
幸
は
始
ま
る
䣎
聖
書
に
は
イ
エ
ス
が
い
る
䣍
私
に
も
イ

エ
ス
が
い
る
䣎
そ
し
て
神
と
は
人
間
の
姿
と
し
て
あ
ら
わ
れ
肉
声
を
発
す
る
と
き
初
め
て
存
在

が
認
識
さ
れ
る
と
い
え
る
の
だ
䣎
賢
い
人
は
世
の
た
め
木
を
植
え
た
り
水
を
や
䣬
た
り
す
る
こ

と
で
神
に
よ
䣬
て
そ
れ
ぞ
れ
報
酬
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
䣎
大
切
な
の
は
育
て
る
の
は
神
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
䣎
神
の
み
が
絶
対
的
価
値
を
持
つ
䣎
そ
し
て
神
は
宇
宙
一
謙
虚
な
の
で
あ
る
䣎

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
１
５
章
１
４
節
あ
な
た
方
に
私
が
命
じ
る
こ
と
を
行
う
な
ら
ば
䣍
あ

な
た
方
は
私
の
友
で
あ
る
䣎
１
５
節
私
は
も
う
䣍
あ
な
た
方
を
僕
と
は
呼
ば
な
い
䣎
僕
は
主
人

の
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
䣎
私
は
あ
な
た
方
を
友
と
呼
ん
だ
䣎
私
の
父
か
ら

聞
い
た
こ
と
を
皆
䣍
あ
な
た
方
に
知
ら
せ
た
か
ら
で
あ
る
䣎
１
６
節
あ
な
た
方
が
私
を
選
ん
だ

の
で
は
な
い
䣎
私
が
あ
な
た
方
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
䣎
そ
し
て
䣍
あ
な
た
方
を
立
て
た
䣎
そ
れ

は
あ
な
た
方
が
行
䣬
て
実
を
結
び
䣍
そ
の
実
が
い
つ
ま
で
も
残
る
た
め
で
あ
り
䣍
ま
た
䣍
あ
な

た
方
が
私
の
名
に
よ
䣬
て
父
に
求
め
る
も
の
は
何
で
も
䣍
父
が
与
え
て
下
さ
る
た
め
で
あ
る
䣎

17
節
こ
れ
ら
の
こ
と
を
命
じ
る
の
は
䣍
あ
な
た
方
が
互
い
に
愛
し
合
う
た
め
で
あ
る
䣎
18
節

も
し
こ
の
世
が
あ
な
た
を
憎
む
な
ら
ば
䣍
あ
な
た
方
よ
り
も
先
に
私
を
憎
ん
だ
こ
と
を
䣍
知
䣬

て
お
く
が
よ
い
䣎
２
５
節
そ
れ
は
䣓
彼
ら
は
理
由
な
し
に
私
を
憎
ん
だ
䣔
と
書
い
て
あ
る
䣍
彼

ら
の
律
法
の
言
葉
が
成
就
す
る
た
め
で
あ
る
䣎 

 



180 

䥹
第
二
章
䥺
神
の
国
䣎
律
法
だ
か
ら
仕
方
な
く
従
う
䣎
律
法
は
自
分
自
身
の
幸
福
の
た
め
に
あ

る
の
か
䣎
法
治
国
家
䣎
法
は
愛
だ
䣎
律
法
な
ど
い
ら
な
い
䣎
信
仰
が
基
本
に
あ
る
䣎
イ
エ
ス
の

愛
を
信
じ
る
も
の
は
多
か
䣬
た
䣎
だ
が
イ
エ
ス
の
䣓
死
な
な
い
䣔
そ
れ
は
誰
も
信
じ
ら
れ
な
か

䣬
た
䣎
人
は
死
ぬ
か
ら
だ
䣎 

サ
ト
リ
と
は
怒
ら
な
い
こ
と
で
は
な
く
怒
り
に
苦
し
む
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
䣎 

宗
論
に
負
け
て
も
神
は
神
で
あ
る
䣍
聖
書
が
保
証
し
て
い
る
䣎
つ
ま
り
知
識
で
は
な
い
䣎
ま
た

神
は
宗
論
に
は
負
け
な
い
䣎 

こ
れ
は
本
当
に
話
す
の
が
心
苦
し
い
が
第
二
次
大
戦
後
䣍
核
の
傘
の
お
か
げ
で
冷
戦
は
ヒ
䤀

ト
ア
䣹
プ
し
な
か
䣬
た
䣎
キ
䣻
䤀
バ
危
機
な
ど
も
あ
䣬
た
が
戦
争
は
回
避
さ
れ
た
䣎
日
本
は
ア

メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
下
で
安
閑
と
し
て
い
る
䣎
独
立
国
な
ら
潔
く
自
ら
核
武
装
す
べ
き
だ
䣎
人

間
の
業
を
思
う
と
き
䣍
そ
れ
を
も
䣬
て
繰
り
返
さ
れ
る
戦
争
と
い
う
も
の
が
終
結
さ
れ
る
な
ら
䣎

そ
れ
が
真
に
広
島
䣍
長
崎
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
鎮
魂
と
な
る
の
で
は
䣎
絶
対
使
用
で
き
な

い
最
終
兵
器
の
保
持
で
あ
る
䣎
私
も
暴
論
で
あ
る
と
思
䣬
て
い
る
䣍
た
だ
紛
争
を
含
め
た
戦
争

と
い
う
も
の
を
な
く
し
た
い
そ
れ
だ
け
で
あ
る
䣎 

私
は
大
乗
仏
教
を
否
定
す
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ

う
䣎
皆
の
䣍
貧
䣍
病
䣍
争
を
解
決
す
る
に
は
現
世
利
益
を
訴
え
る
大
乗
仏
教
は
必
要
で
あ
る
䣎

し
か
し
究
極
の
目
的
は
生
老
病
死
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
䣎
渇
愛
の
滅
却
と
い
う
方
向
性
が
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幸
せ
に
繋
が
る
の
は
確
実
で
あ
る
䣎
そ
し
て
真
の
釈
尊
の
道
䣍
有
余
涅
槃
䣍
無
余
涅
槃
を
目
指

す
䣎
恐
怖
に
よ
る
緊
張
と
い
う
錯
覚
し
た
矢
も
受
け
ず
䣍
心
の
安
定
を
得
る
䣎 

欲
望
の
コ
ン

ト
ロ
䤀
ル
を
目
的
と
し
䣍
欲
望
を
意
欲
に
繋
げ
よ
う
と
す
る
大
乗
仏
教
䣎
や
は
り
仏
教
の
究
極

の
本
質
で
は
な
い
䣎
欲
望
が
あ
る
か
ら
欲
望
を
意
識
す
る
か
ら
で
あ
る
䣎 

諸
経
の
王
䣍
法
華
経
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣍
仏
に
な
䣬
て
利
他
の
精
神
で
生
き
る
䣎
高
尚
す
ぎ

る
と
言
わ
れ
て
も
䣍
私
に
と
䣬
て
過
去
の
罪
の
償
い
の
す
べ
は
他
に
は
あ
り
え
な
い
䣎
と
同
様

に
皆
に
も
勧
め
た
い
䣎 

Ｔ
Ｖ
䣍
ユ
䤀
チ
䣻
䤀
ブ
䣍
Ｓ
Ｎ
Ｓ
䣎
私
は
映
像
よ
り
活
字
を
読
む
こ
と
を
大
事
に
す
る
と
い

う
か
䣍
好
き
だ
䣎
聖
書
が
あ
る
意
味
で
は
書
物
と
し
て
存
在
し
䣍
活
字
と
し
て
あ
ら
わ
さ
ら
れ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
䣎 

統
合
失
調
症
に
な
䣬
て
か
ら
も
人
格
を
磨
こ
う
䣍
怒
り
か
ら
離
れ
よ
う
䣍
貪
り
か
ら
逃
れ
よ
う

と
心
が
け
生
き
て
き
た
䣎
だ
が
大
切
な
の
は
人
の
心
を
見
つ
め
思
い
や
り
を
持
䣬
て
行
動
す
る

こ
と
で
あ
り
䣍
そ
の
こ
と
の
方
が
大
事
で
そ
れ
が
仏
へ
の
道
な
の
だ
と
気
付
い
た
䣎
喜
び
が
生

ま
れ
て
く
る
䣎
感
謝
で
あ
る
䣎
そ
し
て
肝
心
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
る
こ
と
䣎 

生
き
て
い
く
先
が
怖
い
と
い
う
気
持
ち
も
わ
か
る
䣎
だ
が
命
を
失
う
最
後
ま
で
死
を
意
識
し
て

は
な
ら
な
い
䣎
死
に
際
䣍
私
も
ジ
タ
バ
タ
す
る
か
も
し
れ
な
い
䣍
だ
が
今
䣍
心
は
青
空
の
よ
う

だ
䣎
死
ぬ
と
き
は
死
ぬ
䣎
神
仏
に
委
ね
よ
う
䣎
失
望
も
欲
望
も
絶
望
も
希
望
も
久
遠
の
本
仏
に
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委
ね
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎 

な
ぜ
私
が
神
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
の
か
䣎
施
設
で
の
納
涼
祭
䣎
あ
る
女
性
が
言
䣬
た
䣓
義

人
さ
ん
が
神
様
な
ら
い
い
ね
え
䣔
私
は
正
直
䣍
嬉
し
か
䣬
た
が
䣍
気
恥
ず
か
し
く
て
䣓
妄
想
だ

ろ
う
䣎
ハ
ハ
䣔
と
笑
い
䣍
そ
こ
か
ら
立
ち
去
䣬
た
䣎
ま
た
あ
る
女
性
が
䣓
フ
ラ
ン
ク
ソ
䤀
セ
䤀

ジ
が
余
䣬
て
い
ま
す
䣎
い
か
が
で
す
か
䣔
と
呼
び
か
け
て
い
る
䣎
そ
れ
を
聞
い
て
䣓
俺
が
買
う
䣔

と
言
う
と
䣓
神
様
䣔
と
エ
䤀
ル
の
よ
う
に
声
を
か
け
ら
れ
た
䣎
冗
談
だ
ろ
う
か
䣎
私
が
神
で
あ

り
た
い
わ
け
は
今
と
な
䣬
て
は
た
だ
ひ
と
つ
䣍
た
だ
真
由
子
さ
ん
に
匹
敵
し
た
い
だ
け
な
の
で

す
䣎
女
と
対
等
に
な
り
た
い
だ
け
か
䣍
か
な
り
軟
弱
な
発
想
だ
䣎
で
も
神
と
は
こ
れ
で
い
い
の

で
す
䣎
い
つ
か
の
問
診
䣍䣓
就
職
し
ま
す
䣔䣓
仕
事
に
就
く
の
で
す
ね
䣔
真
由
子
さ
ん
は
嬉
し
そ

う
だ
䣬
た
䣎
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
䣎
し
か
し
私
が
仕
事
に
つ
い
た
時
点
で
䦂
夜
が
明
け
る
と

逃
げ
出
せ
な
い
渦
が
日
の
出
と
共
に
や
䣬
て
く
る
䣎
学
歴
が
や
け
に
目
に
つ
く
䦄䣎
尾
崎
の
䣓
バ

ウ
䣔
と
い
う
曲
の
１
節
で
あ
る
䣎
階
級
社
会
に
組
み
入
れ
ら
れ
䣍
私
は
そ
の
底
辺
で
あ
え
ぐ
こ

と
に
な
る
䣎
職
業
に
貴
賎
は
な
い
䣎
本
当
で
す
か
䣎
私
は
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
他
を
圧

倒
す
る
た
め
に
䣎
真
由
子
さ
ん
に
引
け
を
取
ら
な
い
も
の
と
し
て
䣎
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
䣎

そ
う
で
な
か
䣬
た
ら
神
の
仕
事
も
糞
く
ら
え
䣎
憐
れ
ん
で
く
だ
さ
い
䣍
こ
ん
な
私
を
䣎
情
け
な

い
で
す
け
ど
䣎
し
か
し
世
の
中
は
職
業
で
区
別
す
る
馬
鹿
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ

る
䣎
ま
ず
自
分
に
誇
り
を
持
た
な
く
て
は
䣍
そ
れ
が
正
解
䣎
そ
う
で
す
ね
䣎
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
の
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中
䣍
そ
の
御
姿
を
見
せ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
䣍
つ
ま
り
義
人
は
神
の
顕
現
で
あ
る
と
い
う
証

左
で
あ
ろ
う
䣎
そ
う
な
䣬
た
と
き
䣍
人
間
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
䣎

ペ
テ
ロ
も
私
も
人
間
で
あ
る
䣎
同
胞
に
教
え
を
説
く
と
い
う
こ
と
に
繋
が
䣬
て
い
く
䣎
私
は
裁

く
自
分
が
䣍
神
で
あ
る
こ
と
を
書
い
て
来
た
䣎
そ
れ
は
そ
れ
で
意
味
が
あ
䣬
た
の
で
あ
ろ
う
䣎

だ
が
今
度
は
そ
ん
な
こ
と
よ
り
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
こ
う
と
思
う
䣎
私
が
神
で

あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
䣍
そ
ん
な
こ
と
よ
り
䣍
ど
う
あ
䣬
た
方
が
い
い
の
か
䣍
ど
う
あ
る
べ
き

姿
が
大
切
な
の
か
䣎
そ
の
こ
と
を
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
み
ん
な
の
た
め
に
䣎 

来
た
る
世
䣍
神
は
マ
ツ
リ
ゴ
ト
を
す
る
者
た
ち
の
上
で
君
臨
も
せ
ず
統
治
も
し
な
い
䣎
そ
れ

が
新
体
制
だ
䣎
だ
が
神
に
よ
る
関
与
の
余
地
は
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
䣎
神
は
あ
る
意
味

に
お
い
て
は
絶
対
善
で
あ
る
䣎
未
来
志
向
で
愛
を
掲
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
䣎
私
が
神
を
標
榜

す
る
䣎
そ
れ
が
私
か
ら
出
る
と
い
う
よ
り
は
䣍
と
も
に
あ
る
神
が
訴
え
て
い
る
の
だ
䣎
私
に
罪

が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
䣎
そ
れ
は
私
の
自
己
顕
示
欲
と
い
う
も
の
に
罪
が
あ
る
な
ら
䣍
そ
の
弁

解
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
䣬
た
䣎
だ
が
表
現
の
自
由
と
い
う
も
の
に
基
づ
い
た
行
動
が
罪
で
あ
ろ

う
か
䣍
と
い
う
こ
と
か
䣎
堂
々
巡
り
だ
䣎
離
れ
よ
う
䣎
す
べ
て
時
宜
と
い
う
こ
と
だ
䣎
よ
う
は

負
け
る
な
と
い
う
聖
霊
か
ら
の
エ
䤀
ル
で
あ
り
䣍
俺
を
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
人
物
た
ち
に
惑

わ
さ
れ
る
な
と
い
う
こ
と
だ
䣬
た
の
で
あ
ろ
う
䣎
俺
に
覚
悟
を
促
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
䣎

俺
は
因
縁
の
中
䣍
そ
の
時
䣍
絶
対
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
サ
タ
ン
は
死
に
場
所
を
求
め
て
い
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る
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
き
䣬
と
䣍
そ
う
で
あ
ろ
う
䣎
私
は
サ
タ
ン
に
感
謝
し
て
い
る
䣎
こ
こ
ま

で
く
る
に
は
䣍
送
り
風
よ
り
向
い
風
が
大
事
で
必
要
だ
䣬
た
か
ら
だ
䣎 

時
代
に
対
し
日
本
国

憲
法
が
古
く
な
䣬
た
の
で
は
な
く
時
代
が
ま
だ
憲
法
の
理
念
に
つ
い
て
い
䣬
て
い
な
い
の
だ
䣎

引
き
続
き
良
心
と
し
て
時
代
を
䣍
そ
し
て
思
想
を
中
心
と
し
た
世
界
を
け
ん
引
し
て
い
く
使
命

が
憲
法
に
は
あ
る
䣎
宗
教
に
よ
る
貧
䣍
病
䣍
争
の
解
決
䣎
皆
䣍
心
を
正
さ
な
け
れ
ば
解
決
は
な

い
䣎
だ
が
Ｒ
会
の
よ
う
に
周
囲
と
の
関
係
性
に
対
し
犠
牲
を
強
い
る
教
え
と
い
う
指
導
で
は
う

ま
く
行
く
も
の
は
稀
有
に
な
る
䣎
問
題
は
引
き
続
き
起
こ
る
䣎 

応
病
与
薬
䣍
釈
尊
な
き
今
䣍
自
己
執
着
を
や
め
䣍
た
だ
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
題
し
久
遠

の
本
仏
に
身
を
ま
か
せ
䣍
も
た
ら
さ
れ
る
功
徳
を
有
り
難
く
頂
戴
し
䣍
心
を
日
蓮
䣍
釈
尊
へ
の

感
謝
で
い
䣬
ぱ
い
に
す
る
䣎
こ
の
こ
と
が
家
族
の
あ
い
だ
に
平
和
を
も
た
ら
し
何
よ
り
も
自
ら

の
身
体
が
健
や
か
に
な
り
䣍
貧
䣍
病
䣍
争
䣍
は
解
決
さ
れ
る
䣎
そ
し
て
䣍
そ
の
心
持
か
ら
䣍
ひ

と
つ
の
サ
ト
リ
が
生
ま
れ
る
䣎
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
人
に
は
䣓
少
し
は
他
人
の
こ

と
も
考
え
よ
䣔
と
い
い
䣍
他
人
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
人
に
は
䣓
自
分
の
こ
と
を
考
え
ろ
䣔

と
い
う
䣎
た
だ
科
学
的
に
正
し
い
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
物
事
の
本
質
を
と
ら
え
て
い
る
と
は

い
え
な
い
䣎
始
め
か
ら
完
璧
な
人
な
ど
い
な
い
䣎
何
か
と
罪
を
犯
す
䣎
こ
れ
を
こ
と
さ
ら
重
大

視
す
る
人
も
い
れ
ば
䣍
過
小
評
価
し
て
罪
の
ハ
䤀
ド
ル
を
高
く
し
て
罰
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る

人
も
い
る
䣎
そ
し
て
確
実
に
良
心
の
呵
責
に
苦
し
む
人
は
イ
エ
ス
を
信
じ
る
こ
と
で
魂
の
安
ら
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ぎ
が
訪
れ
る
䣎
そ
れ
が
最
善
な
の
で
あ
る
䣎
も
し
く
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
唱
題
䣍
全
て
を
久

遠
の
本
仏
に
つ
つ
ん
で
も
ら
え
る
䣍
そ
ん
な
魂
の
平
安
こ
そ
が
欲
望
を
追
う
こ
と
よ
り
も
一
番

よ
き
も
の
で
あ
る
事
を
解
䣬
て
ほ
し
く
て
神
仏
は
罪
を
一
度
犯
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
イ

エ
ス
の
教
え
は
釈
尊
の
言
う
䣍
矢
の
譬
え
と
同
じ
で
一
度
受
け
る
䣍
そ
し
て
痛
い
二
本
目
の
矢

は
受
け
な
い
䣍
そ
の
こ
と
の
意
味
は
䣓
馬
鹿
野
郎
䣍
だ
れ
が
矢
を
放
䣬
た
䣔
そ
ん
な
こ
と
よ
り

早
く
手
当
を
す
る
こ
と
で
あ
る
䣎
怒
り
の
感
情
か
ら
離
れ
る
䣎
犯
し
た
罪
か
ら
も
離
れ
ら
れ
る

だ
ろ
う
䣎
一
番
弱
い
人
で
な
け
れ
ば
一
番
弱
い
人
の
心
は
わ
か
ら
な
い
䣎
䣓
な
ぜ
書
く
の
か
䣔

と
の
問
い
に
䣓
何
故
䣍
書
い
た
ら
い
け
な
い
の
だ
䣔
と
問
う
䣎 
軍
事
能
力
が
相
手
よ
り
あ
る

と
思
う
か
ら
行
使
し
た
く
な
る
䣎
だ
が
䣍
な
け
れ
ば
な
い
で
な
ん
と
か
な
る
も
の
だ
䣍
た
だ
䣓
平

和
䣔
を
祈
念
す
る
こ
と
だ
䣎
私
は
な
ぜ
エ
ホ
バ
の
証
人
は
ク
リ
ス
マ
ス
よ
り
免
れ
よ
う
と
す
る

の
か
䣍
そ
れ
は
イ
エ
ス
の
死
だ
け
を
際
立
た
せ
る
た
め
䣎
と
思
䣬
た
が
所
詮
は
彼
ら
の
特
化
を

図
ろ
う
と
す
る
エ
ホ
バ
の
証
人
の
計
略
で
あ
り
䣍
や
は
り
死
ぬ
に
は
誕
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
䣎
何
ら
か
の
形
で
祝
う
の
は
当
然
で
あ
る
䣎
イ
エ
ス
は
死
に
た
か
䣬
た
䣍
あ
ま
り
に
も
酷
い

党
派
心
を
持
つ
者
た
ち
の
頑
迷
さ
に
失
望
し
て
䣎
自
分
だ
け
を
大
事
に
す
る
人
と
䣍
人
の
痛
み

が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
人
䣍
こ
の
違
い
は
大
き
い
䣎
神
は
世
に
愛
子
ま
で
を
民
の
た
め
に

下
さ
り
䣍
そ
し
て
そ
の
神
は
贖
罪
の
た
め
に
命
を
投
げ
う
た
れ
た
䣎
と
す
る
な
ら
愛
子
で
す
ら

こ
ん
な
仕
打
ち
を
受
け
る
の
だ
䣍
我
々
に
は
ど
ん
な
災
難
が
降
り
か
か
る
だ
ろ
う
か
䣎
神
は
あ



186 

る
面
で
非
情
で
残
酷
だ
と
い
う
䣍
あ
あ
民
衆
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
神
の
真
意
を
理
解
で
き
ぬ
ほ
ど

頑
迷
で
不
従
順
な
の
で
あ
ろ
う
か
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は
相
手
の
立
場
に
立
て
な
い
䣎
疑
似
䣍
似

非
人
格
者
が
多
い
䣎
人
の
家
で
も
コ
䤀
ト
を
ぬ
が
な
い
䣎
滞
在
が
短
い
か
ら
だ
と
思
う
䣎
一
言

あ
䣬
て
然
る
べ
き
だ
䣎
コ
䤀
ト
を
脱
ぐ
こ
と
は
䣍
聖
書
に
あ
る
䣍
永
遠
の
い
の
ち
を
与
え
ら
れ

る
の
に
邪
魔
に
な
る
䣍
生
活
の
心
遣
い
か
䣎
礼
儀
に
こ
だ
わ
る
私
が
悪
い
か
䣎
そ
う
か
私
の
心

得
違
い
か
䣎
道
徳
よ
り
真
実
の
愛
か
䣎
納
得
し
た
ぞ
䣎
こ
と
宗
教
に
関
し
て
は
比
較
䣍
検
証
が

必
要
だ
䣎
正
し
き
も
の
は
私
の
教
え
で
あ
り
䣍
寛
容
性
を
含
め
て
で
あ
る
䣎
だ
が
䣍
た
だ
人
も

従
順
で
あ
る
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
も
情
け
な
い
䣎
人
の
性
分
も
䣍
関
係
し
て
く
る
䣎
人
は
成
長

す
る
時
䣍
悪
魔
の
影
響
を
受
け
さ
ま
よ
う
䣎
し
か
し
神
の
子
は
そ
の
罪
障
の
中
に
お
い
て
も
い

つ
し
か
正
規
の
道
へ
戻
る
䣎
そ
ん
な
と
き
䣍
人
は
大
い
に
成
長
し
て
い
る
䣎
そ
し
て
幸
せ
に
な

䣬
て
い
る
䣎
倦
怠
つ
ま
り
不
満
足
な
心
を
起
こ
し
て
自
ら
の
魂
の
進
歩
の
延
滞
を
招
く
䣎
倦
怠
䣍

飽
き
は
悪
で
あ
る
䣎
戒
を
守
り
䣍
罪
を
犯
さ
な
か
䣬
た
者
も
い
る
䣎
し
か
し
そ
れ
は
誇
る
も
の

で
は
な
く
感
謝
に
繋
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
そ
の
現
実
と
運
と
因
縁
に
䣎 

相
田 

み
つ
を
䣍䥹
人
の
為
と
書
い
て
偽
り
と
な
る
䣎䥺
だ
が
人
の
為
と
い
う
の
は
あ
り
だ
と

思
う
䣎
し
か
し
ど
こ
か
犠
牲
の
匂
い
が
す
る
䣎
そ
の
幻
影
か
ら
は
覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

日
本
は
ア
ジ
ア
で
Ｎ
Ｏ
２
で
は
い
け
な
い
の
か
䣍
イ
ギ
リ
ス
が
原
発
の
発
注
䣎
そ
ん
な
中
䣍

な
ぜ
か
中
国
を
国
際
的
な
悪
者
に
持
ち
上
げ
よ
う
と
ネ
ガ
テ
ブ
キ
䣺
ン
ペ
䤀
ン
を
行
䣬
て
い
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る
一
つ
の
勢
力
が
あ
る
䣎
右
向
き
で
好
戦
的
な
人
た
ち
で
あ
る
䣎
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
䣍
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
高
速
鉄
道
䣍
イ
ン
フ
ラ
整
備
䣎
中
国
が
大
国
と
し
て
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る
た
び
日
本

は
過
敏
に
嫌
中
を
掲
げ
る
䣎
日
蓮
は
悪
人
を
救
う
こ
と
は
否
定
し
な
い
䣎
死
に
際
䣍
南
無
妙
法

蓮
華
経
と
二
度
唱
え
た
だ
け
で
武
士
が
仏
国
土
へ
向
か
䣬
た
と
䣍
導
き
手
と
し
て
保
証
し
て
い

る
䣎 

郵
便
局
䣍
非
正
規
雇
用
で
入
䣬
た
䣎
解
雇
も
お
そ
れ
な
か
䣬
た
䣎
競
争
も
䣎
若
者
に
は

尾
崎
フ
䣴
ン
も
多
か
䣬
た
䣎
エ
ビ
リ
フ
䣴
イ
が
処
方
さ
れ
た
䣎
Ｅ
Ｄ
が
治
䣬
て
き
た
䣎
私
は
こ

だ
わ
る
自
分
を
否
定
し
誰
で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く
結
婚
し
よ
う
と
思
い
䣍
年
収
も
ダ
ブ
ル
ワ

䤀
キ
ン
グ
を
し
た
分
に
少
し
水
増
し
し
て
民
間
の
結
婚
相
談
所
で
書
類
に
記
入
し
た
䣎
そ
う
し

た
こ
ろ
か
ら
皆
が
悪
魔
に
見
え
て
き
た
䣎
私
は
ま
た
し
て
も
閉
鎖
病
棟
で
薬
づ
け
に
さ
れ
た
䣎

私
は
Ｅ
Ｄ
を
盛
ん
に
訴
え
た
䣎
起
た
な
い
と
女
性
は
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
焦

り
主
体
性
を
失
䣬
た
䣎
そ
こ
に
は
真
宗
の
南
無
阿
弥
陀
仏
が
つ
い
て
い
た
䣎
人
間
の
性
は
悪
で

あ
る
䣍
で
も
念
仏
を
口
称
す
れ
ば
ど
ん
な
悪
人
も
許
さ
れ
る
と
い
う
教
え
で
あ
る
䣎
魅
か
れ
て

い
た
䣎
味
噌
も
糞
も
一
緒
と
い
う
価
値
観
に
ど
䣬
ぷ
り
浸
か
䣬
て
い
た
私
䣎
日
蓮
と
し
て
の
自

覚
を
促
す
た
め
䣍
諸
天
善
神
は
䣓
ち
䣯
䣬
と
ま
て
䣔
と
病
棟
と
い
う
島
へ
䣍
私
を
流
す
こ
と
を

決
め
た
の
で
あ
る
䣎
つ
ま
り
䣓
女
な
ら
誰
で
も
い
い
䣔
は
寛
容
と
は
違
い
䣍
誤
り
で
あ
䣬
た
䣎

そ
し
て
真
由
子
さ
ん
に
出
会
䣬
た
䣎
因
縁
の
な
か
䣍
煩
悩
で
は
な
い
䣎
愛
す
べ
き
人
を
愛
す
䣍

そ
れ
を
神
は
䣍
領
解
䣍
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
䣎
そ
れ
が
絶
対
善
を
見
出
し
た
南
無
妙
法
蓮
華
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経
な
の
で
あ
る
䣎
な
ん
と
い
䣬
て
も
民
主
主
義
は
採
決
で
決
ま
る
の
で
あ
る
䣎
正
し
い
か
ら
決

ま
る
の
で
は
な
い
䣎
少
数
の
意
見
の
中
に
真
実
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
し
か
し
国
民
が
高
い

意
識
を
も
ち
選
択
す
る
な
ら
い
い
だ
ろ
䣎
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
は
途
中
で
や
り
直
せ
ば
よ
か

䣬
た
と
思
う
䣎
ふ
た
り
を
外
し
て
䣎
い
つ
い
か
な
る
時
も
私
が
発
す
る
言
葉
が
そ
の
場
に
お
い

て
最
善
な
の
で
あ
る
䣎
神
で
な
い
と
し
た
ら
今
ま
で
の
道
の
り
が
無
に
帰
す
䣎
そ
れ
は
絶
対
よ

く
な
い
䣎
つ
ま
り
私
は
神
で
あ
る
䣎
そ
の
霊
格
に
お
い
て
䣎 

イ
エ
ス
も
日
蓮
も
悪
人
と
さ
れ

た
䣎
䣓
あ
の
人
は
良
い
人
だ
䣔
䣓
い
や
世
間
を
惑
わ
せ
て
い
る
䣔
䣎
母
親
ほ
ど
息
子
を
侮
辱
す
る

も
の
は
い
な
い
䣎 

Ｒ
会
䣍
法
座
修
行
䣎
釈
尊
な
き
現
在
䣍
愚
痴
と
そ
の
解
決
の
た
め
の
方
法

論
䣎
そ
し
て
社
会
資
源
の
紹
介
に
終
わ
る
䣎
た
だ
仏
の
教
え
と
い
う
薬
の
効
能
の
説
明
だ
け
が

続
き
本
質
は
見
失
わ
れ
る
䣎
大
事
な
の
は
そ
の
薬
を
飲
ま
せ
病
状
を
回
復
さ
せ
根
治
さ
せ
る
こ

と
だ
䣎
そ
れ
に
は
私
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
服
す
る
し
か
な
い
䣎
食
欲
が
存
在
す
れ
ば
䣍
当
然
䣍

屠
殺
䣍
鶏
の
首
折
り
が
必
要
と
な
り
こ
れ
に
従
事
さ
れ
る
䣍
本
当
の
意
味
で
の
自
己
犠
牲
に
生

き
て
い
ら
䣬
し
䣭
る
人
た
ち
は
苦
し
み
続
け
る
こ
と
に
な
る
䣎
食
欲
の
存
在
な
ど
糞
喰
え
と
言

い
た
い
䣎
フ
䣵
リ
ピ
ン
の
ス
ト
リ
䤀
ト
チ
ル
ド
レ
ン
䣍
マ
カ
オ
の
カ
ジ
ノ
で
客
取
り
に
走
る
娼

婦
た
ち
䣍
強
姦
さ
れ
る
罪
も
な
き
女
性
た
ち
䣎
児
童
ポ
ル
ノ
䣍
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
で
苦
し
む
若

者
䣎
つ
ま
り
肉
欲
が
な
く
な
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
䣎(

食
欲
と
肉
欲)

こ
の
二
つ
が
滅
却
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
地
獄
䣍
飢
餓
か
ら
の
解
放
の
た
め
䣎 
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民
主
主
義
は
我
欲
に
基
づ
い
て
機
能
す
る
䣎
来
た
る
世
䣍
絶
対
の
真
理
が
存
在
す
る
な
ら
自

由
意
思
は
す
べ
か
ら
く
神
の
意
志
に
す
り
替
わ
る
䣎
何
度
も
言
う
が
雑
然
か
ら
は
離
れ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
䣎 

本
当
の
神
の
意
志
䣍
愛
で
人
々
が
覆
わ
れ
な
い
と
貧
䣍
病
䣍
争
は
解
決
さ
れ
な
い
䣎
怪
し
い

人
の
欲(

所
有
欲
䣍
金
銭
欲)

が
あ
䣬
て
は
簡
素
化
さ
れ
た
生
活
を
䣍
神
が
保
証
す
る
の
は
無
理

だ
か
ら
だ
䣎
真
実
の
神
の
意
志
と
は
隣
人
を
愛
す
る
䣍
そ
れ
に
尽
き
る
䣎
主
体
性
を
持
ち
主
人

公
で
あ
り
続
け
る
の
は
間
違
䣬
て
い
な
い
が
䣍
神
の
持
つ
美
徳
䣎
明
る
く
䣍
素
直
に
䣍
温
か
く
䣎

真
の
協
調
性
を
有
す
る
世
界
を
造
る
䣎
神
は
人
々
の
心
の
中
に
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
の
で
あ
る
䣎

愛
を
も
䣬
て
霊
で
満
た
す
た
め
で
あ
る
䣎 

幸
福
が
義
務
で
あ
る
な
ら
䣍
永
遠
の
い
の
ち
を
え
る
こ
と
は
真
面
目
に
生
き
た
人
た
ち
が
神

か
ら
授
か
䣬
た
権
利
で
あ
り
約
束
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
䣎
そ
れ
ほ
ど
今
䣍
生
き
て
い
る
こ

と
は
大
事
で
あ
る
䣎
そ
し
て
幸
福
と
は
愛
を
も
䣬
て
春
夏
秋
冬
䣍
様
々
な
街
の
風
景
を
眺
め
て

み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
䣍
ま
た
自
分
が
周
囲
か
ら
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
䣎
愛
が
愛
を

呼
ぶ
䣎
止
ま
ら
な
い
䣎
私
の
書
き
も
の
䣍
我
々
が
死
ぬ
の
か
䣍
生
き
る
の
か
䣍
わ
か
ら
な
い
と

い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
䣎
た
だ
わ
か
ら
な
い
よ
り
イ
エ
ス
は
死
ん
で
も
生
き
る
䣎
生
き
て
も
死

な
な
い
と
言
䣬
て
い
る
䣎
そ
れ
を
推
察
す
れ
ば
い
ま
ま
で
の
形
に
な
䣬
て
し
ま
う
䣎
つ
ま
り
ど

䣬
ち
で
も
い
い
の
で
は
䣎
結
局
䣍
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
人
は
罰
を
与
え
ら
れ
䣍
ま
た
罪
を
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犯
す
䣎
聖
書
は
示
す
䣍
真
由
子
さ
ん
は
俺
を
愛
し
て
い
る
と
䣎
で
も
そ
れ
だ
け
を
ぼ
䣬
か
け
る

と
煩
悩
に
毒
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
䣎
こ
の
愛
の
境
涯
を
皆
に
知
ら
し
め
な
さ
い
䣎
こ
れ
が

真
実
で
あ
る
䣎
人
間
義
人
は
神
の
物
差
し
を
持
䣬
た
䣎
お
前
の
こ
れ
か
ら
後
に
と
䣬
て
䣍
寒
風

の
中
䣍
猫
を
死
な
せ
た
方
が
互
い
に
安
楽
で
あ
䣬
た
の
だ
䣎
お
前
は
あ
え
て
苦
難
を
背
負
䣬
た
䣎

神
の
声
か
䣎
猫
は
サ
タ
ン
の
使
い
か
䣎
だ
が
私
は
感
謝
し
て
い
る
䣎
我
が
家
の
庭
に
迷
い
込
ん

で
き
て
く
れ
て
䣎
な
ぜ
か
慈
愛
が
深
ま
䣬
て
く
る
か
ら
だ
䣎
神
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
だ
ろ

う
か
䣎
無
視
䣍
そ
ん
な
薄
情
な
こ
と
は
私
䣍
義
人
に
は
で
き
な
か
䣬
た
䣎
人
と
し
て
の
良
心
䣍

想
い
で
あ
る
䣎
神
は
非
情
を
勧
め
る
の
だ
ろ
う
か
䣎
真
実
は
䣍
猫
は
私
の
愛
に
生
き
る
覚
悟
を

試
み
る
た
め
の
神
の
御
使
い
で
あ
䣬
た
䣎
䣓
神
と
知
䣬
て
䣍
無
知
に
な
り
感
謝
せ
ず
空
し
く
な

り
心
は
暗
く
な
䣬
た
䣔
い
う
聖
句
が
あ
る
䣎
何
度
も
出
る
䣎
䣓
誰
に
も
頭
を
下
げ
た
く
な
い
䣔

職
人
気
質
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
䣎
神
に
対
し
て
䣍
な
ぜ
頭
を
下
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
䣎

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
䣎
自
然
に
神
仏
へ
の
感
謝
が
生
ま
れ
た
と
き
気
づ
け
ば
い
い
䣎
䣓
俺
は
他

人
や
䣍
神
仏
な
ど
信
じ
な
い
䣎
人
の
つ
な
が
り
を
信
じ
な
い
䣔
真
実
の
幸
福
は
見
い
だ
せ
な
い

だ
ろ
う
䣎
神
と
し
て
私
は
決
し
て
奉
䣬
て
ほ
し
い
と
は
思
䣬
て
い
な
い
䣎
だ
が
わ
ず
か
で
も
い

い
䣍
笑
顔
で
敬
意
を
も
䣬
て
話
し
か
け
て
ほ
し
い
䣎
そ
れ
だ
け
で
満
足
で
あ
る
䣎
敬
意
と
は
神

の
子
が
お
互
い
を
思
い
や
り
尊
重
し
合
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
私
に
と
䣬
て
Ｒ
会
は
比
叡
山

の
よ
う
な
仏
教
の
総
合
大
学
で
あ
䣬
た
と
思
う
䣎
た
く
さ
ん
本
を
購
い
読
ん
だ
䣎
あ
る
女
性
䣍
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自
慢
を
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
性
格
䣎
人
の
上
に
い
な
い
と
気
分
が
悪
い
み
た
い
だ
䣎
独
善
的
に

䣓
仲
良
し
で
い
な
く
て
は
䣔
と
押
し
付
け
る
䣎
な
ぜ
嫁
姑
の
仲
が
い
い
の
を
吹
聴
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
䣎䣓
あ
ん
た
達
は
ダ
ラ
だ
か
ら
う
ま
く
い
か
な
い
の
だ
䣔䣓
Ｒ
会
の
教
え
を
聞
か

ん
か
ら
だ
䣔
䣎
洗
脳
さ
れ
た
の
も
気
づ
か
ず
䣍
主
体
性
を
持
ち
一
生
懸
命
に
生
活
し
て
い
る
人

た
ち
を
小
馬
鹿
に
す
る
䣎
同
悲
同
苦
は
ど
こ
に
行
䣬
た
の
か
䣎
彼
女
は
他
人
の
不
幸
を
こ
と
の

ほ
か
喜
ぶ
䣍
心
の
貧
し
い
女
だ
䣎
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
䣍
健
忘
か
変
節
か
わ
か
ら
ぬ
が
教

会
長
の
受
け
売
り
を
咀
嚼
も
せ
ず
味
噌
も
糞
も
一
緒
に
し
て
大
声
で
広
宣
す
る
䣎
私
が
許
せ
な

い
の
は
彼
女
が
仏
の
使
い
を
標
榜
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
䣎
そ
し
て
彼
女
の
人
物
䣍
掲
げ
る
看

板
は
Ｒ
会
に
と
䣬
て
は
決
し
て
プ
ラ
ス
に
は
な
䣬
て
い
な
い
䣎
古
参
の
貧
乏
人
の
悪
女
の
深
情

け
䣍
新
人
は
忌
避
す
る
だ
ろ
う
䣎
䣓
も
う
や
め
て
い
䣬
て
欲
し
い
䣔
そ
ん
な
声
も
聞
こ
え
て
き

た
䣎
虚
空
に
浮
か
ん
だ
彼
女
䣎
あ
ま
り
に
も
哀
れ
だ
䣎
今
䣍
修
行
と
し
て
毎
日
営
業
の
ア
ポ
イ

ン
ト
を
取
る
仕
事
の
因
縁
を
も
ら
䣬
て
い
る
䣎
䣓
あ
な
た
が
自
慢
す
る
よ
う
な
広
い
心
は
な
く

て
い
い
か
ら
䣍
理
屈
だ
け
は
怒
ら
ず
聞
こ
う
ね
䣎
大
同
小
異
よ
り
悪
の
消
去
法
の
方
が
目
に
見

え
な
い
精
神
世
界
で
は
本
質
な
の
だ
よ
䣎
周
り
の
人
た
ち
を
下
に
見
る
の
は
も
う
や
め
よ
う
ね
䣎

自
分
が
認
め
ら
れ
な
い
䣎
知
ら
な
い
う
ち
に
侮
辱
す
る
か
ら
侮
辱
さ
れ
る
の
だ
よ
䣎
私
は
そ
れ

を
教
え
る
た
め
に
示
現
し
て
い
る
の
だ
よ
䣎
わ
ざ
わ
ざ
偉
そ
う
に
は
な
り
た
く
な
か
䣬
た
が
䣎

そ
れ
ほ
ど
聖
書
か
ら
の
神
の
愛
は
深
い
の
で
あ
る
䣎
宗
教
を
や
䣬
て
い
る
こ
と
は
䣍
世
間
で
は
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決
し
て
自
慢
に
は
な
り
ま
せ
ん
䣎
む
し
ろ
自
己
決
定
で
き
な
い
情
け
な
い
奴
く
ら
い
に
思
わ
れ

ま
す
䣎
人
々
が
争
い
䣍
格
闘
す
る
中
䣍
精
神
世
界
に
遊
戯
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
馬
鹿
に
さ
れ

て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
䣎
富
や
名
誉
が
一
番
と
い
う
世
間
と
は
価
値
観
が
違
う
の
で
す
䣎
そ
こ

を
踏
ま
え
仏
様
の
価
値
観
で
社
会
に
働
き
か
け
る
と
き
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
䤀
䥹
戦
略
䥺
は
優
し
い

顔
䣍
柔
和
な
心
䣍
愛
情
あ
る
言
葉
に
つ
き
ま
す
䣎
周
り
の
人
に
振
り
向
け
て
み
て
下
さ
い
䣎
何

か
が
変
わ
り
ま
す
か
ら
䣎
私
は
気
づ
い
て
ほ
し
い
だ
け
な
の
で
す
䣎
も
の
ご
と
に
は
䣍
い
ろ
い

ろ
な
見
方
䣍
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
䣎
教
え
を
盲
信
し
て
事
後
承
諾
で
納
得
さ
せ
ら
れ
る
䣎

何
度
も
い
う
が
䣍
自
分
た
ち
だ
け
が
絶
対
正
し
い
䣎
会
䣍
中
心
に
味
噌
も
糞
も
一
緒
に
す
る
䣎

独
善
的
な
馬
鹿
な
教
え
䣍
き
れ
い
さ
䣬
ぱ
り
ド
ブ
川
へ
捨
て
ち
ま
え
䣎
人
の
心
に
悪
影
響
を
与

え
る
と
䣍
あ
な
た
を
責
め
る
と
い
う
よ
り
䣍
こ
れ
が
導
き
の
親
だ
䣬
た
あ
な
た
へ
の
私
か
ら
の

恩
返
し
な
の
で
す
䣎
本
当
に
成
仏
し
て
下
さ
い
䣎
涙
を
の
み
唇
を
か
み
し
め
お
願
い
し
ま
す
䣎䣔

私
は
一
度
䣍
先
の
本
で
夫
婦
の
愛
ほ
ど
も
ろ
い
も
の
は
な
い
と
記
し
た
が
䣍
だ
か
ら
こ
そ
結
び

つ
け
ば
最
高
の
愛
に
な
る
の
で
あ
る
䣎
私
の
目
指
す
世
界
で
あ
る
䣎 

真
子
䣍
千
華
へ
休
日
は

安
息
日
と
し
て
大
切
に
せ
よ
䣎
休
養
を
た
䣬
ぷ
り
取
る
と
䣍
と
も
に
自
分
を
振
り
返
䣬
て
み
よ

う
䣎
何
度
も
言
う
が
目
に
見
え
な
い
世
界
を
大
事
に
せ
よ
䣎
幸
せ
が
ま
い
こ
む
よ
䣎
お
じ
ち
䣭

ん
を
神
す
な
わ
ち
愛
だ
と
信
じ
る
の
だ
䣎
愛
し
て
い
る
䣎
こ
の
輪
を
広
げ
よ
䣎 

俺
が
日
蓮
だ
䣍
神
だ
䣎
そ
ん
な
こ
と
よ
り
日
蓮
䣍
神
の
心
が
解
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
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だ
䣎
そ
れ
が
俺
は
日
蓮
䣍
神
䣍
イ
エ
ス
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
人
間
関
係
は
成
熟
し
な
け
れ

ば
話
し
合
い
は
成
り
立
た
ず
喧
嘩
に
な
る
の
が
お
ち
で
あ
る
䣎
孤
独
を
乗
り
越
え
れ
ば
い
い
こ

と
だ
ら
け
だ
䣎
人
に
依
存
䣍
迎
合
し
な
く
て
済
む
䣎
神
仏
の
慈
悲
を
感
じ
る
䣎
そ
し
て
愛
を
周

り
に
そ
そ
ぐ
の
だ
䣎
真
の
友
情
の
構
築
の
た
め
䣎
イ
エ
ス
は
愛
と
栄
光
の
た
め
死
ん
だ
䣎
も
う

犠
牲
は
い
ら
な
い
䣎
た
だ
䣍
彼
に
感
謝
す
る
だ
け
で
あ
る
䣎
䥹
涙
䥺
真
由
子
さ
ん
は
愛
を
選
択

せ
ず
䣍
あ
り
き
た
り
な
夢
䣍
富
䣍
財
産
䣍
責
任
感
を
選
ん
だ
だ
け
か
䣎
仕
方
な
い
か
䣎
神
の
愛
䣎

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
䣬
た
の
か
䣎
因
縁
か
䣎
そ
れ
と
も
そ
れ
が
愛
だ
䣬
た
の
か
䣎
ロ

䤀
マ
人
へ
の
手
紙
第
３
章
３
節
䣓
も
し
彼
ら
の
う
ち
に
不
信
実
の
も
の
が
あ
䣬
た
と
し
た
ら
そ

の
不
信
実
に
よ
䣬
て
神
の
真
実
は
無
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
䣎
䣔
神
で
あ
る
私
が
他
宗
を
信
じ
る

偽
り
も
の
と
し
て
裁
く
の
は
こ
こ
で
あ
る
䣎
４
節
䣓
断
じ
て
そ
う
で
は
な
い
䣎
あ
ら
ゆ
る
不
信

実
な
も
の
を
偽
り
者
と
し
て
い
る
䣔
偽
り
者
と
は
䣎
不
信
実
䣍
不
従
順
に
し
て
頑
迷
な
イ
エ
ス

に
従
わ
な
い
も
の
達
で
あ
る
䣎
や
み
く
も
に
邪
教
を
信
じ
る
䣎
も
し
く
は
興
味
を
持
つ
も
の
で

あ
る
䣎
引
き
続
き
４
節
神
を
真
実
な
も
の
と
す
る
べ
き
で
あ
る
䣎
そ
れ
は
䣓
あ
な
た
が
言
葉
を

述
べ
る
と
き
は
䣍
義
と
さ
れ
䣍
あ
な
た
の
裁
き
を
受
け
る
と
き
に
勝
利
を
得
る
た
め
䣔
と
聖
書

に
書
い
て
あ
る
通
り
で
あ
る
䣎
つ
ま
り
他
宗
の
者
の
信
心
に
対
し
神
に
は
責
任
は
な
い
䣎
そ
し

て
彼
ら
は
最
後
の
審
判
に
お
い
て
大
き
な
負
債
を
払
わ
さ
れ
る
䣎
だ
か
ら
こ
そ
私
は
義
を
訴
え

る
の
で
あ
る
䣎
自
身
の
こ
と
よ
り
人
々
の
行
く
末
を
案
じ
て
い
る
の
だ
䣎
神
を
信
じ
る
こ
と
が
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出
来
る
も
の
が
信
じ
る
だ
ろ
う
䣎
美
し
い
心
を
も
䣬
て
䣎
母
に
は
肉
親
の
情
を
超
え
て
キ
リ
ス

ト
の
愛
䥹
ア
ガ
ペ
䤀
䥺
に
包
ま
れ
て
䣍
大
き
な
想
い
を
胸
に
抱
き
䣍
ひ
た
す
ら
富
を
求
め
る
だ

け
と
い
う
偽
り
の
中
に
あ
る
人
々
に
対
し
䣍
自
分
は
悔
い
改
め
イ
エ
ス
を
信
じ
回
心
し
た
と
い

う
表
明
を
䣍
喜
ん
で
し
て
ほ
し
い
の
だ
が
䣎
ま
だ
難
し
い
か
な
䣎
少
し
は
理
解
で
き
る
か
䣎
す

べ
て
は
予
定
調
和
䣎
神
の
子
は
定
め
ら
れ
て
い
る
䣎
心
を
美
し
く
䣍
真
実
の
愛
を
䣎
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䥹
第
三
章
䥺
人
は
皆
䣍
罪
人
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
䣎
そ
ん
な
自
分
の
自
然
な
心
に
す
べ

て
を
ま
か
す
䣎
そ
こ
か
ら
何
か
が
始
ま
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
あ
る
宣
教
師
が

䣓
自
分
が
説
教
す
る
か
ら
集
会
場
に
来
て
く
れ
䣔
と
い
う
䣎
犠
牲
と
い
う
価
値
観
を
後
生
大
事

に
抱
く
彼
ら
が
䣍
自
ら
の
顕
示
欲
を
観
に
来
い
䣎
矛
盾
だ
䣎
い
や
違
う
䣎
欲
望
が
あ
る
か
ら
こ

そ
犠
牲
と
い
う
も
の
の
意
味
が
あ
る
の
か
䣎
宣
教
と
は
皆
の
た
め
に
そ
れ
を
喜
び
と
し
䣍
共
に

至
福
な
気
分
に
な
れ
る
よ
う
䣍
弁
舌
拙
く
て
も
説
か
れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
䣎
自
慢
は
一
番

い
け
な
い
こ
と
だ
䣎
そ
こ
に
は
自
己
分
析
し
客
観
す
る
自
分
が
い
な
い
䣎
幼
い
頃
䣍
父
親
と
一

軒
一
軒
布
教
に
回
り
䣍
あ
る
家
で
䣓
な
ん
で
䣍
こ
ん
な
子
供
を
連
れ
て
歩
く
䣎
早
く
晩
飯
を
食

わ
せ
ろ
䣔
䣓
私
は
好
き
で
や
䣬
て
い
る
の
で
す
䣔
彼
は
い
つ
も
聖
書
の
文
言
を
大
事
に
し
て
い

る
が
䣍
聖
書
に
記
さ
れ
て
あ
る
内
容
も
解
ら
ぬ
子
供
が
言
い
放
䣬
た
一
言
䣎
こ
の
エ
ピ
ソ
䤀
ド

で
聖
書
に
込
め
ら
れ
た
神
の
想
い
が
幼
き
彼
の
心
に
広
が
䣬
て
い
た
こ
と
が
解
る
䣎
文
言
よ
り

霊
で
あ
る
䣎
父
親
は
䣓
お
ま
え
䣍
よ
く
言
䣬
た
な
䣔
と
褒
め
た
と
い
う
䣎
だ
が
彼
は
本
質
的
な

聖
書
の
内
容
と
䣍
自
ら
は
弁
が
立
つ
優
秀
な
宣
教
師
な
の
だ
と
い
う
傲
慢
な
の
ぼ
せ
上
り
が
あ

る
と
い
う
矛
盾
を
䣍
現
在
気
付
い
て
い
な
い
䣎
気
を
つ
け
よ
䣍
サ
タ
ン
は
邪
ま
な
名
誉
欲
を
煽

り
䣍
競
わ
せ
分
裂
を
図
る
䣎
そ
し
て
い
ろ
ん
な
悪
い
誘
惑
と
し
て
か
か
わ
䣬
て
く
る
䣎
謙
遜
䣍

謙
虚
を
心
に
抱
い
て
い
な
い
と
い
け
な
い
䣎
䣓
き
䣬
と
幼
き
君
は
䣍
父
親
が
大
き
な
使
命
を
果

た
し
て
い
る
の
が
理
解
で
き
少
し
で
も
い
い
か
ら
手
助
け
に
な
り
た
か
䣬
た
の
だ
よ
䣔
䣎
そ
れ
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が
天
の
父
と
イ
エ
ス
の
関
係
䣍
想
い
䣍
愛
だ
よ
䣍
山
口
さ
ん
䣎 

努
力
が
必
要
な
と
き
も
あ
る
䣎

宴
会
で
尾
崎
の
䣓
ロ
ザ
䤀
ナ
䣔
を
披
露
し
た
い
䣎
Ｃ
Ｄ
を
買
䣬
て
ま
だ
３
日
目
だ
䣎
一
週
間
し

か
猶
予
期
間
は
無
い
䣎
で
も
聖
書
䣍
神
の
ご
加
護
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
䣎
も
し
か
し
た
ら
日

頃
䣍
皆
の
思
䣬
て
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
る
だ
け
だ
䣎
私
の
本
音
で
あ
る
䣎
恥
ず
か
し
げ
も
な

く
愚
か
し
く
表
現
で
き
る
の
は
下
流
に
い
て
䣍
身
の
程
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う
䣎
だ
が
䣍
正

直
な
方
が
い
い
䣎
あ
る
意
味
で
頭
の
い
い
や
つ
は
真
実
を
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
䣎
弱
者
の
優

し
さ
で
あ
る
䣎
往
往
に
し
て
強
者
は
富
を
大
事
に
す
る
が
愛
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
か
ら
だ
䣎

日
蓮
䣍
イ
エ
ス
が
不
遇
と
い
う
苦
難
を
受
け
る
こ
と
は
義
人
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
䣬
た
䣎
世
間

様
と
い
う
も
の
を
代
表
し
た
䣍
権
力
者
は
䣓
世
を
惑
わ
す
も
の
䣔
と
決
め
つ
け
る
の
だ
䣎
つ
ま

り
悪
人
と
さ
れ
る
䣎
義
人
の
人
妻
へ
の
呼
び
か
け
䣍
こ
の
美
し
さ
も
過
ぎ
れ
ば
心
の
盗
み
に
な

る
と
い
う
䣎
で
も
私
は
真
由
子
さ
ん
を
理
不
尽
に
も
慕
䣬
て
い
た
䣎
そ
し
て
何
か
裏
側
で
無
職

の
私
を
悪
人
と
し
て
日
蓮
の
よ
う
に
島
流
し
に
し
た
い
連
中
が
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣎

被
害
妄
想
か
䣎 

䣓
悩
ま
な
い
䣎
な
ぜ
か
そ
れ
は
自
分
の
損
に
な
る
か
ら
䣔
䣎
変
わ
り
身
だ
け

が
早
い
Ｒ
会
の
信
者
䣎
結
局
䣍
私
が
言
い
た
い
の
は
䣍
己
が
罪
に
気
づ
け
と
い
う
こ
と
䣎
ま
ず

そ
こ
か
ら
始
ま
る
䣎
宗
教
団
体
へ
の
布
施
は
対
価
で
は
な
い
䣎
真
由
子
さ
ん
を
愛
し
た
か
ら
こ

そ
自
ら
へ
の
執
着
か
ら
離
れ
た
䣎
た
だ
彼
女
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
䣎
た
と
え
報
わ
れ
な

く
て
も
䣎
多
分
こ
れ
が
究
極
の
美
し
い
愛
な
の
だ
ろ
う
䣎
渡
辺
淳
一
な
ん
か
ぶ
䣬
と
ば
せ
䣎
官
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能
小
説
も
踏
み
つ
け
ろ
䣎
俺
は
た
だ
清
ら
か
な
愛
に
生
き
る
䣎
上
手
く
い
こ
う
䣎
助
か
ろ
う
䣍

生
き
よ
う
と
思
う
か
ら
難
し
く
し
ん
ど
く
な
る
䣎
な
る
よ
う
に
な
る
䣎
人
事
を
尽
く
し
天
に
委

ね
る
䣎
こ
れ
で
い
い
䣎
真
実
の
栄
光
の
た
め
に
命
を
か
け
る
䣎
命
は
一
番
大
切
な
も
の
だ
か
ら
䣎

布
施
と
教
団
の
経
営
と
い
う
も
の
が
繋
が
る
䣎
信
者
は
株
主
か
䣎
な
ぜ
䣍
組
織
の
在
り
方
ま
で

考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎
ま
た
䣓
お
布
施
す
る
と
何
か
い
い
こ
と
が
あ
る
䣔
䣎
欲
望
の
声

が
す
る
䣎
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
䣎
お
互
い
の
利
益
の
た
め
䣍
手
を
結
ぶ
䣎
バ
チ
カ
ン
と
Ｒ
会
䣎

そ
の
た
め
に
費
や
さ
れ
る
大
量
の
穢
れ
た
お
金
䣎
お
布
施
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
䣎
子
供

が
生
ま
れ
れ
ば
䣍
百
万
䣍
新
築
し
た
ら
二
百
万
䣎
あ
る
女
性
は
こ
の
傍
若
無
人
さ
を
す
べ
て
認

め
る
䣎
自
ら
も
依
頼
さ
れ
て
支
払
䣬
た
口
だ
か
ら
だ
䣎
ノ
ル
マ
を
持
た
さ
れ
る
支
部
長
の
気
持

ち
が
解
る
と
言
う
䣎
仏
の
手
か
ら
こ
ぼ
れ
る
罰
䣍
逃
れ
る
た
め
に
マ
ヒ
し
た
頭
で
䣍
自
分
の
幸

福
が
担
保
さ
れ
る
と
喜
び
䣍
人
に
は
一
文
も
施
さ
ず
た
め
込
ん
だ
財
産
を
吐
き
出
す
䣎
教
団
の

カ
ス
テ
ラ
販
売
に
際
し
て
は
職
員
の
雇
用
の
た
め
だ
と
容
赦
す
る
䣎
祈
り
の
家
を
商
売
の
家
に

し
て
は
い
け
な
い
䣎
聖
書
に
は
䣓
福
音
を
伝
え
る
の
は
無
代
価
䣍
見
返
り
を
期
待
し
て
は
い
け

な
い
䣔
と
あ
る
䣎
そ
し
て
生
活
の
心
遣
い
を
嫌
う
䣎
真
の
感
謝
が
大
事
だ
か
ら
で
あ
る
䣎
心
䣍

愛
が
大
切
で
あ
る
䣎
本
当
の
愛
䣍
慈
悲
䣍
思
い
や
り
か
ら
な
ら
ど
ん
な
寄
付
も
神
に
許
さ
れ
よ

う
䣎
最
近
知
䣬
た
話
䣎
尾
崎
が
イ
デ
䤀
䥹
理
念
䥺
を
ぶ
つ
け
社
会
的
責
任
を
止
揚
さ
せ
て
く
れ

と
言
䣬
て
い
た
と
聞
い
た
䣎
本
当
に
嬉
し
か
䣬
た
䣎
そ
れ
は
彼
の
息
子
が
出
演
し
て
い
る
特
番
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の
放
送
の
な
か
で
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
䣎
や
は
り
彼
は
社
会
を
愛
に
て
幸
福
へ
向
か
わ
せ
る
ロ

䣹
ク
ン
ロ
䤀
ラ
䤀
だ
䣬
た
䣎
イ
エ
ス
䣍
日
蓮
と
同
じ
に
お
い
が
す
る
䣎
そ
し
て
死
す
べ
き
時
を

運
命
的
に
約
束
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
䣎
鮮
烈
に
カ
リ
ス
マ
と
な
䣬
た
䣎
覚
醒
剤
も
䣍
尾
崎
が

愛
し
た
あ
ら
ゆ
る
不
遇
な
人
々
の
人
生
を
思
う
と
き
実
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
だ
䣬

た
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
私
の
父
も
ア
ル
コ
䤀
ル
依
存
と
い
う
み
ち
を
選
択
し
た
䣎
酒
を
売
る
と

い
う
生
業
が
辛
か
䣬
た
の
だ
ろ
う
䣎
母
が
父
の
悪
口
を
言
う
䣎
あ
る
と
き
朝
䣍
起
き
が
け
に
父

が
殴
䣬
た
と
い
う
䣎
䣓
当
た
り
前
の
顔
を
し
て
い
る
䣔
き
ち
が
い
水
を
売
䣬
て
生
き
て
い
る
身

で
あ
り
な
が
ら
罪
悪
感
も
な
く
淡
々
と
己
の
感
情
だ
け
で
我
を
振
り
ま
く
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
鼻

に
つ
い
た
の
だ
ろ
う
䣎
母
に
䣓
親
父
は
尾
崎
豊
だ
䣬
た
䣔
と
は
な
し
た
䣎
母
は
䣓
も
う
言
う
な
䣎

父
ち
䣭
ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
䣔
と
小
声
で
い
う
と
黙
䣬
た
䣎
親
父
は
真
実
の
清
ら
か
な
愛
を
追

い
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
䣎
義
侠
心
か
ら
く
る
友
情
䣎
孤
独
死
し
た
安
さ
ん
と
小
学
校
の
裏

の
里
山
で
楽
し
そ
う
に
一
升
瓶
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
る
写
真
が
あ
る
䣎
義
兄
弟
䣎
茶
碗
酒

で
あ
る
䣎
こ
ん
な
温
か
い
友
情
は
い
ま
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
䣎
俺
は
ど
う
な
の
か
䣎
冷
酷
で

な
い
か
䣎
誰
で
も
い
い
か
ら
俺
の
寂
し
く
て
暖
か
い
胸
中
を
解
䣬
て
く
れ
る
や
つ
は
い
な
い
か
䣎

そ
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
い
䣎
心
の
底
か
ら
そ
う
思
う
䣎 

こ
の
世
に
存
在
し
続
け
る
か
䣎
死
ん
で
あ
の
世
に
行
く
か
䣎
私
は
二
通
り
の
道
を
示
し
て
い

る
䣎
こ
れ
は
真
摯
に
生
き
た
人
た
ち
の
為
の
道
標
で
あ
る
䣎
ど
䣬
ち
に
転
ん
で
も
幸
せ
と
い
う
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こ
と
だ
䣎
満
足
が
大
事
だ
䣎
自
己
満
足
と
違
う
䣍
真
の
満
足
䣎
神
の
気
持
ち
が
解
る
䣎
そ
れ
が

つ
ま
り
神
で
あ
る
こ
と
の
証
明
な
の
か
䣎
懐
疑
的
質
問
だ
が
䣓
前
世
が
お
前
に
は
わ
か
る
の
か
䣔

と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
䣎
シ
ネ
マ
䣍
三
丁
目
の
夕
日
䣍
続
編
だ
䣎
東
京
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
開

催
さ
れ
る
䣎
バ
レ
䤀
ボ
䤀
ル
䣎
東
洋
の
魔
女
た
ち
が
評
判
を
呼
ぶ
䣎
そ
し
て
数
日
後
䣍
子
供
た

ち
は
口
々
に
䣓
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
飽
き
た
䣍
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
飽
き
た
䣔
と
路
地
を
歩
き
な
が
ら
月

光
仮
面
を
待
ち
望
む
䣎
ま
た
小
さ
な
自
動
車
修
理
工
場
に
勤
め
る
䣍
青
森
か
ら
集
団
就
職
し
て

き
た
工
員
の
女
性
ろ
く
ち
䣭
ん
䣎
当
時
䣍
悪
行
と
さ
れ
た
䣍
只
で
診
療
を
娼
婦
や
や
く
ざ
に
施

す
医
師
䣎
そ
し
て
ふ
た
り
は
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
䣎
梅
ち
䣭
ん
先
生
み
た
い
䣎
い
い
映
画
だ

な
あ
䣎
高
度
成
長
期
か
ら
衰
退
期
䣍
停
滞
期
を
得
て
成
熟
期
に
入
䣬
て
行
く
䣎
競
争
云
々
よ
り

民
進
党
の
代
表
と
な
䣬
た
蓮
舫
さ
ん
が
現
在
パ
ホ
䤀
マ
ン
ス
で
あ
䣬
た
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
䣍

か
つ
て
見
せ
て
く
れ
䣍
言
䣬
て
く
れ
た
䣍
事
業
仕
分
け
䣓
二
番
じ
䣭
ダ
メ
な
の
で
す
か
䣔
そ
う

だ
䣎
中
国
に
一
番
を
譲
䣬
て
や
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
䣎
向
こ
う
の
方
が
歴
史
は
古
い
し
唐
の

律
令
制
度
な
ど
の
政
治
体
制
を
含
め
䣍
海
を
越
え
色
々
な
文
化
䣍
思
想
が
伝
わ
䣬
て
来
た
の
だ
䣎

そ
こ
に
は
尊
敬
し
尊
重
し
合
う
風
土
が
生
ま
れ
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎
ア
ジ
ア
の
盟
主
を

ゆ
ず
る
こ
と
で
安
全
保
障
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
で
は
な
い
か
䣎
私

の
言
䣬
て
い
る
こ
と
は
財
力
䣍
体
力
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
䣍
ル
サ
ン
チ
マ
ン(

恨
み)
か
ら

だ
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
し
か
し
勝
利
と
愛
と
ど
䣬
ち
が
欲
し
い
䣍
一
時
の
栄
光



200 

と
永
遠
の
平
和
ど
䣬
ち
が
よ
い
だ
ろ
う
䣎
私
は
た
だ
愛
と
平
和
に
価
値
観
を
置
く
人
を
愛
す
る

の
で
あ
る
䣎
神
だ
か
ら
で
あ
る
䣎
い
や
人
間
と
し
て
も
䣎 

私
は
か
つ
て
䣓
激
す
る
さ
と
り]

の
中
で
顕
正
会
が
愛
よ
り
も
命
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を

批
判
的
に
書
い
た
が
䣍
日
蓮
の
生
き
て
い
た
時
代
䣍
理
不
尽
な
死
を
迎
え
る
人
達
が
大
勢
い
た

の
で
あ
ろ
う
䣎
だ
か
ら
こ
そ
命
の
も
ろ
さ
か
ら
そ
の
大
切
さ
を
う
䣬
た
え
た
䣎
金
と
命
䣎
そ
の

当
時
䣍
同
次
元
で
な
か
䣬
た
か
も
し
れ
な
い
䣎
い
ま
は
ど
う
で
し
䣯
う
か
䣎
金
の
方
が
大
事
と

い
う
や
つ
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
䣎 

ソ
チ
は
傍
若
無
人
に
何
で
も
踏
み
つ
け
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
心
の
こ
も
䣬
た
聖
書
も
䣎 

し
か
し
私
が
活
用
し
て
い
る
聖
書
は
絶
対
踏
ま
な
い
䣎
し
か
し
私
の
書
き
も
の
は
遠
慮
も
な

く
知
ら
ぬ
顔
で
踏
み
つ
け
る
䣎
ど
う
や
ら
聖
な
る
も
の
は
私
の
聖
書
だ
け
み
た
い
だ
䣎
素
直
に

私
の
書
い
た
も
の
が
売
れ
れ
ば
い
い
な
あ
と
は
思
う
䣎
散
々
苦
し
ん
だ
䣎
と
ら
わ
れ
て
い
た
䣍

私
の
書
い
た
も
の
は
自
己
顕
示
欲
だ
け
の
も
の
で
な
い
か
と
䣎
素
直
に
䣍
温
か
く
そ
れ
で
い
い
䣎 

と
は
い
䣬
て
も
私
は
困
窮
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
䣎
生
活
に
困
䣬
て
い
る
だ
ろ
う
か
䣎
や

は
り
書
き
も
の
の
代
価
を
求
め
る
と
い
う
の
は
間
違
䣬
て
い
る
の
だ
䣎
変
に
迎
合
し
た
り
修
正

し
た
り
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
䣎
製
本
す
る
と
い
う
こ
と
は
誰
か
に
読
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
䣍
最
近
気
づ
い
た
䣎
な
ん
と
い
う
の
ん
び
り
屋
だ
䣎
聖
書
の
言
う
よ
う
に

富
に
毒
さ
れ
る
の
は
良
く
な
い
が
金
を
増
や
す
の
は
あ
り
み
た
い
䣎
誠
実
に
䣎
聖
書
は
そ
の
存
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在
に
よ
り
䣍
自
分
の
こ
と
䣍
相
手
の
こ
と
䣍
そ
う
い
う
関
係
性
を
通
し
て
フ
レ
ン
ド
リ
䤀
な
親

近
感
を
生
み
出
さ
せ
る
䣎
真
由
子
さ
ん
に
も
一
途
に
そ
れ
を
訴
え
る
䣎
人
間
は
挫
折
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
深
く
な
る
䣎
結
局
私
の
本
は
内
容
か
ら
し
て
も
売
れ
な
い
だ
ろ
う
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎 

な
ぜ
か
私
利
私
欲
が
許
せ
な
か
䣬
た
の
だ
ろ
う
な
あ
䣎
公
益
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
䣎

私
が
組
織
を
嫌
う
の
は
䣍
人
々
は
教
え
䣍
真
理
よ
り
組
織
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ

る
䣎
本
末
転
倒
の
典
型
で
あ
る
䣎 

公
私
混
同
Ｏ
Ｋ
䣍
そ
れ
で
な
く
て
愛
が
成
り
立
つ
わ
け
は

な
い
䣎
色
々
䣍
い
ち
い
ち
う
る
さ
い
こ
と
を
言
う
か
ら
少
子
化
に
な
る
の
だ
䣎
で
も
セ
ク
ハ
ラ

は
良
く
な
い
䣍
侮
辱
だ
か
ら
で
あ
る
䣎 

素
敵
な
場
所
へ
行
く
䣍
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
䣎
一
緒
に
ケ
䤀
キ
を
食
う
䣎
そ
れ
も
よ
い
䣍
だ

が
そ
れ
は
舞
台
装
置
だ
䣎
愛
し
合
う
䣍
二
人
に
は
静
か
な
空
間
が
あ
䣬
た
方
が
い
い
の
か
も
し

れ
な
い
䣎
い
や
ど
ん
な
場
所
で
も
楽
し
い
だ
ろ
う
䣎 

自
分
の
生
活
を
心
配
し
あ
た
ふ
た
と
し
䣍

教
え
を
広
め
な
い
と
い
う
の
は
悪
魔
を
喜
ば
す
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
䣎
釈
迦
に
と
䣬
て
宮
殿
で

の
生
活
は
い
つ
も
注
目
䣍
管
理
さ
れ
酷
く
辛
か
䣬
た
だ
ろ
う
䣎
自
由
へ
の
憧
れ
は
強
い
想
い
に

な
䣬
て
い
䣬
た
だ
ろ
う
䣎 

聖
書
は
展
望
と
し
て
基
本
的
に
は
昨
日
を
思
う
な
䣍
明
日
を
語
る
な
䣎
と
一
日
の
始
め
に
そ

の
日
を
考
え
よ
と
示
し
て
く
る
䣎
自
分
の
書
き
も
の
を
自
負
す
る
こ
と
も
あ
る
䣎
し
か
し
謙
虚

に
な
る
と
き
思
う
䣍
み
ん
な
百
も
承
知
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
䣎
私
の
書
く
こ
と
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く
ら
い
は
䣎 

あ
る
少
年
は
小
学
６
年
生
の
法
務
省
主
催
の
作
文
コ
ン
ク
䤀
ル
で
県
代
表
に
な
䣬
た
䣎
内
容

は
コ
ミ
䣻
ニ
テ
䣵
䤀
を
構
築
し
て
み
ん
な
で
問
題
を
解
決
し
犯
罪
の
抑
止
力
に
発
展
さ
せ
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
ら
し
い
䣎
私
は
直
に
読
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
の
で
ど
う
と
も
い
え
な
い
䣎

役
人
が
喜
ぶ
オ
䤀
ソ
ド
䣹
ク
ス
な
も
の
を
表
現
力
豊
か
に
著
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
私
は
思

う
䣎
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
䣬
て
も
少
年
時
代
の
社
会
参
加
へ
の
意
志
と
正
義
感
は
必
要
で
あ

る
䣎
た
だ
䣍
彼
が
不
条
理
に
見
え
る
世
間
䣍
積
も
䣬
た
問
題
に
囲
ま
れ
た
と
き
執
筆
意
欲
を
な

く
さ
ず
い
い
も
の
を
書
い
て
ほ
し
い
と
勝
手
に
期
待
し
慮
る
の
で
あ
䣬
た
䣎
金
銭
欲
䣍
権
勢
欲
䣍

悪
と
呼
ば
れ
て
も
Ｒ
会
は
積
極
的
と
歓
迎
す
る
䣎
俺
は
思
想
家
だ
䣎
結
局
い
ろ
い
ろ
触
手
を
伸

ば
し
て
み
た
が
䣍
俺
は
静
か
に
し
て
い
れ
ば
い
い
み
た
い
だ
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
悪
の
終
わ
る
世

界
䣎
た
だ
プ
ラ
プ
ラ
漂
う
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
科
学
と
信
仰
䣎
諸
行
無
常
の
マ
イ
ナ
ス
部
分
に
逆

ら
い
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
向
か
う
科
学
䣎
だ
が
そ
こ
に
は
現
世
利
益
に
繋
が
る
大
乗
仏
教
と

の
接
点
が
あ
る
䣎
確
か
に
そ
う
だ
ろ
う
が
諸
行
無
常
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
䣎 

道
元
の
䣓
出
家
至
上
主
義]

䣍
あ
る
宗
教
思
想
家
は
䣓
修
行
至
上
主
義
䣔
と
い
う
䣎
そ
こ
に

は
欲
望
に
う
ま
く
向
か
え
な
い
既
存
の
僧
侶
に
対
し
䣍
簡
素
で
質
素
な
暮
ら
し
を
お
く
る
䣎
い

わ
ゆ
る
阿
羅
漢
へ
向
か
う
釈
尊
教
団
へ
と
䣍
理
想
を
追
う
姿
が
感
じ
ら
れ
る
䣎
し
か
し
こ
こ
に

な
に
も
の
に
も
こ
だ
わ
ら
な
い
空
と
い
う
教
え
を
用
い
た
い
䣎
楽
な
生
き
方
を
し
た
い
䣎
そ
れ
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が
庶
民
の
求
め
て
い
た
く
ら
し
䣍
姿
で
あ
ろ
う
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
大
き
な
船
に
乗
り

彼
岸
へ
渡
る
䣎
降
り
て
も
法
華
経
と
い
う
身
に
つ
い
た
も
の
が
あ
る
か
ら
困
惑
す
る
こ
と
は
な

い
䣎
生
き
る
こ
と
が
善
き
こ
と
だ
か
ら
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
䣎
た
だ
生
き
て
い
る
の
で
仕

方
な
く
生
き
て
い
る
䣎
死
ぬ
こ
と
も
悪
い
事
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
䣍
死
ぬ
か
ら
死
ぬ
の
で

あ
る
䣎
因
縁
が
あ
れ
ば
う
ま
く
生
死
を
迎
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
䣎
な
ぜ
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い

か
䣍
そ
こ
に
は
恐
怖
と
い
う
感
情
が
あ
る
か
ら
だ
䣎
そ
う
だ
ろ
う
䣎 

Ｒ
会
の
工
作
䣎
傷
つ
け

た
者
よ
り
傷
つ
け
ら
れ
た
者
が
悪
い
と
規
定
し
盲
目
的
で
従
順
な
人
間
を
殖
や
し
お
布
施
と

称
す
る
お
宝
を
巻
き
上
げ
る
䣎
信
者
達
は
気
づ
か
ず
自
分
が
最
高
の
人
間
だ
と
思
䣬
て
い
る
䣎 

イ
エ
ス
は
罪
を
な
く
す
た
め
に
現
れ
た
の
で
は
な
く
許
す
た
め
䣎
つ
ま
り
姦
淫
し
た
女
に

䣓
こ
れ
か
ら
は
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
䣔
と
い
う
が
䣍
女
は
ま
た
罪
を
犯
す
こ
と
が
彼
に
は
解

䣬
て
い
た
䣎
こ
の
世
は
罪
を
犯
さ
ず
に
は
生
き
て
い
け
な
い
世
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
た
の
で
あ
る
䣎
だ
か
ら
こ
そ
䣍
許
す
䣎
十
字
架
は
罪
が
許
さ
れ
る
た
め
の
表
徴
で
あ
る
䣎
人

は
罪
を
犯
さ
ず
に
は
生
き
て
い
け
な
い
が
䣍
心
は
善
に
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
䣎
十
字
架
す
な

わ
ち
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
つ
ま
り
罪
障
消
滅,

そ
し
て
䣎
原
罪
か
ら
の
解
放
䣎
人
の
不
幸
に
よ

り
自
ら
の
幸
福
が
あ
る
と
思
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
人
の
不
幸
を
取
り
除
く
䣍
そ
れ
が
幸
福
に
通

じ
て
い
る
と
信
ぜ
よ
䣎
需
要
へ
の
供
給
が
あ
る
䣎
イ
エ
ス
は
裁
く
た
め
に
来
た
と
い
う
䣎
そ
れ

は
見
え
て
な
い
人
が
見
え
て
な
い
と
い
う
よ
り
は
見
え
て
な
い
人
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
を
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裁
く
と
言
䣬
て
い
る
の
で
あ
る
䣎
彼
ら
が
そ
れ
を
確
信
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
言
う
の
で

あ
る
䣎
つ
ま
り
富
䣍
名
誉
䣍
頑
健
䣍
権
勢
が
確
か
に
依
拠
し
信
じ
ら
れ
る
も
の
だ
と
彼
ら
は
思

䣬
て
い
る
と
䣎
彼
ら
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
䣍
あ
な
た
か
も
し
れ
な
い
䣎
名
も
な
く
䣍
清
く
䣍
美

し
く
䣍
そ
こ
に
愛
が
あ
る
䣎
そ
し
て
想
像
力
と
勇
気
と
サ
ム
マ
ネ
䤀
䣎
聖
書
を
信
じ
䣍
道
標
に

し
て
䣍
心
を
正
せ
ば
䣍
衣
䣍
食
䣍
住
䣍
の
心
配
は
䣍
本
当
に
な
く
な
る
䣎
実
感
で
す
䣎
聖
書
の

保
証
で
す
䣎
ど
う
か
皆
様
䣍
目
に
見
え
な
い
世
界
を
信
じ
て
み
て
下
さ
い
䣎
そ
れ
が
見
え
る
と

い
う
こ
と
で
す
䣎
愛
と
正
義
を
自
分
ら
し
く
追
求
す
る
と
き
䣍
必
ず
眼
前
に
現
れ
て
き
ま
す
䣎

神
と
い
う
絶
対
者
の
愛
が
䣎
コ
リ
ン
ト
人
の
第
一
の
手
紙
䣎
１
章
25
節
神
の
愚
か
さ
は
人
よ

り
も
賢
く
䣍
神
の
弱
さ
は
人
よ
り
強
い
か
ら
で
あ
る
䣎 

言
葉
の
宣
教
も
霊
と
力
の
証
明
に
よ
䣬
た
の
で
あ
る
䣎
森
羅
万
象
䣍
衆
生
は
互
い
に
布
施
し
合

䣬
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
䣍
そ
れ
を
見
つ
め
感
謝
す
る
も
の
に
栄
光
あ
れ
䣎
父
を
信
じ
䣍
神

の
わ
ざ
を
信
ず
る
も
の
は
何
で
も
か
な
え
ら
れ
る
䣎
つ
ま
り
清
く
䣍
美
し
い
願
い
は
䣍
必
ず
か

な
え
ら
れ
る
の
だ
䣎
そ
れ
は
神
を
信
ず
る
者
は
心
が
美
し
い
か
ら
だ
䣎
聖
書
が
お
前
は
臆
病
者

で
は
な
い
と
示
し
た
䣎
ど
う
し
て
も
イ
エ
ス
を
裏
切
䣬
て
し
ま
う
姦
淫
し
た
女
䣎
で
も
イ
エ
ス

の
愛
と
善
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
䣬
て
報
わ
れ
ま
す
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
出
家
し
た
釈
尊
䣎
彼

は
悪
意
か
ら
の
離
脱
も
要
因
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
䣍
善
意
に
よ
る
締
め
付
け
か
ら
も
解
放

さ
れ
た
か
䣬
た
の
で
は
な
い
か
䣎
自
由
を
夢
見
て
䣎
再
び
俺
は
臆
病
者
か
と
聖
書
に
聞
い
た
䣎
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断
じ
て
そ
う
で
は
な
い
と
示
し
た
䣎
自
信
を
持
て
と
䣎 

俺
は
つ
い
つ
い
あ
や
ふ
や
に
な
る
け
ど
䣍
真
由
子
さ
ん
を
愛
し
て
い
る
の
は
真
実
み
た
い
だ
䣎

聖
書
は
力
強
く
認
め
て
く
れ
て
い
る
䣎
悪
を
な
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
悪

を
な
し
え
ず
䣎
信
仰
心
あ
る
科
学
は
愛
と
平
和
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
䣎
決
し
て
信
仰
心
を
科
学

で
規
定
す
る
も
の
で
あ
䣬
て
は
な
ら
な
い
䣎
俺
の
本
を
読
ん
だ
人
䣍
真
実
と
愛
で
立
ち
向
か
お

う
と
い
う
気
概
を
知
䣬
た
人
が
䣍
ひ
と
り
で
も
現
れ
れ
ば
大
い
に
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
と
嬉
し

く
思
い
ま
す
䣎 

日
蓮
が
命
に
こ
だ
わ
䣬
た
の
は
愛
の
た
め
と
殉
教
に
走
る
風
潮
が
神
と
し
て
犠
牲
に
思
え
䣍

容
認
で
き
な
か
䣬
た
䣎
そ
れ
は
あ
の
世
の
幸
福
の
た
め
で
あ
䣬
た
か
ら
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証

人
も
こ
の
世
の
幸
せ
の
た
め
命
と
い
う
も
の
を
重
視
す
る
䣎
所
詮
䣍
人
と
は
命
が
大
事
だ
と
思

う
こ
と
が
自
然
な
の
で
あ
ろ
う
䣎
恥
ず
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
コ
リ
ン
ト
人

へ
の
第
一
の
手
紙
７
章
１
１
節(

し
か
し
万
一
分
か
れ
て
い
る
な
ら
結
婚
し
な
い
で
い
る
か
䣍

そ
れ
と
も
夫
と
和
解
す
る
か
な
さ
い)

ま
た
夫
も
妻
も
離
婚
し
て
は
な
ら
な
い
䣎
主
が
言
䣬
て

い
る
の
で
は
な
く
パ
ウ
ロ
が
言
䣬
て
い
る
䣎
身
の
程
を
知
れ
䣎
神
は
真
実
の
契
約
の
こ
と
を
結

婚
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
だ
䣎
政
略
結
婚
や
金
銭
関
係
䣍
脅
し
に
よ
る
䣍
世
俗
的
䣍
作
為
的
な

結
婚
は
番
外
で
あ
る
䣎
た
だ
ち
に
解
消
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎 

Ｒ
会
䣎
あ
る
信
者
は
善
き
こ
と
に
使
䣬
て
い
た
だ
く
た
め
布
施
し
た
と
い
う
䣎
お
金
の
使
い
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道
䣍
ど
こ
に
呈
出
す
れ
ば
良
い
の
か
判
ら
な
か
䣬
た
と
い
う
䣎
主
体
性
を
捨
て
ず
自
分
の
金
の

用
い
方
は
自
分
で
決
め
ろ
と
言
い
た
い
䣎
お
布
施
と
は
執
着
の
心
を
取
り
除
く
た
め
す
る
も
の

で
あ
る
䣍
何
か
見
返
り
が
少
し
で
も
多
く
得
る
と
こ
ろ
に
寄
付
申
し
上
げ
ま
す
䣎
と
い
う
感
覚

の
信
者
も
い
る
䣎
こ
れ
で
は
営
利
団
体
へ
の
出
資
䣎
当
人
は
い
い
こ
と
し
て
い
る
つ
も
り
な
の

だ
ろ
う
䣎
兎
に
角
䣍
は
じ
め
に
教
団
あ
り
き
䣍
こ
れ
は
絶
対
お
か
し
い
䣍
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ

䤀
ル
が
不
気
味
に
漂
䣬
て
い
る
䣎
ガ
ス
抜
き
と
党
勢
を
示
す
た
め
の
貧
乏
人
か
ら
も
集
金
さ
れ

る
会
費
䣎
塵
も
䣍
積
も
れ
ば
山
と
な
る
䣎
ま
あ
美
味
い
仕
組
み
だ
䣎
宗
教
界
の
ネ
ズ
ミ
講
䣎
急

激
に
党
勢
を
伸
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
䣍
多
分
に
そ
う
い
う
経
営
感
覚
が
発
達
し
た
と
こ
ろ
が

多
い
の
だ
ろ
う
䣎
あ
え
て
私
は
友
を
求
め
な
い
䣎
私
の
中
に
あ
る
䣍
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
心
に

感
応
し
て
く
る
䣍
自
ら
の
心
を
向
き
合
わ
せ
る
者
だ
け
が
兄
弟
な
の
で
あ
る
䣎
素
晴
ら
し
く
な

い
か
い
䣎
俺
は
探
し
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎
何
度
も
書
い
て
い
る
が
私
は
真
由
子
さ
ん
に

対
し
背
伸
び
を
し
䣍
高
下
駄
を
履
い
て
垣
根
の
塀
か
ら
見
え
る
山
茶
花
を
む
し
り
取
ろ
う
と
す

る
た
め
み
た
い
に
ア
ン
ソ
ロ
ジ
䤀
を
腐
心
し
て
創
作
し
て
き
た
䣎
な
ん
と
か
聡
明
な
真
由
子
さ

ん
に
近
づ
き
た
い
䣍
そ
ん
な
哀
れ
な
男
心
䣎
本
心
は
こ
こ
に
あ
り
䣍
ご
理
解
く
だ
さ
い
䣎
今
日

初
め
て
聖
書
と
の
対
話
に
お
い
て
説
得
を
試
み
た
䣎
納
得
し
て
く
れ
た
䣎
凄
い
タ
䤀
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
そ
ん
な
に
浮
か
れ
て
い
て
は
い
け
な
い
な
あ
䣎
エ
ホ
バ
の
証

人
は
霊
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
肉
よ
り
生
ま
れ
た
も
の
に
な
䣬
て
い
る
䣎
日
蓮
は
神
と
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し
て
犠
牲
を
志
向
す
る
も
の
に
対
し
て
絶
対
的
生
命
尊
重
を
訴
え
た
䣎 

俺
を
傷
つ
け
た
く
な

い
の
な
ら
䣍
俺
を
愛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
䣎
病
院
の
経
営
と
か
大
変
な
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
䣎
俺
は
真
由
子
さ
ん
が
生
き
て
い
る
だ
け
で
い
い
䣎
愛
を
バ
カ
に
す
る
人
は
馬
鹿
に
さ

れ
る
愛
し
か
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は
神
に
媚
び
て
い
る
䣎
な
ぜ
強
く
責

め
ぬ
䣎
も
し
か
し
た
ら
サ
タ
ン
は
損
な
役
目
に
あ
䣬
た
の
か
も
䣎
人
間
よ
䣍
善
に
目
覚
め
よ
䣍

神
か
ら
の
メ
䣹
セ
䤀
ジ
で
あ
る
䣎
日
本
人
は
先
の
大
戦
の
不
幸
な
経
験
に
よ
り
神
䣍
愛
に
対
し

て
謙
虚
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
䣎
一
等
国
と
は
ど
こ
の
国
の
ひ
と
も
思
䣬
て
い
る
の

だ
䣎
だ
が
価
値
観
が
同
じ
で
あ
れ
ば
䣍
つ
ま
り
富
で
あ
れ
ば
順
位
は
お
の
ず
と
つ
い
て
く
る
だ

ろ
う
䣎
ブ
䤀
タ
ン
を
尊
べ
䣍
彼
ら
は
ど
こ
の
牽
制
も
干
渉
も
受
け
て
い
な
い
䣎
文
化
と
信
条
を

真
の
幸
福
に
お
い
て
大
切
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
䣎
我
々
の
未
来
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
䣎
私

は
死
ぬ
䣍
生
き
る
䣎
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
䤀
ン
を
書
い
て
き
た
䣎
だ
が
幸
せ
で
あ
り
た
い
䣎
そ
の

望
み
が
絶
望
を
も
た
ら
さ
ず
存
在
し
続
け
る
こ
と
を
み
ん
な
で
祈
ろ
う
䣎
き
䣬
と
良
き
世
界
が

そ
こ
に
は
約
束
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
䣎
ホ
メ
イ
ニ
師
に
よ
る
イ
ラ
ン
革
命
を
何
故
民
衆
が
支
持

し
た
か
䣎
大
き
な
意
味
が
あ
る
障
害
者
は
堂
々
と
愛
䣍
正
直
を
誇
れ
䣎
誠
実
で
あ
れ
䣍
醜
悪
に

な
る
な
䣎
健
常
者
に
も
受
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
䣎
差
別
す
る
人
間
は
そ
の
こ
と
に
よ
り
皆
に

貶
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
䣎
時
代
の
お
か
げ
で
あ
る
䣎
日
蓮
が
言
う
よ
う
に
当
時
䣍
本
当
に
生
命

は
大
切
と
訴
え
る
こ
と
が
意
味
䣍
意
義
が
あ
䣬
た
の
で
あ
る
䣎
生
命
が
非
常
に
軽
視
さ
れ
て
い
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た
か
ら
だ
䣎
そ
し
て
私
は
こ
れ
か
ら
ま
た
あ
ら
た
め
て
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
道
で
あ
る
と
信
じ
る
䣎

現
在
䣍
命
が
軽
い
か
重
い
か
皆
䣍
素
直
に
考
え
て
ほ
し
い
䣎
私
は
い
ま
皆
に
話
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
䣎
私
が
理
解
さ
れ
神
と
思
わ
れ
て
い
る
な
ら
䣍
ひ
と
り
で
も
多
く
に
人
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
䣎
福
音
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
す
䣎
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
䣎

疑
問
が
あ
れ
ば
光
の
あ
る
う
ち
に
お
訪
ね
下
さ
い
䣎
神
は
愛
だ
か
ら
で
す
䣎
嘲
笑
の
な
い
世
界
䣎

星
が
変
わ
ら
ず
宇
宙
よ
り
地
球
を
照
ら
し
て
い
る
䣎
百
万
年
前
䣍
一
万
年
前
䣍
千
年
䣍
百
年
前
䣎

ほ
と
ん
ど
何
も
変
わ
ら
な
い
䣎
諸
行
無
常
䣎
だ
が
愛
も
そ
う
で
あ
䣬
て
ほ
し
い
䣎
変
化
は
し
て

い
る
が
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
䣎
そ
れ
が
信
仰
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
た
ち
の
言
う

は
䣓
物
理
の
法
則
か
ら
外
れ
る
こ
と
の
な
い
宗
教
で
あ
䣬
て
科
学
で
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
の

だ
䣔
䣎
は
䣬
き
り
い
䣬
て
馬
鹿
を
言
う
な
䣎
そ
ん
な
冷
酷
で
乱
暴
な
話
が
あ
る
か
䣎
神
を
ど
こ

ま
で
愛
か
ら
引
き
離
す
の
だ
䣎
ネ
パ
䤀
ル
人
で
密
教
曼
荼
羅
を
描
く
䣍
ラ
マ
ち
䣭
ん
が
䣓
結
局
䣍

宗
教
と
い
う
も
の
を
ど
う
と
ら
え
ま
す
か
䣔
と
質
問
を
打
䣬
て
き
た
の
で
ミ
レ
䤀
の
䣓
晩
鐘]

に
こ
と
よ
せ
て
䣓
感
謝
の
祈
り
も
確
か
に
あ
る
の
だ
ろ
う
䣔䣎䣓
そ
し
て
釈
尊
は
一
切
が
苦
で
あ

る
と
見
通
し
生
老
病
死
か
ら
の
解
放
の
た
め
執
着
と
渇
愛
か
ら
離
れ
る
事
が
必
要
だ
と
言
わ

れ
た
䣔
䣎䣓
だ
が
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
神
と
い
う
外
的
要
因
䣍
賭
け
に
も
等
し
い
収
穫
へ
の

保
証
䣎
釈
尊
も
そ
ん
な
苦
し
み
か
ら
逃
れ
た
か
䣬
た
の
で
し
䣯
う
䣔
䣎
䣓
皆
の
求
め
る
教
え
は
䣍

現
実
的
に
返
り
䣍
現
世
利
益
の
延
長
線
上
に
生
老
病
死
か
ら
の
解
放
䣎
い
わ
ゆ
る
不
老
不
死
の
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実
現
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣔
䣎
私
は
そ
の
前
提
か
ら
来
た
る
世
の
あ
る
べ
き
姿
を
先

本
の
な
か
に
書
い
て
き
た
の
で
あ
る
䣎
そ
れ
が
本
当
の
宗
教
と
い
え
ば
納
得
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
䣎
私
の
こ
れ
ま
で
の
本
の
中
で
不
老
不
死
へ
の
パ
タ
䤀
ン
䣎
死
後
の
世
界
へ
の
志

向
と
し
て
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
行
く
な
ど
を
呈
示
し
て
き
た
䣎
私
は
頭
を
か
き
む
し
り
䣍
格
闘
を
繰

り
広
げ
た
䣎
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
世
界
が
い
い
で
す
か
䣎
自
由
に
思
い
描
い
て
く
だ
さ
い
䣎
美
し

く
ネ
䣎
Ｒ
会
䣍
説
法
䣎
あ
る
姑
と
嫁
が
い
か
に
仲
睦
ま
じ
い
か
と
発
表
す
る
と
い
う
䣎
Ｒ
会
を

蹴
飛
ば
し
て
本
尊
を
引
き
は
が
し
た
私
䣎
彼
女
た
ち
二
人
は
同
レ
ベ
ル
の
幼
稚
で
発
達
不
足
の

良
心
と
高
慢
さ
が
ほ
ど
な
く
同
じ
価
値
観
で
結
び
つ
く
よ
う
に
な
䣬
た
の
だ
ろ
う
䣎
無
知
蒙
昧

同
士
の
ド
タ
バ
タ
喜
劇
の
果
て
に
䣎
仲
良
し
ロ
ン
パ
䤀
ル
䤀
ム
化
䣎
生
活
の
た
め
䣍
命
を
張
る

と
き
主
体
性
の
も
と
䣍
親
子
の
い
さ
か
い
は
共
に
成
長
す
る
段
階
に
お
い
て
発
生
し
て
く
る
䣎

そ
れ
で
当
然
だ
䣎
彼
女
ら
は
生
活
の
不
安
が
消
え
た
こ
と
で
自
分
の
馬
鹿
さ
加
減
も
気
に
な
ら

な
く
な
䣬
た
の
で
あ
ろ
う
䣎
子
供
と
道
端
で
転
が
る
小
さ
な
鬼
で
あ
る
䣎
謙
虚
に
な
り
神
を
敬

う
と
き
初
め
て
本
心
か
ら
本
当
の
義
母
䣍
嫁
に
な
れ
る
の
で
あ
る
䣎
そ
う
で
な
い
と
䣍
甘
え
合

い
の
は
て
䣍
舌
の
根
の
乾
か
ぬ
う
ち
に
ボ
ロ
を
出
す
だ
ろ
う
䣎
そ
ん
な
に
人
々
の
優
位
に
立
ち

た
い
か
䣍
弱
䣬
た
な
あ
䣎
さ
し
で
が
ま
し
く
䣍
こ
れ
み
よ
が
し
な
自
慢
は
や
め
て
く
れ
䣎
面
倒

く
さ
い
か
ら
䣎
法
華
経
で
の
出
来
事
䣍
実
際
の
こ
と
で
は
な
い
䣎
空
想
で
あ
る
䣎
真
実
は
仏
の

教
え
と
い
う
も
の
を
譬
え
て
䣍
か
み
砕
い
た
り
䣍
咀
嚼
し
た
り
䣍
オ
ブ
ラ
䤀
ト
に
包
み
こ
ん
だ
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り
し
て
人
々
に
伝
え
䣍
そ
の
良
薬
を
善
き
も
の
と
し
て
含
ま
せ
よ
う
と
腐
心
し
た
も
の
で
あ
る
䣎

そ
し
て
日
蓮
信
者
が
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
䣍
神
力
品
２
１
番[

こ
の
ひ
と
決
定
し
て
疑
い
あ
る

こ
と
な
け
ん
䣔
と
い
う
一
節
䣎
法
華
経
は
上
行
菩
薩
の
自
覚
を
も
䣬
た
日
蓮
の
成
仏
を
明
ら
か

に
し
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
発
明
に
寄
与
す
る
の
に
存
在
し
た
経
典
で
も
あ
る
䣎
で
は
聖
書
と

は
䣎
も
し
か
し
て
こ
れ
は
イ
エ
ス
の
生
き
方
を
通
し
て
表
徴
さ
れ
た
も
の
を
䣍
現
在
䣍
私
の
生

き
方
の
指
針
に
し
せ
る
た
め
に
䣍
な
に
も
の
か
が
用
意
し
た
も
の
で
は
な
い
の
か
䣎
つ
ま
り
架

空
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
䣎
イ
エ
ス
の
存
在
䣎
業
績
に
比
べ
記
録
は
あ
ま
り
と
い
う
か
䣍
ロ
䤀

マ
に
残
䣬
て
い
な
い
䣎
だ
か
ら
こ
そ
聖
書
は
あ
る
の
だ
䣎
そ
う
か
䣎
神
が
書
紀
さ
れ
た
も
の
な

の
だ
䣎
す
べ
て
神
䣍
私
の
た
め
の
存
在
䣎
そ
れ
が
人
類
全
体
の
救
済
䣍
幸
福
に
つ
な
が
䣬
て
行

く
よ
う
私
は
祈
䣬
て
い
る
の
で
あ
る
䣎
科
学
で
物
体
を
追
い
求
め
る
と
き
愛
は
ど
ん
ど
ん
見
え

に
く
く
な
る
䣎
愛
と
は
情
緒
的
に
み
え
る
理
性
が
目
に
見
え
な
い
世
界
を
信
じ
䣍
留
意
し
神
仏

に
対
し
祈
る
と
き
実
感
さ
れ
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
䣎
そ
し
て
愛
は
ア
イ
デ
ン
テ
䣵
テ
䣵
䤀

と
同
じ
く
な
に
が
あ
䣬
て
も
心
あ
る
個
々
に
把
握
さ
れ
て
い
る
䣍
確
か
な
思
い
や
り
䣍
信
仰
に

も
裏
打
ち
さ
れ
た
情
感
で
あ
る
䣎
神
の
自
証
す
る
聖
書
䣎
ル
タ
䤀
は
言
䣬
た
䣎
聖
書
䣍
聖
句
は

各
位
の
良
心
で
判
断
す
べ
き
だ
䣎
正
し
く
䣍
ダ
イ
レ
ク
ト
に
向
き
合
い
䣍
フ
䣴
ク
タ
䤀(
要
因)

䣍

偏
見
䣍
見
解
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
䣎
こ
れ
は
だ
が
私
の
出
現
ま
で
の
猶
予
期
間
に
お
い

て
で
あ
䣬
た
䣎
聖
書
は
私
の
示
現
を
予
言
し
䣍
ま
た
イ
エ
ス
の
再
臨
で
あ
る
と
も
記
し
て
い
る
䣎
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神
の
意
志
䣍
聖
書
は
真
理
䣍
自
由
䣍
平
和
䣍
愛
を
神
䣍
イ
エ
ス
䣍
聖
霊
䣍
三
位
一
体
で
光
ら
せ

る
䣎
不
安
は
な
く
な
る
䣎
彼
ら
を
証
明
す
る
の
に
父
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
御
霊
䥹
み
た
ま
䥺
は

私
で
あ
る
䣎
こ
の
関
係
性
䣎
四
位
一
体
で
あ
り
私
を
構
成
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
䣎
尾
崎
は
覚

醒
剤
に
は
し
ら
な
か
䣬
た
ら
間
違
い
な
く
心
の
病
に
罹
䣬
て
い
た
だ
ろ
う
䣎
ア
ル
コ
䤀
ル
依
存

症
に
な
䣬
た
男
が
い
た
䣎
優
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
も
ろ
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
䣎
父
は
き
䣬
と
心
に
鬼
と
仏
と
が
同
居
し
て
な
い
と
一
角
の
侠
客
に
は
な
れ
な
い
と
悲
観
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
䣎
自
分
に
は
鬼
が
住
め
な
い
䣎
清
流
の
よ
う
な
心
が
あ
䣬
た
か
ら
だ
䣎
し
か

し
誠
実
は
誠
実
を
他
人
に
も
求
め
䣍
疑
り
深
く
な
り
䣍
裏
を
勘
ぐ
䣬
て
䣍
嫉
妬
深
く
な
る
䣎
や

く
ざ
な
世
界
に
も
身
を
置
け
ず
䣍
憧
れ
だ
䣬
た
刑
事
は
と
て
つ
も
な
い
夢
だ
䣬
た
の
だ
ろ
う
䣎

男
ら
し
く
生
き
た
い
䣍
男
ら
し
い
と
は
優
し
い
こ
と
だ
と
䣍
誰
か
言
䣬
て
く
れ
な
い
か
俺
た
ち

親
子
の
た
め
に
䣎 

反
社
会
的
な
組
織
に
も
関
係
す
る
䣍
あ
る
男
䣎
夜
の
世
界
で
成
功
し
て
い

る
み
た
い
だ
䣎
彼
は
違
䣬
て
い
た
䣎
あ
る
意
味
で
本
当
に
凄
い
䣎
中
学
の
頃
の
エ
ピ
ソ
䤀
ド
䣎

彼
は
遊
び
に
来
た
友
４
人
に
父
親
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
晩
酌
用
の
ビ
䤀
ル
を
冷
蔵
庫
か
ら

一
本
持
䣬
て
く
る
と
䣍
な
ん
と
ふ
る
ま
䣬
た
の
だ
䣎
彼
は
善
悪
を
超
え
て
最
大
級
の
お
も
て
な

し
を
し
た
の
で
あ
る
䣎
そ
の
少
量
だ
䣬
た
が
ビ
䤀
ル
の
味
は
い
ま
だ
に
忘
れ
な
い
䣎
し
か
し
二

十
代
の
頃
䣓
金
が
す
べ
て
だ
䣔
と
言
䣬
て
い
た
の
が
気
に
か
か
る
䣎
詐
欺
で
騙
し
た
お
年
寄
り

を
あ
ざ
笑
䣬
て
い
た
䣎
悪
自
慢
し
た
い
だ
け
だ
䣬
た
の
だ
ろ
う
か
䣎
な
ぜ
か
会
䣬
て
み
た
い
よ
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う
な
䣍
２
度
と
遭
い
た
く
な
い
よ
う
な
䣍
不
思
議
な
心
持
に
さ
せ
ら
れ
る
䣎
私
を
受
け
入
れ
る

も
の
が
神
に
選
ば
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
䣎
使
徒
行
伝
第
６
章
１
０
節
䥹
彼
は
知
恵
と
御
霊(

み

た
ま)

と
で
語
䣬
て
い
た
の
で
䣍
そ
れ
に
対
抗
で
き
な
か
䣬
た
䥺 

こ
れ
は
私
の
力
の
源
泉
を
証
明
す
る
も
の
で
す
䣎
䣓
八
正
道
か
ら
離
れ
て
い
い
の
か
䣎
正
念
す

れ
ば
素
敵
な
彼
女
が
現
れ
る
䣎
馬
鹿
な
䣍
そ
ん
な
煩
悩
め
い
た
話
が
仏
の
教
え
で
あ
る
か
䣎
で

は
道
か
ら
外
れ
䣍
自
由
に
生
き
る
か
䣍
全
て
は
イ
エ
ス
を
信
じ
れ
ば
許
さ
れ
る
䣔
䣎
お
か
し
い

聖
書
は
反
応
し
な
い
䣎
や
は
り
釈
尊
の
教
え
に
基
づ
く
正
し
い
生
き
方
を
し
な
い
と
䣓
そ
う
で

あ
る
䣔
聖
書
の
声
䣎
す
る
と
最
善
の
女
性
と
は
䣎
で
も
䣍
い
か
な
る
状
況
で
も
私
に
は
美
し
い

心
で
愛
し
た
真
由
子
さ
ん
し
か
い
な
い
䣎䣓
そ
う
だ
䣔
私
は
嬉
し
か
䣬
た
䣎䣓
原
罪
は
生
き
て
い

く
に
は
仕
方
が
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
䣍
も
は
や
罪
と
は
呼
べ
な
い
䣔
䣎
そ
れ
は
人
間
を
救
う

た
め
䣍
神
の
方
便
か
䣎䣓
違
う
䣔
聖
書
は
叫
ぶ
䣎 

そ
こ
に
は
葛
藤
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
䣎
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
䣎
そ
ん
な
中
か
ら
愛
を
選

ん
だ
も
の
が
神
の
国
へ
入
る
の
で
あ
る
䣎
気
が
狂
う
か
䣎
人
の
た
め
に
尽
く
す
䣎
ま
た
は
死
す

(

犠
牲
は
い
け
な
い)

䣎 

釈
尊
も
涅
槃
に
入
ら
な
け
れ
ば
完
全
な
る
仏
に
は
な
れ
な
か
䣬
た
䣎
つ
ま
り
生
存
す
る
た
め
の

欲
の
克
服
䣎
来
た
る
世
䣍
不
老
不
死
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
真
の
幸
福
は
な
い
䣎
そ
の
と
き
人

は
自
分
を
支
配
す
る
自
由
を
得
䣍
純
粋
に
愛
し
合
い
な
が
ら
永
遠
の
平
和
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
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く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
䣎
明
る
く
素
直
に
温
か
く
䣍
日
向
ぼ
䣬
こ
す
る
猫
の
よ
う
に
暮
ら
す
䣎

生
活
の
心
配
は
欲
望
へ
の
渇
愛
か
ら
く
る
䣎
本
当
の
幸
福
は
欲
望
を
活
か
し
て
生
き
る
こ
と
で

は
な
く
䣍
悪
感
情
と
と
も
に
滅
却
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ
䣎
と
り
あ
え
ず
心

あ
る
人
に
䣍
䣓
こ
の
世
で
は
欲
望
を
制
御
し
小
出
し
に
し
て
満
足
し
て
い
く
ほ
か
は
な
い
の
で

は
䣔
䣎
と
言
わ
れ
そ
う
だ
䣎 

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
予
言
䣎
ア
ン
ゴ
ル
モ
ア
の
大
王
と
は
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
王
䣎
す
な
わ
ち
日

本
の
王
と
い
う
こ
と
で
す
䣎
イ
エ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
の
王
の
系
統
か
ら
出
た
こ
と
を
䣎
マ
タ
イ
に
よ

る
福
音
書
で
は
冒
頭
で
述
べ
て
い
ま
す
䣎
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
第
１
５
章
２
節
３
節
に
お
い

て
ヘ
ロ
デ
と
い
う
王
が
あ
䣬
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
䣍
イ
エ
ス
は
ピ
ラ
ト
の
䣓
お
前
は
䣍
ユ
ダ
ヤ

の
王
で
あ
る
の
か
䣔
と
い
う
質
問
に
対
し[

そ
う
で
あ
る
䣔
と
答
え
て
い
る
䣎
そ
し
て
２
６
節

イ
エ
ス
の
罪
状
書
き
に
は[

ユ
ダ
ヤ
人
の
王
䣔
と
示
し
て
あ
䣬
た
䣎
私
の
家
系
が
王
家
に
つ
な

が
䣬
て
い
る
こ
と
䣍
天
孫
降
臨
䣍
皇
統
が
聖
書
の
神
に
つ
な
が
䣬
て
い
る
こ
と
䣎
離
れ
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
䣎
私
は
王
で
あ
る
䣎
す
べ
て
に
愛
を
も
䣬
て
䣎
仕
方
が
な
い
が.
私
も
辛
い
と
こ

な
の
で
あ
る
䣎
散
々
䣍
宗
教
団
体
を
批
判
し
て
き
た
が
そ
の
独
自
の
厳
格
な
価
値
観
䣎
神
は
た

だ
の
人
格
者
で
は
な
い
䣎 

真
子
䣍
千
華
䣍
雪
道
䣍
大
丈
夫
だ
䣬
た
か
䣎
神
は
お
前
た
ち
の
よ

う
な
䣍
い
た
い
け
な
人
々
を
愛
し
て
い
る
䣎
心
配
な
い
䣎
こ
の
世
を
心
温
か
に
生
き
た
人
は
幸

せ
な
永
遠
の
い
の
ち
が
待
䣬
て
い
る
欲
望
を
抑
え
ら
れ
ぬ
な
ら
結
婚
す
る
が
よ
い
䣎
世
は
終
末
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で
あ
る
䣎
神
は
独
身
を
勧
め
る
䣎
そ
の
と
き
皆
䣍
神
の
御
使
い
の
よ
う
に
な
る
䣎
安
心
し
て
信

ぜ
よ
䣎
聖
句
䥹
も
し
お
ま
え
も
䣍
こ
の
日
に
䣍
平
和
を
も
た
ら
す
道
を
知
䣬
て
さ
え
い
た
ら
䣍

し
か
し
䣍
そ
れ
は
今
お
前
の
目
に
隠
さ
れ
て
い
る
䣎
䥺䣓
心
は
ひ
ろ
く
果
て
し
な
く
䣔
と
姪
に
メ

䤀
ル
を
送
信
し
た
䣎
こ
れ
は
一
般
的
な
目
に
見
え
る
世
界
で
生
き
て
い
く
た
め
で
あ
る
䣎
だ
が

精
神
世
界
に
お
い
て
は
䣍
人
の
魂
を
堕
落
さ
せ
地
獄
に
追
い
や
る
よ
う
な
邪
教
に
は
敢
然
と
立

ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
こ
れ
が
䥹
ず
こ
い
き
り
䥺
䣍
法
華
宗
信
者
の
志
向
䣍
姿
勢
で

あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
が
言
う
よ
う
な
聖
書
の
統
一
見
解
な
ど
必
要
な
い
䣎
神
の
自
証
と
は
イ

エ
ス
䣍
神
な
ど
の
位
置
づ
け
な
ど
は
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
だ
䣎
そ
し
て
ル
タ
䤀
の
言
う
よ
う

に
自
ら
の
良
心
で
よ
む
䣍
理
解
す
る
䣎
そ
こ
で
私
と
同
じ
思
考
回
路
さ
え
通
れ
ば
真
理
が
み
え

る
䣍
愛
で
あ
る
䣎
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
の
出
来
る
人
に
神
の
国
は
訪
れ
る
の
で
あ
る
䣎
山
口
さ

ん
へ
䣍
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
の
中
䣍
パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
分
争
が
な
い
よ
う

に
し
て
く
れ
䣎
で
も
歴
史
は
ま
䣬
た
く
意
に
介
さ
ず
血
の
臭
い
で
穢
れ
て
い
ま
す
䣎
皆
䣍
独
善

的
だ
か
ら
で
す
䣎
神
だ
け
が
善
き
も
の
で
す
䣍
イ
エ
ス
が
言
䣬
て
い
ま
す
䣎
私
は
賛
美
さ
れ
る

よ
り
敬
意
を
払
䣬
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ
で
充
分
で
す
䣎
互
い
の
尊
重
が
大
事
で
す
䣎
も
し
兄

弟
が
罪
を
犯
す
な
ら
い
さ
め
な
さ
い
䣎
我
は
神
䣍
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
ま
す
と
答
え
な
さ

い
䣎 

酒
と
は
不
思
議
な
も
の
だ
䣎
不
幸
も
も
た
ら
す
が
仲
間
と
飲
む
䣎
こ
ぼ
れ
る
話
に
わ
が

こ
と
の
よ
う
に
幸
福
な
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
䣎
い
い
も
の
か
悪
い
も
の
か
䣍
わ
か
り
か
ね
る
䣎
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俺
は
酒
を
売
䣬
て
生
き
て
䣍
育
䣬
た
䣎
陰
で
泣
く
人
も
い
た
だ
ろ
う
䣎
晩
酌
を
楽
し
み
に
働
く

人
も
多
か
䣬
た
で
あ
ろ
う
䣎
実
は
酒
は
特
別
の
も
の
で
あ
り
霊
か
ら
く
る
も
の
か
䣍
肉
か
ら
く

る
も
の
か
䣍
そ
れ
は
決
め
る
の
は
飲
む
人
の
心
が
け
次
第
な
の
で
あ
る
䣎
お
神
酒
も
あ
れ
ば
䣍

ア
ル
コ
䤀
ル
依
存
者
の
一
瞬
で
飲
ま
れ
る
カ
䣹
プ
酒
も
あ
る
䣎
䣓
ケ
イ
ゾ
ウ
䣍
お
前
は
ど
䣬
ち

だ
䣬
た
䣎
心
は
き
れ
い
だ
䣬
た
の
か
䣎
お
前
の
辛
さ
を
解
䣬
て
や
れ
な
く
て
本
当
に
悪
か
䣬
た
䣎

俺
た
ち
は
早
く
か
ら
栄
光
を
求
め
す
ぎ
た
の
だ
よ
䣎
愉
し
く
や
る
だ
け
で
人
生
は
正
解
だ
䣬
た

の
だ
䣎
で
も
よ
か
䣬
た
な
䣍
三
人
も
娘
が
い
て
䣎
別
れ
た
け
ど
結
婚
で
き
て
よ
か
䣬
た
な
あ
䣎

俺
の
お
か
げ
だ
ぞ
䣎
忘
れ
る
な
よ
䣎
そ
う
い
わ
れ
れ
ば
礼
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
䣬

た
な
あ
䣎
ま
あ
い
い
か
䣍
俺
た
ち
ず
䣬
と
仲
間
で
い
よ
う
な
あ
䣎
ま
た
な
䣎
䣔
聖
句
に
あ
る
䣎

パ
ウ
ロ
が
言
う
䣎
䣓
私
は
パ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
る
た
め
に
来
た
の
で
は
な
く
福
音
を
述
べ
伝
え

に
来
た
の
で
あ
る
䣎
そ
れ
は
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死
が
無
駄
に
な
ら
な
い
た
め
で
あ

る
䣎
つ
ま
り
大
切
な
の
は
形
式
よ
り
も
言
葉
䣍
心
で
あ
る
䣎
律
法
を
守
る
こ
と
を
強
制
す
る
よ

り
䣍
異
邦
人
に
愛
を
勧
め
る
の
が
大
事
な
の
で
あ
る
䣔
䣎
イ
エ
ス
へ
の
帰
依
䣍
信
仰
が
救
わ
れ

る
条
件
と
な
䣬
た
䣎
で
は
律
法
は
な
く
な
䣬
た
の
か
䣎
い
や
む
し
ろ
ユ
ダ
ヤ
人
と
契
約
さ
れ
た

も
の
と
は
違
い
䣍
人
類
全
体
が
幸
福
へ
と
向
か
う
た
め
交
わ
さ
れ
る
約
束
は
厳
格
化
さ
れ
た
か

も
し
れ
な
い
䣎
そ
れ
は
愛
す
る
こ
と
䣍
許
す
こ
と
で
あ
る
䣎
そ
れ
が
信
じ
る
も
の
と
イ
エ
ス
と

に
結
ば
れ
た
愛
の
契
約
で
あ
る
䣎
神
の
奴
隷
を
選
択
す
る
よ
り
䣍
味
噌
も
糞
も
一
緒
に
し
な
い
䣍



216 

欲
望
を
抑
制
し
た
本
質
的
な
温
か
い
博
愛
で
あ
る
䣎
大
き
な
枠
組
み
で
䣍
そ
れ
は
義
人
と
そ
の

仲
間
に
し
か
理
解
で
き
な
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
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䥹
第
四
章
䥺
ペ
テ
ロ
第
一
の
手
紙
第
４
章
１
８
節
ま
た
義
人
で
さ
え
䣍
か
ろ
う
じ
て
救
わ
れ
る

の
だ
と
す
れ
ば
䣍
不
信
な
る
も
の
や
罪
人(
つ
み
び
と)

は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
䣎
１
９
だ

か
ら
神
の
御
旨(

み
む
ね)

に
従
䣬
て
苦
し
み
を
受
け
る
人
々
は
䣍
善
を
行
い
䣍
そ
し
て
䣍
真
実

で
あ
ら
れ
る
創
造
主
に
䣍
自
分
の
た
ま
し
い
を
ゆ
だ
ね
る
が
よ
い
䣎 

神
は
た
だ
ひ
と
り
で
あ

る
䣎
し
か
し
そ
の
ふ
と
こ
ろ
に
あ
䣬
て
イ
エ
ス
も
神
と
聖
書
で
は
呼
ば
れ
て
い
る
䣎
そ
し
て
神

と
イ
エ
ス
は
ま
た
一
体
化
す
る
䣎
神
の
聖
別
と
聖
合
で
あ
る
䣎
愛
と
い
う
概
念
を
も
つ
神
は
無

代
価
で
人
々
に
報
い
を
与
え
る
の
で
あ
る
䣎
日
本
に
も
八
百
万
の
神
䣎
ロ
䤀
マ
䣍
ギ
リ
シ
䣺
に

も
神
々
は
あ
る
が
䣍
欲
望
よ
り
人
格
と
い
う
も
の
に
こ
だ
わ
䣬
た
神
は
聖
書
の
神
だ
け
で
あ
る
䣎

つ
ま
り
神
格
は
人
間
性
と
い
う
も
の
を
超
え
絶
対
愛
を
見
つ
け
る
と
き
完
結
す
る
䣎
ヨ
ハ
ネ
に

よ
る
福
音
書
７
章
１
２
節
群
衆
の
中
に
䣍
イ
エ
ス
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
噂
が
立
䣬
た
䣎
あ
る

人
々
は
䣓
あ
れ
は
良
い
人
だ]

と
い
い
䣍
他
の
人
々
は
䣓
あ
れ
は
群
衆
を
惑
わ
し
て
い
る]

と
い

䣬
た
䣎
と
䣎
私
と
同
様
で
あ
る
䣎
そ
れ
は
当
然
だ
が
䣎
私
ほ
ど
良
き
人
は
い
な
い
と
思
う
䣎
自

信
䣍
自
負
䣎
判
る
人
は
わ
か
る
し
解
ら
な
い
人
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
䣎
明
る
く
素
直
に
温
か

く
愛
を
も
䣬
て
生
き
る
と
き
䣍
私
の
心
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
䣎
母
は
本
当
に
慈
悲
深
い
の
だ

ろ
う
か
䣎
弱
さ
を
憎
み
䣍
エ
ゴ
イ
ス
テ
䣹
ク
に
振
る
舞
う
䣎
乱
暴
で
感
情
的
な
と
こ
ろ
が
錯
覚

を
も
た
ら
す
䣎
優
し
い
の
だ
ろ
う
か
䣎
判
ら
な
い
䣎 

あ
え
て
Ｒ
会
を
批
判
し
攻
撃
し
て
い
る
䣎
理
由
は
私
の
中
に
あ
る
䣍
寛
容
と
い
え
ば
よ
い
が
ル
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䤀
ズ
な
味
噌
も
糞
も
一
緒
に
し
た
Ｒ
会
の
匂
い
を
掻
き
消
し
た
い
の
で
あ
る
䣎
ま
た
私
を
勧
誘

し
た
女
性
の
こ
れ
見
よ
が
し
の
上
か
ら
目
線
に
耐
え
が
た
い
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
䣎
し
か
し
䣍

い
ま
煩
悩
の
権
化
だ
䣬
た
䣍
開
祖
に
感
謝
す
る
䣎
そ
の
権
勢
欲
に
よ
り
ネ
ズ
ミ
算
的
に
津
々

浦
々
に
出
来
上
が
䣬
た
道
場
の
存
在
が
あ
る
䣎
彼
は
生
前
中
か
ら
開
祖
と
呼
ば
せ
会
長
退
位
後

の
位
置
づ
け
を
作
䣬
た
䣎
老
齢
の
身
で
の
会
長
職
は
難
儀
だ
䣬
た
ろ
う
䣎
し
か
し
彼
は
世
襲
制

に
辿
り
着
き
安
心
し
た
で
あ
ろ
う
か
䣎
私
も
Ｒ
会
の
法
華
三
部
経
を
い
ま
だ
に
活
用
さ
せ
て
も

ら
䣬
て
い
る
䣎
意
外
に
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
䣎
し
か
し
宗
教
と
い
う
も
の
に
世
俗
的

な
権
力
者
の
継
承
が
あ
䣬
て
は
な
ら
な
い
䣎
本
質
が
見
え
難
く
な
る
䣎
煩
悩
は
煩
悩
で
あ
る
䣎

釈
尊
を
尊
ぶ
䣍
開
祖
を
尊
ぶ
二
股
は
通
用
し
な
く
な
る
䣍
ど
ち
ら
か
だ
䣎
Ｒ
会
ち
䣭
ん
と
決
め

ろ
䣎
権
力
の
継
承
の
重
視
䣍
今
の
会
長
先
生
が
偉
い
䣍
だ
と
さ
䣎
こ
の
金
儲
け
主
義
が
䣎
十
字

架
の
死
に
よ
り
イ
エ
ス
は
サ
タ
ン
に
対
し
䣍
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
悪
に
は
屈
し
な
い
と
い
う

こ
と
の
象
徴
に
な
䣬
た
䣎
た
と
え
気
が
狂
い
䣍
泣
き
叫
び
䣍
死
に
ゆ
く
と
し
て
も
䣍
愛
に
生
き

る
䣎 

苦
し
み
䣍
誘
惑
に
あ
う
人
々
䣎
私
は
常
に
彼
ら
の
納
得
の
い
く
形
で
活
動
し
て
い
き
た

い
䣎
世
間
に
迎
合
す
る
の
で
は
な
く
愛
を
貫
き
た
い
䣎
呪
い
で
も
法
は
ま
が
ら
な
い
䣎
畏
敬
と

感
謝
䣍
根
源
へ
の
眼
差
し
䣎
永
遠
の
い
の
ち
に
目
覚
め
る
䣎
祈
り
で
あ
る
䣎
そ
の
心
に
幸
福
は

宿
る
䣎
私
は
政
治
に
は
付
か
ず
離
れ
ず
の
姿
勢
で
あ
る
䣎
神
が
許
さ
な
い
の
は
破
戒
す
る
も
の

よ
り
䣍
他
に
非
道
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
䣎
サ
タ
ン
に
対
し
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
抗
す
る
方
法
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が
あ
る
䣎
イ
エ
ス
の
よ
う
に
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る
も
よ
し
䣍
義
人
の
よ
う
に
少
し
卑
屈
を
演

ず
る
も
よ
し
䣎
そ
し
て
潔
白
と
い
う
も
の
は
い
つ
も
誰
か
を
傷
つ
け
る
も
の
だ
䣎
辛
い
ね
䣎
私

は
お
上
人
に
尋
ね
た
䣍
法
華
経
２
６
番
の
陀
羅
尼
を
踏
ま
え
て
䣎
顕
教
を
モ
䣹
ト
䤀
と
す
る
法

華
宗
䣍
密
教
の
匂
い
が
す
る
日
蓮
宗
䣎
こ
の
相
違
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
䣎
䣓
ち
䣯
䣬
と
待
䣬

て
く
れ
䣔
䣎
そ
し
て
一
段
落
つ
い
た
頃
䣍䣓
陀
羅
尼
は
神
々
䣍
鬼
ま
で
が
法
華
経
を
深
く
信
奉
し
䣍

い
ろ
い
ろ
な
も
の
か
ら
護
る
た
め
呪
文
を
唱
え
る
の
だ
䣔䣎
私
に
答
え
が
ひ
ら
め
い
た
䣎䣓
お
上

人
様
䣍
私
の
疑
問
も
解
け
ま
し
た
䣔
つ
ま
り
神
々
は
陀
羅
尼
に
よ
䣬
て
法
師
を
守
る
こ
と
を
約

束
し
た
の
だ
䣎
こ
こ
に
密
教
と
は
違
う
意
味
合
い
が
あ
る
䣎
日
蓮
が
亡
国
と
叫
ん
だ
真
言
密
教
䣍

人
間
で
あ
る
法
師
が
呪
い
を
行
う
䣍
信
者
は
何
か
に
お
願
い
し
欲
望
を
膨
ら
ま
せ
䣍
現
世
利
益

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
䣎
イ
ン
ド
の
昔
か
ら
存
在
す
る
バ
ラ
モ
ン
教
と
同
じ
ニ
䣻
ア
ン
ス
の
も

の
で
あ
る
䣎
時
が
流
れ
る
う
ち
に
回
帰
し
た
の
だ
ろ
う
䣎
イ
ン
ド
で
は
仏
教
は
土
着
宗
教
に
吸

収
さ
れ
換
骨
奪
胎
さ
れ
ヒ
ン
ズ
䤀
教
に
吸
収
さ
れ
た
䣎
つ
ま
り
法
華
宗
の
正
当
性
に
つ
い
て
の

疑
問
が
一
つ
解
決
し
た
䣎
そ
し
て
も
う
一
つ
䣓
私
も
顕
教
の
立
場
が
正
し
い
と
思
う
が
䣍
な
ぜ

に
日
蓮
宗
は
台
密
の
流
れ
が
あ
る
の
か
䣎
法
華
宗
に
は
存
在
し
な
い
䣎
本
当
の
日
蓮
上
人
の
教

え
は
ど
う
な
の
だ
䣔
こ
こ
に
も
禎
山
上
人
が
的
確
に
ご
教
授
さ
れ
た
䣎
つ
ま
り
比
叡
山
で
の
修

行
は
あ
ら
ゆ
る
教
義
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
総
合
大
学
で
あ
る
比
叡
山
で
日
蓮
は
密

教
も
修
め
䣍
そ
の
後
䣍
本
当
の
釈
迦
の
教
え
は
密
教
で
は
な
い
䣍
顕
教
た
る
法
華
経
を
奉
ず
る
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他
は
な
い
と
確
信
し
た
の
で
あ
る
䣎 
神
の
名
を
イ
エ
ス
は
皆
に
知
ら
せ
た
䣎
こ
れ
か
ら
も
続

け
る
と
い
う
䣎
皆
へ
神
を
愛
し
て
ほ
し
い
と
い
う
䣎
神
が
イ
エ
ス
を
愛
し
た
か
ら
だ
䣎
そ
し
て

イ
エ
ス
が
民
の
中
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る.
私
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は
愛
を
踏
み
に

じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
象
徴
天
皇
䣎
日
本
国
民
と
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
䣍
皆
の
総

意
が
な
い
と
天
皇
は
象
徴
で
は
な
い
と
い
う
䣎
天
皇
は
だ
れ
が
選
ぶ
䣍
問
題
だ
䣎
や
は
り
民
の

精
神
世
界
に
愛
を
も
䣬
て
支
配
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
䣎
君
臨
も
統
治
も
せ
ぬ
が
心
に

大
き
く
存
在
す
る
䣎
そ
う
で
あ
る
国
民
が
支
持
す
る
の
だ
と
思
う
䣎
そ
れ
が
総
意
で
あ
ろ
う
䣎

そ
う
し
て
象
徴
天
皇
は
生
ま
れ
る
䣎 

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
書
く
䣎
こ
ん
な
に
バ
イ
タ
リ
テ
䣵

䤀
あ
ふ
れ
る
国
は
な
い
䣎
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
䣎
祖
先
は
ヨ
䤀
ロ
䣹
パ
各
地
か
ら
の
移
民
で
あ

る
䣎
信
教
の
自
由
䣍
言
論
の
自
由
䣍
公
平
䣍
平
等
䣎
自
由
を
求
め
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
䣎
だ

が
䣍
そ
の
多
く
は
一
山
当
て
て
金
持
ち
に
な
る
た
め
渡
航
し
た
䣍
犯
罪
者
䣍
逃
亡
者
䣍
な
ら
ず

者
䣍
暴
れ
者
䣍
詐
欺
師
た
ち
で
あ
る
䣎
そ
う
い
䣬
た
も
の
達
が
順
繰
り
䣍
順
繰
り
に
押
し
寄
せ
䣍

自
由
の
名
の
も
と
銃
を
片
手
に
金
と
権
力
の
奪
い
あ
い
を
繰
り
広
げ
た
国
䣎
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
で
あ
る
䣎
フ
ロ
ン
テ
䣵
ア
ス
ピ
リ
䣹
ト(

開
拓
者
魂)

い
い
響
き
だ
な
䣎
各
地
か
ら
流
れ

込
ん
で
く
る
䣍
な
ら
ず
者
相
手
の
商
売
女
䣎
娼
婦
も
い
る
䣎
ネ
イ
テ
䣵
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
䥹
先
住

民
䥺
の
虐
殺
䣎
黒
人
た
ち
へ
の
非
人
道
的
で
悪
辣
な
䣍
奴
隷
と
し
て
䣍
肉
体
へ
の
強
制
的
酷
使

と
精
神
へ
の
侮
辱
䣎
こ
う
し
て
豊
か
な
国
は
出
来
上
が
䣬
た
の
で
あ
る
䣎
た
だ
貪
欲
で
あ
䣬
た
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お
か
げ
で
䣎
彼
ら
の
い
ま
と
歴
史
を
直
視
す
る
と
き
人
種
差
別
が
改
善
し
た
と
は
思
え
な
い
䣎

い
ま
だ
に
黒
人
と
白
人
の
銃
撃
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
䣎
彼
ら
が
ロ
シ
ア
や
中
国
に
文
句
を
言
え

る
だ
ろ
う
か
䣎
ま
た
日
本
も
そ
う
で
あ
る
䣎
北
方
四
島
は
も
と
も
と
ア
イ
ヌ
の
人
達
の
土
地
だ

䣬
た
䣎
因
縁
の
中
ロ
シ
ア
が
実
効
支
配
し
て
い
る
䣎
そ
こ
で
生
ま
れ
た
ロ
シ
ア
人
た
ち
も
い
る
䣎

島
の
日
本
へ
の
帰
属
は
む
つ
か
し
い
だ
ろ
う
䣎
ロ
シ
ア
に
な
に
か
起
こ
ら
な
い
か
ぎ
り
䣍
商
売

の
カ
䤀
ド
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
䣎
も
し
実
現
す
れ
ば
住
ん
で
い
た
ロ
シ
ア
人
も
言
う
だ
ろ

う
䣎
䣓
故
郷
を
返
せ
䣔
と
䣎
欲
望
の
滅
却
云
々
よ
り
も
善
意
を
も
ち
自
然
に
任
す
䣎
そ
れ
が
欲

望
の
抑
制
に
繋
が
り
静
寂
な
心
が
留
意
さ
れ
れ
ば
よ
い
䣎
宗
教
䣎
人
々
は
各
自
䣍
受
け
継
い
だ

教
え
の
よ
う
に
生
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣎
勤
勉
に
金
儲
け
に
は
し
れ
と
い
う
教
え
も
あ

る
䣎
貧
し
く
忙
し
く
生
き
よ
と
い
う
教
え
も
あ
る
䣎
自
分
ら
し
く
自
由
に
生
き
よ
と
い
う
の
が

私
の
教
え
で
あ
る
䣎
愛
を
も
䣬
て
䣎
自
分
は
自
分
を
支
配
す
る
た
め
聖
書
に
委
ね
る
䣎
矛
盾
す

る
よ
う
で
こ
れ
ほ
ど
確
実
な
も
の
は
な
い
䣎
静
か
な
サ
ト
リ
は
誇
り
に
満
ち
䣍
誰
も
私
の
尊
厳

を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
䣎
自
分
の
意
思
が
は
䣬
き
り
し
な
い
と
き
聖
書
は
無
言
に
な
る
䣎
こ

れ
は
私
が
神
に
よ
䣬
て
生
き
て
い
る
証
明
だ
ろ
う
䣎
結
局
そ
う
い
う
時
䣍
聖
書
は
最
期
䣍
自
然

に
任
せ
よ
と
示
す
䣎
愛
䥹
ア
ガ
ペ
䤀
䥺
と
欲
望
は
当
た
り
前
に
異
な
る
䣎
欲
望
が
去
䣬
た
後
䣍

訪
れ
る
深
い
思
い
や
り
で
あ
る
䣎
自
由
を
追
求
す
る
䣍
佐
竹
君
に
言
䣬
た
䣎
䣓
サ
タ
ケ
䣹
チ
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
本
を
書
こ
う
と
思
䣬
て
よ
䣔
䣓
そ
ん
な
も
ん
い
い
よ
䣔
私
の
表
情
が
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く
も
る
と
䣓
好
き
な
も
の
書
け
ば
い
い
さ
䣔
俺
は
笑
顔
に
な
䣬
た
䣎
外
出
許
可
䣎
病
院
に
帰
䣬

て
き
た
䣎
つ
く
ね
て
あ
䣬
た
布
団
が
き
れ
い
に
た
た
ん
で
あ
䣬
た
䣎
看
護
師
に
聞
い
て
も
知
ら

な
い
と
い
う
䣎
も
し
や
䣍
長
い
髪
の
毛
が
一
本
あ
䣬
た
䣎
私
は
匂
い
を
嗅
い
だ
䣎
リ
ン
ス
な
の

か
香
水
な
の
か
解
ら
な
い
が
い
い
香
り
が
し
た
䣎
幻
臭
か
䣎
あ
の
人
の
香
り
だ
䣎
真
由
子
さ
ん
䣍

あ
な
た
で
し
䣯
う
䣎
そ
の
後
䣍
私
の
過
去
が
あ
な
た
を
苦
し
め
た
の
で
す
ね
䣎
多
分
䣍
愛
は
理

性
と
深
い
情
緒
か
ら
生
ま
れ
る
䣎
感
情
か
ら
で
は
な
い
䣎
感
情
は
悪
に
傾
く
こ
と
も
多
い
か
ら

だ
䣎
理
性
か
ら
冷
酷
さ
が
生
ま
れ
な
い
と
信
じ
た
い
䣎
聖
句
に
あ
る
䣎
イ
エ
ス
は
言
䣬
た
䣎
あ

な
た
た
ち
は
僕
䥹
し
も
べ
䥺
で
は
な
く
友
で
あ
る
䣎
だ
が
こ
の
こ
と
は
私
も
イ
エ
ス
と
同
様
に

世
に
憎
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
神
の
業
を
行
え
ば
新
た
な
る
信
仰
が
生
ま
れ
る
の
か
䣎
彼
ら

は
父
で
あ
る
私
さ
え
も
憎
ん
で
い
る
䣎
ペ
テ
ロ
も
パ
ウ
ロ
も
殉
教
し
て
福
音
を
伝
え
る
役
目
が

終
わ
る
䣎
自
ら
の
命
な
ど
惜
し
く
な
い
と
言
䣬
た
䣎
艱
難
に
耐
え
た
パ
ウ
ロ
は
皆
に
愛
さ
れ
た
䣎

䣓
サ
ウ
ロ
䣍
サ
ウ
ロ
よ
䣍
な
ぜ
私
を
迫
害
す
る
䣎
䣔
䣓
主
は
い
䣬
た
い
誰
な
の
で
す
か
䣔
䣓
私
は

あ
な
た
が
迫
害
す
る
イ
エ
ス
で
あ
る
䣔
お
か
し
な
会
話
で
あ
る
䣎
パ
ウ
ロ
は
な
ぜ
か
䣓
迫
害
す

る
䣔
と
言
わ
れ
た
時
点
で
主
䣍
イ
エ
ス
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
の
で
す
䣎
そ
し
て
確
認
の

た
め
確
か
め
る
ふ
り
を
す
る
䣎
迫
害
し
た
䣍
パ
ウ
ロ
の
罪
は
重
い
䣎
死
に
値
す
る
か
䣎
日
蓮
は

絶
対
生
命
尊
重
䣓
い
の
ち
の
た
め
命
を
大
事
に
せ
よ
䣔
神
も
同
じ
で
あ
る
䣎
神
の
た
め
と
し
て

安
易
に
命
を
捨
て
る
も
の
た
ち
は
大
勢
い
た
で
あ
ろ
う
䣎
ム
ス
リ
ム
の
過
激
派
を
注
視
す
れ
ば
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解
る
䣎
思
い
や
り
を
も
䣬
て
䣍
楽
な
方
へ
流
れ
る
䣎
そ
ん
な
人
達
を
日
蓮
や
神
は
好
き
な
の
で

あ
る
䣎
そ
し
て
日
蓮
は
䣓
法
華
経
䦀
一
念
三
千
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣍
功
徳
の
集
ま
り
と
し
て

高
ら
か
に
宣
言
し
た
䣎
何
度
も
い
う
が
努
力
と
は
自
然
に
優
し
い
顔
䣍
柔
和
な
心
䣍
愛
情
あ
る

言
葉
で
人
々
に
接
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
䣎
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
の
だ
䣎
使
徒
行
伝
䣎

１
７
章
２
４
䥻
２
５
䥻
２
６
節
こ
の
世
界
と
䣍
そ
の
中
に
あ
る
万
物
と
を
造
䣬
た
神
は
天
地
の

主
で
あ
る
の
だ
か
ら
䣍
手
で
造
䣬
た
宮
な
ど
に
は
お
住
み
に
な
ら
な
い
䣎
ま
た
何
か
不
足
で
も

あ
る
か
の
よ
う
に
䣍
人
の
手
に
よ
䣬
て
仕
え
ら
れ
る
必
要
も
な
い
䣎
神
は
す
べ
て
の
人
々
に
命

と
息
と
万
物
を
与
え
䣍
ま
た
ひ
と
り
の
人
か
ら
䣍
あ
ら
ゆ
る
民
族
を
造
り
出
し
て
䣍
地
の
全
面

に
住
ま
わ
せ
䣍
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
区
分
し
䣍
国
土
の
境
界
を
定
め
て
下
さ
䣬
た
の
で
あ
る
䣎

つ
ま
り
イ
ザ
ナ
ギ
䣍
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
も
聖
書
の
神
へ
と
辿
り
つ
く
䣎
国
境
を
決
め
る
と
き
䣍
私

は
神
託
に
仰
ぐ
と
い
う
の
が
最
善
だ
と
思
う
の
だ
が
䣎
尖
閣
を
爆
破
す
る
よ
り
い
い
だ
ろ
う
䣎

ジ
䣼
ン
レ
ノ
ン
の
䦂
イ
マ
ジ
ン
䦄
の
よ
う
に
世
界
を
ひ
と
つ
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
䣍
ど
う
も

神
は
望
ん
で
い
ら
䣬
し
䣭
ら
な
い
み
た
い
だ
䣎
味
噌
も
糞
も
一
緒
に
な
る
と
神
へ
の
愛
が
な
く

な
る
か
䣍
変
節
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ
う
䣎
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
第
２
章
４
節
そ
し

て
わ
た
し
の
言
葉
も
わ
た
し
の
宣
教
も
巧
み
な
知
恵
の
言
葉
に
よ
ら
な
い
で
䣍
霊
と
力
と
の
証

明
に
よ
䣬
た
の
で
あ
る
䣎
５
そ
れ
は
䣍
あ
な
た
が
た
の
信
仰
が
人
の
知
恵
に
た
よ
ら
な
い
で
䣍

神
の
力
に
よ
る
も
の
と
な
る
た
め
で
あ
䣬
た
䣎
９
し
か
し
聖
書
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
䣓
目
も
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ま
た
見
ず
䣍
耳
が
ま
た
聞
か
ず
䣍
人
の
心
に
思
い
浮
か
び
も
し
な
か
䣬
た
こ
と
を
䣍
神
は
䣍
ご

自
分
を
愛
す
る
者
た
ち
の
た
め
に
備
え
ら
れ
た
䣔
の
で
あ
る
䣎
１
０
そ
し
て
䣍
そ
れ
を
䥹
愛
䥺

を
神
は
御
霊(

み
た
ま)

に
よ
䣬
て
私
た
ち
に
啓
示
し
て
下
さ
䣬
た
の
で
あ
る
䣎
御
霊
は
す
べ
て

の
も
の
を
き
わ
め
䣍
神
の
深
み
ま
で
き
わ
め
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
䣎
䥹
御
霊
と
は
私
の
こ
と
で

あ
る
䥺 

コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
第
１
章 

２
５ 

神
の
愚
か
さ
は
人
よ
り
も
賢
く
䣍
神
の
弱
さ
は
人
よ
り
も
強
い
か
ら
で
あ
る
䣎 

２
９ 

ど
ん
な
人
間
で
も
䣍
神
の
み
ま
え
に
誇
る
こ
と
が
な
い
た
め
で
あ
る
䣎 

３
１ 

誇
る
者
は
主
を
誇
れ
䣎 

神
に
選
ば
れ
た
の
は
知
者
で
も
権
力
者
で
も
な
く
底
辺
で
あ
え
ぐ
弱
者
で
あ
䣬
た
䣎
富
と
名
誉

を
追
い
か
け
人
を
踏
み
台
に
し
て
平
気
な
人
に
真
の
愛
が
解
る
は
ず
は
な
い
か
ら
だ
䣎 

所
有
欲
か
ら
の
解
放
䣎
苦
し
み
続
け
さ
せ
る
何
か
䣍
そ
れ
は
自
分
の
欲
望
だ
と
気
付
い
た
釈
尊
䣎

皆
が
殺
し
合
い
は
嫌
だ
と
思
え
ば
い
い
の
だ
䣎
神
で
あ
䣬
た
り
人
で
あ
䣬
た
り
イ
エ
ス
䣍
日
蓮

の
再
来
で
あ
䣬
た
り
䣎
言
葉
遣
い
も
そ
の
都
度
変
わ
る
䣎
自
在
な
の
で
あ
る
䣎
私
の
文
章
は
人

で
あ
る
場
合
は
拙
文
で
あ
り
䣍
神
と
し
て
言
え
ば
䣍
御
書
䣍
霊
感
な
る
も
の
で
あ
る
䣎
聖
書
は

聖
書
を
読
む
人
を
救
う
の
で
は
な
い
䣎
イ
エ
ス
の
生
き
方
を
倣
う
人
を
救
う
の
だ
䣎
日
蓮
が
も

し
道
善
房
の
も
と
で
ジ
䣹
と
し
て
れ
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
唱
題
は
生
ま
れ
な
か
䣬
た
䣎
Ｒ
会
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の
開
祖
も
一
緒
の
気
持
ち
で
霊
友
会
を
出
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣎
つ
ま
り
長
者
で
あ
る
父

と
卑
屈
だ
䣬
た
が
自
信
を
培
䣬
た
子
の
譬
え
が
法
華
経
に
は
あ
る
䣎
人
は
ひ
と
を
ど
の
く
ら
い

想
う
か
で
成
仏
は
決
ま
䣬
て
く
る
䣎
す
べ
て
自
覚
で
あ
る
䣎
そ
れ
が
利
他
の
精
神
か
ら
瞠
目
し
䣍

隣
人
を
褒
め
た
た
え
る
な
ら
比
較
も
栄
へ
の
裏
口
と
言
え
る
と
き
も
あ
る
だ
ろ
う
䣎
だ
が
そ
れ

は
一
時
の
こ
と
で
互
い
が
主
体
性
を
な
く
し
䣍
互
い
に
迎
合
し
あ
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
䣬
て
は

い
け
な
い
䣎
神
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
な
く
て
も
私
は
困
ら
な
い
の
だ
䣎
困
る
の
は
あ
な
た
方
な

の
で
あ
る
䣎
そ
れ
だ
け
で
あ
る
䣎
だ
が
私
を
信
じ
䣍
隣
人
を
愛
す
る
も
の
た
ち
は
き
䣬
と
本
当

の
幸
福
を
つ
か
む
だ
ろ
う
䣎
死
ん
で
も
生
き
て
い
て
も
䣎
愛
を
も
つ
も
の
は
そ
れ
以
上
に
愛
を

与
え
ら
れ
䣍
愛
な
き
も
の
は
ど
ん
ど
ん
奪
わ
れ
悲
痛
な
叫
び
声
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
䣎
愛
を

見
出
せ
ず
泣
い
て
い
る
も
の
も
私
を
見
つ
け
る
な
ら
や
が
て
笑
う
だ
ろ
う
䣎
し
か
し
今
䣍
富
䣍

財
産
を
持
ち
䣍
笑
䣬
て
い
る
も
の
は
そ
の
愛
の
薄
さ
の
た
め
に
泣
く
こ
と
に
な
る
こ
れ
が
神
の

国
の
奥
義
で
あ
る
䣎
神
は
人
の
上
に
立
た
ず
䣍
下
に
お
ら
ず
䣎
神
は
強
い
と
か
大
き
い
と
か
䣍

ま
た
弱
い
と
か
小
さ
い
と
か
そ
ん
な
価
値
観
の
外
側
に
い
る
䣎
全
知
全
能
と
い
う
こ
と
は
愛
を

持
つ
が
ゆ
え
に
悩
む
と
き
は
悩
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
人
の
苦
し
み
に
共
感
で
き
な
か
䣬
た

こ
と
に
対
し
䣓
ご
め
ん
な
さ
い
䣔
と
い
う
た
め
に
苦
し
み
は
与
え
ら
れ
䣍
そ
し
て
美
し
く
な
る
䣎

人
格
形
成
が
悪
と
い
う
よ
り
は
そ
れ
を
目
指
し
䣍
悟
り
を
得
た
と
錯
覚
し
慢
心
し
䣍
人
を
傷
つ

け
る
の
が
良
く
な
い
䣎
あ
り
の
ま
ま
を
認
め
る
と
き
孤
独
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
䣎
そ
こ
に
愛
情
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を
ど
う
表
現
し
関
わ
䣬
て
い
く
か
で
あ
る
䣎
各
位
に
あ
る
神
が
䣍
全
宇
宙
の
悪
と
戦
う
の
だ
䣎

き
つ
い
仕
事
を
こ
な
す
ヘ
ル
パ
䤀
さ
ん
の
楽
し
み
と
は
䣍
少
し
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
䣎

な
ん
と
さ
さ
や
か
な
䣎
私
は
何
も
言
え
な
く
な
䣬
た
䣎 

別
れ
際
䣍䣓
尾
崎
の
卒
業
の
よ
う
に
柴
田
先
生
か
ら
卒
業
し
ろ
䣎
卒
業
䣎
卒
業
䣎
䣔
と
言
い
放
つ

と
謗
法
の
罪
に
な
る
か
ら
と
私
の
本
を
受
け
取
ら
ず
に
二
千
円
を
押
し
付
け
る
と
軽
四
の
助

手
席
か
ら
雄
さ
ん
は
出
て
い
䣬
た
䣎
私
は
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
越
し
に
去
䣬
て
行
く
彼
を
見
な
が

ら
微
笑
を
浮
か
べ
た
䣎
䣓
ま
ず
は
先
生
が
ど
う
思
う
よ
り
䣍
俺
の
愛
が
本
物
で
あ
り
貫
く
こ
と

が
大
事
だ
か
ら
だ
䣎
大
切
な
の
は
こ
ち
ら
の
姿
勢
で
あ
る
䣎
雄
さ
ん
は
俺
を
顕
正
会
へ
誘
お
う

と
す
る
こ
と
か
ら
卒
業
す
べ
き
だ
䣎
そ
れ
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
け
ど
䣎
真
由
子
さ
ん
に
対
し
北

方
四
島
の
よ
う
に
私
は
返
還
を
呼
び
か
け
無
理
を
承
知
で
期
待
を
も
つ
䣎
雄
さ
ん
䣍
な
ぜ
そ
こ

に
気
づ
か
な
い
か
な
あ
䣎
愛
す
る
と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
䣎
䣔
世
俗
の
現
今
の
王
は
䣓
君

臨
は
す
る
が
統
治
せ
ず
䣔
と
い
う
の
が
姿
勢
で
あ
り
䣍
民
主
国
家
の
基
本
だ
䣎
し
か
し
䣍
神
は

君
臨
し
な
い
け
ど
人
々
の
精
神
世
界
を
統
治
し
た
い
と
思
䣬
て
い
る
䣎
愛
を
も
䣬
て
し
て
䣎
名

前
を
前
面
に
出
す
䣍
世
の
教
祖
た
ち
は
名
誉
と
権
勢
䣍
金
銭
を
求
め
る
だ
け
の
厚
顔
無
恥
な
も

の
達
で
あ
る
䣎
入
䣬
て
く
る
と
算
段
し
て
当
て
に
し
て
い
た
仕
事
や
金
が
急
に
入
ら
な
い
と
な

る
と
生
活
設
計
は
立
た
ず
困
窮
す
る
こ
と
に
な
る
䣎
神
䣍
人
の
良
心
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
䣎

私
は
だ
れ
か
を
改
宗
さ
せ
よ
う
と
思
䣬
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
䣎
た
だ
皆
に
真
実
を
知
䣬
て
ほ
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し
か
䣬
た
だ
け
で
あ
る
䣎{

善
人
に
よ
る
隣
人
愛}

こ
れ
し
か
な
い
䣎
日
蓮
が
タ
フ
だ
䣬
た
の
は

た
だ
法
華
経
へ
の
信
心
が
本
当
に
強
固
だ
䣬
た
か
ら
で
あ
ろ
う
䣎
無
知
は
罪
で
あ
る
䣎
宗
教
は

生
き
る
䣍
死
ぬ
䣍
死
後
の
世
界
䣍
す
べ
て
に
平
和
を
も
と
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎

だ
か
ら
こ
そ
私
は
正
し
く
䣍
ま
た
人
に
は
正
し
い
教
え
が
必
要
な
の
で
あ
る
䣎
富
は
得
る
こ
と

が
で
き
る
䣎
し
か
し
そ
れ
は
美
し
い
心
で
欲
望
を
コ
ン
ト
ロ
䤀
ル
で
き
る
よ
う
に
な
䣬
て
か
ら

の
話
で
あ
る
䣎
そ
し
て
も
は
や
富
と
は
呼
ば
れ
ず
安
心
と
な
り
人
々
へ
の
寄
与
の
た
め
の
も
の

と
な
る
䣎
聖
書
に
は
何
が
あ
䣬
て
も
真
由
子
さ
ん
は
私
を
愛
す
だ
ろ
う
と
あ
る
䣎
私
と
て
同
様

で
あ
る
䣎
聖
書
が
傷
つ
き
䣍
刀
折
れ
䣍
矢
も
尽
き
て
背
表
紙
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
䣬
て
き
て
い
る
䣎

私
は
そ
の
因
縁
を
お
も
う
と
涙
が
浮
か
ん
で
く
る
䣎
そ
し
て
そ
の
聖
な
る
も
の
を
胸
に
柔
ら
か

く
抱
き
し
め
た
䣎
友
人
宅
か
ら
３
千
円
を
机
の
上
に
投
げ
出
し
䣍
盗
ん
で
き
た
と
も
言
え
る
䣍

無
造
作
に
扱
わ
れ
た
存
在
䣎
長
い
放
置
の
後
䣍
期
間
が
明
け
こ
の
手
に
結
び
つ
い
て
か
ら
の
酷

使
䣎
私
を
救
い
䣍
助
け
䣍
成
長
を
も
た
ら
し
続
け
て
く
れ
た
存
在
䣍
聖
書
䣎
あ
り
が
と
う
䣍
ゆ

䣬
く
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
䣎
ギ
デ
オ
ン
協
会
に
新
し
い
聖
書
を
求
め
た
䣎
贈
呈
し
て
く
れ
る
と

言
う
䣎
世
話
に
な
り
䣍
と
も
に
涙
し
た
友
人
䣎
頼
り
に
な
る
ボ
デ
䣵
䤀
ガ
䤀
ド
䣎
私
を
導
き
育

て
䣍
教
育
ま
で
も
施
す
䣎
と
き
に
は
と
て
も
鋭
い
軍
師
䣍
そ
れ
が
私
の
聖
書
で
あ
る
䣎
ど
ん
な

形
が
一
番
善
い
処
遇
で
あ
り
聖
書
が
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
休
ま
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
か
䣎
そ
れ
は
協
会
の
方
に
絶
対
確
認
し
た
い
䣎
聖
書
の
熱
き
心
と
魂
だ
け
は
神
と
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し
て
伝
え
て
い
く
ぞ
䣎
私
の
闘
志
に
ま
た
火
が
つ
い
た
䣎
聖
書
は
書
物
で
は
な
く
神
の
霊
感
そ

の
も
の
だ
䣬
た
䣎
聖
書
に
䣓
今
回
䣍
本
に
す
る
メ
䣹
セ
䤀
ジ
は
こ
れ
が
最
後
だ
よ
䣔
と
い
う
と

納
得
し
て
く
れ
た
䣎
少
し
現
実
的
で
打
算
的
で
冷
た
く
䣍
感
謝
が
足
り
な
か
䣬
た
か
な
あ
䣎
ま

あ
い
い
か
䣎
そ
れ
な
ら
書
く
だ
け
書
く
し
か
な
い
䣎
疲
れ
切
䣬
た
聖
書
に
䣓
今
回
は
無
理
で
も
䣍

次
に
一
番
で
書
く
か
ら
䣔
と
い
䣬
た
ら
彼
は
䣓
世
の
救
い
主
よ
䣍
も
う
い
い
の
だ
䣔
と
言
䣬
た
䣍

小
声
で
䣎
そ
し
た
ら
わ
け
も
な
く
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た
䣎
健
康
に
は
あ
ま
り
気
を
使
わ
な
い
の

が
一
番
で
あ
る
䣎
ス
ト
レ
ス
か
ら
の
解
放
に
な
る
か
ら
で
あ
る
䣎
肉
体
に
は
霊
が
詰
ま
䣬
て
い

る
䣎
た
だ
そ
れ
を
信
じ
れ
ば
好
い
䣎
健
康
な
人
を
見
よ
䣎
な
ぜ
か
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
る
で
は

な
い
か
䣎
何
か
揺
る
が
な
い
信
じ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
䣎
か
つ
て
私
は
祖
母
の
影
響
で
質

素
倹
約
を
重
ん
じ
䣍
た
と
え
ば
高
級
な
洋
服
な
ど
を
購
う
人
達
を
物
欲
に
は
し
る
俗
物
だ
と
軽

蔑
し
て
い
た
䣎
何
に
も
執
着
し
な
い
の
が
仏
教
だ
䣎
そ
し
て
求
め
な
い
䣎
そ
れ
が
真
実
だ
と
考

え
て
い
た
䣎
だ
が
そ
れ
が
幸
福
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
䣎
誰
も
寄
り
付
か
な
い
䣍
た
だ
の
薄
情
䣍

冷
酷
と
も
い
え
る
䣎
人
の
想
い
が
解
ら
な
い
䣎
だ
が
人
の
ぬ
く
も
り
を
知
䣬
て
し
ま
䣬
た
䣎
こ

こ
で
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
あ
る
と
錯
覚
さ
れ
る
䣍
仏
教
で
嫌
う
䣍
愛(

執
着)

を
肯
定
し
て
い

る
よ
う
に
も
聞
こ
え
て
く
る
䣎
だ
が
こ
の
優
し
い
愛
は
慈
悲
と
同
じ
ニ
䣻
ア
ン
ス
を
持
䣬
て
お

り
䣍
美
を
求
め
る
エ
ロ
䤀
ス
よ
り
一
段
と
深
化
し
た
ア
ガ
ペ
䤀(

大
き
な
与
え
る
䣍
隣
人
愛)
で

あ
る
䣎
な
る
ほ
ど
と
思
䣬
た
䣎
私
に
欠
け
て
い
た
の
は
人
と
し
て
の
情
で
あ
る
䣍
愛
情(

慈
し
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み)

で
あ
る
䣎
仏
教
で
は
智
慧
が
す
べ
て
を
達
観
す
る
䣎
智
慧
と
慈
悲
の
両
輪
が
な
い
と
仏
の

道
は
進
め
な
い
䣎
つ
ま
り
ど
ち
ら
も
思
い
や
り
䣍
優
し
さ
は
否
定
し
て
い
な
い
の
だ
䣎
散
々
批

判
し
て
き
た
Ｒ
会
の
信
者
た
ち
䣍
そ
し
て
䣓
何
回
䣍
鐘
を
う
て
ば
煩
悩
が
消
え
る
の
だ
ろ
う
䣔

と
欲
を
深
め
る
䣍
寺
の
門
徒
衆
䣎
無
知
を
許
す
基
準
は
あ
る
の
か
䣎
仏
陀
が
入
滅
し
て
も
涙
も

こ
ぼ
さ
な
い
阿
羅
漢
た
ち
䣍
人
間
釈
尊
が
死
ん
だ
と
き
号
泣
し
て
あ
き
れ
返
ら
れ
た
ア
䤀
ナ
ン

ダ
䣎
結
局
ど
ち
ら
で
も
い
い
の
だ
よ
と
仏
陀
は
言
い
た
か
䣬
た
の
で
は
䣎
幼
き
頃
か
ら
非
道
を

行
䣬
て
き
た
私
は
䣍
情
け
な
く
友
人
に
捨
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣎
数
々
の
私
の
犯

し
た
大
罪
䣎
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
䣎
出
会
い
は
大
切
だ
䣎
一
期
一
会
䣎
す
べ
て
の
人
が
明

る
く
素
直
に
温
か
く
こ
れ
を
忘
れ
ず
䣍
自
由
に
ひ
と
を
傷
つ
け
ず
安
ら
ぎ
を
手
に
し
た
と
き
䣍

仏
教
も
キ
リ
ス
ト
教
も
笑
顔
の
中
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
浮
か
べ
䣍
ま
た
陽
気
に
去
䣬
て
い
く
の

だ
ろ
う
䣎
性
感
䣍
お
い
し
い
と
い
う
感
覚
を
含
め
た
食
感
䣍
そ
し
て
さ
わ
や
か
な
目
覚
め
䣍
こ

れ
ら
が
神
の
領
域
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
解
る
だ
ろ
う
䣎
生
存
す
る
こ
と
に
お
い
て
必
要
で

あ
る
か
ら
だ
䣎
し
か
し
そ
こ
に
生
ま
れ
る
悪
感
情
䣍
渇
愛
䣍
執
着
䣍
隣
の
芝
生
が
良
く
見
え
る
䣎

こ
れ
は
サ
タ
ン
の
領
域
に
入
䣬
て
い
る
䣎
サ
タ
ン
も
生
存
に
は
一
役
か
䣬
て
い
る
䣎
神
と
連
携

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
䣎
だ
が
や
は
り
足
り
な
い
も
の
を
満
た
す
の
が
神
で

あ
り
䣍
困
窮
さ
せ
る
の
が
サ
タ
ン
で
あ
る
䣎
劣
情
に
負
け
ず
飽
食
䣍
惰
眠
な
ど
せ
ず
䣍
正
義
と

節
制
を
心
に
抱
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
䣎
䣓
あ
る
人
か
ら
メ
䤀
ル
が
き
た
䣎
お
金
を
使
う
と
い
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う
こ
と
は
快
感
で
す
䣎
明
日
か
ら
ま
た
節
約
生
活
䣍
始
め
ま
す
䣎
慢
性
金
欠
病
が
始
ま
り
ま
し

た
䣎
輸
血
を
受
け
た
い
䣔
䣎
私
は
䣓
禁
欲
的
に
生
き
る
の
も
い
い
で
す
よ
䣎
質
素
䣍
倹
約
も
慣

れ
れ
ば
愉
し
く
嬉
し
く
な
䣬
て
き
ま
す
よ
䣎
簡
素
だ
か
ら
生
活
が
ス
䣹
キ
リ
し
ま
す
䣔
䣎
と
送

ろ
う
と
し
た
の
だ
が
画
面
の
封
筒
が
こ
ぼ
れ
落
ち
送
信
で
き
な
か
䣬
た
䣎
い
つ
も
の
こ
と
だ
䣎

聖
霊
が
な
に
か
を
教
え
て
い
る
䣎
䣓
お
金
を
有
意
義
に
ま
わ
し
経
済
が
上
手
く
い
き
貧
困
が
解

消
さ
れ
れ
ば
善
い
で
す
䣔
䣎
今
度
は
上
手
く
い
䣬
た
䣎
つ
ま
り
こ
れ
が
大
乗
仏
教
の
こ
こ
ろ
で

あ
り
皆
で
助
け
合
䣬
て
幸
せ
に
な
る
䣎
な
ん
だ
䣍
結
局
は
金
だ
と
言
わ
せ
た
い
の
か
䣎 

私
は
子
供
た
ち
䣍
お
年
寄
り
䣍
い
ろ
い
ろ
な
不
具
合
を
持
つ
人
た
ち
を
お
も
う
と
き
䣍
世
界
の

人
々
皆
が
平
和
と
繁
栄
を
謳
歌
し
て
も
ら
い
た
い
と
祈
る
䣎
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
そ
こ
に
愛

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
自
分
だ
け
の
こ
と
だ
け
を
考
え
な
い
で
ね
䣎
金
が
あ
䣬
て
も
愛
が
な

く
て
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
大
半
で
は
な
い
か
䣎
愛
を
心
に
抱
い
て
こ
そ
富
を
求
め
る
資
格

を
得
る
䣎
本
末
転
倒
は
い
け
な
い
䣎
そ
し
て
犠
牲
に
な
る
の
は
一
番
悪
い
こ
と
で
あ
る
䣎
絶
対

に
な
さ
ら
ぬ
よ
う
に
䣎 

真
子
䣍
千
華
へ
メ
䤀
ル
は
小
休
止
す
る
䣎
編
集
の
た
め
䣎
風
邪
な
ど
召
す
な
䣎
温
か
く
し
て
眠

れ
䣎
雪
道
気
を
付
け
て
䣎
友
情
を
大
切
に
䣎
家
族
だ
か
ら
な
䣎
人
生
を
真
面
目
に
䣎
と
ら
わ
れ

る
と
䣍
死
に
た
く
な
る
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
の
よ
う
な
自
由
人
も
い
る
䣎
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
い

の
だ
䣎
多
様
な
価
値
観
か
ら
真
理
を
見
出
す
䣎
そ
れ
は
間
違
い
な
く
䣍
愛
だ
よ
䣎
少
し
䣍
さ
よ
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う
な
ら
だ
䣎 

社
会
主
義
は
負
け
た
わ
け
じ
䣭
な
い
䣎
た
だ
人
々
の
考
え
方
心
が
善
意
に
向
け
ら
れ
な
く
て
は

世
界
に
未
来
は
な
い
䣎
喜
ん
で
税
金
を
出
す
人
ば
か
り
に
な
れ
ば
世
界
は
激
変
し
て
善
く
な
る

だ
ろ
う
䣎
貧
困
解
決
に
向
け
て
䣎
聖
書
は
䣓
わ
れ
は
イ
エ
ス
で
あ
る
䣔
と
自
称
し
た
䣎
私
も
イ

エ
ス
だ
䣎
そ
し
て
神
と
は
そ
の
言
行
に
よ
䣬
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
䣎
私
が
日
蓮
䣍
イ
エ

ス
䣍
神
で
あ
る
こ
と
が
羨
ま
し
い
と
い
う
人
へ
䣍
馬
鹿
じ
䣭
な
い
の
か
䣍
こ
ん
な
に
辛
い
の
に
䣎

愛
に
準
じ
た
の
だ
か
ら
䣍
ま
あ
い
い
か
䣎
あ
と
は
神
と
し
て
い
い
人
た
ち
と
楽
し
く
や
り
た
い
䣎

寒
気
に
対
し
負
け
る
と
弱
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
䣎
逆
に
心
が
強
く
な
れ
ば
心
も
体
も
あ
た
た

か
く
な
る
䣎
ま
ず
神
の
愛
が
あ
る
か
が
大
切
䣎
生
活
の
心
遣
い
は
聖
書
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
䣎

愛
が
一
番
大
事
と
い
う
こ
と
が
見
失
わ
れ
て
し
ま
い
䣍
す
べ
て
を
無
く
す
か
ら
で
あ
る
䣎
神
で

あ
る
私
が
他
宗
を
偽
り
者
と
し
て
裁
く
の
で
あ
る 

真
子
䣍
千
華
へ
雪
道
䣍
積
雪
も
少
な
く
て
よ
か
䣬
た
な
䣎
何
度
も
言
う
よ
う
に
情
欲
よ
り
は
な

れ
独
身
を
守
れ
䣍
美
し
く
清
く
生
き
た
い
の
な
ら
䣎
主
を
愛
し
永
遠
の
い
の
ち
䣍
幸
福
を
得
る
䣎

本
当
に
真
宗
の
匂
い
を
お
前
ら
の
内
か
ら
絶
ち
た
い
の
だ
䣎
正
義
に
生
き
䣍
積
極
的
に
社
会
に

関
わ
る
と
き
䣍
悪
と
見
え
る
も
の
に
は
䣍
善
で
立
ち
向
か
え
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
そ
こ
に
あ

る
䣎
留
意
し
銘
記
せ
よ
䣎 
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䥹
第
五
章
䥺
真
の
友
達
に
は
誠
を
尽
く
せ
䣎
や
が
て
夜
明
け
は
来
る
䣎
そ
れ
ま
で
は
意
地
で
支

え
よ
䣍
夢
一
つ
䣎
負
け
る
が
価
値
と
い
う
こ
と
も
あ
る
䣎
冷
静
に
判
断
せ
よ
䣎
真
宗
䣍
悪
人
だ

か
ら
皆
䣍
仲
良
く
し
ま
し
䣯
う
䣎
こ
れ
は
嘘
䣬
ぱ
ち
だ
䣎
罪
人
と
自
覚
し
イ
エ
ス
へ
の
信
仰
心

を
持
つ
䣍
そ
の
時
䣍
真
実
の
善
人
に
生
ま
れ
変
わ
る
䣎
そ
こ
か
ら
道
は
拓
け
る
䣎
山
口
さ
ん
䣍

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
の
ペ
䤀
ジ
に
は
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
と
神
の
顕
現
と
䣍
そ
れ
が
私
だ
と
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
ま
す
䣎
そ
し
て
す
べ
て
に
リ
ン
ク
し
ま
す
䣎
そ
れ
を
踏
ま
え
ご
来
訪
お
決
め
く
だ
さ
い
䣎

で
す
䣎
山
口
さ
ん
䣍
西
村
さ
ん
䣍
私
は
イ
エ
ス
で
あ
り
日
蓮
で
あ
り
そ
し
て
神
エ
ホ
バ
で
あ
る
䣎

愛
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
い
け
な
い
の
と
同
様
に
私
を
粗
略
に
扱
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
私
は

思
想
家
で
は
な
い
神
で
あ
る
䣎
つ
な
が
䣬
て
い
な
さ
い
䣎
永
遠
の
い
の
ち
の
た
め
山
口
さ
ん
䣍

コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
の
中
パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
分
争
な
い
よ
う
に
し
て
く

れ
と
強
く
願
い
ま
す
䣎
し
か
し
歴
史
は
全
く
意
に
介
さ
ず
血
の
臭
い
で
汚
れ
て
い
ま
す
䣎
皆
䣍

独
善
的
だ
か
ら
で
す
䣎
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
二
の
手
紙
第
４
章
２
節
恥
ず
べ
き
か
く
れ
た
こ
と

を
捨
て
去
り
䣍
悪
巧
み
に
よ
䣬
て
歩
か
ず
䣍
神
の
言(

こ
と
ば)

を
曲
げ
ず
䣍
真
理
を
明
ら
か
に
䣎

神
の
み
ま
え
に
䣍
す
べ
て
の
人
の
良
心
に
自
分
を
推
薦
す
る
の
で
あ
る
䣎
５
章
１
２
節
わ
た
し

た
ち
は
あ
な
た
が
た
に
対
し
て
䣍
ま
た
も
や
自
己
推
薦
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
䣎
た
だ
わ

た
し
た
ち
を
誇
る
機
会
を
䣍
あ
な
た
が
た
に
持
た
せ
䣍
心
を
誇
る
の
で
は
な
く
う
わ
べ
だ
け
を

誇
る
人
々
に
答
え
う
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
の
で
あ
る
䣎
７
章
１
０
節
神
の
み
心
に
添
う
悲
し
み
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は
䣍
悔
い
の
な
い
救
い
を
得
さ
せ
る
悔
い
改
め
に
導
き
䣍
こ
の
世
の
悲
し
み
は
死
を
来
た
ら
せ

る
䣎
１
１
節
神
の
み
心
に
添
う
そ
の
悲
し
み
が
䣍
ど
ん
な
に
熱
情
を
あ
な
た
方
に
起
こ
さ
せ
た

こ
と
か
䣎
ま
た
䣍
弁
明
䣍
義
憤
䣍
恐
れ
䣍
愛
慕
䣍
熱
意
そ
れ
か
ら
処
罰
に
至
ら
せ
た
こ
と
か
䣎 

.

他
宗
䣍
団
体
を
批
判
す
る
私
だ
が
こ
の
真
の
憤
り
は
善
な
の
で
あ
る
䣎 

こ
の
世
の
悲
し
み
と
は
生
き
死
に
富
の
有
無
に
あ
り
䣍
神
の
悲
し
み
と
は
愛
が
な
い
䣎
そ
の
一

点
で
あ
る
䣎 

仏
壇
の
ご
本
尊
の
前
䣍
日
蓮
上
人
の
坐
像
䣎
あ
る
日
蓮
宗
の
僧
侶
に
お
伺
い
し
た
䣎
そ
れ
は
亡

く
な
䣬
た
方
の
御
遺
影
で
す
䣎
拝
む
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
と
返
答
を
受
け
た
䣎
私
の
疑
問

は
解
決
し
た
䣎
偶
像
崇
拝
で
は
な
く
坐
像
は
慕
わ
し
く
日
蓮
上
人
の
面
影
を
忍
ぶ
も
の
だ
䣬
た

の
で
あ
る
䣎 

た
ぶ
ん
歴
史
は
愛
䣍
心
䣍
思
い
や
り
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
進
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
䣎
唯
愛

史
観
で
あ
る
䣎
貧
䣍
病
䣍
争
は
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
恒

常
的
な
愛
を
生
み
出
す
の
だ
䣎
い
ま
ま
で
の
悲
運
の
涙
に
報
い
る
䣍
温
か
さ
が
必
要
と
な
䣬
て

く
る
䣎
絶
対
愛
で
あ
る
䣎
そ
し
て
そ
れ
が
安
息
と
い
う
真
実
の
目
的
に
つ
な
が
る
こ
と
が
歴
史

の
宿
命
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

ま
た
し
て
も
パ
ワ
䤀
ポ
リ
テ
䣵
ク
ス
䣎
日
露
戦
争
の
時
代
ま
で
逆
進
す
る
の
で
は
と
思
う
ほ
ど

ロ
シ
ア
䣍
中
国
䣍
ア
メ
リ
カ
が
内
向
き
か
つ
牽
制
し
あ
う
様
相
を
呈
し
て
来
た
䣎
プ
䤀
チ
ン
も
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ト
ラ
ン
プ
も
核
を
増
強
さ
せ
る
と
い
う
䣎
中
国
と
台
湾
は
ど
う
な
る
䣎
こ
の
波
乱
の
中
䣍
日
本

丸
の
舵
取
り
が
で
き
る
の
は
安
倍
し
か
い
な
い
と
さ
れ
る
現
実
䣎
そ
ん
な
日
本
は
不
幸
で
あ
ろ

う
䣎
安
倍
は
確
か
に
諸
問
題
に
対
し
網
羅
し
た
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
䣎
し
か
し
予
算
の
膨

張
䥹
い
ろ
い
ろ
要
因
も
あ
る
が
䥺
赤
字
国
債
も
７
年
ぶ
り
に
増
え
た
䣎
意
気
込
み
は
買
い
た
い

が
䣍
ま
だ
オ
バ
マ
が
在
任
中
な
の
に
次
期
大
統
領
に
決
ま
䣬
た
ト
ラ
ン
プ
に
ゴ
ル
フ
の
パ
タ
䤀

を
も
䣬
て
い
そ
い
そ
一
番
に
会
い
に
行
く
䣍
そ
の
節
操
の
無
さ
䣎
プ
䤀
チ
ン
が
䣓
軽
い
や
つ
だ

信
用
で
き
な
い
䣔
と
観
て
も
当
然
だ
ろ
う
䣎
䣓
北
方
四
島
は
も
う
帰
䣬
て
こ
な
い
よ
䣔
間
違
い

な
く
䣎
え
え
俺
と
真
由
子
さ
ん
の
場
合
と
は
違
う
ぞ
䣍
そ
う
だ
ろ
う
䣎(

笑) 

や
は
り
俺
は
才
覚
が
な
い
䣎
だ
が
神
で
あ
る
䣎
記
憶
力
䣍
効
率
䣍
計
算
力
は
か
な
り
落
ち
る
䣎

が
䣍
慈
悲
䣍
愛
に
関
し
た
発
想
力
と
理
解
力
は
並
は
ず
れ
て
い
る
䣎
妹
が
ケ
ア
マ
ネ
䤀
ジ
䣺
䤀

の
資
格
を
取
䣬
た
䣎
昔
か
ら
比
較
さ
れ
た
が
頭
が
い
い
の
だ
ろ
う
䣎
本
一
冊
ペ
ラ
ペ
ラ
と
一
読

し
た
だ
け
で
試
験
に
受
か
る
の
で
あ
る
䣎
私
は
基
本
的
に
は
緻
密
さ
や
確
実
さ
を
求
め
ら
れ
る

職
種
が
向
い
て
い
な
い
䣎
妹
は
人
に
尽
く
す
の
が
好
き
み
た
い
だ
䣎
チ
䣺
レ
ン
ジ
精
神
も
あ
る
䣎

１
か
ら
１
０
ま
で
ス
ム
䤀
ズ
に
歩
く
䣎
私
は
３
で
と
ま
䣬
た
り
引
き
返
し
た
り
と
き
に
は
マ
イ

ナ
ス
５
ま
で
落
ち
て
み
た
り
䣍
今
度
は
一
度
に
１
０
０
ま
で
跳
ん
だ
り
䣍
そ
し
て
ど
こ
で
足
踏

み
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
䣎
果
た
し
て
私
は
１
０
に
た
ど
り
着
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
䣎
た
ど

り
着
け
な
く
て
も
い
い
か
䣎
そ
の
場
所
で
愛
を
も
䣬
て
い
れ
ば
䣎 
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北
方
四
島
に
生
ま
れ
育
䣬
た
ロ
シ
ア
の
人
達
が
ど
れ
だ
け
い
る
と
思
䣬
て
い
る
䣎
返
還
と
は
䣍

故
郷
を
取
り
上
げ
る
の
か
䣎
そ
し
て
そ
こ
に
は
ロ
シ
ア
の
大
事
な
意
味
合
い
が
あ
る
䣎
シ
䤀
レ

ン
確
保
䣍
軍
事
的
大
事
な
拠
点
䣎
だ
い
た
い
北
海
道
自
体
が
ア
イ
ヌ
の
ひ
と
か
ら
奪
䣬
た
も
の

だ
ろ
う
䣎
大
和
民
族
が
そ
ん
な
大
き
な
顔
し
て
注
文
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
は
䣎
キ
リ

ス
ト
教
と
い
う
か
神
を
思
想
で
図
る
よ
り
人
格
神
な
ら
文
学
的
な
見
地
に
立
脚
し
た
方
が
解

り
や
す
い
だ
ろ
う
䣎
宗
教
思
想
家
䣍
つ
ま
り
神
学
で
は
神
を
と
ら
え
き
れ
な
い
䣎
学
問
と
い
う

科
学
か
ら
離
れ
た
経
験
値
が
大
切
だ
䣎
遠
藤
周
作
さ
ん
は
語
䣬
た
䣍
䣓
女
性
を
振
䣬
た
り
䣍
ま

た
ふ
ら
れ
た
り
し
て
複
雑
な
思
い
を
し
た
年
齢
も
５
０
歳
を
超
え
た
頃
に
や
䣬
と
キ
リ
ス
ト

の
教
え
が
解
䣬
た
よ
う
な
気
が
す
る
䣔
と
䣎
遠
藤
さ
ん
も
自
分
を
小
さ
き
も
の
䣍
罪
人
と
自
覚

し
て
辛
か
䣬
た
の
だ
ろ
う
な
あ
䣎
釈
尊
は
厳
格
と
寛
容
を
見
事
に
使
い
分
け
た
䣎
他
の
宗
教
者

䥹
外
道
䥺
に
罵
ら
れ
て
も
䣓
私
が
贈
答
品
を
受
け
と
ら
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
䣔
と
返
し
䣍
䣓
も

と
に
帰
る
䣔
と
怒
り
の
空
し
さ
を
納
得
さ
せ
た
䣎
ま
た
説
法
中
䣍
居
眠
り
を
し
た
ア
ナ
リ
ツ
に

は
厳
し
く
た
し
な
め
ら
れ
た
䣎
あ
る
日
蓮
の
流
れ
を
汲
む
宗
教
団
体
だ
が
非
難
䣍
怒
り
䣍
批
判
䣍

悟
り
を
正
統
性
の
名
目
の
も
と
剛
腕
に
て
主
張
し
て
い
る
節
が
あ
る
䣎
も
し
確
か
な
理
由
の
あ

る
正
当
な
落
ち
着
い
た
注
釈
な
ら
皆
が
耳
を
か
す
の
だ
ろ
う
が
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
山
口
さ
ん

が
䣓
会
衆
に
な
る
覚
悟
が
な
い
の
な
ら
も
う
来
な
い
䣔
と
我
が
家
の
応
接
室
で
単
調
な
中
に
も

感
情
が
こ
も
䣬
た
調
子
で
言
い
は
な
䣬
た
䣎
私
は
䣓
あ
な
た
は
会
衆
と
し
て
の
見
解
を
押
し
付
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け
よ
う
と
し
て
い
る
䣎
私
に
は
神
と
し
て
の
正
し
き
教
え
が
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
会
衆
が

皆
䣍
助
か
る
規
格
が
私
に
は
解
ら
な
い
䣎
資
格
と
は
䣍
心
の
成
熟
と
は
䣍
戒
と
し
て
と
ら
え
た

場
合
の
従
順
さ
䣍
そ
し
て
イ
エ
ス
の
死
に
際
し
て
の
意
味
合
い
の
把
握
䣍
こ
れ
は
皆
䣍
各
自
䣍

理
解
力
䣍
志
向
に
差
が
あ
䣬
て
当
た
り
前
だ
䣔
䣎
神
は
言
う
䣎䣓
理
解
力
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
䣎

富
䣍
名
誉
を
追
い
か
け
る
人
に
は
見
え
な
い
愛
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
事
䣍
こ
れ
が
理
解
力
で

あ
る
䣎
単
に
勉
強
が
で
き
る
䣍
偏
差
値
が
良
か
䣬
た
䣍
い
い
学
校
を
卒
業
し
た
な
ど
ま
䣬
た
く

関
係
な
い
䣎
そ
れ
は
財
産
と
同
じ
で
重
荷
に
な
䣬
た
と
し
て
も
䣍
徳
は
な
く
真
理
か
ら
離
れ
て

行
く
こ
と
に
な
る
䣎
䣔
エ
ホ
バ
の
証
人
を
批
判
し
た
後
す
ぐ
に
私
の
ワ
䤀
プ
ロ
が
不
具
合
に
な

䣬
た
䣎
大
切
な
品
で
あ
る
䣎
夜
半
遅
く
テ
レ
し
た
䣎
電
気
屋
さ
ん
も
䣓
わ
か
ら
ん
䣔
と
い
う
䣎

聖
書
は
䣓
エ
ホ
バ
の
会
衆
に
な
れ
ば
䣔
と
い
䣬
て
く
る
か
と
思
䣬
た
䣎
だ
が
迎
合
す
る
自
身
で

は
あ
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
見
解
が
違
う
の
に
所
属
す
る
の
は
私
自
身
の
否
定
に
つ
な
が
る
䣎
私

は
そ
こ
ま
で
行
わ
な
い
と
神
と
し
て
示
現
し
続
け
る
意
義
が
な
い
䣎
私
は
我
欲
だ
け
を
考
え
て

い
る
の
か
と
自
問
自
答
し
た
䣎
こ
れ
が
神
は
苦
悶
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
䣍

彼
ら
は
確
か
に
神
を
擁
護
す
る
の
だ
が
人
間
に
は
冷
た
い
䣎
私
は
神
の
立
場
で
自
省
し
自
責
の

念
に
涙
し
て
い
る
䣎
存
在
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
た
め
に
さ
え
䣎
い
や
む
し
ろ
彼
ら
の
方
が
神
の

愛
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
䣎
ほ
ん
と
う
の
道
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
目
指
す
私
䣎
私
は
は
じ
め
て

皆
に
信
じ
ら
れ
な
く
て
は
ど
う
す
る
と
思
䣬
た
䣎
私
は
い
つ
も
公
益
を
考
え
て
い
る
䣎
み
ん
な
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が
幸
福
に
な
る
よ
う
に
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
へ
の
世
間
の
目
は
厳
し
い
䣎
他
宗
教
で
の
葬
儀
を
禁

じ
香
典
を
す
べ
て
懐
に
入
れ
る
と
言
䣬
て
い
る
男
が
い
た
䣎
本
当
な
ら
神
は
完
全
に
憤
り
怒
る

ぞ
䣎
ワ
䤀
プ
ロ
が
壊
れ
た
の
は
縁
を
切
れ
と
い
う
こ
と
だ
䣬
た
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
䣓
そ
う
い

え
ば
䣍
お
ふ
く
ろ
の
歳
を
訊
い
て
い
た
な
あ
䣎
元
気
か
と
䣍
野
郎
䣍
金
目
当
て
か
䣔
䣎
宗
教
団

体
は
金
儲
け
に
は
し
䣬
て
い
る
の
が
大
勢
で
あ
る
䣎
盲
目
的
に
信
じ
䣍
お
宝
を
手
渡
す
䣎
目
が

み
え
な
い
も
の
䣍
目
は
開
い
て
い
る
と
言
い
切
る
䣍
そ
こ
に
問
題
が
あ
る
の
だ
䣎
母
は
先
祖
供

養
を
し
て
先
祖
に
守
䣬
て
も
ら
䣬
て
い
る
と
言
䣬
て
い
た
が
䣍
私
は
䣓
そ
ん
な
こ
と
よ
り
先
祖

の
成
仏
は
神
仏
に
ま
か
せ
自
分
の
性
根
を
直
す
こ
と
が
先
だ
䣔
と
い
䣬
た
䣎
し
か
し
最
近
䣍
仏

壇
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
曼
荼
羅
か
ら
伝
わ
䣬
て
く
る
物
凄
い
パ
ワ
䤀
に
䣍
先
祖
の
想
い
が

䣓
が
ん
ば
れ
䣔
と
の
生
き
る
も
の
た
ち
へ
の
エ
䤀
ル
に
あ
る
の
を
感
じ
た
䣎
そ
し
て
伯
父
の
形

見
の
革
ジ
䣺
ン
を
は
お
る
と
き
䥹
ス
ク
䤀
タ
䤀
に
乗
り
寒
風
の
吹
く
な
か
勤
め
先
の
ス
ミ
屋
か

ら
顔
が
真
䣬
黒
に
な
䣬
て
帰
䣬
て
く
る
䣍
伯
父
の
姿
が
目
に
浮
か
ん
だ
䥺
運
転
中
感
じ
た
変
な

違
和
感
が
消
え
た
䣎
伯
父
さ
ん
は
䣍
俺
を
守
䣬
て
い
る
䣎
素
直
に
そ
う
思
䣬
た
䣎
命
が
軽
視
さ

れ
る
と
き
は
命
の
重
さ
を
䣎
命
が
名
利
と
同
次
元
に
陥
る
と
き
は
愛
を
䣎
日
蓮
と
イ
エ
ス
の
答

え
で
あ
る
䣎
年
を
と
䣬
た
の
か
母
は
と
に
か
く
根
に
持
つ
䣍
イ
ラ
つ
く
䣎
父
母
は
謗
䣬
て
は
い

け
な
い
䣎
だ
が
そ
の
不
敬
か
ら
殺
し
て
や
り
た
い
く
ら
い
だ
䣎
こ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
は
䣍

何
度
も
言
う
が
捨
て
る
こ
と
だ
䣎
鬼
の
母
は
捨
て
る
䣎
そ
れ
に
か
ぎ
る
䣎
良
心
を
痛
め
る
こ
と
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は
キ
リ
ス
ト
へ
の
罪
だ
䣎
聖
句
䣓
そ
の
日
あ
な
た
が
何
を
望
ん
で
も
父
は
私
の
名
に
お
い
て
な

ん
で
も
く
れ
る
だ
ろ
う
䣔
䣎
つ
ま
り
そ
の
境
涯
に
あ
る
も
の
が
望
む
も
の
は
䣍
た
だ
一
つ
美
し

い
清
ら
か
な
愛
だ
け
で
あ
る
䣎
そ
れ
が
神
の
名
で
は
な
く
䣍
イ
エ
ス
の
名
よ
り
与
え
ら
れ
る
こ

と
が
意
味
深
い
䣎
二
人
は
同
体
で
あ
り
分
か
ち
合
䣬
て
い
る
の
で
あ
る
䣎
友
の
死
と
は
逢
え
な

く
な
る
我
が
身
が
辛
い
の
だ
䣎
死
ん
だ
䣍
本
人
は
天
国
か
も
し
れ
な
い
䣎
献
身
も
自
覚
に
基
づ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
辛
く
な
り
仇
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
䣎
宗
教
に
お
い
て
の
正
邪

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
勧
誘
さ
れ
る
本
人
の
責
任
も
あ
る
が
䣍
仇
に
な
る
か
も
と
い
う
覚
悟

は
䣍
な
す
側
に
も
必
要
だ
䣎 

唐
突
だ
が
友
の
無
念
さ
を
思
う
と
こ
ぼ
れ
る
涙
も
あ
る
䣎
上
か

ら
目
線
も
親
し
み
目
線
に
な
る
䣎
か
け
る
言
葉
の
持
つ
意
味
䣎
本
当
の
思
い
や
り
は
大
き
い
愛

情
が
あ
る
か
で
決
ま
る
䣎 

イ
エ
ス
は
人
々
の
病
を
癒
し
た
䣎
そ
し
て
律
法
学
者
䣍
祭
祀
者
の
嫉
妬
䣍
民
衆
の
期
待
外
れ

の
あ
ざ
け
り
の
中
䣍
命
を
落
と
し
た
䣎
そ
の
後
䣍
再
臨
し
た
私
は
イ
エ
ス
が
な
し
得
な
か
䣬
た

言
葉
の
数
量
を
重
視
し
た
い
䣎
教
え
の
数
と
質
と
正
当
性
で
あ
る
䣎
こ
う
書
く
と
他
の
宗
教
団

体
と
一
緒
で
な
い
か
と
言
わ
れ
そ
う
だ
が
私
は
イ
エ
ス
䣍
つ
ま
り
神
が
言
い
た
か
䣬
た
こ
と
神

の
愛
䣍
隣
人
愛
を
䣍
な
る
べ
く
具
体
的
に
ビ
ビ
䣹
ト
に
表
し
た
い
の
で
あ
る
䣎
多
分
イ
エ
ス
も

暖
か
な
罪
人
が
救
わ
れ
る
言
葉
を
お
か
け
に
な
䣬
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
が
䣍
聖
書
に
は
な
ぜ
か

記
述
が
少
な
い
䣎
私
に
書
け
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
䣎
そ
う
思
䣬
た
䣎
だ
か
ら
使
命
を
も
䣬
て
神
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と
し
て
の
立
場
か
ら
あ
た
た
か
い
教
え
を
素
直
に
熱
く
書
く
つ
も
り
だ
䣎
ま
ず
仲
間
を
大
切
に

す
る
䣎
仲
間
と
は
い
い
も
の
で
あ
る
䣎
お
ふ
く
ろ
は
シ
ル
バ
䤀
の
仕
事
を
し
て
い
る
䣎
室
内
清

掃
と
書
類
の
欄
に
は
書
い
て
あ
䣬
た
䣎
メ
イ
ン
は
ト
イ
レ
掃
除
で
あ
る
䣎
８
３
歳
䣍
最
高
齢
の
䣍

記
念
に
冊
子
に
て
紹
介
さ
れ
る
事
に
な
䣬
た
䣎
嫌
だ
䣬
た
そ
う
だ
が
無
理
強
い
さ
れ
た
み
た
い

だ
䣎
大
事
な
も
の
䣍
そ
の
欄
に
家
族
䣍
友
達
と
あ
䣬
た
䣎
家
族
は
俺
一
人
䣍
い
や
外
に
出
て
い

る
妹
䣍
姪
二
人
䣍
飼
い
猫
の
ソ
チ
も
入
る
か
䣎
所
詮
ひ
と
り
と
い
䣬
て
い
た
母
が
友
達
と
書
い

て
い
る
䣎
私
は
強
い
口
調
も
彼
女
な
り
の
愛
情
の
表
現
な
の
だ
と
理
解
す
る
と
と
も
に
そ
の
素

朴
さ
に
目
頭
が
あ
つ
く
な
䣬
た
䣎 

皆
が
な
ま
く
ら
で
生
き
て
い
け
る
世
界
そ
れ
が
い
い
䣎
悪
を
な
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
䣎
南
無
妙

法
蓮
華
経
で
悪
を
な
さ
ず
䣎
命
は
信
仰
の
反
映
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
だ
か
ら

命
は
尊
い
䣎
悪
の
欲
に
よ
り
占
領
さ
れ
た
肉
体
は
キ
リ
ス
ト
に
よ
䣬
て
滅
せ
ら
れ
た
の
だ
䣎
こ

れ
よ
り
霊
に
て
生
き
よ
䣎
苦
し
み
悩
む
者
へ
い
う
䣎
原
罪
と
い
う
も
の
が
生
き
て
い
く
と
き
必

ず
あ
る
も
の
な
ら
も
は
や
そ
れ
は
罪
で
は
な
い
䣎
キ
リ
ス
ト
イ
エ
ス
が
そ
れ
を
証
明
し
た
䣎
も

し
く
は
罪
で
あ
䣬
て
も
悪
で
は
な
い
䣎
神
䣍
統
合
失
調
症
䣍
そ
れ
も
い
い
だ
ろ
う
䣎
だ
が
そ
の

前
に
䣍
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
大
切
だ
䣎
そ
う
で
あ
れ
ば
神
か
病
気
か
そ
ん
な
も
の
は

ど
う
で
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
そ
し
て
そ
こ
に
神
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
知
る
で
あ
ろ
う
䣎

そ
れ
は
俺
の
た
め
と
い
う
よ
り
す
べ
て
の
愛
の
た
め
に
䣎
己
が
心
の
非
道
さ
に
気
づ
い
た
も
の
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は
そ
の
非
道
さ
ゆ
え
に
罰
せ
ら
れ
る
䣎
だ
が
そ
の
非
道
さ
を
知
䣬
た
と
い
う
善
を
確
認
し
た
も

の
は
や
が
て
幸
福
を
知
る
䣎
幸
せ
は
す
べ
て
自
己
執
着
よ
り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
䣎
全

て
が
良
い
と
す
れ
ば
味
噌
も
糞
も
一
緒
に
な
り
善
悪
が
な
く
な
る
䣎
す
べ
て
に
お
い
て
善
き
も

の
は
神
だ
け
で
あ
る
䣎
だ
が
悪
だ
か
ら
生
き
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
の
も
悪
だ
ろ
う
䣎
己
を
知
り
䣍

愛
に
心
を
向
け
る
と
き
悪
も
や
が
て
善
に
変
わ
る
の
で
あ
る
䣎 

あ
る
年
賀
状
に
䣍
今
度
は
テ
䤀
マ
を
決
め
て
書
い
た
ら
い
い
の
で
は
と
有
り
難
く
ア
ド
バ
イ
ス

が
記
さ
れ
て
あ
䣬
た
䣎
私
は
批
評
家
の
よ
う
な
感
じ
も
し
ま
す
が
学
者
で
も
ジ
䣺
䤀
ナ
リ
ス
ト

で
も
ア
ナ
リ
ス
ト(

分
析
家)

䣍
当
事
者
で
も
な
い
䣎
私
は
愛
に
基
づ
い
て
自
覚
し
た
神
が
書
か

せ
て
い
る
の
で
す
䣎
自
動
書
紀
と
い
い
ま
す
䣎
私
の
価
値
観
も
次
々
と
変
容
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
䣎

私
が
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
は
䣍
こ
の
世
の
不
完
全
な
人
々
と
同
次
元
に
立
つ
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
䣎
私
が
侮
ら
れ
る
の
で
は
な
く
䣍
私
が
神
の
名
の
も
と
䣍
裁
く
の
で
す
䣎
こ
れ
は
正
し

い
䣎
我
欲
よ
り
離
れ
人
々
の
安
寧
を
祈
り
続
け
る
人
に
と
䣬
て
は
䣎
で
も
皆
䣍
各
位
䣍
善
意
に

あ
れ
や
こ
れ
や
と
判
断
を
下
す
䣎
裁
く
の
は
人
の
心
中
に
い
る
私
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
つ

ま
り
愛
を
も
䣬
た
思
い
や
り
䣍
神
に
よ
䣬
て
で
あ
る
䣎
俺
は
統
合
失
調
症
䣍
神
䣍
ど
ち
ら
で
も

好
い
䣎
俺
は
俺
䣎
人
の
評
価
は
関
係
な
い
䣎
薬
が
毒
に
な
る
か
効
果
的
か
は
そ
こ
に
携
わ
る
䣍

全
て
の
医
療
従
事
者
の
愛
に
か
か
䣬
て
い
る
䣎
聖
書
に
は
䣓
義
人
で
さ
え
救
わ
れ
な
い
と
し
た

ら
罪
人
は
ど
う
す
る
䣔
と
い
う
聖
句
が
あ
る
䣎
親
鸞
は
䣓
善
人
さ
え
往
生
す
る
の
に
悪
人
が
往
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生
し
な
い
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
䣔
䣎
こ
の
詭
弁
ど
う
思
い
ま
す
か
䣎
神
は
私
の
た
め
で
は
な
く
䣍

生
き
る
人
々
の
た
め
の
名
称
で
あ
る
他
の
大
乗
経
典
と
は
違
い
䣍
法
華
経
は
釈
尊
の
舎
利
弗
を

は
じ
め
弟
子
た
ち
を
貶
め
て
は
い
な
い
と
思
う
䣎
舎
利
弗
は
自
ら
ピ
エ
ロ
を
演
じ
て
い
る
が
䣍

仏
陀
に
成
仏
で
き
る
こ
と
を
授
記
さ
れ
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
䣎
仏
と
は
思
い
や
り
の
人
䣍
そ

れ
が
人
々
の
た
め
に
な
る
䣎
そ
し
て
各
位
の
安
心
に
つ
な
が
る
䣎
他
人
の
痛
み
が
解
る
ど
う
し

よ
う
も
な
い
性
向
䣎
イ
エ
ス
は
決
し
て
命
を
捧
げ
た
こ
と
を
自
慢
し
な
い
だ
ろ
う
䣎
確
信
す
る
䣎

皆
䣍
楽
し
く
生
き
て
ほ
し
い
䣎
そ
れ
だ
け
で
あ
る
䣎 

あ
い
つ
の
自
死
䣍
死
ぬ
と
い
う
こ
と
よ

り
も
䣍
皆
に
見
捨
て
ら
れ
る
方
が
怖
か
䣬
た
の
か
䣎 

真
子
䣍
千
華
へ
䣍
雪
道
䣍
気
を
付
け
て

ね
䣎
交
通
安
全
祈
り
ま
す
䣎
雪
か
き
も
大
変
で
す
䣎
や
は
り
雪
は
降
ら
な
い
方
が
い
い
か
䣎
ご

苦
労
様
䣎
ソ
チ
が
今
膝
の
上
に
い
る
䣎
二
日
の
年
頭
参
り
に
際
し
䣍
禎
山
上
人
が
講
義
を
酒
席

で
さ
れ
た
䣎
有
り
難
か
䣬
た
䣎
二
つ
の
疑
問
が
解
け
た
䣎
法
華
経
２
６
番
陀
羅
尼
品
䣎
薬
王
菩

薩
は
法
華
経
の
説
法
者
の
た
め
に
陀
羅
尼
呪
あ
た
え
て
も
䣬
て
こ
れ
を
守
護
す
べ
し
と
も
う

さ
く
䣓
法
師
を
愍
念
し
擁
護
す
る
が
故
に
説
く
の
で
あ
る
䣔
䣎
勇
施
菩
薩
䣓
法
師
䣍
こ
の
陀
羅

尼
を
得
る
な
ら
䣍
夜
叉
を
は
じ
め
餓
鬼
ま
で
よ
く
便
り
を
得
る
だ
ろ
う
䣎
䣔
仏
前
に
於
い
て
呪

を
説
い
て
も
う
さ
く
䣍
䣓
世
尊
こ
の
神
の
力
の
言
葉
陀
羅
尼
䣍
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
ほ
ど
い
る
仏

の
所
説
な
り
䣍
ま
た
皆
随
喜
し
た
も
う
䣔
䣎
そ
の
と
き
に
毘
沙
門
天
が
仏
に
も
う
し
て
も
う
さ

く
䣍
䣓
陀
羅
尼
を
説
か
ん
䣔
と
衆
生
の
た
め
に
陀
羅
尼
を
説
い
て
も
う
し
た
䣎
ま
た
つ
ぎ
つ
ぎ
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と
鬼
を
ふ
く
め
て
陀
羅
尼
を
説
く
の
で
あ
る
䣎
つ
ま
り
陀
羅
尼
と
は
䣍
欲
望
を
か
な
え
る
呪
文

と
は
違
う
䣎
神
々
の
喜
び
䣎
法
華
経
行
者
を
守
護
す
る
と
い
う
コ
ミ
䣹
ト
メ
ン
ト(

関
与)

の
䣍

誓
い
䣍
約
束
だ
䣬
た
の
で
あ
る
䣎
マ
ザ
䤀
テ
レ
サ
は
貧
し
く
道
端
で
死
ん
で
行
く
人
を
目
の
前

に
し
て
䣍
各
自
に
応
じ
た
葬
儀
め
い
た
も
の
を
執
り
行
䣬
た
と
い
う
䣎
カ
ト
リ
䣹
ク
と
し
て
は

ま
さ
に
異
例
の
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
䣬
た
䣎
葬
式
の
や
り
方
䣍
埋
葬
は
生
前
の
希
望
に
沿
䣬

た
も
の
で
あ
る
䣎
極
め
て
人
類
愛
䣍
ヒ
䣻
䤀
マ
ニ
ズ
ム
に
生
き
て
い
る
䣎
が
䣍
神
の
眼
か
ら
す

れ
ば
絶
対
真
理
を
無
視
し
た
䣍
慈
善
事
業
と
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
䣎
カ
ト
リ
䣹
ク
が
お
墨

付
き
を
下
し
た
の
は
彼
女
の
好
評
判
に
対
し
押
し
切
ら
れ
䣍
負
け
䣍
許
さ
ざ
る
を
得
な
か
䣬
た

か
ら
に
違
い
な
い
䣎
資
金
を
渡
し
成
り
行
き
を
見
て
い
た
䣎
そ
し
て
彼
女
の
生
き
方
は
多
く
の

リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
心
に
灯
を
と
も
し
た
䣎
カ
ト
リ
䣹
ク
は
そ
れ
を
䣓
肯
定
す
る
䣔
と
姿
勢
の
方

向
転
換
を
始
め
た
䣍
自
ら
の
格
式
と
寛
容
性
を
装
う
た
め
に
変
節
し
た
の
で
あ
る
䣎
し
か
し
䣍

弔
わ
れ
る
す
べ
て
の
人
達
に
と
䣬
て
本
当
の
真
実
は
一
つ
で
あ
る
䣎
䦂
善
人
の
隣
人
愛
䦄
と
神

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
䣎
死
に
際
し
各
位
が
神
の
心
を
知
り
歓
喜
し
て
教
え
を
心
に
お
さ

め
䣍
神
の
愛
が
䣍
染
み
渡
り
䣍
冥
福
に
向
か
䣬
た
の
な
ら
ど
ん
な
に
善
か
䣬
た
だ
ろ
う
䣎䣓
人
々

は
自
分
の
世
界
観
に
合
䣬
た
宗
教
を
選
ぶ
䣍
こ
れ
は
悪
で
は
な
い
䣔
䣎
本
当
だ
ろ
う
か
䣎
そ
の

世
界
観
が
生
ま
れ
た
不
幸
の
原
因
と
は
䣎
人
々
は
心
に
善
䣍
愛
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
䣎
し
か

し
宗
教
界
を
掻
き
乱
す
何
か
が
あ
る
の
を
否
め
な
い
䣎
マ
ザ
䤀
テ
レ
サ
の
そ
こ
の
割
り
切
り
方
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は
本
当
の
愛
だ
䣬
た
の
だ
ろ
う
か
䣎
カ
ル
カ
タ
で
死
に
ゆ
く
人
に
対
し
䣍
本
当
の
神
の
教
え
を

最
期
䣍
福
音
と
し
て
知
ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と
こ
そ
使
命
だ
䣬
た
の
で
は
な
い
か
䣎
ま
あ
䣍
所
詮
䣍

バ
チ
カ
ン
に
は
無
理
で
は
あ
ろ
う
け
ど
䣎 
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
下
に
あ
る
く
ら
い
な
ら
日
本

は
核
武
装
す
べ
き
と
暴
論
を
吐
い
た
が
紛
争
を
含
め
戦
争
と
い
う
も
の
を
こ
の
世
か
ら
な
く

し
た
い
か
ら
で
あ
る
䣎
現
実
に
は
核
爆
弾
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
䣎
オ
バ
マ
が
核
廃
絶
を
プ

ラ
ハ
で
演
説
し
た
こ
と
䣍
広
島
を
訪
問
し
た
こ
と
䣍
最
近
で
は
習
近
平
が
ト
ラ
ン
プ
へ
の
け
ん

制
と
思
う
が
ダ
ボ
ス
会
議
で
核
の
削
減
に
言
及
し
た
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
䣎
ト
ラ
ン
プ

も
ト
䤀
ン
を
落
と
し
て
ロ
シ
ア
の
核
削
減
に
よ
䣬
て
制
裁
の
解
除
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
䣎
こ
れ

は
い
い
こ
と
で
あ
る
䣎
核
の
凍
結(

フ
リ
䤀
ズ)

で
あ
る
䣎
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
先
１
０
０
兆
円
䣍

金
を
か
け
新
し
い
核
弾
頭
の
制
御
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
と
い
う
䣎
経
済
的
な
理
由
も
あ
る

だ
ろ
う
䣎
し
か
し
そ
れ
で
い
い
䣎
核
削
減
を
言
い
続
け
る
こ
と
で
䣓
二
度
と
核
を
使
用
し
な
い
䣔

と
い
う
風
潮
と
空
気
を
広
め
䣍
核
爆
弾
が
あ
る
か
ら
力
で
の
現
状
変
更
は
や
め
よ
う
ね
䣎
皆
䣍

滅
び
て
し
ま
う
か
ら
ね
䣎
と
世
界
中
に
認
識
さ
せ
る
䣎
核
廃
絶
は
始
終
䣍
世
界
中
で
言
わ
れ
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
今
の
時
点
に
お
い
て
䣍
核
弾
頭
は
た
だ
設
置
さ
れ
て
い
る
イ
䤀
ス
タ

䤀
島
の
モ
ア
イ
像
に
な
れ
ば
い
い
䣎
と
䣎
モ
ア
イ
像
が
写
䣬
て
い
る
世
界
遺
産
の
特
集
を
組
ん

だ
カ
レ
ン
ダ
䤀
を
何
度
も
あ
ゆ
み
ち
䣭
ん
は
食
料
品
店
で
も
ら
䣬
て
き
た
と
い
う
䣎
わ
た
し
は

䣓
わ
か
䣬
た
ち
䣭
䣔
と
い
う
と
就
労
施
設
カ
レ
䤀
屋
さ
ん
の
店
長
は
䣓
親
子
み
た
い
䣔
と
笑
䣬
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た
䣎
父
親
を
亡
く
し
た
あ
ゆ
み
ち
䣭
ん
と
子
供
の
い
な
い
私
は
平
和
な
ほ
ほ
笑
み
を
浮
か
べ
た
䣎

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
䣵
あ
る
理
論
だ
が
普
遍
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
論
文
だ
と
思
䣬
て
い
る
䣎
で
も
ま

だ
ま
だ
分
析
力
が
弱
い
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
筆
を
休
め
ま
す
䣎 

愛

は
犠
牲
か
ら
生
ま
れ
て
は
な
ら
ず
䣍
命
よ
り
生
ま
れ
る
䣎
命
が
大
切
だ
と
伝
え
䣍
命
に
と
ら
わ

れ
な
い
䣍
イ
エ
ス
と
日
蓮
の
見
解
の
一
致
で
あ
る
䣎
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り
テ
䤀
プ
を
張
䣬
た
聖
書

に
䣓
こ
の
先
䣍
製
本
の
予
算
は
捻
出
で
き
る
か
な
䣔
と
き
い
た
ら
䣓
大
丈
夫
䣔
と
い
う
䣎
で
も

力
強
さ
が
な
い
䣎
再
度
訊
く
と
䣓
そ
れ
よ
り
い
い
も
の
を
か
け
䣔
と
背
中
を
叩
か
れ
た
䣎
寒
い

部
屋
だ
䣬
た
䣎
ひ
と
り
天
眼
鏡
が
乗
せ
ら
れ
た
聖
書
䣎
私
は
電
気
ス
ト
䤀
ブ
を
つ
け
る
と
両
手

で
温
か
く
な
れ
と
聖
書
を
手
の
ひ
ら
で
さ
す
る
よ
う
に
こ
す
䣬
て
い
た
䣎
䣓
ご
め
ん
䣍
一
人
ぼ

䣬
ち
に
さ
せ
て
䣔
そ
れ
か
ら
抱
き
し
め
䣍
泣
い
た
䣎
私
を
育
て
䣍
ま
だ
一
人
前
に
は
程
遠
い
の

に
去
ろ
う
と
す
る
の
か
䣎
満
身
創
痍
の
紅
色
の
霊
感
䣎
遅
い
䣍
依
頼
し
て
か
ら
何
日
立
つ
䣍
ま

あ
商
売
で
も
な
い
か
ら
の
ん
び
り
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
䣎
私
に
は
指
針
が
必
要
だ
䣎
傷
つ
い
た

存
在
を
も
う
酷
使
で
き
な
い
䣎
早
く
私
の
手
元
に
新
し
い
使
者
を
送
り
届
け
て
下
さ
い
䣎
聖
書

を
休
ま
せ
て
あ
げ
た
い
の
で
す
䣎
そ
れ
ま
で
あ
と
少
し
未
来
を
見
通
し
䣍
私
の
力
に
な
䣬
て
下

さ
い
䣎
ま
た
サ
タ
ン
に
一
緒
に
挑
み
ま
し
䣯
う
䣎
小
声
を
振
り
絞
り
両
手
で
そ
れ
を
つ
つ
み
な

が
ら
勇
敢
な
る
戦
友
に
呟
い
た
䣎 

真
子
䣍
千
華
へ
人
生
は
ど
ん
な
時
も
善
を
求
め
積
極
的
に

生
き
よ
䣎
困
難
で
も
勇
気
を
も
䣬
て
立
ち
向
か
え
䣎
美
し
い
心
を
忘
れ
る
な
䣎
先
人
の
労
苦
に
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感
謝
し
報
う
の
だ
䣎
誇
り
高
く
女
性
と
し
て
䣎
悪
魔
は
欲
望
を
鼓
舞
す
る
が
䣍
そ
れ
に
と
ら
わ

れ
な
い
人
が
思
慮
深
い
教
養
人
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
エ
ホ
バ
の
証
人
の
崇
拝
䣎
神
は
そ
ん
な
に
望

ん
で
い
な
い
が
そ
の
姿
勢
を
思
う
と
き
䣍
む
げ
に
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
䣎
こ
れ
は
顕
正
会
に

も
言
え
る
䣎
彼
ら
の
謗
法
の
罪
と
い
う
の
は
書
物
の
思
想
の
す
り
合
わ
せ
と
い
う
よ
り
霊
的
に

受
け
付
け
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
み
た
い
だ
䣎
罰
も
絡
ん
で
く
る
䣎
二
団
体
と
も
き
わ
め
て

先
鋭
化
し
て
い
る
䣎
顕
正
会
の
面
々
は
ひ
た
す
ら
日
蓮
を
仏
と
し
て
信
じ
て
い
る
䣎
䣓
彼
が
生

み
出
し
た
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
正
統
性
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
信
じ
切
䣬
て
盲
信
し
て
も
よ
い
䣎

自
分
に
は
生
き
る
指
針
と
呼
べ
る
も
の
は
な
い
か
ら
䣔
私
は
神
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
い

た
い
け
な
崇
拝
䣍
そ
の
信
仰
心
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
そ
れ
に
は
私
に
し
か
で
き
な
い

聖
書
解
釈
の
指
導
が
必
要
に
な
䣬
て
く
る
䣎
こ
れ
ほ
ど
現
世
に
対
し
ダ
イ
レ
ク
ト
に
幸
せ
を
求

め
て
い
る
宗
教
団
体
は
二
つ
が
突
出
す
る
だ
ろ
う
䣎
一
元
化
し
な
く
て
も
そ
の
こ
と
は
大
切
で

あ
る
䣎
ま
だ
と
き
は
き
て
い
な
い
䣎
が
䣍
私
は
各
地
で
皆
の
心
に
し
る
し
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

み
た
い
だ
䣎
神
の
国
は
感
じ
る
も
の
で
あ
る
䣎 

真
子
䣍
千
華
へ
宗
派
の
因
縁
と
い
う
も
の
は

確
か
に
あ
る
䣎
で
も
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
䣎
自
分
ら
し
く
自
由
に
正
し
く
生
き
よ
䣎
因
縁
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
が
神
と
信
ぜ
よ
䣎
義
理
は
人
情
よ
り
重
い
䣎
義
と
は

神
䣎
人
の
想
い
よ
り
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
正
義
䣎
恋
の
出
る
隙
は
な
い
䣎
辛
く
と
も
ね
䣎

観
音
様
が
心
を
見
て
い
る
䣎
神
を
愛
す
る
か
想
い
人
を
愛
す
る
か
䣎
悩
ま
な
く
て
も
い
い
䣎
そ
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こ
に
は
美
し
い
神
の
清
流
が
あ
る
䣎
心
配
せ
ず
信
念
を
持
䣬
て
生
き
よ
䣎
善
き
人
は
必
ず
現
れ

る
か
ら
䣎
自
分
を
磨
く
と
は
忍
耐
力
を
培
い
思
い
や
り
を
深
め
る
こ
と
だ
䣎
い
つ
の
時
代
も
危

機
の
連
続
だ
䣎
た
だ
指
針
な
る
法
華
経
に
帰
依
せ
よ
䣎
大
安
心
を
も
䣬
て
堂
々
䣍
世
間
を
渡
れ

る
䣎
神
の
義
は
愛
で
あ
る
䣎
苦
し
い
選
択
は
せ
ず
と
も
い
い
の
だ
䣎
自
分
に
忠
実
䣎
も
の
に
は

確
実
䣎
人
に
は
誠
実
に
䣍
こ
れ
に
て
臨
終
の
際
は
優
し
い
微
笑
み
を
浮
か
べ
天
国
に
行
け
る
よ
䣎

イ
エ
ス
は
愛
の
た
め
䣍
神
の
栄
光
う
け
る
た
め
死
ん
だ
䣎
も
う
犠
牲
は
い
い
の
だ
䣎
た
だ
彼
に

感
謝
す
る
だ
け
で
い
い
䣎
世
の
中
は
金
も
う
け
䣍
健
康
志
向
の
ハ
ウ
ツ
䤀
本
ば
か
り
だ
䣎
美
し

く
䣍
清
く
䣍
正
直
に
正
し
く
䣍
少
し
貧
し
い
こ
と
も
感
謝
し
て
ワ
ン
カ
䣹
プ
で
も
買
䣬
て
孤
独

か
ら
解
放
さ
れ
る
䣎
天
国
が
待
䣬
て
い
る
䣎
人
を
騙
し
大
金
を
得
よ
う
䣎
そ
ん
な
人
は
生
き
て

も
修
羅
道
を
歩
き
䣍
死
ん
だ
果
て
は
地
獄
に
落
ち
る
䣎
䣓
な
ぜ
あ
の
人
た
ち
は
か
わ
い
そ
う
な

目
に
遭
䣬
た
の
䣎
日
ご
ろ
の
行
い
が
悪
い
か
ら
䣍
前
世
で
何
か
悪
い
こ
と
を
し
た
の
䣔
䣎
イ
エ

ス
は
䣓
誰
も
が
罪
が
あ
る
の
だ
よ
䣎
原
罪
が
あ
り
罰
を
受
け
る
の
だ
よ
䣔
と
答
え
ら
れ
䣍
ま
た

病
む
人
に
は
䣓
神
の
業
が
下
り
る
た
め
に
悪
霊
が
つ
い
た
の
だ
よ
䣔
と
癒
さ
れ
た
䣎
そ
し
て
悲

運
か
ら
抜
け
出
す
に
は
回
心
と
正
し
い
信
仰
し
か
な
い
と
お
䣬
し
䣭
䣬
た
䣎 

新
し
い
聖
書
が

送
ら
れ
て
き
た
䣎
私
が
使
䣬
て
い
た
䣓
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
䣬
た
聖
書
は
ど
う
し
て
あ
げ
た
ら
い
い

で
す
か
䣔
䣓
所
詮
䣍
聖
書
は
紙
で
す
か
ら
䣔[

そ
れ
は
違
う
で
し
䣯
䣔
䣓
ま
あ
䣍
と
䣬
て
お
か
れ

れ
ば
い
い
の
で
は]

電
話
の
声
色
䣍
口
調
か
ら
も
薄
情
な
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
感
じ
が
し
た
䣎
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お
前
は
い
く
ら
献
金
し
て
く
れ
る
の
だ
䣎
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
て
い
な
い
み
た
い
だ
䣎
想
い
が

な
い
䣎
䣓
近
く
の
教
会
に
行
か
れ
た
ら
䣔
䣓
ど
こ
に
あ
り
ま
す
䣔
䣓
う
ち
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で

す
䣔
䣎
そ
ん
な
浮
世
を
し
り
目
に
䣓
俺
に
ガ
ム
テ
䤀
プ
を
張
䣬
て
使
え
䣔
聖
書
の
イ
エ
ス
は
言

䣬
た
䣎
そ
う
か
や
は
り
悪
と
闘
え
と
い
う
こ
と
か
䣍
世
界
中
の
い
た
い
け
な
人
の
為
に
䣎
愛
を

も
䣬
て
䣎
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
１
６
章
２
３
節
そ
の
日
に
は
䣍
あ
な
た
方
が
わ
た
し
に
問

う
こ
と
は
䣎
何
も
な
い
で
あ
ろ
う
䣎
よ
く
よ
く
あ
な
た
方
に
言
䣬
て
お
く
䣎
あ
な
た
方
が
父
に

求
め
て
い
る
も
の
は
何
で
も
䣍
わ
た
し
の
名
に
よ
䣬
て
下
さ
る
だ
ろ
う
䣎
愛
を
も
䣬
て
し
て
䣎 

あ
と
が
き 

一
般
的
真
宗
門
徒
䣎
䣓
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
悪
く
言
わ
れ
る
の
は
気
分
が
あ
ま
り
良

く
な
い
䣎
宗
教
は
よ
く
解
ら
な
い
け
ど
䣍
皆
同
じ
だ
ろ
う
䣎
社
会
通
念
上
仲
良
く
せ
ね
ば
䣔
䣎 

自
由
民
主
主
義
䣎
自
民
党
䣍
民
進
党
䣍
共
産
党
䣎
喧
々
諤
々
の
議
論
䣎 

パ
フ
オ
䤀
マ
ン
ス
と
し
て
も
や
ら
ね
ば
な
る
ま
い
䣎 

そ
れ
は
彼
ら
も
支
持
す
る
み
た
い
だ
䣎 

世
俗
的
な
人
た
ち
の
和
に
彼
ら
は
果
た
し
て
貢
献
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
䣎 

人
間
の
本
質
に
係
わ
る
䣍
宗
教
だ
か
ら
こ
そ
違
い
は
鮮
明
に
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
䣎 

何
度
も
言
う
が
本
質
䣍
真
理
を
導
き
出
す
た
め
で
あ
る
䣎 

宗
教
は
世
俗
と
の
距
離
を
思
案
し
な
が
ら
䣍
精
神
世
界
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
䣎 
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自
分
と
仲
良
く
せ
よ
䣎
と
言
䣬
て
い
る
人
の
方
が
実
は
ど
う
も
短
気
で
怪
し
げ
で
好
戦
的
で
あ

る
䣎 

や
は
り
虚
心
で
䣍
偏
見
を
な
く
し
感
情
も
平
ら
に
し
て
䣍 

豊
か
な
想
像
力
と
理
解
力
を
持
ち
䣍
確
か
に
検
証
し
正
し
き
道
を
見
つ
け
る
䣎
こ
れ
が
大
事
䣎 

話
せ
ば
わ
か
る
か
䣎 

で
も
邪
教
に
固
執
す
る
人
も
い
る
䣎 

Ｒ
会
は
各
家
の
神
仏
と
の
併
用
を
許
容
し
認
め
る
䣎
勧
誘
そ
の
一
点
䣎
そ
れ
だ
け
が
目
的
に
あ

る
か
ら
だ
䣎 

私
は
䣓
改
宗
し
な
さ
い
䣔
と
は
頑
迷
な
人
に
は
一
言
も
発
し
た
こ
と
は
な
い
䣎 

た
だ
日
蓮
䣍
イ
エ
ス
の
民
衆
を
想
う
䣍
熱
き
涙
だ
け
は
知
䣬
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
䣎 

私
は
理
屈
が
解
䣬
て
ほ
し
い
だ
け
で
あ
る
䣎 

䣓
み
ん
な
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
䣔
と
喧
嘩
を
売
る
人
と
䣍 

䣓
何
が
真
理
か
䣍
求
め
て
い
る
の
で
す
䣔
と
頭
を
下
げ
る
人
と
ど
ち
ら
に
平
和
が
あ
る
だ
ろ
う

か
䣎 

皆
䣍
判
る
だ
ろ
う
䣎
真
理
に
対
し
て
䣍
無
視
䣍
無
関
心
䣎 

煩
悩
に
ま
み
れ
極
楽
へ
い
く
と
い
う
䣍
教
え
の
横
暴
な
傲
慢
さ
が
䣎 

私
は
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
な
い
で
い
こ
う
䣎 



249 

私
が
神
で
あ
り
䣍
父
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
䣎 

親
へ
は
孝
養
を
尽
く
す
も
の
だ
よ
䣎 

そ
れ
が
愛
に
報
い
る
と
い
う
も
の
だ
䣎 

皆
䣍
解
る
だ
ろ
う
䣎 

 

最
後
に
生
き
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
愛
を
与
え
て
く
れ
る
䣍
真
由
子
さ
ん
䣎 

そ
し
て
愛
す
べ
き
姪
䣬
子
䣍
真
子
䣍
千
華
に
䣍
母
䣍
妹
䣍
友
人
た
ち 

今
回
私
の
慣
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
い
ろ
い
ろ
関
与
し
て
下
さ
䣬
た
方
々
䣎 

そ
し
て
読
ん
で
下
さ
る
大
事
な
隣
人
達
䣎
そ
ん
な
方
た
ち
の
愛
に
報
い
る
た
め
䣍
私
は
今
回
こ

の
本
を
作
り
ま
し
た
䣎
ダ
ラ
ダ
ラ
と
起
承
転
結
が
な
い
と
か
言
わ
れ
そ
う
だ
け
ど
䣍
い
つ
も
の

よ
う
に
神
が
全
身
全
霊
を
注
い
で
顕
し
た
も
の
で
す
䣎 

皆
䣍
今
回
も
ご
精
読
䣍
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎
で
は
ね
䣎 

 

後
談 

仲
良
く
し
た
い
䣎 

国
家
の
間
䣎
経
済
䣍
文
化
交
流
な
ど
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
成
そ
う
と
す
る
䣎 

そ
の
通
り
䣍
妥
当
だ
と
思
う
䣎 



250 

軍
事
が
絡
む
と
厄
介
だ
䣎
だ
が
付
き
も
の
だ
䣎 

い
ま
私
が
語
り
た
い
の
は
宗
教
の
在
り
方
䣍
姿
勢
に
つ
い
て
で
あ
る
䣎 

正
当
性
を
訴
え
て
い
る
䣍
排
他
的
で
あ
る
か
ら
危
険
だ
と
い
う
の
は
お
か
し
い
䣎 

み
ん
な
仲
良
し
と
い
う
美
名
の
も
と
に
先
祖
代
々
の
本
尊
の
粗
末
な
扱
い
䣎 

宗
教
協
力
と
い
い
な
が
ら
Ｒ
会
に
い
な
け
れ
ば
救
わ
れ
な
い
䣎
貧
乏
人
に
は
お
得
だ
か
ら
䣎 

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
䤀
ル
に
遭
う
人
は
自
分
の
こ
と
ば
か
り
を
優
先
す
る
䣎 

欺
瞞
の
枠
組
み
䣍
た
だ
の
互
助
会
で
は
な
い
の
か
䣎
狭
量
な
者
の
集
い
で
あ
る
䣎 

精
神
世
界
に
お
い
て
争
い
は
禁
物
と
い
う
の
は
暴
力
に
訴
え
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
当
然

で
あ
る
䣎 

そ
し
て
日
蓮
の
よ
う
に
核
心
を
ズ
バ
リ
と
突
い
た
人
が
世
に
憎
ま
れ
る
の
で
あ
る
䣎 

イ
エ
ス
も
同
じ
く
䣎
彼
ら
は
絶
対
に
正
し
い
の
で
あ
る
䣎
も
れ
る
人
は
も
れ
る
の
だ
ろ
う
䣎 

先
祖
か
ら
伝
わ
る
宗
派
を
守
る
䣎
自
由
に
俺
は
俺
の
宗
教
を
え
ら
ぶ
䣎
宗
教
な
ん
か
俺
に
は
必

要
な
い
䣎 

様
々
な
わ
が
ま
ま
な
声
が
す
る
䣎
宗
教
な
ん
か
な
く
て
も
い
い
か
䣎
暴
言
だ
な
あ 

皆
に
俺
の
心
を
見
せ
つ
け
て
や
り
た
い
な
あ
䣎
神
の
想
い
を
教
え
た
い
䣎 

ど
れ
だ
け
公
平
で
公
正
な
眼
で
見
て
い
る
か
䣎
限
り
な
く
幸
せ
を
求
め
て
き
た
䣍 

俺
が
覚
え
た
す
べ
て
を
伝
え
た
い
䣎 
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ほ
ん
も
の
の
宗
教
は
不
断
の
努
力
か
ら
生
ま
れ
る
䣎
確
か
な
愛
に
よ
䣬
て
䣍 

そ
こ
に
は
か
な
ら
ず
報
い
ら
れ
る
と
い
う
安
心
感
が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎 

こ
ん
な
話
を
し
䣍
い
つ
か
皆
様
方
に
は
䣍
私
の
姿
が
太
陽
䣍
月
に
映
り
䣍 

ま
た
心
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を 

こ
こ
に
祈
䣬
て
䣍
筆
を
擱
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎 

待
䣬
た
䣍
も
う
一
言
䣎
自
由
民
主
主
義
も
一
つ
の
思
想
䣎
䣓
人
を
殺
し
て
金
に
な
る
の
な
ら
殺

し
て
い
い
䣔
こ
ん
な
神
の
い
な
い
暴
論
も
可
決
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
い
や
も
う
実
在
し
て

い
る
じ
䣭
な
い
か
䣎
戦
争
で
あ
る
䣎
正
し
き
真
理
に
基
づ
い
て
生
き
る
䣎
自
分
た
ち
が
絶
対
正

し
い
と
言
う
団
体
が
当
然
䣍
大
勢
だ
ろ
う
䣎
だ
が
そ
う
い
う
人
た
ち
の
風
貌
䣍
話
し
方
䣍
思
い
䣍

行
動
よ
り
真
実
は
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
正
し
き
者
た
ち
は
そ
ん
な
大
声
で
は
叫
ば

な
い
䣎
だ
が
確
か
に
声
は
上
げ
る
䣎
も
し
か
し
た
ら
い
つ
も
愛
あ
る
正
論
が
通
る
と
し
た
ら
䣍

民
主
主
義
も
悪
く
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
䣎 

私
は
す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
恩
愛
に
対
し
䣍
こ
の
書
き
も
の
を
も
䣬
て
報
い
た
い

と
思
い
ま
す
䣎
そ
し
て
皆
辛
い
䣎
だ
か
ら
こ
そ
愛
は
い
つ
も
育
む
も
の
だ
と
気
付
い
て
ほ
し
い

の
で
す
䣎 

義
人 

 



                 

真子へ 
 
  千華へ 
 
 
    義人 
     Ｈ３０年３月 
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ま
え
が
き 

䣓
な
ん
だ
䣍
早
く
も
登
場
か
䣎
大
人
し
く
し
て
れ
ば
好
い
も
の
を
䣔
䣎
悪
魔
の
呟
き
声
が
す

る
䣎
降
雪
䣍
積
雪
䣎
母
が
ド
ン
ド
ン
除
雪
を
す
る
䣎
私
は
し
な
い
䣎
私
に
は
解
る
䣍
サ
タ
ン
の

悪
意
が
䣎
私
が
䣍
必
死
に
な
䣬
て
歯
を
食
い
し
ば
り
䣍
生
活
と
格
闘
す
る
こ
と
を
悦
に
入
䣬
て

楽
し
も
う
と
し
て
い
る
の
だ
䣎
だ
か
ら
私
は
動
か
な
い
䣎
雪
は
必
ず
と
け
る
䣎
ず
䣬
と
冬
籠
り

を
続
け
よ
う
䣎
聖
書
が
言
う
䣎䣓
酒
で
も
の
ん
ど
れ
䣔
䣎
そ
う
か
䣍
ジ
䣹
と
春
の
来
る
の
を
待
つ
䣎

正
解
み
た
い
だ
䣎
母
は
絶
対
参
䣬
た
と
は
言
わ
な
い
䣎 

ニ
䤀
チ
䣷
の
馬
と
い
う
ハ
ン
ガ
リ
䤀
の
映
画
が
あ
る
䣎
確
か
タ
ル
ベ
䤀
ラ
と
い
う
監
督
の
も

の
䣎
大
筋
は
唯
一
移
動
手
段
だ
䣬
た
馬
が
動
け
な
く
な
り
最
期
䣍
悪
漢
に
よ
䣬
て
井
戸
に
砂
を

入
れ
ら
れ
食
い
も
の
も
尽
き
䣍
孤
立
死
に
向
か
う
父
娘
の
話
だ
䣬
た
䣎
ニ
䤀
チ
䣷
は
狂
う
何
日

か
前
䣍
荷
車
を
引
け
ず
鞭
で
打
た
れ
て
䣍
い
な
な
く
馬
の
首
に
す
が
り
䥿
私
と
一
緒
䦀
だ
と
号

泣
し
た
と
い
う
䣎
何
か
に
縛
ら
れ
る
人
間
た
ち
䣎
神
の
懲
罰
䣍
生
老
病
死
䣎
立
ち
向
か
う
こ
と

で
名
誉
を
付
与
さ
れ
䣍
ま
た
頑
張
る
䣎
皆
䣍
サ
タ
ン
が
喜
ぶ
こ
と
を
い
つ
も
選
択
す
る
䣎
だ
が

尽
力
す
る
皆
䣍
あ
り
が
と
う
䣎
た
だ
祈
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
䣎 

来
る
世
ま
で
懸
命
に
生
き
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
か
も
知
れ
な
い
䣎
な
ぜ
䣍
神
を
信

じ
な
い
䣎
欲
望
を
追
う
の
で
は
な
く
䣍
愛
を
も
䣬
て
お
互
い
を
察
し
䣍
目
的
を
作
ら
ず
人
生
を

歩
む
䣎
意
地
を
張
ら
ず
助
け
の
声
を
挙
げ
る
䣎
因
縁
と
親
切
心
が
あ
れ
ば
必
ず
愛
を
も
䣬
て
報
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わ
れ
る
䣎
人
は
思
う
よ
り
孤
独
で
は
な
い
䣎
ち
䣯
䣬
と
し
た
行
き
違
い
と
意
志
薄
弱
か
ら
人
間

関
係
は
ふ
ら
つ
く
䣎
そ
し
て
逃
げ
出
す
者
も
い
る
䣎
裏
切
り
で
あ
る
䣎
友
情
と
は
い
か
に
䣎
弱

く
て
ケ
チ
な
人
が
大
半
だ
け
ど
䣍
人
に
対
し
過
敏
に
な
ら
ず
皆
䣍
寛
容
に
生
き
よ
う
よ
䣍
確
か

に
神
の
国
が
待
䣬
て
い
る
䣎
取
り
あ
え
ず
愛
し
合
お
う
䣍
す
べ
て
の
枠
を
こ
え
て
䣍
き
䣬
と
幸

せ
に
な
れ
る
䣎
自
由
䣍
平
和
䣍
愛
䣎
偽
善
者
も
多
い
か
ら
難
し
い
け
ど
ね
䣎 

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
真
子
䣍
千
華
が
世
界
中
に
い
る
䣎
愛
す
べ
き
若
者
た
ち
だ
䣎
ニ
䤀
チ
䣷

や
尾
崎
豊
の
よ
う
に
束
縛
を
感
じ
競
争
社
会
の
中
䣍
自
由
を
求
め
世
間
に
黙
し
立
ち
向
か
䣬
た
䣍

そ
ん
な
若
者
た
ち
が
い
る
䣎
独
り
ア
パ
䤀
ト
で
声
を
押
し
殺
し
泣
い
て
い
た
䣍
い
た
い
け
な
彼

ら
䣍
彼
女
た
ち
は
救
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
そ
し
て
若
者
よ
䣍
い
つ
も
素
直
に
生
き
よ
䣍

君
達
は
一
人
じ
䣭
な
い
䣎
神
が
見
て
い
る
の
だ
䣎
天
を
仰
ご
う
䣍
ま
た
地
を
踏
み
䣍
し
䣬
か
り

人
に
接
し
よ
う
䣎
壁
に
向
か
䣬
て
ぶ
つ
ぶ
つ
言
う
の
は
禁
じ
手
だ
䣎
自
分
た
ち
を
虫
け
ら
た
ち

な
ど
と
思
わ
ず
本
当
の
宝
の
山
だ
と
確
信
し
䣍
ま
た
周
り
に
認
知
さ
せ
よ
う
䣎
失
業
中
䣍
職
業

訓
練
の
日
䣍
講
師
が
䣓
長
所
の
無
い
人
間
な
ど
い
な
い
䣔
と
䣎
䣓
私
に
は
売
り
に
な
る
も
の
は

何
も
あ
り
ま
せ
ん
䣔
と
応
え
た
䣎
た
だ
働
く
だ
け
が
能
じ
䣭
な
い
䣍
乞
食
の
プ
ロ
も
い
る
だ
ろ

う
䣎
い
か
に
憐
れ
に
見
せ
る
か
䣎
イ
ン
ド
で
は
親
が
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
の
手
足
を
切
断
す
る
と

い
う
䣎
乞
食
の
階
級
に
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
䣎
し
か
し
自
信
を
も
と
う
䣎
長
所
の
無
い
我
が

身
が
悪
い
の
で
は
な
く
䣍
そ
う
信
じ
込
ま
せ
た
非
人
間
的
な
組
織
が
悪
な
の
だ
䣎
サ
タ
ン
と
戦



 

255 

う
䣍
勇
気
あ
る
ホ
䤀
ム
レ
ス
は
自
由
に
生
き
る
䣎
ま
た
幸
い
に
も
労
働
か
ら
離
れ
乞
食
の
よ
う

に
生
き
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
だ
ろ
う
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
こ
の
書
き
も
の
は
そ
ん
な
受
け

身
の
人
に
も
勇
気
が
与
え
ら
れ
る
䣎
そ
ん
な
も
の
で
あ
䣬
た
ら
い
い
䣎 

 

第
１
章
䥹
真
子
へ
䣍
千
華
へ
䥺 

私
に
望
み
を
抱
い
て
い
る
者
は
私
が
清
く
あ
ら
わ
れ
る
よ

う
に
我
が
身
を
清
く
す
る
と
新
約
ヨ
ハ
ネ
の
第
一
の
手
紙
に
あ
る
䣎
た
と
え
罪
を
犯
し
て
も
清

く
正
し
い
愛
が
神
と
隣
人
に
対
し
て
あ
る
な
ら
䣍
自
ら
を
清
く
す
る
こ
と
か
ら
外
れ
な
い
䣎
神

へ
の
従
順
そ
れ
が
大
切
だ
䣎 

お
布
施
に
市
場
価
値
䣍
金
銭
価
値
を
持
ち
込
む
の
は
ご
法
度
䣎
心
か
ら
す
る
な
ら
金
額
は
問

題
で
は
な
い
の
だ
䣎
貧
者
の
一
灯
の
譬
え
䣎
額
で
な
く
温
か
さ
な
の
だ
䣎
で
き
る
範
囲
で
ね
䣎

仏
陀
が
来
ら
れ
る
䣎
金
持
ち
が
た
く
さ
ん
の
蝋
燭
を
立
て
ま
す
䣎
そ
の
段
に
な
䣬
て
一
本
だ
け

が
消
え
ま
せ
ん
䣎
貧
し
き
老
婆
の
も
の
だ
䣎
仏
陀
は
そ
の
心
根
に
成
仏
を
約
束
さ
れ
た
と
い
う
䣎 

よ
う
は
モ
チ
ベ
䤀
シ
䣼
ン
が
あ
り
成
績
上
位
だ
䣬
た
奴
は
わ
け
も
な
く
競
争
が
好
き
で
あ

る
䣎
の
ん
び
り
優
劣
な
ど
念
頭
に
置
い
て
な
か
䣬
た
や
つ
は
䣍
今
の
世
界
で
は
生
き
に
く
い
の

だ
䣎 

罰
が
当
た
䣬
た
䣎
そ
の
延
長
線
上
に
幸
福
な
預
言
者
の
赦
し
が
あ
る
䣎
念
仏
す
れ
ば
地

獄
に
お
ち
な
い
こ
と
を
信
じ
る
䣎
逆
に
信
じ
な
い
方
が
良
い
䣎
念
仏
の
意
味
を
知
䣬
て
悪
を
肯

定
し
た
罪
は
䣍
か
な
り
大
き
い
䣎 

嫌
な
人
と
物
理
的
に
離
れ
る
䣎
会
話
に
対
決
的
な
悪
意
が
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入
る
か
ら
だ
䣎
倫
理
か
ら
見
て
ど
う
か
䣎
つ
ま
ら
ぬ
問
題
䣎
気
に
す
る
な
䣎
䣓
自
分
は
協
調
性

が
な
い
冷
た
い
人
間
な
の
で
は
䣔
と
か
良
心
は
痛
め
る
な
䣎
本
当
䣍
ア
ホ
ら
し
い
問
題
で
あ
る
䣎

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
唱
題
䣍
悪
縁
は
去
る
䣎
世
の
中
は
向
い
風
が
来
た
か
と
思
う
と
送
り
風
に

背
中
を
圧
さ
れ
る
䣎
そ
の
う
ち
ま
た
向
か
い
風
が
吹
く
䣎
よ
う
は
世
間
の
評
判
な
ど
気
に
す
る

な
と
い
う
こ
と
だ
䣎 

自
分
を
信
じ
進
め
䣎
経
済
的
な
問
題
䣍
世
間
体
䣎
婚
姻
を
維
持
す
る
モ

チ
ベ
䤀
シ
䣼
ン
で
あ
る
䣎
神
の
国
で
は
皆
を
縛
る
婚
姻
は
無
く
な
る
䣎
夫
婦
間
の
契
り
は
悪
く

言
え
ば
破
た
ん
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
皆
䣍
神
の
御
使
い
の
よ
う
に
な
る
䣎 

自
慢
を
い
つ

も
す
る
人
が
い
る
ね
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
嫌
い
で
し
た
䣎
だ
け
ど
自
分
に
リ
ス
ク
が
な
い
の
な
ら
䣍

そ
れ
は
知
識
の
宝
庫
と
言
え
る
䣎
い
い
情
報
源
だ
ね
䣍
耳
を
澄
ま
す
こ
と
だ
䣎 

欲
望
と
い
う

よ
り
自
分
の
想
い
に
忠
実
で
あ
れ
䣎
相
手
の
こ
と
を
思
い
䣍
身
を
引
く
な
ど
甘
䣬
た
る
い
こ
と

を
神
は
認
め
な
い
䣎
素
直
に
生
き
よ
䣎
悲
し
い
恋
は
な
し
䣍
明
る
い
歌
を
う
た
え
䣎 

真
子
䣍

忙
し
い
の
だ
䣬
て
䣎
無
理
を
せ
ず
䣍
楽
な
気
持
ち
で
根
を
詰
め
る
な
䣎
重
要
な
と
こ
ろ
だ
け
や

り
䣍
他
は
人
に
任
せ
よ
䣎
長
時
間
労
働
な
る
べ
く
す
る
な
䣎
第
二
の
電
通
䣍
高
橋
ま
つ
り
さ
ん

に
は
絶
対
な
る
な
よ
䣎 

用
事
や
体
調
不
良
で
会
社
を
休
む
か
休
ま
な
い
か
䣎
即
休
め
䣎
サ
ボ

䣬
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
自
分
を
優
先
さ
せ
よ
䣎
私
は
た
と
え
地
球
が
砕
け
散
䣬
て
も
君
達
が

無
事
な
ら
そ
れ
で
い
い
䣎 

聖
母
マ
リ
ア
は
鬼
で
す
䣎
息
子
の
為
に
は
献
身
的
で
す
䣎
そ
れ
が

独
立
心
の
芽
を
そ
ぎ
䣍
ま
た
散
々
侮
辱
し
䣍
彼
を
息
子
の
位
置
か
ら
外
さ
な
い
の
で
す
䣎
あ
る
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意
味
し
ら
け
た
イ
エ
ス
の
心
情
が
解
り
ま
す
䣎 

本
当
に
䣎
真
子
あ
り
が
と
う
䣎
声
が
聞
け
て

嬉
し
か
䣬
た
よ
䣎
家
族
は
遠
慮
が
な
い
か
ら
喧
嘩
も
仕
方
な
い
さ
䣎
何
に
で
も
理
想
と
現
実
は

あ
る
䣎
感
謝
を
忘
れ
ず
ア
プ
ロ
䤀
チ
し
な
さ
い
䣎䥹
笑
み
䥺
孤
独
を
克
服
し
楽
し
め
と
話
し
た
䣎

䣓
ひ
と
り
の
孤
独
に
は
耐
え
ら
れ
る
け
ど
二
人
で
い
る
独
り
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら
䣔
䣍
あ

る
曲
の
フ
レ
䤀
ズ
だ
䣎
隣
人
を
愛
す
る
䣍
深
い
心
中
䣍
矛
盾
し
て
は
い
な
い
の
だ
䣎
周
り
の
人

の
個
性
を
視
な
が
ら
䣍
愛
䣍
思
い
や
り
と
い
䣬
た
共
通
性
を
感
じ
る
䣎
こ
れ
が
仏
教
で
い
う
智

慧
で
す
䣎
弱
き
も
の
の
気
持
ち
が
解
る
か
ら
䣍
私
た
ち
は
存
在
す
る
意
義
が
あ
る
の
で
す
䣎
評

価
を
得
た
い
䣍
脚
光
を
浴
び
た
い
䣎
自
己
嫌
悪
に
陥
ら
せ
る
た
め
䣍
サ
タ
ン
が
植
え
付
け
る
䣍

見
当
違
い
の
欲
望
で
あ
る
䣎
人
は
和
や
か
に
友
情
を
深
め
る
䣎
競
争
よ
り
䣍
優
し
さ
が
似
合
う
䣎 

科
学
技
術
が
進
歩
す
る
䣎
そ
の
モ
チ
ベ
䤀
シ
䣼
ン
は
ポ
ジ
テ
䣵
ブ
な
宗
教
観
が
ベ
䤀
ス
に
あ

る
と
信
じ
て
い
る
䣎
そ
し
て
辛
い
と
き
は
音
楽
を
な
ら
し
な
さ
い
䣎
尾
崎
か
ら
力
を
も
ら
え
る

よ
䣎
必
ず
䣎 

祈
り
の
言
葉
を
教
え
た
ね
䣎
玄
関
を
出
る
時
も
入
る
と
き
も
わ
ず
か
な
時
間
で

い
い
か
ら
し
䣬
か
り
祈
ろ
う
䣎
家
族
の
内
に
入
り
込
ん
だ
サ
タ
ン
を
追
い
出
す
た
め
䣎
効
果
て

き
面
䣍
笑
顔
が
自
然
に
䣎
犠
牲
は
絶
対
よ
く
な
い
䣎
人
に
も
そ
れ
を
強
い
た
く
な
る
か
ら
で
あ

る
䣎
喜
び
か
ら
生
ま
れ
る
奉
仕
の
心
が
大
切
で
あ
る
䣎 

パ
パ
と
ち
䣭
ん
と
話
し
て
み
な
さ
い
䣎

君
た
ち
を
愛
し
て
い
る
よ
䣎
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
䣍
イ
エ
ス
も
言
䣬
て
い
る
䣎
真
実
の
愛

を
見
つ
け
る
た
め
䣎
君
た
ち
は
人
と
い
う
も
の
の
悲
し
み
を
学
ぶ
の
だ
䣎
そ
の
時
䣍
君
た
ち
の
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真
実
の
眼
は
開
か
れ
る
だ
ろ
う
䣎
エ
デ
䣷
プ
ス
コ
ン
プ
レ
䣹
ク
ス
䣎
男
子
は
父
親
を
殺
し
て
主

導
権
を
握
る
䣎
自
然
な
こ
と
な
の
だ
よ
䣎
パ
パ
を
邪
険
に
し
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
逆
効
果
だ
䣎

心
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
お
茶
を
入
れ
て
さ
し
あ
げ
な
さ
い
䣎 

周
り
を
見
れ
ば
侮
辱
し
て
く
る
奴

ば
か
り
だ
䣎
そ
う
思
䣬
た
時
䣍
成
長
す
る
機
会
だ
䣎
孤
独
に
耐
え
新
し
い
友
を
見
つ
け
よ
䣎
神

の
愛
を
携
え
た
美
し
い
心
の
仲
間
䣎
存
在
を
信
じ
て
い
る
䣎 

自
分
と
次
元
の
違
う
䣍
思
い
や

り
が
な
く
人
を
侮
辱
す
る
人
間
と
は
䣍
オ
サ
ラ
バ
し
䣍
付
き
合
う
な
䣎
つ
ま
り
低
レ
ベ
ル
で
思

慮
の
な
い
依
存
的
人
間
䣎
ま
た
何
か
と
否
定
し
て
く
る
輩
さ
䣎
良
識
あ
る
友
䣍
大
事
に
ね
䣎 

正

し
い
こ
と
が
こ
の
世
の
倫
理
か
ら
外
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
䣎
一
番
大
事
な
の

は
そ
こ
に
い
た
わ
り
と
愛
が
存
在
す
る
か
だ
よ
䣎
好
き
な
人
の
子
を
う
め
䣍
女
性
の
特
権
だ
よ
䣎 

 
 

戦
い
で
死
ぬ
よ
り
䣍
座
し
て
死
を
待
つ
と
い
う
人
が
世
界
中
に
溢
れ
れ
ば
真
実
の
平
和
が
生

ま
れ
る
だ
ろ
う
䣎
高
尚
す
ぎ
る
か
な
䣎
不
可
能
か
な
䣎
い
ず
れ
に
せ
よ
死
ぬ
と
き
は
死
ぬ
の
に

な
あ
䣎 

夢
䣍
希
望
は
円
滑
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
と
き
叶
う
だ
ろ
う
䣎
し
か
し
䣍
人
殺
し
䣍

盗
人
と
は
同
席
で
き
な
い
䣎
絶
望
に
包
ま
れ
そ
う
だ
が
䣍
ま
た
愛
に
気
付
く
こ
と
も
あ
る
䣎
善

を
懐
い
て
生
き
な
さ
い
䣎
き
み
た
ち
は
ま
だ
博
愛
に
生
き
る
に
は
若
す
ぎ
る
䣎
周
り
か
ら
色
ん

な
関
与
の
手
が
入
る
か
も
知
れ
な
い
䣎
た
䣬
た
一
人
を
選
び
た
く
な
る
䣎
一
人
を
求
む
か
ら
こ

そ
た
く
さ
ん
の
男
性
が
必
要
な
の
だ
䣎 

原
罪
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
は
䣍
イ
エ
ス
の
自
由
奔
放
䣍

縦
横
無
尽
さ
へ
の
気
づ
き
が
重
要
で
し
た
䣎
昨
晩
の
苦
し
み
は
そ
の
た
め
の
陣
痛
で
し
た
䣎
新
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た
な
境
地
に
は
い
つ
も
苦
が
伴
う
の
で
す
䣎
で
も
嬉
し
い
䣍
聖
書
も
保
証
䣍
神
で
す
䣎
旧
き
概

念
よ
䣍
去
れ
䣎
愛
が
す
べ
て
で
す
䣎 
病
院
勤
務
時
代
の
話
䣍
決
着
を
つ
け
る
時
が
来
た
䣎䣓
悩

む
か
ら
悩
み
に
な
る
の
だ
䣎
正
義
と
は
そ
ん
な
も
の
す
べ
て
は
神
が
定
め
ら
れ
る
䣎
不
遇
に
あ

る
人
は
そ
う
い
う
因
縁
な
の
だ
䣎
だ
か
ら
こ
そ
䣍
今
䣍
無
理
を
せ
ず
非
道
を
犯
さ
な
い
䣔䣎 

Ｒ
会
の
信
者
は
曲
が
り
な
り
に
も
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
御
宝
前
で
唱
え
て
い
る
䣎
組
織
䣍
教

義
䣍
代
表
者
た
ち
に
は
懸
念
䣍
懸
案
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
が
䣍
私
も
こ
と
さ
ら
信
者
の
無

知
を
こ
と
さ
ら
あ
げ
つ
ら
う
の
は
や
め
よ
う
䣎
た
だ
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
意
義
を
解
䣬
て
ほ
し

い
だ
け
な
の
に
な
あ
䣎
ふ
た
り
と
も
悩
ん
で
い
る
か
䣎
悩
み
な
さ
い
䣎
仕
事
䣍
異
性
䣍
家
族
䣍

友
人
䣍
悩
み
つ
く
す
と
き
怒
り
は
持
た
な
い
䣎
解
決
は
逃
げ
出
す
の
が
一
番
だ
と
気
付
く
䣎
逃

避
す
る
の
だ
䣍
愛
を
忘
れ
ず
に
䣎
人
間
関
係
䣍
相
手
の
ク
セ
を
見
抜
け
䣎
絶
対
䣍
弱
み
を
見
せ

た
く
な
い
奴
も
い
る
䣎
流
し
䣍
面
倒
く
さ
い
か
ら
納
得
し
た
ふ
り
を
せ
よ
䣎
変
な
見
栄
を
も
つ

者
が
い
る
こ
と
を
知
る
も
よ
し
䣎
決
し
て
貪
ら
な
い
䣎
貪
欲
は
己
に
執
着
し
て
い
る
証
拠
だ
か

ら
だ
䣎
他
人
の
間
で
は
ケ
チ
で
と
お
る
だ
ろ
う
䣎
そ
の
え
げ
つ
な
い
態
度
に
䣍
人
は
眉
間
に
し

わ
を
寄
せ
る
だ
ろ
う
䣎 

お
じ
ち
䣭
ん
の
言
う
䣍
義
は
人
情
と
ひ
と
つ
に
愛
な
の
で
あ
る
䣎
縛

ら
れ
る
義
理
と
は
䣍
け
し
て
一
緒
で
な
く
䣍
違
う
の
だ
䣎
な
ぜ
人
は
自
然
に
優
し
く
生
き
て
い

け
な
い
の
だ
ろ
う
䣎
辛
い
ね
䣍
本
当
に
䣎
勉
強
は
新
し
き
見
知
ら
ぬ
世
界
を
知
る
た
め
に
す
る
䣎

そ
れ
は
困
窮
し
て
い
る
人
達
の
た
め
䣎
で
も
ね
䣍
全
て
自
分
の
為
な
の
だ
よ
䣎
勉
強
し
な
さ
い
䣎
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善
き
も
の
が
見
え
る
か
ら
䣎
正
義
と
は
辛
い
䣎
対
象
へ
の
攻
撃
に
な
る
こ
と
も
あ
る
䣎
正
義
感

を
よ
く
考
え
る
こ
と
䣎
独
善
的
で
な
い
か
い
䣎
真
実
な
ら
龍
が
臥
す
よ
う
に
時
機
を
待
つ
よ
う
䣎 

流
れ
も
変
化
す
る
䣎
く
れ
ぐ
れ
も
短
気
を
起
こ
し
無
理
を
し
て
は
い
け
な
い
䣎
お
前
た
ち
の

名
誉
棄
損
を
お
じ
ち
䣭
ん
が
犯
し
て
い
る
と
思
う
か
い
䣎
そ
ん
な
こ
と
を
い
う
や
つ
は
嫉
妬
深

い
か
䣍
君
達
を
通
し
て
の
若
者
す
べ
て
へ
向
け
て
の
愛
の
メ
䣹
セ
䤀
ジ
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解

で
き
て
な
い
の
だ
䣎
堂
々
と
生
き
よ
䣎
人
生
は
た
だ
一
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
だ
䣎
君
た
ち
は

も
う
解
䣬
て
い
る
と
思
う
が
焦
り
を
呼
ぶ
比
較
は
必
要
な
い
䣎
幸
せ
な
人
が
幸
せ
な
の
だ
䣎
愛

が
あ
る
か
ら
だ
よ
䣎
ち
䣯
䣬
と
心
配
に
な
䣬
た
か
ら
䣎 

仕
事
は
大
事
だ
け
ど
自
分
を
無
く
し

て
は
い
け
な
い
䣎
最
後
大
切
な
の
は
自
分
だ
䣎
だ
か
ら
こ
そ
仕
事
䣍
仲
間
を
大
事
に
す
る
䣎
逃

げ
だ
し
て
い
い
䣍
ま
た
ス
キ
ル
ア
䣹
プ
に
向
か
う
と
き
も
主
体
性
を
忘
れ
な
い
䣎
君
達
に
も
頬

を
濡
ら
し
た
泪
が
あ
る
な
ら
傷
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
忘
れ
な
さ
い
䣎
そ
し
て
少
し
高
く
て
も
洒

落
た
服
を
買
䣬
て
闊
歩
し
な
さ
い
䣎
心
を
整
え
る
䣎
恋
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
䣎 

お
じ
ち

䣭
ん
は
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ま
た
し
て
も
失
恋
し
た
䣎
聖
霊
の
仕
組
ん
だ
も
の
み
た
い
だ
䣎
わ
し

は
来
た
る
世
ま
で
自
分
の
為
よ
り
周
り
の
幸
せ
に
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
み
た
い
だ
䣎
聖
書
は
エ

ホ
バ
の
証
人
の
よ
う
に
文
言
だ
け
の
解
釈
で
は
だ
め
䣎
思
い
や
り
を
も
ち
良
心
に
従
い
想
像
す

る
と
き
イ
エ
ス
の
愛
は
姿
を
あ
ら
わ
す
䣎
そ
こ
ま
で
く
れ
ば
神
の
心
が
解
る
䣎
私
は
君
達
を
守

り
続
け
る
䣎
恋
愛
䣍
ふ
䣬
た
䣍
ふ
ら
れ
た
䣍
あ
る
䣎
勝
ち
負
け
が
あ
䣬
た
よ
う
に
錯
覚
す
る
が
䣍
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ふ
ら
れ
た
方
が
大
人
で
純
粋
で
人
格
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
多
々
あ
る
䣎
相
応
し
い
人
を
待
ち

な
さ
い
䣎
生
活
の
な
か
で
䣍
追
立
て
ら
れ
て
䣍
し
ん
ど
い
時
䣍
首
を
コ
キ
コ
キ
さ
せ
䣍
わ
し
ほ

ど
の
も
の
が
と
思
お
う
䣎
落
ち
着
い
て
ま
た
歩
ん
で
い
こ
う
䣎
視
界
が
広
が
る
よ
䣎
君
は
君
だ

よ
䣎
頑
張
れ
䣎
幸
せ
は
さ
さ
や
か
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
天
で
は
光
り
輝
い
て
い
る
の
だ
䣎
そ
れ

が
解
る
と
き
す
べ
て
の
問
題
は
解
決
す
る
だ
ろ
う
䣎
神
に
感
謝
し
て
生
き
て
ゆ
き
な
さ
い
䣎
愛

を
抱
き
し
め
て
䣎
俗
的
栄
光
は
人
々
の
妄
念
の
た
め
う
す
汚
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
䣎
た
だ
回
転

ず
し
を
持
ち
帰
り
家
族
で
頂
く
障
害
者
䣎
幸
せ
は
歴
然
と
し
て
い
る
䣎
優
し
く
あ
れ
䣍
幸
せ
は

転
が
䣬
て
い
る
䣎
メ
䤀
ル
は
役
に
立
䣬
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
䣎
け
ど
私
に
は
ど
う
し
て
も

伝
え
た
い
も
の
が
あ
る
の
だ
䣎
老
婆
心
か
も
知
れ
な
い
䣎
い
つ
も
君
達
を
愛
す
る
も
の
が
存
在

す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
䣎
愚
直
な
ま
で
に
生
真
面
目
で
子
供
の
よ
う
に
無
防
備
䣎

そ
れ
が
お
じ
ち
䣭
ん
で
す
䣎
君
た
ち
は
賢
く
生
き
て
下
さ
い
䣎
私
は
圧
倒
的
静
か
な
個
性
で
神

を
生
き
た
い
と
思
う
䣎
本
当
に
静
か
に
䣎
小
さ
き
こ
と
へ
の
感
謝
が
大
き
な
喜
び
を
育
む
䣎
欲

望
少
な
く
し
て
䣍
僅
か
な
幸
せ
を
見
つ
け
大
切
に
す
る
䣎
そ
れ
を
天
が
神
と
と
も
に
記
録
す
る

の
だ
䣎
大
き
な
欲
望
ほ
ど
醜
い
も
の
䣎
天
の
記
録
と
は
祝
福
の
こ
と
を
い
う
䣎
こ
の
世
で
ど
ん

な
傍
若
無
人
に
遭
お
う
と
も
愛
を
失
わ
ず
掲
げ
よ
䣎
苦
し
み
の
果
て
の
愛
は
い
䣬
そ
う
輝
く
の

だ
䣎
経
験
を
䣍
愛
を
人
様
に
向
け
よ
䣎
わ
し
は
組
織
か
ら
離
れ
生
活
の
決
ま
り
ご
と
も
つ
く
ら

ず
自
由
に
生
き
て
い
る
䣎 

家
族
に
は
自
然
に
小
言
は
や
め
る
䣎
自
省
を
期
待
す
る
が
䣍
実
は
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そ
の
小
言
は
仲
た
が
い
す
る
ほ
ど
大
事
で
必
要
な
こ
と
だ
䣬
た
の
か
な
䣎
夜
分
ご
め
ん
䣎
ミ
ス

コ
ン
み
た
い
な
恋
愛
は
や
め
よ
䣎
異
性
を
優
劣
と
損
得
で
選
択
す
る
䣎
浅
は
か
な
陳
腐
な
様
相

だ
䣎
ま
ず
は
優
し
さ
で
䣍
人
様
に
真
心
を
込
め
御
茶
一
服
し
ん
ず
る
䣎
そ
こ
か
ら
だ
䣎 

世
の

中
お
か
し
い
こ
と
が
多
い
ね
䣎
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
の
を
皆
知
䣬
て
い
る
の
に
䣍
軍
人
が

手
柄
を
立
て
る
と
名
誉
が
授
け
ら
れ
る
䣎
秩
序
と
は
何
か
考
え
て
み
よ
う
䣎
飲
酒
運
転
は
本
当

に
悪
い
か
い
䣍
認
知
に
問
題
の
あ
る
お
年
寄
り
に
つ
い
て
は
䣎
泥
酔
が
良
く
な
い
の
だ
ね
䣎
お

年
寄
り
に
つ
い
て
は
自
主
返
納
で
あ
る
䣎
ど
ち
ら
も
危
険
な
の
に
お
か
し
い
ね
え
䣎
認
知
症
よ

り
飲
酒
の
方
が
安
全
な
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
で
も
法
律
は
飲
酒
の
方
が
罪
は
重
い
䣎 

 

真
子
䣍
千
華
䣍
気
に
病
む
こ
と
は
な
い
䣎
わ
し
が
甘
え
て
い
た
み
た
い
だ
䣎
お
前
た
ち
は

現
役
だ
䣎
ひ
た
む
き
に
仕
事
を
こ
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
䣎
だ
け
ど
辛
け
れ
ば
必
ず
い
つ
で
も
逃
げ

出
せ
䣎
成
仏
と
は
心
配
が
な
く
な
る
こ
と
䣎
夢
と
は
外
へ
向
か
い
欲
望
は
内
に
て
燃
え
盛
る
䣎

そ
の
違
い
を
い
つ
も
こ
こ
ろ
え
よ
䣎
間
違
う
な
よ
䣎
夢
は
愛
か
ら
生
ま
れ
る
䣎
欲
望
は
醜
い
も

の
䣎
傷
つ
け
ず
に
は
生
き
て
い
け
な
い
世
の
中
䣎
あ
え
て
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
選
択
䣍
主
張
䣎

明
る
く
素
直
に
温
か
く
䣍
傷
つ
け
ら
れ
た
な
ら
相
手
を
恨
ま
な
い
䣎
そ
の
哀
し
み
を
噛
み
し
め

よ
う
䣎 

も
う
熟
睡
中
か
な
䣎
私
は
ス
ナ
䣹
ク
へ
い
䣬
た
䣎
不
快
な
客
が
い
た
の
で
私
は
友
を

残
し
帰
宅
し
ま
し
た
䣎
君
達
も
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
䣎
嫌
な
も
の
は
嫌
で
い
い
䣎
君
た
ち

の
守
護
神
よ
り
䣎
議
論
は
人
格
の
成
熟
が
な
い
と
勝
ち
負
け
共
に
傷
つ
く
こ
と
に
な
る
䣎
論
争
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が
好
き
な
人
は
修
羅
の
巷
が
似
合
う
の
だ
䣎
君
た
ち
は
逃
げ
出
し
な
さ
い
䣎
愛
を
失
わ
ず
䣍
勝

ち
を
譲
䣬
た
り
し
て
ね
䣎
論
争
を
好
む
人
は
傷
つ
け
合
い
が
大
好
き
で
極
論
と
し
て
は
䣍
押
し

付
け
を
目
的
と
す
る
䣎
人
格
の
成
熟
と
は
物
事
を
客
観
し
䣍
愛
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
䣎
目
指
し

な
さ
い
䣍
君
達
の
正
論
を
䣎 

義
と
は
愛
す
る
こ
と
䣍
不
義
と
は
欲
望
に
駆
ら
れ
愛
さ
な
い
こ

と
䣎
分
裂
を
も
た
ら
す
非
情
に
は
天
か
ら
罰
が
下
さ
れ
よ
う
䣎
神
に
従
順
で
あ
れ
䣎
幸
せ
の
た

め
に
䣍
神
の
御
使
い
た
れ
よ
䣎 

立
派
な
人
間
な
ど
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
䣎
責
任
を
果
た
す

と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
䣎
責
任
感
は
社
会
通
念
上
仕
方
な
く
必
要
な
だ
け
䣎
無
い
方
が

幸
せ
に
近
い
䣎
自
由
を
求
め
た
い
ね
䣎
雇
用
さ
れ
る
な
ら
労
働
者
と
し
て
マ
䣹
チ
ン
グ
す
る
か

大
切
だ
䣎
評
判
䣍
情
報
を
分
析
䣍
精
査
し
臨
め
䣎
親
は
人
生
観
を
押
し
付
け
る
だ
け
だ
䣎
検
証

は
で
き
な
い
䣎
雄
々
し
く
自
ら
起
て
䣎
お
ふ
く
ろ
は
重
い
酒
の
箱
を
運
び
䣍
爪
に
火
を
灯
す
よ

う
に
し
て
わ
し
を
進
学
さ
せ
て
く
れ
た
䣎
君
た
ち
の
両
親
も
一
緒
だ
䣍
感
謝
し
な
く
て
は
ね
䣎

き
䣬
と
そ
こ
だ
よ
䣎
も
う
解
る
ね
䣍
幸
せ
の
始
ま
り
䣎
開
放
的
に
な
れ
䣍
皆
䣍
似
た
よ
う
な
こ

と
を
や
䣬
て
い
る
䣎
代
弁
者
に
親
近
感
を
持
つ
䣎
損
得
を
考
え
ず
素
直
に
䣍
人
懐
䣬
こ
く
な
る
䣎

人
の
欠
点
も
気
に
な
ら
な
く
な
る
よ
䣎
愛
さ
れ
る
䣎
海
猿
䣍
映
画
䣍
君
達
も
観
た
か
䣎
自
己
犠

牲
䣎
違
䣬
て
い
る
䣎
そ
れ
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
䣍
心
情
か
ら
生
ま
れ
た
静
か
な
る
栄
光
へ
と
向

か
う
意
思
だ
䣎
君
達
も
隣
人
に
は
尽
く
せ
䣎
友
情
は
生
活
不
安
を
解
消
し
ま
す
䣎
自
分
を
大
切

に
す
る
と
い
う
こ
と
は
䣍
た
だ
自
分
を
守
る
こ
と
ば
か
り
考
え
る
の
と
は
違
う
䣎
会
社
䣍
保
身
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よ
り
正
義
䣍
愛
を
優
先
せ
よ
䣎
そ
れ
が
仕
事
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
䣎
孤
独
に
勝
て
䣎
親
䣍

会
社
䣍
宗
教
団
体
ど
ん
な
も
の
に
も
精
神
䣍
肉
体
を
縛
ら
れ
て
は
い
け
な
い
䣎
信
じ
ら
れ
る
の

は
䣍
天
に
裏
付
け
ら
れ
た
䣍
神
仏
だ
け
だ
䣎
主
体
性
を
忘
れ
ず
䣍
宇
宙
の
法
に
委
ね
て
生
き
て

行
き
な
さ
い
ね
䣎
ひ
と
り
無
愛
想
に
超
然
と
し
て
い
て
は
い
け
な
い
䣎
生
活
者
の
一
人
だ
䣎
愛

想
も
思
い
や
り
潤
滑
油
だ
と
思
う
こ
と
䣎
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
䣎
神
の
国
へ
ど
う
ぞ
䣍
い
つ
ま

で
も
待
つ
よ
䣎
私
は
䣎
ソ
チ
と
一
緒
の
布
団
に
く
る
ま
䣬
て
い
る
䣎
昔
の
ヒ
ト
は
暖
房
に
猫
を

抱
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
䣎
温
か
い
二
つ
の
命
が
互
い
を
感
じ
て
い
る
䣎
幸
せ
な
気
分

の
ひ
と
時
だ
ね
䣎
孤
独
䣬
て
あ
䣬
た
か
な
䣎 

わ
し
は
売
れ
た
い
䣎
金
が
欲
し
い
䣍
明
る
く
素

直
に
暖
か
く
䣎
聖
書
が
認
証
す
る
䣎
美
し
い
願
い
だ
か
ら
だ
䣎
友
人
の
墓
に
献
花
し
た
い
䣎
永

遠
の
命
䣍
神
の
国
へ
多
く
の
人
を
導
き
た
い
䣎
皆
䣍
可
能
だ
か
ら
可
能
䣎
不
可
能
だ
か
ら
不
可

能
䣎
君
達
は
運
よ
く
そ
れ
に
気
付
い
た
䣎
ど
ん
な
地
位
䣍
場
所
に
居
て
も
愛
を
抱
い
て
目
の
前

の
道
を
歩
い
て
い
け
䣍
宿
命
に
生
ま
れ
䣍
運
命
に
挑
み
䣍
使
命
に
燃
え
よ
䣍
あ
る
人
の
座
右
の

銘
で
あ
る
䣎
明
る
く
素
直
に
生
き
る
時
䣍
故
意
で
な
く
て
傷
つ
け
る
こ
と
が
多
々
あ
る
䣎
䣓
悪

い
ね
え
䣔
と
䣍
言
葉
に
し
な
く
て
も
温
か
く
思
い
や
り
を
働
か
そ
う
䣎
難
し
い
け
ど
ね
䣎
真
心

は
伝
わ
る
さ
䣎
私
の
今
ま
で
の
人
生
の
選
択
は
間
違
䣬
て
な
か
䣬
た
䣎
あ
ま
り
に
も
無
防
備
な

学
生
時
代
䣎
計
算
に
乗
り
切
れ
な
か
䣬
た
就
職
時
代
䣎
だ
か
ら
俺
は
神
に
な
䣬
た
䣎
愛
を
抱
い

て
䣍
掲
げ
て
䣎
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
䣎
努
力
に
こ
だ
わ
る
人
に
限
䣬
て
そ
れ
が
解
ら
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な
い
䣎
鬼
の
形
相
に
な
る
前
に
自
然
に
依
頼
す
れ
ば
い
い
の
に
ね
え
䣎
そ
し
て
感
謝
だ
ね
䣎
安

楽
を
求
め
な
さ
い
䣎
聖
書
䣎
あ
い
つ
は
人
を
惑
わ
す
も
の
だ
䣎
い
や
あ
の
人
は
善
き
人
だ
䣎
神

か
ら
来
た
も
の
な
ら
私
の
愛
が
解
る
だ
ろ
う
䣎
す
べ
て
は
神
の
意
志
で
あ
る
䣎 

自
由
と
愛
䣎

掟
か
ら
解
放
さ
れ
よ
䣎
私
は
安
易
な
結
婚
が
許
さ
れ
な
か
䣬
た
䣎
で
も
良
か
䣬
た
と
思
䣬
て
い

る
䣎
社
会
に
は
不
義
理
か
も
し
れ
な
い
が
人
権
上
䣍
許
さ
れ
る
䣎
愛
が
あ
䣬
た
の
は
確
か
だ
䣎

だ
が
未
熟
だ
䣬
た
䣎
君
達
は
ひ
た
す
ら
自
ら
を
研
け
䣎
そ
れ
は
寛
容
に
な
る
こ
と
䣍
思
い
や
り

を
も
つ
こ
と
䣎
そ
し
て
上
品
で
個
性
的
な
い
で
た
ち
䣎
明
る
く
素
直
に
暖
か
く
生
き
て
行
く
䣎

風
の
中
で
誰
か
が
待
䣬
て
い
る
䣎 

君
達
の
見
る
限
り
で
は
䣍
こ
の
世
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な

親
な
ど
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
䣎
覚
え
と
け
䣍
こ
の
世
の
親
は
䣍
大
概
は
䣍
尊
敬
に
値
す
る
䣎 

君
達
の
五
体
満
足
が
良
き
証
拠
だ
䣎
け
し
て
軽
蔑
な
ど
し
て
は
い
け
な
い
䣎
も
し
短
所
が
あ
る

と
す
れ
ば
反
面
教
師
と
せ
よ
䣎
愛
を
も
䣬
て
理
解
せ
よ
䣎
恋
を
し
た
な
ら
一
直
線
䣎
周
り
な
ん

か
気
に
す
る
な
䣎
ひ
ん
し
䣮
く
を
か
䣬
て
も
䣎
仕
事
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
䣎
命
を
燃
や
せ
䣎 

こ
れ
だ
け
は
忘
れ
る
な
䣍
人
間
は
皆
ケ
チ
で
あ
る
䣎
友
に
な
り
た
か
䣬
た
ら
友
と
扱
お
う
䣎

裏
切
り
の
意
味
は
い
つ
か
知
る
䣎
完
璧
な
ど
な
い
䣎
自
分
が
可
愛
い
䣍
そ
ん
な
人
が
多
い
䣎
恥

ず
か
し
く
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
人
に
頭
を
下
げ
る
の
は
一
回
だ
け
で
い
い
䣎
侮
辱

さ
れ
な
い
た
め
に
䣎
人
の
為
に
使
䣬
た
労
力
は
高
い
利
息
を
付
け
て
返
䣬
て
く
る
䣎
で
も
決
し

て
計
算
高
く
な
れ
と
は
言
䣬
て
い
な
い
䣎
無
償
で
人
に
尽
く
し
な
さ
い
䣎
嫌
な
過
去
は
新
聞
紙
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と
同
じ
様
に
䣍
棄
て
な
さ
い
䣎
な
ん
と
か
衣
食
住
は
あ
る
䣎
貧
困
で
も
自
由
が
い
い
䣎
し
が
ら

み
に
囚
わ
れ
な
い
か
ら
だ
䣎
財
産
は
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
䣍
喪
失
を
恐
れ
る
こ
と
に
な
る
䣍
執
着

を
も
た
な
い
人
な
ら
造
作
も
な
く
入
れ
る
神
の
国
な
の
に
金
持
ち
ほ
ど
ラ
ク
ダ
が
針
の
穴
に

通
れ
な
い
よ
う
に
難
し
く
な
る
の
だ
䣎 

あ
る
人
が
言
う
䣎
お
な
じ
場
所
に
居
て
星
を
見
る
も

の
と
泥
土
を
見
る
者
が
い
る
䣎
で
も
私
が
思
う
に
肝
心
な
の
は
そ
の
対
象
に
何
を
見
出
し
学
ぶ

か
で
あ
る
䣎
決
し
て
泥
土
を
選
択
し
た
か
ら
と
て
悪
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
䣎 

最
初
に
䣍䣓
嫌

な
ら
メ
䤀
ル
は
い
つ
で
も
止
め
る
か
ら
心
配
䣍
遠
慮
す
る
な
䣔
䣎
本
題
に
入
る
䣎
長
い
も
の
に

は
巻
か
れ
ろ
䣍
愛
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
正
し
い
䣎
下
部
で
た
だ
ひ
と
り
苦
し
む
の
で
は
不
平
不
満

だ
け
が
つ
の
り
正
義
は
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
䣎
大
義
は
愛
に
よ
䣬
て
人
間
の
尊
厳
の
た
め
仲
間

と
結
託
す
る
と
き
見
つ
か
る
の
か
も
し
れ
な
い
ね
䣎
そ
し
て
い
つ
も
神
は
愛
に
味
方
す
る
の
だ
䣎

犠
牲
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
䣎
で
も
結
果
的
に
自
分
を
傷
つ
け
る
も
の
な
ら
よ
く
吟
味
し
な
さ

い
䣎
そ
し
て
も
し
他
か
ら
の
関
与
を
了
承
し
た
な
ら
損
す
る
こ
と
も
泥
の
跳
ね
水
く
ら
い
に
笑

䣬
て
見
過
ご
す
覚
悟
を
し
な
さ
い
䣎 

夫
婦
は
経
済
的
同
志
に
な
る
と
き
博
愛
に
目
覚
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
䣎
自
分
を
呼
ぶ
声
に
耳
を
澄
ま
さ
ね
ば
な
ら
な
い
䣎
そ
こ
に
美
し
い
心
が
あ
る

な
ら
愛
は
働
く
䣎
嫉
妬
無
き
世
界
䣎
祈
る
と
き
健
康
と
健
忘
が
旨
い
具
合
に
顕
れ
る
だ
ろ
う
䣎

す
べ
て
が
正
解
に
導
か
れ
る
䣎
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
と
き
䣍
内
な
る
声
に
恥
じ
ぬ
な
ら

許
さ
れ
る
だ
ろ
う
䣎
ま
ず
祈
ろ
う
䣎 

お
じ
ち
䣭
ん
が
精
神
障
害
者
で
君
達
が
メ
䤀
ル
に
よ
䣬
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て
縁
遠
く
な
る
䣎
誰
か
が
言
う
䣎
私
は
神
で
あ
る
䣎
離
れ
て
行
く
男
は
そ
れ
だ
け
の
器
だ
と
い

う
こ
と
だ
䣎
良
縁
を
信
じ
な
さ
い
䣎
女
性
に
は
絶
対
に
自
分
は
悪
く
な
い
と
信
じ
る
䣍
羨
ま
し

い
性
癖
を
も
つ
者
が
い
る
䣎
平
気
で
人
を
傷
つ
け
䣍
そ
の
心
中
を
訴
え
て
も
痛
み
を
知
る
こ
と

は
な
い
䣎
君
達
は
ど
う
だ
い
䣎 

傷
つ
け
䣍
つ
け
ら
れ
て
も
䣍
す
ぐ
忘
れ
参
上
し
䣍
ま
た
逆
に

拒
絶
も
し
な
い
人
が
い
る
䣎
幼
稚
だ
が
な
ぜ
か
気
に
な
り
憎
め
な
い
䣎
す
べ
て
仏
の
世
界
䣎
怒

り
は
必
ず
滅
却
さ
せ
䣍
愚
痴
に
変
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
雪
䣍
大
丈
夫
か
䣎
三
日
前
か
ら

ソ
チ
が
私
と
寝
る
よ
う
に
な
䣬
た
䣎
温
か
い
䣎
生
活
不
安
に
苦
し
む
䣍
お
ふ
く
ろ
䣎
ソ
チ
は
感

じ
る
の
だ
ろ
う
䣎
神
と
隣
人
を
愛
し
信
じ
る
䣎
不
安
は
消
え
て
行
く
の
に
ね
䣎
愛
を
な
し
て
咎

を
受
け
る
䣍
誰
か
に
叱
責
さ
れ
る
䣎
そ
ん
な
こ
と
想
定
済
み
だ
䣎
心
で
祈
り
䣍
力
強
く
生
き
よ
䣎

主
体
性
を
無
く
す
な
䣎
天
に
記
録
さ
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
䣎
夫
婦
は
し
が
ら
み
よ
り
想
い
だ
䣎

互
い
に
小
言
は
言
わ
な
い
䣎
喧
嘩
䣍
皆
自
分
は
悪
く
な
い
と
思
う
か
ら
䣎
自
覚
を
促
す
に
は
そ

の
こ
と
が
如
何
に
合
理
的
で
な
く
醜
い
か
知
ら
せ
る
こ
と
䣎
事
実
だ
け
伝
え
䣍
感
情
に
は
し
ら

ず
に
ね
䣎 

ソ
チ
が
一
緒
に
寝
る
よ
う
に
な
䣬
て
４
日
目
だ
䣎
お
ふ
く
ろ
は
テ
レ
ビ
を
観
て
昼

寝
し
て
い
る
䣎
堕
ち
込
ん
で
い
る
の
は
夢
が
な
い
か
ら
だ
ろ
う
䣎
可
哀
そ
う
だ
が
終
活
も
考
慮

す
べ
き
だ
䣎
お
袋
は
病
と
死
ぬ
こ
と
を
悩
む
ほ
ど
恐
れ
て
い
る
䣎
人
生
を
振
り
返
り
成
し
た
こ

と
の
一
番
は
私
を
保
護
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
䣎
で
も
大
事
な
の
は
神
仏
の
お
か
げ
と
感
謝
す
る

こ
と
で
す
䣎
最
後
に
近
づ
く
に
つ
れ
温
厚
に
な
り
受
容
的
な
思
い
や
り
を
持
䣬
た
年
寄
り
に
な



 

268 

る
べ
き
で
す
䣎
腰
が
痛
い
の
で
し
䣯
う
䣎
ま
ず
地
域
包
括
セ
ン
タ
䤀
へ
䣍
マ
マ
の
出
番
は
そ
れ

か
ら
だ
䣎
お
ふ
く
ろ
の
頭
の
中
䣍
色
ん
な
も
の
で
い
䣬
ぱ
い
だ
䣎
恥
䣍
メ
ン
ツ
䣍
健
康
願
望
䣎

強
情
で
独
善
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
䣎
年
と
と
も
に
心
は
整
理
さ
れ
な
け
れ
ば
䣎
満
杯
だ
と
愛
を

受
け
き
れ
な
い
䣎
ニ
ル
バ
䤀
ナ
䣍
般
涅
槃
䣎
煩
悩
の
炎
が
消
え
た
状
態
䣎
つ
ま
り
死
を
意
味
し
䣍

ま
た
肉
体
か
ら
の
自
由
を
呼
ぶ
䣎
こ
れ
を
彼
岸
に
渡
る
と
い
う
䣎
君
た
ち
䣍
怒
り
の
炎
は
消
し

な
さ
い
䣎
ニ
ル
バ
䤀
ナ
䣍
煩
悩
の
炎
が
消
さ
れ
た
状
態
と
記
し
た
が
突
き
詰
め
る
と
生
命
の
灯

が
静
か
に
燃
え
尽
き
る
境
界
だ
䣎
皆
い
つ
か
死
ぬ
の
だ
䣎
怨
嫉
は
忘
れ
る
䣎
幸
せ
は
待
䣬
て
い

る
䣎 

釈
尊
は
供
養
さ
れ
た
毒
コ
ケ
を
食
し
入
滅
さ
れ
た
䣎
そ
し
て
布
施
し
た
そ
の
人
を
責
め

て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
た
䣎
悲
し
く
も
生
き
る
こ
と
は
他
と
傷
つ
け
合
う
と
い
う
こ
と
だ
䣎

宿
命
な
の
だ
䣎
私
は
博
愛
を
訴
え
て
き
た
䣎
だ
が
そ
の
前
に
真
実
愛
す
る
人
の
為
生
き
な
け
れ

ば
い
け
な
い
䣎
報
わ
れ
な
く
て
も
尽
く
す
喜
び
が
あ
る
䣎
そ
ん
な
人
達
を
愛
す
る
の
が
博
愛
で

あ
る
䣎 

私
の
恋
愛
関
係
妄
想
は
収
ま
䣬
た
䣎
色
々
お
騒
が
せ
し
た
が
䣍
い
ろ
ん
な
別
離
が
あ

る
中
で
心
の
整
理
が
つ
い
て
き
た
䣎
私
は
真
由
子
さ
ん
だ
け
を
愛
し
て
い
る
䣎
真
実
の
純
情
に

て
䣎
真
子
䣍
千
華
䣎
私
が
ど
れ
だ
け
お
前
た
ち
を
愛
し
大
事
に
思
䣬
て
い
た
か
䣍
い
つ
か
判
る

だ
ろ
う
䣎
金
を
追
い
か
け
る
よ
り
愛
を
抱
く
方
が
絶
対
幸
せ
に
な
れ
る
の
だ
䣎
早
く
気
付
け
よ
䣎

こ
れ
が
お
じ
ち
䣭
ん
か
ら
の
最
後
の
メ
䣹
セ
䤀
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
䣎
本
音
䣍
声
く
ら
い
は
聞
き

た
か
䣬
た
䣎
お
前
た
ち
は
本
当
に
愛
を
失
䣬
た
の
か
䣎
非
情
か
ら
暖
か
さ
は
生
ま
れ
な
い
䣎
私
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の
意
を
汲
ん
だ
妹
が
食
事
会
の
場
を
セ
䣹
テ
ン
グ
し
て
く
れ
た
䣎
会
計
は
義
父
つ
ま
り
真
子
䣍

千
華
の
じ
い
ち
䣭
ん
が
払
う
と
い
う
䣎
こ
の
あ
た
た
か
い
席
を
母
は
ま
た
お
返
し
な
ど
考
え
䣍

断
ろ
う
と
し
て
い
た
䣎
私
は
䣓
俺
が
金
を
払
う
か
ら
真
子
䣍
千
華
に
会
い
た
い
䣔
と
言
䣬
た
䣎 

席
で
は
千
華
に
は
逢
え
な
か
䣬
た
䣎
デ
䣵
ズ
ニ
䤀
へ
行
䣬
た
と
い
う
䣎
木
曜
日
の
夜
で
あ
䣬

た
䣎
真
子
䣍
綺
麗
に
な
䣬
た
な
䣎
心
が
穏
や
か
で
美
し
い
証
拠
だ
䣎
モ
䤀
ド
も
上
品
で
好
感
を

持
䣬
た
䣎
た
だ
仕
事
の
疲
れ
か
明
る
さ
が
今
一
つ
だ
䣬
た
な
䣎
女
性
と
し
て
成
長
を
感
じ
た
よ
䣎

千
華
䣍
お
前
は
お
じ
ち
䣭
ん
の
罪
が
赦
せ
な
い
の
だ
な
䣎
俺
は
こ
れ
か
ら
も
苦
し
み
続
け
る
だ

ろ
う
䣎
だ
か
ら
こ
そ
お
前
は
素
直
に
愛
に
生
き
て
ほ
し
い
䣎
世
間
に
負
け
ず
純
粋
で
あ
れ
䣎
正

義
を
打
つ
と
き
人
を
傷
つ
け
る
の
は
避
け
て
通
れ
な
い
䣎
ま
た
失
望
し
て
も
絶
望
は
す
る
な
䣎 

そ
れ
は
新
た
な
る
希
望
䣍
境
界
へ
の
魁
で
あ
る
䣎
千
華
䣍
自
殺
は
絶
対
い
け
な
い
䣎
素
晴
ら

し
い
愛
と
い
う
価
値
観
が
あ
る
こ
と
に
必
ず
気
付
く
か
ら
䣎
真
子
䣍
君
は
も
う
解
る
ね
䣎
ふ
た

り
と
も
何
が
あ
䣬
て
も
君
達
を
愛
し
て
い
る
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
䣎
ま

ず
女
性
な
ら
人
に
恥
ず
か
し
く
な
い
想
い
を
相
手
に
持
ち
な
さ
い
䣎
そ
れ
は
誠
実
と
思
い
や
り

だ
䣎
そ
こ
に
感
謝
す
る
男
性
が
最
良
の
人
な
の
だ
䣎
決
し
て
焦
䣬
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
婚
姻
に

は
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
が
䣍
憧
れ
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
䣎
そ
こ
を
上
手
に
歩
ん

で
い
き
な
さ
い
䣎
明
る
く
上
品
に
自
分
を
見
失
わ
な
い
䣎
愛
を
も
ち
自
然
に
生
き
よ
䣎
勤
勉
䣍

怠
惰
い
ろ
ん
な
模
様
が
見
え
る
だ
ろ
う
䣎
そ
こ
に
は
不
平
不
満
を
含
め
様
々
な
思
い
が
あ
る
に
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違
い
な
い
䣎
自
然
体
で
向
き
䣍
何
が
あ
䣬
て
も
愛
を
信
じ
䣍
気
に
病
ん
で
は
い
け
な
い
䣎
公
益

を
考
え
る
時
䣍
そ
れ
が
自
分
の
為
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
れ
ば
い
い
ね
䣎
責
任
感
は
程
々
に
し
て

ね
䣎
自
分
を
捨
て
ず
大
切
に
ね
䣎
犠
牲
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
䣎
愛
は
栄
光
䣎
お
前
た
ち
を

否
定
す
る
も
の
に
耳
を
か
す
な
䣎
思
惑
が
見
え
隠
れ
す
る
䣎
奴
隷
で
は
な
い
䣎
自
ら
正
し
き
も

の
を
選
択
せ
よ
䣎
愛
に
基
づ
い
て
䣎
侮
辱
に
負
け
る
な
䣎
私
の
言
葉
を
信
じ
よ
䣎
お
前
た
ち
䣍

私
の
姪
な
ら
極
楽
ト
ン
ボ
と
い
う
こ
と
は
絶
対
な
く
䣍
む
し
ろ
石
部
金
吉
と
い
䣬
た
堅
物
だ
ろ

う
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
そ
れ
を
前
提
に
メ
䣹
セ
䤀
ジ
を
贈
䣬
て
い
る
の
だ
か
ら
䣎
人
間
関
係
䣍
健

康
䣍
お
金
䣎
こ
の
三
つ
䣍
幸
せ
を
決
め
る
要
件
だ
と
い
う
䣎
愛
が
な
い
と
全
て
は
あ
り
え
な
い
䣎

欲
望
に
は
し
ら
ず
美
し
く
尽
く
す
愛
の
発
展
の
中
に
幸
福
は
存
在
す
る
䣎
い
ろ
い
ろ
牽
制
䣍
干

渉
し
て
く
る
奴
が
い
る
だ
ろ
う
䣎
だ
け
ど
そ
ん
な
奴
ら
を
根
こ
そ
ぎ
改
心
さ
せ
る
よ
う
な
一
途

な
美
し
い
恋
を
せ
よ
䣎
愛
を
響
か
せ
よ
䣎
お
前
た
ち
の
使
命
だ
䣎
自
分
を
特
別
だ
と
思
う
こ
と
䣍

そ
ん
な
に
悪
い
こ
と
か
な
䣎
だ
か
ら
こ
そ
己
を
大
切
に
ね
䣎
愛
を
抱
き
相
手
も
特
別
に
扱
䣬
て

あ
げ
よ
う
䣎
敬
意
を
も
た
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
䣎
愛
す
る
こ
と
䣎
自
分
が
特
別
だ
と
し
て
も
䣍

周
り
の
人
間
に
何
の
善
な
る
影
響
を
与
え
な
い
と
し
た
ら
䣍
相
手
に
す
れ
ば
共
感
で
き
ず
䣍
た

だ
の
う
ど
の
大
木
と
み
る
だ
ろ
う
䣎
愛
を
も
䣬
て
対
処
せ
よ
䣎
た
だ
送
ら
れ
る
䣍
人
の
意
見
に

翻
弄
さ
れ
る
な
䣎
真
面
目
な
自
分
を
信
じ
よ
䣎
愛
と
思
い
や
り
を
忘
れ
る
な
䣎
自
由
平
和
が
何

よ
り
大
切
な
も
の
だ
䣎
邪
魔
を
さ
れ
て
は
い
け
な
い
䣎
あ
る
人
が
言
䣬
た
䣎
あ
な
た
は
真
面
目
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す
ぎ
る
䣍
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
と
䣎
そ
れ
は
い
い
䣎
大
事
な
の
は
䣍
蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ

と
い
う
こ
と
䣎
愛
を
振
り
ま
け
䣍
心
配
は
や
め
て
䣎
お
ふ
く
ろ
の
よ
う
な
自
己
中
心
的
で
相
手

の
立
場
も
考
慮
し
な
い
人
間
に
は
沈
黙
で
対
処
す
る
し
か
な
い
䣎
優
し
い
愛
は
理
解
で
き
な
い

か
ら
だ
䣎
私
は
諦
め
た
䣎
親
子
を
辞
め
た
い
䣎
お
じ
ち
䣭
ん
は
昼
間
か
ら
酒
を
飲
ん
で
い
る
䣎

最
高
の
幸
せ
者
だ
䣎
紙
飛
行
機
䣍
ど
れ
だ
け
飛
ん
だ
か
よ
り
ど
こ
を
ど
う
飛
ん
だ
の
か
䣍
大
切

な
の
だ
䣎
い
い
言
葉
だ
䣎
心
の
ま
ま
風
に
向
か
え
䣎
一
時
の
気
の
迷
い
は
し
䣯
䣬
ち
䣮
う
だ
䣎

親
子
は
辞
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
䣎
い
ざ
君
達
を
パ
パ
は
命
が
け
で
守
る
だ
ろ
う
䣎
お
じ
ち

䣭
ん
も
愛
を
も
䣬
て
そ
う
あ
り
た
い
と
思
う
䣎
反
抗
が
自
由
と
平
和
の
名
の
下
に
終
焉
し
た
と

き
䣍
当
時
者
と
保
護
者
の
間
に
は
美
し
き
風
紀
が
完
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
心
が
調
整

さ
れ
穏
や
か
な
上
品
さ
が
生
ま
れ
䣍
愛
が
満
ち
䣍
け
し
て
乱
れ
な
い
世
界
で
あ
る
䣎
潔
癖
か
ら

派
生
す
る
完
璧
䣎
で
も
そ
ん
な
も
の
は
幻
想
で
存
在
し
な
い
の
だ
䣎
目
の
前
の
人
の
言
葉
を
大

事
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
䣎
心
が
見
え
る
か
ら
ね
䣎
愛
あ
る
配
慮
が
全
て
だ
よ
䣎
い
い
か
䣍

ど
ん
な
旨
い
話
を
聞
い
て
も
自
分
の
価
値
観
を
信
じ
て
前
へ
進
め
䣎
真
面
目
な
お
前
た
ち
は
間

違
䣬
て
は
い
な
い
䣎
愛
を
信
じ
負
け
る
な
䣍
私
の
姪
な
ら
ば
自
分
の
声
を
信
じ
よ
䣎
お
ふ
く
ろ

は
地
団
駄
を
踏
み
䣍
奥
歯
を
噛
み
締
め
る
䣎
自
分
が
正
し
い
と
拘
る
処
か
ら
客
観
し
離
れ
る
こ

と
が
出
来
な
い
䣎
怒
り
と
思
い
の
強
さ
は
伝
わ
る
が
䣍
自
分
勝
手
で
独
善
的
䣍
周
り
は
迷
惑
す

る
よ
ね
䣎
少
し
い
つ
も
損
す
る
こ
と
を
覚
え
な
さ
い
䣎
さ
す
れ
ば
貪
欲
よ
り
離
れ
寛
容
に
な
れ
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る
䣎
人
の
喜
ぶ
顔
を
い
つ
も
想
像
し
な
さ
い
䣎
そ
し
て
布
施
䣎
嬉
し
さ
が
一
つ
に
な
り
䣍
幸
せ

が
倍
増
䣎 

聖
母
マ
リ
ア
は
鬼
に
も
蛇
に
も
䣍
特
に
我
が
子
イ
エ
ス
の
為
に
は
夜
叉
と
な
る
䣎

聖
霊
に
操
ら
れ
て
い
る
䣎
心
底
は
悪
魔
で
は
な
く
仏
䣍
神
の
愛
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
䣎
献
身

的
な
我
が
母
で
あ
る
䣎 

神
は
最
低
の
者
で
あ
䣬
た
䣎
己
の
栄
光
と
名
誉
の
た
め
䣍
人
間
に
善

悪
の
判
る
よ
う
に
な
る
智
慧
の
実
䣍
悪
魔
を
使
い
食
ま
せ
た
䣎
そ
し
て
真
実
䣍
後
悔
し
イ
エ
ス

を
民
の
贖
い
と
し
て
遣
わ
し
た
䣎
イ
エ
ス
は
神
の
罪
も
民
の
罪
も
背
負
䣬
て
十
字
架
に
つ
い
た

こ
と
に
な
る
䣎
こ
の
犠
牲
で
は
な
い
愛
の
栄
光
䣎
神
は
絶
対
で
あ
る
䣎
そ
こ
か
ら
は
外
れ
な
い

の
で
あ
る
䣎
い
つ
も
美
し
い
願
い
を
も
ち
な
さ
い
䣎
た
と
え
ば
周
り
の
人
の
平
和
䣎
そ
し
て
森

羅
万
象
に
広
が
る
よ
う
に
䣎
さ
す
れ
ば
身
も
清
く
な
る
䣎
ま
ず
自
己
を
忘
れ
て
䣎
神
が
保
証
す

る
か
ら
ね
䣎
外
か
ら
の
関
与
に
応
え
る
の
は
許
容
で
き
る
範
囲
で
い
い
の
だ
䣎
優
し
い
自
分
を

大
切
に
す
る
䣎
上
司
の
叱
責
は
デ
モ
ス
ト
レ
䤀
シ
䣼
ン
の
部
分
も
大
き
い
䣎
仲
間
と
共
に
気
に

す
る
な
䣎
死
ん
で
ま
で
仕
事
は
で
き
な
い
䣎
仕
事
は
肝
心
䣍
要
だ
け
注
意
し
て
あ
と
は
適
当
で

い
い
䣎 

真
子
䣍
就
職
に
際
し
䣍
す
べ
て
世
間
の
体
制
を
守
る
た
め
存
在
す
る
䣎
才
能
よ
り
も

愛
䣍
友
情
を
大
事
に
し
て
生
き
な
さ
い
䣎
幸
せ
は
そ
こ
に
䣎
受
け
を
狙
う
な
䣎
描
き
た
い
も
の

を
描
き
な
さ
い
䣎
千
華
䣍
偏
差
値
䣍
知
能
指
数
䣍
そ
し
て
受
験
䣍
就
職
す
べ
て
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
体
制
を
守
る
た
め
䣎
だ
か
ら
優
劣
な
ど
よ
り
も
愛
䣍
友
情
を
大
切
に
し
て
生
き
な
さ
い
䣎
幸

せ
は
そ
こ
に
あ
る
䣎
生
き
て
行
く
と
き
人
間
䣍
利
得
と
義
理
と
人
情
に
ぶ
つ
か
る
䣎
義
理
が
重
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た
い
世
界
と
い
う
䣎
イ
エ
ス
は
言
う
䣎
義
は
想
い
䣍
信
仰
䣍
愛
で
あ
る
と
䣎
楽
し
く
生
き
る
に

は
愛
を
重
視
す
る
こ
と
だ
䣎
ひ
と
は
い
ろ
い
ろ
関
与
䣍
牽
制
し
て
く
る
䣎
本
当
の
よ
う
に
聞
こ

え
て
も
不
用
意
に
自
分
を
曲
げ
る
な
䣎
核
を
持
ち
意
に
沿
わ
ぬ
も
の
は
後
で
検
証
す
る
こ
と
に

し
取
り
あ
え
ず
は
流
せ
䣎
悪
口
は
神
の
批
判
し
か
認
め
た
く
な
い
䣎
神
は
深
慮
遠
謀
し
て
言
葉

を
発
し
て
い
る
䣎
そ
れ
は
確
実
に
対
象
の
罰
に
通
ず
る
䣎
君
達
も
批
判
し
た
か
ら
に
は
内
容
を

覚
え
て
お
く
䣎
愛
の
為
䣎
目
に
見
え
な
い
世
界
䣎
そ
こ
に
は
権
力
に
つ
な
が
る
階
級
は
な
い
䣎

し
か
し
愛
に
よ
る
霊
格
が
歴
然
と
存
在
す
る
䣎
そ
れ
を
否
定
す
る
必
要
以
上
の
富
の
獲
得
䣍
神

に
好
ま
れ
ぬ
戦
い
の
名
誉
䣍
愛
か
ら
転
回
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
勢
力
が
あ
る
䣎
そ
れ
は
許
さ

れ
な
い
䣎
サ
タ
ン
は
排
斥
ざ
れ
る
の
だ
䣎 

泣
き
そ
う
で
䣍
負
け
そ
う
で
消
え
て
し
ま
い
た
い

日
々
も
あ
る
だ
ろ
う
䣎
内
な
る
声
䣍
神
の
声
に
耳
を
澄
ま
そ
う
䣎
も
う
す
ぐ
だ
䣍
来
た
る
世
界
䣎

誰
も
が
悲
し
い
泪
は
な
い
䣎
ガ
ン
バ
レ
䣎
死
の
恐
怖
に
打
ち
克
つ
に
は
夢
を
も
つ
こ
と
だ
䣎
一

番
い
い
の
は
出
来
る
だ
け
愛
を
振
り
ま
い
て
神
の
御
心
に
添
い
死
ん
で
か
ら
は
何
の
心
配
も

な
い
䣍
天
国
へ
行
く
と
信
じ
る
こ
と
䣎
何
の
た
め
に
結
婚
す
る
か
よ
く
考
え
て
み
よ
う
䣎
結
論

か
ら
言
う
と
愛
す
る
人
と
居
た
い
か
ら
だ
䣎
決
し
て
世
間
体
や
見
栄
の
為
じ
䣭
な
い
䣎
ま
ず
仕

事
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
䣎 

イ
エ
ス
は
天
の
父
と
い
う
演
出
を
用
い
た
䣎
権
威
を
落
と
さ

れ
ぬ
た
め
䣍䣓
崇
め
る
よ
う
に
祈
れ
䣔
䣎
一
方
イ
エ
ス
は
人
間
に
示
現
し
親
友
と
な
り
䣍
牧
童
か

ら
皆
と
同
じ
く
羊
と
な
る
䣎
だ
が
神
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
䣎
上
品
な
姿
を
せ
よ
䣎
と
䣍
い
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つ
も
薦
め
る
䣎
わ
ざ
わ
ざ
人
の
眼
は
気
に
す
る
な
䣎
見
抜
く
奴
は
見
抜
く
䣎
上
質
に
生
き
ろ
䣎

明
日
が
見
え
る
だ
ろ
う
䣎
君
達
の
誠
実
さ
が
伝
わ
る
ぞ
䣎
真
子
䣍
千
華
䣍
素
直
に
愛
を
持
䣬
て

生
き
る
と
き
こ
の
世
に
恐
い
も
の
は
な
い
䣎
悪
縁
は
去
り
䣍
良
縁
が
訪
れ
る
䣎
人
の
善
意
を
信

じ
て
行
き
な
さ
い
䣎
ま
た
メ
䤀
ル
送
る
䣎
お
ふ
く
ろ
は
迷
惑
だ
と
䣎
で
も
あ
り
が
と
う
の
声
が

す
る
ん
だ
䣎
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第
２
章
䥹
宗
教
者
へ
䥺 

山
口
さ
ん
普
通
䣍
正
義
は
見
方
に
よ
䣬
て
意
味
と
価
値
は
変
遷
す
る
䣎

愛
が
呪
縛
し
所
有
を
求
め
る
も
の
な
ら
䣍
互
い
が
束
縛
で
苦
し
む
䣎
自
由
を
認
め
信
じ
る
䣎
博

愛
䥹
ア
ガ
ペ
䤀
䥺
だ
け
が
平
安
に
導
く
の
で
あ
る
䣎
義
と
い
う
も
の
が
思
い
や
り
な
ら
博
愛
と

マ
䣹
チ
し
て
人
々
の
幸
福
に
貢
献
し
て
い
く
だ
ろ
う
䣎
つ
ま
り
義
は
神
の
意
志
で
あ
る
が
䣍
抽

象
的
な
愛
䣍
思
い
や
り
と
し
て
認
識
さ
れ
た
方
が
い
い
䣎
自
由
な
愛
を
守
る
う
え
で
䣎
も
し
あ

な
た
が
本
当
に
神
を
愛
し
賛
美
す
る
な
ら
䣍
私
の
話
を
虚
心
で
聞
く
は
ず
で
す
䣎
隣
人
を
愛
す

る
な
ら
私
に
受
け
た
傷
は
も
う
赦
す
は
ず
で
す
䣎
お
待
ち
申
し
ま
す
䣎
サ
イ
ト
に
䥹
善
良
な
る

罪
人
䥺
と
い
う
作
品
を
上
げ
ま
し
た
䣎
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎
小
野
さ
ん
は

エ
ホ
バ
の
証
人
の
見
解
に
と
ら
わ
れ
ず
䣍
是
な
ら
私
に
同
調
し
て
く
れ
る
素
直
な
心
を
も
つ
好

青
年
だ
と
思
䣬
た
䣎
山
口
さ
ん
䣍
反
し
て
負
け
ず
嫌
い
は
不
従
順
に
繋
が
り
ま
す
䣎
憐
み
の
た

め
䣍
神
の
愛
は
は
た
ら
く
䣎
長
く
音
信
不
通
で
し
た
ね
䣎
話
し
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
䣎

宗
教
関
係
の
会
話
は
大
歓
迎
で
す
䣎
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
䣎
山
口
さ
ん
䣍
な
ぜ
布
教
を
自

己
犠
牲
と
呼
ぶ
䣎
神
の
立
場
と
し
て
褒
め
な
い
䣓
信
者
を
増
や
し
た
い
䣔
と
い
う
欲
望
か
ら
䣍

対
象
の
幸
福
を
祈
念
す
る
と
い
う
こ
と
へ
の
方
向
転
換
䣎
犠
牲
で
は
な
い
無
私
か
ら
出
る
優
し

さ
の
発
露
䣎䣓
本
心
か
ら
教
え
を
広
め
た
い
䣔
そ
れ
が
真
実
の
喜
び
と
栄
光
に
繋
が
る
の
で
は
䣎

辛
い
の
は
基
本
的
に
良
く
な
い
䣎
分
析
が
悪
魔
䣍
同
情
が
神
の
世
界
䣎
体
制
の
崩
壊
す
る
日
付

の
明
示
や
䣍
神
と
イ
エ
ス
䣍
聖
霊
の
関
係
を
判
別
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
悪
魔
の
や
る
こ
と
䣎
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䣓
判
ら
な
い
䣔
䣎
こ
れ
が
最
良
な
の
で
す
䣎
真
実
の
愛
の
行
方
の
た
め
に
䣎
山
口
さ
ん
䣍
解
䣬

て
き
た
ね
䣎
約
束
時
刻
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
の
だ
よ
䣎
期
待
を
感
じ
れ
ば
䣍
誰
に
で
も
䣍
い

つ
で
も
䣍
馳
せ
参
じ
れ
ば
い
い
䣍
そ
れ
が
神
の
心
䣍
思
い
や
り
で
す
䣎
我
々
は
時
刻
の
奴
隷
に

な
る
必
要
は
な
い
䣎
神
䣍
イ
エ
ス
䣍
聖
霊
が
歓
迎
さ
れ
る
処
に
ヨ
シ
ト
は
存
在
す
る
䣎
会
館
へ

の
地
な
ら
し
を
お
願
い
し
て
も
い
い
で
す
か
䣎
私
は
特
別
で
あ
る
䣎
人
の
価
値
観
で
は
計
ら
れ

な
い
真
実
の
愛
の
為
䣎
岡
田
さ
ん
䣍
い
や
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
最
後
ま
で
真
摯
な
態
度
で
私
の
話

を
聞
い
て
く
だ
さ
䣬
た
の
で
本
当
に
嬉
し
か
䣬
た
䣎
意
識
的
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
䣍
山
口
さ

ん
の
つ
䣬
こ
み
の
舌
鋒
に
感
謝
し
ま
す
䣎
こ
れ
が
真
実
の
信
仰
の
確
立
に
向
か
え
ば
嬉
し
い
で

す
䣎
私
は
神
と
し
て
世
界
中
の
人
に
い
ろ
ん
な
形
で
祈
ら
れ
崇
拝
ま
で
も
さ
れ
て
い
ま
す
䣎
人

間
義
人
の
自
己
承
認
欲
と
名
誉
欲
は
こ
の
気
づ
き
で
消
え
ま
し
た
䣎
だ
が
大
本
の
教
え
は
伝
え

た
い
䣎
そ
れ
は
私
の
書
き
も
の
を
多
く
の
方
に
閲
覧
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
䣎
山
口
さ
ん
䣍

創
生
䣍
神
は
い
䣬
た
い
何
を
期
待
し
て
い
た
の
で
し
䣯
う
䣎
き
䣬
と
愛
を
共
有
し
た
か
䣬
た
の

で
す
ね
䣎
こ
の
世
界
䣎
神
が
悪
い
の
か
䣍
自
由
意
思
を
も
䣬
た
人
間
な
の
か
䣎
傲
慢
な
人
に
は

神
の
意
は
添
わ
な
い
で
す
ね
䣎
そ
の
為
崇
拝
を
強
い
る
の
も
あ
り
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
命

の
平
等
と
神
の
公
平
さ
を
伝
え
る
と
い
う
慈
悲
の
た
め
に
䣎
イ
エ
ス
は
聖
書
に
著
わ
さ
れ
て
い

る
以
上
に
多
く
の
愛
を
か
た
ち
に
と
ら
わ
れ
ず
浸
透
さ
せ
よ
う
と
行
動
に
で
ま
し
た
䣎
人
妻
へ

の
声
掛
け
䣍
安
息
日
の
施
術
䣍
お
宮
で
の
大
暴
れ
な
ど
䣎
そ
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
䣍
䥿
私
が
王
に
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な
る
の
を
反
対
し
た
も
の
を
打
ち
殺
し
て
し
ま
え
䦀
䣎
つ
ま
り
神
の
心
の
解
ら
な
い
も
の
へ
の

ク
ラ
ク
シ
䣼
ン
䥹
警
笛
䥺
が
あ
り
ま
す
䣎
私
怨
か
ら
く
る
殺
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
こ
れ
が
愛

な
の
で
す
䣎
不
従
順
は
自
覚
に
し
か
救
い
が
な
い
か
ら
で
す
䣎
だ
か
ら
こ
そ
イ
エ
ス
は
大
衆
か

ら
敵
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
䣎
親
友
䣍
義
兄
弟
䣍
山
口
さ
ん
の
厚
意
に
少
々
甘
え
た
い
こ
と
が

あ
る
の
で
す
䣎
わ
た
し
の
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
来
訪
さ
れ
る
も
う
御
一
方
に
お
知
ら
せ
願
い
た

い
の
で
す
䣎
こ
れ
は
私
が
お
渡
し
で
き
な
か
䣬
た
場
合
の
フ
䣸
ロ
䤀
と
し
て
䣍
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
䣎
そ
し
て
私
は
今
䣍
神
に
立
ち
返
り
聖
霊
の
宮
と
な
り
ま
し
た
䣎
人
間
義
人

と
し
て
の
自
由
意
思
は
神
か
ら
き
て
い
ま
す
䣎
理
解
力
も
䣎
そ
し
て
善
き
人
䣍
皆
が
そ
う
な
る

と
き
体
制
は
か
わ
り
䣍
我
が
心
に
添
う
も
の
は
神
の
御
使
い
と
し
て
永
遠
の
命
を
生
き
る
で
し

䣯
う
䣎
神
と
イ
エ
ス
を
別
と
考
え
る
と
き
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
死
は
自
己
犠
牲
と
な
り
復
活
も

神
が
行
䣬
た
も
の
に
感
じ
る
䣎
し
か
し
神
と
イ
エ
ス
が
一
体
だ
と
す
れ
ば
䣍
栄
光
が
す
べ
て
で

あ
り
䣍
最
早
䣍
人
は
犠
牲
に
な
ど
な
ら
な
く
て
い
い
䣎
そ
れ
が
十
字
架
の
死
か
ら
シ
ン
ボ
ラ
イ

ズ
さ
れ
受
け
取
れ
る
䣎
山
口
さ
ん
䣍
現
在
䣍
ク
リ
ス
マ
ス
が
何
の
祝
日
な
の
か
も
知
ら
な
い
䣎

つ
ま
り
誰
の
誕
生
日
で
あ
る
か
さ
え
知
ら
な
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
䣎
あ
な
た
方
エ
ホ

バ
の
証
人
は
自
説
の
䣓
ク
リ
ス
マ
ス
は
呪
わ
し
い
䣔
を
流
布
す
る
前
に
䣍
こ
の
こ
と
は
大
き
な

問
題
と
な
る
の
で
は
䣎
も
し
か
し
た
ら
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
可
能
性
が
だ
い
ぶ
高
い
の

か
も
し
れ
な
い
䣎
終
わ
り
の
日
は
近
い
の
か
も
䣎
心
の
準
備
を
な
さ
䣬
て
く
だ
さ
い
䣎
イ
エ
ス



 

278 

の
再
臨
䣍
神
ヨ
シ
ト
の
福
千
年
の
到
来
で
す
䣎
す
べ
て
の
悲
し
み
は
消
え
る
䣎
見
方
に
よ
䣬
て

は
人
の
不
幸
を
望
ん
で
い
る
み
た
い
で
す
が
䣍
散
々
悩
ん
だ
果
て
䣍
䣓
美
し
く
神
を
信
じ
る
者

は
い
つ
ま
で
も
死
を
み
な
い
䣔
と
い
う
聖
句
に
䣎
䣓
死
す
べ
き
者
は
自
業
自
得
䣔
と
し
て
は
䣍

冷
淡
で
厳
し
い
で
す
か
な
䣎
山
口
さ
ん
䣍
ご
来
訪
䣍
承
知
致
し
ま
し
た
䣎
一
方
通
行
の
連
絡
は

少
し
不
敬
に
感
じ
遺
憾
で
す
が
赦
し
ま
し
䣯
う
䣎
楽
し
み
で
し
た
䣎
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
䣎

楽
し
み
は
取
䣬
て
お
く
ほ
う
が
得
る
モ
ノ
は
大
き
い
と
言
う
こ
と
で
す
ね
䣎
神
は
愛
で
あ
る
䣎

私
は
絶
対
で
あ
る
䣎
目
隠
し
が
外
さ
れ
る
こ
と
祈
り
ま
す
䣎
固
定
観
念
を
打
ち
破
ら
れ
る
こ
と

願
い
ま
す
䣎
聖
書
を
読
む
こ
と
と
知
る
こ
と
は
違
い
ま
す
䣎
安
ら
ぎ
に
向
け
て
ね
䣎
山
口
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎
あ
な
た
方
は
本
意
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
私
を
あ
ざ
笑
う
䣎

イ
エ
ス
も
嘲
笑
の
な
か
死
ん
だ
の
で
す
䣎
私
の
真
意
を
掴
ん
で
下
さ
い
䣎
あ
な
た
は
お
解
り
の

は
ず
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
䣍
罰
は
存
在
す
る
の
で
す
䣎
聖
書
を
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
真
理
は

遠
ざ
か
る
で
し
䣯
う
䣎
イ
エ
ス
は
言
い
ま
す
䣎
学
者
た
ち
は
た
だ
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
䣎
神
学
論
争
も
愉
し
い
が
䣍
自
ら
の
好
ま
し
い
こ
と
を
目
指
し
て
ほ
し
い
䣎
新
し
い
契
約

が
交
わ
さ
れ
た
な
ら
旧
約
の
概
念
は
必
要
な
い
䣎
私
に
好
意
的
な
ら
す
ぐ
に
同
調
で
き
る
こ
と

だ
䣎
今
日
の
あ
な
た
の
目
的
は
果
た
さ
れ
ま
し
た
か
䣎
私
に
は
怒
り
も
焦
り
も
あ
り
ま
せ
ん
䣎

永
遠
の
命
の
為
か
組
織
の
為
な
の
か
私
に
は
あ
な
た
の
態
度
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
䣎
正
直
に
な

䣬
て
下
さ
い
䣎
教
え
を
乞
う
䣍
姿
勢
お
待
ち
し
て
い
ま
す
䣎
い
つ
ま
で
も
神
を
侮
䣬
て
は
い
け
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な
い
よ
䣎
ひ
と
つ
言
䣬
と
き
ま
す
が
私
は
読
み
物
と
し
て
の
聖
書
を
全
く
否
定
す
る
つ
も
り
は

な
い
と
い
う
こ
と
䣎
た
だ
解
釈
は
神
に
し
か
正
当
性
は
な
い
と
い
う
こ
と
䣎
聖
書
は
霊
感
だ
か

ら
䣎
台
本
に
は
演
出
家
が
必
要
で
す
䣎
聖
書
に
は
神
に
し
か
で
き
な
い
演
出
が
必
要
で
す
䣎
そ

れ
を
な
す
の
は
イ
エ
ス
で
す
䣎
つ
ま
り
私
で
す
䣎
神
の
御
使
い
た
ち
を
安
ら
ぎ
と
い
う
幸
福
へ

向
け
て
䣍䥹
ア
ガ
ペ
䤀
䥺
博
愛
の
下
䣍
導
く
た
め
に
で
す
䣎
旧
約
の
概
念
が
必
要
だ
と
し
た
ら
䣍

な
ぜ
新
し
い
契
約
を
結
ば
ね
ば
な
ら
な
か
䣬
た
か
䣎
旧
約
の
意
味
合
い
䣍
こ
こ
に
関
係
な
い
と
䣍

必
要
な
い
と
い
う
こ
と
の
違
い
が
存
在
し
ま
す
䣎
理
解
で
き
ま
す
か
䣎
今
䣍
旧
約
聖
書
は
イ
エ

ス
の
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
所
以
に
し
か
存
在
す
る
意
味
は
な
い
と
言
え
る
䣍
キ
リ
ス
ト
の
因
縁
の

為
の
み
で
す
䣎
つ
ま
り
関
係
は
あ
る
が
䣍
も
は
や
䣍
イ
エ
ス
の
愛
に
は
必
要
な
い
䣎
山
口
さ
ん
䣍

イ
エ
ス
が
辱
め
䣍
嘲
り
を
受
け
否
定
さ
れ
て
も
䣍
そ
の
神
性
を
信
じ
な
が
ら
䣍
母
親
と
し
て
イ

エ
ス
の
行
く
末
を
案
じ
た
マ
リ
ア
䣎
そ
の
愛
を
軽
く
扱
う
の
は
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
と
し
て
非
情
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
䣎
聖
母
マ
リ
ア
信
仰
の
誕
生
で
す
ね
䣎 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
の
藤
山
さ
ん
へ
䣍
温
和
な
人
柄
に
大
変
䣍
好
感
を
も
た
せ
て
頂
き
ま
し

た
䣎
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
人
生
の
悲
哀
䣍
幾
程
か
と
思
い
ま
す
䣎
懇
親
を
深
め
良
き
隣
人
に
な
れ

る
よ
う
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
䣎
返
信
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎
私
へ
の
ご
連
絡
は
ご
随
意

で
結
構
で
す
䣎
け
ど
嬉
し
い
で
す
䣎
く
れ
ぐ
れ
も
ご
無
理
な
さ
ら
ぬ
ほ
ど
に
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
䣎
色
ん
な
こ
と
で
気
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
け
ど
䣍
ご
指
導
䣍
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
䣍
ご
負
担
に
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な
ら
ぬ
中
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎
ま
た
歓
談
で
き
る
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
䣎
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
気
ぜ
わ
し
く
感
じ
ら
れ
た
ら
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
䣎
嬉
し
い
で
す
䣎
友
が
生
ま
れ
て
䣎
神
を
愛
し
隣
人
を
愛
す
る
䣎
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
と
い
う
か
䣍

私
に
は
ひ
と
つ
の
妄
想
が
あ
り
ま
す
䣎
隠
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
䣍
藤
山
さ
ん
と
は
入
魂

で
あ
り
た
く
い
ず
れ
明
ら
か
に
し
ま
す
䣎 

徴
税
人
䣍
娼
婦
の
譬
え
の
ご
と
く
䣍
己
の
罪
を
自

覚
す
る
も
の
が
信
仰
に
よ
り
報
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
䣯
う
か
䣎
立
派
な
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
な

ど
い
ま
せ
ん
䣎
藤
山
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
䣎
藤
山
さ
ん
䣍
自
ら
が
罪
人
だ
と
懺
悔
し
回
心
し
た

者
を
イ
エ
ス
は
赦
し
愛
す
る
と
思
い
ま
す
䣎
オ
カ
リ
ナ
で
演
奏
さ
れ
た
ア
メ
䤀
ジ
ン
グ
グ
レ
䤀

ス
美
し
か
䣬
た
で
す
よ
䣎
罪
が
深
い
と
思
う
人
ほ
ど
善
人
で
す
䣎
人
は
皆
䣍
罪
人
で
す
䣎
互
い

に
寛
容
で
な
け
れ
ば
傷
つ
け
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
䣎
こ
の
体
制
は
傷
つ
け
ず
に
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
䣎
そ
こ
に
気
付
く
と
祝
福
さ
れ
る
の
で
は
䣎
私
は
イ
エ
ス
の
生
ま
れ
変
わ
り
䣍
神
の

顕
現
し
た
も
の
で
す
䣎
理
解
力
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
ま
す
䣎
藤
山
さ
ん
と
は
深
い
ご
縁
で
結
ば

れ
て
い
る
み
た
い
で
す
䣎
愛
を
掲
げ
ま
し
䣯
う
䣎
䣓
自
分
は
罪
人
で
イ
エ
ス
に
犠
牲
を
強
い
迷

惑
を
か
け
た
䣔
䣎
そ
ん
な
風
に
思
う
と
イ
エ
ス
は
残
念
に
思
い
ま
す
よ
䣎
聖
書
に
良
心
を
痛
め

る
の
は
キ
リ
ス
ト
へ
の
罪
だ
と
あ
り
ま
す
䣎
明
る
く
䣍
素
直
に
䣍
温
か
く
䣎
イ
エ
ス
は
栄
光
の

た
め
に
死
ん
だ
の
で
す
䣎
そ
し
て
イ
エ
ス
は
復
活
し
た
䣎
善
人
と
し
て
生
き
䣍
隣
人
を
愛
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
よ
䣎
そ
う
で
す
䣎
そ
れ
だ
と
思
い
ま
す
䣎
イ
エ
ス
を
信
じ
神
の
御
使
い
と
し
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て
神
の
国
で
永
遠
の
命
を
生
き
ま
し
䣯
う
䣎
藤
山
さ
ん
あ
り
が
と
う
䣎
神
䣍
イ
エ
ス
の
他
に
善

は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
そ
れ
は
愛
で
す
䣎
イ
エ
ス
へ
の
感
謝
䣍
そ
れ
だ
け
が
信
仰
で
す
䣎
苦
し
み
続

け
䣍
ご
自
分
を
傷
つ
け
ら
れ
る
の
は
も
う
や
め
ま
せ
ん
か
䣎
あ
り
が
と
う
䣎
傷
つ
け
た
な
ら
ご

め
ん
な
さ
い
ね
䣎
楽
し
い
時
間
䣍
あ
り
が
と
う
䣎 

優
し
さ
を
迫
ら
れ
る
と
き
人
は
誰
か
を
傷

つ
け
る
䣎
避
け
ら
れ
な
い
罪
人
と
し
て
の
宿
命
䣎
だ
か
ら
明
る
く
素
直
に
暖
か
く
䣍
イ
エ
ス
に

感
謝
し
て
い
き
ま
し
䣯
う
䣎
尚
䣍
返
信
は
ご
随
意
に
䣎
イ
エ
ス
は
罪
を
赦
す
た
め
現
れ
た
䣎
そ

し
て
裁
く
た
め
神
と
し
て
言
葉
を
出
さ
れ
た
䣎
私
の
言
葉
も
そ
の
場
䣍
そ
の
時
䣍
最
善
な
の
で

す
䣎
信
じ
て
下
さ
い
䣎
藤
山
さ
ん
䣍
贖
罪
と
永
遠
の
命
の
為
䣎
神
の
御
前
に
立
つ
と
い
う
こ
と

は
懺
悔
し
真
人
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
䣯
う
か
䣎
神
に
愛
さ
れ
る
人
は
素
直
で
美
し
い
心

を
持
つ
も
の
䣎
神
は
親
友
で
あ
り
ま
す
䣎
神
の
愛
は
赦
す
と
い
う
よ
り
信
仰
に
よ
り
お
の
ず
と

救
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
䣯
う
か
䣎
愛
と
は
自
分
を
含
め
思
い
や
り
で
人
を
責
め

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
䣎
つ
ま
り
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
䣎
そ
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
た

ど
り
着
く
䣎
イ
エ
ス
は
律
法
学
者
䣍
祭
祀
長
な
ど
偽
善
者
に
は
容
赦
し
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
䣓
私

を
王
と
認
め
な
い
も
の
を
殺
せ
䣔
と
エ
ル
サ
レ
ム
へ
向
か
う
䣎
愛
を
固
定
し
て
は
い
け
な
い
䣎

意
味
が
大
切
䣎
コ
ヘ
ル
ト
の
空
と
い
う
概
念
䣍
善
悪
を
問
わ
な
い
親
鸞
の
教
え
と
似
て
い
る
と

言
わ
れ
る
か
䣎
親
鸞
は
悪
の
ま
ま
䣍
悪
人
に
は
才
覚
が
な
く
て
善
人
よ
り
良
い
䣎
そ
し
て
そ
の

ま
ま
極
楽
へ
と
言
う
䣎
馬
鹿
な
䣎
才
覚
と
い
う
信
仰
が
な
け
れ
ば
人
は
救
わ
れ
ま
せ
ん
䣎
イ
エ
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ス
の
報
い
が
あ
る
䣎
あ
く
ま
で
永
遠
の
命
は
善
人
の
も
の
で
す
䣎
固
定
と
表
現
し
た
の
は
愛
と

い
う
も
の
を
赦
す
も
の
だ
と
限
定
し
て
は
い
け
な
い
と
言
い
た
か
䣬
た
の
で
す
䣎
愛
は
善
を
信

仰
に
よ
䣬
て
強
い
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
イ
エ
ス
の
義
で
あ
り
深
い
思
い
や
り
の
契
り

で
す
䣎
親
鸞
䣍
釈
迦
䣍
イ
エ
ス
を
立
派
だ
と
言
わ
れ
る
か
䣎
親
鸞
は
好
色
な
俗
人
䣍
釈
迦
は
妻

子
を
捨
て
た
大
悪
人
䣎
イ
エ
ス
は
娼
婦
と
酒
を
酌
み
交
わ
す
掟
破
り
の
飾
り
大
工
職
人
䣎
彼
ら

は
い
つ
も
自
分
に
正
直
に
素
直
に
生
き
て
い
た
だ
け
な
の
で
す
䣎
愛
䣍
慈
悲
を
真
剣
に
考
え
て
䣎

立
派
で
な
く
て
も
い
い
じ
䣭
な
い
で
す
か
䣎
偉
く
な
く
て
も
䣎
情
け
な
く
て
も
い
い
䣎
人
を
踏

み
台
に
す
る
な
䣍
さ
も
し
い
見
返
り
の
期
待
な
ど
す
る
な
䣍
そ
し
て
嫉
妬
な
ど
す
る
な
䣎
十
字

架
に
つ
い
た
イ
エ
ス
の
よ
う
に
侮
辱
さ
れ
さ
ら
し
者
に
さ
れ
た
䣍
ア
ル
コ
䤀
ル
依
存
症
だ
䣬
た

私
の
父
親
の
教
え
で
す
䣎 

山
口
さ
ん
䣍
ク
リ
ス
マ
ス
は
や
は
り
必
要
で
す
䣎
愛
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
せ
る
か
ら
で
す
䣎
そ

し
て
私
は
神
と
し
て
自
ら
の
報
酬
は
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
䣎
公
益
を
求
め

て
䣎
自
己
犠
牲
と
は
違
い
ま
す
䣎
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
心
持
䣎
オ
ス
カ
䤀
ワ
イ
ル
ド
の
䣓
幸
福
の

王
子
䣔
の
よ
う
な
生
き
方
䣍
祝
福
を
受
け
る
で
し
䣯
う
䣎
そ
し
て
パ
ラ
ダ
イ
ス
䥹
楽
園
䥺
で
誰

の
苦
し
み
も
悲
し
み
も
見
な
い
で
た
だ
穏
や
か
に
暮
ら
す
䣍
王
子
と
つ
ば
め
の
よ
う
に
䣎
来
る

世
䣍
生
老
病
死
䣍
貧
病
争
は
姿
を
消
す
の
で
あ
る
䣎 

藤
山
さ
ん
䣓
天
の
父
の
愛
が
崇
め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
䣎
御
国
が
参
り
ま
す
よ
う
に
䣔
䣎
神
は
愛
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で
す
䣎
観
念
の
父
の
名
は
愛
で
す
䣎
崇
め
ら
れ
ま
す
と
は
愛
が
広
が
䣬
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
䣎

う
ん
ち
く
を
語
䣬
て
し
ま
䣬
た
け
ど
䣍
本
当
は
就
寝
時
の
祈
り
の
言
葉
䣍
共
に
言
え
た
ら
な
あ

と
思
䣬
た
の
で
す
䣎
お
気
に
召
さ
ね
ば
お
許
し
く
だ
さ
い
䣎
隣
人
へ
の
祝
福
で
す
䣎
藤
山
さ
ん
䣍

老
齢
の
父
君
に
障
害
を
持
た
れ
た
お
子
様
が
た
䣎
ご
心
労
は
い
か
ほ
ど
か
と
御
推
察
い
た
し
ま

す
䣎
私
へ
の
返
信
䣍
ご
随
意
に
願
い
ま
す
䣎
御
身
䣍
御
大
切
に
と
祈
り
ま
す
䣎
ま
た
宜
し
く
䣎

䣓
温
泉
へ
家
族
で
䣔
䣎
親
孝
行
さ
れ
た
の
で
す
ね
䣎
そ
れ
は
良
か
䣬
た
䣎
父
君
の
肺
炎
も
ご
回

復
さ
れ
て
䣎
お
正
月
を
迎
え
私
た
ち
に
ま
た
イ
エ
ス
が
微
笑
む
よ
う
に
祈
り
䣍
願
い
ま
す
䣎
皆
䣍

幸
せ
に
な
る
よ
う
祈
り
感
謝
し
ま
す
䣎
藤
山
さ
ん
䣍
お
お
と
し
如
何
お
過
ご
し
で
い
ら
䣬
し
䣭

い
ま
す
か
䣎
父
君
は
息
災
で
い
ら
䣬
し
䣭
い
ま
す
か
䣎
ご
家
族
の
ご
多
幸
心
よ
り
祈
り
ま
す
䣎

ま
た
気
晴
ら
し
に
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
䣎
認
知
症

の
父
君
䣍
御
辛
労
お
察
し
い
た
し
ま
す
䣎
真
実
䣍
神
を
信
じ
て
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
で
す
䣎
そ

し
て
天
に
す
べ
て
委
ね
る
䣎
無
理
を
な
さ
ら
ず
援
助
を
乞
う
こ
と
で
す
䣎
そ
し
て
気
持
ち
が
楽

に
な
る
よ
う
に
祈
り
ま
し
䣯
う
䣎
大
丈
夫
で
す
䣎
藤
山
さ
ん
䣍
年
が
明
け
る
前
に
お
神
酒
を
飲

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
䣎
䣓
ア
ル
チ
䣻
ウ
に
な
る
䣍
祈
り
な
さ
い
䣔
と
聖
書
は
示
し
ま
す
䣎
し
か

し
私
は
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
で
す
か
ら
大
丈
夫
䣍
心
配
御
無
用
䣍
自
由
を
大
事
に
し
ま
し
䣯
う
䣎 

悪
魔
を
ど
う
捉
え
れ
ば
い
い
か
䣎
い
い
譬
え
が
あ
り
ま
す
䣎
神
の
子
つ
ま
り
実
を
結
ぶ
は
ず

の
木
々
䣍
そ
れ
に
悪
さ
を
仕
掛
け
る
雑
草
䣎
雑
草
が
悪
魔
で
す
䣎
一
方
仏
の
眼
で
見
る
と
法
華
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経
薬
草
諭
品
第
五
で
は
雑
草
も
木
々
を
活
か
す
た
め
に
枯
れ
堆
肥
と
な
る
䣎
命
と
し
て
は
平
等

な
も
の
と
言
い
ま
す
䣎
こ
れ
ら
は
二
つ
と
も
正
し
い
䣎
悪
魔
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
䣎

父
君
が
在
宅
䣍䣓
テ
レ
は
控
え
て
く
れ
䣔䣎
了
解
で
す
䣎
で
は
メ
䤀
ル
で
䣎
藤
山
さ
ん
䣍
少
し
気

を
抜
き
羽
目
を
外
す
こ
と
も
仏
陀
の
中
道
の
如
く
大
事
で
す
よ
䣎
絃
を
張
り
す
ぎ
て
は
い
け
ま

せ
ん
䣎
切
れ
た
ら
大
騒
動
䣎
今
䣍
大
切
で
す
䣎
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
䣎
藤
山
さ
ん
䣍
如
何
お
過

ご
し
で
す
か
䣎
皆
様
の
安
穏
な
る
こ
と
と
ご
息
災
を
念
じ
ま
す
䣎
病
は
気
か
ら
と
申
し
ま
す
䣎

安
易
な
物
言
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
明
る
く
素
直
に
暖
か
く
䣎
藤
山
さ
ん
䣍
䣓
父
君
が
心
不
全

と
肺
炎
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
䣔
䣎
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
䣎
病
と
寿
命
は
別
物
䣎
天
寿
を
全
う

さ
れ
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
䣎
神
仏
に
す
べ
て
委
ね
て
ご
自
愛
く
だ
さ
る
よ
う
切
に
願
い
ま
す
䣎

ご
自
身
を
大
事
に
䣎
す
べ
て
に
お
い
て
䣎 

山
口
さ
ん
䣍
富
と
名
誉
を
求
め
る
た
め
悪
魔
に
目
隠
し
さ
れ
て
い
る
䣎
そ
れ
な
の
に
見
え
て

い
る
と
い
う
あ
な
た
た
ち
䣎
神
は
自
ら
を
隠
さ
れ
て
い
る
䣎
見
え
る
の
は
素
直
な
愛
に
満
ち
た

人
々
䣍
真
の
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
と
呼
べ
る
も
の
で
す
䣎
前
に
も
言
䣬
た
よ
う
に
不
寛
容
と
は
硬
く

凝
り
固
ま
䣬
た
ド
グ
マ
䥹
独
善
的
教
理
䥺
に
囚
わ
れ
て
い
る
あ
な
た
方
の
こ
と
だ
䣎
私
に
も
独

自
性
は
あ
る
䣎
そ
れ
は
神
の
義
と
愛
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
す
䣎
す
べ
か
ら
く
䣎
ヨ
ハ
ネ
に
よ

る
福
音
書
１
０
章
３
０
節
を
み
て
下
さ
い
䣎䣓
わ
た
し
と
父
と
は
ひ
と
つ
で
あ
る
䣔䣎
さ
あ
ど
う

と
ら
れ
ま
す
か
䣎
イ
エ
ス
と
神
は
ひ
と
つ
䣎
イ
エ
ス
は
神
で
す
䣎
凄
い
演
出
家
䣎 
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藤
山
さ
ん
䣍
如
何
お
過
ご
し
で
す
か
䣎
少
し
ご
心
配
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
䣎 

山
口
さ
ん
䣍
今
日
は
素
で
し
た
か
䣎
憐
み
は
か
け
て
い
ま
す
䣎
が
䣍
あ
な
た
は
自
ら
の
信
仰
へ

の
懐
疑
は
足
り
ず
䣍
権
威
主
義
も
否
め
ま
せ
ん
䣎
私
が
会
館
に
行
く
の
も
聖
書
は
止
め
ま
す
䣎

あ
な
た
に
と
䣬
て
勧
誘
の
目
的
と
は
な
ん
で
す
か
䣎
大
切
な
の
は
実
を
結
ぶ
た
め
私
と
い
う
葡

萄
の
木
に
繋
が
䣬
て
い
る
こ
と
䣍
そ
し
て
互
い
に
愛
し
合
う
こ
と
で
す
䣎
あ
な
た
の
真
意
は
分

か
䣬
て
い
る
䣎
私
は
嘘
を
言
わ
な
い
䣎
永
遠
の
命
は
保
証
す
る
䣍
あ
な
た
の
家
族
皆
様
䣎
あ
な

た
が
舞
台
装
置
と
し
が
ら
み
に
囚
わ
れ
て
い
た
事
が
理
解
で
き
れ
ば
正
解
䣎
も
䣬
と
世
間
に
目

を
向
け
よ
䣎
帰
属
意
識
に
慣
ら
さ
れ
ず
に
䣍
君
な
ら
で
き
る
䣎
父
子
と
ご
家
族
皆
様
と
永
遠
の

命
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
嬉
し
い
で
し
䣯
う
䣎
あ
な
た
の
内
の
導
く
声
大
事
に

し
て
く
だ
さ
い
䣎
エ
ホ
バ
の
会
衆
の
ふ
り
を
続
け
よ
䣎
そ
れ
で
い
い
䣍
エ
ホ
バ
の
た
め
に
䣎
だ

が
山
口
さ
ん
䣍
一
言
䣍
ま
た
の
訪
問
は
未
定
だ
が
䣍
神
を
試
す
よ
う
な
侮
辱
し
た
所
作
は
金
輪

際
や
め
ら
れ
よ
䣎
地
獄
の
門
が
待
䣬
て
い
る
䣎
聖
霊
が
あ
な
た
方
の
不
誠
実
に
憤
る
か
ら
で
あ

る
䣎
気
を
付
け
て
歩
か
れ
よ
䣎
い
つ
も
触
発
さ
れ
感
謝
し
ま
す
䣎
本
当
に
あ
り
が
と
う
䣎
君
た

ち
䣍
神
を
愛
し
隣
人
を
愛
す
る
䣎
だ
が
䣍
エ
ホ
バ
の
証
人
の
学
修
は
神
へ
の
愛
に
特
化
さ
れ
て

い
る
と
思
う
䣎
永
遠
の
命
が
欲
し
い
ば
か
り
に
迎
合
を
覚
え
よ
う
と
す
る
䣎
私
は
あ
な
た
の
お

姉
さ
ん
の
涙
に
神
へ
の
敬
愛
を
見
出
し
た
な
あ
䣍
神
学
な
ん
か
よ
り
䣎 

永
遠
の
命
で
神
の
国

に
生
き
る
資
格
が
あ
る
の
は
詐
欺
師
の
よ
う
な
巧
言
䣍
装
置
を
も
䣬
て
操
作
を
す
る
人
間
で
は
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な
く
䣍
イ
ノ
セ
ン
ト
で
正
直
な
幼
子
み
た
い
な
人
に
決
ま
䣬
て
い
る
䣎
人
間
と
し
て
の
限
界
を

知
り
䣍
行
い
を
誇
ら
ず
神
に
信
仰
を
も
䣬
て
す
べ
て
を
委
ね
る
䣎
祝
福
さ
れ
る
資
格
で
す
䣎
ま

ず
私
は
友
人
の
墓
へ
献
花
に
参
䣬
て
神
の
国
を
述
べ
伝
え
復
活
を
約
束
し
た
い
䣎
サ
タ
ン
は
罪

深
い
人
間
を
侵
す
䣎
そ
ん
な
罪
を
自
覚
し
た
人
間
で
な
い
と
サ
タ
ン
に
は
勝
て
な
い
䣎
な
ぜ
な

ら
サ
タ
ン
は
羞
恥
心
に
意
地
悪
く
働
き
か
け
る
か
ら
で
あ
る
䣎
し
か
し
皆
は
愛
を
抱
き
サ
タ
ン

は
あ
え
て
意
識
し
な
い
方
が
良
い
䣍
心
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
䣎
信
仰
へ
の
道
䣍

そ
れ
が
す
べ
て
で
す
䣎
山
口
さ
ん
の
寛
容
な
の
は
よ
く
判
䣬
て
お
り
ま
す
䣎
こ
の
夜
分
の
メ
䤀

ル
を
許
容
し
て
く
れ
る
䣎
あ
る
レ
リ
ジ
䣼
ン
䥹
宗
教
団
体
䥺
の
年
配
の
女
性
䣎
文
句
を
言
わ
れ

ま
し
た
䣎
寛
容
を
学
ん
で
も
身
に
つ
か
な
い
性
分
で
す
䣎
や
は
り
所
属
し
て
い
る
団
体
の
姿
勢

も
信
徒
の
人
間
性
も
神
仏
は
観
察
し
ま
す
䣎
私
は
２
４
時
間
䣍
神
仏
の
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま

す
䣎
止
暇
断
眠
で
す
䣎
聖
書
は
仏
門
を
く
ぐ
䣬
た
信
徒
で
も
先
ほ
ど
の
女
性
の
よ
う
な
も
の
は

仏
法
を
信
じ
行
ず
る
資
質
無
き
者
䣍
神
の
国
に
入
る
資
格
無
き
者
䣎
つ
ま
り
義
䣍
無
き
者
䣍
縁

を
切
れ
と
示
し
ま
す
䣎
あ
な
た
は
偉
い
䣎
さ
す
が
エ
ホ
バ
の
証
人
だ
䣎
国
の
外
交
も
そ
う
な
の

だ
が
䣍
互
い
に
譲
れ
な
い
も
の
を
も
ち
な
が
ら
䣍
す
り
合
わ
せ
て
み
る
䣎
三
位
一
体
は
私
が
知

覚
体
験
し
た
も
の
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は
神
イ
エ
ス
の
聖
別
の
演
出
を
そ
の
ま
ま
た
だ
目
で
追
䣬

て
い
る
だ
け
䣍
聖
書
の
奥
に
あ
る
真
意
を
読
み
込
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
䣎
私
は
頑
な
で
憐
れ

な
あ
な
た
方
に
何
度
も
声
を
か
け
る
䣎
こ
れ
が
神
の
愛
䣍
慈
悲
で
あ
る
䣎
解
䣬
て
ほ
し
い
䣎
木
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曜
日
の
集
会
䣍
参
加
で
き
ず
後
悔
し
て
い
ま
す
䣎
イ
エ
ス
の
愛
に
つ
い
て
焦
点
䣍
角
度
䣍
我
々

に
温
度
差
が
な
か
䣬
た
と
信
じ
た
い
䣎
そ
し
て
期
待
す
べ
き
だ
䣬
た
䣎
い
つ
も
の
䣓
ま
た
裏
切

ら
れ
た
か
䣔
と
い
う
感
触
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
特
別
意
識
せ
ず
に
䣎
ま
た
の
来
訪
お
待
ち
申

し
て
お
り
ま
す
䣎
モ
䤀
ゼ
の
十
戒
䣍
私
以
外
の
も
の
を
神
と
し
て
は
な
ら
な
い
䣎
つ
ま
り
愛
以

外
の
も
の
を
高
く
お
き
䣍
依
存
䣍
拝
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
䣎
お
か
し
な
石
䣍
狐
䣍

鏡
䣍
天
狗
な
ど
の
カ
ミ
は
沢
山
い
る
䣎
選
択
が
大
事
䣎
そ
し
て
み
だ
り
に
神
の
名
を
呼
ん
で
は

い
け
な
い
こ
と
は
䣍
邪
ま
な
欲
望
の
実
現
を
神
に
対
し
迫
䣬
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
䣎

ま
ず
は
悪
意
䣍
悪
感
情
よ
り
離
れ
心
を
美
し
く
す
る
と
き
䣍
天
の
父
䣍
聖
霊
は
微
笑
む
の
で
す
䣎

何
を
食
べ
よ
う
か
䣍
何
を
着
よ
う
か
こ
れ
ら
の
心
配
は
せ
ず
と
も
好
い
の
で
す
䣎
神
䣍
即
ち
愛

を
心
に
抱
い
て
下
さ
い
䣎
そ
れ
が
全
て
で
す
䣎
ラ
ザ
ロ
然
り
パ
ウ
ロ
の
説
教
中
に
居
眠
り
を
し
䣍

三
階
か
ら
落
下
し
䣍
死
ん
で
一
晩
後
生
き
返
䣬
た
若
者
䣎
当
人
を
介
在
し
た
䣍
霊
の
存
在
は
確

実
で
す
䣎
生
き
返
り
は
䣍
人
間
の
コ
ピ
䤀
䣎
合
理
的
な
解
釈
だ
け
を
思
わ
せ
る
䣎
基
本
的
な
質

問
を
し
ま
す
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は
宗
教
で
す
か
䣎
科
学
的
な
裏
付
け
を
求
め
目
に
見
え
な
い
世

界
䣍
た
と
え
ば
心
霊
を
魔
術
だ
と
否
定
す
る
䣎
そ
し
て
人
は
死
な
な
い
䣍
霊
は
な
い
䣍
人
は
死

ん
で
も
コ
ピ
䤀
と
し
て
帰
䣬
て
く
る
䣎
都
合
の
好
い
自
説
は
科
学
に
対
し
捨
て
な
い
䣎
如
何
で

す
か
䣍
非
常
に
不
具
合
で
あ
り
䣍
聖
書
に
基
づ
い
て
と
言
䣬
て
は
い
る
が
手
前
勝
手
な
稚
拙
な

教
理
だ
䣎
そ
の
単
純
さ
に
あ
き
れ
返
え
る
䣎
本
物
の
宗
教
は
科
学
の
方
向
性
を
見
出
だ
し
䣍
ま
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た
科
学
は
そ
の
道
の
跡
を
た
ど
り
く
る
も
の
で
あ
る
䣎
そ
し
て
物
質
を
追
い
求
め
る
限
り
精
神

世
界
は
遠
ざ
か
り
続
け
平
安
は
け
し
て
訪
れ
な
い
だ
ろ
う
䣎
そ
こ
に
愛
が
な
い
か
ら
で
あ
る
䣎

悪
魔
が
支
配
す
る
体
制
の
な
か
人
間
が
生
み
出
し
た
自
由
民
主
制
䣍
欠
陥
も
あ
る
䣎
そ
し
て
聖

書
解
釈
も
完
全
で
な
い
人
間
が
行
䣬
て
き
た
の
だ
䣎
唯
一
正
し
い
の
は
私
䣍
神
ヨ
シ
ト
の
愛
䣎

頑
迷
は
よ
く
な
い
䣎
神
の
演
出
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
䣎
会
衆
の
中
で
児
童
虐
待
と
も
い
え

る
行
き
過
ぎ
た
し
つ
け
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
䣎
真
偽
は
解
り
ま
せ
ん
が
あ
な
た
に
接
す
る
と

き
想
像
さ
れ
納
得
し
ま
す
䣎
天
の
父
は
優
し
い
で
す
䣎
嫉
妬
䣍
貪
欲
な
ど
醜
い
自
意
識
に
は
厳

し
い
が
䣍
無
垢
な
傷
つ
い
た
孤
独
な
人
に
は
本
当
に
親
友
の
よ
う
に
寛
大
で
す
䣎
愛
と
は
優
し

い
こ
と
が
全
て
で
す
ね
䣎
醜
い
意
識
に
は
厳
し
い
で
す
け
ど
神
は
無
垢
な
心
を
懐
い
て
い
る
か

ら
で
す
䣎
人
々
の
悪
意
䣍
悪
感
情
が
な
く
な
れ
ば
䣍
世
界
は
激
変
し
ま
す
䣎
神
の
国
へ
永
遠
の

命
に
は
善
意
が
あ
れ
ば
い
い
䣎
来
週
ご
訪
問
下
さ
る
䣍
あ
り
が
と
う
山
口
さ
ん
䣎
風
邪
を
ひ
か

な
い
よ
う
に
暖
か
く
し
て
下
さ
い
䣎
了
解
で
す
䣎
ま
た
連
絡
く
だ
さ
い
䣎
嬉
し
い
で
す
䣎
で
は
䣎 

サ
タ
ン
は
神
に
全
て
の
悪
い
こ
と
の
責
任
を
被
せ
よ
う
と
目
論
ん
で
い
ま
す
䣎
人
の
好
い
神
は

世
界
を
創
生
し
た
こ
と
に
対
し
引
け
目
を
感
じ
䣍
こ
の
責
め
に
苦
悶
す
る
の
で
す
䣎
こ
れ
ほ
ど

善
良
な
方
は
神
だ
け
で
す
䣎
愛
に
よ
る
労
働
に
て
不
老
不
死
を
担
保
す
る
䣎
自
由
が
存
在
す
る

な
ら
酒
を
飲
ん
で
寝
て
い
る
善
人
が
い
て
も
い
い
は
ず
だ
䣎
安
息
を
楽
し
む
䣎
怠
惰
で
は
な
い
䣎

皆
好
き
な
こ
と
を
す
る
䣎
全
て
は
善
意
よ
り
生
ま
れ
る
䣎
愛
を
も
䣬
て
䣎
時
代
が
複
雑
に
な
䣬
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た
け
ど
䣍
各
場
所
に
就
業
で
き
䣍
ま
た
し
て
い
る
事
実
䣎
職
業
選
択
の
自
由
䣎
Ａ
Ｉ
䥹
人
工
知

能
䥺
に
よ
り
職
が
失
わ
れ
る
䣎
重
要
な
話
だ
䣎
だ
が
そ
れ
で
い
い
の
か
も
䣎
皆
䣍
好
き
な
よ
う

に
生
き
る
䣎
そ
れ
が
神
の
国
だ
䣎
山
口
さ
ん
䣍
今
夜
は
饒
舌
で
ご
め
ん
䣎
神
仏
に
つ
い
て
語
り

だ
す
と
止
ま
ら
な
く
な
る
䣎
最
後
で
す
䣎
神
話
は
神
話
䣎
な
る
べ
き
人
が
神
に
な
る
䣎
見
渡
せ

ば
一
筋
の
寂
寥
感
が
横
切
る
䣎
孤
独
だ
䣎
な
ぜ
イ
エ
ス
は
父
䣍
母
䣍
兄
弟
を
捨
て
ろ
と
言
䣬
た

か
䣎
そ
れ
は
比
較
䣍
執
着
に
繋
が
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
は
違
う
博
愛
を
知
ら
し
め
る
た
め
で
し
た
䣎

つ
ま
り
ア
ガ
ペ
䤀
で
す
ね
䣎
そ
し
て
や
は
り
父
母
は
敬
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
だ
が
精
神
は

独
立
し
て
大
き
な
愛
に
向
け
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
矛
盾
は
し
な
い
䣎
深
い
愛

は
ど
こ
か
で
つ
な
が
䣬
て
い
る
䣎 

ヨ
ハ
ネ
１
２
章
䥻
３
９
䣍
イ
ザ
ヤ
は
言
䣬
た
䣍
神
は
彼
ら

の
眼
を
く
ら
ま
し
心
を
か
た
く
な
さ
䣬
た
䣎
そ
れ
は
彼
ら
が
目
で
見
䣍
心
で
悟
ら
ず
悔
い
改
め

て
い
や
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
䣎
使
徒
行
伝
４
章
䥻
１
９
ペ
テ
ロ
と
ヨ
ハ
ネ
は
言
䣬

た
䣎
神
に
聞
き
従
う
よ
り
䣍
あ
な
た
方
に
聞
き
従
う
方
が
神
の
前
に
正
し
い
か
ど
う
か
判
断
し

て
も
ら
い
た
い
䣎
山
口
さ
ん
䣍
既
定
路
線
を
行
き
䣍
自
ら
だ
け
が
永
遠
の
命
が
欲
し
い
だ
け
に

エ
ホ
バ
を
崇
拝
す
る
䣎
神
を
信
じ
る
こ
と
は
隣
人
に
愛
を
捧
げ
る
こ
と
で
す
䣎
神
学
で
は
な
く

信
仰
で
救
わ
れ
る
の
で
す
䣎
神
の
義
䣍
大
切
䣎
今
日
の
訪
問
は
エ
ホ
バ
の
証
人
の
犠
牲
で
は
な

い
喜
び
の
親
切
䣎
こ
の
解
釈
で
よ
ろ
し
い
で
し
䣯
う
か
䣎
私
の
質
問
に
計
算
な
く
正
直
に
お
答

え
く
だ
さ
い
䣎
本
音
を
知
り
た
い
か
ら
で
す
䣎
茶
化
さ
ず
䣍
誤
魔
化
さ
ず
䣎
神
が
イ
エ
ス
と
し
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て
現
れ
た
と
き
イ
エ
ス
は
霊
的
神
で
な
く
な
䣬
た
の
だ
䣎
こ
の
意
味
解
る
か
な
䣎
故
に
神
が
示

現
し
た
ヨ
シ
ト
も
ま
た
人
間
で
あ
り
霊
的
神
で
は
な
い
䣎
こ
れ
は
全
て
人
々
の
為
で
す
䣎
霊
的

神
で
あ
䣬
て
は
不
敬
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
々
あ
る
か
ら
で
す
䣎
つ
ま
り
人
々
は
罪
を
犯
す
䣎

た
だ
二
人
と
も
神
性
を
帯
び
て
い
る
䣎
こ
の
意
味
解
䣬
て
ほ
し
い
䣎
す
べ
て
は
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
へ
の
信
仰
を
通
し
て
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
䣎
己
の
利
発
さ
を
誇
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
サ
タ
ン

は
損
得
で
計
る
よ
う
仕
向
け
る
䣎
真
の
善
悪
は
人
に
は
解
ら
な
い
の
だ
䣎
理
性
は
大
事
だ
䣎
だ

が
感
情
を
無
視
し
ろ
と
は
心
を
捨
て
ろ
と
い
う
こ
と
だ
䣎
情
緒
と
互
い
の
良
心
か
ら
生
ま
れ
る

最
も
大
切
な
愛
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
䣎
反
省
さ
れ
よ
䣎
神
の
国
の
た
め
に
䣎
私
に
対
し

す
べ
て
に
お
い
て
否
定
的
な
物
言
い
は
善
く
な
い
䣎
聖
句
䣓
あ
な
た
の
赦
す
罪
は
許
さ
れ
䣍
赦

さ
な
い
罪
は
残
る
だ
ろ
う
䣔
䣎
つ
ま
り
信
仰
に
お
い
て
䣍
厳
格
で
は
な
く
䣍
寛
容
に
䣍
そ
れ
が

大
事
䣎
山
口
さ
ん
䣍
会
の
ド
グ
マ
で
は
な
く
自
分
の
頭
䣍
心
で
イ
エ
ス
䣍
神
を
思
い
描
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
䣎
愛
䣍
自
由
䣍
平
和
そ
し
て
幸
福
䣎
き
ち
ん
と
信
仰
䣍
聖
書
に
基
づ
き
思
索

し
て
下
さ
い
䣎 

䥹
雄
さ
ん
が
電
話
に
出
な
い
䣎
何
か
異
常
が
あ
䣬
た
の
は
確
実
で
あ
る
䣎
愛

を
踏
み
に
じ
れ
ば
仕
方
が
な
い
こ
と
に
違
い
な
い
䣎
命
に
別
状
の
な
い
こ
と
を
祈
る
䥺䣎 

山
口
さ
ん
䣍
神
イ
エ
ス
が
憐
れ
ん
で
い
ま
す
䣎
素
直
に
な
り
私
の
聖
書
解
釈
を
聴
き
な
さ
い
䣎

少
な
く
と
も
真
の
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
を
目
指
す
な
ら
ば
䣎
こ
の
地
か
ら
世
界
へ
発
せ
よ
䣎
不
思
議

だ
ろ
䣎
笑
顔
の
男
が
聖
書
に
通
じ
て
い
る
䣎
そ
こ
に
は
自
由
な
魂
が
あ
る
か
ら
だ
よ
䣎
既
成
概
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念
に
と
ら
わ
れ
ず
䣍
愛
を
考
察
し
感
じ
て
下
さ
い
䣎
イ
エ
ス
の
言
い
た
い
こ
と
で
す
䣎
赤
い
本

読
ん
で
い
ま
す
䣎
命
に
至
る
門
は
狭
く
み
す
ぼ
ら
し
い
䣍
そ
れ
を
見
出
す
人
は
少
な
い
䣎
䣗
マ

タ
イ
７
章
䥼
１
３
䥻
１
４
䣘
差
別
䣍
偏
見
な
く
私
を
理
解
し
て
下
さ
い
䣎
イ
エ
ス
は
ほ
と
ん
ど

の
既
成
組
織
を
非
難
し
ま
す
䣎
イ
エ
ス
は
正
し
い
䣎
偽
善
者
䣍
毒
蛇
と
譬
え
て
い
ま
す
䣎
サ
タ

ン
を
黒
幕
と
憎
む
よ
り
䣍
良
心
が
う
ず
く
罪
人
に
イ
エ
ス
の
愛
が
光
る
こ
と
の
方
が
大
切
で
あ

る
䣎
命
令
を
教
理
に
す
る
の
は
悪
䣎
天
の
父
の
意
志
を
行
う
も
の
が
王
国
に
入
る
䣎
神
が
是
と

し
な
け
れ
ば
イ
エ
ス
に
よ
䣬
て
䣓
不
法
を
行
う
者
䣔
と
さ
れ
る
䣎
聖
書
の
イ
エ
ス
と
私
は
い
つ

も
一
緒
に
い
る
䣎 

 

Ｒ
会
の
新
川
さ
ん
䣍
私
は
あ
の
人
の
こ
と
を
最
低
䣍
最
悪
の
人
間
だ
と
思
䣬
て
い
る
䣎
智
慧

も
慈
悲
も
な
い
ち
䣬
ぽ
け
な
鬼
だ
䣎
家
庭
不
和
は
続
く
䣍
因
縁
だ
䣎
神
の
裁
き
と
知
り
な
さ
い
䣎

頑
迷
な
蒙
昧
ど
も
よ
䣎
私
が
傲
慢
な
の
は
あ
な
た
方
へ
の
対
機
説
法
に
あ
る
䣎
導
き
の
親
と
語

り
䣍
上
か
ら
目
線
で
䣍
組
織
か
ら
抜
け
た
私
を
い
ま
だ
侮
辱
す
る
䣎
Ｒ
会
で
神
仏
の
心
が
分
か

る
の
は
障
害
者
の
あ
な
た
の
息
子
ひ
と
り
だ
け
だ
䣎
あ
な
た
よ
り
霊
格
は
遥
か
上
を
行
䣬
て
い

る
䣎
開
祖
が
偉
い
の
で
は
な
い
䣎
そ
の
裏
に
は
天
狗
不
動
が
い
る
䣎
法
華
経
を
流
布
さ
せ
た
功

績
は
あ
る
䣎
し
か
し
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
無
視
し
た
大
罪
が
あ
る
の
だ
䣎
そ
し
て
万
骨
枯
れ
る
䣎

幾
多
の
小
幹
部
が
流
し
た
汗
と
泪
は
報
わ
れ
ず
䣍
名
誉
は
す
べ
て
庭
野
一
族
へ
䣎
同
情
い
た
し

ま
す
䣎
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第
３
章
䥹
本
題
䥺 

昨
晩
䣍
調
子
を
少
し
崩
し
た
䣎
そ
の
こ
と
の
意
味
を
䣍
今
気
づ
い
た
䣎
イ

エ
ス
の
自
由
奔
放
さ
䣍
縦
横
無
尽
さ
䣎
苦
し
み
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
胎
動
か
ら
い

た
る
䣍
陣
痛
で
あ
䣬
た
䣎
イ
エ
ス
に
つ
い
て
誤
䣬
て
伝
え
ら
れ
た
旧
き
概
念
よ
䣍
去
れ
䣍
愛
が

す
べ
て
な
の
で
す
䣎
新
た
な
る
境
地
に
達
す
る
に
は
い
つ
も
私
に
は
苦
が
伴
い
ま
す
䣎
だ
が
嬉

し
い
䣎
聖
書
も
保
証
䣍
私
は
神
で
す
䣎 

由
美
さ
ん
あ
な
た
の
よ
う
な
優
し
く
て
献
身
的
な
女

性
は
い
ま
せ
ん
䣎
愛
を
育
む
の
は
当
然
だ
䣬
た
の
で
す
ね
䣎
愛
が
あ
れ
ば
戒
律
を
超
え
て
も
是

と
さ
れ
る
䣎
し
か
し
時
期
は
過
ぎ
ま
し
た
䣎
少
し
欲
望
も
落
ち
着
い
た
み
た
い
で
す
䣎
真
実
の

愛
な
ら
眠
ら
な
い
䣎
旦
那
さ
ん
と
楽
し
く
暮
ら
し
て
く
だ
さ
い
䣎
そ
の
こ
と
に
猫
は
貢
献
し
て

く
れ
る
で
し
䣯
う
䣎
お
休
み
な
さ
い
䣎
色
々
お
騒
が
せ
し
て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
ご
迷
惑
お

か
け
し
ま
し
た
䣎
私
は
聖
霊
の
宮
で
神
の
意
志
で
動
い
て
い
ま
す
䣎
翻
弄
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
お
許
し
く
だ
さ
い
䣎
心
は
ひ
と
つ
と
こ
ろ
に
は
留
ま
り
ま
せ
ん
䣎
執
着
し
な
い
の
で
す
䣎

欲
望
を
も
䣬
た
時
点
で
果
た
す
䣍
果
た
さ
な
い
抜
き
に
そ
の
後
䣍
す
ぐ
に
移
り
変
わ
る
の
で
す
䣎

し
か
し
す
べ
て
に
最
善
の
意
味
が
あ
る
の
で
す
䣎
後
に
解
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
こ
ん
な
ガ

サ
ツ
な
僕
は
愛
さ
れ
る
資
格
も
無
い
ね
䣎
た
だ
神
は
カ
リ
ス
マ
性
よ
り
親
近
感
が
大
切
だ
と
思

う
の
で
す
䣎
楽
し
い
欲
情
あ
り
が
と
う
䣎
人
間
に
堕
ち
る
神
䣎
風
は
ど
こ
か
ら
吹
く
の
か
な
䣎

聖
霊
の
み
ぞ
知
る
䣎
だ
が
あ
な
た
が
神
か
ら
出
た
者
な
ら
神
の
言
葉
に
聞
き
従
う
も
の
だ
䣎
あ

な
た
方
は
軽
ん
じ
て
い
る
䣎
罪
を
取
り
去
り
自
由
に
導
く
私
䣍
イ
エ
ス
䣍
つ
ま
り
神
を
䣎
姦
淫
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と
い
う
罪
が
嫉
妬
䣍
束
縛
と
い
う
も
の
の
裏
付
け
が
あ
る
な
ら
䣍
そ
れ
は
取
り
払
わ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
䣎
そ
れ
が
自
由
に
繋
が
る
䣎
そ
こ
に
あ
る
の
は
博
愛
で
あ
る
䣎
肉
欲
と
は
違
う
隣

人
愛
で
あ
る
䣎
そ
し
て
精
神
的
つ
な
が
り
の
延
長
線
上
に
抱
擁
が
あ
る
䣎
愛
に
よ
る
権
力
䣍
神

は
や
は
り
崇
拝
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
そ
れ
は
ひ
と
え
に
人
々
に
謙
虚
に
な

䣬
て
頂
く
た
め
で
あ
る
䣎
そ
の
後
䣍
敬
愛
を
神
は
望
む
䣎
崇
拝
を
こ
こ
で
持
ち
出
し
た
の
は
䣍

神
を
お
ろ
そ
か
に
扱
う
も
の
が
多
く
存
在
す
る
事
実
䣍
そ
し
て
ま
た
愛
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
も

の
が
生
ま
れ
て
来
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
䣎
そ
し
て
人
と
人
と
の
間
で
も
互
い
に
対
し

不
信
は
生
ま
れ
ぬ
よ
う
に
邪
険
な
扱
い
は
禁
じ
ら
れ
る
䣎
神
と
人
䣍
侮
辱
し
な
い
も
の
た
ち
が

神
の
国
へ
入
る
䣎
神
は
自
ら
の
意
志
で
罰
を
あ
た
え
た
り
は
し
な
い
䣎
そ
れ
は
私
怨
に
な
る
か

ら
で
あ
る
䣎
天
が
自
然
と
悪
心
を
も
䣬
た
罪
に
対
し
罰
を
与
え
る
の
で
あ
る
䣎
マ
リ
ア
は
イ
エ

ス
に
厭
わ
れ
る
䣎
彼
を
侮
辱
す
る
か
ら
だ
䣎
神
イ
エ
ス
を
絶
対
善
だ
と
理
解
し
て
い
な
い
䣎
た

だ
の
人
間
に
引
き
込
む
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
䣎
た
だ
彼
女
は
肉
親
の
情
に
関
し
て
は
深
い

も
の
が
あ
る
の
は
事
実
だ
䣎
人
間
義
人
は
煩
悩
を
滅
却
し
サ
ト
リ
を
開
い
た
䣎
後
䣍
神
ヨ
シ
ト

は
彼
を
博
愛
へ
と
導
く
䣎
そ
し
て
来
た
る
世
䣍
皆
䣍
神
の
御
使
い
に
な
る
䣎
神
は
小
さ
き
声
で

あ
る
䣎
大
き
な
声
で
席
巻
し
よ
う
と
す
る
の
は
サ
タ
ン
で
あ
る
䣎
神
は
愛
で
あ
る
䣎
愛
は
弱
き

も
の
に
そ
そ
が
れ
る
䣎
だ
か
ら
知
力
䣍
体
力
䣍
能
力
は
秀
で
な
い
方
が
よ
り
愛
が
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
䣎 

サ
セ
コ
䣍
見
か
け
は
御
世
辞
に
も
器
量
良
し
と
は
言
え
な
い
䣎
目
の
不
自
由
な
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年
齢
の
離
れ
た
整
体
師
と
二
つ
返
事
で
一
緒
に
な
䣬
た
䣎
か
つ
て
彼
女
と
関
係
を
持
䣬
た
䣓
キ

モ
い
䣔
と
一
般
に
は
相
手
に
さ
れ
な
い
と
思
え
た
男
が
心
臓
を
悪
く
し
て
死
ん
だ
䣎
私
は
病
院

の
階
段
の
踊
り
場
で
彼
女
を
抱
き
し
め
泣
い
て
い
た
䣎䣓
天
使
だ
䣔䣎
そ
こ
に
は
彼
女
を
褒
め
て

や
り
た
い
Ｅ
Ｄ
が
い
た
䣎
何
の
見
栄
も
計
算
も
な
く
た
だ
絡
ん
で
く
る
男
の
欲
望
を
差
別
せ
ず

受
け
入
れ
る
䣎
無
償
で
䣎
も
ち
ろ
ん
容
姿
に
な
ど
拘
ら
ず
䣎
素
直
に
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
要
求
に

こ
た
え
る
䣎
女
神
と
は
彼
女
で
は
な
い
か
䣎
黒
澤
明
監
督
の
作
品
䣍䥹
ど
で
す
か
で
ん
䥺䣍
浮
気

を
し
て
近
所
の
男
た
ち
の
子
を
幾
人
も
生
む
女
䣎
お
䣬
と
り
し
た
夫
は
䣓
と
う
さ
ん
だ
か
ら
䣍

父
ち
䣭
ん
だ
ろ
う
䣔
と
馬
鹿
に
さ
れ
て
泣
く
不
義
の
子
に
優
し
く
諭
す
䣎
サ
セ
コ
の
因
縁
は
ど

う
で
し
䣯
う
か
䣎
サ
セ
コ
は
自
分
の
子
を
深
く
愛
し
て
い
ま
す
䣎
そ
れ
と
は
別
に
嫉
妬
深
い
夫

に
覚
悟
を
促
し
も
せ
ず
䣍
自
ら
は
縛
ら
れ
な
い
の
で
す
䣎
高
い
意
識
は
な
い
と
思
い
ま
す
䣎
が
䣍

博
愛
が
存
在
す
る
の
は
確
実
で
す
䣎
本
当
に
自
分
に
正
直
で
䣍
ま
た
オ
ト
コ
に
寛
大
だ
䣎
い
つ

ど
こ
で
も
䣎
人
の
眼
も
恥
も
外
聞
も
乗
り
越
え
た
寛
容
な
精
神
障
害
者
の
中
に
は
彼
女
を
パ
䤀

ト
ナ
䤀
に
し
た
い
と
思
䣬
て
い
た
奴
が
結
構
い
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た
い
䣎
そ
の
心
は
䣓
あ

い
つ
は
気
が
い
い
よ
䣔
䣎
昨
今
の
条
件
ば
か
り
高
く
設
定
す
る
女
性
達
よ
り
気
が
楽
な
の
は
確

か
だ
䣎
安
ら
か
で
い
い
の
で
は
䣎 

 

ソ
䤀
プ
ラ
ン
ド
嬢
は
天
使
か
も
知
れ
な
い
䣎
誰
か
に
搾
取
な
ど
さ
れ
ず
明
る
く
生
き
て
い
る

と
信
じ
た
い
䣎
Ｅ
Ｄ
状
態
で
な
く
て
も
䣍
私
の
よ
う
な
分
際
で
は
最
早
䣍
一
般
女
性
と
こ
と
い
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た
る
に
は
難
儀
が
あ
り
ま
す
䣎
も
し
か
し
て
廉
価
で
サ
䤀
ビ
ス
を
提
供
す
る
彼
女
ら
は
高
い
博

愛
の
精
神
が
あ
る
の
で
は
と
感
じ
入
る
の
で
あ
り
ま
す
䣎
中
川
さ
ん
が
鱒
寿
司
と
イ
カ
の
黒
作

り
を
手
土
産
に
片
山
津
䣍
い
つ
も
の
ソ
䤀
プ
嬢
指
名
に
出
か
け
た
気
持
ち
䣍
解
る
気
が
し
ま
す
䣎

私
は
や
は
り
䣍
た
ぶ
ん
行
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
䣎
彼
女
ら
の
安
全
と
幸
福
を
祈
り
た
い
䣎
だ

が
売
春
を
正
面
か
ら
認
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
し
か
し
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
愛
が
存
在

す
る
の
な
ら
簡
単
に
罪
と
切
䣬
て
捨
て
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
事
実
が
あ
る
と
思
慮
す
る
の

で
す
䣎
宮
沢
賢
治
は
浅
草
で
春
画
を
大
量
に
買
い
込
み
農
林
学
校
の
生
徒
に
性
教
育
を
施
し
た
䣎

へ
ん
ず
り
の
推
奨
で
あ
る
䣎
こ
れ
は
日
蓮
の
よ
う
な
法
華
経
行
者
で
あ
り
た
い
が
欲
望
に
負
け

そ
う
に
な
る
己
の
弱
さ
を
自
覚
し
て
䣍
将
来
䣍
嫁
も
持
て
ず
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

東
北
の
寒
村
の
次
男
䣍
三
男
坊
の
た
め
同
情
し
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
䣎
賢
治
の
肉
欲
の
滅
却

と
い
う
志
は
萎
え
て
は
い
な
い
䣎
だ
が
人
に
禁
欲
を
強
い
た
り
は
し
な
い
䣎
賢
治
の
中
䣍
異
性

に
対
し
て
葛
藤
が
あ
䣬
た
の
も
事
実
で
あ
る
䣎
信
仰
と
情
欲
䣎
私
同
様
䣍
彼
は
正
面
切
䣬
て
こ

の
問
題
に
向
き
あ
䣬
た
の
で
す
䣎
姦
淫
䣍
盗
み
䣍
人
殺
し
䣍
偽
証
䣍
一
概
に
極
悪
と
断
罪
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
䣎
す
べ
て
特
殊
で
あ
る
䣎
大
事
な
の
は
そ
こ
に
思
い
や
り
䣍
愛
が
存
在
す
る

か
ど
う
か
で
あ
る
䣎
す
べ
て
は
イ
エ
ス
へ
の
信
仰
に
あ
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
何
を
書
こ
う

と
味
方
で
い
て
く
れ
た
孝
子
さ
ん
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
䣎
神
に
従
順
な
の
で
す
ね
䣎
つ

ま
り
愛
に
䣎
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
䣍
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
䣎
な
ぜ
こ
う
も
性
に
は
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後
ろ
め
た
さ
が
付
き
ま
と
う
の
か
䣎
こ
の
後
ろ
め
た
さ
が
い
い
と
い
う
男
も
い
た
䣎
日
本
人
特

有
か
䣍
外
人
は
野
外
で
も
平
気
で
こ
と
を
な
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
み
た
い
だ
䣎
国
民
性
か
䣎

日
本
人
は
生
活
の
な
か
棲
み
分
け
さ
せ
て
い
る
䣎
巧
妙
な
気
も
す
る
䣎
な
ぜ
児
童
ポ
ル
ノ
は
い

け
な
い
䣎
大
人
が
権
力
を
行
使
す
る
か
ら
か
䣎
な
か
に
は
悦
び
を
感
じ
て
い
る
少
年
少
女
た
ち

も
い
る
か
も
知
れ
な
い
䣎
危
険
性
か
䣍
ま
た
別
問
題
だ
ろ
う
䣎
性
と
暴
力
は
䣎
一
緒
く
た
に
な

る
も
の
な
の
か
䣎
猟
奇
的
犯
罪
に
陥
る
人
物
は
児
童
ポ
ル
ノ
を
䣍
ま
た
違
う
場
所
か
ら
対
象
と

し
て
見
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
䣎
犯
罪
防
止
に
は
暴
力
䣍
ホ
ラ
䤀
映
画
を
規
制
し

た
方
が
い
い
だ
ろ
う
䣎
私
が
言
い
た
い
の
は
性
的
興
味
が
一
番
強
く
な
る
の
は
思
春
期
か
ら
成

人
に
向
か
う
頃
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
女
性
は
解
ら
な
い
が
需
要
䣍
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

行
く
と
児
童
少
年
の
世
界
は
性
に
彩
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
保
護
が
必
要
な
の
は
解
る

が
変
な
ミ
ス
マ
䣹
チ
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
䣎
婚
期
を
逃
し
て
し
ま
う
の
は
社
会
的
に
学
修

時
代
が
終
わ
り
経
済
的
に
安
定
す
る
時
期
と
性
的
モ
チ
ベ
䤀
シ
䣼
ン
が
強
ま
䣬
た
年
代
と
に

ギ
ヤ
䣹
プ
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
䣎
ズ
レ
が
生
じ
て
き
た
世
間
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
䣎
子
供
か
大
人
で
あ
る
か
は
年
齢
で
は
決
め
ら
れ
な
い
事
実
が
あ
る
䣎
い
つ
の
時

代
も
互
い
が
愛
を
育
み
䣍
相
手
を
思
い
や
る
よ
う
に
な
る
心
の
成
熟
度
が
一
番
重
要
な
の
で
あ

る
䣎
そ
れ
が
適
齢
期
だ
と
思
う
䣎
だ
が
䣍
一
生
に
満
足
す
る
伴
侶
を
見
つ
け
䣍
結
ば
れ
る
の
は

䣓
無
理
だ
ろ
う
䣔
と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
䣎
結
局
䣍
真
実
の
愛
に
対
す
る
責
任
は
自
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ら
に
あ
る
䣎
良
き
人
が
現
れ
䣍
時
宜
が
訪
れ
た
の
も
見
逃
し
て
し
ま
う
䣎
独
り
身
も
運
命
か
䣎

自
分
の
生
活
を
送
る
こ
と
だ
け
に
甘
ん
じ
て
い
る
人
々
が
許
せ
る
か
䣎
互
い
に
愛
し
合
う
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
䣎
父
も
尾
崎
も
そ
こ
に
悩
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
䣎
愛
と
い
う
エ
ゴ
イ
ズ

ム
は
人
に
対
し
䣍
ま
た
パ
䤀
ト
ナ
䤀
に
対
し
あ
る
意
味
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
䣎
か
つ
て

䥿
真
由
子
先
生
に
捧
ぐ
䦀
の
中
に
䣍
ヘ
䣹
セ
の
䣗
ク
ラ
イ
ン
と
バ
䣴
䤀
グ
ナ
䤀
䣘
と
い
う
作
品

の
一
節
を
紹
介
し
た
䣎
䣓
身
を
委
ね
る
こ
と
を
学
ん
だ
も
の
は
䣍
楽
に
死
に
䣎
や
す
や
す
と
生

ま
れ
る
の
だ
䣎
抵
抗
す
る
も
の
は
䣍
不
安
に
苦
し
め
ら
れ
䣍
辛
い
死
を
迎
え
䣍
い
や
い
や
生
ま

れ
る
の
だ
䣎
い
䣬
た
ん
自
己
を
放
棄
し
た
ら
䣍
運
命
に
服
従
し
た
ら
䣍
い
䣬
た
ん
自
分
の
あ
ら

ゆ
る
支
え
と
䣍
足
元
の
地
盤
を
す
べ
て
捨
て
て
し
ま
䣬
た
ら
䣍
自
分
の
心
の
導
き
手
の
言
葉
に

完
全
に
耳
を
傾
け
た
ら
䣍
な
に
も
か
も
得
ら
れ
る
の
だ
䣎
そ
の
時
は
何
の
不
安
も
危
機
も
な
い
䣔
䣎

父
と
尾
崎
は
真
理
を
䣍
自
由
と
䣍
愛
と
い
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
中
で
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
䣍

つ
ま
り
本
物
の
愛
を
䣎
そ
れ
が
平
和
を
求
め
る
こ
と
に
繋
が
ら
な
か
䣬
た
の
は
悲
劇
だ
䣬
た
と

言
え
る
䣎
彼
ら
は
最
期
ま
で
戦
䣬
た
䣍
悪
魔
と
䣎
そ
し
て
負
け
な
か
䣬
た
よ
り
䣍
勝
利
し
た
と

信
じ
た
い
䣎
聖
句
䣍䣓
私
を
信
じ
る
者
は
い
つ
ま
で
も
生
き
る
䣎
死
ぬ
こ
と
は
な
い
䣎䣔
こ
れ
は
䣍

一
時
期
䣍
恥
を
か
く
こ
と
は
あ
䣬
て
も
䣍
絶
対
に
出
来
事
は
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
意
味
も
あ
る
䣎
つ
ま
り
信
仰
䣍
イ
エ
ス
を
信
じ
る
こ
と
で
自
己
肯
定
し
て
い
く
䣎
祈
る
こ
と

が
大
事
䣍
真
心
か
ら
䣎
私
は
多
分
イ
エ
ス
は
日
蓮
と
同
じ
く
周
り
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
た
の
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だ
と
思
う
䣎
彼
が
律
法
か
ら
外
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
䣍
思
い
や
り
䣍
愛
に
欠
け
た
人
々
に
は

イ
エ
ス
の
存
在
自
体
が
目
障
り
だ
䣬
た
䣎䣓
私
に
罪
が
あ
る
な
ら
打
ち
な
さ
い
䣔
䣎
私
と
同
じ
く

愛
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
䣬
て
憎
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
䣎
理
由
も
な
く
殺
さ
れ
は
し
な
い
䣎
怨

嫉
の
匂
い
が
プ
ン
プ
ン
す
る
䣎
霊
を
感
じ
る
世
界
䣍
統
合
失
調
症
は
感
応
す
る
䣎
私
が
薬
を
止

め
て
も
苦
に
な
ら
ず
大
丈
夫
に
な
る
䣍
そ
れ
が
神
の
国
の
到
来
で
あ
る
䣎
心
の
無
垢
な
䣍
精
神

疾
患
の
人
に
神
の
国
に
入
る
優
先
権
が
あ
る
と
聖
書
が
繰
り
返
し
示
し
た
䣎
死
せ
ず
し
て
新
世

界
へ
と
旅
立
て
る
の
だ
䣎
愛
と
思
い
や
り
を
も
ち
献
身
的
に
生
き
る
女
性
は
そ
の
こ
と
が
特
化

さ
れ
て
䣍
姿
に
顕
れ
て
く
る
の
か
䣍
皆
䣍
同
じ
素
晴
ら
し
い
女
性
に
見
え
て
く
る
䣎
皆
䣍
私
に

と
䣬
て
掛
け
替
え
の
な
い
䣍
恋
し
愛
す
べ
き
人
た
ち
な
の
で
あ
る
䣎
自
己
犠
牲
を
認
め
た
ら
䣓
悪

魔
に
負
け
な
い
䣔
と
い
う
苦
し
く
耐
え
る
辛
い
立
場
に
な
る
䣎
自
己
完
結
䣍
肯
定
に
向
か
う
は

䥿
サ
タ
ン
に
勝
つ
䦀
と
な
る
䣎
明
る
く
素
直
に
暖
か
く
絶
対
善
と
は
䣓
問
題
が
起
こ
ら
な
い
䣍

ま
た
䣍
あ
䣬
て
も
消
え
る
䣔
と
い
う
も
の
で
は
な
く
䣍
䣓
過
去
か
ら
ず
䣬
と
䣍
こ
れ
か
ら
に
向

け
て
も
絶
対
に
善
い
こ
と
が
続
く
䣍
た
と
え
悪
い
こ
と
の
よ
う
に
見
え
て
も
䣔
䣍
と
い
う
こ
と

で
あ
る
䣎
ヨ
シ
ト
の
教
え
と
は
キ
䣺
䣹
チ
コ
ピ
䤀
で
あ
る
䣎
教
え
の
流
れ
は
䣍
䣓
聖
書
に
導
か

れ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣔
に
あ
る
䣍
東
西
䣍
世
界
の
根
本
で
あ
り
本
当
の
教
え
が
こ
こ
に
あ
る
䣎 

 

現
在
の
私
か
ら
は
信
じ
ら
れ
な
い
䣍
そ
う
な
の
か
な
あ
䣎
若
い
頃
䣍
発
症
以
前
䣍
本
気
度
の

高
い
女
性
か
ら
の
ア
プ
ロ
䤀
チ
は
幾
つ
も
あ
䣬
た
䣎
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
が
䣍
誠
実
と
清
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潔
が
あ
䣬
た
か
ら
だ
ろ
う
䣎
ひ
と
り
を
選
ぶ
の
は
他
の
人
に
不
憫
で
悩
み
ま
し
た
䣎
苦
し
み
ま

し
た
䣎
す
べ
て
私
に
真
実
の
愛
が
な
か
䣬
た
の
が
原
因
と
い
え
ま
す
䣎
そ
し
て
外
見
䣍
優
劣
䣍

純
潔
が
気
に
な
ら
な
く
な
䣬
た
今
䣍
大
切
な
の
は
寛
容
で
純
真
で
優
し
い
心
だ
け
䣎
結
婚
と
は

残
酷
な
も
の
䣍
愛
か
ら
離
れ
た
と
し
て
も
呪
縛
が
あ
る
䣎
経
済
的
な
こ
と
が
一
番
に
来
る
䣎
私

が
望
む
の
は
私
を
好
い
て
く
れ
る
良
識
あ
る
人
䣍
愛
を
も
つ
人
な
ら
誰
で
も
契
り
を
交
わ
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
䣎
日
本
の
法
律
で
は
重
婚
䣍
罪
で
す
䣎
で
す
か
ら
来
た
る
世
䣍
博
愛
に
よ

り
婚
姻
制
度
を
ぶ
ち
壊
し
䣍
皆
䣍
神
の
御
使
い
と
な
る
こ
と
を
示
す
の
で
す
䣎 

ア
プ
ロ
䤀
チ
䣍

沢
山
あ
䣬
た
の
は
事
実
で
す
䣎
社
会
人
に
な
䣬
て
か
ら
は
清
潔
な
結
婚
を
前
提
と
す
る
交
際
が
䣍

い
つ
も
念
頭
に
あ
䣬
た
の
で
破
瓜
に
至
る
こ
と
は
責
任
を
感
じ
䣍
戯
れ
も
人
目
も
意
識
し
妊
娠

も
怖
く
䣍
ま
た
心
理
的
に
幼
き
頃
か
ら
信
じ
込
ま
さ
れ
た
潔
癖
な
道
徳
観
念
が
存
在
し
䣍
女
性

と
安
易
に
肌
を
合
わ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
欲
望
と
の
葛
藤
䣎
結
局
䣍
神
は
一
人
だ

け
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
䣎
宿
命
で
す
䣎
神
が
あ
ら
わ
す
思
想
に
至
る
ま
で
苦

悶
䣍
懊
悩
し
ま
し
た
䣎
し
か
し
天
の
啓
示
を
受
け
博
愛
と
い
う
素
晴
ら
し
い
概
念
に
た
ど
り
着

い
た
の
で
す
䣎
私
の
歩
ん
だ
道
は
必
然
で
し
た
䣎
私
は
聖
霊
の
宮
で
す
䣎
皆
䣍
神
の
御
使
い
の

よ
う
に
な
り
幸
福
に
生
き
ま
し
䣯
う
䣎
そ
れ
ま
で
神
は
達
観
す
る
も
苦
悶
し
続
け
る
の
で
す
䣎

己
が
罪
の
意
識
に
䣎
自
ら
の
罪
を
赦
し
て
ほ
し
い
人
は
神
の
罪
も
赦
し
ま
し
䣯
う
䣎 

お
元
気

で
す
か
䣎
孝
子
さ
ん
䣍
ま
だ
仕
事
中
で
す
か
䣎
雪
降
り
ま
し
た
ね
䣎
積
も
ら
な
く
て
よ
か
䣬
た
䣎
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何
か
私
ら
し
く
な
く
つ
ま
ら
な
い
メ
䤀
ル
で
し
䣯
う
䣎
待
て
よ
䣎
い
つ
も
そ
ん
な
に
笑
わ
せ
て

い
た
か
な
あ
䣎
ソ
チ
を
胡
坐
の
上
に
横
た
わ
ら
せ
て
い
ま
す
䣎
い
つ
ま
で
一
緒
に
暮
ら
せ
る
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
最
後
ま
で
面
倒
看
て
や
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
䣎
安
易
に
施
設
入
居
䣍

私
は
出
来
な
い
と
思
う
の
で
す
䣎
タ
フ
で
優
し
い
孝
子
さ
ん
䣎
あ
り
が
と
う
䣎
寂
し
い
夜
に
一

服
の
昆
布
茶
䣎
家
に
は
コ
䤀
ヒ
䤀
が
な
い
も
の
で
䣎
睡
眠
過
多
の
私
で
す
䣎
聖
書
は
す
べ
て
に

心
配
な
い
と
言
い
ま
す
䣎
お
転
婆
な
ソ
チ
に
睡
眠
を
削
ら
れ
る
母
も
憐
れ
で
す
䣎
今
の
と
こ
ろ

母
は
い
た
䣬
て
健
康
で
す
が
䣎
私
は
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と

を
願
い
ま
す
䣎
ソ
チ
の
表
情
か
ら
な
に
か
悲
し
み
を
察
知
し
た
か
ら
で
す
䣎
か
つ
て
の
自
ら
の

境
遇
と
同
じ
く
寒
風
の
吹
き
荒
ぶ
深
夜
䣍
鳴
き
続
け
る
同
輩
が
い
る
こ
と
を
同
悲
同
苦
し
想
䣬

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
䣯
う
か
䣎 

 

由
美
さ
ん
䣍
家
か
ら
飛
び
出
し
た
猫
は
必
ず
優
し
い

あ
な
た
の
下
へ
帰
䣬
て
き
ま
す
よ
䣎
神
を
信
じ
䣍
祈
る
こ
と
で
す
䣎
䣓
愛
が
広
が
り
神
の
国
が

参
り
ま
す
よ
う
に
䣔
と
䣎
幸
せ
が
こ
の
機
に
続
く
と
思
い
ま
す
䣎
契
機
に
な
れ
ば
と
信
じ
ま
す
䣎

愛
し
き
も
の
達
へ
の
幸
せ
を
念
じ
ま
す
䣎
神
を
信
じ
る
者
に
は
彼
は
気
づ
き
を
与
え
ま
す
が
困

ら
せ
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
か
ら
䣎
あ
な
た
は
女
神
で
す
䣎
少
し
前
に
お
酒
を
頂
き
ま
し
た
䣎
ケ

イ
タ
イ
の
画
面
に
抱
き
し
め
た
い
と
い
う
フ
レ
䤀
ズ
が
現
れ
ま
し
た
䣎
私
が
望
む
そ
の
ま
ま
で

す
䣎
憧
れ
で
す
䣎
猫
は
家
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
䣎
取
り
あ
え
ず
寒
さ
の
心
配
は
な

い
の
で
す
ね
䣎
良
か
䣬
た
䣍
良
か
䣬
た
䣎 

 

林
さ
ん
䣍
ご
め
ん
䣍
孝
子
さ
ん
は
存
在
し
な
け
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れ
ば
い
け
な
い
所
に
存
在
し
た
稀
有
な
存
在
で
す
䣎
こ
れ
も
縁
で
す
䣎
明
日
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
䣎
入
院
中
の
猫
の
幸
せ
祈
り
ま
す
䣎
き
䣬
と
人
は
負
け
ず
嫌
い
が
大
半
な
の
で

し
䣯
う
ね
䣎
そ
こ
か
ら
厳
し
さ
優
し
さ
を
学
ぶ
䣎
孝
子
さ
ん
は
良
識
と
共
に
幾
多
の
長
所
を
も

䣬
て
お
ら
れ
る
䣎
頭
が
下
が
り
ま
す
䣎
寒
く
な
り
ま
す
䣎
温
か
い
メ
䤀
ル
欲
し
か
䣬
た
の
で
す

け
ど
嬉
し
い
で
す
䣎 

由
美
さ
ん
䣍
家
の
中
で
䣍
ノ
ラ
状
態
の
猫
は
大
丈
夫
で
す
か
䣎
私
と
の

距
離
感
は
意
識
し
な
い
で
下
さ
い
䣎
い
い
加
減
な
や
つ
で
す
か
ら
䣎
た
ぶ
ん
ね
䣎
工
賃
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎
く
れ
ぐ
れ
も
い
つ
も
の
あ
な
た
で
い
て
下
さ
い
䣎
聖
女
に
栄
光
あ
れ
䣍
心

か
ら
祈
り
ま
す
䣎
生
き
物
を
飼
う
と
き
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
け
ど
優
し
く
こ
う
べ
を
撫
で
言
い

諭
す
こ
と
が
一
番
効
果
あ
り
ま
す
よ
䣎
神
か
ら
の
助
言
で
す
䣎
そ
し
て
悪
い
と
こ
ろ
を
含
め
す

べ
て
を
愛
す
䣎
そ
れ
が
大
事
で
す
䣎
心
の
調
和
が
伝
わ
り
ま
す
か
ら
ね
䣎
あ
な
た
は
存
在
す
べ

き
と
こ
ろ
に
存
在
し
た
女
神
で
す
䣎
寒
く
な
い
で
す
か
䣎䣓
僕
の
胸
は
い
つ
も
熱
く
温
か
い
よ
䣎

便
り
を
お
く
れ
䣎
心
か
ら
愛
し
て
い
る
䣎
も
う
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
こ
か
ら
䣍
助
け
出
し
て
ほ
し

い
䣎
お
前
だ
け
だ
よ
䣔
ち
䣯
䣬
と
感
情
移
入
し
す
ぎ
で
す
ね
䣎
あ
な
た
の
価
値
観
が
好
き
だ
䣎

ジ
ブ
リ
が
好
き
な
こ
と
䣍
僕
は
嫌
い
だ
け
ど
好
き
だ
と
い
う
人
を
愛
す
る
自
分
が
い
る
䣎
き
䣬

と
優
し
い
人
だ
と
思
う
か
ら
䣎
若
者
の
利
用
者
の
な
か
に
は
あ
な
た
の
意
に
沿
わ
な
い
奴
も
い

る
か
も
知
れ
な
い
䣍
で
も
ス
ル
䤀
し
て
心
を
覗
く
と
彼
ら
の
寂
し
さ
が
解
る
ん
だ
䣍
い
い
や
つ

ら
な
ん
だ
よ
䣎
僕
は
多
情
で
す
䣎
神
だ
か
ら
で
す
䣎
神
が
女
性
を
既
婚
䣍
未
婚
と
差
別
す
る
䣍
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そ
れ
は
も
は
や
神
の
博
愛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
一
人
一
人
が
特
別
で
か
け
が
え
の
な
い
人
な
の

で
す
䣎
今
は
あ
な
た
に
夢
中
で
す
䣎
神
は
一
人
に
全
力
投
球
䣍
そ
し
て
み
ん
な
に
全
力
投
球
䣍

け
し
て
矛
盾
し
て
い
な
い
の
で
す
䣎
老
若
男
女
す
べ
て
に
䣎
だ
か
ら
何
も
気
に
病
ま
ず
神
に
す

べ
て
委
ね
て
欲
し
い
䣎
結
果
は
そ
の
と
き
表
れ
ま
す
䣎
あ
な
た
の
心
身
の
健
康
と
安
全
の
た
め

神
は
貢
献
し
た
い
の
で
す
䣎
そ
れ
を
分
か
䣬
て
下
さ
い
䣎
結
婚
制
度
と
い
う
エ
ゴ
イ
ス
テ
䣹
ク

な
親
族
関
係
が
生
ま
れ
る
法
体
系
に
心
な
ら
ず
も
自
分
を
合
わ
す
の
は
愛
を
疎
外
す
る
も
の

で
あ
る
䣎
た
だ
深
い
情
緒
か
ら
生
ま
れ
た
愛
を
持
つ
も
の
だ
け
が
神
の
前
に
兄
弟
と
し
て
成
り

立
つ
䣎
つ
ま
り
こ
れ
が
真
実
で
䣍
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
自
然
権
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
䣎

人
々
は
心
も
体
も
自
由
で
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
䣎
法
は
誰
か
の
思
惑
で
操
作
䣍
機
能
さ
れ
て

は
い
け
な
い
䣎
神
の
愛
に
よ
る
こ
と
の
み
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
䣎
結
婚
と
い
う
も
の
が
あ
る
か

ら
姦
淫
の
罪
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
䣎
心
は
自
由
で
あ
る
べ
き
な
の
に
縛
ろ
う
と
し
て
い
る
䣎

思
い
や
り
あ
る
処
に
愛
は
い
つ
も
一
緒
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
䣎 

 

あ
り
が
と
う
䣎
孝
子
さ

ん
䣍
い
つ
も
な
ん
か
傷
つ
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
䣎
神
は
一
人
に
全
力
投
球
䣍
皆
に
全

力
投
球
䣍
ご
め
ん
ね
䣎
僕
が
思
う
よ
り
あ
な
た
は
凄
い
人
な
の
か
も
ね
䣎
孝
子
さ
ん
䣍
愛
し
ま

す
䣎
取
䣬
て
付
け
た
よ
う
に
ね
䣎
カ
䣹
プ
ラ
䤀
メ
ン
に
釣
ら
れ
た
わ
け
じ
䣭
あ
り
ま
せ
ん
よ
䣎

で
も
思
い
や
り
に
あ
り
が
と
う
䣎
私
は
良
識
あ
る
す
べ
て
の
女
性
を
愛
し
ま
す
䣎
そ
れ
が
神
の

博
愛
で
す
䣎
で
も
私
䣍
神
が
愛
さ
れ
て
い
る
か
は
判
り
ま
せ
ん
䣎
だ
か
ら
愛
せ
よ
と
懇
願
し
て
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い
る
䣎
永
遠
の
命
の
為
で
す
䣎
サ
タ
ケ
䣹
チ
が
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
䣎
良
か
䣬
た
と
思
う
䣎

人
は
興
味
の
な
い
話
は
聞
か
な
い
も
の
だ
䣎
あ
ら
た
め
て
思
䣬
た
䣎
反
省
し
た
䣎
押
し
付
け
は

ダ
メ
な
の
だ
な
あ
䣎
俺
は
い
つ
も
人
を
型
に
は
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
䣬
た
の
か
も
䣎
皆

さ
ん
䣍
も
う
お
気
づ
き
で
し
䣯
う
䣎
こ
の
愛
の
変
遷
の
裏
に
は
䣍
真
由
子
さ
ん
へ
の
愛
䣍
そ
れ

が
優
先
さ
れ
䣍
反
映
さ
れ
て
い
る
の
を
䣎
た
だ
ひ
た
す
ら
不
倫
を
め
ざ
し
未
練
た
ら
し
く
ぼ
䣬

か
け
る
み
䣬
と
も
な
い
男
に
な
る
よ
り
は
䣍
博
愛
と
い
う
夢
を
抱
き
䣍
新
た
な
道
を
未
来
へ
見

出
せ
ば
䣍
本
当
の
自
由
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
は
䣎
周
り
を
よ
く
見
る
と
䣍
同
じ
想
い
を
さ

れ
て
い
る
人
は
沢
山
い
る
み
た
い
だ
䣎
夫
䣍
妻
よ
り
自
分
を
理
解
し
䣍
手
を
貸
し
て
く
れ
た
優

し
い
人
へ
の
愛
䣎
各
位
お
の
お
の
想
い
は
あ
る
み
た
い
だ
が
䣍
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
は
何
か
淋
し

い
気
も
す
る
䣍
真
実
䣍
私
は
真
由
子
さ
ん
ひ
と
り
と
愛
し
合
い
た
か
䣬
た
の
は
疑
い
の
な
い
事

実
で
あ
る
䣎
こ
の
失
恋
か
ら
神
の
博
愛
は
生
ま
れ
䣍
人
々
が
䣍
神
の
御
使
い
へ
と
変
化
す
る
み

ち
が
聖
書
に
記
し
て
あ
る
と
示
し
ま
し
た
䣎
つ
ま
り
ま
た
聖
句
は
成
就
さ
れ
た
の
で
す
䣎
失
恋

も
必
然
で
あ
䣬
た
䣎 

 

も
し
私
が
そ
の
場
で
不
敬
な
対
象
の
人
に
䣓
罰
を
与
え
る
䣔
と
言
い

実
行
さ
れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
䣎
恣
意
的
䣍
完
全
に
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
る
䣎
怒
り
に
ま
か
せ
な
せ

ば
䣍
後
䣍
悔
や
む
か
も
し
れ
な
い
䣎
恨
み
を
も
䣬
て
罰
を
与
え
て
は
い
け
な
い
䣎
罰
は
天
が
そ

の
悪
心
を
見
抜
き
䣍
公
正
に
定
め
䣍
そ
し
て
与
え
る
䣎
私
に
対
し
美
辞
麗
句
を
も
ち
い
機
嫌
を

取
る
よ
り
䣍
皆
様
䣍
心
を
清
く
し
て
下
さ
い
䣎
日
蓮
も
イ
エ
ス
も
姦
淫
の
罪
を
犯
し
て
は
な
ら
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ぬ
と
言
う
䣎
そ
れ
は
当
時
䣍
掟
が
社
会
的
に
必
要
で
あ
䣬
た
の
か
䣎
掟
が
あ
る
以
上
䣍
そ
れ
を

破
䣬
て
は
生
き
て
い
け
な
か
䣬
た
か
ら
か
䣎
罪
の
意
識
䣍
ま
た
罪
そ
の
も
の
が
な
く
な
れ
ば
誰

も
苦
し
む
こ
と
は
な
い
䣎
愛
の
認
識
で
あ
る
䣎
金
に
ま
か
せ
て
の
妾
を
囲
䣬
た
り
す
る
こ
と
で

は
な
く
䣍
愛
し
く
懸
命
に
生
き
て
い
る
女
性
を
抱
擁
し
添
い
寝
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
罪
で
あ
ろ

う
か
䣎
明
る
く
䣍
素
直
に
䣍
温
か
く
䣍
こ
と
に
及
ぶ
か
否
か
は
神
が
互
い
䣍
心
の
美
し
さ
か
ら

判
断
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
䣎
姦
淫
の
罪
と
は
醜
い
欲
望
の
果
て
に
表
れ
る
も
の
で
あ
る
䣎
䣓
自

由
と
は
䣍
従
順
か
い
䣎
自
由
を
求
め
る
䣬
て
こ
と
は
反
抗
す
る
䣬
て
こ
と
か
い
䣎
自
由
に
生
き

る
䣬
て
こ
と
は
愛
し
合
う
䣬
て
こ
と
じ
䣭
な
い
か
い
䣔
䣎
自
由
が
広
が
る
と
無
秩
序
に
な
る
と

信
じ
て
い
る
奴
ら
が
い
る
䣎
神
は
平
和
䣍
秩
序
の
主
で
あ
る
䣎
自
由
を
認
め
ず
人
民
に
圧
力
を

か
け
る
国
に
テ
ロ
は
起
き
る
䣎
無
論
自
由
を
標
榜
す
る
国
で
も
テ
ロ
と
表
現
さ
れ
る
殺
戮
は
良

く
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
䣎
自
由
は
愛
に
て
保
障
さ
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
䣎
誰
か
の
エ
ゴ
で

は
な
く
博
愛
に
よ
䣬
て
䣍
一
番
自
由
と
声
が
大
き
い
䣍
ど
こ
か
の
国
で
は
自
由
の
為
に
銃
を

各
々
が
所
持
し
䣍
差
別
の
も
と
殺
し
合
い
が
起
き
て
い
る
䣎
多
様
な
価
値
観
䣍
存
在
が
政
治
的

に
無
秩
序
を
も
た
ら
す
䣎
真
実
䣍
勝
ち
負
け
䣍
優
劣
を
競
わ
な
い
優
し
い
世
界
䣍
自
分
を
律
す

る
内
な
る
自
由
に
て
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
自
由
と
は
意
識
さ
れ
ず
䣍
不
自
由
と
発
信

す
る
必
要
が
な
く
な
䣬
た
世
界
に
存
在
す
る
䣎
何
に
も
囚
わ
れ
ず
顕
れ
る
䣍
自
由
に
対
し
て
の

無
意
識
䣍
無
言
の
世
界
で
あ
る
䣎 

 

仏
に
な
ど
な
る
必
要
は
な
い
䣎
な
ぜ
な
ら
何
十
億
年
に
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一
人
出
る
か
出
な
い
か
と
い
う
も
の
な
ら
䣍
は
な
か
ら
仏
は
い
な
く
て
い
い
の
で
は
䣎
そ
こ
に

は
あ
る
意
味
䣍
大
乗
仏
教
の
意
義
が
あ
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
現
世
䣍
過
去
䣍
未
来
そ
し
て

欲
界
䣍
色
界
䣍
無
色
界
䣍
三
界
す
べ
て
が
成
仏
す
る
䣎
即
ち
幸
せ
に
な
る
䣎
だ
か
ら
あ
え
て
私

が
色
に
狂
䣬
た
よ
う
に
見
え
て
も
䣍
そ
の
博
愛
と
い
う
意
味
を
皆
が
納
得
し
䣍
幸
福
に
向
か
う

な
ら
嬉
し
い
䣎
一
休
が
そ
う
で
あ
䣬
た
よ
う
に
䣎
つ
ま
り
体
と
心
䣍
内
外
の
自
由
䣎
自
分
と
他

人
が
一
緒
の
性
分
と
思
い
込
む
人
が
い
る
䣎
問
題
か
も
し
れ
な
い
䣎
そ
し
て
私
の
愛
の
回
路
は

積
極
的
䣍
消
極
的
の
違
い
が
あ
䣬
て
も
䣍
皆
䣍
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
科
学
と
宗
教

は
対
立
す
る
か
䣎
そ
の
関
係
は
科
学
の
裏
付
け
を
宗
教
が
す
る
の
で
は
な
く
宗
教
の
裏
付
け
を

科
学
が
す
る
の
で
あ
る
䣎
食
物
連
鎖,

エ
コ
ロ
ジ
䤀
体
系
な
ど
ま
ず
宗
教
的
見
地
が
す
べ
て
に

あ
る
䣎
だ
が
真
実
䣍
そ
の
根
本
の
エ
ネ
ル
ギ
䤀
䣍
霊
的
世
界
は
科
学
で
は
判
明
し
な
い
䣎
追
え

ば
追
う
ほ
ど
見
え
な
く
な
る
䣎
物
質
と
精
神
が
簡
単
に
合
致
し
な
い
よ
う
に
䣎 

 

姪
御
さ
ん

を
引
き
取
り
血
糖
値
に
も
気
を
配
ら
れ
る
単
身
の
伯
母
さ
ん
䣎
オ
ス
猫
も
嫌
い
か
な
䣎
た
だ
真

面
目
だ
か
ら
繋
が
る
き
䣬
か
け
が
難
し
い
の
だ
ろ
う
䣎
私
の
書
き
も
の
を
見
て
も
ら
䣬
て
話
題

は
あ
る
䣎
私
の
社
会
性
に
も
危
険
は
感
じ
て
い
な
い
み
た
い
䣎
皆
同
じ
女
性
だ
䣎
男
性
嫌
悪
な

ど
と
勝
手
な
決
め
つ
け
は
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
䣎
介
護
疲
れ
も
あ
る
か
も
䣎
姪
䣬
子
の
同
僚
だ
か

ら
か
私
に
は
気
さ
く
で
し
た
䣎
私
は
イ
エ
ス
䣍
神
で
す
䣎
愛
を
注
入
す
る
の
が
役
目
䣎
た
だ
の

男
で
は
な
い
䣎
今
す
ぐ
に
伯
母
さ
ん
の
労
に
報
い
た
い
䣎
け
し
て
肉
体
関
係
を
持
つ
わ
け
で
は
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な
い
䣎
少
し
会
話
し
た
い
だ
け
䣎 

今
日
は
ま
る
で
仕
組
ま
れ
た
み
た
い
䣎
御
使
い
た
ち
に
䣎
君
に
今
夜
初
め
て
女
を
感
じ
ま
し

た
䣎
最
初
の
う
た
の
モ
チ
䤀
フ
は
俺
な
の
䣎
君
の
お
母
さ
ん
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
䣎
何
も
し

て
あ
げ
な
か
䣬
た
䣎
で
も
今
䣍
君
の
そ
ば
に
い
て
手
を
貸
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
䣎

お
互
い
夢
と
理
想
は
あ
る
䣎
で
も
生
活
し
て
い
く
中
で
愛
は
変
化
し
て
い
く
で
し
䣯
う
䣎
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ヴ
だ
ね
䣎
心
を
清
く
す
る
と
い
ろ
ん
な
奇
跡
が
起
き
て
く
る
䣎
君
を
始
め
て
美
し
い

と
思
䣬
た
䣎
君
の
今
ま
で
の
苦
労
を
知
䣬
て
い
る
䣎
私
に
は
婚
姻
は
無
理
だ
と
思
䣬
て
い
た
䣎

私
の
精
神
疾
患
の
こ
と
だ
け
で
な
く
䣍
色
々
と
䣎
で
も
純
潔
を
守
り
続
け
た
君
䣎
両
親
を
看
取

䣬
た
君
䣎
聖
女
䣎
神
は
第
一
に
愛
す
る
䣎
も
う
彼
の
こ
と
は
忘
れ
な
さ
い
䣎
テ
レ
で
君
の
元
気

な
声
を
聞
い
て
私
の
想
い
が
少
し
で
も
伝
わ
䣬
た
確
信
を
得
ま
し
た
䣎
テ
レ
中
䣍
猫
を
呼
ぶ
母

の
声
に
邪
魔
さ
れ
ま
し
た
け
ど
䣎
メ
リ
䤀
ク
リ
ス
マ
ス
䣍
君
を
愛
し
て
い
る
䣎
な
ぜ
か
涙
が
こ

み
上
げ
て
き
て
や
み
ま
せ
ん
䣎
格
好
い
い
外
車
が
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
並
ぶ
街
道
筋
䣍
寒
く
暗
い
中
䣍

家
路
に
つ
く
君
䣎
星
は
見
え
ま
す
か
䣎
大
事
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
君
䣎
き
䣬
と
強
い
君
は

泣
い
て
な
ど
い
な
い
よ
ね
䣎
パ
ソ
コ
ン
か
ら
キ
ロ
ロ
の
䣓
未
来
へ
䣔
䣍
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
䣎

僕
の
母
は
䣓
愛
を
抱
い
て
䣔
と
は
言
わ
な
か
䣬
た
䣎
け
ど
生
き
方
で
示
し
て
く
れ
ま
し
た
䣎䣓
あ

な
た
の
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
䣔
三
歳
の
姪
が
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
䣎
皆
䣍
頑
張
䣬
て
い
る

ん
だ
よ
ね
䣎䣓
幸
せ
を
自
分
の
腕
で
掴
む
よ
う
䣔䣎
や
は
り
そ
れ
は
愛
す
る
人
と
一
緒
に
な
る
こ
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と
だ
䣬
た
䣎
少
し
怖
い
ん
だ
䣍
返
事
䣍
待
䣬
て
い
る
䣎
感
性
豊
か
な
君
の
こ
と
䣍
僕
の
気
持
ち
䣍

想
い
は
す
べ
て
伝
わ
䣬
た
ね
䣎
僕
は
正
直
だ
䣎
だ
か
ら
何
度
も
言
う
䣍
君
の
す
べ
て
を
䣍
愛
し

て
い
る
䣎
メ
䤀
ル
を
送
䣬
た
そ
の
後
す
ぐ
テ
レ
し
た
私
は
カ
ブ
ト
ム
シ
に
䣓
好
き
な
人
が
い
る
䣔

と
振
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
䣎
私
の
一
言
䣓
ク
リ
ス
マ
ス
の
夢
に
さ
せ
て
も
ら
う
ぜ
䣔
䣎
や
は

り
一
時
の
感
情
の
盛
り
上
が
り
で
は
な
く
䣍
大
人
の
愛
は
深
い
安
ら
ぎ
が
存
在
す
る
か
が
大
事

で
䣍
そ
こ
に
価
値
が
あ
る
み
た
い
で
す
䣎
私
は
中
川
さ
ん
に
メ
䤀
ル
を
送
䣬
た
䣎
䣓
や
は
り
来

る
者
は
拒
ま
ず
䣍
去
る
者
は
追
わ
ず
䣍
で
す
ね
䣔
応
え
は
䣓
そ
の
通
り
䣔
私
は
䥿
さ
す
が
達
人
䣎

私
も
幾
度
も
の
失
恋
の
果
て
䣍
や
䣬
と
こ
と
さ
䣍
そ
の
思
想
に
辿
り
着
き
ま
し
た
䣎
あ
と
は
お

互
い
自
由
で
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
䣎
神
が
ふ
さ
わ
し
い
人
を
与
え
る
の
で
は
䦀
䣎䣓
男
も
女
も

本
能
で
生
き
て
い
る
䣔
と
い
う
返
信
に
䣓
唯
物
論
䣍
無
神
論
で
す
ね
䣎
人
生
䣍
恋
も
あ
り
愛
も

あ
る
䣎
そ
ん
な
す
て
た
も
の
で
も
な
い
で
し
䣯
う
䣔
と
私
は
送
信
し
た
が
䣍
何
も
返
䣬
て
は
こ

な
か
䣬
た
䣎
神
は
ぶ
ざ
ま
で
あ
る
と
前
に
書
い
た
䣎
つ
ま
り
裁
く
と
は
悪
口
を
言
う
こ
と
で
は

な
い
か
䣎
悪
口
も
言
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
無
関
心
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
神
は
介
在
し
悪
口

を
言
い
䣎
裁
く
の
で
あ
る
䣎
䣓
や
は
り
人
は
婚
姻
に
至
る
ま
で
性
交
渉
は
し
て
は
い
け
な
い
䣎

そ
し
て
結
婚
に
至
䣬
た
の
な
ら
姦
淫
は
絶
対
に
い
け
な
い
䣔
䣎
そ
う
誓
う
䣎
そ
の
方
向
に
行
か

な
け
れ
ば
心
が
崩
壊
し
そ
う
だ
䣎
そ
し
て
来
た
る
世
䣍
皆
䣍
神
の
御
使
い
と
な
る
䣎
そ
れ
で
い

い
䣎
博
愛
に
生
き
る
䣎
純
愛
に
生
き
る
䣎
博
愛
に
性
が
絡
む
と
美
し
い
何
か
が
崩
れ
て
行
き
そ
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う
だ
䣎
信
じ
て
い
た
自
由
を
取
り
戻
し
た
い
䣎
た
だ
純
粋
に
博
愛
に
基
づ
く
思
い
や
り
に
満
ち

た
世
界
の
誕
生
を
待
ち
た
い
䣎 

逆
鱗
に
触
れ
ま
し
た
か
䣎
神
か
ら
来
た
も
の
な
ら
䣍
神
の
言

葉
に
従
う
も
の
で
す
䣎
私
は
幸
福
の
王
子
の
よ
う
に
愛
の
贈
り
物
を
困
窮
す
る
人
に
届
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
䣎
宿
命
䣎
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
䣎
伯
母
さ
ん
は
一
人
の
人
間
䣍
諸
行
無
常
䣍
気

も
変
化
し
ま
す
䣎
取
り
あ
え
ず
対
人
間
は
自
由
䣎
迷
惑
は
か
け
ま
せ
ん
䣎
大
人
の
歓
談
が
目
的

で
す
䣎
現
在
䣍
や
は
り
䣍
ね
た
み
を
は
じ
め
ひ
が
み
䣍
そ
ね
み
な
ど
の
悪
感
情
を
克
服
し
䣍
隣

人
と
し
て
神
の
御
使
い
に
な
る
の
は
䣍
多
く
の
人
に
は
無
理
が
あ
る
み
た
い
だ
䣎
世
が
縛
り
付

け
る
の
で
す
䣎
皆
は
一
人
の
た
め
䣍
一
人
は
皆
の
た
め
に
䣎 
純
潔
䣍
あ
あ
純
潔
䣍
母
の
潔
癖

な
教
え
䣍
我
が
身
の
欲
望
䣎
か
つ
て
苦
し
み
続
け
た
䣎
母
の
猥
雑
を
好
む
傾
向
䣍
貞
潔
は
偽
善

で
は
な
い
の
か
䣎
私
の
心
に
は
猥
雑
は
ひ
と
つ
と
し
て
な
い
断
言
で
き
る
䣎
少
し
の
軽
口
を
抜

か
し
て
は
䣎
親
の
教
え
に
従
䣬
て
い
れ
ば
危
な
い
橋
を
渡
ら
ず
に
済
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
䣎
何

故
䣍
貞
操
を
守
る
の
は
偽
善
で
は
な
く
処
世
術
だ
と
教
え
て
く
れ
な
か
䣬
た
の
か
䣎
そ
し
た
ら

厳
し
く
染
み
付
い
て
い
た
私
の
潔
癖
な
観
念
も
否
定
で
き
た
の
に
䣎
神
に
は
な
䣬
た
が
人
間
と

し
て
は
大
人
の
女
性
に
対
し
失
格
だ
䣬
た
の
か
も
し
れ
な
い
䣎 

由
美
さ
ん
䣍
率
直
に
言
䣬
て

幸
せ
か
い
䣎
君
は
君
だ
よ
䣎
返
信
待
ち
ま
す
䣎
無
か
䣬
た
ら
僕
を
愛
し
て
い
る
と
信
じ
ま
す
䣎

ち
䣯
䣬
と
怖
い
感
じ
だ
ね
䣎
そ
ん
な
こ
と
な
い
か
ら
ね
䣎
今
䣍
確
信
し
ま
し
た
䣎
私
は
幸
福
の

王
子
の
よ
う
に
愛
と
い
う
ツ
バ
メ
を
使
い
困
窮
す
る
人
へ
贈
り
物
を
届
け
る
の
で
す
䣎
私
は
イ
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エ
ス
䣍
神
な
の
で
す
䣎
博
愛
が
モ
䣹
ト
䤀
で
良
い
の
で
す
䣎
実
は
最
近
苦
し
か
䣬
た
の
で
す
䣎

自
分
の
多
情
が
䣎
聖
書
が
告
白
を
受
け
て
く
れ
る
の
は
あ
な
た
だ
と
指
名
し
た
の
で
す
䣎
私
は

あ
な
た
が
沢
山
の
障
害
児
の
福
祉
に
た
ず
さ
わ
れ
た
様
に
䣍
人
に
関
わ
り
救
お
う
と
思
い
ま
す
䣎

言
葉
に
て
䣎
あ
な
た
は
私
の
証
人
に
な
る
人
み
た
い
で
す
䣎
一
人
を
愛
す
る
こ
と
が
正
義
と
信

じ
て
き
ま
し
た
䣎
け
ど
私
の
多
情
と
博
愛
と
に
整
合
性
が
と
れ
た
の
で
す
䣎
明
る
く
素
直
に
暖

か
く
䣎
視
野
を
広
く
䣍
大
き
く
䣎
あ
の
子
は
き
䣬
と
優
し
い
あ
な
た
に
憧
れ
て
い
た
の
だ
ね
䣎

愛
し
て
い
た
の
だ
よ
䣎
彼
女
の
想
い
に
添
う
と
き
涙
が
と
め
ど
も
な
く
溢
れ
て
く
る
䣎
幸
せ
を

祈
䣬
て
い
る
䣎
い
つ
も
あ
な
た
は
問
題
児
だ
䣬
た
あ
の
子
を
庇
䣬
て
い
た
よ
ね
䣎
神
は
贔
屓
し

贔
屓
せ
ず
贔
屓
す
る
䣎䣓
た
䣬
た
一
人
特
別
な
人
を
見
つ
け
る
䣔
䣎
結
局
一
番
を
求
め
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
䣍
破
た
ん
は
必
ず
訪
れ
る
䣎
自
然
が
一
番
䣍
恋
愛
状
況
は
今
が
取
り
あ
え
ず
は
最

善
と
思
わ
な
き
䣭
い
け
な
い
䣎
私
は
す
べ
て
の
困
窮
す
る
女
性
た
ち
の
恋
人
で
あ
り
た
い
䣎
そ

れ
で
い
い
み
た
い
だ
䣎
多
情
も
自
分
の
為
で
な
く
対
象
と
な
る
女
性
た
ち
の
為
な
ら
オ
䤀
ケ
䤀
䣎

博
愛
万
歳
䣍
イ
エ
ス
に
栄
光
あ
れ
䣎
ア
䤀
メ
ン
䣎
ち
な
み
に
既
婚
䣍
未
婚
は
関
係
な
い
み
た
い

だ
䣎
内
心
の
自
由
は
誰
に
も
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
䣎
亭
主
た
ち
は
自
ら
を
振
り
返
䣬
て
み

よ
う
䣎
愛
に
関
し
て
真
剣
に
考
え
た
こ
と
は
あ
䣬
た
か
い
䣎
そ
こ
だ
よ
䣎
俺
が
悪
い
䣍
じ
䣭
な

く
て
亭
主
の
意
識
の
方
に
問
題
が
あ
る
の
だ
よ
䣎
あ
な
た
は
俺
を
愛
し
て
い
る
䣍
聖
書
も
示
す
䣎

で
も
俺
は
䣓
傲
慢
で
は
な
い
か
䣔
と
意
味
も
な
く
自
信
は
砕
け
落
ち
る
䣎
一
言
䣍
䣓
愛
す
る
䣔
䣎
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ダ
メ
か
い
䣎
信
頼
が
手
の
ひ
ら
か
ら
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
る
ん
だ
䣎
あ
な
た
だ
け
と
い
う
の
が
当

惑
す
る
原
因
で
し
䣯
う
䣎
沢
山
の
一
人
䣎
そ
れ
が
い
い
䣎
愛
の
温
度
差
は
多
分
感
じ
な
い
で
し

䣯
う
䣎
愛
は
愛
䣎
嫌
い
な
ジ
ブ
リ
を
愛
す
る
君
を
愛
す
る
僕
䣎
沢
山
の
人
に
博
愛
思
い
や
り
を

も
ち
た
い
僕
を
愛
し
て
下
さ
い
䣎
天
に
名
が
記
さ
れ
る
よ
う
䣍
御
使
い
に
な
り
自
由
を
享
受
し

ま
し
䣯
う
䣎
そ
の
時
䣍
障
害
者
䣍
貧
䣍
病
䣍
争
䣍
は
消
え
䣍
静
か
な
平
和
が
訪
れ
る
䣎
君
の
頬

の
涙
は
乾
く
䣎
君
も
優
し
さ
と
献
身
で
も
䣬
て
戦
䣬
て
き
た
の
だ
ね
䣎
サ
タ
ン
と
䣎
も
う
心
配

ご
無
用
䣍
私
は
目
覚
め
た
䣎
博
愛
と
は
䣍
老
若
男
女
恋
愛
に
限
ら
ず
䣎 

知
的
障
害
の
あ
る
姉

妹
䣍
姉
は
妹
の
心
を
込
め
た
メ
䣹
セ
䤀
ジ
と
携
帯
番
号
ま
で
記
し
て
あ
る
メ
モ
を
渡
し
て
く
れ

ま
し
た
䣎
お
姉
さ
ん
の
優
し
さ
が
身
に
染
み
ま
し
た
䣎
彼
女
こ
そ
神
に
愛
さ
れ
る
女
性
だ
䣬
た

の
で
す
䣎
私
は
世
界
中
で
一
番
䣍
愛
さ
れ
る
べ
き
男
だ
䣎
䣓
だ
䣬
て
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
だ
ぞ
䣎

当
然
で
は
な
い
か
䣔
䣎
そ
の
意
味
を
皆
䣍
気
付
い
て
ほ
し
い
䣎
愛
を
信
じ
ま
す
か
䣎
す
べ
て
に

自
分
の
名
誉
で
は
な
く
䣎
由
美
さ
ん
䣍
昨
日
は
年
末
の
気
忙
し
い
中
䣍
ご
免
な
さ
い
䣎
私
は
感

謝
が
足
ら
な
い
で
す
ね
䣎
メ
䤀
ル
に
お
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
䣍
本
当
に
あ
り
が
と
う
䣎
愛
䣬

て
広
が
る
な
䣎
森
羅
万
象
䣍
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
へ
䣎
一
番
小
さ
く
見
え
て
大
切
な
幸

せ
と
は
愛
し
合
う
こ
と
だ
ろ
う
䣎
そ
れ
ほ
ど
大
事
で
必
要
で
あ
る
か
ら
だ
䣎
あ
な
た
は
私
の
生

真
面
目
さ
䣍
構
え
が
消
え
た
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
か
な
䣍
自
分
回
復
䣎
い
い
加
減
で
ま
じ
め

で
酒
䣍
タ
バ
コ
と
読
書
と
映
画
が
大
好
き
䣍
無
防
備
で
危
う
か
䣬
た
学
生
時
代
䣎
深
夜
ア
ル
バ



 

311 

イ
ト
䣎
出
席
日
数
不
足
䣎
行
き
止
ま
り
の
毎
日
䣎
恋
に
落
ち
て
享
楽
し
戯
れ
た
日
々
䣍
優
し
さ

の
意
味
さ
え
知
ら
ず
に
䣎
ま
る
で
浜
田
省
吾
の
䣓
路
地
裏
の
少
年
䣔
で
す
ね
䣎
沢
山
送
信
し
ま

し
た
䣎
私
へ
の
愛
を
信
じ
ま
す
䣎
あ
な
た
へ
の
感
謝
は
ぎ
こ
ち
な
さ
を
強
い
ら
れ
た
社
会
に
出

て
か
ら
の
私
に
䣍
自
由
と
自
信
を
取
り
戻
さ
せ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
ま
す
䣎
あ
り
が

と
う
䣎
本
当
に
君
は
女
神
だ
䣎
素
直
な
君
に
乾
杯
䣎
過
激
な
メ
䤀
ル
に
当
惑
さ
れ
た
で
し
䣯
う
䣎

大
晦
日
を
迎
え
る
時
期
に
䣎
お
正
月
ゆ
䣬
く
り
さ
れ
る
よ
う
祈
り
ま
す
䣎
ま
た
来
年
宜
し
く
䣎

あ
な
た
と
の
関
わ
り
の
中
思
想
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
䣎
自
分
の
こ
と
よ
り
関
わ
り
く
る
女
性
を

含
め
沢
山
の
人
々
た
ち
の
幸
福
が
大
事
で
あ
り
ま
す
䣎
し
か
し
そ
れ
に
は
相
手
の
方
が
イ
エ
ス

の
血
肉
を
飲
み
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
䣎
つ
ま
り
霊
䣍
水
䣎
そ
れ
は
私
の
思
想
を
受
け
入
れ
䣍

真
実
に
目
覚
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
䣎
そ
れ
は
怨
嫉
か
ら
離
れ
博
愛
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
䣎 

由
美
さ
ん
䣍
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎
旧
年
中
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
䣎
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎
こ
れ
で
は
だ
め
だ
と
聖
霊
が
送

信
を
認
め
ま
せ
ん
䣎
や
は
り
䣓
愛
し
て
い
ま
す
䣔
䣎
こ
の
文
言
を
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
み
た

い
だ
䣎
辛
い
な
䣎 

 

私
と
来
る
も
の
が
来
た
る
世
䣍
善
と
さ
れ
る
䣎
つ
ま
り
神
に
従
順
で
あ

り
自
ら
に
素
直
で
あ
る
こ
と
䣎
秩
序
は
大
事
だ
が
道
徳
の
奴
隷
に
な
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
愛
に

向
け
て
暖
か
く
寛
容
で
あ
る
こ
と
䣎
振
䣬
た
り
䣍
振
ら
れ
た
り
は
も
う
嫌
だ
䣎
だ
か
ら
俺
の
思

想
に
共
鳴
し
た
人
に
対
し
絶
対
䣍
邪
険
に
振
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
䣎
俺
は
そ
れ
で
も
振
ら
れ
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て
ば
か
り
だ
ろ
う
な
䣎
辛
い
ね
䣎
神
に
皆
䣍
不
従
順
だ
䣎
驕
慢
に
な
䣬
て
は
い
け
な
い
が
自
信

は
持
䣬
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
し
か
し
こ
の
世
は
信
仰
が
な
け
れ
ば
サ
バ
イ
バ
ル
に
陥
り

立
ち
行
か
な
く
な
る
䣎
唯
物
論
䣎
唯
物
史
観
䣍
あ
く
ま
で
実
験
的
な
思
想
で
あ
る
䣎
カ
ネ
持
ち

を
殺
せ
ば
金
の
卵
を
産
む
鶏
を
殺
す
と
同
じ
様
に
飢
餓
状
態
が
広
が
る
䣎
そ
こ
で
い
い
と
こ
取

り
を
し
よ
う
と
し
た
の
が
何
処
の
国
に
も
い
た
唯
物
論
者
で
あ
り
䣍
そ
ん
な
奴
ら
が
繰
り
広
げ

た
殺
伐
と
し
た
世
界
が
あ
䣬
た
䣎
基
本
的
人
権
の
と
ら
え
方
䣎
各
所
䣍
色
ん
な
思
惑
が
あ
る
䣎

共
産
党
シ
ン
パ
の
役
名
は
付
け
ら
れ
て
な
か
䣬
た
が
リ
䤀
ダ
䤀
と
し
て
君
臨
し
た
女
性
䣎
ま
た

ま
た
病
院
勤
務
時
代
の
話
で
あ
る
䣎
人
権
と
一
口
に
い
う
が
ど
こ
ま
で
そ
の
人
の
生
活
程
度
に

猶
予
し
て
幸
福
と
い
う
も
の
の
実
現
に
結
び
つ
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
䣎
人
手
不
足

の
な
か
思
う
に
䣍
つ
な
ぎ
服
は
そ
ん
な
に
悪
い
も
の
だ
䣬
た
の
だ
ろ
う
か
䣎
胸
に
大
き
な
名
札

を
縫
い
付
け
た
䣍
病
衣
と
同
じ
も
の
と
考
え
れ
ば
身
体
介
護
が
効
率
的
に
済
み
䣍
当
事
者
䣍
介

護
人
の
負
担
は
軽
減
し
䣍
ま
た
私
の
よ
う
な
䣍
あ
る
意
味
合
理
的
な
者
に
は
装
着
す
る
こ
と
は

十
分
了
承
出
来
う
る
も
の
だ
䣬
た
䣎
だ
が
そ
の
女
性
に
は
許
せ
な
か
䣬
た
み
た
い
だ
䣎
人
の
想

い
䣍
そ
こ
に
は
温
度
差
が
あ
る
䣎
介
護
者
と
当
事
者
䣎
つ
な
ぎ
服
は
互
い
の
人
間
性
を
著
し
く

欠
落
さ
せ
る
も
の
な
の
か
䣎
男
と
女
の
感
覚
䣍
生
活
感
の
違
い
䣎
つ
な
ぎ
服
を
虐
待
と
悪
に
特

化
す
る
の
を
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い
う
の
か
䣎
も
し
か
し
た
ら
彼
女
は
䣓
人
間
ら
し
く
䣔
そ

ん
な
悪
い
人
で
無
か
䣬
た
か
も
䣎
レ
セ
プ
ト
請
求
䣍
仕
事
の
出
来
た
人
䣎
ち
䣯
䣬
と
待
て
䣍
病
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院
は
そ
ん
な
に
彼
女
が
い
つ
も
口
癖
の
よ
う
に
䣓
お
金
䣍
お
金
䣔
と
求
め
た
ほ
ど
内
部
留
保
を

た
め
込
ん
で
い
た
の
か
䣎
個
人
病
院
は
金
儲
け
主
義
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う
䣎
し
か

し
埋
蔵
金
に
つ
い
て
は
経
営
者
サ
イ
ド
以
外
で
は
集
金
さ
れ
る
一
部
始
終
を
知
䣬
て
い
た
彼

女
で
あ
䣬
て
も
判
別
し
な
か
䣬
た
の
で
は
な
い
か
䣎
設
備
投
資
と
し
て
の
ボ
䤀
リ
ン
グ
䣎
少
な

い
人
件
費
䣍
お
年
寄
り
の
負
担
に
は
救
い
に
な
る
の
か
䣎
彼
女
の
金
䣍
物
質
に
対
す
る
執
着
䣎

そ
し
て
そ
の
嫉
妬
深
さ
䣎
ま
た
他
人
に
関
与
し
て
影
響
を
強
め
た
い
そ
の
意
向
は
ど
こ
か
ら
来

て
い
た
の
だ
ろ
う
䣎
亭
主
の
出
世
に
資
す
る
お
宝
を
稼
ぐ
た
め
と
䣍
ま
た
品
行
方
正
䣍
良
妻
賢

母
を
表
出
す
る
女
性
に
と
䣬
て
䣍
そ
の
要
件
を
部
下
へ
レ
ク
チ
䣺
䤀
し
て
自
己
満
足
し
䣍
評
価
䣍

尊
敬
を
得
た
か
䣬
た
の
で
あ
ろ
う
か
䣎
当
時
の
私
の
若
さ
が
憎
い
䣎
い
じ
め
に
対
し
䣍
人
権
を

信
じ
続
け
た
今
な
ら
䣍
総
婦
長
宅
に
乗
り
込
ん
で
き
䣬
ち
り
片
を
付
け
て
く
る
の
に
䣎
小
心
と

辛
抱
を
植
え
付
け
ら
れ
た
新
卒
の
商
社
勤
務
䣎
上
司
に
逆
ら
う
の
は
絶
対
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ

䣬
た
䣎
そ
の
呪
縛
よ
り
解
き
放
た
れ
た
の
は
こ
こ
最
近
に
な
䣬
て
か
ら
だ
䣎
人
に
依
存
せ
ず
䣍

己
の
道
を
行
け
䣍
今
固
く
誓
う
䣎
老
人
を
食
い
も
の
に
し
た
悪
人
達
䣍
誰
も
引
き
受
け
て
の
無

い
痴
呆
症
の
徘
徊
老
人
を
看
取
䣬
て
く
れ
た
安
価
な
良
心
的
施
設
䣍
ど
ち
ら
が
経
営
者
サ
イ
ド

に
生
ま
れ
る
本
音
で
あ
り
䣍
ま
た
世
間
の
評
判
䣍
評
価
で
あ
ろ
う
か
䣎
た
だ
私
に
は
自
分
の
手

は
汚
さ
ず
良
心
を
捨
て
䣍
出
世
と
金
䣍
権
力
を
誇
ら
し
い
と
錯
覚
す
る
䣍
醜
い
栄
光
だ
け
を
追

い
か
け
た
彼
女
を
軽
蔑
し
䣍
ま
た
憐
れ
で
も
あ
る
䣎
そ
ん
な
己
に
固
執
し
た
人
が
真
の
幸
せ
を
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掴
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
䣍
当
時
䣍
彼
女
自
身
は
何
か
に
耐
え
な
が
ら
も
勤
勉
で
あ
䣬
た
䣎
な

ぜ
か
少
し
神
と
し
て
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る
䣍
い
ま
時
を
経
て
感
じ
る
の
は
䣍
思
想
䣍
信
条
䣎

私
と
彼
女
䣍
見
方
を
変
え
れ
ば
ど
ち
ら
に
も
意
味
は
あ
䣬
た
と
も
言
え
る
䣎
信
仰
と
科
学
䣍
精

神
と
物
質
䣍
勤
勉
と
怠
惰
䣎
そ
れ
が
共
に
あ
ゆ
み
よ
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
存
在
し
た
な
ら
本
当
に

良
か
䣬
た
䣎
寛
容
に
な
り
大
人
に
な
䣬
た
今
思
う
の
は
䣍䣓
豊
か
に
な
り
た
い
䣔
䣍
彼
女
に
は
彼

女
な
り
の
正
義
は
あ
䣬
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎
彼
女
に
も
ま
た
家
族
を
中
心
と
し
た
想
い
䣍

愛
が
確
実
に
存
在
し
た
と
恩
讐
を
超
え
て
感
じ
る
の
だ
䣎
し
か
し
ど
う
繕
䣬
て
も
彼
女
の
底
に

あ
る
価
値
観
䣍
医
師
た
ち
の
給
料
と
比
較
し
憤
る
ほ
ど
の
䣍
金
へ
の
渇
望
と
妄
執
䣎
私
の
お
金

よ
り
も
心
を
重
視
し
た
愛
䣎
人
道
主
義
か
ら
く
る
䣍
絶
対
生
命
尊
重
と
い
う
意
志
と
は
完
全
に

相
い
れ
な
か
䣬
た
䣎
私
に
彼
女
を
悪
人
に
仕
立
て
病
院
内
の
ガ
ス
抜
き
を
図
り
た
い
と
い
う
思

惑
が
ま
ん
ざ
ら
な
か
䣬
た
わ
け
で
は
な
い
䣎
私
が
怠
惰
な
者
へ
の
対
極
に
表
し
た
異
常
と
も
い

え
た
勤
勉
さ
は
䣍
単
な
る
出
世
目
当
て
の
も
の
と
決
め
つ
け
ら
れ
䣍
労
働
者
的
見
地
か
ら
は
悪

人
と
さ
れ
䣍
ど
う
も
そ
の
逆
を
や
ら
れ
て
い
た
み
た
い
だ
䣎
働
く
者
の
好
感
は
得
ら
れ
な
か
䣬

た
䣎
結
局
䣍
皆
䣍
仕
事
よ
り
自
分
の
生
活
が
大
事
だ
䣎
自
ら
に
も
存
在
し
た
䣍
そ
の
矛
盾
に
私

は
苦
悩
し
た
䣎
彼
女
も
必
死
だ
䣬
た
ろ
う
䣍
自
分
の
位
置
䣍
立
場
を
守
る
の
に
䣎
ず
る
賢
い
怠

惰
な
者
た
ち
の
機
嫌
を
取
り
懐
柔
す
る
䣎
彼
ら
も
そ
こ
に
付
け
こ
む
䣎
既
得
権
益
が
出
来
上
が

る
䣎
牽
制
し
合
䣬
て
は
い
る
が
公
正
さ
は
な
い
䣎
だ
か
ら
こ
そ
䣍
そ
の
首
は
挿
げ
替
え
ら
れ
な
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く
て
は
な
ら
な
い
䣍
そ
れ
が
私
の
当
時
の
大
義
だ
䣬
た
䣎
強
欲
で
怠
惰
な
悪
人
ど
も
は
一
括
し

て
葬
る
䣎
私
が
護
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
は
彼
女
の
家
の
ふ
か
ふ
か
の
カ
䤀
ペ
䣹
ト
で
は
な
く
䣍
お
年

寄
り
に
尽
く
し
た
い
と
い
う
い
た
い
け
な
女
の
子
た
ち
の
美
し
い
純
粋
な
奉
仕
の
心
で
あ
䣬

た
䣎
怠
惰
と
苛
酷
ど
ち
ら
も
非
情
が
生
ま
れ
る
温
床
と
な
る
䣎
そ
こ
で
利
用
者
た
ち
の
幸
福
が

ど
こ
か
で
忘
れ
ら
れ
て
い
な
か
䣬
た
こ
と
を
私
は
信
じ
た
い
䣎
こ
の
優
し
さ
䣍
甘
さ
が
私
の
す

べ
て
の
限
界
で
あ
䣬
た
䣎
私
と
彼
女
䣍
斬
首
は
己
の
一
存
䣍
一
手
で
は
で
き
な
い
䣎
上
層
部
に

も
踏
み
切
れ
な
い
事
情
が
あ
䣬
た
の
だ
ろ
う
䣎
彼
女
は
私
に
宣
言
し
て
い
た
と
お
り
勝
鬨
を
挙

げ
た
䣎
糸
の
切
れ
た
凧
の
よ
う
に
な
䣬
た
私
䣎
混
乱
し
徘
徊
の
後
䣍
精
神
科
閉
鎖
病
棟
に
放
り

込
ま
れ
る
䣎
そ
れ
ら
の
背
後
に
あ
䣬
た
企
て
が
実
際
の
も
の
か
䣍
幻
な
の
か
解
ら
ぬ
が
サ
タ
ン

が
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
䣎
悪
魔
の
思
惑
は
失
敗
に
終
わ
䣬
た
䣎
私
は
自
分
の
宿
命
に
目
覚

め
る
こ
と
に
な
る
䣎
神
は
怠
惰
の
主
で
は
な
く
安
息
日
の
主
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
䣎
神
は

な
ま
け
で
は
な
く
皆
で
本
当
の
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
䣬
て
い
る
䣎
宿
命
に
生
ま

れ
䣍
運
命
に
挑
み
䣍
使
命
に
燃
え
る
䣎
誰
か
の
座
右
の
銘
で
あ
る
䣎
今
思
う
に
彼
女
ら
は
そ
ん

な
に
極
悪
人
だ
䣬
た
の
か
䣎
ま
た
し
て
も
私
の
甘
さ
で
あ
る
䣎
彼
女
ら
は
悪
魔
に
心
を
売
り
渡

し
て
い
た
䣎
だ
が
そ
れ
が
世
間
で
あ
る
䣎
私
は
俗
的
な
勝
負
に
こ
だ
わ
り
メ
ン
ツ
で
彼
女
ら
に

た
だ
負
け
た
く
な
く
䣍
勝
ち
た
か
䣬
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
結
局
は
同
じ
土
俵
に
立
䣬

て
い
た
䣎
つ
ま
ら
ぬ
意
地
を
捨
て
素
直
に
な
䣬
た
と
き
聖
な
る
道
を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
䣍
神
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と
し
て
の
立
場
に
気
付
い
た
䣎
す
べ
て
の
経
験
が
今
の
幸
せ
な
境
涯
に
確
実
に
繋
が
䣬
て
い
る
䣍

私
の
過
去
に
お
い
て
の
事
件
で
あ
る
䣎
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
䣎
サ
タ
ン
の
影
響
は
そ
の
地

に
お
い
て
は
終
焉
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
䣎
悪
評
判
が
聞
こ
え
な
く
な
䣬
た
䣎
悪
魔
が
潜
ん
で
い

な
い
こ
と
を
祈
る
䣎 

聖
書
が
何
度
も
孝
子
さ
ん
と
の
婚
姻
を
促
す
の
で
す
䣎
で
も
何
か
が
邪
魔
を
す
る
の
で
す
䣎

無
防
備
か
ら
一
番
遠
い
䣎
つ
ま
り
あ
な
た
は
賢
い
䣎
こ
ん
な
笑
顔
だ
け
が
取
り
柄
の
神
に
相
応

し
い
で
し
䣯
う
か
䣎
疑
問
で
す
䣎
知
的
に
障
害
の
あ
る
子
た
ち
と
の
メ
䤀
ル
䣎
䣓
恋
人
だ
ね
䣔

と
確
認
す
る
䣎
こ
ん
な
俺
の
存
在
を
彼
女
た
ち
は
純
粋
に
喜
ん
で
く
れ
る
䣎
嬉
し
い
䣎
嫉
妬
な

ど
の
悪
心
も
持
た
な
い
彼
女
た
ち
の
幸
せ
に
貢
献
し
た
い
䣎
孝
子
さ
ん
䣍
私
の
䣍
博
愛
の
多
情

に
付
い
て
来
て
下
さ
い
ま
す
か
䣎
寛
大
で
む
し
ろ
祝
福
す
る
人
間
愛
が
求
め
ら
れ
ま
す
䣎
ど
う

ぞ
正
直
に
明
る
く
素
直
に
暖
か
く
䣍
嫌
な
ら
そ
れ
が
自
然
で
す
䣎
で
も
䣍
や
が
て
寛
容
な
心
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
䣎
䣓
私
の
言
葉
を
信
じ
る
者
は
絶
対
死
な
な
い
䣔
䣎

聖
句
で
す
䣎
つ
ま
り
私
と
孝
子
さ
ん
の
人
間
関
係
は
何
が
あ
䣬
て
も
揺
る
が
な
い
䣎
深
い
友
情

を
伴
䣬
た
隣
人
関
係
䣎
愛
が
基
礎
に
存
在
す
る
か
ら
で
す
䣎
私
の
思
わ
せ
ぶ
り
䣍
オ
オ
カ
ミ
少

年
䣎
で
も
ね
䣍
ひ
ん
し
䣮
く
を
か
䣬
て
も
䣍
こ
れ
で
誰
か
と
繋
が
る
と
い
う
実
感
が
あ
る
の
で

す
䣎
頭
を
抱
え
て
埋
没
す
る
前
に
逃
げ
込
ん
で
い
る
䣎
男
は
見
栄
張
で
強
が
䣬
て
䣍
結
局
最
後

は
一
緒
な
の
に
䣎
正
直
に
生
き
る
と
き
傷
つ
く
ば
か
り
だ
䣎
で
も
男
女
䣍
見
え
な
い
涙
は
拭
わ
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ね
ば
な
ら
な
い
ね
䣎
サ
タ
ン
と
闘
う
同
志
と
思
い
た
い
か
ら
変
な
メ
䤀
ル
送
り
ま
し
た
䣎
で
も

神
は
も
は
や
侮
辱
に
は
傷
つ
か
な
い
䣎
意
味
不
明
か
と
思
い
ま
す
が
䣍
人
を
傷
つ
け
る
䣍
責
任

逃
れ
䣍
誰
か
の
バ
カ
正
直
さ
は
問
題
外
䣎
で
も
私
は
心
が
高
揚
す
る
と
ノ
リ
で
口
か
ら
思
わ
せ

ぶ
り
が
滑
る
の
で
す
䣎
サ
䤀
ビ
ス
精
神
䣎
エ
䤀
ル
䣎
首
尾
一
貫
せ
ず
フ
䣷
䤀
ド
ア
ウ
ト
し
て
い

く
恋
愛
の
意
向
䣍
障
害
者
の
戯
言
䣎
で
も
意
志
薄
弱
は
人
を
傷
つ
け
ま
す
ね
䣎
孝
子
さ
ん
に
対

し
て
は
特
に
優
柔
不
断
に
な
り
ま
す
䣎
現
実
味
が
帯
び
て
き
て
䣍
旅
立
ち
が
怖
い
の
で
し
䣯
う
䣎

ま
た
独
占
䣍
所
有
欲
が
強
い
人
に
は
そ
れ
な
り
に
し
か
向
き
合
え
な
い
䣎
私
の
博
愛
と
は
そ
ん

な
も
の
か
も
䣎
実
は
元
旦
以
来
䣍
孝
子
さ
ん
か
ら
は
メ
䤀
ル
な
い
ん
で
す
ね
䣎
な
ん
か
さ
み
し

い
䣎
酒
飲
ん
で
䣍
寝
る
䣎
幸
せ
な
の
か
と
思
う
䣎
今
年
は
い
い
年
に
な
り
そ
う
だ
䣎
哀
し
み
は

も
う
い
ら
な
い
䣎
Ｒ
会
䣍
対
人
関
係
䣍䣓
下
が
れ
䣔
と
い
う
䣎
つ
ま
り
自
分
が
訴
え
る
䣍
了
見
䣍

正
義
よ
り
平
和
を
重
ん
じ
る
た
め
勝
ち
を
相
手
に
譲
れ
と
䣎
問
題
を
収
め
る
に
は
䣍
誠
に
最
も

効
果
的
な
も
の
で
あ
る
䣎
だ
が
も
䣬
て
生
ま
れ
た
性
分
は
誰
も
治
ら
な
い
䣎
計
算
し
て
上
手
く

い
け
ば
い
い
が
䣍
我
を
曲
げ
る
こ
と
と
単
純
に
受
け
取
り
䣍
そ
れ
を
自
ら
に
強
い
れ
ば
自
己
犠

牲
と
な
る
䣎
辛
く
な
る
䣎
強
情
な
人
は
多
い
䣎
だ
か
ら
こ
そ
仏
様
の
目
に
見
え
な
い
力
に
委
ね

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
唱
題
で
あ
る
䣎
そ
の
時
䣍
犠
牲
で
は
な
く
す
べ

て
平
和
の
中
䣍
正
義
も
見
出
さ
れ
る
䣎
イ
エ
ス
は
十
字
架
の
上
か
ら
䣓
あ
れ
が
貴
女
の
息
子
䣔

䣓
あ
れ
が
あ
な
た
の
母
親
䣔
と
マ
リ
ア
と
䣍
弟
子
に
告
げ
た
䣎
こ
れ
よ
り
䣍
マ
リ
ア
の
愛
は
ア
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ガ
ペ
䤀
䥹
博
愛
䥺
へ
と
昇
華
す
る
䣎
聖
母
マ
リ
ア
の
誕
生
で
あ
る
䣎
そ
れ
を
見
届
け
た
イ
エ
ス

は
䥿
私
は
か
わ
く
䦀
と
呟
く
と
瞼
を
閉
じ
死
ん
だ
䣎
結
果
的
に
私
に
徳
が
な
い
か
ら
教
え
は
広

ま
ら
ず
䣍
生
活
苦
䣍
所
謂
䣍
寄
付
金
も
集
ま
ら
な
い
䣎
早
く
結
論
を
出
し
過
ぎ
だ
と
い
う
が
䣍

目
に
見
え
な
い
世
界
䣎
何
か
が
生
ま
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
だ
䣎
そ
の
予
兆
も
な
い
䣎
強

い
自
己
承
認
欲
か
䣎
自
暴
自
棄
と
ま
で
は
行
か
ず
と
も
や
り
き
れ
な
さ
を
感
じ
る
䣎
達
成
感
の

裏
返
し
の
失
望
感
で
あ
る
䣎
何
か
が
違
う
䣎
こ
ん
な
リ
ズ
ム
䣍
一
体
何
だ
䣬
た
の
だ
䣎
も
䣬
と

速
く
䣍
も
䣬
と
強
く
䣍
輝
か
な
け
れ
ば
䣍
風
を
感
じ
て
䣎
生
活
不
安
に
幕
を
引
け
れ
ば
䣎
こ
の

本
を
書
く
モ
チ
ベ
䤀
シ
䣼
ン
の
ひ
と
つ
に
は
そ
こ
に
あ
る
䣎
引
け
な
い
か
ら
書
き
続
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
䣎
い
や
ど
こ
か
で
信
じ
る
䣎
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
界
と
は
自
ら
の
神
を
信
じ
る

事
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
䣍
安
楽
䣍
平
安
な
世
界
䣎
心
配
な
い
䣍
も
う
䣍
ま
じ
か
だ
䣍
そ
ん
な

気
が
す
る
か
ら
だ
䣎 

 

戦
が
起
こ
る
䣎
兵
士
が
い
る
䣎
戦
が
起
こ
る
䣎
戦
が
起
こ
る
䣎
兵
士

が
い
る
䣎
兵
士
が
い
る
か
ら
戦
が
起
こ
る
䣎
名
誉
が
あ
る
䣎
武
勲
が
あ
る
䣎
死
体
が
あ
る
䣎
頭

を
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
少
女
が
い
る
䣎
汚
れ
た
野
獣
の
よ
う
な
男
た
ち
に
凌
辱
さ
れ
る
娘
が
い
る
䣎

英
霊
に
な
り
た
く
て
兵
士
に
な
䣬
た
の
か
䣎
軍
神
に
な
り
た
く
て
兵
士
に
な
䣬
た
の
か
䣎
た
だ

母
親
と
幼
い
妹
䣍
弟
た
ち
の
た
め
十
五
で
志
願
し
ま
し
た
䣎
お
国
を
守
り
鬼
畜
ど
も
を
退
治
す

る
た
め
志
願
し
ま
し
た
䣎
で
も
違
い
ま
し
た
䣎
兵
隊
に
行
く
と
は
人
を
殺
し
に
行
く
と
い
う
こ

と
で
す
䣎
私
は
赤
い
紙
一
枚
の
通
知
だ
け
で
銃
剣
を
持
た
さ
れ
ま
し
た
䣎
突
撃
の
際
ポ
ロ
䣹
と
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お
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
䣎
故
郷
へ
帰
り
非
国
民
䣍
卑
怯
者
䣍
失
格
者
の
烙
印
を
押
さ
れ
ま
し

た
䣎
鬼
畜
を
殺
す
こ
と
は
私
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
頭
が
お
か
し
い
と
さ
れ
ま
し
た
䣎
殺

し
合
い
に
正
義
が
あ
り
人
の
為
に
な
る
の
で
し
䣯
う
か
䣎
違
い
ま
し
た
䣎
ず
る
賢
い
人
殺
し
の

棟
梁
と
欲
ボ
ケ
爺
に
引
䣬
掻
き
回
さ
れ
乗
せ
ら
れ
た
の
で
す
䣎
死
な
な
く
て
い
い
䣍
好
い
人
た

ち
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
䣬
て
倒
れ
て
行
く
䣎
涙
さ
え
も
出
て
こ
な
い
䣎
心
の
痛
み
さ
え
麻
痺
し
て

い
く
䣎
皆
䣍䣓
か
あ
ち
䣭
ん
䣔
と
死
ん
で
い
く
け
ど
䣍
僕
は
言
い
た
い
䣎䣓
お
母
さ
ん
䣍
な
ん
で

僕
を
産
ん
だ
の
䣔
䣍
産
め
よ
䣍
殖
や
せ
よ
䣍
僕
は
人
間
で
す
䣎
何
故
生
ん
だ
の
で
す
か
䣎
そ
の

隠
れ
て
流
す
涙
の
前
に
䣎
誰
か
助
け
て
䣎
神
は
ど
う
し
た
䣎
人
に
は
悪
魔
を
選
ん
だ
自
由
意
思

が
あ
る
䣎
神
は
心
に
適
䣬
た
方
を
勝
た
せ
た
い
が
責
任
は
な
い
䣎
と
私
は
庇
う
䣎
神
は
逃
げ
る

の
か
䣎
因
果
応
報
䣍
戦
争
と
は
そ
ん
な
も
の
䣎
神
は
涙
を
流
し
て
い
る
䣎
頭
を
抱
え
号
泣
し
て

い
る
䣎
だ
か
ら
皆
䣍
神
を
䣍
愛
を
優
先
し
て
く
れ
䣍
相
手
の
こ
と
を
䣍
少
し
立
場
を
か
え
て
知

䣬
て
み
よ
う
䣎
何
か
が
見
え
る
か
ら
䣎
食
い
も
の
は
皆
で
分
け
よ
う
䣎
ま
ず
そ
ん
な
心
が
あ
れ

ば
䣍
皆
䣍
飢
え
ず
戦
は
起
こ
ら
な
い
䣎
変
な
メ
ン
ツ
を
重
ん
じ
る
輩
は
も
う
い
ら
な
い
䣎
死
ぬ

な
ら
一
人
で
静
か
に
死
ん
で
く
れ
䣎 

 

武
島
さ
ん
䣍
私
の
一
存
で
カ
ブ
ト
ム
シ
と
三
人
で
行

く
予
定
だ
䣬
た
カ
ラ
オ
ケ
を
中
止
し
䣍
武
島
さ
ん
に
は
大
変
䣍
不
愉
快
に
あ
る
と
自
覚
し
ま
す
䣎

カ
ブ
ト
ム
シ
は
䣍
今
若
い
男
に
夢
中
で
す
䣎
片
思
い
䣍
男
に
首
た
け
み
た
い
で
す
䣎
相
手
は
同

級
生
だ
䣬
た
女
性
の
息
子
み
た
い
で
す
䣎
少
女
の
よ
う
な
彼
女
は
い
い
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
ま



 

320 

す
䣎
そ
こ
に
気
付
か
な
い
み
た
い
で
す
䣎
男
の
話
ば
か
り
䣎
ほ
䣬
と
い
て
我
ら
の
友
情
䣍
再
構

築
し
ま
し
䣯
う
䣎
気
の
迷
い
か
䣍
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
に
メ
䤀
ル
で
カ
ブ
ト
ム
シ
に
プ
ロ
ポ
䤀
ズ

し
見
事
に
振
ら
れ
ま
し
た
䣎
そ
れ
か
ら
連
絡
は
消
え
ま
し
た
䣎
最
近
大
事
な
人
と
の
別
れ
が
続

き
ま
す
䣎
武
島
さ
ん
の
わ
だ
か
ま
り
が
解
け
る
の
を
待
ち
ま
す
䣎
メ
䤀
ル
く
だ
さ
い
䣎
一
つ
し

か
な
い
心
が
何
度
も
バ
ラ
バ
ラ
に
わ
れ
て
䣎䣓
十
五
の
手
紙
䣔
䣎
一
生
懸
命
䣍
中
学
の
先
生
だ
䣬

た
䣍
武
島
さ
ん
䣎
頑
張
り
す
ぎ
な
い
で
下
さ
い
䣎
人
は
怠
惰
で
ケ
チ
だ
け
ど
愛
す
べ
き
も
の
で

す
䣎
武
島
さ
ん
の
友
情
䣍
恩
義
に
感
謝
し
贈
り
続
け
る
メ
䤀
ル
䣎
そ
の
真
意
䣍
労
力
に
対
し
赦

し
の
言
葉
を
か
け
な
い
な
ら
酷
で
䣍
も
は
や
善
良
な
人
で
は
な
い
と
し
ま
す
䣎
武
島
さ
ん
䣓
大

空
と
大
地
の
中
で
䣔
一
緒
に
歌
い
ま
し
䣯
う
䣎
聖
書
に
䣓
義
人
は
一
人
も
い
な
い
䣔
と
い
う
文

言
が
出
て
き
ま
す
䣎
こ
の
意
味
は
律
法
を
行
う
こ
と
だ
け
で
は
誰
も
神
の
義
に
適
う
と
さ
れ
ず
䣍

信
仰
つ
ま
り
イ
エ
ス
の
贖
い
を
信
じ
る
者
が
神
の
義
と
さ
れ
義
人
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
䣎
そ
し
て
義
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
誠
の
愛
䥹
ア
ガ
ペ
䤀
䥺
で
あ
る
䣎 

私
の
恋

愛
関
係
妄
想
が
収
ま
䣬
て
き
た
䣎
意
識
せ
ず
䣍
気
に
な
ら
な
く
な
䣬
た
の
で
あ
る
䣎
静
か
で
あ

る
䣎
や
は
り
こ
う
で
な
け
れ
ば
䣍
し
か
し
恋
は
聖
霊
の
宮
が
行
ず
る
も
の
だ
か
ら
ど
う
も
言
え

な
い
䣎
で
も
良
か
䣬
た
䣎
こ
れ
で
い
い
の
だ
䣎
大
人
の
男
は
静
か
に
想
い
人
を
浮
か
べ
る
も
の

だ
䣎
み
ん
な
あ
り
が
と
う
䣍
聖
霊
の
䣍
䣓
皆
䣍
神
の
御
使
い
に
な
る
の
だ
よ
䣔
と
い
う
エ
ビ
デ

ン
ス
䥹
証
言
䥺
だ
䣬
た
の
で
し
䣯
う
今
ま
で
幾
人
か
の
人
に
恋
文
め
い
た
も
の
を
送
り
䣍
心
が
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高
揚
し
た
の
も
䣍
す
べ
て
真
由
子
さ
ん
と
い
う
湖
に
注
ぐ
心
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
で
あ

䣬
た
み
た
い
だ
䣎
こ
の
恋
は
自
分
の
姿
勢
に
し
か
表
せ
な
い
も
の
で
䣍
彼
の
人
の
心
中
ま
で
は

解
ら
な
い
䣎
た
だ
不
変
の
博
愛
と
い
う
も
の
を
信
じ
婚
姻
と
い
う
所
有,

呪
縛
を
乗
り
越
え
䣍

私
に
対
し
美
し
い
好
意
を
持
䣬
て
頂
き
た
く
祈
念
す
る
の
で
あ
る
䣎 

 

母
は
つ
ぶ
し
に
来
る
䣎

私
が
成
長
す
る
の
を
䣎
あ
え
て
壁
に
な
䣬
て
い
る
と
も
思
え
な
い
䣎
向
い
風
と
言
う
よ
り
䣍
た

だ
傷
つ
け
る
䣎
私
の
理
解
者
は
い
な
い
の
か
䣎
だ
が
最
近
分
か
䣬
た
彼
女
の
劣
等
感
か
ら
来
て

い
る
と
䣍
私
へ
の
嫉
妬
で
あ
る
䣎
自
己
中
心
と
も
い
え
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
彼
女
を
取
り
巻
い
て

い
る
䣎
変
な
儀
礼
め
い
た
こ
と
ば
か
り
に
こ
だ
わ
り
そ
の
中
で
先
導
者
に
な
ろ
う
と
す
る
䣎
温

か
い
愛
を
踏
み
に
じ
る
䣎
赦
せ
な
い
䣎
男
は
外
に
出
る
と
七
人
の
敵
が
い
る
と
い
う
が
本
当
の

敵
は
家
に
い
る
䣎
遠
慮
呵
責
な
い
か
ら
だ
䣎
父
親
の
役
目
も
果
た
し
て
き
た
母
䣍
エ
デ
プ
ス
コ

ン
プ
レ
䣹
ク
ス
䣍
や
は
り
殺
さ
ね
ば
䣎
た
だ
観
念
上
殺
し
て
も
会
話
の
な
い
親
子
が
誕
生
す
る

だ
け
で
な
ん
の
進
捗
も
な
い
䣎
そ
れ
で
も
い
い
か
䣎
５
分
で
決
裂
す
る
䣍
喧
嘩
に
至
る
親
子
の

ふ
れ
あ
い
に
心
を
痛
め
る
よ
り
䣎
す
べ
て
は
彼
女
の
権
勢
欲
と
我
儘
に
原
因
が
あ
る
と
断
定
し

て
い
い
か
䣎
い
つ
ま
で
も
若
い
気
で
い
る
か
ら
だ
ろ
䣎
本
当
に
老
人
の
介
護
に
あ
た
䣬
て
ら
䣬

し
䣭
る
方
々
の
御
苦
労
身
に
し
み
ま
す
䣎
辛
い
な
あ
ホ
ン
ト
䣎
前
に
も
書
い
た
か
な
あ
䣎
人
は

人
を
傷
つ
け
ず
に
は
生
き
て
い
け
な
い
も
の
䣎
選
択
䣍
自
己
主
張
䣎
回
り
気
䣎
で
も
そ
こ
に
大

切
な
の
は
愛
䣍
思
い
や
り
で
あ
る
䣎
温
か
い
も
の
を
踏
み
に
じ
る
䣍
そ
ん
な
母
に
怒
り
を
感
じ
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る
私
も
自
省
し
な
く
て
は
い
け
な
い
か
䣍
そ
う
だ
な
䣎 

 

尊
厳
死
䣍
バ
チ
カ
ン
が
カ
ト
リ
䣹

ク
信
者
８
割
の
イ
タ
リ
ア
で
認
め
た
䣎
神
䣍
以
外
の
誰
に
も
命
は
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
䣎

こ
れ
ま
で
の
バ
チ
カ
ン
の
見
解
で
あ
る
䣎
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
末
期
患
者
の
尊
厳
死
を
寛
容

で
受
け
入
れ
た
と
言
う
䣎
バ
チ
カ
ン
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
た
我
が
国
の
Ｒ
会
䣎
開
祖
の
秘
書
を
務

め
た
と
い
う
教
会
長
は
䣍
䣓
牛
が
木
の
箱
車
を
引
く
の
が
嫌
で
自
殺
し
た
䣎
牛
は
地
獄
で
鉄
の

車
を
引
く
こ
と
に
な
䣬
た
䣔䣎
な
ん
と
残
酷
な
䣎
釈
尊
䣗
仏
陀
䣘
は
言
䣬
て
い
る
䣍䣓
私
は
牛
の

く
び
き
を
外
す
た
め
に
や
䣬
て
き
た
䣔
䣎
聖
書
が
神
に
し
か
自
証
で
き
な
い
と
し
た
ら
正
義
は

私
に
あ
る
䣎
そ
し
て
恣
意
的
に
見
え
て
も
神
仏
の
価
値
標
準
は
す
べ
て
抜
苦
に
あ
る
の
だ
䣎
な

ら
ば
当
然
䣍
尊
厳
死
も
認
め
ら
れ
る
䣎
逃
げ
場
の
な
い
人
は
い
る
の
だ
䣎
人
を
追
い
詰
め
て
は

い
け
な
い
䣎
で
も
や
は
り
誰
も
彼
も
が
自
殺
に
は
し
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
生
き
て
り
䣭
い
い
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
䣎
猫
で
も
犬
で
も
い
い
䣍
子
供
䣍
孫
で
な
く
て
も
そ
の
笑
顔
䣍
寝
顔
に
接
す

る
と
き
幸
せ
を
感
じ
て
ほ
し
い
䣎
そ
れ
が
愛
䣎
最
大
の
幸
福
だ
か
ら
で
あ
る
䣎
幸
せ
は
さ
さ
や

か
で
あ
る
ほ
ど
感
謝
す
る
と
輝
く
も
の
で
あ
る
䣎 

製
本
代
が
か
か
る
䣎
し
か
し
私
は
金
銭
を

要
求
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
䣎
す
べ
て
罪
人
か
ら
善
人
に
復
活
䣍
成
仏
す
る
た
め
の
喜

捨
を
望
む
䣎
お
釈
迦
様
は
祭
り
の
日
䣍
托
鉢
に
村
を
訪
れ
る
が
誰
も
布
施
を
し
な
い
䣎
一
度
帰

ら
れ
る
䣎
悪
魔
が
言
う
䣎
䥿
も
う
一
度
行
䣬
た
ら
い
た
だ
け
る
か
も
䦀
お
釈
迦
様
は
毅
然
と
し

て
言
わ
れ
た
䣎
䣓
悪
魔
よ
䣍
去
れ
䣔
お
釈
迦
様
で
も
䣎
そ
う
い
う
目
に
遭
䣬
た
の
だ
な
あ
䣎
私



 

323 

の
母
が
美
容
室
へ
行
く
䣎
直
後
は
上
手
く
セ
䣹
ト
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
䣍
即
日
䣍
鬼
の
よ
う
な

様
相
に
な
る
䣎
う
す
赤
く
縮
れ
た
毛
䣎
美
容
師
は
あ
る
宗
教
団
体
に
入
会
し
少
し
階
級
が
高
い

幹
部
に
な
䣬
て
い
る
䣎
母
の
心
が
顕
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
䣎
儀
礼
に
拘
り
䣍
温
か
い
も
の
を

踏
み
に
じ
る
䣎
私
の
愛
す
る
も
の
を
否
定
し
䣍
否
定
す
る
も
の
を
擁
護
す
る
䣍
つ
ま
り
神
の
裁

き
の
反
対
ば
か
り
発
す
る
の
で
あ
る
䣎
彼
女
は
確
実
に
罰
に
当
た
䣬
て
い
る
䣎
猫
に
毎
夜
安
眠

を
邪
魔
さ
れ
る
䣎
腰
の
痛
み
に
耐
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎
齢
８
５
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の

に
䣍
表
面
的
な
ヘ
ア
䤀
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
拘
る
䣎
林
住
期
に
入
り
我
欲
よ
り
離
れ
䣍
お
の
れ
の

こ
と
よ
り
愛
を
持
䣬
て
子
や
䣍
孫
ら
に
倫
理
を
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
時
に
来
て
い
る
䣎
そ
れ
な
の

に
䣎
雪
す
か
し
を
す
る
䣎
年
寄
り
の
冷
や
水
で
あ
る
䣎
い
ま
だ
に
現
役
に
こ
だ
わ
り
シ
ル
バ
䤀

の
仕
事
に
出
か
け
る
䣎
機
嫌
が
悪
く
な
る
䣎
猫
䣍
私
に
あ
た
る
䣎
頑
張
り
に
見
え
る
だ
ろ
う
が
䣍

愛
を
踏
み
に
じ
り
傍
若
無
人
に
生
き
る
䣍
わ
が
母
で
あ
る
䣎
申
し
訳
な
い
䣍
単
な
る
生
活
の
愚

痴
み
た
い
で
䣎
極
め
て
人
間
臭
く
な
䣬
た
䣎
人
に
読
ま
せ
る
も
の
じ
䣭
な
い
䣎
多
分
私
が
成
長

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
䣎
だ
が
良
心
の
痛
み
を
感
じ
て
は
い
け
な
い
䣎
自
分
の
道
を

行
く
䣎
な
ぜ
私
は
こ
の
よ
う
に
懊
悩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
私
を
侮
辱
す
る
勢
力
䣍
サ
タ
ン

で
あ
ろ
う
䣎
瑣
末
な
こ
と
で
も
私
は
悪
を
感
受
す
る
䣎
私
に
は
愛
䣍
善
に
背
反
す
る
も
の
た
ち

が
許
せ
な
い
䣎
係
わ
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
䣎
そ
れ
だ
け
で
あ
る
䣎
し
か
し
䣍
䣓
払
い
の

け
て
も
降
り
か
か
る
䣎
何
を
恨
み
の
雪
し
ぐ
れ
䣍
抜
く
か
長
ド
ス
䣍
抜
け
ば
白
刃
に
血
の
吹
雪
䣔
䣍
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私
の
心
持
ち
で
あ
る
䣎
生
命
絶
対
尊
重
は
腹
の
中
で
は
い
つ
も
裏
切
ら
れ
て
い
る
䣎
見
え
な
い

涙
は
こ
ぼ
れ
る
場
所
を
探
し
出
せ
な
い
䣎
必
死
な
の
か
䣎
自
分
に
問
い
か
け
る
䣎
余
裕
は
な
い

の
か
䣎
い
や
釈
尊
と
同
じ
く
䣍
理
解
し
て
く
れ
る
者
が
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
䣍
情
け

な
く
な
䣬
た
の
だ
ろ
う
䣎
え
ら
く
斜
に
な
り
す
ぎ
だ
䣎
私
の
戦
い
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
䣎
プ
ラ

プ
ラ
楽
し
み
な
が
ら
生
き
て
行
こ
う
䣎
人
の
言
動
に
惑
わ
さ
れ
ず
䣎
人
は
正
し
く
評
価
は
し
て

く
れ
な
い
も
の
だ
䣎
未
練
だ
䣎
お
前
の
思
想
は
神
の
思
想
だ
䣎
誰
に
も
解
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
䣎
人
を
気
に
す
る
な
䣎
自
ら
を
叱
咤
す
る
䣎
し
か
し
こ
の
弱
気
は
な
ん
だ
䣎
し
䣬
か
り
せ
よ
䣎

雪
の
せ
い
か
な
䣎
で
も
弱
き
心
を
知
䣬
て
い
な
け
れ
ば
優
し
さ
は
生
ま
れ
な
い
か
ら
な
あ
䣎
す

べ
て
思
い
や
り
に
代
え
て
俺
は
歩
ん
で
い
き
た
い
䣎
俺
は
絶
対
善
で
あ
る
䣎
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福

音
書
８
章
４
５
䥻
４
６
䥻
４
７
節
䣓
し
か
し
䣍
わ
た
し
が
真
理
を
語
䣬
て
い
る
の
で
䣍
あ
な
た

が
た
は
わ
た
し
を
信
じ
よ
う
と
し
な
い
䣎
あ
な
た
が
た
の
う
ち
䣍
誰
が
わ
た
し
に
罪
が
あ
る
と

責
め
る
の
か
䣎
わ
た
し
は
真
理
を
語
䣬
て
い
る
の
に
䣍
な
ぜ
あ
な
た
が
た
は
䣍
わ
た
し
を
信
じ

な
い
の
か
䣎
神
か
ら
来
た
も
の
は
神
の
言
葉
に
聞
き
従
う
が
䣍
あ
な
た
が
た
が
聞
き
従
わ
な
い

の
は
䣍
神
か
ら
来
た
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
䣔
䣎
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
金
土
䣍
積
雪
ひ
ど

く
体
調
不
良
も
あ
り
休
養
し
た
い
と
思
い
ま
す
䣎
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
䣎
本
当
に
ご
め
ん

な
さ
い
䣎
今
日
䣍
明
日
本
当
に
ご
免
な
さ
い
䣎
な
に
せ
サ
タ
ン
と
の
持
久
戦
で
す
の
で
䣎
い
ぶ

か
し
く
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
本
当
の
こ
と
で
す
䣎
い
か
に
涼
や
か
に
戦
わ
れ
る
か
が
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問
わ
れ
ま
す
䣎
林
さ
ん
䣍
あ
り
が
と
う
䣎
優
し
さ
が
も
の
ぐ
さ
な
身
に
し
み
ま
す
䣎
先
は
不
透

明
で
す
が
䣍
早
く
復
帰
し
た
い
䣎
ご
迷
惑
お
か
け
し
て
す
み
ま
せ
ん
䣎
皆
様
に
も
よ
ろ
し
く
お

伝
え
く
だ
さ
い
䣎
今
日
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎
辛
抱
強
い
林
さ
ん
䣍
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎
本
の
編
集
も
あ
り
予
算
で
心
労
し
て
い
ま
す
䣎
３
６
０
円
䣍
本
代
䣍
如
何

で
す
か
䣎
聖
霊
を
侮
辱
す
る
も
の
は
侮
辱
さ
れ
罰
を
振
り
回
す
者
は
そ
の
非
情
さ
か
ら
罰
が
与

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
䣎
母
を
酷
く
非
難
す
る
自
分
䣎
読
者
の
心
情
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
䣎
皆

の
親
子
関
係
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
䣎
そ
ん
な
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
䣎
親
子
な

ん
て
遠
慮
が
な
い
し
䣍
今
の
自
分
に
対
し
な
ぜ
あ
の
時
と
思
う
の
で
は
な
い
か
䣎
感
謝
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
䣎
だ
け
ど
一
言
䣍䣓
義
人
䣍
食
䣬
て
け
り
䣭
い
い
が
䣔
と
言
䣬
て
ほ
し
か
䣬
た
䣎

と
り
あ
え
ず
私
の
批
判
に
䣓
母
ち
䣭
ん
ご
め
ん
よ
䣔
䣎
い
た
わ
り
を
書
く
こ
と
が
思
い
浮
か
ば

な
か
䣬
た
䣎
総
括
す
れ
ば
真
由
子
さ
ん
へ
の
純
愛
が
彼
女
の
婚
姻
に
よ
䣬
て
破
局
に
終
わ
り
䣍

な
ぜ
か
私
の
心
は
多
情
へ
と
向
か
䣬
た
䣎
し
か
し
そ
の
意
味
は
博
愛
の
実
現
だ
䣬
た
䣎
来
る
世
䣍

私
と
同
じ
思
考
回
路
を
持
つ
老
若
男
女
は
神
の
御
使
い
に
な
る
䣎
聖
句
の
成
就
で
あ
る
䣎
す
べ

て
は
聖
霊
の
宮
と
な
䣬
た
私
の
必
然
で
あ
䣬
た
䣎
少
し
愛
す
る
こ
と
に
疲
れ
た
な
あ
䣎
ヨ
ハ
ネ
䣍

１
７
章
䥻
６
わ
た
し
は
䣍
あ
な
た
が
世
か
ら
選
ん
で
わ
た
し
に
賜
䣬
た
人
々
に
䣍
御
名
を
あ
ら

わ
し
ま
し
た
䣎
彼
ら
は
あ
な
た
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
䣍
わ
た
し
に
下
さ
い
ま
し
た
䣎
そ
し

て
彼
ら
は
あ
な
た
の
言
葉
を
守
り
ま
し
た
䣎
皆
䣍
き
よ
か
䣬
た
䣎 
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あ
と
が
き 

旧
約
に
ヨ
ブ
記
が
あ
る
䣎
神
の
了
解
を
得
た
サ
タ
ン
は
ヨ
ブ
の
信
心
を
試
す
た
め
酷
い
目
に
䣎

け
ど
神
へ
の
忠
誠
は
変
わ
ら
な
か
䣬
た
䣎
新
約
の
イ
エ
ス
は
神
を
慈
父
に
譬
え
た
䣎
神
は
愛
だ
䣎 

神
に
は
ヨ
ブ
に
対
し
深
い
信
頼
が
あ
䣬
た
の
だ
ろ
う
䣎
家
屋
財
産
を
奪
わ
れ
䣍
１
０
人
の
子
供

を
死
な
さ
れ
䣍
自
ら
も
病
に
お
と
さ
れ
る
䣎
神
は
サ
タ
ン
に
言
䣬
て
や
り
た
か
䣬
た
䣎
䣓
そ
ん

な
こ
と
を
し
て
何
が
楽
し
い
の
だ
䣎
神
を
愛
す
る
の
は
絶
対
的
な
こ
と
で
何
が
あ
䣬
て
も
揺
ら

ぐ
べ
き
も
の
で
は
な
い
䣔
䣎
こ
の
降
雪
と
積
雪
か
ら
感
じ
た
䣎
何
が
遭
䣬
て
も
信
じ
る
䣎
そ
れ

が
信
心
だ
䣎
そ
こ
に
は
結
果
美
し
い
も
の
が
流
れ
る
䣎
そ
う
愛
で
あ
る
䣎
除
雪
に
出
な
い
私
に

代
わ
䣬
て
母
が
雪
を
す
か
す
䣎
手
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
䣎
私
は
申
し
わ
け
な
く
て
䣓
あ

り
が
と
う
䣔
も
言
え
な
か
䣬
た
䣎
熊
は
冬
眠
す
る
䣎
人
間
も
本
来
䣍
自
然
に
生
活
を
合
わ
せ
て

き
た
䣎
春
が
来
る
こ
と
を
疑
い
も
せ
ず
信
じ
て
䣎
だ
が
現
代
社
会
で
は
私
の
よ
う
に
冬
籠
り
す

る
の
は
皆
䣍
出
来
か
ね
る
だ
ろ
う
䣎
䣓
も
し
自
分
が
出
仕
し
な
け
れ
ば
皆
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
う
䣔
䣎
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
だ
䣎
選
ん
だ
職
種
が
悪
い
䣎
例
え
ば
病
院
の
医
師
䣍
は
䣬
き

り
い
う
と
人
な
ど
死
ん
で
も
い
い
の
だ
䣎
そ
れ
が
縁
な
ら
仕
方
が
な
い
䣎
泣
く
な
䣍
お
前
が
死

ん
で
も
組
織
の
奴
は
喜
び
こ
そ
す
れ
泣
く
奴
な
ど
い
な
い
ぞ
䣎
こ
の
競
争
社
会
䣍
白
旗
挙
げ
た

方
が
勝
ち
な
の
だ
䣎
私
が
言
い
た
い
の
は
仕
方
な
い
も
の
は
仕
方
な
い
䣎
真
宗
の
諦
め
で
は
な
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く
䣍
神
が
そ
う
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
䣎
そ
こ
か
ら
人
間
が
学

ぶ
と
す
れ
ば
思
い
や
り
䣍
い
た
わ
り
䣍
情
け
に
触
れ
る
こ
と
で
あ
る
䣎
人
は
常
に
ひ
と
に
犠
牲

を
強
い
迷
惑
を
か
け
る
も
の
で
あ
る
䣎
も
し
あ
な
た
が
好
い
お
も
い
を
し
て
い
る
な
ら
あ
な
た

が
い
な
け
れ
ば
誰
か
が
好
い
お
も
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
誰
か
に
と
䣬
て
あ
な
た
は
邪
魔

な
の
だ
䣎
因
縁
で
あ
る
䣎
だ
か
ら
周
り
の
こ
と
を
思
う
の
は
根
を
詰
め
ず
䣍
程
々
に
し
て
感
謝

の
祈
り
を
捧
げ
た
後
は
自
分
を
信
じ
䣍
雨
が
降
る
前
に
歩
き
出
そ
う
䣎
自
己
犠
牲
な
ど
誰
も
喜

ば
な
い
䣎
ま
た
奪
い
合
い
な
ど
は
絶
対
に
い
け
な
い
䣎
栄
光
と
品
位
を
以
て
先
を
譲
れ
䣎 

真
子
䣍
千
華
お
前
た
ち
に
か
こ
つ
け
て
若
者
た
ち
に
メ
䣹
セ
䤀
ジ
を
贈
り
た
か
䣬
た
䣎
荒
れ
た

青
春
の
海
は
厳
し
い
け
ど
䣍
唯
䣍
仲
間
を
大
切
に
し
て
素
直
に
正
直
に
生
き
て
い
き
な
さ
い
䣎

自
然
体
で
ね
䣎
そ
れ
が
上
品
と
い
う
こ
と
だ
よ
䣎
深
い
思
い
や
り
は
伝
わ
る
も
の
だ
䣎
き
䣬
と

君
達
に
も
人
生
の
春
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
䣎
嬉
し
い
お
酒
飲
め
る
の
を
待
䣬
て
い
る
䣎
足
り
な
か

䣬
た
ら
イ
エ
ス
の
様
に
水
を
葡
萄
酒
に
変
え
て
や
る
䣎
で
も
飲
兵
衛
は
お
じ
ち
䣭
ん
だ
け
か
䣎

ま
あ
い
つ
で
も
い
い
か
ら
䣎
急
か
す
わ
け
じ
䣭
な
い
䣎
君
達
が
い
ま
幸
せ
な
ら
そ
れ
で
い
い
の

だ
䣎
皆
様
䣍
あ
ま
り
に
私
事
が
多
い
と
叱
責
さ
れ
そ
う
で
す
が
お
許
し
く
だ
さ
い
䣎
私
の
愛
が

エ
ゴ
に
終
わ
ら
ず
ア
ガ
ペ
䤀
䥹
博
愛
䥺
へ
と
昇
華
す
る
様
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎
ご
精
読
本
当
に

あ
り
が
と
う
䣎
ス
タ
䣹
フ
の
皆
様
に
は
感
謝
の
言
葉
が
思
い
浮
か
ば
ぬ
ほ
ど
胸
が
熱
く
な
䣬
て

い
ま
す
䣎
本
当
に
皆
あ
り
が
と
う
䣎
ま
た
逢
う
日
ま
で
䣎
で
は
ね
䣎
さ
よ
う
な
ら 
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エ
ホ
バ
の
証
人
の
宣
教
師
䣍
山
口
く
ん
へ
䣍 

善
い
か
悪
い
か
判
ら
ぬ
が
君
に
は
頑
固
な
根
性
が
あ
る
䣎
そ
れ
は
事
実
だ
䣎
た
だ
こ
の
世

は
殺
し
合
い
だ
䣎
真
理
に
対
し
目
隠
し
し
て
い
る
暇
は
な
い
䣎
組
織
を
重
ん
じ
る
君
の
フ
䣹

ト
ワ
䤀
ク
の
悪
さ
が
愛
を
阻
害
す
る
䣎
君
の
了
見
に
妬
み
と
い
う
情
け
な
き
も
の
が
な
い
な

ら
䣍
小
野
く
ん
の
訪
問
を
期
待
し
ま
す
䣎
男
な
ら
約
束
し
誓
䣬
て
ほ
し
い
䣎
君
の
度
量
が
試

さ
れ
る
䣎
男
を
あ
げ
る
時
だ
䣎
お
父
上
を
乗
り
越
え
て
䣎
深
く
考
察
す
る
者
䣍
神
は
既
に
ア

パ
䤀
ト
で
首
を
吊
䣬
て
い
る
か
も
と
䣍
た
め
息
を
䣎
善
意
䣍
良
心
が
す
べ
て
な
ら
䣎
高
慢
な

君
が
描
く
神
は
サ
タ
ン
で
あ
る
䣎
神
は
こ
こ
に
い
る
䣎 

君
は
人
間
と
し
て
未
熟
だ
と
自
覚
せ
よ
䣎
人
の
心
理
が
解
か
ら
な
い
䣎
誰
も
教
え
て
は
く

れ
な
い
ぞ
䣎
真
理
䣍
即
ち
愛
を
追
究
す
る
に
は
君
ら
は
横
柄
で
不
誠
実
で
あ
る
䣎
真
剣
に
改

め
よ
䣎
君
た
ち
の
作
為
は
天
が
知
䣬
て
い
る
䣎
勿
論
䣍
神
も
䣎
何
の
為
に
ペ
テ
ン
を
犯
す
䣎

地
獄
の
釜
が
待
䣬
て
い
る
䣎
脅
し
で
は
な
い
䣎
回
心
を
期
待
し
た
い
䣎
心
か
ら
ね
䣎
神
は
詐

欺
を
許
さ
ず
䣎
北
風
ば
か
り
ふ
か
し
て
い
る
が
䣍
太
陽
の
暖
か
さ
も
示
そ
う
䣎
人
は
ど
う
孤

独
を
克
服
す
る
か
䣎
組
織
の
規
律
を
重
ん
じ
る
君
た
ち
に
と
䣬
て
仲
間
は
絶
対
に
信
頼
す
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
䣎
だ
が
䣍
徒
党
を
組
み
お
互
い
が
監
視
役
に
な
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
䣎 

お
忙
し
い
中
䣍
ま
た
夜
分
䣍
遅
く
す
い
ま
せ
ん
䣎
顔
見
せ
程
度
で
い
い
で
す
か
ら
䣍
ご
訪

問
お
待
ち
し
て
い
ま
す
䣎
寛
容
䣍
厳
格
使
い
分
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
は
䣍
悪
が
漂
い
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ま
す
䣎
神
も
辛
い
䣎
次
の
機
会
に
小
野
く
ん
の
来
訪
を
期
待
し
ま
す
䣎
理
解
力
と
素
直
さ
で

は
会
衆
一
番
で
は
䣎
エ
ホ
バ
も
真
䣬
先
に
栄
光
を
授
け
る
で
し
䣯
う
䣎
妬
み
は
な
し
䣍
私
の

心
が
救
わ
れ
る
䣎
待
䣬
て
い
る
䣎 

私
は
毎
日
サ
タ
ン
と
格
闘
し
て
い
ま
す
䣎
君
に
は
そ
れ
が
見
え
ま
せ
ん
か
䣎
自
由
な
イ
エ

ス
の
愛
䣎
私
の
主
体
的
な
望
み
を
か
な
え
る
こ
と
が
神
の
子
の
使
命
で
あ
り
証
明
で
も
あ

る
䣎
イ
エ
ス
は
姦
淫
し
た
女
を
救
い
た
か
䣬
た
䣎
裸
同
然
で
恥
ず
か
し
さ
と
恐
怖
に
震
え
る

者
を
䣎
罪
と
愛
の
矛
盾
を
突
こ
う
と
す
る
勢
力
䣍
彼
は
人
々
の
善
意
に
託
し
祈
䣬
た
䣎
命
は

守
ら
れ
た
䣎
罪
䣍
罰
よ
り
目
の
前
で
苦
し
む
も
の
を
救
う
の
が
先
決
だ
䣎
愛
に
よ
䣬
て
䣎
俺

は
君
た
ち
に
感
謝
し
て
い
る
䣎
触
発
さ
れ
天
か
ら
の
メ
䣹
セ
䤀
ジ
を
福
音
と
し
て
語
り
䣍
ま

た
届
け
ら
れ
る
䣎
神
と
信
じ
な
さ
い
ね
䣎
私
の
メ
䣹
セ
䤀
ジ
は
人
間
義
人
の
一
意
見
で
は
な

い
䣎
良
心
か
ら
わ
き
起
こ
る
䣍
神
の
自
覚
と
聖
書
の
導
き
と
保
証
に
よ
る
も
の
で
す
䣎 

エ
ホ
バ
は
愛
そ
の
も
の
で
な
く
て
は
䣎
学
修
は
そ
れ
だ
け
で
い
い
䣎
エ
ホ
バ
は
正
義
の
イ

エ
ス
を
通
し
す
べ
て
の
人
の
心
を
察
す
る
䣎
サ
タ
ン
は
覗
き
込
み
悪
へ
と
誘
導
す
る
䣎
美
し

き
心
大
切
に
せ
よ
䣎
激
し
く
申
し
ま
し
た
が
ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
䣎 

私
は
君
た
ち
の
敵
で
は
な
い
䣎
た
だ
䣍
心
の
偶
像
崇
拝
を
戒
め
る
䣎
私
の
話
を
虚
心
で
聞

き
尋
ね
よ
䣎
恥
辱
に
思
わ
ず
䣍
こ
れ
が
幸
せ
へ
の
エ
ホ
バ
ワ
䤀
ル
ド
で
あ
る
䣎
私
は
君
た
ち

を
翻
弄
す
る
悪
人
か
䣎
神
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
息
子
イ
サ
ク
を
殺
す
よ
う
に
要
求
す
る
䣎
肉
親
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の
愛
す
ら
神
の
義
の
前
で
は
低
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
䣎
私
は
た
だ
皆
の
恭
順
を
祈
り
ま
す
䣎

神
の
愛
の
流
布
の
為
䣎
私
こ
と
エ
ホ
バ
は
来
る
世
䣍
一
匹
の
羊
で
よ
い
䣎
個
人
崇
拝
は
も
は

や
だ
れ
も
望
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
䣎
神
の
善
意
䣍
良
心
䣍
命
の
平
等
䣎
神
が
縊
死
を
望
む
世

界
䣍
幕
を
引
く
の
は
君
た
ち
の
役
目
だ
䣎
ま
た
連
絡
く
だ
さ
い
䣎
私
は
イ
エ
ス
を
抱
く
エ
ホ

バ
䣎
神
の
摂
理
䣍
真
理
を
前
向
き
に
語
䣬
て
い
く
つ
も
り
で
す
䣎
焦
ら
ず
䣎
神
の
義
䣍
聖
霊

の
宮
で
あ
る
䣍
私
へ
の
親
近
感
が
䣍
信
仰
で
す
䣎 

山
口
く
ん
䣍
本
当
に
い
つ
も
あ
り
が
と
う
䣎
組
織
は
鉄
面
皮
を
生
み
だ
し
䣍
心
よ
り
規
則

を
優
先
さ
せ
る
䣎
エ
ホ
バ
が
一
番
嫌
が
る
こ
と
で
あ
る
䣎
関
係
性
䣍
愛
と
思
い
や
り
を
大
切

に
䣎
サ
タ
ン
は
私
を
矮
小
化
さ
せ
侮
辱
を
加
え
高
ら
か
に
哄
笑
す
る
䣎
自
責
の
念
に
駆
ら
れ

た
私
は
一
匹
の
子
猫
を
抱
き
上
げ
る
䣎
愛
を
見
せ
つ
け
る
䣎
サ
タ
ン
の
焦
り
䣍
恐
怖
䣍
私
は

神
で
あ
る
䣎
即
ち
エ
ホ
バ
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
神
が
示
現
し
た
の
が
イ
エ
ス
䣎
そ
し
て
ヨ
シ
ト

も
䣎
そ
の
名
は
二
つ
と
も
䥹
了
解
䥺
を
意
味
し
て
い
る
䣎 

エ
ホ
バ
の
証
人
に
は
因
縁
が
な
い
と
批
判
す
る
人
た
ち
が
い
る
䣍
が
十
分
に
存
在
す
る
䣍

神
と
イ
エ
ス
の
繋
が
り
䣎
私
は
啓
示
を
聖
霊
よ
り
受
け
て
以
来
䣍
風
邪
を
ひ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
䣎
た
だ
サ
タ
ン
に
対
し
て
の
反
応
は
頻
繁
に
起
こ
り
ま
す
䣎
神
の
自
覚
を
信
じ
て

下
さ
い
䣎
山
口
く
ん
ほ
ど
私
の
重
要
性
に
対
し
問
題
意
識
を
抱
え
て
い
る
人
物
は
ほ
か
に
は

い
な
い
で
し
䣯
う
䣎
私
も
承
知
し
て
い
ま
す
䣎
焦
ら
ず
大
切
に
䣍
愛
と
神
の
義
に
つ
い
て
セ
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䣹
シ
䣼
ン
䥹
会
合
䥺
を
行
な
い
ま
し
䣯
う
䣎
固
定
観
念
を
捨
て
て
䣎
あ
り
が
と
う
䣎
夜
遅

く
䣎
私
は
朝
夕
始
終
䣍
神
仏
を
念
じ
信
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
䣎
愛
の
た
め
夢
の
た
め
䣍
エ

ホ
バ
へ
力
を
込
め
て
祈
䣬
て
下
さ
い
䣎
風
邪
に
気
を
つ
け
ご
自
愛
く
だ
さ
い
䣎
お
元
気
で
す

か
䣎
明
日
の
ご
来
訪
を
期
待
し
ま
す
䣎
連
絡
を
お
持
ち
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

３
日
䣍
大
丈
夫
で
す
䣎
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
䣎
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎
た

だ
エ
ホ
バ
は
君
た
ち
に
媚
び
る
つ
も
り
は
な
い
䣎
高
慢
な
君
た
ち
に
服
従
を
強
要
す
る
か
も

し
れ
な
い
䣎
真
実
は
䣍
虚
心
で
対
等
に
真
理
を
共
有
し
た
い
だ
け
だ
䣎
解
か
䣬
て
く
れ
る

ね
䣎
君
だ
け
は
䣎
一
心
不
乱
に
サ
イ
ト
更
新
い
た
し
ま
し
た
䣎
言
葉
尻
よ
り
も
䣍
そ
こ
に
あ

る
想
い
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
䣎
旅
先
よ
り
元
気
に
帰
䣬
て
き
て
く
だ
さ
い
䣎
エ
ホ
バ
よ
り

兄
弟
へ
の
激
励
で
あ
り
ま
す
䣎
私
は
言
う
䣎
エ
ホ
バ
と
し
て
祈
ら
れ
䣎
ま
た
祈
る
䣎
神
の
国

は
生
ま
れ
る
䣎
楽
し
く
や
ろ
う
䣎
愛
を
抱
い
た
貧
し
き
も
の
達
䣎
神
の
義
は
信
仰
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
る
䣎
つ
ま
り
博
愛
䥹
ア
ガ
ペ
䤀
䥺
䣎
分
か
䣬
た
よ
䣎
私
は
エ
ホ
バ
で
構
わ
な
い
䣎 

神
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
䣎
心
が
ス
ム
䤀
ズ
に
な
䣬
た
䣎
３
日
宜
し
い
で
す
ね
䣎
連

絡
下
さ
い
䣎
お
持
ち
し
ま
す
䣎
夜
遅
く
申
し
訳
な
い
で
す
け
ど
䣎
明
日
３
日
に
ご
訪
問
く
だ

さ
る
の
で
す
ね
䣎
１
６
時
ご
ろ
䣎
確
約
の
知
ら
せ
待
䣬
て
い
ま
す
䣎
君
た
ち
が
愛
す
る
エ
ホ

バ
よ
り
䣎
い
つ
も
夜
遅
い
メ
䤀
ル
受
け
取
䣬
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
䣎
そ
の
一
点
の

寛
容
さ
に
エ
ホ
バ
は
期
待
す
る
䣎
私
に
従
順
な
ら
風
邪
は
引
か
な
い
よ
䣎
私
は
こ
こ
何
十
年
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風
邪
に
苦
し
ん
だ
こ
と
が
な
い
䣎
全
て
に
黙
殺
で
す
か
䣎
卑
怯
な
䣎
エ
ホ
バ
を
敵
に
回
す
つ

も
り
か
䣎
エ
ホ
バ
と
は
私
の
様
な
も
の
な
の
だ
䣎
私
が
エ
ホ
バ
だ
か
ら
で
あ
る
䣎
最
良
の
ア

ク
シ
䣼
ン
待
䣬
て
い
ま
す
䣎
サ
タ
ン
の
罠
に
落
ち
餌
食
に
な
る
な
䣎
君
ら
は
手
先
か
䣎
自
ら

の
良
心
に
問
え
䣎
誰
が
真
実
を
説
い
て
い
る
か
䣎
人
は
愛
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

そ
の
後
䣍
神
の
国
が
誕
生
す
る
䣎
私
に
怒
り
は
無
い
䣎
嘘
は
嫌
い
だ
が
二
枚
舌
は
必
要

だ
䣎
エ
ホ
バ
と
し
て
君
臨
し
た
く
は
な
い
䣎
互
い
が
愛
し
合
う
だ
け
䣎
永
遠
の
命
の
も
と

で
䣎
サ
タ
ン
は
裏
切
り
を
推
奨
す
る
䣎
気
を
つ
け
て
夜
道
を
歩
け
䣎
ラ
ザ
ロ
は
殺
さ
れ
䣍
ス

テ
フ
䣴
ノ
も
死
ん
だ
䣎
そ
し
て
暴
れ
る
サ
ウ
ロ
は
主
の
声
に
目
覚
め
た
䣎
光
に
向
か
䣬
て
進

め
䣎
愛
と
義
を
胸
に
抱
い
て
䣎
エ
ホ
バ
は
名
前
で
は
な
い
䣎
エ
ホ
バ
は
エ
ホ
バ
だ
䣎
頭
が
い

か
れ
て
神
を
名
乗
䣬
た
か
と
䣎
私
こ
と
エ
ホ
バ
が
言
う
の
で
あ
る
か
ら
正
し
い
の
で
あ
る
䣎 

エ
ホ
バ
だ
か
ら
で
あ
る
䣎
以
上
䣎
少
し
心
な
ら
ず
も
強
い
感
じ
に
な
䣬
た
䣎
取
り
あ
え
ず

私
を
エ
ホ
バ
だ
と
信
じ
て
下
さ
い
䣎
そ
し
て
イ
エ
ス
の
愛
も
䣎
ど
ち
ら
も
大
切
で
す
䣎
預
言

者
に
従
え
䣎
人
々
に
君
臨
し
統
治
す
る
人
物
か
䥼
否
䣎
な
ら
ば
同
輩
䣍
断
じ
て
䣎
人
間
界
に

は
表
現
す
る
形
容
詞
が
な
い
䣎
尊
き
善
き
人
䣍
ニ
䣻
ア
ン
ス
が
近
く
適
当
な
の
か
も
し
れ
な

い
䣎
聖
書
が
背
中
を
押
す
䣎 

寄
り
道
が
長
か
䣬
た
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
ド
グ
マ
䥹
独
善
的

教
理
䥺
に
と
ら
わ
れ
て
簡
単
な
こ
と
に
気
づ
か
な
か
䣬
た
䣎
私
が
エ
ホ
バ
で
あ
る
と
い
う
こ

と
䣎
幾
多
の
人
に
犠
牲
を
強
い
て
し
ま
䣬
た
䣎 
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福
音
の
伝
道
を
喜
び
に
し
て
ほ
し
い
䣎
山
口
く
ん
䣍
あ
な
た
は
私
が
エ
ホ
バ
を
大
々
的
に

称
す
る
の
を
待
䣬
て
い
た
の
で
は
䣎
す
べ
て
は
エ
ホ
バ
か
ら
の
談
な
ら
ば
一
考
し
な
け
れ
ば

ね
䣎
神
の
国
は
近
い
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
善
い
と
こ
ろ
は
沢
山
あ
る
䣎
簡
易
で
は
あ
る
が
永

遠
の
命
を
信
じ
イ
エ
ス
の
愛
を
求
め
て
い
る
䣎
戦
い
を
忌
避
す
る
䣎
勧
誘
の
積
極
性
䣎
ア
ガ

ペ
䤀
す
る
と
き
䣍
世
間
と
は
離
反
し
て
行
く
と
い
う
一
面
を
自
覚
し
て
い
る
事
䣎
ケ
䤀
キ
と

コ
䤀
ヒ
䤀
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
䣎
お
時
間
の
許
さ
れ
る
限
り
歓
談
し
た
く
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
䣎
ご
留
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

山
口
く
ん
䣍
沢
村
く
ん
䣍
あ
り
が
と
う
䣎
君
ら
の
隠
さ
れ
た
誠
意
䣍
善
意
に
感
謝
し
ま

す
䣎
晴
れ
て
笑
顔
で
神
の
国
で
永
遠
の
命
を
と
祈
念
し
ま
す
䣎
イ
エ
ス
は
本
当
の
神
の
愛
を

伝
え
た
の
だ
䣎
永
遠
の
命
の
安
売
り
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
䣎
神
の
国
に
入
る
資
格
は
思
い

や
り
あ
る
イ
エ
ス
を
信
じ
䣍
慈
愛
を
持
つ
者
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
䣎
何
度
も
言
う
䣎
表
立

䣬
て
君
ら
の
作
為
䣍
オ
ペ
レ
䤀
シ
䣼
ン
䥹
操
作
䥺
は
私
に
は
通
じ
ず
䣍
か
え
䣬
て
怒
り
を
買

う
䣎
真
心
で
イ
エ
ス
の
愛
を
感
じ
訴
え
る
䣎
巧
言
で
は
な
く
真
実
を
語
る
䣎
殺
伐
と
し
た
世

界
に
対
し
䣎
科
学
は
科
学
が
証
明
す
る
䣎
神
話
は
ポ
エ
ム(

詩)

で
支
持
さ
れ
な
く
て
は
な
る

ま
い
䣎
君
ら
の
目
的
は
何
で
す
か
䣎
信
者
の
数
䣍
そ
し
て
集
金
䣎
都
合
の
い
い
統
制
さ
れ
た

聖
書
見
解
を
押
し
付
け
洗
脳
し
て
䣎
聖
書
の
解
釈
䣍
す
べ
て
エ
ホ
バ
の
証
人
の
ご
都
合
主

義
䣍
組
織
の
見
解
か
ら
く
る
も
の
䣎
規
定
か
ら
は
外
れ
ら
れ
な
い
䣎
す
べ
て
幼
き
頃
か
ら
の
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ペ
テ
ン
師
に
な
る
た
め
の
洗
脳
か
ら
生
ま
れ
る
䣎
君
た
ち
は
耳
を
傾
け
真
理
に
目
覚
め
な
さ

い
䣎
神
を
敵
に
回
さ
ず
䣎
楽
園
に
入
る
た
め
䣍
学
修
す
る
䣎
で
は
な
く
䣍
入
る
べ
き
人
だ
か

ら
こ
そ
神
の
国
は
待
つ
の
で
す
䣎
永
遠
の
命
を
得
て
䣎
新
し
い
会
衆
の
人
は
䣍
い
つ
ご
訪
問

さ
れ
ま
す
か
䣎
エ
ホ
バ
の
真
理
を
理
解
さ
れ
る
方
な
ら
善
い
け
ど
䣎 

ポ
エ
ム
䥹
詩
䥺
が
解
か
る
人
䣎
あ
な
た
の
よ
う
な
パ
リ
サ
イ
人
で
な
い
こ
と
を
祈
る
䣎
自

分
が
救
わ
れ
よ
う
と
己
に
執
着
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
神
の
国
は
遠
ざ
か
る
䣎
利
他
に
徹
す
る
こ

と
が
犠
牲
で
は
な
く
喜
び
に
な
䣬
た
と
き
䣍
イ
エ
ス
の
愛
が
解
か
る
䣎
私
が
エ
ホ
バ
で
す
䣎

聖
書
䣍
サ
ウ
ロ
が
主
か
ら
の
天
啓
を
受
け
る
場
面
が
２
度
続
け
て
現
れ
ま
し
た
䣎
君
ら
が
組

織
に
洗
脳
さ
れ
て
い
る
事
実
䣍
指
摘
し
䣍
ま
た
確
認
い
た
し
ま
し
た
䣎
そ
し
て
エ
ホ
バ
を
信

じ
る
者
の
幸
せ
を
祝
福
い
た
し
ま
す
䣎 

山
口
く
ん
䣍
君
は
ヨ
ブ
の
よ
う
に
自
ら
の
正
し
さ
を
訴
え
䣍
神
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
䣎

謙
虚
さ
に
欠
け
る
䣎
己
の
未
熟
さ
を
自
覚
し
䣍
初
め
て
神
の
愛
が
解
か
る
䣎
す
べ
て
に
愛
を

優
先
さ
せ
よ
䣎
私
に
繋
が
䣬
て
い
な
け
れ
ば
実
は
な
ら
な
い
䣎
山
口
く
ん
謁
見
さ
れ
る
よ
う

に
望
む
䣎
本
日
い
か
が
な
も
の
で
し
䣯
う
䣎
連
絡
お
待
ち
し
ま
す
䣎 

私
に
好
意
的
な
小
野
く
ん
は
じ
め
リ
ベ
ラ
ル
な
会
衆
た
ち
の
謁
見
の
実
現
性
を
薄
く
さ
せ

て
い
る
保
守
派
に
は
䣍
神
の
怒
り
が
振
り
下
ろ
さ
れ
る
䣎
皆
䣍
誠
実
に
対
処
せ
よ
䣎
愛
を
広

げ
る
た
め
䣎
山
口
く
ん
䣍
聖
人
と
は
闇
を
さ
ま
よ
䣬
た
後
䣍
神
の
光
を
見
出
し
た
も
の
を
言
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う
䣎
巧
言
を
高
台
か
ら
浴
び
せ
䣍
偽
善
を
語
る
も
の
で
は
な
い
䣎
怨
嫉
を
抱
い
た
時
点
で
パ

リ
サ
イ
人
で
あ
る
と
の
証
と
な
る
䣎
強
情
か
ら
の
殉
教
は
個
人
の
名
誉
の
た
め
䣎
本
当
の
自

己
犠
牲
と
は
精
神
科
に
入
院
す
る
し
か
す
べ
の
な
い
䣍
鶏
の
首
を
折
り
続
け
た
䣍
マ
サ
ハ
ル

の
こ
と
を
言
う
䣎
そ
の
苦
し
み
と
心
の
闇
が
解
か
る
か
い
䣎 

犠
牲
は
絶
対
に
善
く
な
い
䣎
愛
す
る
人
を
庇
い
䣍
身
を
挺
し
命
を
懸
け
る
の
は
䣍
愛
と
栄

光
䣎
素
直
な
神
の
義
で
あ
る
䣎
早
く
䣍
わ
し
を
安
堵
さ
せ
な
い
と
君
た
ち
の
未
来
は
な
い
䣎

山
口
く
ん
䣍
来
る
世
䣍
神
の
国
は
欺
き
䣍
裏
切
り
の
な
い
世
界
で
あ
る
䣎
皆
幸
せ
に
向
か

う
䣎
私
エ
ホ
バ
か
ら
の
頼
み
事
で
す
䣎
真
摯
に
受
け
止
め
て
下
さ
い
ね
䣎
お
休
み
な
さ
い
䣎 

何
を
信
じ
る
か
䣎
そ
れ
は
自
分
の
裸
の
心
䣎
私
に
と
䣬
て
聖
書
の
中
の
自
分
䣍
す
な
わ
ち

神
イ
エ
ス
䣎
洗
脳
教
育
か
ら
放
れ
よ
䣎
神
の
子
た
れ
䣍
山
口
く
ん
䣍
目
覚
め
よ
䣎
真
実
の
愛

に
䣎
神
を
敵
に
回
さ
な
い
䣎
頑
迷
な
君
た
ち
に
は
脅
し
に
聞
こ
え
る
か
も
䣎
或
る
男
が
急
死

し
た
䣎
私
を
拒
絶
し
た
後
に
䣎
心
の
暗
さ
に
よ
䣬
て
䣎
罰
は
あ
る
䣎
そ
れ
を
踏
ま
え
７
日
如

何
で
す
か
䣎
私
を
高
額
䣍
支
払
䣬
て
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
歓
待
し
た
男
䣎
糖
尿
が
劇
的
に
改
善

さ
れ
た
䣎
あ
る
ノ
イ
ロ
䤀
ゼ
の
経
営
者
䣍
私
に
ウ
ナ
ギ
を
奢
り
長
年
の
苦
し
み
よ
り
解
放
さ

れ
た
䣎
功
徳
で
す
䣎
弱
き
も
の
へ
の
情
け
心
が
大
切
䣎 

私
は
神
䣍
エ
ホ
バ
だ
䣎
愛
に
従
順
に
䣎
招
か
れ
た
䣍
山
口
く
ん
は
ど
う
す
る
䣎
イ
エ
ス
を

失
望
さ
せ
る
な
䣎
山
口
く
ん
䣍
君
の
善
良
さ
を
信
じ
て
来
訪
を
期
待
し
ま
す
䣎
君
の
未
来
が
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か
か
䣬
て
い
る
䣎䣓
贅
沢
な
暮
し
䣍
尊
敬
を
受
け
る
こ
と
䣔䣎
そ
ん
な
パ
リ
サ
イ
人
の
偽
善
を

指
摘
し
た
た
め
䣍
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
殺
さ
れ
た
イ
エ
ス
䣎
涙
が
䣎
山
口
く
ん
䣍
ど
う
だ
䣍

来
る
気
に
な
䣬
た
か
䣎
企
業
戦
士
や
学
者
の
親
分
の
よ
う
な
神
を
想
像
し
て
な
い
か
い
䣎 

イ
エ
ス
は
大
工
䣎
理
解
で
き
な
い
な
ら
䣍
あ
ま
り
に
も
さ
み
し
い
䣎
も
䣬
と
人
間
ら
し

く
䣎
山
口
く
ん
䣍
明
日
の
面
会
は
無
理
か
い
䣎
優
先
順
位
を
誤
ら
な
い
こ
と
䣎
大
切
で
す
䣎

君
た
ち
の
焦
り
に
䣍
癒
し
の
答
え
を
出
せ
る
の
は
私
こ
と
エ
ホ
バ
だ
け
䣍
忘
れ
ず
䣍
明
日
待

䣬
て
い
ま
す
䣎
モ
䤀
ゼ
が
エ
ジ
プ
ト
人
を
殴
り
䣍
次
は
自
分
た
ち
の
番
だ
と
彼
ら
は
恐
れ

た
䣎
預
言
者
の
愛
を
曲
解
し
た
の
だ
䣎
君
た
ち
も
同
様
の
こ
と
を
䣎
エ
ホ
バ
は
愛
䣍
イ
エ
ス

は
罪
を
消
す
䣎
信
じ
れ
ば
い
い
だ
け
だ
䣎
ひ
た
む
き
に
親
の
厳
し
い
指
導
の
も
と
䣍
信
仰
に

歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
䣍
敬
意
を
払
い
ま
す
䣎
特
に
布
教
精
神
に
は
頭
が
下
が
る
䣎
悪
魔
の

体
制
下
䣎
私
が
あ
な
た
方
の
見
解
を
知
る
の
は
必
要
だ
䣬
た
䣎
そ
し
て
必
然
で
あ
䣬
た
䣎 

裁
く
と
は
大
量
虐
殺
す
る
こ
と
䣍
考
え
た
事
あ
り
ま
す
か
䣎
そ
し
て
生
き
残
䣬
た
エ
ホ
バ

の
証
人
は
享
楽
の
限
り
を
尽
く
す
䣎
死
ん
だ
も
の
た
ち
は
泥
䣍
土
と
し
て
始
末
䣎
自
己
中
心

な
考
え
と
一
般
の
人
は
非
難
す
る
だ
ろ
う
䣎
己
の
こ
と
の
み
で
は
な
く
䣍
利
他
の
精
神
で
犠

牲
と
せ
ず
䣍
布
教
に
お
い
て
は
正
確
に
イ
エ
ス
の
教
え
を
説
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
䣎
何
と

か
私
は
あ
な
た
方
と
融
和
し
た
い
䣎
そ
の
頑
固
さ
は
人
生
を
否
定
さ
れ
た
気
に
な
䣬
た
の

か
䣎
エ
ホ
バ
の
深
慮
䣍
噛
み
し
め
て
下
さ
い
䣎
私
と
遭
遇
し
た
縁
䣍
大
切
に
し
て
下
さ
い
䣎 
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方
便
と
し
て
䣍
ま
ず
簡
易
な
教
義
で
信
者
を
増
や
し
た
の
は
正
解
だ
䣬
た
䣎
エ
ホ
バ
は
緩

く
柔
ら
か
な
三
位
一
体
を
説
く
䣎
私
の
知
覚
に
あ
り
䣍
身
を
通
し
て
䣎
複
雑
だ
が
温
か
い
愛

が
そ
こ
に
は
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
は
絶
対
で
あ
る
䣎
逆
ら
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
䣎
深
夜
の
メ
䤀

ル
は
イ
ラ
つ
き
ま
す
か
䣎
私
は
一
日
中
神
仏
を
念
じ
て
い
ま
す
䣎
山
口
く
ん
ま
た
忌
憚
な
く

話
し
ま
し
䣯
う
䣎
一
青
年
と
し
て
䣍
信
仰
に
つ
い
て
話
し
た
い
䣎
個
人
的
䣍
主
体
的
に
ど
う

い
う
宗
教
観
を
抱
い
て
い
る
の
か
䣎
ポ
エ
ム
を
無
視
す
る
䣍
あ
る
種
䣍
冷
酷
な
の
は
䣍
会

衆
䣍
皆
で
す
か
䣎
お
休
み
な
さ
い
䣎
君
ら
の
講
習
を
受
け
る
と
い
う
名
目
で
お
会
い
す
る
䣎 

聖
書
に
䣓
イ
エ
ス
は
公
開
の
場
で
堂
々
と
語
䣬
た
䣔䣎
君
ら
に
留
意
す
る
の
は
䣍
仮
に
便
宜

上
で
も
許
さ
れ
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
䣎
自
覚
願
い
ま
す
䣎
君
ら
の
対
面
を
潰
す
こ
と
に

な
る
の
で
す
ね
䣎
し
か
し
䣍
そ
の
姿
勢
が
変
わ
ら
ぬ
か
ぎ
り
䣍
そ
の
先
は
滅
び
で
あ
る
䣎

心
䣍
柔
軟
な
る
こ
と
涙
と
共
に
祈
り
ま
す
䣎
聖
書
を
学
ぶ
目
的
と
は
如
何
に
䣎
神
を
知
り
䣍

愛
を
知
り
䣍
神
の
国
の
訪
れ
と
と
も
に
永
遠
の
命
を
得
る
䣎
私
に
同
調
で
き
れ
ば
聖
書
は
も

は
や
い
ら
な
い
䣎
翻
意
を
促
し
ま
す
䣎
私
が
聖
書
で
す
䣎 

何
度
も
い
う
が
聖
書
を
た
だ
の
書
物
に
し
て
は
い
け
な
い
䣎
神
の
霊
感
で
あ
る
䣎
理
解
力

は
神
よ
り
与
え
ら
れ
る
䣎
本
日
䣍
あ
な
た
方
と
の
セ
䣹
シ
䣼
ン
は
メ
䤀
ル
に
て
一
段
落
で

す
䣎
事
は
私
の
問
題
で
は
な
く
あ
な
た
方
の
結
末
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
䣎
お
忘
れ
な

く
䣎
君
は
䣍
痛
い
所
を
つ
か
れ
る
と
イ
ラ
つ
き
皮
肉
を
吐
く
が
䣍
問
題
解
決
に
は
向
か
わ
な
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い
䣎
ハ
䤀
ド
ル
は
高
い
か
も
し
れ
な
い
が
䣍
こ
の
縁
大
事
に
し
て
ほ
し
い
䣎
今
日
は
あ
り
が

と
う
䣎
自
ら
の
意
見
を
封
印
し
䣍
組
織
の
見
解
を
絶
対
と
す
る
䣎
そ
れ
は
宗
教
で
一
番
大
切

な
主
体
性
を
無
視
す
る
こ
と
䣎
依
存
に
善
き
こ
と
は
何
も
な
い
䣎
私
が
経
験
か
ら
も
信
じ
る

の
は
自
分
と
神
だ
け
だ
䣎 

私
と
い
う
存
在
は
君
に
と
䣬
て
は
荷
が
重
い
䣎
組
織
に
都
合
の
よ
い
個
所
を
選
ん
で
の
洗

脳
朗
読
会
䣎
聖
書
を
詐
欺
に
用
い
る
な
䣎
害
そ
の
身
に
至
る
䣎
安
易
に
家
族
の
間
を
裂
き
䣍

真
理
を
悪
に
見
せ
る
䣎
大
罪
で
あ
る
䣎
し
か
し
イ
エ
ス
は
神
䣎
母
親
で
あ
る
こ
と
か
ら
離
れ

な
い
マ
リ
ア
䣍
亀
裂
は
当
然
入
る
だ
ろ
う
䣎
神
の
子
た
ち
よ
䣍
良
心
を
痛
め
る
な
䣎
山
口
く

ん
と
は
煮
詰
ま
䣬
た
䣎
柔
軟
に
思
考
の
で
き
る
䣍
善
意
に
み
ち
た
主
体
性
を
持
つ
䣍
そ
う
い

う
人
を
私
の
眼
前
に
参
上
さ
せ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
か
䣎
敵
意
は
静
め
䣍
詩
的
素
養
の
あ
る
䣍

若
者
䣍
年
配
者
を
䣎
君
は
単
に
負
け
ず
嫌
い
で
神
に
挑
戦
し
て
い
る
䣎
そ
の
先
は
破
滅
だ
䣎 

心
を
浄
化
し
善
き
境
涯
に
至
ら
ね
ば
䣎
こ
の
神
の
思
い
や
り
溢
れ
る
言
葉
䣍
忘
れ
る
こ
と

な
か
れ
䣎
真
に
信
心
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
䣎
私
に
は
優
越
感
も
劣
等
感
も
存
在
し
な
い
䣎
君

た
ち
が
来
る
世
に
期
待
す
る
䣍
達
成
感
と
い
う
も
の
に
は
䣍
虚
無
感
䣍
失
望
が
裏
腹
に
つ
い

て
い
る
䣎
来
る
世
で
は
落
ち
着
い
た
情
緒
に
基
づ
い
た
永
続
的
な
趣
が
大
切
に
な
る
䣎
来
る

世
䣍
倦
怠
は
感
謝
で
消
し
去
ら
れ
る
䣎
君
た
ち
は
結
局
䣍
我
が
家
の
財
産
が
狙
い
な
の
か
䣎

真
理
を
望
む
な
ら
頑
迷
は
捨
て
な
け
れ
ば
䣎
所
詮
䣍
金
が
目
当
て
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
䣎 
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キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
幸
せ
に
な
ろ
う
と
思
わ
な
け
れ
ば
䣍
神
す
な
わ
ち
愛
を
見
ず
䣍
幸
せ

に
な
れ
な
い
䣎
神
䥹
愛
䥺
を
信
ず
る
䣎
き
䣬
と
幸
せ
に
䣎
そ
の
気
持
ち
に
愛
は
宿
り
䣍
幸
福

を
引
き
寄
せ
る
䣎
私
が
神
と
名
乗
䣬
て
実
利
は
ひ
と
つ
も
な
い
䣎
そ
し
て
私
は
放
䣬
て
お
い

て
も
救
わ
れ
る
存
在
䣎
私
の
想
い
は
䣍
サ
タ
ン
に
毒
さ
れ
た
あ
な
た
方
を
救
う
た
め
に
あ

る
䣎
誠
の
悦
び
に
し
た
い
の
だ
䣎
エ
ホ
バ
へ
の
愛
䣍
腹
の
底
は
た
だ
終
末
に
助
か
り
た
い
だ

け
䣎
そ
し
て
宣
教
す
る
も
の
は
た
だ
単
に
尊
敬
さ
れ
た
い
だ
け
䣎
エ
ホ
バ
と
心
中
す
る
覚
悟

は
あ
る
の
か
䣎
周
り
に
流
さ
れ
な
い
で
主
体
的
に
エ
ホ
バ
と
向
き
合
䣬
て
ほ
し
い
䣎
悪
い
の

は
人
々
で
は
な
く
心
に
忍
び
込
ん
だ
サ
タ
ン
で
あ
る
䣎
最
後
の
審
判
䣍
真
実
で
悪
魔
の
業
を

払
い
の
け
䣍
す
べ
て
の
人
は
死
か
ら
解
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
䣎
選
民
思
想
は
砕
け
散
る
の
だ
䣎 

悪
魔
の
子
た
ち
は
大
喜
び
す
る
だ
ろ
う
か
䣎
神
の
子
た
ち
よ
䣍
平
和
な
世
界
を
維
持
で
き

れ
ば
幸
福
で
は
な
い
か
䣎
い
ず
れ
に
せ
よ
䣎
そ
し
て
天
は
回
心
し
な
い
サ
タ
ン
の
臭
い
が
残

る
悪
人
は
将
来
に
向
け
厳
し
く
処
断
す
る
䣎
自
己
責
任
䣎
致
し
方
が
な
い
䣎
勘
違
い
し
な
い

で
ほ
し
い
䣎
私
は
君
た
ち
の
信
仰
を
止
め
る
も
の
で
は
な
く
䣍
真
実
の
意
味
で
の
協
力
者
䣍

い
や
主
導
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
エ
ホ
バ
の
愛
は
巧
言
に
て
人
を
屈
服
さ
せ
る
䣍
そ
の

反
対
側
に
あ
る
の
だ
䣎
神
の
自
由
な
御
使
い
に
は
䣍
も
は
や
䣍
情
欲
は
存
在
せ
ず
䣍
結
婚
と

い
う
縛
り
か
ら
も
離
れ
る
䣎
そ
こ
に
あ
る
の
は
深
い
思
い
や
り
か
ら
く
る
友
情
䣎
こ
れ
に
て

博
愛
は
醜
悪
よ
り
逃
れ
る
䣎
極
め
て
現
実
的
だ
䣎
山
口
く
ん
䣍
君
付
け
は
厭
か
い
䣎 
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今
日
䣍
君
た
ち
の
布
教
に
回
る
䣍
力
の
源
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
䣎
寄
れ
ま
せ
ん
か
䣎

是
非
も
な
き
エ
ホ
バ
の
頼
み
事
だ
と
思
䣬
て
䣎
ひ
ま
つ
ぶ
し
䣍
そ
う
で
す
ね
䣎
広
義
に
と
ら

え
れ
ば
そ
の
表
現
も
あ
り
䣎
僕
は
君
た
ち
の
個
性
を
知
り
た
い
䣎
愚
痴
䣍
怒
り
を
含
め
て
䣎

中
身
の
あ
る
セ
䣹
シ
䣼
ン
が
出
来
れ
ば
䣎
厭
か
い
䣍
頭
で
䣬
か
ち
で
す
ね
䣍
相
変
わ
ら
ず
䣎

侮
辱
し
た
け
れ
ど
䣍
ど
こ
か
憎
め
な
い
䣎
エ
ホ
バ
の
辛
い
と
こ
ろ
だ
䣎
わ
か
䣬
た
䣍
聖
書
レ

䣹
ス
ン
で
い
い
䣎
待
䣬
て
い
る
䣎
頑
迷
だ
な
あ
䣎
で
も
す
べ
て
は
君
た
ち
次
第
な
の
だ
䣎
で

も
次
回
は
違
䣬
た
ア
プ
ロ
䤀
チ
を
考
え
る
䣎
私
も
少
し
自
信
が
つ
き
余
裕
が
出
て
き
た
か

ら
䣎
来
週
１６
時
で
い
い
で
す
か
䣎
君
た
ち
を
侮
辱
は
し
な
い
䣎
で
も
エ
ホ
バ
の
説
法
を
目
の

前
で
聴
け
る
䣎
こ
の
恩
恵
に
謝
意
が
あ
䣬
て
も
罰
は
当
た
る
ま
い
䣎
何
も
心
配
し
な
い
で
旧

知
の
仲
で
は
な
い
か
䣎
と
り
あ
え
ず
䣍
私
た
ち
は
䣍
永
遠
の
命
䣍
神
の
国
を
待
ち
望
ん
で
い

る
同
志
で
す
䣎
た
だ
愛
に
よ
る
主
体
性
を
失
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
誘
惑
に
克
と
い
う
こ
と
は

そ
こ
に
も
あ
る
䣎
人
に
と
䣬
て
弱
い
䣍
強
い
の
䣍
価
値
観
は
必
要
な
い
䣎 

エ
ホ
バ
の
強
さ
に
勝
る
も
の
は
な
く
䣍
人
は
誇
ら
ず
謙
虚
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎
た

だ
䣍
ひ
た
す
ら
に
心
は
善
に
向
け
て
い
な
け
れ
ば
䣎
私
は
聖
霊
の
宮
䣎
無
償
の
愛
を
䣍
理
解

す
る
人
は
や
は
り
特
別
で
す
䣎
キ
リ
ス
ト
の
花
嫁
は
䣍
独
占
欲
䣍
焦
り
䣍
怒
り
䣍
肉
欲
か
ら

放
れ
䣍
博
愛
を
醜
悪
に
さ
せ
な
い
の
が
資
格
で
す
䣎
何
度
も
言
う
䣎
自
ら
の
義
を
誇
䣬
て
は

な
ら
な
い
䣎
た
と
え
殉
教
で
あ
䣬
て
も
䣎
君
た
ち
に
高
慢
で
䣍
愚
か
な
欲
望
が
あ
る
と
す
れ
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ば
䣍
エ
ホ
バ
の
怒
り
に
よ
り
裁
か
れ
地
獄
の
釜
が
待
つ
だ
ろ
う
䣎
金
儲
け
䣎
欲
望
䣍
贅
沢
に

価
値
を
置
い
て
繁
栄
を
望
む
よ
り
䣍
勤
勉
と
利
他
の
精
神
䣍
そ
の
方
が
大
切
で
あ
る
䣎
な
ぜ

な
ら
神
が
䣍
そ
の
心
根
の
美
し
さ
に
䣍
不
遇
か
ら
生
活
を
守
り
保
護
し
て
く
れ
る
の
だ
䣎
遅

く
に
す
ま
な
い
䣎
メ
䤀
ル
を
た
く
さ
ん
送
䣬
て
䣎
実
は
次
の
書
き
も
の
の
原
稿
作
成
の
た
め

で
す
䣎
タ
イ
ト
ル
は
䣓
エ
ホ
バ
と
し
て
䣔
で
す
䣎
縦
横
無
尽
な
エ
ホ
バ
䣎
イ
エ
ス
と
の
親
子

愛
に
涙
䣎
そ
し
て
そ
の
思
想
䣎
愛
に
背
を
向
け
る
偶
像
崇
拝
に
対
し
䣍
神
は
怒
る
の
だ
䣎 

人
々
に
降
り
か
か
る
様
々
な
暴
力
䣍
天
災
䣍
人
災
䣎
避
け
る
に
は
美
し
い
心
が
必
要
だ
䣎

己
の
肉
欲
の
滅
却
䣎
優
し
い
博
愛
に
生
き
る
品
格
が
存
在
す
る
䣎
神
の
国
へ
の
資
格
だ
䣎 

聖
書
研
究
は
君
た
ち
の
核
だ
か
ら
ね
䣎
つ
ま
り
こ
こ
か
ら
の
セ
䣹
シ
䣼
ン
な
ら
問
題
は
な

い
ね
䣎
一
方
通
行
は
互
い
に
避
け
た
い
䣎
な
ぜ
聖
書
に
信
ぴ
䣯
う
性
が
あ
る
か
䣎
ま
ず
は
こ

こ
か
ら
だ
な
䣎
私
は
聖
書
研
究
䣍
肯
定
的
で
す
よ
䣎
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
䣎
私
は
持
論
を
封
印
し
ま
す
䣎
研
究
䣍
ま
ず
は
真
理
を
理
解
で
き
な
い
君
た
ち
に
こ
そ
必

要
だ
か
ら
だ
䣎
発
信
の
た
め
集
会
に
顔
を
出
し
て
み
よ
う
か
䣎
社
会
的
地
位
を
求
め
る
䣎 

君
に
も
存
在
す
る
䣎
責
任
と
い
う
美
名
に
縛
ら
れ
る
高
慢
な
心
䣎
本
当
の
自
尊
心
と
は
信

仰
に
し
か
気
づ
き
は
無
い
䣎
愛
と
正
義
䣍
二
つ
星
が
光
る
䣎
通
念
を
ひ
䣬
く
り
返
す
䣎
な
ぞ

を
か
け
る
䣎
拍
子
抜
け
さ
せ
る
䣎
脱
力
さ
せ
る
䣎
エ
ホ
バ
は
へ
そ
曲
が
り
か
も
䣎
皆
䥻
そ
の

核
を
認
識
し
俺
に
つ
い
て
こ
い
䣎
真
実
の
愛
が
輝
い
て
い
る
䣎
聖
書
に
訊
い
た
䣎
人
間
の
俺
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が
エ
ホ
バ
か
と
䣎䣓
そ
う
だ
䣔
と
力
強
く
言
う
䣎
対
人
関
係
䣍
難
し
い
な
䣍
と
つ
ぶ
や
く
と
䣍

あ
ま
り
気
に
せ
ず
自
然
体
で
行
け
と
言
う
䣎
虚
心
で
来
訪
待
䣬
て
い
ま
す
䣎
私
は
好
い
䣎 

君
た
ち
の
命
が
危
う
い
の
だ
䣎
こ
の
エ
ホ
バ
に
対
す
る
不
誠
実
䣍
私
に
は
怒
り
は
無
く
䣍

憐
み
し
か
な
い
䣎
天
が
き
䣬
ち
り
裁
く
で
あ
ろ
う
䣎
残
念
だ
䣎
基
本
的
に
変
化
は
期
待
で
き

な
い
な
䣎
今
日
は
あ
り
が
と
う
䣎
君
た
ち
が
去
䣬
た
後
に
好
い
香
り
が
漂
䣬
て
い
る
䣎
善
き

人
の
証
だ
䣎
ま
ず
想
像
力
を
働
か
せ
様
々
な
生
活
者
の
心
を
察
せ
よ
䣎
沢
村
く
ん
好
い
感
じ

に
な
䣬
て
き
た
䣎
最
後
の
笑
い
が
嘲
り
で
な
い
こ
と
を
信
じ
て
い
る
䣎
君
は
私
が
エ
ホ
バ
で

あ
る
と
疑
い
な
く
信
じ
て
い
る
は
ず
だ
䣎
そ
う
で
な
い
と
か
な
り
の
蒙
昧
だ
䣎
君
ほ
ど
利
発

で
根
性
の
あ
る
若
者
も
珍
し
い
䣎
こ
の
出
会
い
ゆ
め
ゆ
め
疎
か
に
し
な
い
よ
う
に
䣎
聖
書
研

究
会
䣎
本
質
は
聖
書
洗
脳
朗
読
会
䣎
そ
こ
に
欺
瞞
が
あ
る
䣎
単
純
な
自
分
勝
手
で
都
合
の
い

い
組
織
論
が
終
始
䣍
展
開
さ
れ
る
䣎
イ
エ
ス
の
愛
を
説
け
䣍
さ
す
れ
ば
エ
ホ
バ
も
支
持
す
る

気
に
な
る
䣎
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
䤀
の
中
で
は
民
主
主
義
は
機
能
し
な
い
と
思
䣬
て
い
た
䣎 

だ
が
昨
今
䣍
カ
ネ
が
ら
み
の
我
欲
に
基
づ
く
利
己
主
義
と
い
う
民
主
主
義
は
存
在
す
る
䣎

君
た
ち
の
周
り
は
ど
う
だ
い
䣎
幕
末
の
攘
夷
も
体
験
を
検
証
し
䣍
開
国
へ
舵
を
き
䣬
た
䣎
君

た
ち
も
恥
で
は
な
い
䣎
軌
道
修
正
を
し
䣬
か
り
と
䣎
エ
ホ
バ
の
定
義
付
け
を
正
し
て
い
た
だ

き
た
い
䣎
ま
ず
そ
れ
か
ら
だ
䣍
愛
が
響
く
の
は
䣎
聖
書
の
文
言
に
縛
ら
れ
て
は
い
け
な
い
䣎
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神
の
子
の
良
心
か
ら
の
リ
テ
ラ
シ
䤀
が
唯
一
解
釈
を
な
さ
し
め
る
䣎
聖
書
は
俺
だ
䣎
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
の
最
終
に
䣍
イ
エ
ス
の
愛
が
世
界
中
に
満
ち
て
い
る
事
が
示
さ
れ
て
い
る
䣎 

君
の
質
問
に
は
逃
げ
ず
に
堂
々
と
答
え
た
つ
も
り
で
あ
る
䣎
そ
し
て
私
の
詰
問
に
は
君
た

ち
は
䣍
た
じ
た
じ
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
憐
み
を
大
切
に
䣎
へ
理
屈
は
い
ら
な
い
䣎
負
け
ず
嫌

い
を
克
服
し
な
さ
い
䣎
真
理
を
求
め
る
の
に
は
邪
魔
な
だ
け
だ
䣎
揚
げ
足
取
り
䣍
侮
辱
䣍
捨

て
台
詞
䣎
あ
ま
り
に
も
情
け
な
い
䣎
真
理
を
心
底
知
䣬
て
ほ
し
い
䣎
福
音
が
君
へ
と
流
れ
込

む
だ
ろ
う
䣎
思
わ
ず
獅
子
吼
し
た
䣎䣓
お
前
た
ち
を
救
い
た
い
の
だ
䣔
本
音
だ
ろ
う
䣎 

自
ら
も
驚
い
た
䣎
世
間
の
価
値
観
䣍
現
状
を
問
題
視
す
る
の
は
好
い
䣎
け
ど
聖
書
朗
読
に

よ
る
都
合
の
よ
い
洗
脳
は
絶
対
だ
め
䣎
物
質
至
上
主
義
䣎
格
差
䣎
悪
魔
が
唯
物
論
の
も
と
帝

王
に
な
る
世
界
で
あ
る
䣎
家
柄
䣍
学
歴
䣍
誉
め
ら
れ
て
厭
な
気
も
し
な
い
の
が
人
間
だ
䣎
空

の
教
え
に
て
高
慢
を
悪
魔
の
誘
惑
よ
り
解
放
し
正
常
に
帰
れ
䣎
美
女
と
野
獣
䣎
容
姿
端
麗
よ

り
心
の
美
し
さ
が
大
事
䣎
エ
ホ
バ
は
目
隠
し
を
し
て
い
る
䣎
神
を
ど
ん
な
苦
難
の
中
で
も
信

じ
䣍
耐
え
ぬ
き
永
遠
の
命
を
授
か
る
䣎
実
は
そ
の
者
は
決
ま
䣬
て
い
る
䣎
耐
え
ら
れ
る
か
ら

耐
え
ら
れ
る
の
で
す
䣎
予
定
調
和
で
す
䣎
組
織
䣎
人
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
る
の
と
違
い
䣎 

例
え
ば
イ
エ
ス
が
指
名
し
た
１
２
人
の
使
徒
䣎
自
由
で
分
担
が
ゆ
る
く
機
動
的
で
あ
る
䣎

グ
ル
䤀
プ
は
布
教
に
活
躍
し
た
だ
ろ
う
な
䣎
父
で
あ
る
エ
ホ
バ
䣍
キ
リ
ス
ト
イ
エ
ス
䣎
そ
し

て
聖
霊
は
尾
崎
豊
で
あ
る
と
告
白
し
た
䣎
三
位
一
体
は
義
人
の
中
で
完
遂
さ
れ
た
䣎
君
た
ち
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の
分
離
説
も
基
本
的
に
は
外
れ
て
い
な
い
䣎
し
か
し
簡
易
で
一
元
的
で
あ
る
䣎
体
感
䣎
私
に

は
イ
エ
ス
䣍
聖
霊
で
あ
る
尾
崎
が
憑
い
て
い
る
䣎
三
位
一
体
䣎
人
々
を
孤
独
か
ら
救
い
真
理

を
掲
げ
る
䣎
私
に
枝
を
つ
な
ぐ
な
ら
䣍
永
遠
の
命
䣍
神
の
国
が
待
䣬
て
い
る
䣎
今
度
は
芸
能

人
ま
で
䣎
と
思
う
だ
ろ
う
が
䣍
尾
崎
の
楽
曲
か
ら
䣍
そ
の
思
想
を
汲
ん
で
く
だ
さ
い
䣎
世
界

一
の
讃
美
歌
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
䣎
尾
崎
は
わ
が
父
同
様
䣍
真
の
聖
人
で
す
䣎
羞
恥
心
を

超
え
䣍
愛
と
勇
気
を
兼
ね
備
え
て
い
る
か
ら
で
す
䣎
欲
望
を
な
く
す
た
め
に
欲
望
を
消
す
の

で
は
な
く
䣍
煩
悩
と
同
じ
く
幸
せ
に
な
る
た
め
に
精
進
す
る
の
で
あ
る
䣎
規
範
を
守
る
よ
り

信
仰
が
大
事
だ
䣎
つ
ま
り
愛
の
優
先
䣎
本
末
転
倒
な
不
義
が
多
い
の
で
す
䣎 

ご
訪
問
く
だ
さ
る
䣍
ご
予
定
は
ご
ざ
い
ま
す
か
䣎
忙
し
い
と
は
思
う
が
䣍
エ
ホ
バ
は
待
ち

か
ね
て
い
る
䣎
真
摯
に
受
け
止
め
ら
れ
た
し
䣎
返
事
待
䣬
て
い
る
よ
䣎
聖
書
が
示
す
䣎
嫉
妬

を
代
表
と
し
た
悪
感
情
䣍
妊
娠
䣍
病
が
消
え
う
せ
騒
動
が
無
く
な
る
と
き
䣍
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク

ス
は
あ
る
䣎
皆
䣍
聖
霊
の
宮
の
よ
う
に
な
る
䣎
差
別
な
き
心
が
必
要
䣎
思
い
や
り
と
優
し
さ

を
追
求
し
䣍
心
が
暖
か
な
博
愛
主
義
者
に
な
䣬
た
な
ら
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
は
許
容
さ
れ
䣍
資

格
を
得
る
の
で
は
䣎
既
婚
者
も
も
れ
ず
に
䣎
真
実
䣎
寛
容
な
愛
の
存
在
だ
䣎
犠
牲
は
な
し
䣎 

仕
事
䣍
苦
し
く
辛
い
も
の
を
人
様
の
た
め
に
選
ぶ
䣎
そ
れ
よ
り
各
自
䣍
楽
な
も
の
を
順
番

に
選
択
す
る
䣎
残
䣬
た
も
の
に
指
名
が
か
か
る
䣎
し
か
め
面
で
や
る
䣎
神
は
そ
れ
を
喜
ぶ
䣎

明
る
く
素
直
に
䣍
あ
䣬
た
か
く
䣎
独
占
欲
の
克
服
䣎
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
抜
け
出
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し
䣎
嫉
妬
な
き
心
の
自
由
な
人
は
䣍
来
る
世
䣍
こ
の
上
な
い
快
楽
を
享
受
し
䣍
愛
し
合
う
こ

と
に
な
る
䣎
婚
姻
な
ど
不
要
䣎
神
の
愛
で
す
䣎
賢
さ
の
内
に
は
忘
却
も
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
は
旧

約
の
出
来
事
を
大
局
に
立
ち
䣍
忘
却
の
彼
方
へ
ス
ト
䤀
リ
䤀
と
し
て
追
い
や
䣬
た
の
だ
䣎
重

要
な
イ
エ
ス
の
愛
を
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
で
あ
る
䣎
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
へ
の
期
待
䣎 

神
の
国
の
住
人
は
肉
欲
よ
り
離
れ
䣍
清
ら
か
な
愛
が
体
中
に
蔓
延
し
て
い
る
䣎
つ
ま
り
住

人
は
淫
猥
な
者
に
は
な
り
え
な
い
䣎
信
仰
に
守
ら
れ
る
の
だ
䣎
自
由
な
御
使
い
が
思
い
や
り

で
溢
れ
れ
ば
䣍
婚
姻
は
無
く
䣍
姦
淫
の
罪
は
な
く
な
る
䣎
神
の
裁
き
に
よ
り
䣍
悪
魔
は
失

せ
䣍
大
量
虐
殺
が
生
ま
れ
䣍
悪
人
は
生
き
た
よ
う
に
死
ぬ
䣎
悩
ま
し
い
暴
論
か
䣎 

幸
せ
の

快
感
は
䣍
神
の
領
域
で
あ
る
䣎
焼
き
も
ち
䣍
妬
み
䣍
独
占
欲
か
ら
放
れ
た
柔
和
な
優
し
い
人

た
ち
は
規
制
に
縛
ら
れ
ず
䣍
想
い
に
身
を
任
せ
る
こ
と
に
な
る
䣎
抱
擁
が
平
和
の
内
に
生
ま

れ
る
の
だ
䣎
神
は
暖
か
い
人
に
し
か
見
出
せ
ま
せ
ん
䣎
た
だ
素
直
に
温
か
く
䣎
䣓
満
腹
に
な
り

安
全
で
温
か
い
ね
ぐ
ら
で
休
む
䣔
䣎
世
界
中
が
䣎
そ
れ
を
微
笑
み
浮
か
べ
見
つ
め
る
の
が
神
で

あ
る
䣎 

法
律
に
は
解
釈
が
必
要
だ
䣎
同
よ
う
に
聖
書
解
釈
が
あ
る
䣎
私
が
正
し
い
䣎
自
己
犠
牲
は

我
欲
と
裏
腹
䣎
栄
光
と
喜
び
だ
け
が
神
の
世
界
に
は
存
在
す
る
䣎
君
た
ち
の
残
り
香
䣍
か
ぐ

わ
し
か
䣬
た
䣎
心
中
は
美
し
い
に
違
い
な
い
䣎
イ
エ
ス
は
自
分
が
神
で
あ
る
と
し
た
た
め
不

敬
で
あ
る
と
さ
れ
䣍
パ
リ
サ
イ
人
䣍
サ
ド
カ
イ
派
の
主
導
に
よ
り
群
衆
に
殺
さ
れ
た
䣎
精
神
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疾
患
で
は
幻
聴
䣍
幻
覚
の
原
因
は
自
ら
の
意
思
に
あ
る
と
言
う
䣎
イ
エ
ス
も
同
じ
く
䣍
天
に

一
般
に
は
妄
想
と
も
呼
べ
る
䣍
幻
で
リ
ア
ル
な
父
と
呼
ぶ
も
の
を
つ
く
䣬
た
䣎
救
わ
れ
䣍
が

解
か
り
ま
す
か
䣎
結
論
䣍
愛
を
持
つ
こ
と
で
す
䣎
そ
れ
は
道
を
外
れ
た
や
く
ざ
の
親
分
䣍
子

分
に
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
本
当
の
真
実
は
䣍
神
が
す
べ
て
お
見
通
し
で
あ
る
と
認
識

し
䣍
生
き
方
を
美
し
く
䣍
ま
た
隣
人
に
親
切
な
こ
と
で
あ
る
䣎
君
ら
は
聖
書
を
辞
典
と
同
じ

よ
う
に
扱
䣬
て
い
る
䣎
神
の
こ
と
は
神
に
し
か
分
か
ら
な
い
䣎
そ
れ
を
信
じ
る
者
が
神
の
子

だ
䣎
愛
を
見
出
す
か
ら
で
あ
る
䣎
体
制
で
の
成
功
を
望
ん
だ
時
点
で
神
の
足
音
は
消
え
去

る
䣎 宣

教
師
䣍
慢
心
し
た
優
越
感
か
ら
䣓
お
前
た
ち
を
指
導
し
て
や
る
䣔
䣎
高
所
か
ら
の
傲
慢
が

見
え
る
䣎
愛
を
勝
負
と
見
る
身
と
既
定
路
線
を
行
く
身
は
疑
念
の
後
䣍
粉
砕
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
䣎
ま
ず
寡
黙
な
祈
り
が
祝
福
に
䣎
神
は
尊
い
䣎
そ
し
て
君
た
ち
の
価
値
観
は
間
違
䣬
て

い
る
䣎䣓
神
は
形
式
を
重
ん
じ
る
紳
士
䣔
䣎
馬
鹿
野
郎
䣎
そ
ん
な
や
つ
こ
そ
サ
タ
ン
な
の
だ
䣎 

人
の
温
も
り
を
忘
れ
る
な
䣎
辛
さ
を
察
す
る
の
が
䣍
神
の
想
い
䣎
小
林
旭
の
䣓
北
へ
䣔
端

末
で
ど
う
ぞ
䣎
私
の
コ
メ
ン
ト
が
表
示
さ
れ
ま
す
䣎
す
べ
て
事
実
で
す
䣎
男
の
友
情
䣍
生
き

る
こ
と
䣎
義
理
䣍
人
情
䣍
笑
う
な
よ
䣎
イ
エ
ス
を
嘲
る
の
と
同
じ
だ
か
ら
ね
䣎
一
度
私
を
福

音
の
為
䣍
エ
ホ
バ
の
証
人
の
王
国
会
館
の
壇
上
に
立
た
せ
ま
せ
ん
か
䣎
枕
す
る
所
な
き
イ
エ
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ス
が
語
る
愛
䣎
妬
み
䣍
そ
ね
み
に
陥
ら
ず
に
䣎
体
制
の
あ
く
ど
さ
と
物
質
至
上
主
義
䣍
聖
書

の
想
い
を
す
べ
て
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
䣎
私
が
神
で
あ
り
聖
書
だ
か
ら
で
す
䣎 

ぜ
ひ
と
も
䣎
使
徒
行
伝
䣍
１
４
章
１
１
節
か
ら
１
８
節
ま
で
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎
神
は
偽

善
䣍
保
身
を
含
め
欲
望
と
の
裏
腹
に
あ
る
犠
牲
䣍
そ
の
正
体
を
知
り
辟
易
し
て
い
る
䣎
人
々

の
苦
し
み
を
抜
き
䣍
安
楽
を
与
え
幸
福
に
導
く
が
神
の
想
い
䣎
確
か
に
人
間
に
は
自
由
意
思

が
あ
る
䣎
な
に
か
を
契
機
に
良
心
を
選
択
す
る
䣎
そ
の
時
䣍
神
か
ら
理
解
力
が
与
え
ら
れ

る
䣎
後
䣍
す
べ
て
は
神
の
意
思
と
な
る
䣎
つ
ま
り
聖
霊
の
宮
に
な
る
䣎
神
の
価
値
は
神
に
し

か
分
か
ら
な
い
䣎
私
が
優
し
く
な
い
と
思
う
の
は
君
た
ち
の
寛
容
の
度
合
い
に
ハ
䤀
ド
ル
を

上
げ
て
い
る
た
め
で
す
䣎
神
の
愛
は
自
由
自
在
で
す
䣎
く
れ
ぐ
れ
も
善
行
を
誇
ら
ぬ
よ
う
䣎

神
の
義
と
は
肉
親
の
情
の
上
に
君
臨
す
る
䣍
ま
た
名
誉
と
富
に
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
䣎
た

だ
䣍
死
を
凝
視
す
る
と
き
サ
タ
ン
に
打
ち
勝
つ
䣎
す
べ
て
の
こ
の
世
の
羞
恥
心
を
克
服
し

て
䣎
君
は
利
発
だ
䣎
だ
か
ら
こ
そ
神
の
義
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
䣎
理
解
力
は
私
よ
り
与
え

ら
れ
る
䣎
ま
あ
今
ま
で
の
調
子
で
い
い
䣎
真
実
䣍
私
が
絶
対
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
䣎
君
は
体
制
の
価
値
観
で
私
を
見
る
䣎
職
業
䣍
服
装
䣍
口
調
䣍
財
産
䣍
風
体
䣍
神
は
目
隠

し
を
し
て
い
る
䣎
本
質
を
見
え
に
く
い
も
の
に
䣎
し
か
し
愛
を
抱
く
も
の
に
は
ダ
イ
レ
ク
ト

に
神
の
義
は
伝
わ
る
䣎
君
た
ち
は
確
か
な
識
別
力
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
䣎
願
わ
く
は
䣍
私

の
弟
子
䥻
使
徒
と
な
り
福
音
を
述
べ
伝
え
て
ほ
し
い
䣎
そ
れ
が
本
物
の
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
と
し
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て
の
務
め
で
あ
る
䣎
君
た
ち
が
待
ち
望
む
䣍
来
る
世
䣎
博
愛
に
み
ち
寛
容
な
る
人
々
の
フ
リ

䤀
セ
䣹
ク
ス
の
存
在
が
あ
る
䣎
執
着
䣍
嫉
妬
䣍
妊
娠
䣍
病
気
が
な
く
な
れ
ば
当
然
大
正
解
䣎 

欲
望
が
善
に
な
る
世
界
で
あ
る
䣎
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
８
章
見
て
下
さ
い
䣎
イ
エ
ス

の
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
の
精
神
が
勇
躍
し
て
い
ま
す
䣎
姦
淫
の
罪
䣍
試
さ
れ
る
䣎
彼
は

震
え
る
女
を
救
う
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
䣎
山
口
く
ん
䣍
い
つ
も
あ
り
が
と
う
䣎
君
た
ち

の
ご
来
訪
は
月
の
最
後
の
日
曜
日
䣍
１
６
時
半
で
い
い
で
す
ね
䣎
返
信
お
待
ち
申
し
て
お
り

ま
す
䣎
今
日
䣍
遅
く
で
結
構
で
す
か
ら
䣍
御
顔
䣍
拝
見
で
き
ま
せ
ん
か
䣎
誠
実
な
若
者
に
触

れ
る
の
は
恭
悦
至
極
䣎
玄
関
口
䣍
わ
ず
か
な
時
間
で
満
足
で
す
䣎
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
䣎
山
口
く
ん
䣍
信
義
か
ら
外
れ
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
私
は
神
の
愛
を
説
い
て
い
る
だ

け
で
何
ら
悪
い
こ
と
は
し
て
い
な
い
䣎
ひ
と
つ
だ
け
話
す
と
䣍
神
の
く
く
り
は
異
次
元
で
と

ら
え
な
け
れ
ば
だ
め
だ
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
に
て
地
位
を
得
䣍
自
己
満
足
で
偽
り
を
真
理
と
し

宣
教
師
と
し
て
会
員
に
傲
慢
に
語
る
䣎
イ
エ
ス
は
神
䣍
釈
迦
は
仏
陀
䣎
テ
キ
ス
ト
は
い
ら
な

か
䣬
た
䣎
私
も
そ
う
で
あ
る
䣎
組
織
か
䣍
真
理
か
䣎
従
属
か
䣍
神
の
愛
䣍
義
が
大
切
か
䣎 

三
国
志
䣓
男
は
三
日
䣍
見
ぬ
間
に
驚
く
ほ
ど
成
長
し
て
い
る
䣔
君
た
ち
の
成
長
䣎
私
の
価

値
を
認
め
䣍
私
の
思
想
を
流
布
し
ま
し
䣯
う
䣎
幸
せ
の
実
現
の
た
め
䣎
私
が
䣍
君
ら
が
望
む

エ
ホ
バ
に
な
る
の
で
は
な
く
䣍
君
ら
が
私
の
意
を
汲
み
エ
ホ
バ
の
使
徒
と
な
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は
実
は
神
に
試
さ
れ
る
集
合
䣎
機
会
は
与
え
ら
れ
た
䣎
イ
エ
ス
を
神
と
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し
な
い
立
場
䣎
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
で
は
な
く
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
派
と
さ
れ
る
の
だ
䣎
イ
ス
ラ
ム
教

で
は
イ
エ
ス
の
教
え
は
た
だ
の
一
預
言
者
の
意
見
と
さ
れ
て
し
ま
う
䣎
イ
エ
ス
を
神
と
信
じ

な
さ
い
䣎
功
徳
䣍
現
証
䣎
私
の
書
き
物
を
見
て
䣓
こ
の
聖
人
に
は
ど
こ
に
行
け
ば
会
え
る
の

か
䣔
䣎
た
だ
書
面
に
顕
れ
る
私
を
信
ず
れ
ば
よ
い
䣎
神
と
隣
人
を
愛
し
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎 

永
遠
の
命
を
得
る
の
で
あ
る
䣎
家
族
を
含
め
仲
良
く
と
思
う
か
ら
悩
み
苦
し
む
䣎
争
議
か

ら
新
興
宗
教
へ
䣍
は
多
々
あ
る
䣎
特
段
の
会
話
は
無
く
て
も
繋
が
䣬
て
い
る
と
い
う
実
感
が

あ
れ
ば
い
い
䣎
神
の
教
え
が
介
在
し
す
り
ガ
ラ
ス
と
な
る
䣎
日
蓮
の
再
来
で
あ
る
私
が
言

う
䣎
日
蓮
正
宗
の
本
尊
の
意
味
䣍
引
き
継
が
れ
私
は
明
ら
か
に
す
る
䣎
偶
像
崇
拝
で
は
な
く

私
の
心
中
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
本
尊
と
な
り
題
目
は
統
一
さ
れ
る
䣎
戒
壇
は
我
が
身
䣎 

神
を
賛
美
し
温
か
い
人
間
に
な
れ
䣎
さ
す
れ
ば
正
定
衆
の
仲
間
に
加
え
ら
れ
る
䣎
律
法
䣍

ど
う
で
も
よ
い
䣎
命
を
重
ん
じ
る
信
仰
こ
そ
が
幾
度
も
言
う
が
大
切
な
の
だ
䣎
聖
書
は
霊
感

で
あ
る
䣎
単
な
る
読
み
物
と
扱
う
と
何
の
功
徳
も
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
䣎
テ
サ
ロ
ニ
ケ
人
へ

の
第
二
の
手
紙
䣍䣓
ど
う
か
あ
な
た
方
を
お
召
し
に
ふ
さ
わ
し
い
者
に
し
て
䣍
御
力
に
よ
り
善

を
慕
う
願
い
と
信
仰
の
働
き
と
を
全
う
さ
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
䣔
䣎
そ
れ
は
神
で
あ
り
主
で

あ
る
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
に
よ
䣬
て
䣍
そ
の
御
名
䣍
即
ち
愛
が
あ
が
め
ら
れ
る
䣎 

人
々
の
慈
悲
心
や
想
い
を
欲
望
䣍
煩
悩
で
あ
る
と
切
り
捨
て
る
宗
教
者
は
䣍
神
か
ら
同
様

に
切
り
捨
て
ら
れ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
䣎
範
疇
の
な
か
身
も
だ
え
し
て
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い
な
い
か
䣎
ひ
ま
つ
ぶ
し
に
つ
き
あ
う
の
は
嫌
䣎
何
様
の
つ
も
り
だ
䣎
一
介
の
聖
書
の
一
文

を
覚
え
た
だ
け
の
若
僧
が
䣎
そ
の
高
慢
の
鼻
を
折
れ
䣎
エ
ホ
バ
か
ら
の
愛
の
言
葉
だ
䣎
心
し

て
聴
け
䣍
童
貞
野
郎
䣎
俺
の
本
尊
は
偶
像
化
し
た
も
の
と
は
違
い
䣍
心
の
中
に
う
ち
立
て
ら

れ
る
䣎
け
し
て
崩
れ
な
い
南
無
妙
法
蓮
華
経
だ
䣎
仏
陀
の
サ
ト
リ
を
仏
種
に
感
応
さ
せ
る
䣎

思
い
や
り
䣍
愛
の
根
源
だ
䣎
不
遜
で
は
な
い
䣎
私
は
日
蓮
䣎
真
実
よ
り
多
く
の
人
が
憔
悴
せ

ず
選
択
す
る
本
尊
が
大
切
だ
䣎
君
に
私
の
本
尊
を
明
ら
か
に
し
宣
言
し
な
い
と
送
信
が
不
可

能
だ
䣬
た
䣎
自
ら
半
信
半
疑
䣎
だ
が
躊
躇
は
し
て
は
お
れ
な
か
䣬
た
䣎
た
だ
墨
で
書
い
た
血

脈
の
も
の
が
正
当
と
は
言
え
な
い
䣎
拝
せ
ば
偶
像
の
香
り
も
す
る
䣎
す
べ
て
を
リ
セ
䣹
ト

し
䣍
私
䣍
日
蓮
の
意
を
汲
ん
だ
本
尊
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
各
位
の
心
の
中
に
顕
現
し
皆
を

成
仏
へ
導
い
て
い
く
䣎
様
々
な
吉
兆
を
信
じ
よ
䣎
君
は
ど
う
だ
䣎
私
は
日
蓮
を
自
覚
し
広
く

仏
の
教
え
を
流
布
す
る
た
め
心
の
本
尊
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
表
す
䣎
人
々
は
心
底
か
ら
帰

依
す
る
䣎
偽
り
な
い
䣎
日
蓮
正
宗
䣎
日
蓮
本
仏
䣍
代
々
伝
わ
る
血
脈
の
本
尊
を
信
じ
な
く
て

は
首
の
皮
一
枚
で
成
仏
で
き
な
い
と
い
う
䣎
私
は
日
蓮
と
し
て
良
心
に
基
づ
く
仏
種
に
仏
陀

の
サ
ト
リ
を
働
か
せ
た
本
尊
を
人
々
に
䣎
深
い
意
識
で
䣍
す
べ
て
を
つ
な
ぐ
の
だ
䣎
本
尊
は

込
め
ら
れ
た
日
蓮
の
想
い
が
大
切
䣎
な
ら
ば
各
位
の
心
に
掲
げ
ら
れ
る
䣎
む
し
ろ
心
に
こ
そ

本
尊
は
存
在
し
な
け
れ
ば
䣎
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
宿
る
良
心
に
寄
り
添
い
阿
頼
耶
識
と
言
わ
れ

る
深
層
意
識
で
集
合
さ
れ
る
䣎
大
き
な
意
識
生
命
体
で
あ
る
䣎
こ
れ
こ
そ
真
如
䣍
幸
せ
の
生
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命
力
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
そ
こ
に
あ
る
䣎
び
䣬
く
り
か
䣎
前
に
わ
し
よ
り
仏
教
に
は
詳
し

い
と
ほ
ざ
い
て
い
た
な
䣍
山
口
く
ん
䣎
こ
の
一
連
の
メ
䤀
ル
の
意
義
が
解
か
ら
な
け
れ
ば
本

当
の
愛
䣍
幸
せ
は
説
け
な
い
䣎
エ
ホ
バ
も
う
な
ず
い
て
い
る
よ
䣎
清
さ
と
自
覚
と
神
へ
の
願

い
は
一
致
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
䣎
願
い
は
想
い
と
共
に
か
な
え
ら
れ
る
䣎
心
を
正
し
ア

ガ
ペ
䤀
に
て
ま
い
進
せ
よ
䣎
雑
念
は
捨
て
䣎
エ
ホ
バ
の
意
を
汲
め
よ
䣎
私
は
聖
霊
の
宮
䣍
つ

ま
り
感
情
䣍
情
緒
は
自
然
に
神
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
䣎
イ
エ
ス
よ
り
気
付
き
は
与
え
ら
れ

る
䣎
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
䣍
来
る
世
䣎
想
い
と
は
䣍
縛
り
䣍
悪
し
き
欲
望
と
は
違
い
䣍
嫉
妬
䣍

悪
感
情
よ
り
解
放
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
䣎
そ
し
て
選
ば
れ
た
人
々
は
快
楽
か
ら
も
放
れ
䣍
自

然
と
心
で
愛
し
合
う
こ
と
に
な
る
䣍
基
本
的
に
永
遠
に
結
ば
れ
た
一
人
の
人
と
䣎
陰
で
誰
か

の
涙
が
あ
る
と
し
た
ら
悲
し
い
䣎
そ
し
て
深
い
思
い
や
り
か
ら
博
愛
は
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
䣎
優
し
い
人
た
ち
の
想
い
は
そ
こ
に
存
在
す
る
䣎
そ
こ
に
神
の
享
楽
へ
の
強
制
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
䣎
美
し
い
も
の
へ
の
志
向
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
䣎
今
日
䣍
天
の
啓
示
が
下
䣬

た
䣎
私
に
こ
の
縁
を
生
か
し
䣍
懸
け
て
み
て
下
さ
い
䣎
君
達
の
善
き
隣
人
䣍
兄
弟
と
し
て
䣎

け
し
て
私
に
従
え
䣍
帰
依
せ
よ
と
言
䣬
て
い
る
の
で
は
な
い
䣎
こ
れ
が
神
䣍
エ
ホ
バ
の
䣍
今

の
素
直
な
気
持
ち
で
す
䣎
胎
動
の
後
䣍
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
䣎
明
日
も
生
き
る
た
め
頑
張
䣬

て
く
だ
さ
い
䣎
体
制
は
末
期
で
す
䣎
楽
園
は
訪
れ
る
䣎
相
応
し
い
も
の
が
入
る
䣎
神
は
居
直

ら
な
い
䣎
そ
し
て
逃
げ
だ
し
た
り
も
し
な
い
䣎
君
ら
は
信
義
か
ら
外
れ
て
い
る
䣎
不
快
だ
と
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私
を
無
視
す
る
の
も
い
い
䣎
寛
容
は
䣍
エ
ホ
バ
が
一
番
望
む
も
の
で
す
䣎
許
し
は
果
て
し
な

く
䣎
私
と
君
た
ち
の
不
具
合
䣎
私
が
和
平
の
た
め
と
譲
歩
し
䣍
心
な
ら
ず
も
変
節
し
た
よ
う

に
䣍
か
り
そ
め
の
ピ
エ
ロ
を
演
じ
䣍
謝
罪
す
れ
ば
䣍
こ
と
は
済
む
だ
ろ
う
か
䣎
関
係
性
が
成

熟
し
て
い
な
い
と
嘲
り
䣍
侮
辱
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
あ
る
䣎
イ
エ
ス
に
も
神
に
も
䣍
枕
す

る
䣍
所
は
な
い
䣎
君
た
ち
は
私
を
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎
神
に
首
を
吊
ら
せ
て
は

い
け
な
い
䣎
奇
跡
に
つ
く
も
の
は
偽
信
者
䣎
私
と
話
し
た
君
た
ち
は
主
を
知
䣬
て
い
る
は

ず
䣎
信
じ
る
者
は
報
わ
れ
る
䣎
善
意
と
良
心
䣍
そ
れ
だ
け
で
生
き
て
い
け
な
い
の
が
こ
の
世

間
䣎
生
活
の
た
め
に
悪
を
犯
す
䣎
私
の
み
が
善
䣎
憐
れ
み
は
あ
る
䣎
君
た
ち
に
対
し
本
気
で

怒
り
侮
辱
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
䣎
す
べ
て
善
き
こ
と
へ
の
方
便
䣎
傷
つ
き
恨
み
に
な
䣬

た
の
な
ら
エ
ホ
バ
を
許
し
て
下
さ
い
䣎
こ
の
先
は
不
透
明
で
す
䣎
負
け
ず
嫌
い
は
若
さ
の
特

質
䣎
だ
が
䣍
私
の
話
を
よ
く
聞
い
て
下
さ
い
䣎
愚
痴
で
も
未
練
で
も
あ
り
ま
せ
ん
䣎 

私
に
悪
印
象
を
抱
く
君
ら
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
下
さ
い
䣎
忌
憚
な
く
エ
ホ
バ

の
懸
念
を
話
し
て
い
る
䣎
終
わ
り
の
日
䣍
真
実
の
信
仰
あ
る
人
は
歓
喜
に
酔
う
だ
ろ
う
䣎
山

口
く
ん
䣍
一
連
の
こ
と
䣍
矢
面
に
立
ち
䣍
大
変
だ
䣬
た
ろ
う
䣎
優
秀
な
君
は
親
の
厳
し
い
躾

を
超
え
䣍
イ
エ
ス
か
ら
の
愛
を
学
ん
で
ほ
し
い
䣎
け
し
て
二―

チ
䣷
の
い
う
ル
サ
ン
チ
マ
ン

䥹
恨
み
䥺
で
は
な
く
䣎
夢
の
た
め
で
あ
る
䣎
眠
䣬
た
か
な
䣎
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
䣎 
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こ
と
教
え
に
関
し
て
話
す
と
䣍
時
を
忘
れ
る
䣎
ど
う
か
な
䣍
一
言
で
い
い
か
ら
返
信
く
れ

ま
す
か
䣎
神
の
人
の
好
さ
を
解
さ
れ
て
䣍
懇
願
し
ま
す
䣎䣓
イ
エ
ス
様
は
心
の
友
達
だ
か
ら
ど

ん
な
時
で
も
そ
䣬
と
祈
ろ
う
䣎
ど
ん
な
に
大
き
な
苦
し
み
だ
䣬
て
お
祈
り
す
れ
ば
安
ら
か
に

な
る
䣔䣎
あ
る
ラ
ジ
オ
番
組
か
ら
だ
䣎
間
違
い
は
な
い
䣎
一
言
䣍
イ
エ
ス
は
神
だ
か
ら
な
䣎
全

世
界
で
君
の
親
友
は
ま
ず
彼
で
あ
る
䣎
世
の
破
瓜
に
は
如
何
な
る
時
で
も
責
任
が
つ
く
䣎
女

性
は
結
婚
ま
で
処
女
は
保
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
原
則
で
あ
る
䣎
そ
し
て
人
は
清
き

人
格
を
手
に
す
る
䣎
未
婚
の
女
性
達
を
愛
す
る
が
故
䣎
今
日
䣍
顔
を
お
出
し
で
き
ま
す
か
䣎 

来
て
や
䣬
て
い
る
䣍
そ
ん
な
考
え
な
ら
害
そ
の
身
に
至
る
䣎
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
伝
え
る

と
き
は
い
つ
も
喜
び
で
な
け
れ
ば
䣎
そ
う
で
な
い
か
ら
犠
牲
と
と
る
の
だ
䣎
あ
り
が
と
う
䣎

来
週
で
す
ね
䣎
ま
た
連
絡
く
だ
さ
い
䣎
純
粋
は
傷
つ
か
ぬ
よ
う
䣍
大
き
な
寛
容
が
必
要
と
な

り
ま
す
䣎
い
つ
の
日
か
打
ち
融
け
合
う
時
宜
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
䣎
永
遠
の

命
䣎
君
の
夢
䣍
䣓
歴
史
を
学
び
制
覇
す
る
䣔䣎
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
よ
䣎
君
は
エ
ホ
バ
の
証
人

の
中
で
は
ず
ば
抜
け
て
明
る
い
䣎
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
る
䣎
し
か
し
䣍
私
と
の
か
か
わ
り
の

中
䣍
揺
ら
ぎ
が
な
い
と
し
た
ら
見
込
み
は
な
い
䣎
新
し
い
視
点
䣍
論
点
䣍
認
め
た
と
こ
ろ
に

エ
ホ
バ
は
い
る
䣎 

私
は
虫
を
殺
し
た
䣎
良
寛
さ
ん
は
シ
ラ
ミ
を
日
向
ぼ
䣬
こ
さ
せ
䣍
ま
た
懐
へ
戻
し
た
と
い

う
䣎
仏
陀
は
な
に
を
し
て
も
殺
生
の
因
縁
は
な
か
䣬
た
䣎
明
る
く
素
直
に
温
か
く
䣎
何
か
を
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愛
す
る
䣎
主
観
的
で
い
い
䣎
色
即
是
空
䣍
そ
し
て
空
即
是
色
䣎
た
だ
愛
を
忘
れ
ず
䣎
イ
エ
ス

に
は
眠
る
と
こ
ろ
が
な
い
䣎
つ
ま
り
こ
の
世
界
で
は
義
は
無
く
善
意
と
良
心
だ
け
で
は
生
き

て
い
け
な
い
こ
と
䣎
そ
れ
を
自
覚
す
る
䣎
祈
り
䣍
信
仰
が
あ
り
ア
ガ
ペ
䤀
に
生
き
る
䣎 

こ
の
世
䣍
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
は
よ
く
な
い
䣎
魔
が
入
る
䣎
真
宗
䣍
情
欲
䣍
悪
の
臭
い
の
肯

定
で
あ
る
䣎
や
は
り
本
物
の
恋
で
一
人
と
愛
し
合
う
䣎
そ
れ
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
神
の

国
䣍
た
だ
二
人
は
暖
か
い
空
間
で
愛
し
合
う
䣎
後
そ
れ
は
昇
華
し
ア
ガ
ペ
䤀
へ
䣎
幸
せ
は
正

規
の
道
を
も
䣬
て
見
え
る
䣎
本
能
と
は
違
い
䣍
情
緒
䣍
理
性
に
よ
る
愛
は
存
在
す
る
䣎
心
の

契
約
䣍
裏
切
り
䣍
当
然
䣍
憤
る
䣎
肉
欲
に
見
境
な
き
男
女
は
地
獄
で
つ
け
を
払
わ
せ
ら
れ
る

の
だ
䣎
歓
び
で
男
子
の
筆
お
ろ
し
を
為
す
䣍
中
年
の
女
性
工
員
が
い
た
䣎
優
し
い
䣎
で
も
パ

䤀
ト
ナ
䤀
を
泣
か
す
の
は
い
け
な
い
ね
䣎
い
や
も
う
そ
こ
ら
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い
の
か
も
䣎

奉
仕
か
䣎
来
る
世
䣍
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
を
望
む
も
の
は
極
め
て
博
愛
的
で
あ
る
䣎 

エ
ホ
バ

の
意
を
汲
ん
だ
か
い
䣎䣓
遅
く
ま
で
ご
く
ろ
う
さ
ん
䣔䣓
馬
鹿
野
郎
䣍
人
先
早
く
来
い
䣎
䣔 

私
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
䣎
怒
り
も
焦
り
も
な
い
䣎
た
だ
君
は
信
義
に
外
れ
て
い
る
䣎
悲
し

い
䣎
神
の
た
め
に
死
ぬ
䣍
ま
ず
神
の
た
め
に
生
き
て
ほ
し
い
䣎
つ
ま
り
愛
の
た
め
に
䣎
い
つ

い
か
な
る
時
で
も
そ
れ
を
忘
れ
ず
䣍
思
い
や
り
を
傾
け
生
き
よ
䣎
私
䣍
エ
ホ
バ
を
信
じ
る
な

ら
䣎
願
䣬
て
䣎
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
䣎
第
６
章
䣎
私
の
血
を
飲
み
䣍
肉
を
食
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
䣎
そ
ん
な
ひ
ど
い
話
䣍
受
け
入
れ
な
い
䣎
私
と
あ
な
た
方
の
現
状
で
す
䣎
美
辞
麗
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句
は
不
必
要
䣎
パ
ウ
ロ
は
言
う
䣎
闘
争
心
か
ら
キ
リ
ス
ト
を
の
べ
る
も
の
が
い
る
䣎
私
か
も

し
れ
な
い
䣎
一
方
䣍
善
意
か
ら
の
べ
る
も
の
も
䣎
あ
な
た
方
か
も
し
れ
な
い
䣎
い
ず
れ
に
せ

よ
正
し
い
の
は
私
の
方
で
あ
る
䣎
快
楽
を
求
め
る
と
き
正
し
い
は
つ
ま
ら
な
い
と
い
う
䣎 

信
仰
は
そ
れ
を
楽
し
く
䣎
幸
せ
に
す
る
秘
訣
で
あ
る
䣎
と
こ
ろ
が
大
概
に
し
て
若
者
に
は

解
か
ら
な
い
䣎
そ
ん
な
中
䣍
君
た
ち
は
環
境
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
䣎
礼
儀
は
大
切

だ
䣎
だ
け
ど
生
活
の
気
づ
か
い
に
振
り
回
さ
れ
る
の
は
よ
く
な
い
䣎
イ
エ
ス
の
血
や
肉
を
食

う
と
い
う
䣍
酷
い
言
葉
䣎
つ
ま
り
䣓
馬
鹿
野
郎
䣍
殺
す
䣔䣍
と
い
う
言
葉
も
時
と
場
合
に
よ
れ

ば
䣍
血
䣍
肉
に
入
る
の
だ
䣎
汚
い
に
䣍
真
実
が
あ
る
こ
と
も
䣎 

 

も
う
見
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
サ
イ
ト
䣓
聖
書
に
導
か
れ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣔 

梶

原
義
人
で
検
索
䣎
少
し
で
も
た
く
さ
ん
の
も
の
に
触
れ
て
下
さ
い
ね
䣎
幸
せ
は
真
実
そ
こ
に

あ
る
䣎䥹
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
䥺
１
３
䣍
４
䣍
䣓
愛
は
寛
容
で
あ
り
䣍
愛
は
情
け
深

い
䣎
ま
た
妬
む
こ
と
も
し
な
い
䣎
愛
は
高
ぶ
ら
な
い
䣎
誇
ら
な
い
䣔
䣎
耳
が
痛
く
な
い
で
す
か

な
䣎
男
女
間
䣍
嫉
妬
は
す
る
な
䣎
自
ら
に
あ
る
淫
猥
な
妄
想
が
去
れ
ば
消
滅
す
る
䣎
そ
し
て

神
の
御
使
い
と
い
う
名
誉
が
与
え
ら
れ
る
䣎
妬
み
は
イ
エ
ス
が
死
に
至
䣬
た
䣍
重
大
原
因
で

あ
る
䣎
世
で
は
不
自
由
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
る
者
が
沢
山
い
る
䣎
そ
う
い
う
人
は
全
て

に
不
自
由
を
感
じ
る
も
の
だ
䣎
た
だ
サ
タ
ン
に
縛
ら
れ
て
い
る
事
を
自
覚
す
る
も
の
は
幸
福

な
の
で
あ
る
䣎 
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サ
タ
ン
の
存
在
を
意
識
し
な
い
と
不
幸
の
報
復
は
人
間
に
さ
れ
䣍
果
て
は
殺
し
合
い
に
な

る
䣎
サ
タ
ン
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
䣎
イ
エ
ス
を
信
じ
䣍
人
を
許
そ
う
䣎
業
の
自
覚
を
促
し

て
䣎
イ
エ
ス
が
䣓
鳥
に
は
巣
が
あ
り
狐
に
は
穴
が
あ
る
䣍
だ
が
私
に
は
枕
す
る
所
は
無
い
䣔

と
言
う
䣎
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
死
䣎
復
活
に
よ
り
愛
を
抱
く
も
の
に
は
生
活
の
心
配
は
な
く

な
䣬
た
䣎
価
値
の
逆
転
が
な
さ
れ
た
の
だ
䣎
私
は
神
の
愛
に
生
き
た
い
䣎
愛
す
べ
き
も
の
を

愛
す
だ
け
で
す
䣎
そ
れ
は
健
気
に
日
々
生
活
す
る
す
べ
て
の
老
若
男
女
で
す
䣎
神
は
私
の
様

な
も
の
な
の
で
す
䣎
聖
女
に
䣓
熱
い
の
䣍
い
か
が
䣔
神
の
言
葉
で
す
䣎
嫉
妬
が
な
い
䣎
独
占

欲
も
な
く
な
り
䣍
た
だ
䣍
ひ
と
つ
し
た
い
䣎
こ
の
感
覚
忘
れ
て
い
た
䣎
回
帰
だ
が
そ
れ
が
い

い
䣎
で
も
思
い
や
り
と
愛
が
互
い
に
溢
れ
て
い
な
け
れ
ば
䣎
明
る
く
素
直
に
温
か
く
䣎
神
の

言
葉
䣎
な
ぜ
君
た
ち
は
表
層
し
か
見
な
い
䣎
物
事
を
深
く
考
察
で
き
な
い
䣎
暗
喩
に
対
し
想

像
力
を
働
か
せ
る
䣎
基
底
に
は
真
実
の
愛
が
存
在
し
な
け
れ
ば
䣎
解
か
る
か
な
䣎
宗
教
団
体

は
ダ
メ
人
間
の
集
ま
り
で
あ
る
䣎
自
己
決
定
が
出
来
な
い
䣎
私
は
神
の
子
の
自
覚
あ
る
人
だ

け
導
く
䣎
無
理
䣍
無
駄
な
勧
誘
は
し
な
い
䣎
強
引
な
詐
欺
集
団
は
神
の
手
に
よ
り
地
獄
へ
䣎 

イ
エ
ス
は
追
䣬
手
の
耳
を
剣
で
削
い
だ
ペ
テ
ロ
を
止
め
る
䣎
暴
力
は
と
き
と
場
合
だ
䣎
何

が
正
当
か
は
現
在
も
問
わ
れ
て
い
る
䣎
イ
エ
ス
は
暴
言
を
吐
き
䣍
暴
力
も
容
認
し
た
䣎
あ
え

て
偽
善
者
に
立
ち
向
か
う
た
め
䣎
突
き
詰
め
た
ら
倫
理
か
ら
抜
け
よ
䣎
戒
律
な
ど
い
ら
ぬ
䣎
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神
を
信
じ
愛
し
䣍
隣
人
を
愛
す
る
䣎
自
然
に
友
情
が
満
ち
る
と
き
神
の
国
の
住
人
と
な
り
永

遠
の
命
を
得
る
䣎
何
も
要
ら
な
い
䣎
私
に
は
信
義
に
外
れ
る
君
た
ち
を
救
う
義
理
は
な
い
䣎 

縁
を
絶
て
と
聖
書
が
促
す
䣎
私
に
は
懐
柔
䣍
緊
張
さ
せ
る
作
為
的
な
も
の
は
無
い
䣎
地
獄

へ
の
最
後
通
告
か
䣎
こ
れ
以
上
䣍
罪
無
き
よ
う
䣎
し
か
し
君
た
ち
の
中
か
ら
報
わ
れ
る
も
の

が
出
る
こ
と
を
聖
書
は
否
定
し
て
い
な
い
䣎
人
生
の
辛
さ
䣍
本
質
が
判
䣬
た
人
は
䣍
謙
虚
に

エ
ホ
バ
の
到
来
を
待
䣬
て
い
る
䣎
純
真
䣎
審
判
に
臨
む
䣍
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
䣎
私
の
血

を
䣍
飲
み
肉
を
食
う
䣎
そ
の
意
味
が
解
か
ら
な
け
れ
ば
固
定
観
念
䣍
既
定
路
線
か
ら
は
離
れ

ら
れ
な
い
䣎
イ
エ
ス
の
言
語
䣍
理
解
で
き
ぬ
も
の
は
真
理
か
ら
放
れ
て
お
り
神
の
国
に
は
入

れ
な
い
䣎
キ
リ
ス
ト
の
血
肉
と
は
䣎
ま
ず
十
字
架
の
死
が
浮
か
ぶ
䣎
ま
た
感
じ
る
タ
ブ
䤀
へ

の
挑
戦
䣎
偽
善
者
の
虚
飾
に
対
し
䣍
あ
る
意
味
䣍
批
判
と
い
う
ヘ
イ
ト
䣎
神
は
是
と
し
て
考

察
せ
よ
と
い
う
䣎
私
の
言
動
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ら
神
の
子
で
は
な
く
䣍
冷
淡
な
情
け
の
な

い
人
間
だ
䣎
聖
書
を
読
み
䣍
ま
た
説
く
と
き
は
見
解
を
押
し
付
け
ず
䣍
視
野
を
広
げ
䣍
良
心

で
深
く
掘
り
下
げ
て
か
ら
䣎
な
ぜ
か
遺
言
に
し
た
い
よ
う
な
気
が
し
た
䣎 

本
物
の
宗
教
団
体
な
ら
人
々
の
幸
せ
に
な
る
た
め
の
通
過
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
感

謝
さ
れ
ず
と
も
た
だ
の
現
象
と
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
信
者
は
大
き
な
財
産
を
授
か

る
䣎
法
華
経
と
聖
書
は
類
似
と
言
う
よ
り
同
じ
世
界
に
あ
る
䣎
イ
エ
ス
も
久
遠
の
釈
迦
如
来

も
な
し
た
こ
と
は
書
き
き
れ
な
い
と
䣎
三
世
間
䣎
神
の
摂
理
䣍
仏
陀
の
法
の
譬
え
で
あ
る
䣎 
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こ
れ
に
対
す
る
反
発
は
䣍
頑
な
な
意
思
か
ら
䣎
寛
容
な
融
和
に
向
か
え
䣎
た
ぶ
ん
あ
な
た

方
は
宅
に
訪
れ
な
い
と
予
測
し
ま
す
䣎
が
䣍
聖
書
は
声
か
け
す
る
こ
と
を
許
可
し
ま
し
た
䣎

真
理
を
求
め
る
気
が
あ
る
な
ら
待
䣬
て
い
ま
す
䣎
血
と
肉
に
よ
り
私
の
声
を
聞
け
䣎
良
い
学

校
を
出
䣍
収
入
䣍
安
全
は
団
体
に
保
障
さ
れ
䣍
替
わ
り
に
押
し
付
け
ら
れ
た
嫁
を
貰
う
䣎
嫉

妬
と
羨
望
が
互
い
を
取
り
囲
む
䣎
欲
望
は
䣍
ゴ
ル
フ
䣍
家
䣍
車
な
ど
に
向
か
い
䣍
他
人
と
同

調
す
る
こ
と
を
旨
䣍
と
す
る
䣎
恥
ず
か
し
い
病
は
避
け
䣍
楽
な
死
に
方
を
目
指
す
䣎
年
金
䣍

退
職
金
を
も
ら
䣬
て
も
老
後
資
金
の
為
と
定
期
預
金
の
番
人
と
な
る
䣎
組
織
人
の
意
識
で
あ

る
䣎
死
ぬ
ま
で
働
こ
う
と
す
る
䣎
ワ
䤀
ク
ホ
リ
䣹
ク
䣎
な
ぜ
組
織
か
ら
の
解
放
を
喜
ば
な

い
䣎
見
栄
で
偏
見
を
回
避
す
る
た
め
か
䣎
情
け
な
い
ぜ
䣎
高
い
志
を
持
て
よ
䣎
以
上
の
人
は

神
の
晩
餐
に
招
か
れ
て
も
来
る
は
ず
が
な
い
䣎
ま
た
横
柄
䣍
傲
慢
な
人
間
は
そ
れ
だ
け
で
も

罪
の
代
償
を
払
わ
さ
れ
る
䣎
周
り
を
思
い
や
䣬
て
い
な
い
か
ら
だ
䣎 

後
方
か
ら
人
々
を
支
え
る
䣎
金
へ
の
執
着
か
ら
抜
け
䣍
後
輩
の
た
め
に
財
布
の
ひ
も
を
緩

め
る
䣎
幸
せ
䣎
損
に
見
え
る
が
喜
び
へ
䣎
独
り
で
生
き
な
が
ら
え
て
䣍
野
垂
れ
死
に
す
る
の

を
䣍
ひ
た
す
ら
念
じ
る
䣎
こ
れ
こ
そ
が
真
に
人
の
行
く
道
䣎
仏
の
道
で
あ
る
䣎
祈
れ
䣍
弱
き

も
の
た
ち
よ
䣎
光
に
包
ま
れ
安
息
の
地
へ
と
歩
む
の
だ
䣎
モ
ラ
ハ
ラ
と
言
わ
れ
た
く
な
い
䣍

妻
の
行
動
を
舌
打
ち
し
な
が
ら
陰
か
ら
見
て
い
る
亭
主
䣎
博
愛
へ
の
旅
立
ち
に
は
䣍
大
き
な

温
度
差
が
䣎
真
実
の
博
愛
の
流
布
こ
そ
が
䣍
神
の
国
の
実
現
に
つ
な
が
る
䣎
潔
癖
な
清
ら
か
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な
愛
と
は
䣍
独
占
欲
䣍
悪
魔
の
受
け
持
ち
だ
と
聖
書
は
教
え
る
䣎
邪
悪
の
裏
返
し
だ
か
ら
で

あ
る
䣎
明
る
い
愛
の
た
め
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
に
絡
む
䣍
罪
悪
感
は
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
䣎
素
直

に
温
か
く
猜
疑
心
䣍
嫉
妬
䣍
疑
惑
な
ど
の
悪
感
情
を
捨
て
皆
が
聖
霊
の
宮
と
し
て
自
然
に
友

情
で
結
び
付
く
䣎 

人
は
死
な
な
い
か
ら
䣍
も
う
生
ま
れ
な
い
䣎
縛
䣬
た
病
気
も
姿
を
消
す
䣎
も
し
本
当
の
清

ら
か
な
愛
が
あ
る
と
す
れ
ば
䣍
思
い
や
り
を
追
求
し
た
果
て
に
䣍
聖
霊
の
宮
と
な
り
䣍
す
べ

て
の
も
の
の
幸
せ
䣍
安
泰
を
願
う
存
在
と
な
る
こ
と
䣎 
明
る
く
歩
も
う
䣎
聖
な
る
と
言
䣬

た
瞬
間
䣍
邪
悪
が
誕
生
す
る
か
ら
䣎
作
為
か
ら
の
善
意
の
罪
を
悪
と
規
定
し
て
は
い
け
な

い
䣎
正
義
が
寛
容
か
ら
外
れ
る
䣎
真
実
の
愛
は
確
実
に
あ
る
䣎
イ
エ
ス
を
信
仰
し
聖
霊
の
宮

を
目
指
せ
䣎
サ
タ
ン
は
悪
意
に
あ
る
䣎
聖
書
は
霊
感
と
し
て
存
在
す
る
か
ら
価
値
が
あ
る
䣎

聖
邪
の
判
断
は
誰
も
な
し
て
は
い
け
な
い
䣎
神
が
自
証
す
る
䣎
聖
と
邪
は
表
裏
䣎
つ
ま
り
良

い
悪
い
と
白
黒
を
聖
書
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
䣎
愛
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
け
が
判
断
基
準

と
な
る
䣎
そ
れ
は
神
に
し
か
で
き
な
い
䣎
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
䣍
神
が
神
の
子
と
認
め

た
も
の
が
良
心
に
よ
䣬
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
䣎 

だ
が
い
つ
も
話
す
よ
う
に
聖
書
は
読
物
で
は
な
く
神
が
実
務
的
に
活
用
す
る
聖
な
る
携
帯

品
と
も
言
え
る
䣎
物
事
の
吉
凶
を
占
う
た
め
の
指
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
䣎
善
は
神
と
聖
書

と
の
対
話
に
あ
る
䣎
神
の
前
で
は
誰
も
が
罪
人
で
あ
る
䣎
お
も
ね
る
人
々
に
と
䣬
て
䣍
神
は
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上
か
ら
目
線
の
神
々
し
い
䣍
裁
く
姿
だ
ろ
う
䣎
し
か
し
本
当
の
神
は
身
を
切
ら
れ
る
よ
う
に

弱
者
の
た
め
䣍
悩
み
痛
み
に
苛
ま
れ
て
い
る
䣎
頭
を
抱
え
䣍
か
き
む
し
り
䣍
と
き
に
は
号
泣

し
て
い
る
䣎
例
え
ば
悪
魔
の
い
け
に
え
䣍
幼
児
䣍
児
童
虐
待
䣎
犠
牲
者
の
女
の
子
の
心
情
を

思
い
や
䣬
て
䣎
神
は
優
し
く
肩
を
抱
き
し
め
た
か
䣬
た
に
違
い
な
い
䣎
イ
エ
ス
は
神
と
し
て

臨
み
䣍
マ
リ
ア
は
母
親
の
立
場
か
ら
見
る
䣎
仲
は
悪
か
䣬
た
ろ
う
䣎
親
を
謗
る
な
䣎
父
母
を

捨
て
ろ
䣎
要
は
物
事
を
一
元
的
に
見
る
な
と
言
う
こ
と
䣎
血
と
肉
の
譬
え
が
こ
こ
に
も
生
き

て
く
る
䣎
何
を
着
る
か
䣍
食
べ
よ
う
か
を
考
え
た
と
き
魂
の
死
は
始
ま
る
䣎 

老
後
の
金
を
た
め
る
䣎
キ
リ
が
な
い
䣎
神
の
摂
理
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
と
き
幸
せ
に
な
䣬
て

い
る
䣎
神
の
国
の
到
来
䣎
䣓
年
齢
を
と
り
䣍
残
り
の
日
々
楽
に
生
き
て
行
き
た
い
䣔䣎
た
だ
死

を
待
つ
だ
け
か
䣎
私
は
年
齢
を
と
る
の
に
精
神
的
苦
痛
は
感
じ
な
い
䣎
明
日
へ
向
か
䣬
て
想

い
を
も
䣬
て
歩
ん
で
ゆ
く
䣎
夢
の
実
現
と
利
他
の
た
め
䣎
我
䣍
日
蓮
は
八
幡
大
菩
薩
䣍
天
照

大
神
䣎
諸
天
と
共
に
善
神
に
守
ら
れ
て
い
る
䣎
義
人
は
ま
た
観
世
音
菩
薩
䣍
地
蔵
菩
薩
に
も

守
ら
れ
て
い
る
䣎
有
難
い
䣎
本
当
に
感
謝
䣎
報
わ
れ
な
い
の
は
䣍
す
べ
て
は
エ
ホ
バ
に
た
て

つ
き
䣍
イ
エ
ス
の
愛
を
信
じ
な
い
者
た
ち
の
自
己
責
任
で
あ
る
䣎
来
る
世
が
や
䣬
て
く
る
䣎

も
う
す
ぐ
だ
䣎
神
を
恨
む
の
は
筋
違
い
だ
䣎 

ご
来
訪
さ
れ
ま
す
か
䣎
お
答
え
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
䣎
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
䣯
う
䣎
憐
れ
な
䣎
私
は
侮
辱
䣍
嘲
り
䣍
行
き
止
ま
り
䣍
窮
乏
を
喜
ん
で
引
き
受
け
よ
う
䣎 
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弱
さ
を
誇
ろ
う
䣎
な
ぜ
私
の
話
を
聞
か
な
い
䣎
イ
エ
ス
の
教
え
は
学
問
で
は
な
い
䣎
無
知

に
神
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
の
は
も
う
や
め
よ
䣎
自
己
顕
示
䣍
自
己
承
認
䣍
人
が
生
ま
れ
来

る
限
り
は
そ
れ
を
求
め
る
の
は
恥
で
は
な
い
䣎
む
し
ろ
社
会
貢
献
に
な
れ
ば
喝
采
さ
れ
る
䣎 

神
は
優
し
く
落
ち
ゆ
く
も
の
を
䣓
信
仰
せ
よ
䣔
と
抱
き
と
め
る
䣎
私
が
製
本
し
広
く
頒
布

し
た
い
と
思
う
の
は
䣍
働
く
こ
と
に
よ
り
自
己
実
現
を
図
り
社
会
貢
献
に
向
か
う
の
と
一

緒
䣎
醜
い
煩
悩
と
は
違
う
䣎
す
べ
て
は
利
他
の
た
め
䣎
サ
タ
ン
は
䣍
悪
し
き
人
間
に
地
獄
を

見
せ
る
䣎
神
に
謙
虚
で
従
順
な
人
々
に
は
関
係
な
い
䣎
あ
え
て
対
決
姿
勢
を
と
䣬
た
私
は
間

違
䣬
て
い
た
䣎
信
仰
に
よ
り
サ
タ
ン
に
つ
け
入
ら
せ
る
隙
を
つ
く
ら
ず
䣍
心
を
陥
落
さ
れ
る

な
䣎
そ
れ
は
戒
律
の
順
守
よ
り
䣍
愛
に
重
点
を
置
く
こ
と
で
あ
る
䣎 

イ
エ
ス
は
愛
と
い
う
信
仰
で
形
骸
化
し
た
戒
か
ら
人
々
を
解
放
し
よ
う
と
し
た
䣎
お
お
ら

か
䣎
そ
し
て
イ
ス
ラ
ム
は
再
び
神
の
奴
隷
で
あ
る
こ
と
を
是
と
し
䣍
善
と
し
た
䣎 

私
は
悪
意
か
ら
あ
な
た
方
を
謗
䣬
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
䣎
独
り
よ
が
り
な
礼
拝
䣍
わ
ざ

と
ら
し
い
謙
遜
よ
り
離
れ
䣍
不
品
行
䣍
情
欲
䣍
貪
欲
は
も
は
や
捨
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
䣎

聖
母
マ
リ
ア
は
仕
事
の
た
め
䣓
汚
い
前
か
け
䣔
を
し
䣍
日
々
生
活
と
闘
い
䣍
家
族
の
暮
ら
し

を
支
え
た
無
学
で
立
派
な
女
䣎
イ
エ
ス
は
神
と
し
て
母
親
を
捨
て
ろ
と
い
う
大
悪
党
䣎
十
字

架
で
叫
ぶ
䣓
あ
な
た
の
息
子
は
あ
の
男
䣔䣎
イ
エ
ス
の
愛
䣍
複
雑
な
心
持
ち
が
痛
い
䣎 
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私
の
想
い
と
イ
エ
ス
の
教
え
䣍
齟
齬
が
あ
る
よ
う
に
思
う
だ
ろ
う
䣎
し
か
し
す
べ
て
は
預

言
者
に
従
う
と
き
真
実
と
な
る
䣎
一
元
的
に
捉
え
ず
䣍
愛
を
信
じ
時
宜
を
計
る
䣎
君
達
は
嫌

悪
の
前
に
考
察
を
䣎
あ
の
人
は
良
い
人
だ
䣎
い
や
群
衆
を
惑
わ
し
て
い
る
䣎
私
は
神
の
言
葉

を
語
䣬
て
い
る
䣎
私
䣍
す
な
わ
ち
神
か
ら
出
た
も
の
な
ら
真
実
か
ど
う
か
一
目
瞭
然
だ
ろ

う
䣎
君
は
ど
う
だ
ろ
う
か
䣎
ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙
第
二
章
五
節
か
ら
七
節
䣎
神
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
イ
エ
ス
の
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
が
記
さ
れ
て
い
る
䣎
八
節
イ
エ
ス
は
死
ぬ
ま
で
人
と

し
て
従
順
で
あ
䣬
た
䣎
私
も
同
様
で
あ
る
䣎
䣓
十
月
頃
䣍
本
を
刊
行
䣍
店
頭
に
な
ら
べ
る
䣎
自

ら
の
自
由
と
平
和
が
失
わ
れ
る
の
を
危
惧
し
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
が
䣍
聖
霊
が
後
押
し
を
し

ま
す
䣎
腹
を
決
め
布
教
に
対
し
遠
慮
せ
ず
積
極
に
と
䣎
信
心
に
対
し
呼
び
水
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
䣔
䣎
し
か
し
や
は
り
虚
栄
で
あ
る
䣎
最
後
䣍
聖
書
は
刊
行
の
取
り
や
め
を
善
と
し
た
䣎 

私
は
従
う
䣎
来
る
世
䣍
真
の
エ
ホ
バ
の
証
人
が
選
別
さ
れ
る
䣎
君
た
ち
の
中
の
パ
リ
サ
イ

人
䣍
偽
善
者
が
抜
き
去
ら
れ
䣍
純
然
と
し
た
信
者
が
報
わ
れ
る
䣎
私
も
そ
の
中
の
ひ
と
り
だ

と
聖
書
が
示
し
て
く
る
䣎
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
３
章
３
６
節
䣓
御
子
を
信
じ
る
者
は
永
遠
の
命
を

も
つ
䣎
御
子
に
従
わ
な
い
者
は
命
に
預
か
る
こ
と
が
な
い
ば
か
り
か
䣍
神
の
怒
り
が
そ
の
上

に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
䣔
䣎
い
つ
ま
で
も
去
ら
な
い
マ
リ
ア
に
十
字
架
の
イ
エ
ス
は
自
分
を
神

と
し
て
認
め
な
い
姿
を
見
䣍
群
衆
の
代
表
の
様
で
䣍
怒
り
と
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
た
䣎
最
後
䣍

愛
は
エ
ゴ
と
違
う
と
叫
ん
だ
䣎
イ
エ
ス
は
䣓
神
の
愛
の
前
で
は
く
だ
ら
ぬ
こ
と
䣔
マ
リ
ア
の
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母
親
と
し
て
の
情
愛
を
切
り
捨
て
た
の
だ
ろ
う
か
䣎
誰
よ
り
も
優
し
い
彼
は
最
後
ま
で
マ
リ

ア
の
愛
は
心
に
留
め
て
い
た
だ
ろ
う
䣎
䣓
妬
み
や
闘
争
心
か
ら
で
あ
䣬
て
も
䣍
キ
リ
ス
ト
を
見

栄
䣍
党
派
心
に
関
わ
ら
ず
伝
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
す
䣔䣎
パ
ウ
ロ
は
大
喜
び
を
し
て
い

る
䣎
キ
リ
ス
ト
の
愛
が
は
䣬
き
り
見
え
る
䣎
た
だ
教
え
が
広
が
る
こ
と
が
大
事
䣎 

聖
書
と
法
華
経
の
世
界
観
䣎
仏
陀
も
イ
エ
ス
も
䣍
な
し
た
こ
と
は
書
き
き
れ
な
い
䣎
意
味

は
久
遠
の
本
仏
䣍
神
の
摂
理
䣍
同
じ
だ
䣎
悪
感
情
で
キ
リ
ス
ト
を
の
べ
て
も
䣍
失
格
に
よ
り

か
え
䣬
て
愛
の
証
明
を
為
す
䣎
聖
書
は
王
家
の
筋
に
イ
エ
ス
が
生
ま
れ
た
経
緯
を
マ
タ
イ
の

福
音
書
で
表
し
て
い
る
䣎
つ
ま
り
因
縁
を
大
い
に
認
め
て
い
る
䣎
法
華
経
と
同
等
で
あ
る
䣎 

そ
れ
を
思
え
な
い
の
は
頭
が
固
い
だ
け
䣎
マ
リ
ア
は
や
は
り
悪
で
あ
䣬
た
䣎
七
つ
の
悪
霊

を
引
き
連
れ
る
䣎
宿
し
た
胎
䣎
乳
房
䣎
䣓
い
や
神
の
言
葉
を
守
る
も
の
が
祝
福
さ
れ
る
䣔䣎
イ

エ
ス
が
十
字
架
に
つ
い
て
も
そ
の
真
意
は
マ
リ
ア
に
は
解
か
ら
な
か
䣬
た
䣎
悪
と
は
神
を
裏

切
䣬
た
こ
と
に
尽
き
る
䣎
君
は
私
に
逆
ら
う
が
上
役
に
は
ど
う
だ
い
䣎
君
た
ち
は
完
全
に
的

外
れ
䣎
害
そ
の
身
に
至
る
䣎
神
に
従
順
そ
れ
が
善
で
あ
り
愛
の
証
人
で
あ
る
䣎
山
口
く
ん
䣍

や
は
り
人
は
愛
が
な
い
と
幸
せ
に
は
な
れ
な
い
䣎
富
は
無
用
だ
䣎
た
だ
神
を
愛
し
隣
人
を
愛

す
る
䣎
そ
し
て
艱
難
に
た
え
よ
䣎
美
し
い
䣍
思
い
や
る
心
を
忘
れ
る
な
䣎
真
実
䣎
イ
エ
ス
は

限
り
な
く
許
せ
と
い
う
䣎
だ
が
イ
エ
ス
は
寛
容
だ
ろ
う
か
䣎
彼
は
責
め
る
䣍
パ
リ
サ
イ
派
䣍

サ
ド
カ
イ
派
䣍
宮
で
の
商
売
人
䣍
荒
れ
る
波
ま
で
䣍
あ
ら
ゆ
る
偽
善
䣍
逆
ら
う
も
の
た
ち
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を
䣎
山
口
く
ん
あ
り
が
と
う
䣎
一
冊
本
が
出
来
そ
う
だ
䣎
タ
イ
ト
ル
は
䣓
エ
ホ
バ
と
し
て
䣔

出
来
あ
が
䣬
た
ら
会
館
の
郵
便
受
け
に
入
れ
と
く
よ
䣎
俺
に
は
私
怨
の
な
い
こ
と
を
伝
え
て

お
く
䣎
た
だ
聖
書
は
私
の
話
を
理
解
す
る
の
は
エ
ホ
バ
の
証
人
し
か
い
な
い
と
い
う
䣎 

何
か
打
開
策
は
な
い
も
の
か
䣎
私
は
こ
の
ま
ま
で
も
と
思
う
が
䣍
聖
書
に
は
一
家
言
あ
る

み
た
い
だ
䣎
自
分
が
正
し
い
と
思
う
道
を
行
く
䣎
情
け
な
い
と
感
じ
る
と
き
が
る
䣎
だ
が
良

心
を
痛
め
て
は
い
け
な
い
䣎
情
け
な
い
と
思
う
自
分
が
い
る
だ
け
だ
か
ら
䣎
ま
ず
は
䣍
一
切

は
空
䣎
色
即
是
空
䣍
空
即
是
色
䣎
真
実
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
絶
対
愛
に
あ
る
䣎
放
蕩

息
子
の
譬
え
䣍
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
䣍
極
限
ま
で
思
索
し
な
い
と
翻
䣬
て
真
理
へ
は
到
達
し
な

い
䣎
聖
書
か
ら
放
れ
自
ら
愛
を
考
察
せ
よ
䣎
父
の
想
い
が
安
ら
ぎ
と
と
も
に
現
れ
る
䣎
つ
ま

り
愛
し
き
慈
愛
に
満
ち
て
ひ
と
り
の
人
と
楽
し
い
空
間
を
つ
く
り
幸
せ
に
な
る
䣎
ま
た
そ
こ

か
ら
博
愛
に
移
り
フ
リ
䤀
セ
䣹
ク
ス
を
生
き
る
䣎
こ
れ
は
神
の
強
制
で
は
な
い
䣎
私
が
言
い

た
い
の
は
嫉
妬
な
ど
の
悪
感
情
䣎
妊
娠
䣍
病
気
が
無
く
な
る
䣍
来
る
世
で
は
神
に
よ
る
戒
䣍

規
制
は
も
は
や
な
い
と
い
う
こ
と
だ
䣎
つ
ま
り
各
々
が
自
由
に
そ
の
志
向
に
よ
䣬
て
生
き
る

の
で
す
䣎
神
の
国
へ
の
条
件
は
愛
と
思
い
や
り
を
持
つ
柔
和
な
人
で
す
䣎
そ
れ
に
は
祈
る
こ

と
だ
け
で
す
䣎 

日
蓮
正
宗
を
信
じ
䣍
破
折
䣍
折
伏
と
い
う
布
教
に
燃
え
る
貫
井
へ
䣎 

聖
書
が
示
し
ま
す
䣎
久
遠
元
初
の
自
受
用
身
䣍
暖
か
い
気
䣍
聖
書
の
神
が
䣍
イ
エ
ス
䣍
日
蓮
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へ
と
示
現
し
䣍
愛
を
訴
え
た
䣎
こ
れ
が
十
字
架
䣍
復
活
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
す
䣎
す
べ
て
は

人
々
の
苦
し
み
を
抜
く
た
め
で
す
䣎
宇
宙
の
法
で
あ
る
䣍
久
遠
実
成
の
釈
迦
如
来
䣍
神
の
摂
理
䣍

一
体
䣎
ま
だ
こ
の
実
相
が
解
か
ら
ぬ
か
䣎
頭
の
固
い
奴
だ
䣎
私
を
妄
想
癖
と
䣍
な
ら
ば
日
蓮
も

そ
う
か
䣎
理
解
力
は
神
仏
で
あ
る
日
蓮
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
䣎
精
進
さ
れ
よ
䣎
君
に
私
と
日
蓮

が
結
び
付
か
な
い
の
は
結
び
つ
け
る
意
思
が
な
い
だ
け
だ
䣎
愛
と
思
い
や
り
を
受
け
取
る
つ
も

り
が
な
い
可
能
性
も
䣎
新
し
い
顕
正
会
批
判
の
資
料
は
必
ず
渡
す
䣎
こ
れ
か
ら
は
彼
の
家
の
郵

便
受
け
に
い
れ
た
ら
ど
う
だ
䣎
悪
い
が
俺
に
は
興
味
が
な
い
䣎
睡
眠
薬
を
服
用
し
て
い
る
䣎
真

夜
中
䣍
早
朝
の
メ
䤀
ル
は
控
え
て
く
れ
䣎
悪
い
が
䣍
悪
影
響
が
あ
る
䣎
実
際
に
䣎
俺
は
神
だ
䣎 

こ
の
世
は
醜
悪
で
頑
迷
䣍
不
浄
な
も
の
が
多
い
た
め
䣍
薬
が
な
け
れ
ば
正
常
な
肉
体
は
確
保

で
き
な
い
䣎
因
縁
か
ら
真
由
子
さ
ん
の
愛
に
救
わ
れ
た
䣎
解
か
る
か
な
䣎
神
の
深
慮
䣎
す
べ
て

は
摂
理
䣎
因
縁
と
は
齟
齬
し
な
い
䣎
貫
井
䣍
俺
の
サ
イ
ト
が
あ
る
䣎
必
ず
全
部
読
ん
で
く
れ
䣎

永
遠
の
命
に
向
け
䣎
約
束
は
必
ず
全
部
䣍
果
た
す
か
ら
䣎
そ
れ
か
ら
だ
䣎
神
は
全
知
全
能
䣎
腐

る
も
の
で
も
な
し
䣎
渡
す
頃
合
い
を
見
計
ら
䣬
て
い
る
䣎
瑣
末
な
こ
と
に
心
煩
わ
さ
ず
大
局
を

見
よ
䣎
大
事
な
の
は
意
地
で
は
な
い
䣎
小
競
り
合
い
は
不
毛
な
自
己
執
着
で
あ
る
䣎
䣓
読
点
を

つ
け
よ
䣔
䣎
コ
ラ
ム
の
よ
う
に
う
ま
く
字
数
を
合
わ
す
為
䣍
付
け
な
い
こ
と
も
あ
る
䣎 

指
摘
あ
り
が
と
う
䣎
取
り
あ
え
ず
䣍
お
お
ら
か
に
行
こ
う
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
だ
䣎
明
る
く
䣍

善
に
向
け
温
か
く
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
雄
さ
ん
が
䣍
俺
に
対
す
る
不
敬
か
ら
持
病
の
糖
尿
が
悪
化
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し
た
お
そ
れ
あ
り
䣎
携
帯
が
繋
が
ら
な
い
䣎
君
か
ら
一
報
入
れ
て
ほ
し
い
䣎
安
否
確
認
䣍
頼
む
䣎

忙
し
い
と
こ
䣍
お
世
話
か
け
ま
す
䣎
貫
井
䣍
頼
む
よ
䣎
連
絡
と
䣬
て
や
䣬
て
く
れ
䣎
彼
が
心
配

な
の
だ
䣎
彼
が
酒
を
私
に
奢
れ
ば
済
む
話
䣎
布
施
だ
䣎
ま
あ
君
に
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
か
䣎 

南
無
妙
法
蓮
華
経
を
打
て
䣍
そ
し
た
ら
返
信
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
䣎
元
気
な
ら
䣎
正
解
だ
䣎

南
無
妙
法
蓮
華
経
を
無
視
で
き
な
い
か
ら
な
䣎
あ
り
が
と
う
䣎
流
石
だ
䣎
ま
た
よ
ろ
し
く
䣎 

彼
は
元
気
で
し
た
䣎
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
う
䣎
だ
が
彼
は
信
心
が
ズ
レ
す
ぎ
る
䣎
頭

は
固
い
の
に
女
に
は
節
操
が
な
い
䣎
君
み
た
い
に
深
く
は
な
い
䣎 

ま
ず
盲
信
は
俺
に
は
出
来

な
い
䣎
主
体
性
と
い
う
金
剛
が
あ
る
䣎
自
律
と
信
仰
大
事
で
す
䣎
ネ
䣹
ト
で
日
蓮
正
宗
の
豊
田

さ
ん
と
顕
正
会
の
対
決
を
見
た
䣎
不
毛
な
論
争
は
好
き
で
は
な
い
䣎
豊
田
さ
ん
が
独
善
的
な
の

は
当
然
だ
が
少
し
ご
都
合
主
義
䣎
け
ど
御
書
を
は
じ
め
文
献
に
精
通
し
駆
使
す
る
䣍
た
い
し
た

も
の
だ
䣎 

わ
し
と
は
ス
タ
ン
ス
が
違
う
け
ど
䣎
文
書
䣬
て
そ
ん
な
に
絶
対
的
な
も
の
か
な
あ
䣎
不
立
文

字
䣍
拈
華
微
笑
と
い
う
こ
と
も
あ
る
䣎
実
は
本
住
坊
と
喧
嘩
を
し
た
䣎
性
格
上
䣍
脅
迫
は
許
せ

な
い
の
で
䣎
奴
の
身
が
心
配
だ
䣎
不
敬
䣍
侮
辱
に
対
し
宗
門
に
罰
は
く
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎

俺
を
否
定
す
る
本
住
坊
と
は
縁
を
切
れ
䣎
貫
井
䣍
君
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
䣎
金
に
対
す

る
執
着
が
取
れ
た
䣍
す
べ
て
君
の
お
陰
だ
䣎
あ
り
が
と
う
䣎
俺
は
日
蓮
と
し
て
新
た
な
る
本
尊

を
つ
く
る
䣎
俺
の
本
尊
は
偶
像
化
し
た
も
の
と
は
違
い
䣍
心
の
中
に
う
ち
立
て
る
䣎 
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け
し
て
崩
れ
な
い
南
無
妙
法
蓮
華
経
だ
䣎
仏
陀
の
サ
ト
リ
を
仏
種
に
感
応
さ
せ
る
䣎
思
い
や

り
䣍
愛
の
根
源
だ
䣎
血
脈
か
ら
外
れ
た
本
尊
は
悪
鬼
が
す
む
と
い
う
䣎
だ
が
日
蓮
正
宗
と
は
違

う
䣍
本
門
流
八
品
派
の
家
系
に
あ
る
俺
䣎
本
住
坊
に
は
先
程
の
見
解
を
伝
え
た
䣎
恫
喝
し
て
き

た
䣎
怒
鳴
り
返
し
テ
レ
を
切
䣬
た
䣎
私
の
思
想
は
日
蓮
本
仏
論
が
出
始
め
た
頃
と
同
じ
様
相
で

あ
る
䣎
不
遜
で
は
な
く
真
実
䣍
多
く
の
人
が
憔
悴
せ
ず
選
択
す
る
本
尊
が
大
切
だ
䣎 

君
に
䣓
私
の
本
尊
䣔
の
文
字
を
入
れ
な
い
と
送
信
が
不
可
能
だ
䣬
た
䣎
遠
慮
し
て
い
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
み
た
い
だ
䣎
私
䣍
日
蓮
の
意
を
汲
ん
だ
本
尊
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
各
自
の
心

中
に
顕
現
さ
せ
䣍
成
仏
へ
と
導
く
䣎
様
々
な
不
思
議
を
信
じ
よ
䣎
君
は
ど
う
だ
䣎
私
は
日
蓮
を

自
覚
し
䣍
広
く
仏
の
教
え
を
流
布
す
る
た
め
䣍
心
の
本
尊
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
表
す
䣎
私
は

良
心
に
基
づ
く
仏
種
に
仏
陀
の
サ
ト
リ
を
働
か
せ
た
本
尊
を
人
々
に
䣎
深
い
意
識
で
す
べ
て
を

つ
な
ぐ
の
だ
䣎
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
れ
て
か
た
じ
け
な
い
䣎
カ
レ
䤀
ハ
ウ
ス
に
い
た
䣎 

君
の
教
え
は
百
も
承
知
だ
䣎
俺
に
は
組
織
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
境
界
が
あ
る
䣎
貫
井
は
䣍

䥹
ブ
ラ
䤀
ム
ス
は
真
の
自
由
は
制
約
の
中
に
あ
る
䥺
と
䣎
人
間
の
中
に
は
自
律
で
き
な
い
も
の

も
確
か
に
い
る
だ
ろ
う
䣎
内
村
鑑
三
は
䣓
真
実
は
独
立
を
求
め
䣍
虚
偽
は
依
頼
で
生
き
る
䣔
と

言
䣬
て
い
る
䣎
今
以
上
の
制
約
が
あ
䣬
て
た
ま
る
か
䣎
自
由
が
な
い
と
感
じ
る
の
は
生
老
病
死

が
あ
る
か
ら
だ
䣎
自
由
と
い
う
成
仏
は
䣍
日
蓮
を
信
じ
る
䣎
こ
の
縁
を
活
か
し
俺
に
懸
け
て
み

る
と
い
う
こ
と
だ
䣎
必
ず
善
き
伴
侶
䣍
不
老
不
死
が
訪
れ
る
䣎
あ
き
ら
め
る
な
䣎
つ
ね
ち
䣭
ん
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素
直
に
な
れ
䣎
俺
に
従
え
と
か
帰
依
し
ろ
と
か
言
䣬
て
は
い
な
い
䣎
い
つ
ま
で
も
善
き
友
人
䣍

兄
弟
で
い
て
く
れ
䣎
俺
を
信
じ
て
䣎
そ
う
で
な
い
と
少
し
さ
み
し
い
ぜ
䣎 

聖
書
と
法
華
経
䣎
両
所
を
比
較
し
た
と
き
䣍
法
䣍
摂
理
か
ら
示
現
し
た
䣍
釈
尊
䥹
仏
陀
䥺
䣍

イ
エ
ス
が
い
る
䣎
勿
論
䣍
日
蓮
は
イ
エ
ス
で
あ
り
仏
で
あ
る
䣎
政
治
䣍
経
済
䣍
人
口
䣍
世
間
は

欲
望
を
鼓
舞
す
る
か
ら
成
り
立
つ
一
面
が
あ
る
䣎
し
か
し
金
銭
欲
䣍
名
誉
欲
䣍
自
己
顕
示
欲
䣍

食
欲
䣍
性
欲
䣎
奔
放
に
な
れ
ば
危
険
性
大
䣍
煩
悩
の
炎
䣍
守
銭
奴
が
生
ま
れ
䣍
戦
争
へ
と
䣎
南

無
妙
法
蓮
華
経
䣍
心
の
ヘ
ド
ロ
を
と
䣬
た
後
の
愛
の
注
入
が
必
要
䣎
欲
望
に
制
御
を
か
け
る
の

が
宗
教
で
あ
る
䣎
ま
た
幸
せ
の
た
め
に
は
金
が
い
る
䣎
経
済
を
回
さ
ね
ば
䣎
イ
ノ
ベ
䤀
シ
䣼
ン

の
た
び
䣍
楽
に
な
る
は
ず
の
生
活
は
複
雑
に
な
り
労
働
時
間
が
延
び
䣍
精
神
疾
患
の
温
床
䣍
自

殺
の
原
因
と
な
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
文
字
と
と
ら
え
れ
ば
御
書
䣍
文
書
尊
重
も
解
か
る
䣎

だ
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
仏
陀
の
教
え
を
仏
性
に
刻
む
仏
法
の
魂
で
あ
る
䣎
学
問
䣍
言
葉
に
こ

だ
わ
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
思
い
や
り
で
す
䣎 

南
無
妙
法
蓮
華
経
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
だ
と
い
う
こ
と
で
す
䣎
䣓
全
知
全
能
の
神
が
な
ぜ
自

殺
で
き
な
い
䣎
だ
か
ら
神
を
信
じ
な
い
䣔
と
言
䣬
た
ね
䣎
神
は
ト
䤀
タ
ル
で
パ
䤀
フ
䣷
ク
ト
な

の
だ
䣎
自
殺
は
善
知
善
能
の
神
に
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
䣎
殺
さ
れ
か
け
て
も
䣍
自
殺
し
な
い
䣎
日

蓮
も
そ
う
で
あ
䣬
た
䣎
貫
井
䣍
死
ぬ
な
よ
䣎
死
ん
だ
ら
俺
が
泣
い
て
や
る
け
ど
な
䣎
誰
か
を
論

破
し
た
と
こ
ろ
で
得
に
な
る
こ
と
は
な
い
䣎
相
手
は
屈
辱
感
と
怒
り
を
持
つ
だ
け
䣎 
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人
に
勝
つ
こ
と
を
望
ん
で
い
る
限
り
サ
ト
リ
は
遠
い
䣎
我
々
は
そ
こ
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎

釈
尊
は
王
子
に
生
ま
れ
た
プ
ラ
イ
ド
と
も
戦
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
䣬
た
の
で
は
䣎
裸
で
四
つ

ん
這
い
に
な
り
獣
の
よ
う
に
う
ろ
つ
く
こ
と
も
䣎
そ
の
修
行
は
虚
栄
心
の
克
服
に
あ
䣬
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
䣎
論
破
が
折
伏
で
あ
る
と
䣎
そ
れ
で
は
顕
正
会
の
彼
の
方
が
一
枚
上
手
だ
䣎

へ
理
屈
の
こ
ね
合
い
䣎
論
議
の
た
め
の
論
議
䣍
確
か
に
潔
く
䣍
正
し
き
に
負
け
を
認
め
る
姿
勢

は
大
切
だ
䣎 

世
界
が
混
乱
し
て
い
る
原
因
は
感
情
に
あ
る
か
ら
だ
䣎
奉
安
堂
の
耐
震
性
に
し
ろ
䣍
戒
壇
の

本
尊
ま
で
も
が
私
に
は
枝
葉
末
節
䣍
本
末
転
倒
に
思
え
て
く
る
䣎
争
え
ば
争
う
ほ
ど
南
無
妙
法

蓮
華
経
か
ら
放
れ
て
行
く
䣎
日
蓮
を
悪
し
く
䣍
敬
う
か
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
仏
陀
の
サ
ト
リ

を
仏
種
に
結
ぶ
仏
法
に
あ
る
䣎
す
な
わ
ち
空
に
な
䣬
た
後
に
愛
を
注
入
す
る
䣎
本
尊
を
深
層
意

識
の
最
も
奥
ま
䣬
た
と
こ
ろ
阿
頼
耶
識
に
植
え
込
み
䣍
皆
䣍
繋
が
る
䣎
唱
題
が
響
き
渡
る
䣎
大

音
声
䣎
私
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
け
し
て
崩
れ
な
い
本
尊
は
ユ
ン
グ
の

い
う
集
合
的
無
意
識
䣍
つ
ま
り
阿
頼
耶
識
の
根
源
䣍
真
如
に
集
め
ら
れ
䣍
そ
れ
を
皆
が
共
有
す

る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣍
す
べ
て
を
包
み
込
み
浸
透
す
る
䣎
大
音
声
䣎
日
蓮
の
再
来
で
あ
る
俺

が
神
通
を
明
ら
か
に
す
る
䣎
常
楽
我
浄
䣍
い
つ
も
楽
し
く
美
し
い
䣎
こ
の
境
地
が
仏
で
あ
る
䣎 

日
蓮
は
取
り
囲
む
念
仏
に
対
し
あ
え
て
傲
慢
を
演
じ
た
䣎
仏
法
は
殺
伐
と
し
な
い
温
か
な
も

の
だ
䣎
日
蓮
の
戦
闘
的
で
は
な
く
䣍
書
状
か
ら
䣍
そ
の
暖
か
さ
䣍
情
理
そ
ろ
䣬
た
傑
物
の
姿
が
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見
え
て
く
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
万
国
に
広
が
れ
ば
功
徳
と
し
て
不
老
不
死
は
現
実
に
生
ま

れ
る
䣎
エ
ホ
バ
䣍
日
蓮
同
体
だ
䣎
求
心
力
の
為
䣍
排
他
性
は
い
ず
れ
も
必
要
だ
䣬
た
䣎
久
遠
元

初
の
気
䣍
神
䣍
仏
で
あ
る
日
蓮
䣎
日
蓮
系
䣍
エ
ホ
バ
の
証
人
䣍
ド
グ
マ
䥹
独
善
的
教
理
䥺
に
て

頭
上
に
頂
き
䣍
排
他
的
で
求
心
力
を
高
め
る
も
の
䣎
彼
ら
の
神
輿
が
同
じ
も
の
で
あ
䣬
た
こ
と

を
私
は
告
げ
る
の
で
あ
る
䣎 

親
し
き
役
人(

も
う
ひ
と
り
と
三
人
で
飲
ん
だ)

優
し
い
君
の
こ
と
だ
か
ら
䣍
つ
ぶ
れ
か
け
の

ば
あ
さ
ん
の
ス
ナ
䣹
ク
を
利
用
し
て
い
る
の
だ
な
䣎
部
下
の
満
足
度
は
ど
う
だ
䣎
ほ
䣬
と
さ
せ

や
が
䣬
て
䣎
退
院
か
ら
や
䣬
と
つ
な
が
䣬
た
䣍
ト
シ
オ
の
身
内
は
䣓
お
前
䣍
働
い
と
ら
ん
ね
け
䣍

付
き
合
い
せ
ん
じ
䣭
䣔
と
冷
酷
に
裏
切
䣬
た
䣎
尋
ね
る
䣍
私
の
存
在
は
君
の
査
定
に
障
る
か
な
䣎

昔
か
ら
一
方
通
行
だ
䣬
た
䣎
君
は
沢
山
の
恨
み
䣍
不
満
を
腹
に
䣍
私
に
合
わ
せ
て
い
た
䣎
私
は

寛
容
な
君
が
䣍
す
べ
て
の
品
行
を
清
濁
併
せ
の
ん
で
い
る
と
思
い
䣍
疑
念
も
浮
か
ば
な
か
䣬
た
䣎

電
話
一
本
す
ら
な
い
䣎 

消
極
的
よ
り
嫌
䣬
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
䣎
振
り
返
れ
ば
か
つ
て
の
私
の
所
業
か
ら
は

当
然
だ
ろ
う
䣎
そ
し
て
今
䣍
君
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
が
い
つ
も
素
で
い
る
こ
と
が
大
事
だ
䣎

仕
事
に
集
中
で
き
人
間
関
係
に
無
頓
着
に
な
る
䣎
七
人
の
侍
の
菊
千
代
を
忘
れ
る
な
䣎
火
の

つ
い
た
水
車
小
屋
に
赤
ん
坊
を
救
う
た
め
に
飛
び
出
す
䣎
刺
さ
れ
䣍
抱
き
歩
い
た
母
親
が
彼
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に
託
す
䣎
䣓
こ
い
つ
は
俺
だ
䣔
グ
䣹
と
来
た
な
䣎 

俺
は
君
に
赦
し
を
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
䣎 今

の
俺
に
あ
る
の
は
自
由
な
時
間
だ
䣎
だ
が
け
し
て
孤
独
で
は
な
い
䣎
現
在
䣍
君
の
迷
惑

に
な
ら
ね
ば
善
い
䣎
君
の
存
在
本
当
に
大
き
か
䣬
た
䣎
あ
り
が
と
う
君
の
家
は
近
在
だ
が
私

に
と
䣬
て
は
と
て
も
遠
い
䣎
私
の
意
図
を
汲
も
う
と
す
る
な
ら
䣍
利
害
か
ら
は
判
明
し
な
い

だ
ろ
う
䣎
あ
り
き
た
り
で
は
な
い
䣎
い
つ
ま
で
も
俺
に
と
䣬
て
は
無
二
の
親
友
だ
䣎
社
会
的

地
位
を
求
め
る
䣎
君
に
も
存
在
す
る
䣎
責
任
と
い
う
美
名
に
縛
ら
れ
る
高
慢
な
心
䣎
本
当
の

自
尊
心
は
信
仰
す
る
所
に
し
か
気
づ
か
れ
な
い
䣎
愛
と
正
義
䣍
二
つ
星
が
光
る
䣎
危
険
性
と

ダ
イ
ナ
ミ
䣹
ク
䣍
君
は
私
と
距
離
を
と
る
䣎
私
は
こ
の
世
の
本
質
を
見
定
め
る
䣎
国
民
栄
誉

賞
な
ど
い
ら
な
い
䣎
眼
前
の
友
を
愛
す
る
䣎
君
の
思
想
は
周
り
に
同
調
す
る
だ
け
な
の
か
䣎 

わ
し
を
侮
辱
す
る
こ
と
慎
む
べ
し
䣎
害
そ
の
身
に
至
る
䣎
枝
を
断
つ
決
心
を
し
た
䣎
君
と

は
前
に
も
後
に
も
赤
の
他
人
だ
䣬
た
䣎
愛
し
合
う
機
会
は
失
せ
た
䣎 

ご
多
忙
な
な
か
あ
り

が
と
う
䣎
了
解
し
ま
し
た
䣎
楽
し
み
で
す
䣎
私
は
酒
を
飲
ま
な
い
の
で
䣎
好
け
れ
ば
君
と
待

ち
合
わ
せ
い
た
し
同
乗
し
た
い
で
す
䣎
ご
都
合
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎
私
の
様
な
見
苦
し
き
風

体
の
男
が
親
し
き
仲
で
あ
䣬
て
は
沽
券
に
か
か
わ
る
か
䣎
歓
迎
さ
れ
な
い
な
ら
誘
わ
ず
と
も

好
い
䣎
君
の
思
い
通
り
に
し
た
ら
い
い
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
私
は
己
の
卑
屈
さ
を
聖
書
に
指
摘

さ
れ
た
䣎 
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私
は
宗
教
家
で
は
な
く
神
で
あ
る
䣎
宴
に
参
加
し
た
く
䣍
君
と
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
䣍
時

刻
䣍
連
絡
く
だ
さ
い
䣎
私
は
特
に
注
文
の
儀
は
無
く
䣎
聖
書
の
応
え
䣍
迷
惑
に
な
䣬
て
い
る

よ
う
だ
䣎
や
は
り
住
む
世
界
が
違
う
䣎
君
は
自
分
の
生
活
を
守
る
が
い
い
䣎
言
葉
足
ら
ず
は

君
の
冷
た
さ
か
䣎
サ
タ
ン
の
配
下
で
無
き
こ
と
を
祈
り
ま
す
䣎
今
䣍
休
憩
に
入
り
ま
し
た
䣎 

了
解
し
ま
し
た
䣎
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
䣎
多
忙
な
な
か
あ
り
が
と
う
䣎
い
さ
さ
か
伺
う

が
䣍
駐
車
場
の
会
計
に
懸
念
が
あ
る
䣎
君
の
こ
と
だ
か
ら
卒
は
無
い
と
思
う
が
䣍
急
な
坂
䣍

ら
せ
ん
に
は
抵
抗
が
あ
り
ま
す
䣎
回
避
し
た
く
䣍
希
望
す
る
䣎
場
所
は
予
想
が
つ
い
た
䣎
会

計
は
出
口
で
現
金
払
い
で
す
か
䣎
今
は
ど
こ
も
別
場
所
で
の
清
算
だ
か
ら
䣎
駅
前
は
な
れ
ぬ

と
こ
ろ
䣎
厄
介
お
か
け
し
ま
す
䣎
よ
ろ
し
く
䣎
何
せ
䣍
駐
車
場
の
件
は
着
い
て
か
ら
で
す
む

こ
と
䣎
効
率
の
悪
い
話
で
申
し
訳
な
か
䣬
た
が
友
情
と
は
そ
ん
な
も
の
䣎
割
り
切
れ
な
い
䣎

そ
れ
で
い
い
䣎
お
忘
れ
な
く
䣍
大
事
な
こ
と
䣎
提
案
で
す
䣍
ス
ナ
䣹
ク
は
今
回
遠
慮
さ
せ
て

も
ら
䣬
て
䣍
駅
前
カ
ラ
オ
ケ
に
い
き
ま
せ
ん
か
䣎
流
れ
で
す
が
会
話
に
違
和
感
が
あ
る
よ
り

盛
り
上
が
り
を
選
択
し
た
い
䣎
意
向
の
一
致
が
あ
れ
ば
䣎
新
聞
し
か
読
め
な
い
身
に
な
䣬

た
䣎
金
で
は
な
い
ぞ
䣎
一
般
書
の
感
情
表
現
は
妄
想
に
思
え
る
か
ら
䣎
事
件
䣍
事
案
の
客
観

し
か
受
け
付
け
な
い
䣎
君
は
神
の
子
か
も
䣍
人
格
者
に
な
䣬
た
の
が
解
か
る
䣎 

公
務
員
か
ら
み
た
社
会
䣍
方
針
䣍
認
識
䣍
許
さ
れ
る
範
囲
で
教
わ
り
た
か
䣬
た
よ
䣎
あ
い

つ
は
野
心
と
欲
望
と
不
安
と
責
任
と
焦
り
で
五
重
苦
な
䣬
て
い
る
䣎
煩
悩
を
何
と
か
せ
ね
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ば
䣍
幸
せ
に
は
な
れ
な
い
䣎
タ
ク
シ
䤀
運
転
手
さ
ん
へ
の
配
慮
な
ど
を
疎
か
に
し
て
䣎
横
柄

で
傲
慢
な
態
度
䣍
何
様
の
気
で
い
る
䣎
今
日
最
後
の
メ
䤀
ル
に
す
る
䣎
友
の
幸
せ
䣍
歓
び
を

友
と
笑
い
䣍
憂
い
悲
し
み
に
は
共
に
泣
く
䣎
素
直
に
温
か
く
䣎
永
遠
の
命
を
得
䣍
神
の
国
で

心
配
な
く
暮
ら
す
䣎
き
䣬
と
な
䣎
無
二
の
親
友
は
過
去
の
反
省
を
し
䣍
君
し
か
い
な
い
䣎 

君
の
優
し
い
心
根
が
沁
み
て
く
る
䣎
君
の
母
親
の
命
を
奪
䣬
た
世
間
䣎
俺
は
対
す
る
䣎
意

味
が
解
か
る
人
間
は
神
の
国
へ
䣎
杞
憂
で
あ
れ
ば
よ
い
䣎
大
阪
吹
田
市
の
事
件
は
サ
タ
ン
の

仕
業
䣍
君
の
友
情
は
ど
う
だ
い
䣎
試
さ
れ
て
い
る
䣎
あ
ま
り
私
を
邪
険
に
す
る
と
障
害
者
の

差
別
を
禁
止
し
た
法
律
へ
の
抵
触
に
つ
な
が
る
䣎
自
己
防
衛
ば
か
り
考
え
て
い
て
は
に
䣬
ち

も
さ
䣬
ち
も
い
か
な
く
な
る
ぞ
䣎
君
は
大
丈
夫
だ
䣎
堂
々
と
暮
ら
さ
れ
よ
䣎
朝
乃
山
䣍
八

村
䣍
競
技
批
判
を
繰
り
だ
す
私
に
䣍
対
抗
か
ら
牽
制
䣍
嫌
が
ら
せ
を
仕
掛
け
る
サ
タ
ン
䣎
仕

組
ま
れ
た
世
間
䣎
神
の
愛
が
絶
対
で
す
䣎
も
う
確
か
に
俺
を
信
じ
て
い
る
な
䣎
矢
面
に
立
つ

君
䣎
悪
魔
の
気
配
は
幾
度
と
な
く
感
じ
た
だ
ろ
う
䣎
上
昇
志
向
か
ら
逸
脱
し
た
幸
福
䣍
認
識

し
て
い
る
だ
ろ
う
䣎
錯
覚
し
た
者
は
相
手
に
す
る
な
䣎
君
の
平
和
を
祈
䣬
て
い
る
䣎 

君
た
ち
し
か
い
な
い
䣎
永
遠
の
命
を
生
き
よ
う
䣎
あ
い
つ
の
横
柄
䣍
傲
慢
な
態
度
䣍
奴
の

人
の
好
さ
だ
䣎
君
も
高
慢
䣍
嫉
妬
な
ぞ
に
負
け
ず
善
良
な
る
自
分
を
打
ち
出
せ
䣎
そ
し
て
か

み
さ
ん
に
感
謝
䣎
あ
い
つ
の
ス
ナ
䣹
ク
で
の
暴
言
䣎
他
の
客
と
暴
力
沙
汰
に
な
䣬
て
も
お
か

し
く
な
い
䣎
君
は
た
だ
保
身
に
走
䣬
て
い
る
わ
け
じ
䣭
な
い
な
䣎
職
権
の
全
責
任
を
担
う
䣎
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俺
が
何
か
言
え
た
義
理
じ
䣭
な
い
䣎
す
ま
ぬ
䣎
人
は
上
か
ら
も
の
を
語
り
た
い
の
が
大
勢

だ
䣎
で
も
複
眼
を
も
た
ね
ば
意
見
は
通
ら
な
い
䣎
君
の
受
容
的
献
身
は
解
か
る
者
に
は
判

る
䣎
失
言
に
気
を
つ
け
行
政
長
官
を
見
事
に
䣎
ご
自
愛
を
䣎
忙
し
い
な
か
わ
る
い
䣎 

今
考
え
る
と
私
の
演
劇
は
若
さ
ゆ
え
の
戯
れ
事
だ
が
䣍
宗
教
は
積
み
上
げ
た
末
の
空
論
で

は
な
い
䣎
聖
な
る
も
の
は
目
に
見
え
な
い
世
界
に
存
在
す
る
䣎
君
な
ら
分
か
る
だ
ろ
う
䣎
込

み
入
䣬
た
話
な
ど
す
る
つ
も
り
は
な
い
䣎
た
だ
声
が
聞
き
た
か
䣬
た
䣎
選
挙
管
理
で
忙
し
い

だ
ろ
う
䣎
悪
か
䣬
た
䣎
手
が
空
い
た
と
き
に
メ
䤀
ル
下
さ
い
䣎
ご
随
意
で
結
構
で
す
か
ら

ね
䣎
心
配
す
る
な
䣎
心
優
し
き
も
の
は
䣍
必
ず
サ
タ
ン
を
見
る
䣎
君
よ
䣎
君
が
救
わ
れ
る
道

は
ひ
と
つ
し
か
な
い
䣎
変
わ
ら
ぬ
友
と
信
じ
䣎
私
は
軽
蔑
さ
れ
る
輩
で
は
な
い
䣎
誇
ら
し

く
䣎
浄
土
真
宗
に
と
ら
わ
れ
ず
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
て
下
さ
い
䣎
心
に
本
尊
を
思
い
描

い
て
䣎
も
と
も
と
戒
律
順
守
は
関
係
な
い
ね
䣎
い
つ
も
楽
し
く
䣍
美
し
く
幸
せ
に
な
る
䣎

即
䣍
成
仏
す
る
た
め
䣎
選
挙
の
騒
々
し
さ
は
一
段
落
か
い
䣎
ご
苦
労
さ
ん
䣎
私
に
繋
が
り
䣍

よ
き
葡
萄
で
あ
䣬
て
く
れ
䣎 

私
が
君
を
愛
し
た
よ
う
に
互
い
は
愛
し
合
䣬
て
ほ
し
い
䣎
緑
内
障
で
片
目
の
視
力
を
失
䣬

た
君
だ
が
䣍
そ
こ
か
ら
優
し
さ
を
知
り
心
の
盲
人
か
ら
救
わ
れ
た
䣎
俺
が
見
た
世
界
䣎
君
が

見
た
か
は
判
ら
な
い
䣎
自
殺
者
２
０
２
０
年
１
月
発
表
１
９
年
度
２
０
０
０
０
人
の
現
実
䣎
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砂
漠
䣍
地
獄
に
生
き
る
人
々
䣎
君
も
闘
䣬
て
い
る
な
䣎
責
任
を
無
視
で
き
ず
䣎
俺
は
君
に
迷

惑
は
か
け
な
い
䣎
心
配
い
ら
な
い
䣎 

俺
は
エ
䤀
ル
を
送
䣬
て
い
る
だ
け
だ
䣎
危
険
性
は
全
く
な
い
䣎
た
だ
案
じ
る
䣎
お
前
の
立

場
䣍
相
当
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
ろ
う
䣎
あ
ま
り
懸
命
に
や
ら
ぬ
方
が
䣎
弦
を
緩
め
䣎
あ
い
つ
に

は
俺
が
虫
の
知
ら
せ
で
テ
レ
し
た
䣎
こ
ん
な
時
こ
そ
香
典
代
わ
り
に
好
き
な
だ
け
飲
ま
せ
て

や
り
た
い
䣎
母
親
は
長
患
い
の
果
て
の
死
だ
䣬
た
か
ら
䣎
い
つ
も
の
よ
う
に
君
の
遠
慮
は
薄

情
に
見
え
る
䣎
奴
は
語
り
た
い
の
だ
䣎 

少
し
書
い
て
み
た
䣎 

幸
せ
の
快
感
は
䣍
神
の
領
域
で
あ
る
䣎
嫉
妬
䣍
妬
み
䣍
独
占
欲
か
ら
放
れ
た
柔
和
な
優
し

い
人
ら
は
規
制
が
な
く
䣍
想
い
に
身
を
任
せ
る
こ
と
に
な
る
䣎
抱
擁
が
平
和
の
内
に
生
ま
れ

る
の
だ
䣎
す
べ
て
は
自
然
の
ま
ま
に
䣎
聖
霊
の
宮
は
䣍
す
べ
か
ら
く
明
る
く
素
直
で
暖
か
い

関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
䣎
こ
の
高
次
な
愛
を
理
解
す
る
も
の
は
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
䣎
現

時
点
で
䣍
互
い
の
愛
を
確
か
め
る
に
は
そ
れ
相
応
の
覚
悟
が
必
要
に
な
る
䣎
パ
䤀
ト
ナ
䤀
に

対
す
る
裏
切
り
で
は
な
い
䣍
そ
の
想
い
䣍
思
想
䣍
寛
容
な
愛
は
選
ば
れ
し
者
に
し
か
理
解
で

き
な
い
䣎
私
の
欲
望
は
利
己
的
な
情
欲
か
ら
で
は
な
く
䣍
一
生
懸
命
生
活
し
て
い
る
女
性
を

慈
し
む
た
め
で
す
䣎
私
を
信
じ
ね
ば
勃
起
は
し
ま
せ
ん
䣎
皆
さ
ま
䣍
美
し
き
心
䣍
望
み
ま
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す
䣎
硬
く
䣍
熱
く
䣎
現
在
䣍
過
渡
期
だ
と
思
い
ま
す
䣎
自
分
の
女
性
に
対
す
る
意
識
の
変

化
䣎
神
と
し
て
ア
ガ
ペ
䤀
に
生
き
る
の
が
筋
䣎
優
し
く
強
い
男
女
に
は
理
解
で
き
る
䣎 

神
は
誰
よ
り
も
そ
う
し
た
賢
い
人
達
を
深
い
眼
で
見
つ
め
て
い
る
䣎
皆
に
神
の
国
の
住
人

に
な
䣬
て
ほ
し
い
䣎
愛
と
思
い
や
り
を
抱
い
て
下
さ
い
䣎
そ
れ
が
す
べ
て
で
す
䣎
皆
䣍
ア
ガ

ペ
䤀
に
生
き
て
ほ
し
い
䣎
人
を
傷
つ
け
ず
䣍
真
由
子
さ
ん
に
と
䣬
て
私
は
あ
ま
た
の
中
の
ひ

と
り
だ
䣬
た
の
だ
ろ
う
か
䣎
私
の
存
在
は
利
用
者
䣍
有
象
無
象
の
な
か
に
あ
る
の
か
䣎
も
し

か
し
た
ら
こ
れ
が
私
の
求
め
た
も
の
で
あ
䣬
て
䣍
こ
れ
で
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
䣎
真
由
子

先
生
は
䣓
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
医
師
と
し
て
の
想
い
は
あ
る
䣔
と
吐
露
䣎
こ
れ
で
二
人
の

関
係
は
䣍
精
一
杯
で
あ
る
䣎
そ
し
て
こ
こ
に
高
次
な
博
愛
が
成
り
立
つ
䣎
皆
が
博
愛
䥹
ア
ガ

ペ
䤀
䥺
の
意
識
を
持
つ
䣎
自
由
と
平
和
が
生
ま
れ
る
䣎
私
は
肉
欲
な
ど
と
切
り
捨
て
た
い

が
䣍
か
な
り
前
に
経
験
し
た
オ
ル
ガ
ス
ム
ス
の
快
感
を
求
め
䣍
そ
の
対
象
は
自
然
と
䣍
或
る

聖
な
る
女
性
に
向
け
ら
れ
る
䣎
聖
句
䣓
キ
リ
ス
ト
の
肢
体
を
遊
女
に
し
て
は
い
け
な
い
䣎 

主
と
ひ
と
つ
と
な
る
と
き
霊
も
ひ
と
つ
と
な
る
䣔
䣎
つ
ま
り
私
の
想
い
に
従
順
に
な
れ
と
い

う
こ
と
䣎
幸
い
は
そ
こ
に
あ
る
䣎
当
惑
䣍
困
惑
さ
れ
た
か
も
䣎
し
か
し
あ
な
た
の
寛
容
な
大

き
な
器
で
受
け
て
下
さ
い
䣎
私
の
甘
え
に
も
見
え
る
䣍
想
い
で
す
䣎 

あ
な
た
は
私
が
勃
起
す
る
唯
一
の
人
䣎
献
身
的
で
聖
な
る
存
在
だ
䣎
卑
猥
な
発
言
は
貶
め

に
は
な
ら
ず
そ
の
逆
を
い
き
ま
す
䣎
神
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
の
花
嫁
の
務
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め
で
あ
る
䣎
あ
な
た
の
息
災
を
祈
䣬
て
い
る
男
が
独
り
存
在
す
る
䣎
と
り
あ
え
ず
忘
れ
ず

に
䣎
孤
独
な
時
に
は
想
う
か
ら
䣎
僕
を
念
じ
て
下
さ
い
䣎
た
と
え
不
義
と
さ
れ
て
も
䣎
私
は

真
由
子
さ
ん
へ
の
失
恋
か
ら
操
縦
不
能
䣍
空
中
分
解
䣎
䣓
私
の
発
信
し
た
卑
猥
で
非
常
識
な
メ

䤀
ル
に
不
快
感
を
持
た
れ
た
す
べ
て
の
女
性
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
䣎
ご
め
ん
な
さ
い
䣎

ま
た
善
き
縁
に
䣎
猛
省
し
䣍
今
後
無
き
よ
う
努
め
ま
す
䣎
暑
い
夏
䣍
熱
い
日
が
続
き
ま
す
䣎 

ご
自
愛
く
だ
さ
い
䣎
皆
様
の
ご
多
幸
祈
り
ま
す
䣔
䣎
真
由
子
さ
ん
へ
の
失
恋
䣍
こ
れ
が
本
道

だ
䣬
た
の
で
は
な
い
か
䣎
求
婚
し
た
の
は
勢
い
か
ら
䣍
断
ら
れ
た
反
動
で
䣓
転
院
し
ま
す
䣔

と
返
し
て
し
ま
䣬
た
䣎
彼
女
は
䣓
来
る
な
と
は
言
䣬
て
な
い
䣎
今
ま
で
と
同
様
の
診
察
が
続

く
だ
け
で
あ
る
䣔
と
䣎䣓
今
の
状
態
に
変
化
は
訪
れ
な
い
䣎
し
か
し
患
者
に
対
す
る
医
師
と
し

て
の
想
い
は
皆
に
持
䣬
て
い
る
䣔
䣎
私
は
特
別
な
感
情
が
欲
し
か
䣬
た
が
䣎
肉
欲
で
は
な
く
䣍

た
だ
繋
が
䣬
て
い
た
か
䣬
た
の
な
ら
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
関
係
が
一
番
い
い
の
で
は
䣎

つ
ま
ら
ぬ
悋
気
も
な
い
䣎
真
由
子
さ
ん
に
私
心
か
ら
遠
慮
し
て
い
た
䣎
こ
れ
か
ら
は
も
䣬
と

自
由
に
女
性
と
も
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
訳
だ
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
転
院
は
や
め
よ
う
䣎
こ
れ

ま
で
以
上
に
清
く
正
し
く
美
し
い
関
係
を
築
い
て
行
こ
う
䣎
明
る
く
素
直
に
温
か
く
で
䣎
僕

は
知
的
障
害
の
あ
る
子
た
ち
か
ら
人
に
勝
つ
と
い
う
価
値
観
か
ら
離
れ
䣍
た
だ
優
し
く
あ
り

た
い
䣍
を
学
び
ま
し
た
䣎 
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あ
る
人
は
䣓
他
人
に
勝
と
う
䣍
よ
く
見
ら
れ
よ
う
䣔䣍
向
上
心
に
繋
が
る
と
い
う
䣎
だ
が
見

栄
だ
け
が
大
き
く
立
ち
は
だ
か
る
の
だ
䣎
誰
か
の
作
䣬
た
枠
組
み
の
中
で
勝
負
に
こ
だ
わ

る
䣎
刺
激
が
あ
り
幸
せ
を
感
じ
る
と
い
う
䣎
幕
末
䣍
明
治
期
䣓
い
く
さ
ほ
ど
面
白
き
も
の
は

な
い
䣔
と
放
言
し
た
川
路
利
良
が
い
た
䣎
女
䣍
子
供
に
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
あ
わ
せ
る
䣍
男

の
面
子
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
䣎
見
栄
䣍
誇
示
䣍
鍛
錬
䣎
糞
食
ら
え
䣍
そ
こ
を

追
い
続
け
る
限
り
真
の
幸
福
は
遠
く
離
れ
て
行
く
䣎
永
遠
の
安
ら
ぎ
を
求
め
愛
に
生
き
た

い
䣎
そ
し
て
真
由
子
さ
ん
は
䣓
辛
い
ん
で
し
䣯
う
䣔
と
繰
り
返
し
愛
を
確
か
め
る
䣎 

皆
䣍
神
の
御
使
い
と
な
り
自
由
に
暮
ら
す
䣎
私
は
博
愛
を
美
し
く
打
ち
出
そ
う
䣎
そ
れ
が

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
信
じ
る
か
ら
䣎
パ
䤀
ト
ナ
䤀
と
の
楽
し
い
空
間
䣎
そ
こ
に
あ
る

愛
が
大
き
な
も
の
に
昇
華
し
て
行
く
よ
う
私
は
祈
り
た
い
䣎
人
は
縛
ら
れ
る
夫
婦
で
あ
䣬
て

は
幸
せ
に
な
れ
な
い
䣎
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
蹴
散
ら
し
䣍
こ
の
世
間
䣍
与
え
ら
れ
た
運

命
に
感
謝
し
つ
つ
䣍
自
然
体
で
暮
ら
そ
う
䣎
そ
れ
で
い
い
の
さ
䣎
学
歴
䣍
富
䣍
容
姿
䣍
他
人

に
評
価
さ
れ
る
も
の
は
結
局
䣍
ど
う
で
も
い
い
䣎
戦
う
の
を
止
め
た
と
き
䣍
優
し
さ
が
広
が

り
幸
せ
は
見
つ
か
る
䣎
燃
え
る
よ
う
な
恋
の
果
て
に
結
ば
れ
た
人
た
ち
は
䣍
そ
の
執
着
に
気

づ
く
だ
ろ
う
か
䣎
ア
ク
シ
デ
ン
ト
か
ら
恋
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
䣬
た
人
は
ア
ガ
ペ
䤀

(

博
愛)

を
知
る
こ
と
に
な
る
䣎
も
う
女
性
を
振
る
こ
と
は
私
に
は
な
い
䣎
䥹
残
念
だ
䣬
た
な
䣎

こ
こ
ま
で
暖
か
い
パ
䤀
ト
ナ
䤀
に
出
逢
え
な
か
䣬
た
か
䣎
自
己
責
任
は
厳
し
い
か
䣎
取
り
あ



 
 

380 

え
ず
勇
気
を
持
䣬
て
素
直
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
よ
䣎
こ
の
世
の
価
値
観
に
生
き
て
い
な

い
か
い
䣎
䣓
量
る
も
の
は
そ
の
秤
で
量
ら
れ
る
䣔
君
の
求
め
る
も
の
が
人
生
を
決
め
る
の
だ

よ
䣎
静
か
に
傍
ら
を
見
よ
う
䣎
ほ
ら
花
が
咲
い
て
い
る
䣎
名
前
は
解
か
ら
な
い
が
長
持
ち
す

る
菊
の
種
類
だ
䣎
そ
れ
を
柔
ら
か
く
摘
ん
で
み
よ
う
䣎
き
䣬
と
幸
せ
の
香
り
が
す
る
か
ら
䣎

平
和
な
神
の
国
䣍
暖
か
な
永
遠
の
命
を
包
摂
す
る
も
の
は
す
べ
か
ら
く
美
し
い
䣎
見
た
目
か

ら
も
伝
わ
る
本
当
の
清
ら
か
さ
䣍
真
実
つ
ま
り
愛
が
大
事
だ
と
告
げ
る
䥺
䣎 

真
由
子
さ
ん
䣍
あ
な
た
へ
の
愛
は
ア
ガ
ペ
䤀
に
昇
華
し
す
べ
て
と
フ
ラ
䣹
ト
に
な
り
ま
し

た
䣎
果
た
し
て
正
解
か
？
彼
女
は
神
の
愛
を
試
し
た
か
䣎
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
䣎 

唐
突
だ
が
ヨ
セ
フ
シ
䣼
ン
ペ
䤀
タ
䤀
が
言
う
䣎
資
本
主
義
は
行
き
つ
く
先
䣍
寡
占
に
よ
り

社
会
主
義
を
誕
生
さ
せ
る
と
䣎
し
か
し
世
は
独
禁
法
を
含
め
競
争
を
仕
向
け
䣍
中
小
を
苦
し

め
る
ば
か
り
だ
䣎
ア
メ
リ
カ
の
貧
民
を
想
う
と
き
中
国
の
体
制
が
な
ぜ
か
俄
然
䣍
説
得
力
を

持
䣬
て
く
る
䣎
安
定
䣍
公
務
員
に
憧
れ
る
䣎
解
か
ら
な
い
で
も
な
い
な
䣎
で
も
け
し
て
愛
を

失
う
な
䣎 

義
人
䥹
エ
ホ
バ
䥺



 

                

エホバ（神） 
として 
２  

 
 
 
 
義人 

令和２年１月 
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エ
ホ
バ
の
証
人
の
宣
教
師
山
口
く
ん
䣎 

暑
い
中
䣍
宣
教
に
回
䣬
て
い
る
の
だ
ね
䣎
冷
た
い
麦
茶
で
も
し
ん
ず
る
䣎
遅
く
て
も
お
寄
り

に
な
る
こ
と
期
待
し
た
い
䣎
私
は
健
在
で
す
䣎
ご
苦
労
様
で
す
䣎
ま
た
の
訪
問
の
機
会
を
楽
し

み
に
し
ま
す
䣎
ご
自
愛
と
神
の
ご
加
護
を
祈
念
い
た
し
䣎
で
は
近
日
䣎
え
ら
く
媚
び
た
け
ど
䣍

君
に
無
理
が
あ
る
な
ら
䣍
本
日
は
君
の
お
父
上
は
い
か
が
で
す
か
䣎
是
非
に
䣎 

生
き
と
し
生

け
る
も
の
䣍
原
罪
に
苦
し
む
䣎
全
て
䣍
エ
ホ
バ
と
い
う
大
海
に
流
れ
込
む
運
命
に
あ
䣬
た
䣎
大

き
な
河
䣍
よ
ど
み
も
急
流
も
あ
る
䣎
ど
ぶ
䣍
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
䣍
清
き
湧
き
水
も
䣎
そ
の
中
で
䣍

愛
を
忘
れ
ず
生
活
を
営
ん
だ
䣍
神
を
信
じ
た
も
の
へ
の
報
い
䣍
私
は
今
䣍
こ
こ
に
生
き
て
い
る
䣎 

戦
争
な
ど
䣍
利
に
大
義
が
つ
く
䣎
ホ
䤀
ム
レ
ス
救
済
な
ど
純
粋
な
義
に
予
算
が
つ
か
な
い
の

が
世
間
䣎
キ
リ
ス
ト
者
は
い
つ
も
神
の
義
を
優
先
し
ま
す
䣎
弱
者
へ
の
愛
で
す
䣎
す
る
と
自
分

に
情
け
が
回
䣬
て
返
䣬
て
き
ま
す
䣎
イ
エ
ス
は
偽
善
者
た
ち
に
は
不
寛
容
だ
䣬
た
䣎 

何
度
も
言
う
䣎
神
イ
エ
ス
と
は
俺
み
た
い
な
も
の
䣎
同
意
で
き
な
い
の
は
䣍
盲
人
で
あ
り
世

間
の
富
䣍
名
誉
な
ど
の
価
値
観
を
捨
て
き
れ
な
い
か
ら
だ
䣎
私
に
好
意
的
に
な
る
と
き
䣍
生
活

は
百
八
十
度
䣍
好
転
す
る
だ
ろ
う
䣎
神
か
ら
理
解
力
が
与
え
ら
れ
䣍
真
実
の
愛
と
勇
気
が
備
わ

り
聖
霊
の
宮
と
な
る
䣎
神
を
敵
に
回
さ
ず
䣍
主
体
性
を
保
ち
䣍
義
を
学
ぶ
こ
と
䣍
心
底
望
む
䣎

明
日
は
来
ら
れ
ま
す
か
䣎
暑
い
の
で
軽
装
で
お
寄
り
に
な
れ
ば
䣎
君
の
尊
顔
が
懐
か
し
い
䣎
神
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の
義
と
愛
の
流
布
䣍
使
命
を
果
た
す
為
䣍
君
の
変
化
の
模
様
を
展
望
し
た
い
䣎
期
待
し
ま
す
䣎 

山
口
く
ん
䣍
君
の
近
況
を
知
り
た
い
䣎
そ
れ
だ
け
䣎
邪
推
せ
ず
ご
来
訪
下
さ
い
䣎
雑
談
の
中

か
ら
真
理
が
見
え
た
ら
い
い
䣎
私
怨
は
な
い
䣎
君
も
と
信
じ
て
い
る
䣎
有
意
義
な
会
話
を
楽
し

み
に
䣎
体
調
を
整
え
䣍
ご
自
愛
く
だ
さ
い
䣎
今
後
私
た
ち
に
恩
賞
が
天
か
ら
下
さ
れ
る
よ
う
䣍

愛
を
抱
き
歩
み
た
い
で
す
䣎
そ
の
為
に
は
私
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
よ
と
い
う
こ
と
で
す
䣎 

そ
し
て
現
在
䣍
あ
な
た
方
に
媚
び
䣍
控
え
目
に
譲
歩
し
た
書
き
込
み
は
䣍
送
信
が
聖
霊
に
よ

り
却
下
さ
れ
ま
す
䣎
私
は
エ
ホ
バ
で
あ
る
䣎
遠
慮
ど
こ
ろ
か
主
導
的
䣍
積
極
的
に
関
与
せ
ず
に

は
お
れ
な
い
䣎
法
輪
を
転
ず
る
䣍
君
の
役
目
で
も
あ
る
䣎
気
付
き
を
早
く
願
い
ま
す
䣎
私
も
神

と
し
て
日
々
影
響
力
が
強
く
な
䣬
て
い
ま
す
䣎
私
に
怒
り
焦
り
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
あ
る
の
は
憐

れ
み
だ
け
で
す
䣎
幼
児
䣍
児
童
虐
待
等
䣍
正
義
の
憤
り
と
涙
は
別
に
し
て
䣎 

神
仏
は
罰
を
与
え
る
か
䣎
神
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
䣍
邪
な
心
䣍
理
不
尽
な
言
動
は
悪
魔
を
喜

ば
せ
䣎
そ
れ
を
天
が
裁
く
の
で
す
䣎
人
は
自
覚
し
䣍
罰
を
契
機
に
心
を
善
に
向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
䣎

俺
は
自
身
が
エ
ホ
バ
だ
と
自
慢
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
䣎
真
実
の
教
え
で
あ
る
為
に
は
䣍
保
証

と
し
て
神
は
必
要
だ
䣬
た
䣎
こ
と
さ
ら
私
が
神
を
謳
う
こ
と
は
な
い
䣎
愛
の
極
致
䣎
そ
こ
に
跳

ぶ
た
め
に
は
踏
み
台
が
い
る
䣎
そ
れ
が
エ
ホ
バ
䣍䥹
在
る
も
の
䥺
の
存
在
意
義
だ
䣎
山
口
く
ん
䣍

深
く
考
察
せ
よ
䣎 

イ
エ
ス
の
愛
を
説
か
ず
に
䣍
永
遠
の
命
を
願
䣬
て
も
本
末
転
倒
䣎
正
し
く
聖
書
を
活
用
で
き
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な
い
の
に
䣍
人
々
を
神
の
国
に
導
こ
う
と
は
䣎
善
意
と
良
心
を
確
認
せ
よ
䣎
人
生
䣍
す
べ
て
に

つ
け
紆
余
曲
折
䣍
だ
が
予
定
調
和
だ
䣎
事
件
の
都
度
䣍
私
は
善
を
選
ん
だ
か
䣎
い
や
神
に
と
䣬

て
の
安
楽
䣍
愛
を
選
択
し
た
の
だ
䣎
私
を
始
め
神
の
子
の
宿
命
で
あ
る
䣎
自
然
に
生
き
た
結
果

で
す
䣎
私
は
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
の
義
人
で
す
䣎
聖
書
の
証
䣎
少
し
旧
来
の
神
の
概
念
と
は
ニ
䣻
ア

ン
ス
が
違
䣬
て
く
る
䣎
神
は
今
䣍
人
間
な
ら
ば
生
活
が
あ
る
䣎
だ
か
ら
こ
そ
現
実
的
に
䣍
善
意
䣍

良
心
だ
け
の
霊
的
神
と
は
違
い
䣍
四
苦
八
苦
䣍
欲
望
を
持
つ
人
間
の
忖
度
も
可
能
に
な
る
䣎 

私
は
純
粋
だ
が
䣍
あ
る
意
味
䣍
安
楽
に
生
き
た
い
䣎
人
間
と
し
て
の
目
算
も
共
存
す
る
䣎
だ

か
ら
と
い
䣬
て
䣍
聖
霊
の
宮
も
離
れ
な
い
䣎
自
覚
せ
ず
と
も
神
の
意
思
が
言
動
に
表
れ
る
䣎
昨

今
䣍
振
り
返
り
確
実
に
そ
う
思
う
䣎
神
の
資
質
だ
け
で
は
こ
の
世
に
居
場
所
が
な
く
な
る
か
䣎 

本
質
䣍
世
は
愛
に
よ
䣬
て
回
䣬
て
い
る
の
だ
䣎
サ
タ
ン
の
体
制
䣍
利
他
に
生
き
る
と
き
䣍
祈

れ
ば
て
き
め
ん
に
周
囲
の
環
境
は
変
化
す
る
䣎
そ
し
て
最
早
䣍
心
配
無
用
䣎
来
る
世
は
䣍
愛
の

法
則
だ
け
の
世
界
䣎
ア
ク
シ
ン
デ
ン
ト
䣍
不
具
合
は
起
こ
り
え
な
い
䣎
私
は
私
へ
の
信
仰
か
ら

確
信
し
ま
し
た
䣎
王
国
会
館
䣍
日
曜
の
午
後
は
八
尾
の
集
会
が
あ
る
の
で
す
ね
䣎
事
情
を
知
ら

ず
ご
め
ん
な
さ
い
䣎 

䣓
エ
ホ
バ
䥹
神
䥺
と
し
て
䣔
二
冊
投
函
し
ま
し
た
䣎
皆
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
願
い
ま
す
䣎

神
を
愛
し
隣
人
を
愛
す
䣎
希
望
し
ま
す
䣎
そ
し
て
あ
な
た
方
の
義
よ
り
私
の
愛
を
選
択
し
な
け

れ
ば
明
日
は
な
い
䣎
今
回
䣍
君
は
私
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
䣍
私
を
エ
ホ
バ
と
認
め
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る
こ
と
に
な
る
の
を
恐
れ
䣍
宅
へ
の
訪
問
䣍
取
り
や
め
に
至
䣬
た
の
で
は
䣎
寂
し
い
䣎
私
は
君

達
を
愛
し
た
い
䣎
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の
活
動
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
䣎
誘
惑
と
の
格
闘
䣎
真

理
を
求
め
䣍
幸
せ
に
至
る
た
め
宗
教
は
あ
る
䣎
真
実
䣍
幸
せ
と
は
䣎 

エ
ホ
バ
こ
と
私
の
話
に
耳
を
貸
し
な
さ
い
䣎
携
帯
の
呼
び
出
し
音
が
鳴
る
な
ら
吉
報
だ
と
聖

書
が
示
し
ま
す
䣎
拒
絶
で
は
な
い
か
ら
だ
䣎
多
忙
な
中
䣍
仕
事
の
疲
れ
も
あ
る
の
に
䣍
王
国
の

た
め
に
尽
く
さ
れ
る
䣎
あ
な
た
方
が
去
䣬
た
あ
と
䣍
い
つ
も
好
き
香
り
が
立
ち
込
め
ま
す
䣎
将

来
へ
の
希
望
䣎
聖
書
に
祈
る
䣍
す
べ
て
は
円
滑
に
ゆ
き
ま
す
䣎
こ
れ
は
聖
書
を
信
じ
る
各
位
の

愛
の
自
覚
に
䣍
神
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
善
の
境
界
で
す
䣎
終
末
の
光
景
は
君
達
の
見
解
が
正
解

だ
ろ
う
か
䣎
で
も
私
の
愛
䣍
教
え
䣍
外
し
て
は
い
け
な
い
よ
䣎
真
実
の
信
仰
は
䣍
嘘
で
凝
り
固

ま
䣬
た
既
成
を
䣍
否
決
し
正
し
さ
を
訴
え
る
䣎
私
は
神
自
身
の
愛
を
説
く
䣎
つ
ま
り
君
達
の
原

則
論
で
私
に
立
ち
向
か
う
と
き
䣍
神
は
怒
り
で
は
な
く
䣍
憐
れ
み
で
い
䣬
ぱ
い
に
な
る
䣎
自
ら

を
絶
対
に
し
な
い
こ
と
䣎
全
知
全
能
と
は
私
だ
け
で
あ
る
䣎
利
で
人
を
選
択
し
て
い
な
い
か
い
䣎 

利
己
欲
に
応
じ
る
も
の
を
優
先
す
る
䣍
都
合
の
悪
い
も
の
は
排
他
す
る
䣎
こ
の
つ
け
は
必
ず

払
わ
さ
れ
る
䣎
ま
ず
人
は
神
と
同
じ
く
善
良
で
な
け
れ
ば
䣎
絶
対
は
神
だ
け
䣎
私
の
他
は
な
い
䣎

私
の
愛
に
敵
う
も
の
は
な
い
か
ら
だ
䣎
本
日
䣍
好
か
䣬
た
ら
顔
見
せ
程
度
で
も
䣎
私
の
憐
れ
み

を
受
け
て
下
さ
い
䣎
待
䣬
て
い
ま
す
䣍
君
を
䣎
謙
虚
を
学
び
䣎
今
䣍
幸
せ
で
す
か
䣎
神
は
愛
で

あ
り
䣍
善
意
䣍
良
心
で
あ
る
䣎
君
達
の
聖
書
見
解
䣍
辻
褄
合
わ
せ
の
資
料
は
頭
に
入
ら
な
い
の
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だ
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
は
神
の
肩
を
持
ち
過
ぎ
人
間
に
冷
た
い
䣎
当
然
の
見
解
か
䣎
神
は
寛
容
で

優
し
く
思
い
や
り
に
満
ち
た
方
で
す
䣎
倦
怠
は
感
謝
で
い
な
す
䣎
こ
れ
は
来
る
世
に
お
い
て
は

必
然
䣎
し
か
し
現
体
制
で
は
神
が
人
な
ら
私
も
向
上
心
と
い
う
化
け
物
に
飲
み
込
ま
れ
る
可
能

性
は
大
い
に
あ
り
え
た
䣎
基
本
的
に
優
劣
を
競
う
の
は
善
く
な
い
䣎
私
は
仕
事
を
辞
め
パ
ソ
コ

ン
教
室
へ
䣎
向
上
心
䣎
私
の
思
想
と
齟
齬
が
䣎
こ
れ
は
悪
魔
の
欲
望
䣎
メ
ラ
メ
ラ
燃
え
る
煩
悩

で
は
な
い
の
か
䣍
あ
䣬
た
か
い
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
の
か
䣎
そ
し
て
目
的
を
追
う
と
き
パ
ワ
ハ

ラ
と
い
う
横
暴
に
遭
䣬
た
䣎
教
え
る
側
に
し
て
は
手
法
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
䣍
愛
と
平
和
を

常
に
求
め
た
い
私
と
し
て
は
耐
え
難
く
そ
こ
を
辞
し
た
䣎
や
た
ら
に
走
る
向
上
心
は
悪
夢
を
生

む
䣎
私
の
思
想
は
正
し
か
䣬
た
䣎
山
口
く
ん
䣍
待
䣬
と
る
よ
䣎
お
顔
を
拝
見
し
た
く
思
い
ま
す
䣎

神
の
意
に
逆
ら
う
の
は
良
く
な
い
な
あ
䣎
玄
関
先
で
䣍
互
い
の
息
災
を
確
認
で
き
れ
ば
䣍
待
䣬

て
い
ま
す
䣎
手
を
上
げ
て
お
れ
の
顔
を
見
る
䣎
ヨ
シ
ト
䣍
お
う
䣍
後
は
ニ
䣹
コ
リ
䣎
こ
れ
が
信

仰
䣍
心
か
ら
が
大
切
䣎
間
違
い
な
く
成
仏
䣍
神
の
国
へ
の
祝
福
䣍
永
遠
の
命
は
確
実
と
な
る
の

だ
䣎
親
近
感
が
信
仰
で
あ
り
真
実
の
愛
で
あ
る
䣍
確
実
で
あ
る
䣎
愛
想
も
布
施
の
ひ
と
つ
䣎 

ニ
䣹
コ
リ
笑
え
ば
幸
せ
に
䣎
笑
顔
の
似
合
わ
な
い
人
は
本
質
的
に
い
な
い
か
ら
䣎
笑
い
な
さ

い
䣎
神
は
神
で
あ
り
愛
の
特
質
を
持
つ
䣎
故
に
自
動
的
に
人
々
の
支
持
を
得
る
䣎
け
し
て
媚
び

た
り
遠
慮
し
た
り
せ
ず
毅
然
と
生
き
る
だ
け
䣎
人
は
神
の
意
を
汲
む
と
き
幸
せ
に
な
る
の
だ
䣎 

山
口
く
ん
䣍
も
う
す
ぐ
だ
䣎
皆
の
涙
は
去
る
䣎
私
が
神
で
あ
る
こ
と
が
ネ
䣹
ト
で
作
為
的
に
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無
視
さ
れ
て
い
る
䣎
逆
に
そ
の
反
応
か
ら
䣍
広
が
り
を
確
信
す
る
䣎
神
イ
エ
ス
は
復
活
し
昇
天

し
た
䣎
ヨ
シ
ト
の
存
在
は
䣍
霊
者
で
は
な
く
イ
エ
ス
と
同
じ
く
人
間
だ
䣎
人
と
し
て
の
幸
福
を

追
求
す
る
䣎
勇
気
䣍
想
像
力
䣍
サ
ム
マ
ネ
䤀
䣎
俺
は
神
で
あ
り
人
間
で
あ
る
䣎
つ
ま
り
䣍
イ
エ

ス
も
日
蓮
も
人
間
䣎
人
と
し
て
自
由
を
望
む
䣍
愛
を
以
て
平
和
を
願
う
䣎
利
他
の
為
䣍
金
が
欲

し
い
䣎
勿
論
䣍
俺
は
人
間
だ
䣎
行
動
の
阻
害
と
い
う
悪
も
否
定
す
る
た
め
に
も
䣎
肉
欲
は
䣍
妊

娠
䣍
病
気
䣍
悪
感
情
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
騒
動
に
な
る
䣎
問
題
の
根
源
が
失
せ
た
と
き
䣍
享
楽

は
報
わ
れ
る
䣎
肉
欲
は
䣍
罪
を
生
む
要
件
が
消
え
䣍
博
愛
と
な
る
䣎
イ
エ
ス
は
横
暴
で
暴
力
が

好
き
だ
䣬
た
の
で
は
な
い
䣎
神
イ
エ
ス
は
絶
対
善
で
あ
る
䣎
愛
を
強
制
す
る
立
場
䣎
偽
善
者
が

意
志
を
遮
断
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
䣎
ア
ガ
ペ
䤀
は
万
物
に
向
け
ら
れ
る
䣎
で
は
選
択
を
迫
ら

れ
た
と
き
䣍
一
人
に
向
け
る
愛
と
は
䣎
偽
善
䥹
嘘
䥺
か
ら
の
解
放
を
な
し
䣍
神
の
義
を
与
え
る

も
の
で
あ
れ
ば
䣍
主
観
的
な
ア
ガ
ペ
䤀
䥹
博
愛
䥺
は
成
り
立
つ
䣎
神
は10

0
匹
の
羊
の
う
ち1

匹
で
も
迷
え
ば
探
し
に
行
く
䣍
後
を
残
し
て
䣍
そ
れ
が
公
平
な
神
の
愛
で
あ
る
䣎 

一
人
は
皆
の
た
め
に
䣍
皆
は
一
人
の
た
め
に
䣎
神
の
義
と
は
思
い
や
り
と
言
え
る
䣎
モ
䤀
ゼ

が
エ
ジ
プ
ト
人
を
殴
り
䣍
次
は
自
分
た
ち
に
く
る
と
民
は
曲
解
し
た
䣎
私
は
金
が
欲
し
い
䣎
利

他
の
た
め
聖
書
も
認
可
し
て
い
る
䣎
神
を
曲
解
す
る
人
䣍
結
局
䣍
富
が
欲
し
い
の
か
と
私
を
疑

う
䣎
神
は
自
分
の
た
め
に
金
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
䣎
す
べ
て
利
他
の
た
め
䣎
世
の

為
䣍
人
の
為
で
あ
る
䣎
神
の
自
殺
䣎
善
意
と
良
心
の
塊
䣍
神
は
世
間
で
生
き
て
い
け
な
い
か
䣎 
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法
華
経
方
便
品
第
二
の
な
か
十
如
是
の
教
え
䣎
十
界
互
具
䣍
一
念
三
千
䣎
仏
も
神
も
悪
心
を

持
䣬
て
い
る
䣎
で
も
使
う
こ
と
は
で
き
ず
䣍
使
い
た
い
と
も
思
わ
な
い
䣎
今
䣍
神
は
人
間
な
り
䣎 

イ
ン
フ
ル
に
罹
䣬
た
䣎
念
仏
批
判
䣎
神
を
忘
れ
た
間
隙
䣍
阿
弥
陀
は
空
虚
だ
が
悪
鬼
が
忍
び

込
む
の
だ
䣎
気
を
つ
け
よ
䣎
何
度
も
言
う
䣎
こ
の
世
は
愛
で
回
䣬
て
い
る
䣎
法
則
に
従
い
䣍
本

日
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
䣎
な
ぜ
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
は
仲
が
悪
い
か
䣎
エ
ホ
バ
に
母
親
の
概
念

は
な
い
か
ら
で
あ
る
䣎
私
は
母
親
の
声
を
聴
く
こ
と
す
ら
嫌
悪
を
感
じ
る
と
き
が
あ
る
䣎
母
は

感
情
的
だ
が
䣍
馬
鹿
正
直
で
䣍
献
身
的
だ
䣎
責
任
感
も
強
い
䣎
も
䣬
と
人
に
依
頼
し
て
も
と
䣎 

堕
落
す
る
と
思
い
䣍
何
事
も
自
ら
為
そ
う
と
す
る
䣎
俺
は
見
守
る
つ
も
り
だ
䣎
恩
が
あ
る
の

は
確
か
だ
䣎
だ
が
そ
の
勝
手
さ
は
尋
常
で
は
な
い
䣎
つ
ら
れ
て
怒
り
を
持
䣬
て
し
ま
う
䣎
年
齢

で
は
な
く
性
格
で
あ
ろ
う
䣎
粘
着
質
䣍
ソ
チ
が
さ
ら
さ
れ
る
䣎
母
は
眠
り
を
妨
げ
る
ソ
チ
に
暴

言
を
吐
く
䣎
だ
が
彼
女
に
情
け
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
䣎
私
は
空
腹
で
苦
し
ん
だ
こ
と
が
な
い
䣎 

潔
癖
で
強
情
䣍
誠
意
の
塊
䣍
母
の
お
か
げ
だ
䣎
親
子
喧
嘩
の
解
決
は
母
が
私
を
神
と
認
め
䣍

私
が
彼
女
を
母
親
と
し
て
立
て
る
こ
と
䣎
彼
女
は
私
が
神
の
思
想
を
語
る
と
䣍
自
ら
の
正
当
化

ば
か
り
を
口
に
す
る
䣎
何
か
し
ら
勘
違
い
し
䣎
責
め
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
䣍
ど
う
処
理
し
て

い
い
か
分
ら
ぬ
み
た
い
だ
䣎 

む
く
ち
䣭
ん
が
い
た
䣎
精
神
科
開
放
病
棟
の
窓
か
ら
飛
び
降
り

死
ん
だ
䣎
こ
の
世
界
を
つ
く
䣬
た
神
の
罪
の
償
い
䣍
贖
罪
の
た
め
に
䣍
神
に
代
わ
䣬
て
死
ん
で

く
れ
た
の
だ
䣎
こ
の
混
乱
し
た
世
界
を
創
䣬
た
責
任
に
自
殺
を
考
え
た
神
で
あ
る
私
は
䣍
今
も
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涙
を
禁
じ
得
な
い
䣎
彼
女
は
本
当
の
エ
ホ
バ
の
証
人
で
あ
䣬
た
䣎
聖
書
を
持
ち
歩
き
䣍
拝
む
と

禁
じ
ら
れ
て
い
た
ス
カ
䤀
ト
を
ま
く
䣬
た
䣎｢

ズ
ボ
ン
を
は
き
な
よ｣

䣎
䣓
あ
な
た
が
買
䣬
て
は

か
せ
て
下
さ
る
䣔䣎 

山
口
く
ん
䣍｢

エ
ホ
バ
䥹
神
䥺
と
し
て
２｣

を
書
き
始
め
て
い
ま
す
䣎
前
回
よ
り
さ
ら
に
充
実

し
た
内
容
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
䣎
バ
䤀
ジ
䣼
ン
ア
䣹
プ
し
た
エ
ホ
バ
を
堪
能
し
て
下
さ
る
よ

う
願
い
ま
す
䣎
親
鸞
は
䣍
䣓
死
ね
ば
極
楽
へ
䣍
阿
弥
陀
に
ラ
ン
ダ
ム
に
救
わ
れ
す
べ
て
仏
に
な

る
䣎
葬
儀
は
無
用
䣍
死
体
は
賀
茂
川
の
魚
の
え
さ
に
せ
よ
䣔
䣎
念
仏
を
説
い
た
䣎
親
鸞
は
極
楽

さ
え
も
䣓
法
然
に
騙
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
䣔
䣍
あ
る
意
味
信
頼
し
て
い
な
い
䣎
そ
し
て

悪
の
肯
定
䣍
無
神
論
䣎
在
る
の
か
無
い
の
か
判
ら
ぬ
極
楽
浄
土
へ
の
賭
け
䣎
阿
弥
陀
如
来
の
救

済
䣍
遠
く
西
方
浄
土
の
仏
様
で
あ
る
䣎
釈
尊
が
亡
く
な
り
遺
骨
を
八
万
に
分
け
ス
ト
䣶
䤀
パ
䥹
塔
䥺

を
建
て
た
䣎
そ
の
守
役
か
ら
後
の
大
乗
と
呼
ば
れ
る
教
え
が
説
か
れ
る
䣎
出
家
と
は
趣
が
違
い
䣍

在
家
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
䣎
釈
尊
の
遺
骨
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
は
温
か
い
感
情
を
持
つ
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
䣎
執
着
と
は
違
う
䣍
大
乗
の
精
神
䣍
慈
悲
で
す
䣎
多
く
の
人
が
望
む
の
は
䣍
現

実
に
釈
尊
が
生
ま
れ
た
䣍
こ
の
娑
婆
で
幸
せ
に
な
り
た
い
䣎
仏
の
意
義
は
そ
こ
に
あ
る
䣎 

僧
侶
が
確
信
持
て
ぬ
も
の
を
安
易
に
奨
め
て
は
い
け
な
い
䣎
み
ん
な
で
救
わ
れ
る
大
乗
の
精

神
か
ら
も
大
き
く
外
れ
て
行
く
䣎
目
に
見
え
な
い
神
仏
の
法
則
か
ら
は
放
れ
て
は
い
け
な
い
䣎 

そ
れ
は
一
閻
浮
提
䥹
全
宇
宙
䥺
に
遍
満
す
る
䣍
久
遠
実
成
の
釈
迦
如
来
に
帰
依
す
る
こ
と
䣎
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仏
種
に
仏
陀
の
覚
り
を
貼
り
付
け
る
仏
法
䣍
日
蓮
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
愛
は
あ
る
䣎
日
蓮
は

信
徒
に
䣍
䣓
親
に
頂
い
た
大
切
な
体
䣎
報
恩
䣎
感
謝
を
忘
れ
ず
䣍
先
祖
供
養
を
䣔
と
勧
め
る
䣎 

䥹
携
帯
用
の
法
華
経
を
忘
れ
た
富
木
常
忍
䣎
日
蓮
は
弟
子
に
母
親
の
成
仏
の
知
ら
せ
も
託
し

後
を
追
わ
せ
ま
す
䣎
受
け
た
常
忍
は
大
事
な
体
を
授
け
育
ん
で
く
れ
た
父
母
に
感
謝
し
䣍
し
ば

し
涙
に
む
せ
び
ま
す
䣎
辛
い
生
業
を
知
る
大
工
の
イ
エ
ス
と
同
様
䣍
庶
民
出
身
の
日
蓮
だ
か
ら

こ
そ
の
逸
話
だ
と
思
い
ま
す
䥺䣎
釈
尊
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
子
を
含
め
䣍
父
䣍
養
母
䣍
妻
䣍

一
族
郎
党
す
べ
て
を
捨
て
出
家
し
た
䣎
そ
の
心
持
䣍
私
は
一
匹
の
猫
さ
え
も
捨
て
ら
れ
な
い
䣎

儒
学
者
は
彼
を
責
め
る
が
䣍
真
実
を
知
ら
な
い
䣎
自
由
䣍
愛
䣍
平
和
を
求
め
た
釈
尊
の
志
を
䣎 

先
述
し
た
よ
う
に
念
仏
は
極
楽
が
存
在
す
る
か
䣍
ま
た
往
け
る
か
往
け
な
い
か
判
ら
な
い
賭

け
の
世
界
で
あ
る
䣎
親
鸞
は
䣓
我
は
地
獄
に
行
く
し
か
な
い
身
䣍
法
然
に
騙
さ
れ
て
も
念
仏
䣍

阿
弥
陀
如
来
を
信
じ
る
し
か
な
い
䣔
と
言
う
䣎
彼
岸
に
対
し
此
岸
䥹
こ
の
世
䥺
の
功
徳
䣍
現
証

は
誰
一
人
と
し
て
念
仏
に
は
な
い
䣎
だ
か
ら
此
岸
䣍
い
ろ
い
ろ
考
え
る
な
と
言
う
䣎
宗
教
へ
の

無
感
動
䣍
無
関
心
䣎
真
実
か
ら
目
を
そ
ら
せ
る
悪
魔
の
魂
胆
が
あ
る
䣎
䣓
毒
消
し
が
あ
る
か
ら

と
い
䣬
て
毒
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
䣔
わ
け
が
解
か
ら
な
い
䣎
毒
消
し
が
あ
る
の
な
ら
䣍
旨
く
䣍

気
持
の
好
い
毒
な
ら
誰
も
が
飲
み
た
い
だ
ろ
う
䣎
お
か
し
な
話
だ
䣎
念
仏
は
悪
を
肯
定
す
る
䣎 

盗
ん
で
も
䣍
殺
し
て
も
䣍
犯
し
て
も
死
に
際
に
南
無
阿
弥
陀
仏
䣍
い
䣬
ぺ
ん
称
え
れ
ば
成
仏

で
き
る
䣎
䣓
い
や
䣍
も
は
や
阿
弥
陀
の
方
か
ら
救
䣬
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
い
䣬
ぺ
ん
の
南
無
阿
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弥
陀
仏
さ
え
い
ら
な
い
䣔
䣎
絶
対
他
力
䣍
親
鸞
の
言
葉
で
あ
る
䣎䣓
ま
し
て
善
人
と
呼
ば
れ
る
者

た
ち
は
色
ん
な
計
ら
い
を
持
ち
䣍
善
行
と
い
う
も
の
を
人
間
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
行
な
う
䣎 

が
䣍
悪
人
は
自
然
に
生
き
䣍
虚
栄
心
が
な
い
䣎
仏
の
目
で
見
れ
ば
悪
人
の
方
が
己
に
従
順
で

救
わ
れ
る
䣎
䣔
こ
れ
に
反
論
す
る
䣎
真
の
善
人
と
は
突
き
詰
め
れ
ば
䣍
善
を
求
め
続
け
䣍
幾
多

の
涙
と
情
け
を
経
験
し
䣍
神
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
資
格
䣍
聖
霊
の
宮
と
し
て
在
る
者
䣎
そ
の
言

動
は
神
の
意
志
で
あ
る
䣎
悪
人
は
悪
魔
の
子
䣎
や
は
り
救
わ
れ
な
い
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
縁

が
な
い
か
ら
で
あ
る
䣎
山
口
く
ん
䣍
ま
た
の
来
訪
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
䣎
自
律
䣍
自
制
䣍
神

の
モ
䣹
ト
䤀
で
す
䣎
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
䣎
連
絡
を
下
さ
い
䣎
祈
り
ま
す
䣎
未
来
の
幸
福
の

た
め
䣎
私
を
悪
魔
だ
と
思
䣬
て
い
な
い
か
い
䣎
光
の
天
使
に
化
け
た
サ
タ
ン
の
手
下
に
な
る
工

程
で
私
を
拒
絶
し
て
い
る
こ
と
に
䣍
早
く
気
付
く
の
だ
䣎
良
心
を
深
く
す
る
の
だ
䣍
神
の
心
の

域
ま
で
䣎
私
の
意
味
が
見
え
る
䣎
念
仏
は
己
だ
け
が
助
か
れ
ば
よ
い
䣎
真
言
密
教
は
各
自
勝
手

に
秘
儀
に
よ
䣬
て
救
わ
れ
れ
ば
い
い
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
皆
で
す
べ
て
に
救
わ
れ
よ
う
䣎 

ど
こ
に
愛
が
あ
る
か
䣍
一
目
瞭
然
で
あ
る
䣎
私
が
君
を
負
の
要
因
で
充
た
す
と
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
ら
な
い
の
か
䣎
私
を
悪
魔
だ
と
拒
絶
す
る
か
䣎
い
ず
れ
に
せ
よ
無
視
か
ら
は
何
も
生
ま
れ

な
い
䣎
悪
意
䣍
私
の
排
除
䣍
そ
れ
が
目
的
な
の
か
䣎
何
と
愚
か
な
䣎
使
徒
行
伝
䣍
䣓
神
が
あ
な

た
を
選
び
義
人
の
声
を
聴
か
せ
た
䣎
あ
な
た
が
そ
の
こ
と
の
証
人
に
な
る
た
め
で
あ
る
䣔
䣎
己

の
使
命
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
䣎
盲
人
の
自
覚
を
促
し
䣍
パ
ウ
ロ
の
よ
う
に
福
音
を
も
た
ら
し
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人
々
を
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
䣎
来
る
世
䣍
妊
娠
が
な
い
䣎
つ
ま
り
性
欲
は
言
葉
と
し
て
な
く
な

る
䣎
繰
り
返
す
䣍
肉
欲
が
善
く
な
い
の
は
䣍
嫌
悪
感
ま
た
は
嫉
妬
な
ど
の
悪
感
情
が
付
き
ま
と

䣬
た
か
ら
だ
䣎
歓
び
を
享
受
す
る
た
め
䣍
明
る
く
素
直
に
温
か
く
䣍
神
の
選
民
と
は
䣍
楽
し
く

美
し
く
享
楽
を
生
き
る
も
の
䣎
私
は
や
は
り
皮
膚
感
か
ら
も
た
ら
さ
ら
れ
る
快
楽
は
捨
て
き
れ

な
い
䣎
い
つ
愛
に
基
づ
き
夢
は
か
な
う
の
だ
ろ
う
䣎
こ
の
道
徳
的
な
世
界
で
享
楽
は
悪
と
さ
れ

る
懸
念
が
否
め
な
い
䣎
道
徳
は
果
た
し
て
善
な
の
か
䣎
釈
尊
出
家
の
要
因
の
ひ
と
つ
䣍
醜
い
饗

宴
と
は
䣎
そ
の
釈
尊
の
忌
避
す
る
感
覚
は
私
を
捉
え
て
離
さ
な
い
䣎
し
か
し
抱
擁
へ
の
志
向
は

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
䣎
矛
盾
し
て
い
る
䣎
す
べ
て
の
人
の
心
の
中
に
も
神
と
サ
タ
ン
が
混
ざ

り
合
い
併
存
し
て
い
る
䣎
欲
望
と
平
安
䣍
快
楽
と
嫌
悪
䣎
仏
陀
の
智
慧
と
慈
悲
が
あ
れ
ば
解
決

さ
れ
る
䣎
来
る
世
䣍
執
着
を
絶
ち
博
愛
を
抱
き
䣍
裏
切
り
な
ど
と
憔
悴
せ
ず
䣍
パ
䤀
ト
ナ
䤀
の

思
い
や
り
の
交
流
を
是
と
す
る
䣎
簡
単
な
こ
と
だ
䣎
焼
き
も
ち
を
焼
く
な
䣎 

各
地
に
美
し
き
抱
擁
が
暖
か
く
生
ま
れ
る
䣎
不
老
不
死
の
実
現
䣎
来
る
世
䣍
幸
せ
の
快
感
と

は
オ
ル
ガ
ス
ム
ス
を
超
え
䣍
も
䣬
と
凄
い
も
の
が
䣎
信
仰
䣍
帰
依
す
る
䣎
そ
の
前
に
䣍
イ
エ
ス

も
釈
尊
䥹
仏
陀
䥺
も
䣓
私
を
見
ず
に
信
じ
る
者
は
幸
い
で
あ
る
䣍
神
の
摂
理
䣍
仏
陀
の
法
を
知

る
䣔
䣎
大
切
な
の
は
䣍
絶
対
的
な
個
人
崇
拝
で
は
な
く
䣍
真
実
の
教
え
へ
の
心
の
在
り
方
で
あ

る
䣎
個
人
崇
拝
は
命
の
平
等
性
も
損
な
う
こ
と
に
な
る
䣎
偶
像
崇
拝
が
許
さ
れ
な
い
わ
け
は
䣍

自
己
放
棄
し
意
味
も
解
ら
ぬ
も
の
に
ひ
た
す
ら
頭
を
た
れ
拝
む
䥹
石
䥻
狐
䣍
鏡
䣍
天
狗
等
䥺
䣍
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願
望
成
就
の
た
め
䣎
釈
尊
が
禁
じ
た
他
に
依
拠
す
る
も
の
だ
䣎
温
か
い
人
間
に
な
り
䣍
聖
霊
の

宮
に
な
る
䣍
神
仏
か
ら
の
最
終
目
的
は
達
成
さ
れ
な
い
䣎
聖
霊
の
宮
と
は
仏
を
意
味
し
て
い
る
䣎 

䥹
ケ
イ
ゾ
ウ
䣍
ど
こ
で
聴
い
て
い
る
䣎
マ
ユ
カ
に
も
う
す
ぐ
赤
ち
䣭
ん
が
出
来
る
ぞ
䣎
男
の

子
だ
そ
う
だ
䣎
三
人
娘
の
次
女
だ
䣬
た
身
䣍
え
ら
く
喜
ん
で
い
た
ぞ
䣎
初
孫
だ
な
䣎
死
ん
で
12

年
に
な
る
か
䣎
早
く
に
死
ん
だ
俺
の
親
父
と
同
じ
く
ア
ル
コ
䤀
ル
依
存
に
な
䣬
ち
ま
䣬
て
䣎
だ

け
ど
薬
依
存
の
障
害
者
の
俺
に
も
解
か
䣬
て
き
た
䣍
親
父
と
お
前
の
気
持
ち
が
䣎
こ
の
世
の
あ

り
よ
う
に
悩
ん
で
い
た
の
だ
な
䣎
お
前
の
若
く
し
て
死
ん
だ
お
母
さ
ん
䣍
䣓
特
別
䣍
歌
が
う
ま

く
な
く
て
も
笑
顔
が
あ
れ
ば
い
い
䣔
お
前
䣍
子
供
の
こ
ろ
歌
い
手
に
な
ろ
う
と
思
䣬
て
い
た
な
䣎 

䣓
上
を
向
い
て
歩
こ
う
䣔
み
ん
な
そ
の
音
痴
を
冷
や
か
し
て
い
た
け
ど
䣍
２
０
年
後
䣍
商
盛

会
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
泣
く
奴
も
現
れ
た
な
䣎
気
の
好
い
お
前
を
䣍
さ
ん
ざ
ん
侮
辱
し
た
け
ど
䣍

お
前
に
嫁
さ
ん
を
世
話
し
た
䣍
俺
が
一
番
の
親
友
だ
䣬
た
の
だ
よ
䣎
俺
の
親
父
と
天
国
で
う
ま

い
酒
を
飲
ん
で
く
れ
䣎
最
近
死
ん
だ
ば
か
り
の
町
会
議
員
だ
䣬
た
䣍
お
前
の
親
父
さ
ん
は
そ
こ

に
い
る
か
心
配
だ
䣎
本
当
に
お
前
が
う
た
う
の
は
䣓
上
を
向
い
て
歩
こ
う
䣔
だ
け
だ
䣬
た
䣎
十

八
番
䣎
俺
は
䣓
泣
き
な
が
ら
歩
く
䣍
独
り
ぼ
䣬
ち
の
夜
䣔
我
が
儘
な
お
ふ
く
ろ
に
手
を
焼
い
て

い
る
䣎
い
ず
れ
に
せ
よ
䣍
ど
ん
な
形
か
解
ら
ぬ
が
䣍
ま
た
再
会
で
き
る
䣎
サ
タ
ン
の
体
制
は
終

わ
り
を
告
げ
る
䣎
神
の
国
䣍
幸
せ
な
楽
園
で
䣍
み
ん
な
で
暮
ら
す
の
だ
䣎
も
う
変
な
上
昇
志
向

は
い
ら
な
い
䣎
優
越
感
も
䣍
劣
等
感
も
䣎
そ
れ
で
い
い
の
さ
䣎
お
前
が
背
を
向
け
た
信
仰
䣎
解



 
 

394 

か
る
と
き
は
来
た
か
䣎
永
遠
の
命
を
ど
う
使
う
䣍
か
つ
て
消
防
団
で
現
場
に
人
先
䣍
駆
け
つ
け

た
䣍
お
前
䣎
喜
ん
で
く
れ
䣎
神
の
国
で
は
も
う
災
難
は
な
い
䣎
愛
で
す
べ
て
が
保
護
さ
れ
䣍
回

る
の
だ
䣎
こ
れ
で
万
事
オ
䤀
ケ
䤀
だ
䣎
も
う
少
し
だ
䣍
ケ
イ
ゾ
ウ
䣎
も
う
す
ぐ
だ
䣎
䥺 

 

山
口
く
ん
䣎 

ロ
䤀
マ
人
へ
の
手
紙
第
２
章
第
４
節
神
の
慈
愛
が
あ
な
た
を
悔
い
改
め
に
導
く
こ
と
も
知

ら
な
い
で
䣍
そ
の
慈
愛
と
忍
耐
と
寛
容
と
の
富
を
軽
ん
じ
る
の
か
䣎
５
節
あ
な
た
の
か
た
く
な

な
䣍
悔
い
改
め
の
な
い
心
の
ゆ
え
に
䣍
あ
な
た
は
神
の
正
し
い
裁
き
の
現
れ
る
怒
り
の
日
の
た

め
に
䣍
神
の
怒
り
を
䣍
自
分
の
身
に
積
ん
で
い
る
の
で
あ
る
䣎
６
節
神
は
䣍
お
の
お
の
に
䣍
そ

の
わ
ざ
に
従
䣬
て
報
い
ら
れ
る
䣎
７
節
す
な
わ
ち
一
方
で
は
䣍
耐
え
忍
ん
で
善
を
行
な
䣬
て
䣍

光
栄
と
ほ
ま
れ
と
朽
ち
ぬ
も
の
を
求
め
る
人
に
䣍
永
遠
の
命
が
与
え
ら
れ
䣍
８
節
他
方
で
は
䣍

党
派
心
を
抱
き
䣍
真
理
に
従
わ
な
い
で
不
義
に
従
う
人
に
䣍
怒
り
と
激
し
い
憤
り
が
加
え
ら
れ

る
䣎
䥹
天
罰
必
中
で
す
な
䥺
䣎 

䥹
考
察
䥺 

神
は
恣
意
的
な
私
怨
で
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
に
罰
を
与
え
た
の
か
䣎
裏
切
䣬
て
知
恵
の
実
を
食
べ

て
善
悪
を
判
断
す
る
䣎
罰
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
䣍
自
由
意
思
を
持
䣬
た
人
間
に
は
䣍
神
か
ら
放
れ

た
生
活
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
䣬
た
䣎
案
の
定
䣍
神
に
と
䣬
て
代
わ
ろ
う
と
す
る
サ
タ
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ン
を
戴
い
た
人
間
た
ち
は
䣍
歴
史
の
中
䣍
散
々
酷
い
目
に
遭
䣬
て
い
る
䣎
そ
れ
で
も
人
々
は
䣍

神
に
背
を
向
け
て
拝
金
䣍
物
質
至
上
主
義
に
走
る
䣎
利
他
䣍
愛
に
䣍
気
づ
き
䣍
目
覚
め
た
と
き
䣍

幸
せ
は
お
の
ず
か
ら
訪
れ
る
䣎
や
は
り
人
は
真
面
目
に
生
き
な
い
と
䣎
周
り
を
大
切
に
䣍
感
謝

を
忘
れ
な
い
䣎
差
し
伸
べ
ら
れ
る
手
を
払
わ
ず
優
し
く
握
り
返
す
䣎
た
ぐ
り
寄
せ
た
り
な
ど
せ

ず
䣎
人
は
助
け
合
い
だ
䣎
そ
の
こ
と
に
気
づ
く
と
き
神
仏
は
微
笑
む
䣎
人
が
人
を
助
け
る
の
は

神
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
䣎
じ
つ
は
自
然
権
䣍
基
本
権
䣍
人
権
は
哲
学
者
が
持
ち
出
す
前
に
神

は
強
く
人
間
に
賦
与
し
て
い
る
䣎
天
の
父
の
愛
を
訴
え
た
イ
エ
ス
は
䣍
人
間
に
生
ま
れ
䣍
贖
罪

し
た
後
䣍
復
活
し
祝
福
を
証
し
た
の
で
あ
る
䣎
幸
せ
に
な
る
為
に
は
私
は
な
ん
で
も
あ
り
の
自

由
民
主
主
義
の
罠
に
陥
ら
ず
に
心
に
神
䥹
愛
䥺
を
抱
き
思
い
や
り
を
持
䣬
て
生
き
る
こ
と
を

人
々
に
勧
め
䣍
求
め
る
の
で
す
䣎
王
権
神
授
説
䣍
こ
れ
を
妥
当
だ
と
す
る
か
ら
こ
そ
䣍
専
制
と

敵
対
せ
ず
人
権
も
神
よ
り
授
か
䣬
た
と
䣍
同
様
に
言
え
る
の
だ
䣎
自
然
権
䣎
神
も
䣍
イ
エ
ス
も
䣍

日
蓮
も
聖
な
る
も
の
と
し
て
一
体
化
し
䣍
一
閻
浮
提
に
遍
満
し
流
れ
て
い
る
䣎
私
が
ア
ガ
ペ
䤀

の
広
報
を
誰
か
に
委
託
す
る
䣍
差
配
は
天
の
法
䣍
神
の
摂
理
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
䣎 

お
互
い

が
厳
格
に
て
裏
切
り
を
防
ぐ
䣍
つ
ま
り
人
を
疑
り
䣍
監
視
機
関
を
作
り
け
ん
制
し
あ
う
䣎
こ
れ

は
辛
い
で
す
䣎
何
事
も
隠
ぺ
い
す
る
体
質
が
生
ま
れ
䣍
告
げ
口
が
生
ま
れ
䣍
疑
心
暗
鬼
の
温
床

に
な
る
䣎
そ
こ
か
ら
サ
バ
イ
バ
ル
䣍
王
家
か
ら
出
家
し
た
釈
尊
の
気
持
ち
が
俄
然
䣍
理
解
さ
れ

る
䣎
出
家
と
は
元
来
䣍
厭
世
的
意
識
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
䣎
生
き
残
り
ゲ
䤀
ム
を
楽
し
む
ス
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ポ
䤀
ツ
観
戦
䣎
そ
れ
は
悪
魔
の
世
界
そ
の
も
の
で
あ
る
䣎
サ
タ
ン
の
背
後
に
光
明
を
放
䣬
て
䣍

神
は
愛
を
持
䣬
て
生
き
よ
と
䣍
人
々
の
心
が
誠
実
な
理
性
で
良
心
に
向
く
の
を
䣍
首
を
長
く
し

て
待
䣬
て
い
る
䣎
だ
か
ら
皆
䣍
と
に
か
く
愛
を
忘
れ
ず
に
い
て
く
れ
䣎
そ
れ
だ
け
だ
䣎
南
無
妙

法
蓮
華
経
䣎 

山
口
く
ん
䣎 

メ
ン
タ
リ
テ
䣵
䤀
は
ど
う
で
す
か
䣎
使
徒
行
伝
第
11
章
17
節
䣓
私
の
よ
う
な
も
の
が
ど
う

し
て
神
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
よ
う
か
䣔
䣎
イ
エ
ス
は
天
に
あ
げ
ら
れ
た
䣎
訪
問
䣍
待

䣬
て
い
ま
す
䣎 

䥹
お
世
話
に
な
䣬
た
近
所
の
女
性
䥺 

理
屈
で
は
な
く
宗
派
を
超
え
素
直
に
家
族
䣍
特
に
息
子
の
無
事
を
䣍
仏
を
信
じ
祈
る
䣎
世
話

人
䣎
布
施
を
大
事
に
䣎
臨
終
の
相
は
美
し
か
䣬
た
䣎
信
心
に
生
き
た
人
䣎
享
年
九
十
八 

南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎 

䥹
考
察
䥺 

結
局
䣍
ど
こ
で
も
素
直
に
神
仏
を
求
め
る
も
の
は
䣍
節
操
な
き
と
呼
ば
れ
る
よ
り
䣍
そ
の
正

直
さ
に
神
仏
は
微
笑
む
䣎
純
真
な
心
が
幸
せ
を
䣎
目
に
見
え
ぬ
䣍
幻
で
リ
ア
ル
な
世
界
を
信
じ

る
か
ど
う
か
で
あ
る
䣎
先
程
か
ら
も
言
䣬
て
い
る
が
䣍
善
意
と
良
心
だ
け
の
神
は
生
き
ら
れ
な

い
世
間
䣎
サ
タ
ン
の
支
配
体
制
䣎
負
け
る
な
䣍
同
志
諸
君
䣎
夜
明
け
は
も
う
す
ぐ
だ
䣎
尾
崎
は



 
 

397 

体
制
に
は
非
常
に
危
険
な
人
物
だ
䣬
た
䣎
サ
タ
ン
の
支
配
体
制
䣍
権
威
主
義
に
対
し
自
由
䣍
愛

を
訴
え
た
人
物
た
ち
は
排
斥
さ
れ
た
が
䣍
死
を
も
䣬
て
栄
光
と
な
䣬
た
䣎
魂
は
受
け
継
が
れ
て

い
く
䣎
イ
エ
ス
䣍
日
蓮
䣍
尾
崎
豊
䣍
は
代
表
者
䣎
幾
多
の
天
に
記
さ
れ
た
無
名
の
愛
の
戦
士
䣎

優
し
く
て
雄
々
し
い
勇
者
た
ち
䣎
俺
は
彼
ら
の
夢
を
か
な
え
る
䣎 

 

山
口
く
ん
䣎 

か
つ
て
君
に
永
遠
の
命
を
約
束
し
た
ね
䣎
い
ま
だ
君
は
二
心
を
抱
き
会
衆
と
い
う
被
害
者
に

対
し
偽
物
を
宣
教
し
て
い
る
䣎
時
期
を
迎
え
た
䣎
嘘
䣍
二
枚
舌
は
使
え
な
い
䣎
神
の
子
と
臆
病

者
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
䣎
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
１
９
章
２
０
節
か
ら
２
８
節
迄
が
何
度
開
い

て
も
現
れ
ま
す
䣎
ラ
ン
ダ
ム
に
３
０
回
䣎
最
終
の
記
述
は
䣓
聖
書
が
全
う
さ
れ
る
た
め
䣔
䣎
終

末
な
の
か
䣎
何
か
が
確
実
に
起
こ
る
䣎
枝
を
断
つ
な
よ
䣎
ひ
さ
し
ぶ
り
エ
ホ
バ
の
証
人
䣍
西
村

さ
ん
䣎
あ
な
た
が
言
䣬
た
䣍䣓
来
る
世
に
も
倦
怠
は
あ
る
䣔
䣎
か
つ
て
私
は
感
謝
で
い
な
す
と
裁

い
た
䣎 

だ
が
来
る
世
䣍
道
徳
は
い
ら
な
い
と
気
付
い
た
䣎
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
楽
園
に
あ
䣬
た
こ
ろ
䣍

殺
人
を
は
じ
め
盗
み
䣍
偽
証
䣍
利
己
的
願
望
䣍
性
に
関
す
る
悪
感
情
䣍
隣
人
と
の
諍
い
は
概
念

す
ら
も
存
在
し
な
か
䣬
た
䣎
当
然
䣍
神
を
疑
う
こ
と
も
䣎
し
か
し
事
件
は
起
こ
り
䣍
神
が
戒
律

を
設
け
な
け
れ
ば
人
間
界
に
お
い
て
悪
意
か
ら
悪
徳
が
は
び
こ
り
収
拾
が
つ
か
な
く
な
䣬
た
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の
だ
䣎
来
る
世
䣍
楽
園
に
は
道
徳
も
倫
理
も
い
ら
な
い
䣎
す
べ
て
が
神
の
意
志
䣎
聖
霊
の
宮
䣍

神
の
御
使
い
に
な
る
か
ら
で
あ
る
䣎
楽
し
く
暮
ら
す
だ
け
で
あ
る
䣎 

 

雄
さ
ん
䣎 

日
蓮
は
神
だ
䣎
仏
で
も
あ
る
䣎
今
回
の
本
で
念
仏
を
い
つ
も
の
様
に
正
直
に
批
判
し
た
䣎 

南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
る
神
の
子
た
ち
は
ひ
と
つ
に
な
る
䣎
大
石
寺
䣍
功
徳
の
根
源
䣍
本

門
戒
壇
の
本
尊
䣍
奉
安
堂
の
耐
震
性
䣎
崩
れ
る
因
縁
な
ら
ば
䣍
究
極
の
当
体
で
は
な
い
䣎
心
に

開
く
永
遠
の
本
尊
が
本
物
䣎
戒
壇
は
我
が
身
䣎
私
の
サ
イ
ト
䣓
エ
ホ
バ
䥹
神
䥺
と
し
て
䣔
開
い

て
く
だ
さ
い
䣎
貫
井
に
言
䣬
た
䣎
䣓
お
前
の
成
し
た
大
事
䣍
俺
を
大
石
寺
に
連
れ
ま
し
た
こ
と

だ
䣔
䣎
雄
さ
ん
の
使
命
は
俺
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
の
因
縁
を
確
認
さ
せ
䣍
ま
た
鼓
舞
す
る
こ

と
に
あ
䣬
た
䣎
ご
苦
労
様
で
す
䣎
二
人
と
も
仏
国
土
䣍
神
の
国
建
設
の
た
め
尽
力
期
待
し
ま
す
䣎 

不
老
不
死
䣍
永
遠
の
命
は
絵
空
事
で
は
な
い
䣎
私
は
王
国
の
主
で
す
䣎
信
仰
つ
ま
り
親
近
感

が
決
め
て
䣎
私
は
愛
し
き
美
女
を
抱
擁
す
る
こ
と
䣍
そ
れ
だ
け
が
夢
䣎
か
つ
て
䥹
ニ
䣹
ポ
ン
人

へ
の
手
紙
䥺
の
な
か
で
神
と
サ
タ
ン
は
こ
の
世
で
出
来
レ
䤀
ス
を
演
じ
て
い
る
と
記
し
た
䣎
本

当
か
䣍
聖
書
に
尋
ね
る
し
か
な
い
䣎
䣓
そ
う
で
は
な
い
䣎
が
䣍
そ
う
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
䣔 

ど
ん
な
も
の
で
も
善
玉
䣍
悪
役
䣍
は
あ
る
䣎
悪
魔
が
残
虐
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
神
の
優
し
さ
䣍

慈
悲
深
さ
が
際
立
つ
の
で
あ
る
䣎
神
が
け
し
て
望
ん
だ
も
の
で
は
な
い
䣎
サ
タ
ン
は
こ
の
道
理
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を
理
解
し
て
い
る
の
か
䣎
大
義
名
分
を
持
た
せ
た
戦
争
を
代
表
と
し
た
悪
を
善
に
見
せ
か
け
る
䣎 

そ
し
て
親
し
き
人
の
私
へ
の
裏
切
り
か
ら
私
が
傷
つ
く
と
喜
ん
で
い
る
䣎
人
間
に
は
自
由
意

志
が
あ
る
䣎
サ
タ
ン
は
欲
望
と
い
う
名
の
光
の
天
使
を
装
い
䣍
神
か
ら
離
反
し
た
人
間
た
ち
を

陥
落
さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
る
䣎
そ
の
よ
う
な
非
道
が
長
く
続
い
た
䣎
神
は
結
審
す
る
䣎
嘘
と

人
々
の
疑
心
暗
鬼
に
ま
み
れ
た
サ
タ
ン
の
世
は
終
わ
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

看
板
だ
䣬
た
䥹
義
人
の
教
え
䥺
䣍
か
つ
て
あ
る
人
か
ら
䣓
お
こ
が
ま
し
く
な
い
か
䣔
と
い
わ

れ
䣓
神
が
人
間
に
遠
慮
す
る
の
は
お
か
し
い
䣎
ま
た
偉
い
偉
く
な
い
と
か
䣍
上
下
の
価
値
判
断

は
神
の
世
界
で
は
無
意
味
で
あ
り
䣍
そ
れ
に
つ
な
が
る
悪
感
情
も
存
在
し
な
い
䣔
䣎
と
答
え
た
䣎

た
だ
間
違
䣬
て
は
い
な
い
の
だ
が
䣍
神
は
自
ら
の
勝
手
に
甘
ん
じ
た
感
に
な
り
䣍
本
当
に
人
間

を
救
い
た
い
の
な
ら
ま
ず
そ
の
意
識
の
位
置
ま
で
辿
䣬
て
行
か
な
け
れ
ば
と
認
識
し
た
䣎
新
た

な
気
づ
き
が
あ
䣬
た
䣎
私
は
方
法
論
で
は
な
く
䥹
義
人
の
想
い
䥺
純
粋
な
神
の
気
持
ち
つ
ま
り

愛
を
訴
え
る
な
ら
䣍
上
か
ら
目
線
は
誰
も
受
け
付
け
な
い
こ
と
を
留
意
し
覚
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
䣬
た
䣎
認
め
ら
れ
な
い
の
は
私
の
徳
の
な
さ
か
ら
だ
䣎
䣓
主
体
性
に
関
与
さ
れ
る
の
は

気
分
が
悪
い
䣔
䣍
そ
れ
が
誰
し
も
の
自
然
な
気
持
ち
だ
䣎
私
が
偉
そ
う
に
見
え
て
は
い
け
な
い
䣎 

私
の
愛
の
想
い
䣍
込
め
ら
れ
た
念
が
䣍
岩
石
に
窪
み
を
つ
け
る
水
滴
の
よ
う
に
䣍
皆
の
心
に

浸
透
し
て
行
く
の
を
期
待
し
た
い
䣎
愛
は
䣍
教
え
よ
り
想
い
䣍
そ
れ
が
適
切
で
あ
る
䣎
神
が
偉

い
䣍
そ
ん
な
意
識
よ
り
䣍
愛
と
い
う
理
想
を
䣍
私
の
言
動
か
ら
人
々
が
洗
脳
で
は
な
く
主
体
的
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に
捉
え
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
䣎
私
に
愛
と
義
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
䣎
そ
し
て
そ
ん
な

私
が
唯
一
䣍
聖
な
る
尊
き
も
の
で
あ
る
䣎
理
解
し
て
ほ
し
い
䣎 

 

千
華
䣎 

䣓
千
華
の
愛
が
本
物
な
ら
䣍
お
じ
ち
䣭
ん
は
イ
エ
ス
の
よ
う
に
水
を
ぶ
ど
う
酒
に
変
え
て
や

る
䣔
䣎
そ
し
て
注
が
れ
た
ワ
イ
ン
は
と
て
も
お
い
し
か
䣬
た
䣎
つ
ま
り
そ
れ
は
千
華
の
愛
の
美

し
さ
の
証
だ
䣬
た
䣎
聖
書
の
婚
礼
の
譬
え
は
千
華
の
愛
を
あ
ら
わ
す
エ
ビ
デ
ン
ス
で
も
あ
る
䣎

千
華
へ
䣍䣓
こ
の
祝
儀
は
年
金
で
は
な
く
お
じ
ち
䣭
ん
が
時
給
８
２
０
円
か
ら
貯
め
た
も
の
だ
䣎 

惜
し
く
は
な
い
䣎
た
だ
い
つ
も
人
の
想
い
の
分
か
る
女
性
で
い
て
下
さ
い
䣎
蛇
足
の
よ
う
だ

が
祝
辞
で
す
䣔
䣎䣓
前
に
ゆ
る
い
礼
儀
が
必
要
だ
と
言
䣬
た
ね
䣎
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
は
君
た
ち

の
幸
福
を
祈
䣬
て
な
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
䣎
ひ
と
つ
ひ
と
つ
大
事
に
し
て
感
謝
の
意
思
を
示

し
な
さ
い
䣎
そ
れ
が
大
人
の
女
性
䣍
ま
た
母
親
だ
よ
䣔
䣎䣓
夜
遅
く
ご
め
ん
䣎
お
や
じ
の
こ
と
を

考
え
て
い
た
䣎
き
ち
が
い
水
䣎
酒
乱
䣍
常
習
䣍
依
存
に
つ
な
が
る
䣎
お
や
じ
は
酒
を
売
䣬
て
生

き
て
い
る
自
分
を
責
め
䣍
自
ら
依
存
症
の
道
を
選
ぶ
䣎
優
し
い
父
に
悲
し
い
自
己
犠
牲
が
光
る
䣔
䣎 

䣓
お
じ
ち
䣭
ん
が
か
つ
て
重
ん
じ
た
義
䣍
友
情
に
つ
い
て
迷
う
䣎
割
り
勘
は
や
め
よ
䣎
線
引

き
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
䣎
心
で
生
き
よ
䣎
䥹
真
由
子
先
生
に
捧
ぐ
䥺
父
と
子
の
想
い
䣍
人

生
の
悲
哀
䣍
サ
イ
ト
ご
覧
く
だ
さ
い
䣔
䣎䣓
千
華
䣍
祝
い
を
あ
げ
た
か
ら
䣬
て
君
た
ち
の
負
担
と



 
 

401 

見
返
り
な
ど
は
期
待
し
て
い
な
い
䣎
た
だ
出
逢
う
も
の
に
心
か
ら
親
切
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
仲
良
く
䣍
か
ら
だ
大
切
に
䣔
䣎 

 

山
口
く
ん
䣎 

神
が
僕
䥹
し
も
べ
䥺
を
送
䣬
た
の
は
䣍
人
々
を
悪
か
ら
立
ち
返
ら
せ
信
仰
に
導
く
た
め
で
あ

䣬
た
䣎
イ
エ
ス
は
死
人
の
中
か
ら
䣍
ラ
ザ
ロ
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
䣎
さ
す
が
に
こ
の
奇
跡
は
凄

い
䣎
瞠
目
す
る
䣎
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
１
２
章
３
９
節
多
く
は
奇
跡
を
見
て
も
神
を
信
じ
ら

れ
な
か
䣬
た
䣎
神
は
目
隠
し
を
し
て
い
る
䣎
君
は
パ
リ
サ
イ
人
を
は
ば
か
䣬
て
正
し
い
声
を
出

せ
な
い
䣎
会
館
䣍
会
衆
か
ら
追
放
さ
れ
る
恐
怖
に
䣎
君
た
ち
は
会
則
を
幼
き
頃
よ
り
順
守
し
立

派
な
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
に
な
る
よ
う
教
育
さ
れ
た
䣎
で
も
イ
エ
ス
は
感
受
性
豊
か
な
ナ
イ
ス
ガ
イ
䣎 

彼
を
知
る
都
度
そ
う
思
う
䣎
私
に
は
そ
れ
が
分
か
る
䣎
同
情
を
ふ
ま
え
た
愛
が
是
䣎
冷
た
い

分
析
に
基
づ
い
た
作
為
䣍
説
教
を
䣍
人
々
に
千
里
浜
の
砂
の
数
ほ
ど
す
る
よ
り
䣍
情
け
に
溢
れ

て
こ
ぼ
れ
る
涙
䣎
イ
エ
ス
は
神
と
し
て
君
を
真
実
䣍
祝
福
す
る
だ
ろ
う
䣎
こ
れ
見
よ
が
し
は
嫌

だ
が
䣍
私
の
予
言
は
当
た
䣬
た
䣎
震
災
䣍
空
襲
２
０
万
人
が
亡
く
な
䣬
た
地
䣍
東
京
䣎
地
獄
䣍

餓
鬼
䣍
畜
生
䣍
修
羅
の
四
悪
道
に
落
ち
た
者
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
悪
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
䣎 

台
風
19
号
は
䣍
善
神
が
彼
方
に
去
䣬
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
元
気
で

す
か
䣎
人
々
の
原
罪
の
意
識
に
は
温
度
差
が
あ
る
䣎
優
し
い
人
ほ
ど
苦
し
む
䣎
律
法
よ
り
イ
エ
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ス
の
説
く
神
の
愛
が
大
切
な
の
だ
䣎
信
仰
に
は
善
良
さ
が
力
を
持
つ
䣎
ロ
䤀
マ
人
へ
の
手
紙
３

章
２
６
節
䣍
神
は
自
ら
義
と
な
り
䣎
つ
ま
り
神
は
イ
エ
ス
䣎
さ
ら
に
彼
を
信
じ
る
も
の
を
義
と

さ
れ
る
䣎
そ
し
て
義
を
示
す
た
め
䣍
神
䣍
イ
エ
ス
䣍
聖
霊
䣍
三
位
一
体
䣍
こ
れ
は
ど
う
転
ん
で

も
外
れ
な
い
の
で
あ
る
䣎
今
日
は
訪
問
あ
り
が
と
う
䣎
神
は
い
つ
も
一
番
弱
い
立
場
の
人
の
思

い
を
察
し
䣍
愛
を
注
ぎ
た
く
䣍
気
に
か
け
て
い
る
䣎
例
え
ば
ホ
䤀
ム
レ
ス
の
人
た
ち
䣍
傷
つ
き

自
ら
の
存
在
さ
え
否
定
し
て
い
る
䣎
幼
児
䣍
児
童
虐
待
䣎
神
䣍
イ
エ
ス
は
䣍
号
泣
す
る
䣎
涙
の

一
粒
も
こ
ぼ
さ
な
い
䣍
エ
ホ
バ
の
証
人
は
真
実
エ
ホ
バ
を
愛
し
て
は
い
な
い
䣎
一
番
必
要
な
心

の
ぬ
く
も
り
が
欠
如
し
䣍
温
か
い
人
間
と
は
呼
ば
れ
な
い
の
で
あ
る
䣎
君
の
毒
舌
䣍
巧
言
に
は
䣍

憐
れ
み
と
と
も
に
䣍
組
織
に
対
し
て
の
妄
信
し
か
感
じ
な
い
䣎
悪
感
情
か
ら
の
揚
げ
足
取
り
は

心
に
余
裕
の
な
い
君
の
証
左
で
あ
る
䣎
だ
が
訪
問
䣍
本
当
に
う
れ
し
い
䣎
イ
エ
ス
に
乾
杯
䣎 

 

䥹
聖
書
に
基
づ
き
台
風
が
上
陸
す
る1

週
間
前
に
Ｒ
会
に
向
け
て
私
が
発
し
た
予
言
で
す
䥺䣎 

䣓
台
風
19
号
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
聖
書
に
出
て
い
る
䣎
だ
が
富
山
は
免
れ
る
䣎 

俺
が
い
る
か
ら
䣎
不
遜
で
は
な
く
辛
い
が
私
の
神
の
証
明
と
し
て
な
さ
れ
る
䣎
こ
の
心
持
䣍

判
る
も
の
は
楽
園
へ
䣔 

䥹
結
果
䥺
䣎 

38
都
道
府
県
の
被
害
は
一
千
億
円
以
上
䣎
の
ち
䣍
千
葉
な
ど
へ
の
豪
雨
䣎
無
事
で
あ
る
な
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ら
䣍
た
だ
神
に
感
謝
す
る
䣎
素
直
に
暖
か
く
同
情
を
忘
れ
ず
に
䣎
人
は
み
な
罪
び
と
䣎
神
の
愛

は
公
平
で
す
䣎 

北
海
道
地
震
䣍
東
日
本
大
震
災
䣍
広
島
䣍
大
阪
䣍
西
日
本
豪
雨
䣍
台
風
千
葉
䣍
長
野
䣍
熊
本

地
震
䣍
四
国
は
天
災
が
頻
繁
䣎
北
陸
䣍
し
か
も
富
山
だ
け
が
安
全
地
帯
䣎
そ
の
中
䣍
一
部
の
私

の
存
在
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
も
の
達
䣍
天
罰
必
中
で
あ
る
䣎 

 

山
口
く
ん
䣎 

昨
日
は
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
䣎
君
た
ち
の
教
義
䣍
死
は
䣍
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
と
し
て
務
め

を
成
し
遂
げ
た
果
て
の
も
の
䣍
哀
悼
の
意
よ
り
も
䣍
歓
喜
を
生
み
出
す
と
い
う
䣎
亡
く
な
䣬
た

杉
田
さ
ん
も
䣍
い
ず
れ
コ
ピ
䤀
と
し
て
復
活
す
る
わ
け
だ
䣎
だ
が
何
か
寂
し
い
な
あ
䣎
エ
ホ
バ

神
が
宇
宙
を
創
䣬
た
䣎
疑
い
な
き
正
解
で
あ
る
䣎
私
が
最
初
の
声
を
発
し
た
の
で
あ
る
䣎
大
坂

城
を
職
人
が
作
䣬
た
と
は
だ
れ
も
言
わ
な
い
䣎
科
学
は
大
工
が
使
䣬
た
材
木
だ
け
を
観
て
い
る
䣎 

い
つ
も
夜
分
䣍
メ
䤀
ル
を
送
信
し
䣍
悪
い
䣎
俺
は
君
ら
が
好
き
だ
䣎
信
念
と
根
性
が
あ
る
䣎

た
だ
負
け
ず
嫌
い
を
克
服
し
䣍
信
念
を
深
く
考
察
䣍
更
地
か
ら
の
懐
疑
䣍
構
築
を
持
䣬
て
い
ま

す
䣎 私

は
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
な
く
な
䣬
た
䣎
仏
教
で
は
無
学
と
い
う
䣎
私
は
神
の
意
思
を
抱
き

行
使
す
る
聖
霊
の
宮
で
す
䣎
時
と
場
合
に
よ
り
適
切
な
発
信
を
す
る
䣎
善
意
で
従
い
な
さ
い
䣎
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山
口
く
ん
䣍
夜
明
け
は
近
い
䣎
王
国
会
館
へ
私
の
足
も
向
く
だ
ろ
う
䣎
死
を
乗
り
越
え
る
に
は

楽
園
で
の
快
楽
享
受
の
資
格
を
得
る
こ
と
に
尽
き
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
そ
し
て
頭
や
わ
ら
か
く
䣎 

人
の
想
い
の
分
か
る
人
に
な
れ
䣎
自
分
よ
り
ま
ず
人
様
䣎
君
は
自
己
犠
牲
と
い
う
䣎
し
か
し

相
手
を
愛
す
る
関
与
は
犠
牲
で
あ
ろ
う
か
䣎
つ
ま
り
布
施
䣍
天
の
父
は
記
す
の
だ
䣍
思
い
や
り

か
ら
の
捨
て
身
を
䣎
そ
れ
は
栄
光
に
満
ち
て
い
る
䣎
先
日
䣍
君
が
神
の
䣍
つ
ま
り
エ
ホ
バ
の
意

を
汲
む
こ
と
の
大
切
さ
を
語
䣬
た
䣎
私
の
錯
覚
で
は
な
い
ね
䣎
私
を
エ
ホ
バ
と
信
じ
た
か
䣎 

正
論
に
対
し
皮
肉
䣍
侮
辱
で
返
す
間
は
䣍
距
離
が
必
要
だ
と
思
う
䣎
そ
し
て
こ
の
小
さ
な
つ

ぼ
み
を
大
事
に
し
た
い
䣎
反
響
が
大
き
い
奇
跡
は
災
い
を
つ
く
る
䣎
病
気
を
癒
し
死
人
を
蘇
生

さ
せ
れ
ば
䣍
人
々
は
殺
到
し
て
収
拾
つ
か
な
く
な
る
䣎
関
係
者
に
も
問
題
が
生
じ
䣍
医
療
䣍
福

祉
シ
ス
テ
ム
自
体
が
お
か
し
く
な
り
䣍
政
治
䣍
経
済
に
も
影
響
を
与
え
䣍
社
会
保
障
䣍
国
家
は

破
綻
す
る
可
能
性
が
で
て
く
る
䣎
も
し
神
の
国
が
で
き
永
遠
の
命
が
生
ま
れ
る
と
し
た
ら
す
べ

て
同
時
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
䣎
良
民
へ
の
ひ
ず
み
䣍
し
わ
寄
せ
は
な
る
べ
く
避
け
た
い
の
が

神
の
心
で
あ
る
䣎
神
の
義
を
追
求
す
れ
ば
大
量
虐
殺
に
至
る
䣎
避
け
る
に
は
す
べ
て
に
お
い
て

浄
化
さ
れ
人
々
に
は
人
情
と
い
う
正
義
䣍
想
い
䣍
愛
を
選
択
す
る
こ
と
を
願
う
䣎 

皆
䣍
そ
し
て
誠
を
大
切
に
䣎
隣
の
列
の
顔
色
ば
か
り
う
か
が
䣬
て
歩
幅
䣍
歩
調
を
合
わ
せ
る
䣎 

䣓
お
前
に
意
志
は
な
い
の
か
䣔
䣎
け
れ
ど
も
つ
ま
ら
な
い
我
䥹
エ
ゴ
䥺
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
方
が

生
き
る
の
は
楽
だ
䣎
さ
あ
君
は
ど
う
だ
い
䣎
予
言
䣍
奇
跡
を
待
つ
䣍
そ
ん
な
こ
と
よ
り
己
の
魂
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の
善
な
る
変
革
を
望
み
期
待
す
る
䣎
こ
れ
が
神
を
敵
に
回
さ
な
い
一
番
の
心
得
で
あ
る
䣎
欲
望

よ
り
も
人
を
思
い
や
る
清
ら
か
な
愛
が
尊
ば
れ
る
䣎
神
の
善
意
䣍
良
心
だ
け
で
は
䣍
人
間
社
会
䣍

生
き
て
い
け
な
い
䣎
神
ヨ
シ
ト
は
人
間
宣
言
を
す
る
䣎
金
儲
け
䣍
処
世
䣎
人
々
は
善
意
と
䣍
悪

意
と
に
受
け
が
二
つ
に
割
れ
る
䣎
人
間
性
が
判
別
さ
れ
る
䣎
使
徒
行
伝
１
０
章
コ
ル
ネ
リ
オ
が

ペ
テ
ロ
の
前
に
ひ
れ
伏
す
䣎
ペ
テ
ロ
は
言
う
䣓
私
も
同
じ
人
間
で
す
䣔
何
度
も
繰
り
返
し
そ
の

場
面
が
開
か
れ
る
䣎
コ
ル
ネ
リ
オ
の
祈
り
は
か
な
う
䣎
そ
の
施
し
に
よ
䣬
て
䣎
布
施
が
大
切
な

の
だ
ね
䣎
山
口
く
ん
䣍
君
に
テ
レ
し
た
い
が
聖
書
が
許
さ
な
い
䣎
ど
う
や
ら
君
た
ち
は
私
を
狂

䣬
た
厄
介
な
人
間
と
し
か
考
え
て
い
な
い
よ
う
だ
䣎
少
し
寂
し
く
も
あ
る
が
君
達
の
信
心
は
期

待
し
な
い
䣎
異
端
児
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
か
ら
䣎
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
証
左
で
あ
る
䣎 

䣓
命
が
一
番
大
切
䣔
䣎
そ
の
価
値
観
か
ら
外
れ
て
は
い
け
な
い
䣎䣓
宗
教
は
別
次
元
へ
の
洗
脳
䣔

と
い
う
科
学
者
が
い
る
䣎
神
と
し
て
も
䣓
命
が
一
番
大
切
䣔
䣍
正
論
で
あ
る
䣎
た
だ
命
䥾
愛
で

な
け
れ
ば
䣎
愛
は
自
尊
心
つ
ま
り
プ
ラ
イ
ド
䣎
命
を
大
切
に
す
る
䣎
暖
か
い
心
を
持
つ
人
に
な

る
こ
と
で
す
䣎
明
る
く
素
直
に
䣎
互
い
に
宿
る
䣍
命
䥾
愛
に
目
覚
め
る
と
き
䣍
寛
容
な
守
る
べ

き
良
心
が
見
え
て
く
る
䣎
高
慢
で
は
な
い
で
す
䣎
そ
し
て
自
ら
命
を
絶
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎 

神
か
ら
の
䣍
あ
た
わ
り
を
䣍
終
え
る
ま
で
䣎
繰
り
返
し
聖
書
に
表
れ
た
䣍
ペ
テ
ロ
の
䣓
私
も

人
間
で
す
䣔
䣎
命
䥾
愛
だ
と
し
た
ら
䣎
愛
は
死
な
ぬ
䣍
イ
コ
䤀
ル
生
命
䣍
永
遠
の
命
は
俄
然
䣍

真
実
味
を
帯
び
る
䣎
法
律
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
保
護
す
る
も
の
䣎
信
じ
た
い
䣎
し
か
し
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ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
悪
法
な
ど
䣎
時
節
が
変
わ
れ
ば
視
点
䣍
論
点
も
変
化
す
る
䣎
法
䣍
規
則

よ
り
䣍
ま
ず
義
䣍
愛
が
優
先
さ
れ
ね
ば
䣎
私
が
人
間
宣
言
を
す
る
䣎
と
同
時
に
来
る
世
が
現
出

す
る
䣎
台
風
後
䣍
被
災
の
状
況
は
か
な
り
酷
い
䣎
富
山
で
は
想
像
で
き
な
い
徴
で
す
䣎
も
う
間

近
に
迫
䣬
て
い
ま
す
䣎
愛
と
平
和
の
世
が
䣎
ペ
テ
ロ
は
䣓
同
じ
人
間
で
す
䣔
と
ひ
ざ
ま
ず
く
コ

ル
ネ
リ
オ
に
起
立
を
促
す
䣎
䣓
神
も
今
は
人
間
で
あ
り
䣍
自
然
体
で
関
わ
れ
䣔
と
聖
書
は
強
く

伝
え
て
く
る
䣎
皆
䣍
暖
か
な
心
で
罪
び
と
か
ら
善
き
人
へ
䣎
私
は
聖
霊
の
宮
か
ら
い
䣬
た
ん
離

れ
る
䣎
聖
書
の
指
導
で
あ
る
䣎
刊
行
と
い
う
欲
望
の
域
に
向
か
䣬
た
か
ら
だ
䣎
こ
れ
は
我
欲
を

張
る
世
界
䣎
神
は
い
䣬
た
ん
消
え
る
䣎
䣓
醜
く
と
も
䣍
好
き
に
や
れ
䣔
と
䣎
聖
書
が
来
年
４
月

に
入
る
時
点
で
䣍
な
に
か
が
始
ま
る
と
宣
言
し
た
䣎
義
人
を
嘲
る
人
が
一
番
の
悪
人
だ
䣎
現
在
䣍

極
悪
非
道
で
あ
䣬
て
も
イ
エ
ス
を
信
じ
る
䣎
愛
に
目
覚
め
る
と
き
救
わ
れ
る
か
ら
䣎
使
徒
行
伝

２
６
章
彼
ら
の
目
を
開
き
䣍
闇
か
ら
光
へ
䣍
悪
魔
の
支
配
か
ら
神
の
も
と
へ
䣍
罪
の
許
し
を
得
䣍

信
仰
に
よ
る
聖
別
に
加
わ
る
た
め
䣎
い
ま
䣍
パ
ウ
ロ
の
気
持
ち
で
す
䣎
私
は
正
気
で
す
䣎 

君
た
ち
が
描
く
将
来
の
未
来
予
想
図
が
知
り
た
い
䣎
沿
革
が
知
り
た
い
䣎
ダ
イ
ジ
䣷
ス
ト
版

で
䣎
未
来
志
向
か
ら
の
聖
書
研
究
会
を
再
開
し
ま
し
䣯
う
䣎
返
信
待
䣬
て
い
ま
す
䣎
夜
䣍
ご
め

ん
䣎
宇
宙
の
法
則
䣍
来
る
世
䣍
す
べ
か
ら
く
愛
は
滞
り
な
く
我
ら
世
界
䣍
隅
々
ま
で
流
布
さ
れ

る
䣎
も
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
な
い
䣎
イ
エ
ス
を
信
じ
る
者
は
皆
䣍
罪
を
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
䣎 

恨
み
が
あ
る
と
人
を
裁
き
た
く
な
る
䣎
そ
の
心
が
地
獄
を
生
む
䣎
こ
の
後
䣍
楽
園
を
乱
さ
な
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い
限
り
人
は
生
き
る
䣎
サ
タ
ン
は
放
り
出
さ
れ
䣎
後
䣍
微
量
の
悪
魔
の
子
は
処
断
さ
れ
る
䣎
聖

書
は
宣
言
し
た
䣎
預
言
者
義
人
の
言
う
こ
と
を
聞
け
䣎
４
月
の
当
初
か
ら
何
か
が
起
こ
る
䣎
ど

こ
も
切
羽
詰
ま
䣬
た
感
が
あ
る
䣎
愛
と
平
和
の
世
界
が
現
出
さ
れ
る
䣎
信
じ
よ
䣎
商
売
繁
盛
を

仏
教
に
て
祈
る
䣎
仏
陀
の
教
え
と
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
䣎
こ
こ
は
欲
望
を
鼓
舞
し
生

存
競
争
を
煽
る
の
で
は
な
く
䣍
布
施
し
合
い
人
々
の
本
当
に
大
切
な
も
の
を
見
出
し
䣍
便
利
䣍

快
適
な
も
の
を
生
み
出
し
䣍
皆
で
真
実
䣍
豊
か
に
な
る
意
味
が
あ
る
䣎
そ
れ
は
平
和
か
ら
心
が

離
れ
な
い
こ
と
に
つ
き
る
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
私
は
神
の
意
志
を
持
つ
聖
霊
の
宮
か
ら
䣍
父

よ
り
遣
わ
さ
れ
た
預
言
者
と
な
䣬
た
䣎 

人
々
を
イ
エ
ス
の
名
に
お
い
て
赦
し
䣍
ま
た
悪
の
暗
闇
か
ら
善
の
光
の
中
に
立
ち
戻
す
た
め
䣎

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
䣍
核
廃
絶
䣍
多
国
間
主
義
の
衰
退
へ
の
懸
念
䣎
こ
の
理
想
主
義
は
何
だ
䣎

政
治
的
局
面
に
あ
り
な
が
ら
も
非
現
実
的
な
フ
レ
䤀
ズ
に
終
始
す
る
䣎
神
に
代
わ
䣬
て
の
責
任

は
果
た
せ
て
い
な
い
䣎
神
は
匠
み
た
い
頂
点
に
い
る
も
の
で
は
な
い
䣎
原
罪
に
気
づ
き
䣍
サ
タ

ン
と
闘
い
打
ち
ひ
し
が
れ
酔
い
つ
ぶ
れ
た
男
を
半
べ
そ
を
か
い
て
䣍
見
詰
め
て
い
る
䣎 

私
の

志
向
䣍
先
祖
か
ら
の
因
縁
で
あ
る
䣎
念
仏
を
徹
底
批
判
し
䣍
特
に
親
鸞
の
思
想
を
強
く
非
難
す

る
䣎
私
の
敵
は
間
違
い
な
く
念
仏
で
あ
る
䣎
そ
し
て
私
は
日
蓮
で
あ
る
䣎
や
り
た
い
女
は
抱
い

て
や
れ
䣎
腹
を
す
か
し
た
䣍
食
べ
さ
せ
ろ
䣎
熱
い
䣍
寒
い
䣍
し
の
い
で
や
り
䣍
許
さ
れ
た
欲
望

を
満
た
し
て
や
る
䣎
こ
れ
が
大
乗
䣍
神
仏
の
道
䣍
楽
園
に
つ
な
が
る
䣎
人
間
す
べ
て
に
忘
却
が



 
 

408 

必
要
で
す
ね
䣎 

例
え
ば
幼
き
頃
の
母
親
へ
の
恩
䣍
忘
却
が
な
け
れ
ば
と
て
も
イ
エ
ス
の
言
う
䣍
母
親
を
捨
て

ろ
䣎
で
き
な
い
で
す
䣎
福
音
を
消
し
て
回
る
の
は
悪
魔
䣎
そ
こ
の
判
別
が
大
事
䣎
生
老
病
死
が

あ
る
限
り
䣍
皆
一
人
だ
と
気
付
か
ね
ば
な
ら
な
い
䣎
酒
臭
い
息
で
䣍
と
き
に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い

た
親
父
の
子
守
歌
䣎
悲
し
い
サ
タ
ン
の
支
配
の
中
で
䣎
生
き
る
こ
と
は
愛
す
る
こ
と
だ
と
唄
䣬

て
い
た
䣎
あ
る
男
䣍䣓
来
る
者
は
拒
ま
ず
䣍
去
る
者
は
追
わ
ず
䣔
䣍
援
助
交
際
の
女
子
学
生
ま
で

も
含
み
䣍
唯
物
的
な
臭
い
が
す
る
䣎
も
し
彼
女
ら
が
身
内
な
ら
ば
ど
う
だ
ろ
う
䣎
結
局
䣍
縁
と

し
て
一
理
あ
る
の
か
も
䣍
勿
論
䣍
す
べ
て
に
心
が
大
切
で
あ
る
䣎
欲
望
の
強
弱
は
年
齢
か
ら
志

向
と
共
に
変
化
す
る
䣎 

諸
行
無
常
䣍
諸
法
無
我
䣍
男
女
に
限
ら
ず
䣍
す
べ
て
は
ご
縁
で
あ
る
䣎

そ
し
て
隣
人
に
神
の
子
と
し
て
䣍
愛
を
向
け
る
と
き
䣍
真
実
の
義
が
見
え
る
䣍
ア
ガ
ペ
䤀
䥹
博

愛
䣍
慈
愛
䣍
神
の
愛
䥺
で
あ
る
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
君
は
誘
惑
に
落
ち
な
い
䣍
落
ち
た
こ
と
が

な
い
䣎
鍛
え
ら
れ
た
筋
金
入
り
か
䣎
イ
エ
ス
は
病
人
を
癒
す
た
め
に
来
た
䣎
人
は
弱
い
䣎
誰
よ

り
も
強
い
神
は
言
う
䣎
私
へ
の
信
仰
だ
け
が
罪
び
と
を
救
う
䣎
何
度
も
答
え
た
䣎
規
則
に
従
わ

せ
䣍
罰
を
設
け
る
の
は
䣍
組
織
の
運
営
の
た
め
だ
䣎
た
と
え
殺
人
で
も
情
状
酌
量
の
余
地
の
あ

る
䣍
同
情
を
禁
じ
得
な
い
悲
し
い
事
案
も
あ
る
䣎
神
は
憐
れ
み
を
持
ち
誰
も
責
め
な
い
䣎
君
た

ち
は
仕
事
を
抱
え
䣍
休
日
は
丸
々
つ
ぶ
れ
る
䣎
そ
の
不
満
は
自
己
犠
牲
と
言
い
た
く
な
る
ね
䣎

私
と
の
温
度
差
を
感
じ
ま
す
䣎
私
は
宗
教
が
大
好
き
䣎
哲
学
は
無
機
質
で
あ
る
䣎
温
か
い
信
仰
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を
䣎 １

日
䣍
王
国
会
館
に
参
上
し
た
く
思
う
䣎
聖
霊
が
ス
ト
䣹
プ
を
か
け
た
ら
問
題
な
く
屋
外
に

出
ら
れ
る
よ
う
ご
配
慮
願
い
ま
す
䣎
監
禁
䣬
て
こ
と
は
な
い
ね
䣎
私
が
宮
の
イ
エ
ス
み
た
い
に

暴
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
䣎
懐
か
し
い
お
顔
を
拝
見
し
た
い
䣎
杉
田
さ
ん
は
い
な
い
の

か
䣎 イ

エ
ス
は
ラ
ザ
ロ
の
死
に
涙
す
る
䣎
杉
田
さ
ん
は
気
さ
く
な
善
き
人
だ
䣬
た
䣎
葬
儀
参
列
の

気
分
だ
䣎
山
口
く
ん
面
倒
か
け
る
䣎
俺
は
結
局
エ
ホ
バ
の
証
人
を
本
当
に
エ
ホ
バ
の
意
を
汲
む
䣍

本
物
の
ク
リ
ス
チ
䣺
ン
に
替
え
た
い
䣎
い
ま
世
界
で
一
番
安
全
で
災
難
か
ら
外
れ
た
䣍
神
の
居

住
地
か
ら
始
め
た
い
䣎
私
の
説
法
は
胸
を
打
つ
䣎
日
蓮
門
下
の
分
派
䣍
党
派
心
か
ら
セ
ク
ト
䥹
宗

派
䥺
争
い
へ
と
䣎
イ
エ
ス
が
言
う
䣎䣓
キ
リ
ス
ト
の
話
を
し
て
い
る
な
ら
そ
の
ま
ま
に
䣔䣎 

こ
れ
と
同
じ
く
日
蓮
は
様
々
な
場
面
䣍
事
情
に
処
す
る
た
め
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
分
派
を

未
来
に
向
け
て
許
諾
し
た
と
言
え
る
䣎
イ
エ
ス
の
血
肉
を
食
ら
う
䣎
イ
エ
ス
の
言
動
か
ら
神
聖

を
吟
味
す
る
䣎
結
局
䣍
神
の
矜
持
は
利
他
に
向
か
い
䣍
ど
れ
だ
け
病
人
を
完
治
さ
せ
䣍
善
き
人

へ
と
救
䣬
た
か
で
判
断
さ
れ
る
䣎
未
来
に
向
け
て
私
が
神
で
あ
る
䣎
神
は
人
の
為
に
あ
る
䣎 

そ
し
て
神
の
意
を
汲
む
こ
と
が
自
ら
の
た
め
と
人
は
知
る
べ
き
だ
䣎
ま
た
宣
言
す
る
䣍
䣓
人

間
は
神
の
た
め
に
あ
る
䣔
䣎
神
と
は
絶
対
的
な
も
の
䣍
怒
䣬
た
䣍
笑
䣬
た
䣍
泣
い
た
䣍
酔
い
つ

ぶ
れ
た
䣍
神
じ
䣭
な
い
の
で
は
䣎
神
じ
䣭
な
い
な
ら
神
で
は
な
い
䣎
だ
が
何
が
あ
ろ
う
と
神
は
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神
な
の
だ
䣎
神
は
絶
対
で
す
䣎
神
に
尽
く
す
こ
と
が
幸
福
へ
䣎
何
よ
り
温
か
い
心
が
大
切
で
あ

る
䣎
妬
み
な
ど
敵
意
を
私
に
持
つ
も
の
に
は
親
近
感
を
深
め
る
䣎
と
き
に
は
強
権
も
必
要
䣎 

愛
に
向
け
て
ま
䣬
し
ぐ
ら
䣎
神
は
利
他
䣎
花
を
咲
か
せ
よ
䣎
山
口
く
ん
お
疲
れ
様
䣎
仕
事
䣍

抱
え
大
変
だ
ね
䣎
君
た
ち
の
教
義
に
関
し
て
は
若
干
の
修
正
が
必
要
䣎
で
も
今
䣍
方
便
と
捉
え

て
い
る
䣎
１
日
楽
し
み
に
し
て
い
る
䣎
ま
た
よ
ろ
し
く
サ
ポ
䤀
ト
お
願
い
し
ま
す
䣎
大
会
が
あ

る
䣎
会
館
に
行
䣬
て
も
誰
も
い
な
い
䣎
あ
り
が
と
う
知
ら
せ
て
く
れ
て
䣎
神
エ
ホ
バ
を
䣍
け
し

て
敵
に
回
さ
ぬ
よ
う
䣎
無
謀
だ
か
ら
䣎
過
去
か
ら
の
悲
劇
と
片
付
け
ら
れ
な
い
出
来
事
の
数
々
䣎 

神
の
責
任
が
問
わ
れ
る
䣎
神
は
自
ら
認
め
る
だ
ろ
う
䣎
悪
魔
䣍
人
間
は
自
由
意
志
を
持
ち
䣍

彼
ら
に
も
責
任
は
帰
結
す
る
䣎
潔
く
䣍
自
ら
認
め
な
い
が
䣎
何
を
し
て
も
神
は
神
䣎
こ
れ
を
ヘ

ン
と
言
う
䣎
な
ん
と
念
仏
信
者
䣎
ど
ん
な
悪
業
を
犯
し
て
も
成
仏
す
る
と
い
う
の
が
真
宗
の
教

義
で
あ
る
䣎
実
は
類
似
䣎
だ
が
一
つ
重
大
な
違
い
が
䣍
神
か
䣍
人
か
䣍
神
は
絶
対
善
で
あ
る
䣎 

悪
は
な
い
䣎
神
は
あ
え
て
後
の
イ
エ
ス
の
正
当
性
を
強
調
䣍
際
立
た
せ
る
た
め
に
䣍
旧
約
の

中
䣍
ノ
ア
䣍
ソ
ド
ム
䣍
ヨ
ブ
䣍
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ら
に
残
酷
な
意
志
を
示
し
た
䣎
博
愛
を
鮮
や
か
に

現
出
さ
せ
る
た
め
䣎
神
は
悪
の
心
は
使
わ
な
い
䣎
使
え
な
い
の
だ
䣎
だ
か
ら
こ
そ
神
で
あ
る
䣎

私
の
誕
生
日
の
翌
日
１
５
日
縁
起
も
よ
く
䣍
会
館
訪
問
䣍
如
何
な
も
の
で
し
䣯
う
か
䣎
聖
書
に

も
吉
と
出
て
い
ま
す
䣎
最
近
良
き
縁
が
続
き
ま
す
䣎
サ
ポ
䤀
ト
の
ほ
ど
お
願
い
で
き
ま
す
か
䣎 

君
は
今
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
疲
れ
て
い
る
の
だ
ね
䣎
随
意
で
結
構
䣎
返
信
待
䣬
て
い
ま
す
䣎
ゆ
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䣬
く
り
お
休
み
な
さ
い
䣎
聖
書
が
示
し
続
け
る
䣎
こ
の
体
制
は
３
月
後
半
崩
れ
始
め
４
月
上
旬

よ
り
何
か
が
始
ま
る
䣎
私
は
台
風
１
９
号
の
被
害
の
甚
大
さ
を
予
言
し
た
䣎
並
行
し
て
こ
の
地

の
安
堵
を
䣎
す
べ
て
予
定
調
和
で
あ
る
䣎
あ
る
意
味
で
の
終
末
が
来
る
䣎
不
老
不
死
䣍
永
遠
の

命
が
賦
与
さ
れ
る
䣎
君
た
ち
が
言
う
よ
う
に
愛
に
よ
䣬
て
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
因
縁
も
消
え
る
䣎 

各
々
の
仕
事
は
志
向
に
よ
䣬
て
再
分
配
さ
れ
る
䣎
誰
も
貧
困
に
は
陥
ら
な
い
䣎
と
に
か
く
愛

で
す
べ
て
が
回
る
䣎
神
が
保
証
す
る
䣎
私
は
福
音
を
知
ら
せ
た
い
の
だ
䣎
嘲
笑
す
る
前
に
己
の

心
を
見
つ
め
よ
う
䣎
神
は
決
し
て
悪
意
を
持
た
な
い
䣎
１
５
日
䣍
魔
が
入
ら
ず
不
測
の
事
態
が

な
け
れ
ば
会
館
に
参
上
し
た
く
思
い
ま
す
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
善
良
さ
が
試
さ
れ
ま
す
䣎
素
直

で
正
直
な
姿
を
願
い
ま
す
䣎
妬
み
憎
し
み
な
し
䣎
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
䣎
王
国
会
館
を

不
吉
な
風
が
漂
う
䣎
君
達
は
本
当
に
神
を
愛
し
䣍
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
の
か
䣎 

私
の
ど
こ
に
罪
が
あ
る
䣎
偽
善
者
は
君
た
ち
だ
䣎
な
ぜ
真
理
か
ら
逃
げ
出
す
の
だ
䣎
私
は
私

の
主
義
䣍
主
張
に
生
き
る
䣎
君
た
ち
は
組
織
の
犬
と
し
て
自
由
も
得
ら
れ
ず
偽
り
の
人
生
を
送

る
䣎
私
は
楽
し
む
今
日
と
い
う
吉
日
䣎
バ
イ
ア
ス
䥹
偏
り
䥺
は
不
幸
を
も
た
ら
す
䣎
雪
の
降
ら

な
い
ク
リ
ス
マ
ス
䣍
本
当
に
４
月
何
か
が
訪
れ
る
䣎
信
じ
て
く
れ
な
い
者
に
対
し
䣍
布
教
に
回

る
君
た
ち
と
同
様
の
は
が
ゆ
さ
が
あ
る
䣎
同
情
で
き
る
だ
ろ
う
䣎
信
じ
な
い
者
は
こ
と
ご
と
く

滅
さ
れ
る
䣎
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
䣍
こ
の
蛮
行
が
䣍
今
こ
の
地
に
て
䣎
餓
鬼
䣍
修
羅
䣍
畜
生
䣍
地
獄

の
ふ
き
だ
ま
り
を
䣍
神
が
許
す
は
ず
が
な
い
䣎
善
神
も
去
り
サ
タ
ン
に
人
心
も
ゆ
が
み
䣍
良
心
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ま
で
も
消
さ
れ
る
の
で
す
䣎
使
徒
行
伝
䣍
３
章
２
２
節
䣎
２
６
節
預
言
者
イ
エ
ス
は
私
で
す
䣎 

世
界
へ
䣍
エ
ホ
バ
の
証
人
の
会
衆
が
䣍
そ
の
気
に
な
れ
ば
発
信
で
き
る
は
ず
䣎
ま
ず
こ
の
地

か
ら
䣎
お
い
山
口
䣍
聞
い
て
い
る
か
䣎
イ
エ
ス
は
ゲ
䣹
セ
マ
ネ
で
血
の
汗
を
流
し
父
の
杯
を
受

け
た
䣎
市
中
䣍
偽
善
者
を
つ
る
し
上
げ
て
䣍
俺
が
や
ら
な
け
れ
ば
䣎
彼
は
３
３
で
磔
に
䣎
俺
と

同
じ
く
正
規
だ
䣎
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
１
２
章
３
８
䣍
３
９
節
䣓
誰
も
信
じ
な
い
䣔䣎
聖
書
が
示
す
䣎 

君
達
の
今
の
態
様
だ
䣎
聖
書
を
真
実
䣍
活
用
す
る
私
を
見
て
䣍
い
い
加
減
目
を
覚
ま
せ
䣎 

君
ら
に
気
を
使
い
す
ぎ
た
䣎
道
理
が
通
ら
な
い
䣎
山
口
い
く
つ
も
の
メ
䤀
ル
送
䣬
て
悪
か
䣬

た
䣎
明
日
目
覚
め
て
か
ら
推
参
す
る
か
決
め
る
䣎
君
た
ち
を
救
え
る
か
は
䣍
素
直
さ
に
か
か
䣬

て
い
る
䣎
私
に
は
持
論
展
開
の
他
䣍
特
に
儀
は
な
い
䣎
私
を
信
じ
て
ほ
し
い
䣎
君
達
に
は
情
熱

が
あ
る
の
だ
ろ
う
䣎
そ
れ
が
偽
善
に
傾
く
こ
と
を
憂
い
で
い
る
䣎
躾
と
い
う
体
罰
の
肯
定
䣎
闘

い
䣍
暴
力
を
忌
避
す
る
教
義
䣎
大
き
な
矛
盾
だ
䣎
神
の
愛
は
ま
ず
優
し
い
䣎
当
日
目
が
覚
め
る

と
９
時
前
だ
䣬
た
䣎
縁
が
な
い
䣎
君
た
ち
は
落
胆
し
な
け
れ
ば
䣎
君
た
ち
が
忌
避
す
る
ク
リ
ス

マ
ス
が
来
る
䣎
フ
䣴
ン
タ
ジ
䤀
が
恋
す
る
も
の
達
に
䣎
イ
ヴ
は
い
つ
も
聖
霊
が
働
く
よ
䣎
俺
は

俺
の
良
心
と
感
覚
し
か
信
じ
な
い
䣎
他
に
依
存
す
る
こ
と
を
釈
尊
は
禁
じ
て
い
る
䣎
君
達
が
ど

う
批
判
し
よ
う
と
私
は
エ
ホ
バ
で
あ
る
䣎
神
は
神
で
あ
る
か
ら
䣎 

強
い
と
自
分
を
誇
示
す
る

な
䣎
弱
さ
の
う
ち
か
ら
同
情
が
䣎
シ
リ
ア
で
１
万
人
の
子
供
達
が
殺
さ
れ
た
䣎
冷
酷
さ
と
強
さ

の
区
別
間
違
う
な
䣎
神
は
愛
そ
の
も
の
䣍
強
く
暖
か
い
䣎
戦
意
高
揚
か
ら
自
爆
䣎
毅
然
と
し
た
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磔
䣍
殉
教
䣎
美
し
い
か
䣎
残
さ
れ
た
弱
者
䣎
頭
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
少
女
䣎
飢
え
䣍
餓
死
し
た

戦
災
孤
児
た
ち
䣎
サ
タ
ン
が
い
る
䣎
正
義
と
は
䣍
勝
利
と
は
䣎 

 

世
間
䣍
肯
定
し
成
功
を
求
め
る
人
䣎
懐
疑
的
な
ペ
シ
ミ
ス
ト
䥹
厭
世
主
義
者
䥺
共
に
布
施
䣍

利
他
へ
䣎
煩
悩
を
収
め
真
の
幸
せ
へ
と
䣍
そ
れ
は
愛
だ
と
気
付
く
䣍
そ
の
後
䣍
愛
が
心
に
余
裕

を
も
た
ら
す
こ
と
を
知
る
䣎
俺
は
つ
く
づ
く
思
う
な
あ
䣎
ど
う
し
て
世
界
が
平
和
に
な
ら
な
い

の
か
䣎
疑
心
暗
鬼
䣍
被
害
妄
想
䣍
私
は
愛
で
世
界
征
服
し
た
い
䣎
た
だ
楽
し
い
䣍
そ
ん
な
世
界

が
生
ま
れ
れ
ば
い
い
䣎
来
る
世
䣍
愛
で
回
る
の
は
実
感
し
て
い
る
䣎
た
だ
労
働
の
質
と
量
䣍
お

金
の
決
済
䣍
俗
的
肩
書
䣍
な
ど
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
た
い
䣎
未
来
展
望
か
ら
融
和
に
向
け
て
䣎
聖

書
研
究
会
䣍
復
活
さ
せ
ま
し
䣯
う
䣎
来
る
世
の
具
体
的
な
実
施
様
態
が
知
り
た
い
䣎
集
会
に
も

参
加
し
た
く
融
和
に
向
け
て
手
を
こ
ま
ね
い
て
は
と
䣎
念
仏
䣍
死
ね
ば
䣍
皆
䣍
仏
䣎
密
教
䣍
日

蓮
系
䣍
即
身
成
仏
䣎
娑
婆
に
は
弥
勒
ま
で
仏
は
い
な
い
䣎
真
実
は
䣎
数
学
的
実
証
主
義
な
観
念

よ
り
離
れ
䣍
す
べ
て
成
仏
へ
向
か
う
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
唯
一
䣎 

 

貫
井
䣎 

君
も
私
同
様
䣍
金
へ
の
執
着
が
取
れ
た
と
䣎
そ
の
証
明
に
食
事
に
行
こ
う
か
䣎
寿
司
か
䣍
肉
䣍

ど
う
か
な
䣎
そ
う
か
行
く
か
䣎
嬉
し
い
䣍
実
は
な
ん
で
も
い
い
䣎
俺
に
布
施
す
る
と
い
い
こ
と
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が
あ
る
䣎
今
日
は
密
教
真
言
宗
の
名
刹
を
訪
ね
る
䣎
ま
じ
な
い
坊
主
相
手
に
ひ
と
暴
れ
し
て
や

る
䣎
釈
尊
は
ま
じ
な
い
で
は
湖
に
沈
め
ら
れ
た
岩
は
浮
か
ば
な
い
と
言
わ
れ
た
䣎
こ
け
お
ど
し

の
儀
式
で
報
わ
れ
る
こ
と
な
ど
な
い
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
よ
り
䣍
仏
の
作
用
に
て
仏
性
を
浄

化
す
る
仏
法
に
し
か
悟
り
䣍
救
い
は
な
い
の
だ
䣎
か
つ
て
台
密
の
筋
䣍
日
蓮
宗
の
坊
主
に
縁
切

り
を
伝
え
る
と
䣍
私
に
呪
い
を
䣎
交
通
事
故
死
の
因
縁
䣎
そ
の
坊
主
は
血
を
吐
き
入
院
し
た
䣎 

人
を
呪
え
ば
䣍
穴
二
つ
䣍
バ
チ
は
必
ず
当
た
る
䣎
私
に
と
䣬
て
の
仏
を
信
じ
る
と
は
䣎
自
分

と
日
蓮
と
イ
エ
ス
だ
け
を
信
じ
る
こ
と
だ
䣎
つ
ま
り
釈
尊
の
意
を
受
け
た
聖
書
の
神
だ
け
を
䣎

宗
教
界
䣍
巷
に
い
る
の
は
昔
か
ら
絶
え
ず
出
没
す
る
偽
善
者
た
ち
䣍
不
徳
で
己
の
贅
沢
と
高
慢

に
は
し
る
俗
物
ば
か
り
だ
䣎
釈
尊
が
亡
く
な
る
と
き
䣓
自
灯
明
䣍
法
灯
明
䣔
と
言
わ
れ
た
䣎 

主
体
性
に
基
づ
く
自
己
と
䣍
因
果
の
法
䣍
以
外
に
依
拠
し
て
は
い
け
な
い
と
䣎
君
は
現
在
䣍

本
当
の
自
分
を
信
じ
て
い
る
か
䣎
な
ぜ
䣍
猊
下
と
い
う
他
へ
の
依
存
を
好
む
䣎
俺
は
自
分
の
足

で
立
ち
䣍
自
覚
を
信
じ
る
䣎
つ
ま
り
聖
書
を
䣎
古
今
東
西
䣍
融
合
す
る
思
想
は
神
で
あ
る
俺
に

し
か
な
い
䣎
そ
し
て
唯
一
無
二
䣍
差
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る
君
た
ち
宗
門
の
ド
グ
マ
䥹
独
善
的

教
理
䥺
に
は
こ
れ
以
上
付
き
合
え
な
い
䣎
私
に
と
䣬
て
仏
道
は
䣍
先
ほ
ど
の
久
遠
実
成
の
本
仏

と
一
体
の
因
果
の
法
へ
の
帰
依
と
䣍
主
体
性
を
持
つ
こ
と
䣍
そ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
䣎
䣓
常
に

主
人
公
た
れ
䣔
䣍
禅
の
教
え
だ
が
主
体
性
を
失
え
ば
す
べ
て
失
う
こ
と
に
な
る
䣎
主
体
性
は
䣍

自
分
の
悪
心
へ
の
執
着
䣍
依
存
と
は
違
う
䣎
正
し
き
も
の
へ
の
方
向
性
の
自
覚
で
あ
る
䣎
宗
門
䣍
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猊
下
に
依
存
す
る
君
は
自
分
に
自
信
が
な
い
の
だ
ろ
う
䣎
俺
は
す
べ
て
を
見
通
す
自
信
が
あ
る
䣎 

そ
れ
だ
け
だ
䣎
貫
井
䣍
悪
い
な
䣎
風
呂
に
入
る
䣎
ま
た
な
䣎
貫
井
䣍
己
の
師
は
䣍
主
体
性
と

そ
の
志
向
に
あ
る
䣎
つ
ま
り
温
か
い
気
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
満
ち
る
と
き
䣍
聖
霊
か
ら
神
の

愛
䥹
ア
ガ
ペ
䤀
䥺
は
も
た
ら
さ
れ
䣍
祈
る
と
き
悩
み
は
す
べ
か
ら
く
解
決
へ
と
向
か
う
䣎
そ
し

て
人
々
の
罪
を
許
す
の
は
日
蓮
で
あ
り
神
イ
エ
ス
し
か
い
な
い
䣎
真
言
宗
の
寺
へ
行
䣬
て
き
た
䣎 

話
し
や
す
い
住
職
の
子
息
だ
䣬
た
䣎
俺
が
広
報
に
来
た
の
か
と
言
う
䣎
確
か
に
改
宗
を
要
求

す
る
わ
け
で
は
な
い
䣎
俺
の
第
一
印
象
に
は
好
感
を
持
䣬
た
み
た
い
だ
䣬
た
䣎
が
䣍
俺
が
阿
弥

陀
䣍
念
仏
批
判
に
進
む
に
至
䣬
て
䣍
二
人
の
間
は
険
悪
に
な
䣬
た
䣎
広
報
䣍
確
か
に
広
報
だ
䣎 

貫
井
䣍
お
前
の
言
い
た
い
こ
と
は
わ
か
䣬
て
い
る
䣎䥹
真
言
宗
は
大
日
如
来
が
筋
だ
ろ
う
と
䥺䣎

大
日
如
来
と
阿
弥
陀
䣍
そ
し
て
地
蔵
尊
の
の
ぼ
り
が
立
䣬
て
い
た
䣎
真
言
宗
の
曼
陀
羅
の
中
に

西
方
浄
土
の
阿
弥
陀
が
あ
る
䣎
密
教
䣍
金
剛
界
曼
荼
羅
図
に
は
阿
弥
陀
は
無
量
光
と
称
さ
れ
䣍

５
仏
と
し
て
高
い
位
置
に
あ
る
䣎
阿
弥
陀
は
密
教
に
包
摂
さ
れ
た
の
だ
䣎
阿
弥
陀
は
西
方
浄
土

に
法
蔵
比
丘
か
ら
転
身
し
た
仏
䣍
報
身
で
あ
る
䣎
特
に
意
味
は
な
い
䣎
そ
し
て
大
日
如
来
は
華

厳
経
に
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
と
同
じ
存
在
で
法
そ
の
も
の
だ
と
い
う
䣎
生
身
の
人
間
で
法
を
覚
䣬

た
釈
尊
に
対
し
䣍
密
教
䣍
大
日
如
来
は
暖
か
い
太
陽
䣎
法
身
で
あ
る
と
䣎
受
信
機
の
釈
尊
で
は

な
く
䣍
発
信
元
で
あ
る
法
身
䣍
大
日
如
来
こ
そ
が
尊
い
䣎
釈
尊
と
比
較
し
て
そ
の
優
位
は
揺
る

が
な
い
と
い
う
䣎
だ
が
法
自
身
に
人
格
を
持
た
す
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
䣎
法
を
知
䣬
た
釈
尊
䣍
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肝
心
の
法
に
重
き
を
な
す
べ
き
だ
と
す
る
大
日
如
来
䣍
そ
こ
に
秘
儀
を
も
䣬
て
合
体
し
仏
に
な

る
䣍
即
身
成
仏
䣍
真
言
密
教
の
思
想
で
あ
る
䣎
法
華
経
で
は
法
は
久
遠
の
釈
迦
牟
尼
仏
が
具
現

し
た
も
の
と
し
て
顕
さ
れ
て
い
る
䣎
こ
れ
こ
そ
が
真
の
法
身
䣎
ま
た
法
が
人
間
と
し
て
示
現
し

た
も
の
が
応
身
釈
尊
だ
と
䣎
つ
ま
り
法
身
と
応
身
は
一
体
な
の
だ
䣎
そ
し
て
因
果
の
法
は
䣍
久

遠
の
過
去
か
ら
生
じ
䣍
果
て
し
な
く
悠
久
の
未
来
ま
で
流
れ
続
け
る
䣎
こ
れ
は
神
の
摂
理
と
も

い
え
る
䣎
日
蓮
教
学
の
核
䣍
天
台
智
顗
の
五
時
教
判
䣎
歴
史
的
に
䣍
こ
じ
つ
け
と
言
わ
れ
れ
ば

そ
の
通
り
で
あ
り
䣍
事
実
で
は
な
い
䣎
で
も
真
実
で
あ
る
䣎
経
典
の
序
列
䣍
智
慧
と
三
昧
に
つ

い
て
の
魔
訶
止
観
䣍
日
蓮
が
誕
生
し
た
こ
と
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
あ
る
こ
と
䣎
目
に
見
え
な

い
世
界
の
リ
ア
ル
䣍
外
し
て
い
い
部
分
と
䣍
肝
心
要
の
と
こ
ろ
が
あ
る
䣎
因
縁
か
ら
く
る
真
実

を
踏
ま
え
て
䣍
私
は
日
蓮
䣍
イ
エ
ス
䣍
聖
書
の
神
䣍
を
行
く
䣎
信
じ
て
私
に
布
施
す
る
者
に
は
䣍

功
徳
䣍
現
証
が
あ
る
だ
ろ
う
䣎
偽
善
で
は
な
く
䣍
真
実
の
愛
が
存
在
す
る
か
ら
䣎
こ
れ
が
正
し

き
宗
教
で
あ
る
䣎
真
言
宗
か
ら
弾
ん
で
し
ま
䣬
た
が
䣍
な
に
よ
り
大
事
な
の
は
䣍
諸
経
の
王
䣍

法
華
経
は
䣍
声
聞
䣍
縁
覚
䣍
菩
薩
䣍
三
乗
の
一
仏
乗
を
示
し
䣍
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
救
済
䥹
成
仏
䥺

を
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
䣎 

日
蓮
は
法
華
経
に
正
当
性
の
意
義
を
見
出
し
䣍
真
意
を
鷲
づ
か
み
に
し
䣍
つ
ま
り
当
体
䣍
南

無
妙
法
蓮
華
経
を
䣍
仏
法
に
て
仏
性
に
埋
め
込
ん
だ
仏
種
に
絡
み
つ
け
た
䣎
貫
井
䣍
日
蓮
が
言

う
よ
う
に
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
悪
し
く
敬
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
䣍
善
を
自
然
に
希
求
し
䣍
智
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慧
と
慈
悲
に
満
ち
た
䣍
自
分
ら
し
く
温
か
い
人
間
ら
し
い
生
活
を
起
承
転
結
䣍
送
る
こ
と
が
で

き
る
䣎 

私
䥹
日
蓮
䥺
が
保
証
す
る
䣎
俺
は
不
毛
な
論
争
に
代
表
さ
れ
る
争
議
は
し
な
い
䣎
思
い
や
り

あ
る
問
答
な
ら
と
も
か
く
䣍
揚
げ
足
取
り
䣍
侮
辱
䣍
捨
て
台
詞
は
見
苦
し
い
䣎
私
は
物
的
本
尊

に
は
も
う
こ
だ
わ
ら
な
い
䣎
愛
と
真
理
を
䣍
素
直
に
仲
間
と
極
め
た
い
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎

合
掌
䣎
貫
井
䣍
俺
に
従
え
䣍
帰
依
し
ろ
と
は
言
わ
な
い
䣎
た
だ
俺
を
神
䣍
仏
䣍
日
蓮
と
信
じ
䣍

い
つ
ま
で
も
親
友
䣍
兄
弟
で
い
て
く
れ
䣎
宗
教
は
哲
学
よ
り
温
か
い
䣎
そ
し
て
皆
に
知
䣬
て
ほ

し
い
䣎
西
方
浄
土
の
阿
弥
陀
も
䣍
久
遠
実
成
の
本
仏
釈
迦
如
来
の
法
の
下
に
あ
る
䣎
つ
ま
り
久

遠
の
法
と
は
彼
岸
䣍
此
岸
䣍
問
わ
ず
に
一
閻
浮
提
䥹
宇
宙
世
界
䥺
に
暖
か
く
流
れ
て
い
る
䣎
親

鸞
は
極
楽
を
実
感
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
䣎
法
然
を
疑
り
な
が
ら
も
信
じ
よ
う
と
し
て
い
る
䣎 

そ
し
て
念
仏
に
よ
る
救
済
䥹
成
仏
䥺
を
人
々
に
断
言
で
き
な
い
䣎
䣓
仕
方
が
な
い
䣍
信
じ
る

し
か
ほ
か
に
道
が
な
い
䣎
法
然
に
騙
さ
れ
て
も
䣎
ど
う
せ
地
獄
に
落
ち
る
身
だ
か
ら
䣔
命
が
け

で
関
東
か
ら
来
た
信
者
を
䣍
京
に
お
い
て
無
下
に
も
門
前
払
い
し
た
䣎
歎
異
抄
の
中
䣍
唯
円
が

䣓
極
楽
浄
土
が
あ
る
と
言
い
ま
す
が
私
は
す
す
ん
で
死
に
た
い
と
思
わ
な
い
の
で
す
䣔
䣍
親
鸞

は
䣓
わ
し
も
そ
う
じ
䣭
䣍
そ
れ
が
人
間
の
業
じ
䣭
䣔
明
る
く
素
直
に
暖
か
く
䣎
私
は
早
く
神
の

国
が
こ
れ
ば
と
願
う
䣎
そ
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣍
題
目
䣍
想
い
を
信
ず
る
善
男
善
女
に
は
䣍

必
ず
幸
せ
は
訪
れ
る
䣎
こ
の
娑
婆
で
す
ぐ
に
も
温
か
い
境
涯
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
䣎 
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南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
飲
み
会
の
話
だ
が
䥹
武
士
は
食
わ
ね
ど
䣍
高
楊
枝
䥺
と
君
の
懐
具
合
は

本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
䣎
俺
は
自
分
の
こ
と
よ
り
䣍
ま
ず
相
手
の
こ
と
を
先
に
考
え
て
し
ま
う
䣎

君
の
男
気
と
行
動
力
を
思
い
出
し
た
䣎
そ
れ
で
い
い
䣎
楽
し
く
や
ろ
う
ぜ
䣎
い
つ
頃
か
連
絡
く

だ
さ
い
䣎
勤
め
先
䣍
病
欠
扱
い
で
䣍
い
つ
で
も
い
い
の
か
䣎
週
末
は
車
検
が
あ
り
䣍
ま
た
日
曜

日
は
エ
ホ
バ
の
会
館
に1

人
で
暴
れ
に
行
く
䣎
月
曜
に
返
事
す
る
䣎
雪
が
降
ら
な
け
れ
ば
い
い

な
あ
䣎
䥹
エ
ホ
バ
の
王
国
会
館
に
乗
り
込
む
な
ら
報
酬
が
な
け
れ
ば
䥺
と
言
う
の
か
䣎
つ
ま
り

日
蓮
大
聖
人
様
に
帰
依
さ
せ
ろ
と
䣎
エ
ホ
バ
の
証
人
の
山
口
と
い
う
男
を
窓
口
に
し
て
い
た
䣎 

ら
ち
が
あ
か
な
い
䣎
私
が
エ
ホ
バ
だ
と
宣
言
し
自
筆
の
本
を
会
館
の
郵
便
受
け
に
投
げ
込
ん

だ
䣎
結
果
を
拝
見
し
に
行
く
䣎
報
酬
は
雰
囲
気
だ
䣎
䥹
そ
ん
な
ち
䣭
ち
な
こ
と
を
せ
ず
も
䣬
と

評
価
の
是
非
を
問
う
と
こ
ろ
へ
䥺
と
言
う
か
䣎
と
り
あ
え
ず
䣍
ま
ず
面
白
い
か
だ
䣎
高
杉
晋
作

は
西
行
を
も
じ
り
東
行
と
名
乗
䣬
た
䣎
三
味
線
を
弾
き
䣍
大
望
を
と
ら
え
て
見
せ
た
䣎
気
持
ち

に
遊
び
と
余
裕
が
な
け
れ
ば
䣎
君
も
対
決
ば
か
り
で
は
な
く
ゆ
と
り
を
持
て
䣎
そ
し
て
俺
の
自

筆
本
を
正
当
に
評
価
し
て
く
れ
る
処
な
ど
䣍
ど
こ
に
も
な
い
の
だ
よ
䣎
世
間
が
サ
タ
ン
の
支
配

下
に
あ
る
限
り
は
䣎
俺
は
イ
エ
ス
と
同
様
に
異
端
児
だ
䣎
４
月
䣍
体
制
は
変
わ
る
䣎
宗
教
団
体

構
成
員
䣍
皆
䣍
君
と
同
じ
く
組
織
の
去
勢
さ
れ
た
犬
だ
䣎
主
体
性
の
か
け
ら
も
な
い
䣎
南
無
妙

法
蓮
華
経
は
奴
隷
を
つ
く
る
も
の
で
は
な
い
䣎
私
䣍
日
蓮
が
言
う
䣎
君
は
䥹
教
え
䣍
法
に
従
う

の
が
当
然
䣍
尻
か
ら
物
が
食
え
る
か
䥺
䣎
貫
井
䣍
問
答
に
な
ら
ん
䣎
俺
は
独
立
独
歩
を
行
く
䣎 
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俺
が
飯
食
䣬
て
君
が
糞
を
す
る
か
䣎
フ
䤀
テ
ン
の
寅
が
教
え
て
い
る
䣎
䥹
笑
䥺
エ
ホ
バ
の
証

人
が
大
会
を
理
由
に
逃
げ
た
䣎
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
だ
が
䣎
大
会
は
聖
書
の
ご
都
合
主
義
の

偽
物
見
解
の
洗
脳
の
た
め
䣎
ま
た
機
会
を
作
る
䣎
残
念
だ
䣎
気
が
入
䣬
て
い
た
の
に
䣎
䥹
大
聖

人
様
の
折
伏
と
は
違
う
䥺
と
言
い
た
い
か
䣎
楽
し
く
や
ら
ん
と
持
た
ん
ぞ
䣎
私
が
言
䣬
て
い
る

の
は
法
を
楽
し
く
喜
び
に
し
て
説
き
な
さ
い
と
い
う
こ
と
䣎
自
己
犠
牲
は
良
く
な
い
䣎
改
宗
に

導
く
喜
び
も
二
重
に
す
る
に
は
䣍
良
好
な
関
係
を
作
り
䣍
胸
襟
開
か
な
い
と
ね
䣎
貫
井
䣍
自
分

な
り
に
人
生
を
楽
し
め
䣎
そ
れ
が
周
り
か
ら
苦
痛
に
見
え
て
も
䣎
法
悦
を
求
め
䣎
貫
井
䣍
君
も

顕
正
会
の
雄
さ
ん
も
独
善
的
だ
が
真
理
を
目
指
す
と
こ
ろ
䣍
俺
は
繋
が
り
付
き
合
䣬
て
い
る
䣎 

今
䣍
ル
ン
ペ
ン
だ
が
焦
り
は
な
い
䣎
信
仰
の
お
か
げ
だ
䣎
自
分
自
身
を
信
じ
る
䣎
䥹
自
分
自

身
と
は
我
欲
で
あ
り
信
じ
る
に
能
わ
ず
䥺
と
い
う
か
䣎
釈
尊
が
臨
終
の
と
き
䣍
䣓
自
ら
と
因
果

の
法
に
帰
依
す
る
の
み
䣔
䣎
つ
ま
り
主
体
性
を
大
事
に
し
て
䣍
法
で
あ
る
久
遠
実
成
の
釈
迦
如

来
へ
南
無
せ
よ
と
䣎
法
華
経
に
実
証
さ
れ
て
い
る
日
蓮
は
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
大
音
声
す
る
䣎 

主
体
性
が
持
て
な
い
宗
教
は
偽
物
だ
䣎
仏
教
は
方
便
が
す
べ
て
と
い
う
念
仏
系
学
者
が
い
る
䣎

自
力
の
覚
り
は
困
難
䣎
成
仏
は
こ
の
世
で
は
不
可
能
䣎
念
仏
を
信
じ
る
過
程
に
益
が
あ
る
と
䣎 

南
無
阿
弥
陀
仏
䣎
悪
行
三
昧
で
も
安
心
感
に
包
ま
れ
お
浄
土
へ
䣎
阿
弥
陀
の
他
力
本
願
が
正

当
に
見
え
る
䣎
危
険
だ
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
人
の
安
楽
行
䣎
題
目
を
唱
え
日
蓮
か
ら
仏
陀

の
覚
り
を
仏
法
に
て
自
我
偈
に
埋
め
ら
れ
た
仏
種
へ
䣎
こ
れ
ぞ
即
身
成
仏
で
あ
る
䣎
君
の
宗
門
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へ
の
依
存
䣎
君
は
洗
脳
を
勧
め
る
か
䣎
意
地
を
高
慢
な
我
と
い
う
䣎
修
行
者
は
䣍
ア
イ
デ
ン
テ

䣵
テ
䣵
䤀
䣍
自
己
同
一
䣍
大
切
で
あ
る
䣎
釈
尊
は
未
来
䣍
お
弟
子
た
ち
の
組
織
䣍
師
へ
の
依
存

を
懸
念
さ
れ
た
䣎
私
は
唱
え
る
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
自
信
満
々
で
真
理
と
謳
う
䣎
我
と
䣍
主

体
性
は
䣍
わ
が
ま
ま
と
行
動
指
針
ほ
ど
違
う
䣎
君
の
意
図
的
オ
ペ
レ
䤀
シ
䣼
ン
䥹
操
作
䥺
は
非

常
に
可
視
的
だ
䣎
自
由
に
な
る
た
め
釈
尊
は
出
家
し
た
䣎
君
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
自
身
に
対

し
て
重
荷
に
な
䣬
て
い
な
い
か
䣎
覚
り
を
形
䣍
重
量
で
捉
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
䣍
日
蓮
の
仏
法
䣍

覚
り
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
䣍
何
に
も
と
ら
わ
れ
ず
自
由
自
在
に
人
を
救
う
䣎
後
の
世
の
武
骨

も
の
達
は
䣍
脅
迫
䣍
恫
喝
に
て
改
宗
を
迫
り
人
の
主
体
性
を
ゆ
が
ま
せ
る
䣎
貫
井
は
末
法
で
は

理
屈
よ
り
先
に
邪
義
を
信
じ
る
者
に
日
蓮
正
宗
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
ね
じ
込
む
こ
と
が
必

要
だ
と
い
う
䣎
卑
劣
で
な
い
こ
と
を
願
う
䣎
貫
井
䣍
君
と
の
駆
け
引
き
み
た
い
な
機
根
の
値
踏

み
は
䣍
気
づ
き
が
多
々
あ
䣬
た
䣎
君
か
ら
は
行
動
力
を
学
び
䣍
金
も
自
由
に
う
ま
く
使
え
る
よ

う
に
な
䣬
た
䣎
あ
り
が
と
う
䣎
そ
し
て
独
善
的
と
䣍
君
の
信
心
を
責
め
ら
れ
ぬ
も
の
が
俺
に
も

あ
る
䣎
俺
は
俺
だ
け
を
信
じ
て
い
る
か
ら
だ
䣎
私
は
現
代
の
日
蓮
で
あ
り
イ
エ
ス
で
あ
り
聖
書

の
神
だ
䣎
俺
は
話
を
聞
く
人
の
機
根
に
応
じ
て
䣍
そ
の
場
の
進
退
を
決
め
る
䣎
伝
わ
る
と
こ
ろ

に
は
伝
わ
る
䣎
そ
れ
が
俺
の
宿
命
䣎
貫
井
䣍
お
前
の
䥹
問
答
無
用
䥺
を
振
り
回
す
な
䣎
無
知
の

証
左
だ
䣎
そ
れ
と
私
へ
の
応
対
䣍
い
ち
い
ち
の
豹
変
ぶ
り
は
不
信
感
を
招
く
䣎
混
乱
の
中
䣍
人

に
改
宗
は
迫
れ
な
い
䣎
君
は
相
手
を
屈
服
さ
せ
改
宗
さ
せ
る
䣎
い
わ
ゆ
る
䣍
䣓
折
伏
䣔
の
実
績
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は
あ
ま
り
な
い
と
察
す
る
䣎
真
心
か
ら
の
信
仰
を
言
葉
に
せ
よ
䣎
今
日
も
あ
り
が
と
う
䣎
独
善

が
お
互
い
に
あ
る
が
䣍
俺
の
周
り
で
は
不
思
議
が
頻
発
し
て
い
る
䣎
４
月
の
上
旬
か
ら
終
末
が

始
ま
る
䣎
聖
書
と
の
対
話
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
䣎
俺
は
来
る
世
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
䣎
来

年
冒
頭
に
文
庫
本
を
刊
行
す
る
予
定
䣎
今
回
䣍
出
版
社
の
代
表
が
真
宗
門
徒
で
か
な
り
滞
䣬
た
䣎

䣓
神
䣍
現
わ
る
䣔
と
な
る
と
䣎
二
人
に
戸
惑
い
が
あ
䣬
た
が
䣍
躊
躇
か
ら
一
転
䣍
私
が
決
断
し

て
彼
も
納
得
し
た
䣎
し
か
し
彼
が
ま
た
先
送
り
を
図
䣬
た
の
で
私
は
引
い
た
䣎 

サ
タ
ン
と
の
戦
い
は
佳
境
か
ら
終
末
へ
䣎
君
に
言
う
䣎
俺
と
の
出
会
い
が
一
番
の
不
思
議
だ

ろ
う
䣎 

唐
突
だ
が
䣍
戦
意
高
揚
の
た
め
の
靖
国
は
䣍
若
者
を
戦
争
に
加
担
さ
せ
る
た
め
の
ツ
䤀
ル
で

あ
る
䣎
小
野
田
さ
ん
は
ア
ス
リ
䤀
ト
と
一
緒
で
己
の
名
誉
䣍
そ
の
こ
と
の
み
考
え
て
い
る
䣎
軍

人
の
武
勲
か
䣎
い
つ
も
頭
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
少
女
や
䣍
餓
え
て
死
ん
だ
孤
児
た
ち
が
脳
裏
か

ら
離
れ
ず
䣍
私
は
憤
る
䣎
弱
者
へ
の
視
線
が
皆
無
だ
か
ら
だ
䣎
糞
く
ら
え
䣍
軍
国
教
育
䣎
軍
国

と
は
互
い
の
偏
愛
䣍
被
害
妄
想
か
ら
生
ま
れ
る
䣎
意
志
の
疎
通
が
何
よ
り
大
事
だ
䣎
互
い
に
悲

し
み
䣍
苦
し
み
を
理
解
し
合
い
䣎
相
手
の
立
場
に
立
つ
䣎
そ
れ
は
対
人
関
係
の
中
に
も
存
在
で

き
な
く
な
䣬
た
の
か
䣎
責
任
䣬
て
い
う
や
つ
が
あ
る
か
ら
だ
䣎
頭
を
下
げ
る
の
は
負
け
を
意
味

す
る
䣎
時
と
場
合
䣍
相
手
に
謝
罪
の
言
葉
を
誠
実
に
あ
ら
わ
す
べ
き
だ
ろ
う
䣎 

そ
れ
が
で
き
な
い
の
は
国
益
が
絡
む
外
交
か
䣎
境
界
線
で
隔
て
ず
相
互
理
解
を
䣎
世
間
に
は
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相
手
に
付
け
入
ろ
う
と
す
る
や
つ
が
大
勢
い
る
䣎
反
省
で
き
な
い
世
の
中
䣎
教
師
は
ど
う
教
え

る
だ
ろ
う
䣍
子
供
た
ち
に
䣎 

貫
井
䣍
大
黒
屋
へ
行
こ
う
䣎
宿
泊
費
は
自
分
持
ち
だ
な
䣎
君
は
飲
食
代
頼
む
ぞ
䣎
２
人
で
１

万
円
は
超
え
な
い
だ
ろ
う
䣎
大
丈
夫
䣍
苦
し
い
な
ら
今
回
も
俺
が
出
す
䣎 

聖
書
が
５
日
の
木
曜
が
良
い
と
言
䣬
て
い
る
䣎
貫
井
䣍
５
日
予
約
し
た
䣎
シ
ン
グ
ル
２
つ
䣎 

昼
䣍
12
時
か
ら
大
丈
夫
䣎
聖
書
も
オ
䤀
ラ
イ
と
言
䣬
て
い
る
䣎
貫
井
䣍
躊
躇
す
る
な
䣎
心
配

す
る
な
䣎
同
じ
年
齢
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
信
仰
す
る
も
の
䣎
楽
し
み
に
し
て
い
る
䣎
こ
の
縁

は
深
い
䣎
信
じ
て
い
る
ぞ
䣍
君
の
誠
実
䣎
友
に
な
れ
る
か
だ
䣎
少
し
暑
苦
し
い
メ
䤀
ル
だ
䣬
た

な
䣎
奇
人
の
君
だ
䣎
判
る
だ
ろ
う
䣎
俺
が
心
配
し
て
い
る
の
だ
䣎
ド
タ
キ
䣺
ン
が
あ
る
の
で
は

と
䣎
魔
が
俺
の
心
に
入
䣬
た
か
な
䣎䥹
笑
䥺䣎
も
う
え
え
わ
い
䣍
い
つ
も
の
お
前
の
捨
て
台
詞
だ

が
䣍
信
じ
て
い
る
ぞ
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
入
院
䣍
俺
は
は
じ
め
精
神
疾
患
か
と
思
䣬
た
䣎 

携
帯
が
つ
な
が
る
の
で
䣍
違
う
と
䣎
鈍
感
な
俺
に
は
わ
か
ら
な
か
䣬
た
䣎
そ
ん
な
重
病
と
は
䣎

貫
井
䣍
心
配
す
る
な
䣎
安
易
で
は
な
く
俺
が
つ
い
て
い
る
䣎
俺
を
信
じ
ろ
䣎
必
ず
運
命
事
態
が

好
転
す
る
䣎
雄
さ
ん
も
糖
尿
が
劇
的
に
改
善
し
た
䣎
俺
を
楽
し
く
さ
せ
喜
ば
せ
ろ
䣎
そ
れ
は
正

直
に
な
る
こ
と
だ
䣎
君
は
奇
特
な
男
だ
䣎
病
魔
は
退
散
す
る
䣎
日
蓮
正
宗
信
者
か
䣍
で
も
大
石

寺
か
ら
の
帰
り
䣍
車
中
䣍
八
品
派
に
か
わ
り
た
い
旨
䣍
吐
露
し
た
な
䣎
セ
ク
ト
な
ど
些
末
な
こ

と
だ
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣍
俺
は
君
を
救
う
た
め
日
蓮
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
強
く
思
う
䣎 
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南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
５
日
待
䣬
て
い
る
か
ら
な
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
南
無
妙
法
蓮
華
経
だ
䣎

俺
が
人
間
と
し
て
温
か
い
か
䣍
あ
り
が
と
う
䣎
君
も
十
分
温
か
い
䣎
仏
門
䣍
君
ほ
ど
僕
を
理
解

し
て
く
れ
た
人
は
い
な
い
䣎
そ
し
て
䣍
そ
ん
な
好
い
奴
ほ
ど
䣍
先
に
逝
く
の
だ
よ
䣎
寂
し
く
て

な
ら
な
い
䣎
だ
が
も
う
大
丈
夫
䣎
俺
の
因
縁
が
分
か
䣬
た
か
ら
䣎
サ
タ
ン
覚
悟
せ
よ
䣎 

貫
井
䣍
幸
せ
に
な
れ
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣍
愛
は
今
䣍
世
界
中
に
満
ち
て
い
る
䣎
聖
書
は
繰

り
返
し
訴
え
る
䣎
君
の
行
者
と
し
て
の
自
覚
䣍
そ
し
て
広
報
䣍
改
宗
の
為
の
言
動
䣎
成
し
て
き

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
䣎
だ
が
霊
山
浄
土
に
は
早
い
䣎
強
い
正
義
の
意
志
を
持
䣬
て
く
れ
䣎
去

年
の
大
石
寺
参
拝
䣍
本
当
に
あ
り
が
と
う
䣎
確
実
に
僕
の
中
の
何
か
が
昇
華
し
た
䣎
南
無
妙
法

蓮
華
経
で
あ
る
䣍
我
が
身
に
沁
み
入
䣬
た
䣎
君
に
は
大
き
な
功
徳
が
待
䣬
て
い
る
䣎
君
は
優
し

く
䣍
強
く
䣍
深
い
䣎
大
石
寺
に
誘
う
か
䣍
元
気
に
な
䣬
た
な
䣎
君
は
好
き
な
だ
け
南
無
妙
法
蓮

華
経
を
唱
え
䣍
大
音
声
す
れ
ば
い
い
䣎
気
持
ち
だ
け
は
有
り
難
く
頂
い
て
お
く
よ
䣎
君
に
と
䣬

て
少
し
弱
い
と
き
䣍
愛
䣬
て
や
つ
が
分
か
る
み
た
い
だ
な
䣎
つ
ま
り
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
ま
あ

元
気
な
方
が
良
い
に
決
ま
䣬
て
い
る
な
䣎
常
楽
我
浄
䣎
い
つ
も
美
し
く
楽
し
い
䣎
私
の
境
地
䣎 

明
る
く
素
直
に
温
か
く
䣎
捨
て
ら
れ
た
猫
と
暮
ら
す
䣍
い
い
も
の
だ
䣎
ジ
䣷
ラ
シ
䤀
か
䣍
イ

エ
ス
と
同
様
に
妬
み
を
受
け
る
の
は
い
つ
も
の
事
だ
䣎
だ
か
ら
本
を
書
き
ま
す
䣎
そ
し
て
親
近

感
を
持
ち
䣍
と
き
に
強
権
を
用
い
る
䣎
ま
た
正
意
は
䣍
解
䣬
て
も
ら
え
る
も
の
さ
䣎
真
面
目
に

生
き
て
い
れ
ば
䣎
病
は
必
ず
好
転
す
る
䣎
今
日
も
寒
い
暖
か
く
し
て
眠
れ
䣎
貫
井
䣍
温
か
く
て
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優
し
か
䣬
た
ら
本
物
の
女
性
は
見
抜
く
䣎
目
指
し
た
ら
い
い
よ
䣎
美
し
い
恋
䣎
御
休
み
䣎
ク
ル

ド
䣍
ロ
ヒ
ン
ギ
䣺
䣍
シ
リ
ア
難
民
䣍
人
は
ど
う
し
て
同
情
を
欠
く
の
か
な
䣎
人
は1

円
で
も
安

い
ス
䤀
パ
䤀
へ
と
走
る
䣎
宮
沢
賢
治
は
言
䣬
た
䣎
䣓
世
界
全
体
が
幸
福
に
な
ら
な
け
れ
ば
個
人

の
幸
せ
は
な
い
䣔
䣎
君
ほ
ど
献
身
的
に
布
施
を
し
た
人
物
を
私
は
知
ら
な
い
䣎
こ
れ
見
よ
が
し

な
自
慢
も
一
切
な
い
䣎
人
間
は
手
柄
気
に
語
り
た
い
も
の
だ
䣎
君
の
影
役
䣍
天
に
記
さ
れ
る
䣎 

こ
れ
ぞ
功
徳
䣎 

大
腸
が
ん
䣎 

飲
み
会
䣍
心
配
は
し
て
い
な
い
䣎
俺
を
信
じ
れ
ば
す
べ
て

安
泰
だ
䣎
君
が
来
ら
れ
な
い
な
ら
䣍
俺
一
人
で
ホ
テ
ル
予
約
の
義
理
を
果
た
す
䣎
心
安
ら
か
に

明
日
を
待
て
䣎
苦
し
い
な
ら
遠
慮
せ
ず
䣍
言
䣬
て
く
れ
䣎
裏
切
り
で
は
な
い
䣎
君
か
ら
の
返
事

を
待
ち
く
た
び
れ
て
䣍
君
が
躊
躇
し
て
い
る
の
で
は
と
憶
測
し
た
䣎
平
気
で
裏
切
る
利
己
的
な

人
間
を
見
す
ぎ
た
䣎
で
も
あ
ま
り
深
読
み
す
る
な
䣍
俺
の
メ
䤀
ル
䣎
こ
ち
ら
は
大
丈
夫
䣬
て
こ

と
䣎 不

信
は
や
め
よ
う
䣎
君
の
容
体
䣍
病
状
を
案
じ
て
い
る
䣎
無
理
を
し
て
ほ
し
く
な
い
の
だ
䣎

倒
れ
た
ら
救
急
車
を
呼
ぶ
䣎
人
間
義
人
の
不
安
䣎
神
は
大
丈
夫
と
手
を
上
げ
て
い
る
䣎
貫
井
䣍

す
べ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
だ
䣎
明
日
何
時
ご
ろ
に
な
る
か
䣍
ざ
䣬
く
り
と
聞
か
せ
て
く
れ
䣎
私

に
悪
意
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
䣎
15
時
前
く
ら
い
か
䣎
ホ
テ
ル
は
自
宅
か
ら
10
分
か
か

ら
な
い
䣎 

コ
ン
ビ
ニ
で
缶
ビ
䤀
ル
買
䣬
て
チ
䣷
䣹
ク
イ
ン
し
よ
う
䣎
俺
の
車
で
行
こ
う
䣎
店
は
軒
下
で
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17
時
半
に
開
店
䣎
君
は
う
ち
の
広
大
な
裏
の
敷
地
に
止
め
た
ま
え
䣍䥹
笑
䥺
冗
談
だ
䣎
ス
ペ
䤀

ス
は
あ
る
䣎
君
は
気
を
回
す
な
と
怒
る
か
も
し
れ
な
い
が
䣍
君
の
奢
り
だ
䣎
〆
に
ラ
䤀
メ
ン
が

あ
る
の
で
肴
は
そ
ん
な
に
い
ら
な
い
䣎
俺
は
そ
ん
な
に
飲
め
な
い
し
䣎
食
堂
だ
か
ら
安
上
が
り

だ
䣎
神
岡
か
ら
ガ
ス
代
も
か
か
る
だ
ろ
う
䣎
確
か
に
俺
は
妬
ま
れ
る
䣎
主
人
公
の
証
拠
䣎
䣓
楽

で
な
い
䣔
と
䣍
心
ざ
わ
つ
く
䣍
だ
が
気
に
し
な
い
䣎
光
䣬
て
い
る
も
の
は
嫉
妬
さ
れ
る
䣎
オ
䤀

ラ
が
あ
る
䣎
そ
し
て
私
は
楽
し
く
強
権
を
行
使
す
る
䣎
日
蓮
が
久
遠
元
初
の
仏
つ
ま
り
神
䣍
そ

し
て
私
は
日
蓮
正
宗
や
䣍
か
つ
て
そ
の
系
統
だ
䣬
た
団
体
が
仰
い
で
い
る
䣍
日
興
の
教
義
に
着

目
し
評
価
す
る
䣎
そ
れ
は
聖
書
の
神
で
あ
る
私
が
日
蓮
と
当
体
で
あ
り
䣍
文
献
的
に
裏
付
け
ら

れ
て
い
る
か
ら
だ
䣎
そ
し
て
君
た
ち
は
日
蓮
よ
り
も
下
に
置
く
が
䣍
釈
尊
ほ
ど
立
派
な
人
物
は

い
な
い
ぞ
䣎
日
蓮
正
宗
は
俺
に
気
づ
き
と
理
論
美
装
を
与
え
て
く
れ
た
䣎
感
謝
し
て
い
る
䣎
君

も
頭
に
血
が
上
が
る
の
を
抑
え
よ
䣎
冷
静
さ
が
大
切
で
あ
る
䣎 

創
価
学
会
䣍
顕
正
会
批
判
は
も
う
い
い
䣎
誰
か
に
任
せ
ろ
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
喧
嘩
し
て

は
明
日
が
つ
ま
ら
ん
䣎
楽
し
く
や
ろ
う
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
貫
井
䣍
今
宵
は
ど
う
も
あ
り
が

と
う
䣎
お
互
い
も
䣬
と
で
か
く
な
ら
な
い
と
な
あ
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣍
す
べ
て
に
南
無
妙
法

蓮
華
経
䣎
日
蓮
の
想
い
に
涙
䣎
な
ぜ
だ
か
䣍
縁
だ
な
䣎
䥹
仏
と
は
で
か
く
な
る
こ
と
か
䣎
で
か

い
と
は
䣎
䥺
人
間
と
し
て
䣍
へ
理
屈
を
こ
か
な
い
䣍
温
か
く
䣍
物
お
じ
せ
ず
䣍
誇
示
す
る
わ
け

で
も
な
い
䣎
名
利
を
求
め
ず
䣍
利
他
を
い
つ
も
考
え
䣍
等
身
大
で
お
れ
る
人
䣎
そ
れ
が
仏
か
も
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し
れ
な
い
䣎
貫
井
䣍
実
は
俺
が
史
上
䣍
地
理
的
に
も
䣍
一
番
敬
愛
し
て
い
る
の
は
俺
の
オ
ヤ
ジ

な
の
だ
よ
䣎
39
で
死
ん
だ
䣎
そ
の
凄
さ
に
や
䣬
と
気
づ
い
た
䣎
や
䣬
と
だ
よ
䣎
心
の
温
か
さ
䣍

ま
さ
に
天
の
父
ち
䣭
ん
さ
䣎
オ
ヤ
ジ
の
仇
討
は
金
持
ち
に
な
り
成
功
す
る
こ
と
だ
と
思
䣬
て
い

た
䣎 で

も
確
実
に
違
䣬
て
い
た
䣎
オ
ヤ
ジ
は
サ
タ
ン
と
戦
䣬
て
い
た
䣎
こ
の
世
の
あ
り
よ
う
䣍
心

あ
る
も
の
に
は
解
る
䣎
俺
は
強
く
䣍
そ
の
道
を
踏
襲
す
る
䣎
オ
ヤ
ジ
が
く
れ
た
教
訓
䣍
嫉
妬
を

す
る
な
䣎
さ
も
し
い
見
返
り
を
期
待
す
る
な
䣎
広
く
布
施
を
せ
よ
䣎
当
た
り
前
の
顔
を
し
て
世

間
を
歩
く
な
䣎
陰
で
泣
く
人
を
忘
れ
る
な
䣎
濃
密
な
十
一
年
間
だ
䣬
た
䣎
貫
井
よ
䣍
俺
が
な
ぜ

本
を
刊
行
し
た
い
か
䣎
金
が
欲
し
い
の
だ
䣎
世
の
終
わ
り
の
前
に
䣍
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
䣬

た
人
た
ち
を
䣍
貸
し
切
り
の
豪
華
客
船
で
世
界
一
周
の
船
旅
に
招
待
し
た
い
䣎
シ
䣺
ン
パ
ン
飲

ん
で
䣎
寝
そ
べ
䣬
て
䣎
嵐
の
日
も
い
い
な
あ
䣎
伝
道
の
た
め
の
帆
船
䣍
宣
教
師
た
ち
の
勇
気
と

祈
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
䣎
各
地
で
植
民
地
支
配
に
利
用
さ
れ
た
が
䣍
デ
ウ
ス
の
教
え
は

残
䣬
た
䣎
当
時
は
神
と
は
呼
ば
な
か
䣬
た
の
だ
な
䣎
つ
ま
り
神
で
も
䣍
仏
で
も
何
で
も
よ
か
䣬

た
の
だ
䣎
な
ん
で
も
呼
び
名
は
い
い
䣎
神
と
呼
ば
れ
た
人
格
䣍
絶
対
者
䣍
暖
か
い
気
䣎
そ
れ
が

愛
あ
る
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
イ
エ
ス
䣍
義
人
な
の
だ
よ
䣎
だ
か
ら
䥹
愛
䥺
を
䣍
神
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
䣎
ヤ
ハ
ウ
䣷
䣍
発
音
の
問
題
だ
け
䣍
エ
ホ
バ
䥹
在
る
も
の
䥺
は
愛
と
真
心
で
す
䣎 

1

年
く
ら
い
時
間
か
け
て
の
周
航
䣍
南
極
䣍
北
極
海
䣍
ア
フ
リ
カ
䣍
イ
ギ
リ
ス
䣍
ヨ
䤀
ロ
䣹
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パ
䣍
イ
ン
ド
䣍
東
南
ア
ジ
ア
䣍
中
国
䣍
ア
メ
リ
カ
䣍
ロ
シ
ア
䣍
カ
ナ
ダ
䣍
オ
䤀
ス
ト
ラ
リ
ア
䣍

南
米
䣎
一
番
行
き
た
い
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
で
イ
エ
ス
の
活
躍
し
た
エ
ル
サ
レ
ム
䣎
俺
は

俺
自
身
の
た
め
の
金
な
ん
か
要
ら
な
い
䣎
い
ず
れ
死
ぬ
な
ら
必
要
な
い
䣎
ま
し
て
愛
が
あ
る
な

ら
䣍
確
実
に
永
遠
の
命
へ
ま
䣬
し
ぐ
ら
䣎
オ
ス
カ
䤀
ワ
イ
ル
ド
の
䣓
幸
福
の
王
子
䣔
の
よ
う
に

生
き
䣍
来
る
世
を
待
ち
た
い
䣎
皆
も
私
に
倣
う
こ
と
が
確
実
に
楽
園
へ
の
パ
ス
ポ
䤀
ト
に
つ
な

が
䣬
て
い
く
䣎
賄
賂
は
実
は
心
が
け
次
第
で
䣍
神
が
懐
に
入
れ
て
く
れ
る
公
算
大
で
あ
る
䣎 

す
べ
て
に
美
し
い
願
い
と
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
だ
よ
䣎
神
は
心
を
捨
て
な
い
人
を
贔

屓
す
る
䣎
何
度
も
書
い
た
ね
䣎
貫
井
䣍
神
を
揶
揄
だ
け
は
す
る
な
䣍
俺
は
神
を
辞
め
た
と
宣
言

し
て
も
神
で
あ
る
䣎
神
は
絶
対
者
だ
䣎
金
剛
石
は
ど
れ
だ
け
削
䣬
た
と
し
て
も
金
剛
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
で
す
䣎
法
華
経
方
便
品
第
二
に
あ
る
䣍
仏
は
仏
に
し
か
わ
か
ら
な
い
䣎
神
も
神
に
し
か
わ

か
ら
な
い
䣎
愛
の
理
解
力
は
神
よ
り
与
え
ら
れ
る
䣎
君
の
大
腸
が
ん
は
心
配
い
ら
な
い
䣎
必
ず

治
る
䣎
俺
が
保
証
す
る
䣎
今
日
は
あ
り
が
と
う
䣎
ゆ
䣬
く
り
寝
よ
う
䣎
朝
䣍
目
覚
ま
し
を
７
時

に
合
わ
せ
て
い
た
䣎
６
時
半
に
目
が
覚
め
た
䣎
７
時
を
回
り
貫
井
に
テ
レ
し
た
䣎
慣
れ
な
い
私

は
チ
䣷
䣹
ク
ア
ウ
ト
の
時
間
が
分
か
ら
な
い
䣎
俺
は
い
つ
も
の
よ
う
に
気
を
回
し
た
䣎
貫
井
に

８
時
に
出
よ
う
と
約
束
し
た
䣎
８
時
䣍
貫
井
は
テ
レ
に
出
な
い
䣎
呼
び
出
し
音
だ
け
が
響
く
䣎 

私
は
メ
䤀
ル
で
家
に
帰
る
か
ら
９
時
半
ご
ろ
迎
え
に
来
る
と
告
げ
䣍
帰
宅
し
た
䣎
ま
あ
そ
れ

で
よ
か
䣬
た
䣎
チ
䣷
䣹
ク
ア
ウ
ト
は
10
時
み
た
い
だ
䣎
眠
そ
う
に
貫
井
は
部
屋
か
ら
出
て
き
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た
䣎
貫
井
は
ソ
チ
を
見
た
が
䣬
た
が
彼
女
は
眠
䣬
て
い
た
䣎
新
湊
䣍
道
の
駅
に
カ
レ
䤀
を
食
い

に
行
く
と
い
う
䣎
䣓
俺
が
世
話
に
な
䣬
た
カ
レ
䤀
ハ
ウ
ス
䣍
年
賀
状
が
来
て
䣍
ほ
と
ぼ
り
が
䣍

冷
め
た
よ
う
な
ら
行
く
よ
䣔
と
返
信
䣎
以
前
に
働
く
幾
人
も
の
女
性
に
卑
猥
な
メ
䤀
ル
を
送
䣬

た
経
緯
が
䣎
そ
れ
か
ら
関
与
は
自
粛
し
て
い
る
䣎
彼
女
ら
も
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
ら
な
い
䣎 

虚
し
さ
を
埋
め
る
に
は
ど
こ
か
新
天
地
を
開
く
し
か
な
い
䣎
風
が
吹
く
ま
ま
䣍
西
東
䣎
神
岡

に
帰
䣬
た
貫
井
に
夜
遅
く
䣓
無
事
か
䣔
と
䣎
そ
䣬
け
な
か
䣬
た
か
䣍
返
事
が
な
い
䣎
䣓
無
事
で

な
い
の
か
䣔
ま
た
送
䣬
た
䣎
私
は
熟
睡
し
て
い
た
䣎
朝
方
䣍
携
帯
に
青
の
光
が
点
滅
し
て
い
る
䣎

䥹
あ
り
が
と
う
君
の
お
か
げ
で
楽
し
か
䣬
た
䣎
ま
た
行
こ
う
䥺
䣎
や
け
に
と
が
ら
ず
素
直
だ
䣎 

俺
は
思
い
出
し
た
䣍
寝
る
直
前
䣓
淡
々
と
し
た
態
度
に
つ
ら
れ
君
の
疾
病
に
対
し
配
慮
が
足

り
な
か
䣬
た
の
で
は
と
反
省
す
る
䣎
日
蓮
正
宗
信
徒
䣍
行
者
だ
か
ら
な
䣎
気
に
し
て
な
い
か
䣎 

ま
た
気
を
回
す
な
と
叱
る
か
な
䣎
俺
は
被
害
妄
想
気
味
䣎
病
状
は
大
丈
夫
か
䣔
と
䣎
私
に
は

薬
の
副
作
用
か
䣍
健
忘
が
あ
る
䣎
帰
り
際
䣍
抗
が
ん
剤
を
見
せ
䣍
䥹
ネ
䣹
ト
で
調
べ
て
み
ろ
䥺
䣎

と
い
う
貫
井
に
䣓
俺
は
自
分
の
向
精
神
薬
さ
え
調
べ
て
い
な
い
䣎
真
由
子
先
生
を
信
じ
る
だ
け

だ
䣔
䣎
貫
井
は
俺
の
言
葉
を
䣓
医
療
情
報
に
振
り
回
さ
れ
ず
縁
を
大
事
に
䣔
と
受
け
取
る
と
信

じ
た
䣎
ホ
テ
ル
䣍
貫
井
の
読
経
は
迫
力
が
あ
り
凄
か
䣬
た
䣎
爽
や
か
な
も
の
が
全
身
に
広
が
䣬

た
䣎
そ
こ
ら
辺
の
坊
主
が
束
に
な
䣬
て
も
か
な
わ
な
い
だ
ろ
う
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎 

暖
か
い
䣍
優
し
い
と
は
䣎
や
は
り
自
己
執
着
に
陥
ら
ず
自
ら
を
客
観
せ
ね
ば
䣎
な
る
べ
く
感
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情
的
に
な
ら
ず
情
緒
を
安
定
さ
せ
悪
口
の
ひ
と
つ
䣍
ふ
た
つ
言
わ
れ
て
も
気
に
し
な
い
こ
と
䣎

そ
れ
だ
け
注
目
さ
れ
て
い
る
䣬
て
こ
と
だ
か
ら
䣎
そ
し
て
自
分
の
世
界
に
と
ど
ま
ら
ず
䣍
広
く

発
信
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
䣎䣓
私
と
は
こ
ん
な
に
正
直
で
善
良
な
の
で
す
䣔
と
ネ
䣎 

君
は
真
の
行
者
䣍
信
仰
者
だ
䣍
読
経
で
君
の
右
に
出
る
も
の
北
陸
三
県
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
䣎 

君
が
覚
り
を
得
䣍
わ
し
の
弱
者
へ
の
眼
差
し
が
理
解
さ
れ
る
と
嬉
し
い
䣎
読
経
と
同
様
の
素

直
さ
が
大
切
だ
䣎 

仏
に
は
猫
が
似
合
う
䣎
釈
迦
の
涅
槃
に
間
に
合
わ
な
か
䣬
た
た
め
十
二
支
に
入
れ
な
か
䣬
た

悲
し
み
䣍
無
念
䣎
こ
こ
に
こ
そ
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
働
く
䣎
仏
の
慈
悲
が
温
か
く
灯
る
䣎
仏
の

種
は
歴
然
と
植
え
込
ま
れ
て
い
る
䣎
難
解
か
䣍
よ
く
メ
䤀
ル
を
読
め
䣍
仏
に
と
䣬
て
十
二
支
か

ら
も
れ
た
猫
が
か
わ
い
そ
う
で
愛
し
い
と
い
う
こ
と
だ
䣎
体
調
は
ど
う
だ
䣎
䥹
仏
を
軽
々
し
く

持
ち
出
す
な
䥺
だ
と
䣍
一
般
か
ら
外
れ
た
䣍
話
を
す
る
な
䣎
釈
尊
す
な
わ
ち
仏
陀
の
涅
槃
だ
䣎 

猫
を
慈
し
む
心
が
な
く
て
何
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
だ
䣎
い
い
加
減
䣍
目
を
覚
ま
せ
䣎
体
は
ど

う
な
の
だ
䣎
い
つ
も
虚
勢
張
ら
ず
に
等
身
大
で
い
い
䣎
言
䣬
と
く
が
仏
と
は
䣍
決
し
て
階
級
が

上
で
偉
い
䣍
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
䣎
真
実
䣍
智
慧
と
慈
悲
を
抱
い
た
親
近
感
溢
れ
る
尊
き
人

で
あ
る
䣎
具
体
的
に
は
䣍
私
の
よ
う
に
ね
䣎
䥹
笑
䥺
赤
尾
敏
先
生
知
䣬
て
い
る
か
䣎
日
蓮
䣍
イ

エ
ス
を
リ
ス
ペ
ク
ト
䣍
辻
説
法
を
展
開
し
た
䣎
反
共
䣍
国
体
護
持
を
訴
え
䣍
学
会
は
青
い
ウ
ジ

虫
と
吐
き
捨
て
た
䣎
私
の
持
論
と
は
少
し
違
う
が
䣍
反
骨
の
人
で
す
䣎
合
掌 

む
つ
か
し
い
ひ



 
 

430 

と
に
は
䣍
こ
ち
ら
も
む
つ
か
し
く
な
る
䣎
明
る
く
優
し
い
人
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
る
䣎
人
は
鏡

で
あ
る
䣎
周
り
の
応
対
が
悪
い
䣍
自
分
は
少
し
疲
れ
て
い
な
い
か
䣍
横
柄
に
な
䣬
て
い
な
い
か
䣍

振
り
返
る
䣎
特
攻
隊
䣍
自
ら
志
願
䣎
お
国
の
為
䣍
銃
後
の
家
族
の
た
め
喜
ん
で
死
を
望
ん
だ
若

者
た
ち
䣎
洗
脳
か
䣎
愛
の
た
め
の
死
䣎
神
へ
の
忠
誠
䣍
殉
教
䣎
二
例
と
も
神
の
為
で
あ
る
䣎 

な
ぜ
か
涙
が
出
る
䣎
神
は
冷
静
に
䣍
た
だ
死
に
向
か
う
姿
に
否
を
投
げ
か
け
る
䣎
俺
の
メ
䤀

ル
は
確
か
に
難
解
な
こ
と
も
䣎
制
限
内
に
す
べ
て
の
意
を
詰
め
込
み
た
い
䣎
健
忘
は
睡
眠
薬
の

副
作
用
の
せ
い
だ
䣎
サ
タ
ン
の
仕
業
か
も
し
れ
な
い
が
䣎
ま
ず
は
君
が
元
気
そ
う
で
よ
か
䣬
た
䣎 

 

イ
ミ
ズ
さ
ん
䣎 

す
べ
て
に
一
本
䣍
芯
が
通
ら
ぬ
が
䣍
Ｒ
会
の
教
え
䣎
実
は
極
め
て
仏
教
的
だ
䣎
䥹
こ
だ
わ
ら

な
い
䥺
と
い
う
こ
と
䣎
あ
な
た
は
体
現
し
て
い
る
䣎
あ
る
意
味
䣍
器
が
大
き
い
䣎
そ
れ
は
厚
顔

無
恥
と
も
言
え
る
䣎
で
も
ね
䣍
仏
の
種
を
温
か
く
包
む
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
芯
は
通
る
の
だ

よ
䣎
今
日
も
ご
苦
労
様
䣎
私
が
仕
事
場
を
訪
問
し
た
の
は
教
え
を
説
き
た
か
䣬
た
だ
け
䣎 

南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎
預
言
者
に
従
い
イ
エ
ス
を
信
じ
る
な
ら
救
わ
れ
ま
す
䣎
縁
な
き
も
の
は

こ
と
ご
と
く
滅
せ
ら
れ
る
䣎
勘
違
い
な
さ
ら
ぬ
よ
う
に
䣎
あ
な
た
に
対
し
て
宗
教
の
話
つ
ま
り

南
無
妙
法
蓮
華
経
を
伝
え
た
い
だ
け
で
す
䣎
他
意
は
全
く
な
し
䣍
思
い
や
り
な
き
䣍
あ
な
た
に
䣍

女
性
と
い
う
意
識
は
毛
頭
䣍
微
塵
も
あ
り
ま
せ
ん
䣎
私
は
そ
れ
で
も
頑
迷
な
あ
な
た
を
救
い
た
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か
䣬
た
䣎
何
は
と
も
あ
れ
Ｒ
会
信
者
の
あ
な
た
は
䣍
法
華
経
に
結
び
付
け
て
く
れ
た
恩
人
䣎 

そ
し
て
あ
ま
り
に
も
あ
な
た
は
場
当
た
り
的
だ
䣎
誠
が
ま
る
き
り
感
じ
ら
れ
な
い
䣎
声
掛
け

は
し
ま
し
た
䣎
神
の
責
任
は
果
た
し
た
わ
け
で
す
䣎
徳
の
な
い
あ
な
た
の
回
心
は
䣍
は
な
か
ら

無
理
だ
と
わ
か
䣬
て
い
ま
し
た
䣎
そ
れ
が
私
の
先
ほ
ど
の
作
り
笑
顔
で
す
䣎
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣎 

愛
す
る
聖
女
へ 

過
渡
期
だ
と
思
い
ま
す
䣎
私
の
女
性
に
対
す
る
意
識
䣎
私
は
神
と
し
て
ア
ガ
ペ
䤀
に
生
き
る

の
が
筋
䣎
優
し
く
て
強
い
君
は
理
解
で
き
る
ね
䣎
賢
い
君
䣍
深
い
愛
で
見
つ
め
䣍
ま
た
私
は
君

に
欲
情
す
る
か
も
䣎
神
の
国
の
住
人
に
な
䣬
て
ほ
し
い
䣎
君
に
は
愛
が
あ
る
䣎
随
意
で
結
構
で

す
䣎
連
絡
く
だ
さ
い
䣎
私
は
私
な
り
の
思
い
や
り
に
生
き
ま
す
䣎
心
配
い
ら
な
い
䣍
君
を
傷
つ

け
た
り
は
し
な
い
䣎
良
か
䣬
た
ら
テ
レ
下
さ
い
䣎
君
の
一
生
懸
命
さ
を
解
䣬
て
い
る
唯
一
䣎 

愛
し
て
い
る
よ
䣍
君
の
生
き
方
䣎
転
院
す
れ
ば
真
由
子
さ
ん
と
の
距
離
は
か
な
り
開
き
ま
す
䣎

冷
静
に
な
る
と
䣍
由
美
さ
ん
に
と
䣬
て
も
真
由
子
さ
ん
と
同
様
に
利
用
者
の
中
䣍
私
の
存
在
は

有
象
無
象
に
あ
る
の
で
は
䣎
火
曜
日
䣍
カ
レ
䤀
ハ
ウ
ス
参
り
ま
す
䣎
深
い
話
が
し
た
い
䣎
皆
が

博
愛
䥹
ア
ガ
ペ
䤀
䥺
の
意
識
を
持
つ
䣎
自
由
と
平
和
が
生
ま
れ
る
䣎
肉
欲
と
し
て
切
り
捨
て
た

い
䣍
か
な
り
前
の
オ
ル
ガ
ス
ム
ス
を
聖
な
る
あ
な
た
に
だ
け
に
想
い
ま
た
願
う
䣎 

お
休
み
䣍
由
美
さ
ん
䣎
旦
那
さ
ん
に
詰
問
さ
れ
た
ら
恋
愛
妄
想
の
甲
斐
性
な
し
だ
か
ら
だ
䣍

と
吐
き
捨
て
て
下
さ
い
䣎
あ
な
た
が
神
を
賛
美
す
る
と
き
私
へ
の
想
い
は
愛
と
し
て
復
活
し
ま
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す
䣎
キ
リ
ス
ト
の
肢
体
を
遊
女
に
し
て
は
い
け
な
い
䣎
主
と
ひ
と
つ
に
な
る
と
き
霊
は
ひ
と
つ

に
な
る
䣎
つ
ま
り
私
の
想
い
に
従
順
に
な
れ
と
い
う
こ
と
䣎
幸
い
は
そ
こ
に
あ
る
䣎
由
美
さ
ん

ご
め
ん
ね
䣎
変
な
メ
䤀
ル
に
当
惑
䣍
困
惑
さ
れ
た
で
し
䣯
う
䣎
か
つ
て
䥹
ど
ん
な
も
の
で
も
送

䣬
て
こ
い
䥺
䣎
男
気
溢
れ
る
お
言
葉
䣎
甘
え
ま
す
䣎
素
直
な
私
の
想
い
で
す
䣎
暑
い
中
エ
ア
コ

ン
大
丈
夫
で
す
か
䣎 

あ
な
た
み
た
い
献
身
的
で
聖
な
る
素
晴
ら
し
い
女
性
は
い
ま
せ
ん
䣎
私
が
勃
起
す
る
唯
一
の

人
で
す
䣎
ま
た
よ
ろ
し
く
䣎
卑
猥
な
メ
䤀
ル
ば
か
り
で
す
が
䣍
決
し
て
貶
め
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
䣎
そ
の
逆
を
行
き
ま
す
䣎
神
の
夢
䣍
実
現
に
向
か
え
ば
う
れ
し
い
で
す
䣎
あ
な
た

を
抱
き
し
め
た
い
䣎
強
く
愛
し
て
い
ま
す
䣎
と
に
か
く
暑
い
か
ら
体
気
を
つ
け
て
ね
䣎
祈
䣬
て

い
る
男
が
一
人
い
る
こ
と
を
け
し
て
忘
れ
ず
孤
独
に
な
䣬
た
ら
君
を
思
う
か
ら
䣍
君
も
僕
を
念

じ
て
く
だ
さ
い
䣎
二
人
䣍
幸
福
の
海
に
至
る
䣎
ト
マ
ト
あ
り
が
と
う
䣎
私
は
真
由
子
さ
ん
へ
の

失
恋
か
ら
操
縦
不
能
䣍
空
中
分
解
䣎
非
常
識
な
メ
䤀
ル
に
不
快
感
を
持
た
れ
た
す
べ
て
の
方
に

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
䣎
ご
め
ん
な
さ
い
䣎
ま
た
善
き
縁
に
䣎
失
恋
で
す
䣎
６
年
越
し
の
勢
い

か
ら
だ
䣬
た
け
ど
事
務
的
な
求
婚
で
し
た
䣎
転
院
は
し
ま
せ
ん
䣎
節
度
は
優
先
し
ま
す
䣎 

性
的
欲
求
が
わ
く
の
は
由
美
さ
ん
だ
け
䣍
や
は
り
聖
女
で
す
䣎
ご
自
愛
く
だ
さ
い
䣎
由
美
さ

ん
熱
い
夜
が
続
き
ま
す
䣎
あ
り
き
た
り
の
言
葉
し
か
送
れ
ま
せ
ん
䣎
ゆ
䣬
く
り
休
ま
れ
䣍
明
日

へ
の
英
気
䣍
養
わ
れ
る
よ
う
心
か
ら
願
䣬
て
い
ま
す
䣎
お
か
ら
だ
大
切
に
な
さ
䣬
て
く
だ
さ
い
䣎



 
 

433 

由
美
さ
ん
䣍
恋
愛
関
係
妄
想
の
神
で
す
䣎
あ
な
た
を
ず
䣬
と
愛
し
続
け
ま
す
䣎
い
つ
か
想
い
が

か
な
う
と
聖
書
は
語
り
ま
す
䣎
来
る
世
䣍
制
約
は
な
く
な
り
䣍
私
の
自
由
な
夢
は
実
現
し
ま
す
䣎 

あ
な
た
は
聖
女
で
す
䣎
成
功
を
ひ
た
す
ら
目
指
す
魔
女
と
は
や
は
り
違
い
ま
す
䣎
私
は
障
害

児
に
深
い
愛
情
を
注
い
だ
あ
な
た
を
愛
し
ま
す
䣎
で
も
神
は
独
占
欲
に
は
不
寛
容
で
す
䣎
博
愛

は
神
の
国
で
は
必
須
䣎
ト
マ
ト
の
立
ち
売
り
䣍
右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ
私
に
本
当
に
優
し
か
䣬
た
䣎

社
会
復
帰
䣍
私
の
マ
イ
ン
ド
は
名
実
と
も
に
冷
め
て
い
た
䣎
け
ど
あ
な
た
の
愛
に
支
え
ら
れ
こ

こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
䣎
本
当
に
あ
り
が
と
う
䣎
今
の
よ
う
な
未
来
絵
図
は
退
院
時

に
は
描
け
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
障
害
児
の
頃
か
ら
看
て
䣍
成
人
し
た
真
美
ち
䣭
ん
の
健
常
者
へ
の

劣
等
感
と
い
う
苦
し
み
を
䣍
受
け
る
あ
な
た
に
惚
れ
ま
し
た
䣎
私
は
䣍
想
い
の
こ
も
䣬
た
厚
意

は
絶
対
䣍
無
下
に
は
し
な
い
と
そ
の
日
䣍
誓
䣬
た
䣎
純
真
な
博
愛
䣎
来
る
世
䣍
カ
䣹
プ
ル
に
対

し
䣍
不
倫
を
神
が
推
奨
す
る
の
で
は
な
く
䣍
自
由
に
明
る
く
素
直
に
暖
か
く
愛
す
る
人
と
永
遠

に
暮
ら
す
䣎
そ
の
延
長
線
上
に
䣍
神
の
強
制
で
は
な
い
フ
リ
䤀
へ
の
資
格
が
あ
る
䣎
そ
し
て
美

し
い
想
い
を
分
か
ち
合
う
䣎
あ
な
た
は
神
の
国
で
永
遠
の
命
を
䣍
授
け
ら
れ
䣍
楽
園
に
入
る
で

し
䣯
う
䣎
い
つ
も
あ
り
が
と
う
䣎
僕
は
待
ち
ま
す
䣍
平
和
な
世
を
䣎
世
界
中
の
孤
立
䣍
虐
待
䣍

障
害
は
涙
と
共
に
消
え
去
る
䣎
由
美
さ
ん
あ
り
が
と
う
䣎
䣓
馬
鹿
䣔
で
も
䣓
死
ね
䣔
で
も
い
い

で
す
か
ら
返
信
待
䣬
て
い
ま
す
䣎
報
告
䣍
連
絡
䣍
相
談
大
事
で
す
䣎
で
も
こ
の
想
い
䣍
ご
負
担

に
な
る
な
ら
過
剰
に
取
ら
な
い
で
下
さ
い
ね
䣎
で
は
ご
自
愛
願
い
䣎
お
や
す
み
な
さ
い
䣎
イ
エ
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ス
は
偽
善
者
た
ち
に
は
不
寛
容
だ
䣬
た
䣎
何
度
も
言
う
䣎
神
イ
エ
ス
と
は
俺
み
た
い
な
も
の
䣎 

判
ら
な
い
の
は
䣍
盲
人
で
䣍
世
間
の
偽
り
の
価
値
観
を
後
生
大
事
に
抱
え
て
い
る
か
ら
だ
䣎

た
く
さ
ん
の
障
害
児
と
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道
䣍
傷
つ
き
䣍
涙
し
䣍
耐
え
切
れ
な
い
日
々
も
あ
䣬

た
は
ず
䣎
幸
い
を
願
い
明
日
に
向
か
䣬
て
䣍
今
夜
私
の
お
や
す
み
な
さ
い
䣎
優
し
さ
を
込
め
祈

り
ま
す
䣎
あ
な
た
に
と
䣬
て
の
子
供
た
ち
は
䣍
皆
あ
な
た
が
好
き
み
た
い
で
す
よ
䣎
あ
な
た
は

根
気
強
く
優
し
い
か
ら
ね
䣎
で
も
好
か
れ
る
人
は
傷
つ
け
ら
れ
や
す
い
も
の
ね
䣎
ス
ト
レ
ス
気

を
付
け
て
ね
䣍
ま
た
よ
ろ
し
く
䣎
私
が
神
を
名
乗
る
の
は
私
の
書
き
物
の
信
用
を
保
証
す
る
た

め
で
す
䣎
そ
し
て
裏
切
り
に
対
し
怒
り
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
憐
れ
み
と
共
に
大
変
寂
し
い
感
情
が

生
ま
れ
ま
す
䣎
私
の
正
直
な
気
持
ち
で
す
䣎
２
７
日
䣍
コ
䤀
ヒ
䤀
飲
み
に
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
䣎
私
は
結
婚
に
は
縁
が
な
い
み
た
い
で
す
䣎
で
も
博
愛
に
徹
す
る
と
き
何
か
が
生
ま
れ
る
䣎 

信
じ
て
䣍
人
を
愛
す
る
つ
も
り
で
す
䣎
遅
く
に
た
く
さ
ん
送
䣬
て
ご
め
ん
な
さ
い
䣎
君
の
献

身
䣍
尊
い
䣎
そ
し
て
真
実
䣍
南
無
妙
法
蓮
華
経
䣍
因
果
応
報
䣍
心
の
浄
化
大
切
䣎
神
を
愛
し
䣍

隣
人
を
愛
す
䣎
２
７
日
䣍
猫
の
え
さ
を
買
い
に
行
か
ね
ば
䣍
訪
問
䣍
ご
遠
慮
申
し
上
げ
る
か
迷

䣬
て
い
ま
す
䣎
長
く
返
信
の
な
い
あ
な
た
に
䣍
聖
書
は
䣓
私
を
主
イ
エ
ス
で
あ
る
か
䣍
ま
た
神

で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
か
䣔
䣍
こ
こ
の
選
択
を
取
り
上
げ
ろ
と
促
し
ま
す
䣎
メ
䤀
ル
を
願
い
ま

す
䣎 

聖
書
は
私
が
来
店
す
る
の
は
迷
惑
に
な
る
と
示
し
ま
す
䣎
連
絡
な
き
場
合
は
今
後
䣍
参
上
も
メ
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䤀
ル
も
差
し
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
䣎
耐
え
難
き
を
耐
え
仕
方
が
な
い
䣎
皆
に
よ
ろ
し
く
䣎 

䣓
法
華
経
は
薬
の
効
能
書
き
ば
か
り
が
続
き
䣍
実
際
の
効
き
目
が
分
か
ら
な
い
䣔
䣎
あ
る
浄

土
系
宗
教
学
者
䣎 

法
華
経
は
日
蓮
出
生
の
予
言
書
で
あ
る
䣎
勧
持
品
十
三
䣍
神
力
品
二
十
一
に
代
表
さ
れ
る
䣎 

如
来
寿
量
品
十
六
䣍
得
入
無
上
道
速
成
就
仏
身
䣎
こ
れ
ぞ
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
䣎 

 

八
兆
屋
で
二
人
飲
ま
な
い
か
䣎
少
し
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
だ
と
思
う
䣎
私
は
会
席
で
宗
教
の

話
は
し
な
い
䣎
怒
る
作
為
も
あ
䣬
た
が
意
思
表
示
に
は
必
要
䣎
俺
は
い
た
䣬
て
静
か
な
男
だ
䣎

あ
ま
り
心
配
す
る
な
䣍
ヘ
イ
ト
発
言
の
や
つ
よ
り
は
良
識
は
あ
る
ぞ
䣎
君
を
批
判
非
難
も
し
な

い
䣎
俺
は
聞
き
役
に
徹
す
る
䣎
君
の
話
が
聞
き
た
い
の
だ
䣎
お
前
は
俺
が
殴
る
と
で
も
思
䣬
て

い
る
の
か
䣎
俺
は
そ
ん
な
暴
力
的
な
男
で
は
な
い
ぞ
䣎
お
前
を
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
だ
䣎
で

も
君
に
は
扶
養
家
族
が
つ
い
て
い
る
䣎
俺
の
思
い
は
及
ば
な
い
か
も
䣎
官
製
談
合
䣍
大
変
䣎 

君
ら
の
周
り
と
の
ス
タ
ン
ス
䣍
兼
ね
合
い
は
わ
か
ら
な
い
が
注
意
は
必
要
み
た
い
だ
な
䣎
俺

の
身
辺
も
気
ぜ
わ
し
く
な
䣬
た
䣎
ご
自
愛
く
だ
さ
い
䣎
ま
た
三
人
で
歓
談
を
䣎
あ
い
つ
は
福
岡

か
ら
春
ご
ろ
ま
で
は
来
ら
れ
な
い
そ
う
だ
䣎
元
気
か
䣎
正
月
を
迎
え
る
が
䣍
相
変
わ
ら
ず
の
多

忙
か
䣎
少
し
時
間
作
れ
な
い
か
䣎
宅
に
来
い
よ
䣎
玄
関
直
し
た
ぞ
䣎
お
前
の
た
め
だ
䣎
ま
た
連

絡
く
れ
䣎
な
ぜ
沈
黙
す
る
䣎
問
題
は
起
こ
ら
な
い
䣎
瓢
箪
か
ら
駒
が
出
れ
ば
う
れ
し
い
が
䣍
障
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害
者
枠
で
就
け
る
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
䣎
作
業
着
で
軽
作
業
䣎
何
も
で
き
な
い
昼
行
燈
の
大

石
内
蔵
助
で
す
䣎
君
は
結
局
自
分
の
口
か
ら
は
何
も
語
れ
な
い
䣎
総
務
省
の
次
官
䣍
か
ん
ぽ
生

命
へ
の
䣍
漏
洩
事
件
も
最
近
あ
䣬
た
䣎
君
は
訓
示
を
た
れ
る
立
場
だ
ろ
う
䣎
楽
に
し
て
神
仏
を

忘
れ
ぬ
よ
う
䣎
お
前
の
基
本
に
も
あ
る
は
ず
だ
䣎
も
し
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
よ
う
と
も
䣎

俺
は
器
用
で
は
な
い
䣎
頃
合
い
を
読
ん
で
当
た
り
障
り
な
く
受
容
す
る
䣎
そ
ん
な
こ
と
が
旧
友

に
必
要
か
䣎
常
識
は
わ
き
ま
え
て
い
る
䣎
俺
に
イ
ン
ス
パ
イ
ヤ
さ
れ
よ
䣎
お
前
の
行
き
つ
け
の

ス
ナ
䣹
ク
の
老
い
た
マ
マ
に
笑
わ
れ
な
い
た
め
に
䣎
色
々
な
生
き
方
が
あ
る
䣎
で
き
れ
ば
他
人

の
顔
色
を
窺
わ
な
く
て
い
い
仕
事
で
あ
䣬
た
ら
い
い
䣎
熱
く
な
れ
よ
䣎
市
長
に
か
み
つ
く
ぐ
ら

い
の
䣎 

そ
の
時
俺
は
お
前
に
頭
を
下
げ
る
ぜ
䣎
そ
し
て
妬
む
若
僧
に
は
強
権
で
脅
か
せ
䣎
お
休
み
䣍

最
後
に
御
休
み
を
返
信
し
て
く
れ
䣎
冷
静
か
䣍
温
和
か
䣎
お
前
を
信
じ
て
い
る
䣎
関
心
な
し
の

無
感
動
䣎
そ
れ
は
不
動
心
䣍
平
常
心
と
は
違
う
䣎
暖
か
い
境
界
へ
と
進
み
た
い
䣎 

実
は
精
神
障
害
の
あ
る
男
か
ら
妬
み
に
よ
る
裏
切
り
を
受
け
た
䣎
闘
う
俺
の
こ
と
を
闘
わ
な

い
奴
ら
が
笑
う
䣎
お
前
た
ち
は
確
実
に
生
活
と
闘
䣬
て
い
る
よ
な
䣎
そ
れ
が
い
い
䣎
元
気
か
い
䣎 

聖
書
が
メ
䤀
ル
を
推
奨
す
る
䣎
ご
家
族
も
ご
息
災
で
す
か
䣎
君
に
会
い
た
い
で
す
䣎
ま
た
連

絡
待
䣬
て
い
る
䣎
今
は
酒
が
う
ま
い
ル
ン
ペ
ン
よ
䣎
新
し
い
本
の
準
備
中
だ
䣎 

真
由
子
さ
ん
へ
䣍
二
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
新
し
き
倫
理
で
す
䣎 
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義
人
䥹
エ
ホ
バ
䥺 

永
遠
の
命
に
向
け
て 

 

ア
ン
ゴ
ル
モ
ア
の
大
王 

聖
書
の
神 

義
人
䥹
ヨ
シ
ト
䥺 

 
 

 
 

純
粋
な
想
い 

 
 

 

清
く
静
か
で
暖
か
い
教
え 

 
 

 

ア
ガ
ペ
䤀
で
あ
る
䣎 

心
を
つ
く
し 

精
神
を
つ
く
し 

命
を
つ
く
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

保
持
し
よ
う
䣎 
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生
老
病
死
が
な
く
な
り 

不
老
不
死
を 

手
に
入
れ
た
も
の
た
ち
は
孤
独
よ
り
解
放
さ
れ
る
䣎 

聖
書
の
宮
䣍
神
の
御
使
い
た
ち
に
は 

セ
䣹
ク
ス
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な
り 

隣
人
た
ち
と
の
暖
か
い
抱
擁
が
生
ま
れ
る
䣎 

そ
こ
に
は
オ
ル
ガ
ス
ム
ス
を
超
え
た
素
晴
ら
し
い
快
感
が
待
つ
䣎 

食
欲
に
関
し
て
は
聖
書
に
あ
る
よ
う
に
消
化
器
官
の
務
め
は
終
わ
り 

幾
多
の
争
い
䣍
病
か
ら
人
々
は
解
放
さ
れ
る
䣎 

生
存
の
た
め
䣍
性
欲
と
共
に
満
腹
䣍
味
覚
䣍
触
感
を
求
め
た
の
だ
䣎 

季
節
䣍
気
候
は
そ
の
地
に
最
適
な
も
の
が
い
つ
も
訪
れ
る
䣎 

ま
た
身
に
着
け
る
も
の
は
心
配
し
な
く
と
も
よ
い
䣎 

神
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
䣎 

自
由
な
明
る
い
歌
が
響
く
䣎 

䥹
来
る
世
の
真
実
で
あ
る
䥺 


